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刊行のことば

　国立国語研究所は，その任務の一つとして国語の歴史的発達に関する調査研

究を行なってきた。それは，現代の語語生活を解明する上にも，また，国語問

題解決のためにも，その裏づけとして国語の歴史的研究が必要だからである。

　研究所では，まず，歴史的研究として現代語に最も関係の深い闘治時代謡の

研究を取り上げた。こんにち，普通に用いられることばで明言時代に発生した

ものの多いことは，よく知られている。現代の口語文も明治初期の漢文書き下

し文に基づいて発達したものである。いわぽ，明治時代語は，現代語形成の直

接の母体である。しかも，その明治時代語は，心仏の繭でも，：文体の面でも，

まだ明らかにされていない点が多い。これを解明することは，明治時代語と現

代語とのつながりをきわめるためにも重要な課題である。明治時代語の研究を

取り上げた意義もこの点にある。

　この報告書の内容は，明治10年‡1月から同11年1G月までの「郵便報知新聞」

　　　　　　　　ぼを資料とした用語の調査である。蚤時は，欧米文化の流入による新旧文化の混

乱時代であった。用語では漢語の新造語がはんらんし，交体ではどんな文体を

用いるべきか模索されていた。「郵便報知新聞」は，用語・表記・交体の面で

複雑な様相を呈していた当直の雷語状態を集約的に反映している資料である。

この報告書は，その資料から採集したかぎりのすべての異なり語を語彙表の形

で整理し，表記・語構成・文体などの諸点から分析した結果をまとめたもので

ある。

　なお，　この調査研究は，第三研究部近代語研究室が担当し，所員寓暗晦・

提坊豪紀・広浜文雄・市川孝・進藤咲子が共同して事に当った。

　　　昭禾034年3月

　　　　　　　　　　　　　　國立国語薪究所長西尾　 実
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工　調査のあらまし

1調査のあらまし

1　この調査のねらい

　この調査の冒的は，明治10年（1877）1エ月1Nから明治11年（1878）10月

31臼までの1年分の「郵便報知新聞」を資料としたサンプル調査により，サン

プルに現われたすべての異なり語を語彙表として示し，用語の表記，漢字語の

構成，三体と用語との速二等についてその実態を記述するにある。

　この調査は，現代語の歴史的背：景を明らかにするために取り上げたものであ

るが，明治10年筋後は現代語が形成されつつあった時期にあたっている。この

時期の国語は，屠下の国語問題の主要な原因となっているものを，すでに，に

なっていたのであるから，この時代の言語を調査することによって，問題解決

のための一資料を提供することができると信じる。

　明治時代語の讐徴は，よく知られているように，新造漢語のはんらん，外来

語・欧文脈の流入，共通語の確立，二丈一致体の発達，普通丈体の完成，丁寧

表現の発達などにある。それらはすべて明治時代語の基本的性格であり，岡三

に現代語形戒の直接の母体であるQしかし，明治の言語状態のうちには，まだ

明らかにされていない部分があって，これを解明することは，現代語とのつな

がりを究めることとならんで重要な課題である。明治10年前後の書語状態につ

いても，従来ほとんど調査されていない実情である。この調査に，郵便報知新

聞という限られた資料について行なったものであるが，複雑多様なこの時期の

言語状態の一端を明らかにすることにそのねらいがある。

　明治二二が威立してから，政府の出した布令の：文章は難解な漢字漢語の多い

文章であった。艮間の新聞の文章も社説欄は，片かなまじりの漢文書き下し文

　　　　　おお
体であり，大新蘭と呼ばれていた新聞の雑報欄の：文章も，社説欄の：文章とは，

文体の相違こそ見られるが，漢字漢語の多用されていることには変りはない。

漢宇漢語の流行は，明治初期の国語について見落してはならない現象である。

太政官臼誌に現われる難解な漢語を読むための小型の漢和辞典が明治の初年か

　　　　　　　　　　　　　　　　　玉
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らli1版されており，10年ごろまでに十数種も出ているが，明治10年前後には，

新聞を読むための新聞字引さえ二三種類出版されているようなありさまであっ

たQ

　また，維新以後，海外の文物制度を急激にわが国に移植する情勢となった

が，海外激化の吸収は，主として書籍を通して行なわれた。直接原書について

欧米の：文化にふれることのできた人たちもあったが，それらは限られた人たち

に過ぎない。多くの人たちは，洋学者の訳した各分野の翻訳書とか，あるいは

海外事情の解説書などを通して欧米の交化に接した。明治10，エ1年ごろに出版

された新刊書の七，八割までが漢籍の翻刻を除いては翻訳書であると書われて

いるほどである。英・米・独・仏の漂書が政治・経済・文化・自然科学等のあ

らゆる領域にわたって翻訳ざれている。いわば一種の翻訳時代とも言うべき時

代であった。近代国家として新しい方向にあゆみを進めていた当時のわが国

は，情勢上，西欧先進国の交物を吸収しなければならない立場にあったからで

ある。これらの翻訳書の大部分が，これまた，漢字漢語を多く含んだ文語文で

書かれていたのである。

　明治初期に輸入された欧米の文物継度には，わが国に今まで金然存在してい

なかった事物が多いので，新しい翻訳語ボ作られ，新語が続続生まれた。急激

に押しよせた外来の：文物に，時間的に余裕もなかったせいもあろうが，漢字漢

語をもって薪語や翻訳語をまかなったのである。漢藷の造語力の生産的である

ことも，もちろん，その原因であるが，当時，政府の要路にあったものや学者

などの有識階級がすべて漢学的素養のある人たちであり，それに加えてわが国

民が古くからいだいている漢字に来する尊敬の気持などが作用して新旧の変動

期に際して必要以上に漢字漢語のはんらんをまねいたものであろう。とにか

く，西欧文化の跡取に漢字漢語が大きな役割を果したのは事実であった。外

来の文物思想を受け入れるに当って，固有のやまとことばで受け入れようとす

る試みをした人もあるが，大勢にはなんの影響もなかったのである。しかし，

明治初期の漢字漢語の盛行が，尾をひいて現在の国語問題の大きな部分を占め

ることになったのである。たとえば，漢字制限の問題，同音語の問題，書きこ

とばを話しことばに近づける障害となっている文語的な暗い焦しなどがそれで

　　　　　　　　　　　　　　　　2
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ある。

　もっとも，漢語の質や量は当時と現在とでは，かなり相違がある。しかし妾

時の普通の書きことばに用いられた漢語がどんなものであったか，どんな構造

を持っていたかを知ることは，今日の国語問題を考えるばあいに，参考すべき

ものがあるであろう。

　明治10，11年の郵便報知新聞を資料として明治時代語の調査を開始した理由

は，次の通りである。

　明治蒋代のことばは，現代語のいろいろな性格を決定づける大きな地盤とな

っていると考えられる。そのことは，だれもが認めてはいるけれども，まだ組

織だった調査研究はされていない。しかも，従来の明治時代語研究の多くは，

Ycの調査資料として採用しているものは，主として文学作品であった。われわ

れが知りたいのは，そのような言わば特鯛な場における用語，書い換えれば，

ある一つの「かまえ」をもって発表していることばではない。一般の人たちが

日常の場においてどんなことばを使い，どんなことばを理解していたか，と言

うことである。われわれが調査資料として新聞を取ったのは，こういう考え方

に基づいているQただし，当時の新聞は，発行部数も少なく，今日のように数

百万部の新聞が一時に大壁生産されるということはなかったのであるから，当

時の新聞に使っていることばを今日と同じ目で見ることはできない。しかし，

新聞の用語は，一一eeに文学作品などのように，表現における個人の特甥の習慣

をあまり持たないと考えられる。少なくとも，社説欄や投書欄を除いては，現

われることが比較的少ないとしてよいだろう。この点で，新聞は，妾時の一般

約用語を探ろうとする，われわれの目的にかなうものであるQ

　当時の新聞はようやく近代的な新聞として形式内容を整えて来ていたのであ

るが，大衆を相手とする新聞の用語を調査するということは，少なくとも明治

10年箭後の新聞については全然着手されていないだけに，十分意義のあること

と考えられる。

　調査対象の時点を，明治10年エ1月1日からときめたのは，次の理由からである。

　明治10，11年という年代は，西南戦争の落着を契機として，世情も一往安定

し，近代的な社会の体制も固まり始めたころである。社会の安定と，ことばの
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安定とに密接な連関があると考えてよいならば，明治初年の激動期におけるこ

とばは，西洋の文物の流入によっておこった混乱期の比物であったと書える。

そのような時期のことばを調査することも，もちろん，意義がないわけではな

いが，現代語を中心において考える時には，最初に調査する時期として必ずU

も適切ではないだろう。

　ところで，明治10年前後の新聞でまとまっているものは，なかなか入手に困

難であるが，さいわいにも当研究所の資料室にこの期間の郵便報知新聞を所蔵

しているので，これを資料として取り上げたのである。しかし，調査の時期と

して酉爾戦争当時を選ぶことは，戦争の記事だけに使うような語が固まって賂

てくるという理由で避けなければならないので，1工月1日からとした。それで

もなお，〈征討〉が36回，〈鹿児島逆徒〉が29園というような使用度数のゆが

みを避けることができなかった（語形は〈〉で，引用は「」で示す）。

　われわれが調査資料として選んだ郵便報知新聞は，戯作者の書くような交輩

を多く含んでいるが，岡時に社説欄を中心として漢学系統の記老の書いた漢文

口調の文章も適当に含んでいる。いわゆる俗文体（これを，かりに軟文体と呼

ぶ）の文章と漢文書き下し文体（これを，かりに硬文体と呼ぶ）の文章と．こ

の二つの型の文章は，新聞の交章独特のものではなく，当時普通に行なわれて’

いた代表的な文章であったのである。郵便報知新聞の文章は，この両方の流れ、

を適当に含んだ資料であって，この新聞を資料として選んだことは，妥当であ

ったように思われる。

　この調査の対象は，郵便報知新聞の明治10年11月1日から岡11年10月3畑ま

での本紙（附録として発行されているものがこの期間に二三あるが，調査対象

から省いた）における本文と認められる紙面に現われたことばの総体である

（ただし，助詞・助動詞は省き，ことばと同等の意味をもつ記号は含める）。

従って本文の欄外にある新聞名，号数，年月日，曜日および物価・広告欄に現

われたことばは，調査対象とならない。そのほか本文中にあるものでも，漢

詩，漢文，数式，数表は調査対象から除いた。ただし，異なり語補充の調査の

時は，物価・広告欄に現われたことばも調査対象とした（27ページ参照）。

　準備調査によって，この母集団の麺べ語数は，われわれの採用したほぼ文節
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に絹当する調査単位を基準にして約百二十八万語であるζとがわかった。この

調査の計画をたてたころ，経費，時間，それに人手を考慮して十万枚のカード．

を採集することに作業の目標をおいた。よって抽出比をi／12として，行を単位

とする屡わけ等野里抽出法により，延べ約十万枚のカードを採集した。つま．

り，この調査は，採集した約十万語の標本から資料全体における約百ニナ八万

語の使用情況を推定したわけである◎

　この調査の結果は，語彙表の体裁で報告する。語藁表は，A表（使用度数10

以上のもの），B表（使胴度数9～1のもの）およびC表（標本セこはずれた部

分に使っている異なり語を採集したもの）の耳表に分ける。推計学の考え方に

従えば，使用度数9～1のものは，偶然性の働く可能性が多い。しかし，た

とえ偶然ではあっても，歴史的調査では，その語が使われていたこと自体が記

録之値いすることである。異なり語補充の作業を追加したのも，なるべく多く

の異なり語を採集したいと考えていたことにもよるが，同時にこの調査が歴史

的調査であるという趣旨によるものである。これらの語彙表は，当時用いられ

ていた語彙のなまの姿を資料として提供するのが目的である。

　標本の延べ語数は99，384語である。標本の異なり語数は人名・地名・数詞も

含めて，28，364である。

　なお，A表については，必要があれば他の事彙調査の結果と比較できるよう

に，使用度数から使用率が換箕できる表を付けておくことにした。

　調査結果の分析としては，次の三項欝について報告した。
ヒ　　　　　　　なり　　　げ　り　　　　　　　　ゆびロつぬゆサつ

　｛1陵記を分析する

　　、送りがな，かなづかい，一語における漢字，かなの使いわけ，ルビ，等α

　②漢字語の欝成

　　当然多くの漢語の使われていることが予想でぎる。特に三字の漢字語につ

　　いてその特徴的なものを探る。

　㈲文体と用語との連関

　　郵便報知新聞セこは，われわれが，かりに硬文体，軟文体と呼んでいる二つ

　　の文体の違いが見られる。その違いの要因を用語の薗から検討する。

　なお，異なり語の補充については，なるべく多くの異なり語を採集して詑録
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に残したいとの目的にそって，標本外の部分からできるだけ多く拾った。

　この調査は，近代語研究室の共同研究として行なわれたものである。この調

：査に直接従事した所員，ならびに特に分担した項目は次の通りである。

　　　　　山田　　巖

　　　　　見坊豪紀　　　異なり語の補充

　　　　　広浜文雄　　　語構造

　　　　　市州　孝　　　：文体と用語

　　　　　進藤映子　　　表　記

　以上のほか，所員村尾力が単位分割の共同作業に参加した。また，統計的な

；計画ならびに処理について，所員水谷静夫の援助を受けた。

　この調査にあたって，常時，近代語研究室所属の2名の臨時筆生が所員を助

・けた。また，作業の進行に応じて，適宜，所外の補助者を短期間使用したQ

2　明治10年前後の新聞界と郵便報知新聞

　調査樹象として選んだ明治10，11年ごろの郵便報知新聞が，当時の新聞界に

おいて，また書語生活においてどのような位置にあったかを知っておく必要が

ある。それは調査結果の分析や解釈に必要なことだからである。

　郵便報知新聞の創設

　わが国における新聞の起源を読売瓦阪に求めるなら，すでに17世紀にさかの

・ぼることができる。また，文久2年（1862）には幕府の洋書調所で翻訳発行し

・た優・一三聞」のよう旧聞疇う舗の伽たものも礪した・畷

バタビヤ新聞」は，海外ニェーズばかりを翻訳したもので，木板刷りの半紙二

つ折り数葉をとじた冊子型の不定期刊行物であった。以後，幕末維新の動乱期

まで二十種近くの新聞が発行されたというが，多くは冊子型のもので不定期に

刊行された。

　まだ，近代的な意味での新聞は，維新以前にはなかったと言。てもよい。近

代的な新聞がわが顯に発生する条件として，報道の自由と印捌技術の近代化と

の二条件が必要であった。幕府の威儒が低下して，封建制度が崩壊の一歩手前

にあった幕末の混乱時代に多くの新聞の生まれたことは意味がある。本木昌造
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の考案した鉛活字も利胴できるようになって，次第に近代的な新聞の発行でぎ

る基礎が出来上りつつあった。わが国で近代的な組織をもって創刊された新島

は，明治3年12月12艮，島田豊寛，子安綾，陽其二らによって，横浜で発行さ

れたr横濱毎鎖新聞」がはじめてである。横浜毎会新聞は日刊紙であり，本木

昌造の鉛活字を用い舶来洋紙に印刷した，一枚刷りの新聞である。ついで，明治

4年5月，木戸孝允の出資で「新聞雑誌」（明治8年1月2Hrあけぼの」，さら

に同年6月2N「東京赤新聞」と改題）と言う新聞が東京で創刊された。その翌’

5年2月2珀には，菓京での最初の日刊紙である「東京日H新聞」が創刊され，t

同年3月17研こは英人ブラックの経営する「H新翼事誌」が創刊された。同年

6月10臼にr郵便報知新聞」が創刊された。同じく5年11月13日創刊の「公文

通宝」は，7年9月23日に「朝野新聞」と改題した。明治7年11月2臼，　「讃：

費新聞」が創刊され，ついで翌8年4月17日，「平假名西F入新聞」（9年3月

「東京糟入新聞」と改題）同年11月1H「綴名鑑新聞」（最初横浜，10年3丹

東京に移る）などいわゆる小新聞と呼ばれていた新聞が相ついで誕生したQ
　　　　　　　　　　　　　えきていのかみ　　　　　　　　　ひそか
　郵便報知新聞の創設は，当時駅逓頭であった前島密によ・って計画されたので

ある。前島は明治4年8月欧洲から帰面し，郵便規則を制定するにあたって，．

新聞紙の送達と新聞原稿の無料郵送とをその中に規定したQこれは新聞の発達

が交化の普及発展に至大の影響を与えるものであり，また郵便事業の発達を促

進させるためにも必要であることを認めて，特に優遇の方法を講じたものであ、

ると言われている。ことに新聞原稿の無料郵送を許したのは，薪聞材料を集め・

ることの困難を援助するためであった。ところが，この規則ができてもこれを一

利用する新聞紙がなかったので，前島はみずからこの規定を活用するために新

聞の翻心を計画したのであったと書われている。また，前島はこの新聞を駅逓1

寮の報道機関として利用しようという考えをも持っていたようである。

　前島は新聞の発行を計画すると，そのことを当時前島の出雲役をしていた小・

西義敬に相談したQ小西はただちにこの計画に賛成し，さらに，当時日本橋横

山畑瀬丁層で書店泉屋を経営していた太田金右衛門にこの話を持ちかけたとい

う。それは，太田が横馬丁郵便支局の主任として府下の郵便取扱を引き受けて

いた関係からである。太田は繊版物の経験があるので，すぐこの相談に応じ，小・
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西，太田の共同事業として発行することになった。板元は太田で，名前は郵便

報知新聞ときめた。当時，六国に5，000人ほどいた郵便取扱人をHあてに創刊

されたのであるし，郵便事業の元締である前島密が背後にあって企画した新聞

であったから，題名に郵便の二字のあることも理由のあることであった。

　太田が編集者と発行人とを兼ねて創刊号を発行したのは，前述の通り明治5

年6月10　Hのことであった。駅逓頭の提唱ではじめられた新聞という関係か

ら，駅逓寮の命令で金兜の郵便局に新聞材料を集めさぜ，その上，新聞原稿を

無料で郵送させたという事実をもってしても，郵便報知が創刊当時非常な特典

’を与えられていたことがわかる。創刊当時の郵便報知の言己事内容は官庁の公示

事項と報道とがおもなものであって，まだ社説はなかった。体裁も半紙二つ折

り表紙共9枚つづりの板木欄りの冊子型であり，旧新聞型であった。創刊の年

は毎月5冊の発行で週刊誌程度の発行であったから，まだ今日の新聞とは，

へだたりのあるものであった。また，明治6年ごろの発行部数は，1，500部か

；ら2，000部ぐらいのものであったと『報知七十年』にしるされている。

　’明治7年1月，副島種臣，後藤象二郎，板垣退助，江藤新平，由利公正，古

二野らによって民選議院設立の建白書が左四に提出されたころから，これに対

する是非の議論が新聞紙上に現われるに至り，新聞紙の欝論は，かってない活

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざんぼうりつ
気を暴した。明治8年6月，新聞紙条例く改正）および瀧講究が公布された結

果，諸新聞は一斉にこの新律を攻撃して読看の関心をひき，ここに新聞紙が世

入の注目を浴びることになった。また，時事報道が新聞の重要な使命であるこ

とを認められたのもこのころであるが，7年2月の佐賀の乱同年4月の台湾

征討，8年9月の江華島事件，9年10月口唱風連の乱，10年2月の解明戦争な

どの報道記事は，まだ出発点にあったわが国の新聞紙の発展のために審与す

るところが大きかった。明治の新聞も10年ごろになると形式内容ともに一段と

整備され，新聞経営の基礎も間まって，事業としても成立しうる見通しが持た

れるほどに発展した。

　郵便報知新聞は，前述のように駅逓寮の特別の保護のもとに発足し，その援

助をうけて成長して来たのであるが，畏選議院設立の建白書が提出されたころ

から，この新聞の論調が次第に反政府の色彩をおびるようになり，最初前島が
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考えていたものとは，逆の様相を呈するに及んで，前島は郵便報知との関係を

絶ち，小西義敬が名実共に社主となって，自由にその経営にあたることになっ

た。従って新聞の名称も郵便の文字を肖ijって改称してもよい情況になったので

あるが，郵便の二字を剛って報知新聞と称したのは，明治27年からである。

郵便報知新聞の執筆陣

　明治10年11月号ら明治11年10中ごろまでの報知社の入門憐成は，どのようで

あったかを述べよう。

　社主は小西義敬が引き続いてやっていたが，小西は主として経営の方を担当

していた。編集関係の責任者としては，10年11月1臼から11年10月3珀までの

1年間を通じて野州紙の第四薗に主幹藤田茂吉（鳴鶴），仮編輯長亀山篤郎，印綱

長門本門雲の名前が見えている。岡敬孝は創刊当時から入社し，明治7年ごろ

は編集長格として活躍したが，引き続いて編集の方セこ働いていた。明治9年に

福沢門下の俊英矢野文雄（龍漢）が主筆として迎えられており，明治11年7月

23B大蔵蜜回書皆野に任官するまで，？k説に筆をとっていたようである。矢野，

藤田と同様，慶応義塾出身の箕浦勝人，牛場卓造そのほか犬養毅，尾崎行雄など

もおり，栗本鋤雲とか岡敬孝のような1日幕臣出身者の記者を除いては，ほとんど

慶応義塾出，身者である。これは栗本鋤雲が福沢諭吉に人材の世話を依頼してい

た関係からである。これら福沢門下の人人は，おそらく社説や論説あるいは外

国通信記事などに筆をとったものと思われるが，俗文体の文章を多く含んでい

る社会雑報欄の覆接の執筆春がだれであったかは明らかでない。しかし，岡敬

孝あたりは雑報欄に筆をとっていたようである。やや後のものではあるが，高

物干吉（紫峯）曙机た犠新聞難評半獺（明治・6年2月鞘顧・次の

ような記事が見られる。すなわち，東京を出る高崎往復の夜馬車の中で，下等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおりの宜員，戸長，商人，轡生などが当時の大新聞を最評している場面であって，

明治10，11年から4，5年後の郵便報知についてではあるが，郵便報知新聞や

その記者に対する世間の評価を知る上にすこしは参考になるところがあろう。

　　　　しか
　　書「然らば報知新聞（如何。官r報知は矢張り感心の鐵來ぬ新魍ヂや第一紙幅6
　　　　　　　　　　　　　　　おそ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
　　令すぎてくだらぬ雑報δ多いよは恐れる流石よ近來は矢野氏1）6筆を執らるXで

1）　矢野文雄は明治14年10月13日官吏をやめて，報知社に復帰していた。
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　　立派な論も活ゆれど藤田，箕浦，尾崎なぞは挙々凡々の記者で人の霞を驚かす様ふ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんむ　　　あと
　　交輩も書ず雑報とても芳川春濤といへるが專務で跡は青書生と戯作者流のみ栗本氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとつぎ
　　は豫々筆もとられぬとの事彼れノ、れ紙巾だけ大きい許りでどうも人好のせぬ新聞ヂ
　　　　　　　　　　かみにば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てい　し

　　ヤ日報社と張合ふて紙塑を辞めたはよいぢ昨年の蛮行停止で大損の所へ時事新報と
　　　　　　　　　　　　　　そん　　　　　　　ゑキすく　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　どく
　　自由新聞に花圭を奪は詮今では損多くして盆少なしといふ實況ふらん氣の毒な事じ

　　や簡ドイヤさう仰つしゃる6報知新聞は大隈さんと云ふ後指6五坐る中々以て其様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わる　　な不二二ではみいさうでげす三体お箭さん敬進窯の新聞といへば悪く言なさるぢ報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たれ　　　　　　　　　　　　　　りつば
　　知新聞は記者も大勢艦る上に藤田茂吉さんの交輩といっては誰知らぬ嚢もない立派

　　なもの犬養，尾崎の爾先生次にハ芳規，岡，轟んぞといふ難報詑者もあるといふ事
　　　　　　　　　　　みつ　　ていねい
　　で侮にせい寮を書くに密で丁漿で委しいまは外々の及ばぬ所でありませう（7ぺ～

　　9ぺ）

　15，16年ごろの雑報担当記者として戯作者系統の芳川春意がいたらしいが，

10，11年ごろにもいたかどうかは不明である。しかし岡敬孝が雑報記事を担墨

していたことはこの記事からも推察される。

噛縮難諦欄』の記瓢，とにかくとして朔綱・・年ごろ嘱1便

報知の記者として氏名のわかっている人たちは上述の通りである。福沢門下の

人人を一往洋学系統の記者とするなら，栗本鋤雲，岡敬孝などは漢学系統の記

春とみなすことができる。洋学系統の記者は，西欧の交物に対して一往の理解

をもっており，加うるに漢学を基礎とした作文力をも身につけていたので，文

章の力で読者をひきつけ，また相当の影響を読谷に与えていたようである。栗

本鋤雲のごときも漢学で育った人であるけれども，幕末に幕府の使節として仏

国に行ったこともあり，西欧の文物にも十分理解があり，その閲歴と人格とは，

編集の主宰者として慶応義塾出身の記者たちから尊敬を受けていたのである。

斬聞とその読者雇

　郵便報知の記者たちの顔ぶれでもわかるように，大新聞の社説や論説に筆を

とる人たちは，当時としては教養の高い人人であったが，いずれも漢学の素養の

ある人たちであったので，その書く文章は簡潔をたっとぶ漢文書き下し交体の

文章であり，むずかしい漢字漢語の使用されることが多かったのである。従っ

て郵便報知新聞のような政論新聞を購読する読者は，十分それらの交章を理解

するだけの能力を持った階層でなければならず，読者層の大部分は，やはり当

時の知識階級に限られていたものであろう。郵便報知新聞の購読料は当時1枚
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　　　　　　　　　　　　　1　調査のあらまし

（IH分）3銭，1か月分は前金で68品目あった。東京日日新聞も1枚3銭，1

か月分は前金で70銭であり，大新聞の定価1はみなその程度であった。小薪聞は

1枚1銭，ヱか月分は前金20銭というのが普通であった。1枚の代金は，米1

升が5銭であった当時の物価と比較してかなり高価なものであった。以上のよ

うな情況であったから．大衆に向って開放されている新聞といっても，大新聞

の場合は限られた人人が読春であったことが想像されるのである。

　当時，薪聞が一般家庭にどの程度に普及していたかを探るために，内務省図

書局年報に発表されている明治10年7月から明治11年6月に至る1年間におけ

る新聞の総発行部数を示そう。便宜上，東京で発行されていたおもな大新聞，

小新聞の発行部数に限って引用する。

　　東京臼H新聞　3，　285，238部　　　郵便報知新聞　2，393，444部

　　車月野新聞　　　　　5，319，510部　　　　　東京曙新聞　　　　1，934，368部

　　読売新聞　　　5，456，723部　　　東京絵入新聞　1，　848，590部

　　かなよみ新聞　1，561，120部

　この調査は内務省から各社に命じて属けさせた数字であるから，必ずしも正

確とは言えないけれども，1日の発行部数を知る手がかりとすることはできよ

う。もっとも，　『読売新聞八十年史』に引用している国立国会図書館上野図書

館蔵の東京府統計表によれば，以上の数字とはすこし違った数字がでている。

　郵便報知新聞は当時大祭日および日曜日は休刊していたので，年間の刊行日

は約300日と考えてよく，総発行部数を300で割れば，大体1欝の発行部数が

儲る。そこで，明治10年7月～明治11年6月の1年閥は1瞬平均約8，000部と

いうことになる。明治11年7月23日御願という日付のある一枚刷りの番付表
たうじりうかうくらべ

『當時流行法』（編輯兼出版人は第一大引拾壷小面神田元柳原町鎗田徳之助とあ

る）を見ると，東京日日新聞27，000枚，朝野新聞15，000枚，郵便報知新聞

14，000枚，東京曙新聞12，000枚，読売新聞27，000枚，東京絵入新聞11，000枚，

かなよみ新聞10，000枚とある。このような番付衷にでている数字は一層不正確

なものと思われるが，なんらかの参考になるかも知れない。

　明治10年6月23日発行の「近事評論」第64号では，「東京タイムス」第21号

の記事を引用して，東京N日新聞の1臼の発行部数を8，000枚から10，　OOO枚，
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読売新聞は15，000枚，朝野新聞は4，000枚，郵便報知は2，500枚としるしている。

郵便報知の発行部数について，6月26臼発行の郵便報知の雑報欄で，さっそく

文句を付けているが，2，500部という部数はすこし少なすぎる。いずれにせよ

今日の新聞の発行部数から考えると僑じられないよ5な数字であるが，まだ新

聞があまり普及していなかった実情を示している。しかし農村などでは何部も

来ない新聞を回覧していたようであるから，各新聞とも発行部数を上まわる多

数の入人の陰にふれていたことも事実であった。また各地に新聞縦覧所が設け

られて新聞を購入しない人にも読まれたようである。明治初期に凝聞が定期購

読者を除いた社会の大衆にどのように受け入れられたかを当時の記録について

見よう。

　　敦賀縣管下越前匿麟篠職1武生ニテ新四二同盟ノ設ケアリ其報條二云フ近来太政es　H

　　誌ヲ始メ三都四港蕎概賜三局アリテ人々太政ノー端ヲ窺ヒ世界事物ノ攣遷ヲ知ルニ

　　足ル鳴曝噺聞ノ鞭二二アル其効大ナリト云フベジ然レ托邊阪僻境ノ畔引随頑愚ノ徒

　　　　　　　　　　　　　　　　タマソ　　ニ至ツテハ新聞紙ノ世ニアルヲ知ラス偶コレラ知ルモ之ヲ護マスシテ三二其知見ヲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アマ　　　博フスル能ハサルハ翼二悲嘆二三ヘス瞬テ問志ト粗計り治ク三二四二二碁弛ノ新聞ヲ
　　　　　　　　　　　　ホフカン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シヤ　リ

　　蒐集シ四方有志ノ人ヲシテ軽軽セシム之ヲ名ケテ新聞愈ト云フ敢テ射利ノ欝ニアラ

　　ス聯力我力開化ヲ助クルノ微慧ナリト云々（「新覇雑誌」明治5年8月，箪57號，4オ，

　　ウ）

　　三鋲縣下津築地町四二松田李八一紅ヲ結ビ太政三目誌各臓新聞紙ヲ集列シ諸人二野

　　覧セシメ猴新聞紙中善行ノ事件及ビ珍事奇設ハ駐ノ門前ユ張鳩シ豪i閉二供シ度旨願

　　ヒ四丁許ヲ得タル由想フニ遠キ縣一ドニ在テハ各種ノ新聞ヲ展讃スルフ實二難シ前件

　　ノ如キハ戸長タル者ノ職務ユシテ美談ト云ベシ願クハ奮懸下二於テモ戸畏等含議シ

　　新聞掲示所ヲ販設ケナハ自然交化ノー端トモ成ijヌベキヵ（「新腿雑濾」瞬治6年2

　　月，第80號，5オ，ウ）

　以上の記述を読むと，新聞会とか縦覧社を設けて新聞の閲覧を奨励しようと

する企てのあったことがわかる。類似の記譲は，当時の他の交献にもしばしば

晃受けられるのである。発行部数の少なかった明治初期の新聞も，けっこう定

期購読者以外の人人の屠にもはいったことがわかる。

　次に人人が凡例新聞を読むのではないが，間接をこ新聞所載の記事内容を第三

1者から解説読解してもらうケースもあった。直接臼を通して新聞を読むのでは

ないが，耳をとおして当時の新聞と接触をもつこともあった。たとえば次の記

事はその間の消恩を伝えてくれている。
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　　　　　　　　　　　　　　1　調査のあらまし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トきザトス　　鯨小鉢校ニテ毎月二七ノ纒内兜：鋤薄ノ爲メ御布令諸新悶紙駒講喩隠縫又

　　山梨縣ユテモ～六或ハ三八ノ夜ヲ以テ毎月六度宛新融解話ノ會アリトゾ嘗箇府下ニ
　　　　　ハナシカ
　　於テハ談師幽即席話ノ翌日ニ新i三i沖ノ緊要ナル一際ヲ講読セリ女兇ナド西新il舅紙モ
　　ゲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みンきワ

　　解シ難キ覧多ケレバ此等亦善導ノー端トモナリヌベキコナリ（「新聞雑誌」闘溝5年
　　　　　　　　　　　　　オシへ
　　11月，第70號，6ウ）

　関野10，ユ1年ごろになっても新聞縦覧所を設ける傾向は続いていたのであ

り，同様の記事が当時の新聞に見らオ回る。その噌二を引用する。’

　　　ぐんまけんかじゃうしうはらいら　　　　　いう　し　　ひと　　　につほう　も　タいり　　　　　ノんぶん　　にちえをびごとしゐぐわぎんざ

　　○群馬縣下上田原市町では有志の人女か日報報知門司の三新聞を巽曖臼毎需七三楳
　　しちやかうだう　　　　　　ゆうらん　　　　　　　　ま　　　きか　　　　　　　　　　　　ひまし　しゅつせぎ　　　　　　　　きタほ

　　詩僧香堂にて縦覧させまた讃み聞せもするので覧堰に出席する入も多くなるといふ
　　　　とく　　　　　　　あり
　　は奇態なことで有ます（「東京絵入新謝」開治10禽乙3月31臼）

　　○鄭辮下囁毒筆川邊婁聯十蟹匿ハ最も僻阪にして米開の徒多きゆゑ薩内にて翼真
　　　　　　　　　　　　　　　　　　へさずう
　　ちし奪合佐～鄭郵上愛麿を姶ゆ其他豊村，飯田，藤井，藤原等の有爵輩が同心し蓬

　　務所の構内へ薪腿縦鷲所を設け菓京及び西京大坂蕎継の新聞搬こ雑誌類を備へ誰彼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なら　　を聞はず糖髄許し其上毎ノ伍六の髄トし難論愈副軸て近1鋤雛少女を集め

　　新躍及び雑誌に就きて會得し易き蔀を懇ろに論き承すゆゑ蕪衆も大に喜び指を屈し
　　　　　　　　　　　ゑとく　　　　　　　　　ねんこ　　　　　　　　　　　　　　ちゃつしう　　　　　　　　　　　　　くつ

　　て其韓を待つ程に至れり（「郵便報知新聞」魍治11年6月12R）

　また，一面，新聞を読む習慣が社会全般に普及せず，民度も低い瞬代であっ

たから新聞の文章を読んだり，内容を理解するのに隔難を感じた階層のあった

ことは次の記事によってもわかる。

　　信州松本ノ簡某ノ來話二余ラ慧至巧1州牧原村ノ農家二至ジ語次擬態二及ベル蒔主人ノ

　　日ク維新以來黛ノ中善事少ク御政事ハ追々六ケ敷ナジ御墨隈ノ歎たナル・喋暴政二十

　　信シ其交ハ漠語多クシテ田舎漢ニハ了解シガタキ事ノミナ夢撫フルニ葱聞紙マデ醜

　　達セリ之ヲ受テモ讃ム「ヲ得ス誠轟迷惑ナルコトナガラ御指令王）故無蝶受ケテ置ク

　　マデナリ戸長モ之ニハ殆ソト困却セリNielケリ（「新［圭il雑誌」明治7年5月4臼，第

　　240号虎，　3オ）

　この記事は，明治7年5月ごろのものであって，記纂のような事実がそのま

まあったかどうか保証しかねるけれども，新聞の配達を受けても読みえない人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おお
人があったことはありそうなことである。大新聞の社説欄の交章や投書欄に艶

られるある種の：文章セこは，庶詠め理解することのできないような内容だった

　1）　明治政府は明治5年3月27日以後，新開雑誌，隣報被新聞（東京種土新聞），横浜

　　毎臼新聞の三新聞を新聞奨励のために買い上げ，墨隈3府72県あったそれぞれの府

　　漿に3枚ずつ配布したことがあった。地方においても中央にならって地方庁が薪聞

　　購読を人民に奨励したことのあったことが記録に残っている。
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　　　　　　　　　　　　　工　調査のあらまし

り，むずかしい文章や表現のものもあったから，明治10，11年になっても，こ

のような事態が存在したことであろうと想像される。

　読売新聞の創刊号（明治7年11月2M）の第二面の最：後の欄に，今日の社告

　　　　　　しらせ
に相妾する「稟告」という欄があるが，その中に次のような交章が見えてい

る。

　　このしん　　　　　し　　おんなこども　　　　　　　　　　　　　　　ため　　　　　　ことがら　　たれ　　　　　　わか　　　　　　　　かい　　　　　　　つも

　　手頚ぶん紙は女童のおしへにとて爲になる事柄を誰にでも分るやうに書てだす旨
　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　みとちか　　ためにむる　　　　　ぶん　　　はなヒ　　　　　　　　　したヨめ　　　お　な　　　　　ところ

　　趣でござりますから耳近い有盆ことは女を談話のやうに認て御名まへ駈がきをし
　　　　よせぶみ　ひとへ　ねが
　　るし投書を偏に願ひます

　また，読売新聞が明治10年大阪に進出した当時，その紙上に広告した二三の

中にも次のようなものが見えている。
　　とうげいとら　　もんそとことひらまち　　ほんぎまく　　　も　モいだ　　　　　　よスろほしみセぶん　　ンくだんへほわ　　つサ　　　ら　ちよ　　ド　　みちドゼ

　　東京虎の門外奪李町の本局にて壷鐵したる讃壷新聞ハ俗談ZF話に綴り婦女子を導く
　　かいくわ　　まきが　　らめ　　なにけ　　　　　　　あ　　　　　もら　　　　のせ　　あり　そ　うみマ　さご　　　　　　　　こまか　ふで　　みたひと

　　開化の魁け梅の難波のよし悪しも漏さず載て有磯海翼砂よりしも細き筆と皆人さん
　　　おこの　　　　　ひ　マ　　　つ　　　　　ますかゴみ

　　の御好みは凹々に月にと四鏡云云

　読売新聞の文章は，創刊以来，総ルビ付の俗談平話でつづられた文章であ

り，婦女子にもわかる平易な文章で書かれていた。東京総入，かなよみなどの小

新聞の交章も，すべて談話体のやさしい交章であったG上記の広告文は，どう

いう読者贋を冒標に新聞が編集されていたかを如実に物語っている。小新聞の

読者層が，婦女子を含めた，一般庶艮階級であったことは，言うまでもない。

これに対して郵便報知をはじめその他の大新聞は，漢交書き下し交款で書かれ

ている社説，論説，投書欄に重点を澄いていたのであるから，その読者層はそ

れらの欄の記事に興味をもっていた知識階級であった。大新聞，小新聞のいず

れに属するにしても，全般に発行部数があまり多くなかった事実を考えると，

新聞の読者に与える影響力を過大に評価することは，つつしまなければならな

いQしかし，当時の発行部数の翻こは，大新聞の読者に与える影響は強かった

ように思われる。その反応は，投書欄に投じた一般読者の投稿に見られるので

ある。郵便報知の読者暦の場合も上述の通り，大部分は当時の有識階級であっ

たと考えてよさそうである。

　なお，郵便報知の読巻の多くは，もちろん，東京在住巻であったと思われる

が，すでに大阪にも支局を持っていたし，郵便の制度も発達して来ていた時代

であるから，全国的に散在している定期読者があったことも，轟時の新聞その
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他によって知ることができる。発行部数こそ少なかったけれども，郵便報知は

全国的な中央紙の性格をも持っていたということができる。
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3調査の方法

　この調査で採用した方式は，層わけ等間隔抽出法である。すなわち，

　　1　調査対象の全記事を，紙面購成の上から五つの屡にわけ，

　　2　行を抽出単位として

　　3　どの層も1／12の抽出比で

標本を抽出したQ

　まず記事の層わけは

　　　　a懸　公布・公聞・録事など

　　　　b層　社　’説

　　　　c層　雑報（一般二x一ズ）

　　　　d層　外電。外園通信記事など

　　　　e層　投書・雑文・訂正記事など

の五つとした。告履の内容をかんたんに解説すると，

　　a層　今Hの公文にあたるもので，江芦時代のお触書を思わせる候文体が

　　　　　　　　　　　　　　　　　15



　　　　　　　　　　　1　調査のあらまし

多い。しかし，漢文書き下し文体のものも，もちろんまじっている。ま

た叙任・辞令などは漢文体である。ここにのせるのは，公布（各窟庁から

のお達し），旧聞（任官・三宮・叙位・叙勲の辞令），録事（各官庁公示事

項），記事（東京府からのお回し），公判記録などで，ルビはない。

　　b層　社説は，ときどき杉出繁稿とか，藤田茂吉稿，犬養毅稿という

ように署名のあるものが見えるけれども，大部分は無署名である。筆者

は，おもに矢野音琶渓であったらしい（『報知七十年』による）。格調のある

漢交書き下し文体である。ルビは一二きわめて例外的にある。

　　c層　報道記事で，（4）府下雑報，（u）西京新報，（A）大坂新報，⇔諸県報

知，㈹公覇・傍聴記（横浜ガス訴訟事件），⑭地方官会議日誌および　（ト〉

剛参聴記等がある。この中，東京府，西京，大坂だけに関するおかみの鴬

達しや伺いを掲載している部分はa層と同じ交体である。公判の傍聴記は

被告・原告・裁判宮の問答の要点を記録したもので，地方窟会議日誌や同

傍聴記も今βのような速記ではない。交体も漢文書き下し文に近い。

　　（（）（9）（？D（＝）｛・＆，お達しを除いてパラルビ，ひらがなを使っているQ

　　㈹〔9は，ルビなし，かたかな。

　　Gうは，ルビなし，ひらがな。

　　d層　外電の翻訳と，仏国博覧会に出張した江木保男委員の通儒文の

ように，外国のことを扱った記事とがある。米国近報，外国新報，支那近

況といった題が付いている。ルビなし，かたかな。

　　e層被告（ルビなし，かたかな。漢交書き下し文体）や，支那救荒

記事（寄付金額，住所，人名）と投書がある。投書は，本山彦一，岸闘吟

香，尾燐行雄等の名が見えるが，協義社員のものが多い。これはある種の

論説であるから，ルビなし，かたかな。その他のものも全体をながめた2

ころでは，漢文轡き一ドし文体が優勢である。この外に，出鱈題草子と題し

て，甲折生という筆者が擬古文の随筆を週一一度ぐらいの割合で連載してい

る。また，御巡幸日誌（毎巳掲載，筆者は瞬敬孝，明治11年8月30日から

11月8日目で71臼聞の北国御巡幸）は，ルビなし，ひらがなで，擬古文で

ある。

　　　　　　　　　　　　　　26



　　　　　　　　　　　　工　調査のあらまし

　以上が各厨の簡単な解説である。

各層にふくまれる記事の分量を％で序すと，下表の通りである。

　　　　　　　　　暦　　　｝　％

a
．
b
C
δ
e

9．　4

M．2

53．　1

5．　8

1Z5

　　　　　　　　　　計　　　｝　1・・

　行を抽出単位としたのは次の理由．による。新聞という与えられた形態におい

て，瞬付とかページ（面）とかを抽出単位とすれば，話題に影響されて，∫欝語

がかたよるかもしれない。一方単語や文節を抽出単位とすれば，用語はまんべ

んなく採集されるかもしれないが，文脈つきの等間隔採集には次の点で不便が

ある。採集前に調査対象を全部，単位に句切っておかなければならないが，実

を言うとこれは余計な手問であって，単位に句切るのは採集箇所についてだけ

行えばよいことである。その上，採集すべき場所を一箇所でも修正すれば，そ

のあとの採集箇所を全部ずらさなけれぽならない……等々○

　従って，採集が比較的容易で，しかもいろいろの用語がわりにまんべんなく採

集できそうな抽出単位として，われわれは行をとりあげること1こしたのである。

　抽出比率を1戯ときめた理由は，調査［粥始当時の入員・予算・姦計などの闘

係で，われわれが採集・整理できるカードは最大限十万枚と見つもられたから

である。

　準備調査の結果によれば，行あたりの調査単位数は，平均8．810であった。

層ごとの平均は蓑ヱの備考欄に承した通りであるが，x2（カイ欝乗）検定によっ

て一様性の程度をたしかめたところ有意の差は見られなかった（99％以上の確

率で理論値と一致する）。そこで採集予定枚数十万を行数に換算すると，

　　　　　　　　濃欝一鵬（行）1）

　1）　くわしい数字は1135◎．7であるが，一方の有効数宇が四つであって，“0・　7，’は誤

　　差の範閥にはいってしまうので，顕捨五入してまるめても意味がない。そこで，0

　　を小さく印綱した。
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　　　　　　　　　　　　　工　調査のあらまし

　一方，調査対象の延べ行数をかぞえたところ146，112行あったので，抽鐵

比rは

　　　　　　　・門譜藩一…ぜ訂

となり，12行ごとに1行を抽出すれば，ほぼ予想どおりのカーードが採集される

ことになる。

　実際に採集された行数は，表1のとおりである。

　　　　　　　表1　抽出された行数の内訳

　　　　　　　　　　1
　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　行　　　麺〔　　　　　　　　　　　　抽繊そ『ナ数

a
b
C
d
e

17，　473

2！，　760

75，721

8，　429

23，　059

1，377

1，　804

6，　336

　687

1，　988

全体1脚2 12，192
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：E　調査はこうして進めた

II調査はこうして進めた

1　調査単位のきめかた

　近代語研究室の調査単位認定の規定は，次のように定めた。

　この調査単位は，国立国語研究所報告4「婦人雑誌の用語」に用いたα単位にほぼ近

い。

原則1　次の各項に該当する箇所で，交を旬切る（おおむね品震司論を前提とし

　た分割）。

　11　助詞，または助動詞のあと。助詞，助動詞がいくつも続いている場合は，

　　最後のもののあと。なお，現代口語文では当然，助詞のはいるところで，

　　文語文であるためにそれのはいっていない箇所については，助詞を想定し

　　て分翻する。（例文中，ルビの変体がなは，普通のかなに改めた）

　　例　具申之1趣i特典ヲ以テ｝本舗二1一等ヲ｝減スi1）

　　　　～回ノ1旧劇ヲi受ケシメザルノ1理｝アラソヤ1

　　　　資本ヲ！用ユルノi矛唄アリテi害iナキヲ1知ルナリ1

　　　　足下工於テモi此i事二｝継句セヨ51

　　　感取に1ふし奥んとi勇み進んで1以前の1堤よ！來りi
　　　　　　　　　　　　いさ
　　　　制禁の1張旅を1持て1丁とi呼ひi牟と1叫ひてi勝負を｛争ふi聲1聞付
　　　　　　　　ざる
　　　　けi

　　　不圖i風の1心地まて1病の1床に1就きしょりi次第に1重り三敢果ふくi
　　　　　　　　　　　　　　　　とこ　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　おも　　　　しょ　か

　　　　＄りし1跡を1相繧するi者も1ふければ1

　　　賃銭を1多くi酉の1町とも1撹んで1罵りましやふ1

　ただし，複合語を購成しているものは，助詞・助動詞があっても，切らない。

　　例　中二就テl　lトモアレ1　【世の中【　；間も＄くi　l足らぬ勝ち！

　12　用書の中止法・終正法・命令法のあと。

　　例諸子皆緻悔ノ命ヲ奉シ1慧旺二氣奮ヒi各旅團ノ兵ト共二西シ1

　　　　名も小万と改め1霞めをすると

　　　　王子構四二ノ下ニテ大堰ア帽

1）上例中の実線は，1の適用を受けもの，点線は1以外の適駕を受けて分鰯されるものである。12以下につ

ていは，煩を避けるために，iは雀略した。
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　　　　　　　　　　　　∬　調査はこうして進めた

　　　　然し乗込入ユ（少も怪我ふしといふ｝
　　　　　　　　　　　　け　が
　　　　我國ノ＼ノi　i’＃ftヲーya9”スノレ者ヲ見ヨ【

　13　用雷の連体：修飾法．形容詞の連用修飾法のあと。

　　例　深きi仔細の有り氣ふれバ　　　吹逡：る1風工七色の星を散し
　　　　　　しさい　　あ　　　げ
　　　　野津長宮ヨリ厚ク1待遇セラル・ヲ以テ

　14　連体詞・副詞のあと。

　　例　其r思想　囁　此ノ1敬正　　　我1邦ノ　　　宏る1三十日　　　直二「此

　　　虚二継り　　盤1羊ニシテ讐ク狼ヲ牧スルヲ得ソヤ

　次のようなものも，連体詞と認める。

　　三瀬［支点　　向1銀行　　故1大久保内務卿　　昨1十六日（一昨，翌，、

　　　開も同じ扱い。）　　當i掛　　　右1定七儀　　　元｛華族　　　無慮に二

　　　千有絵人

　15　接続詞のあと。

　　例然レ匿1一場ノ談話會タルニ過キス　　朝暮又ハ1食事の隣問

　16　感動詞のあと。

　　田野呼1野口断層カ雷ハソヤ　　　イザ1お蓮れ申さんと

　鷲　体書の独立格のあと。

　　例　＝レ兄上【　　ナソボ家名ま係れパとて質型置ぎて歩くユ其爲を邊る痩世帯1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひちはら

原員膨　漂則1に該当しないもめについて，さらに，次の各項を適用する（主

　として意味の関係からの分割）。

　21並列された語は，たがいに切り離す。

　　例　透開i緻密　　　不幸【不李　　　官1民　　　金；銀

　ただし，　「着手落成届」のようなものは，　「着手」と「落成」とは並列の関

　係であるが，この両者を「駒と言う語がくくっていると認めて，これは切

　らない。以下のようなものも同様である。

　　例勅爽判任官　　建築修繕費　　評論辮義ズル

　22　体君と，なんらかの属性概念を示す語との結合において＝

　　22・1　体雷が，属性概念を示す語の前にあって，その属性概念を賓とす

　　る主概念となっている場合は，たがいに切り離す。

　　例　徒窯1暴動　　　大政1復古　　　末1頼もし　、旅1珍らしき、

　　　　　　　　　　　　　　　　20



　　　　　　　　　　　　笠　調査はこうして進めた

　　　五州1和親　　　権力1挙均　　　検査i未濟　　　胸1塞り

　22・2　体雷が，属性概念を爺す語の前にあって，その属性概念を補充修

　飾する関係にある場合，たがいに切り離す。

　例　年金1下賜　　　軍旗1捜輿　　　内地1旅行　　　盲宅1禁鋼

　　　私葱1皆殺　　　佛國博魔會巨晶出　　　これi見よがし　　　銭i勘定

　　　財産1調べ　　　人並｛勝る

　22。3　ただし，賓格の体書，または体言対当のものに，じかに接緯する

　サ変動詞，および意味上ほぼそれに当る動詞は，切り離さない。

　例　固守スル　　　強盗なす

　以下の動詞が，これの適用を受ける。

　　　す（する）　なす　あいなる　あそばす　いたすくださるだてまつるたまう

　　　つかまつる　なさる　なしくださる　なる　まかりあり　まします　もうす

23．体言と体審との結合において：一

　2き・1　「～用」「ん向」「～式」など1，こ導かれて連体修飾格に立つものと，

　これによって修飾されるものとの結合は，たがいに切り離すσ

　例　訴訟規i罫紙　　　泓罵i瓦斯　　　西洋風i眼鏡　　　公立1小學校

　　　爾側1土手　　　諸涙｛旧師　　　除付【町税工　　　雲駕：入【襖紙

　　　胸部｝動脈瘤　　　室内1射舶　　　除外1下士

　　次のようなものも，上に準じて扱うQ

　　　離來1爾洋紙　　　縮緬i裾模様　　　街博多立1小休　　　新開地1地雰

　　　黒色i促織轟　　　佛蘭西【浦防服　　　佛覆劉博覧會　　　新聞｛編集人

　　　豫備1砲乗第三大隊長心得

　23・2　全体と自分との関係に立つものは，たがいに切り離すQ

　例招魂酬境内　　學習院騰内　　禾王寺！墓地　　本館信順i

　23・3　行政区画とか各種の機構などの，各段階を表わす部分で切る。

　また，それらに関する肩書や，さらに，肩書と人とをも切り離す。

　例　出口縣｝周防國1玖珂郡Iji晒村　　　第二大匪1十二小匠　　　第二方面｛

　　　五分署　　　干鯛所i憾顔　　　名古屋鎭壷1分螢　　　内務省罐む商局

　　　文郡省1御雇　　　愛購祉｛甦長　　　教導團1生徒　　　翼縮掛｛工女

　　　鎭雪晴兵卒　　　陸海軍｛學校長　　　栃木縣i大書記竃

　23・4　数詞の単位量を表わす名称の変わるところで切る。年号や午前・

　　　　　　　　　　　　　　　　21



　　　　　　　　　　　　　狂　調査はこうして進めた

　　午後の類も，これに準じて考える。

　　例　昔七圓1六’十九銭ili三厘　　　四里1九丁　　　四インチ1一　　　：二間［t＃，

　　　　明治【十年1十二月！廿二劉　　　午前1九時

　　　また，位どりの名まえは，単位量を表わす名称の変わるところとは認め

　　ない。

　　例　三万二千五薫圓

　23・5　数量，もしくはそれに準じるものを表わす語の前で切る。

　　例　禁獄1十年　　　金1二千圓　　　鑛石1敷塊　　　何1一ツ　　　開業馨【

　　　　一同　　　世界1萬國　　　槍1－F筋　　　全1一滞　　　供奉i諸員

　　　　西洋1各國

　23・6　時間・分量・程度・位置・方向・関係・範囲などを表わすもので，

　　接尾語的に用いられたものは，切り離す。

　　例一pm　1　1前　十二時1後　八年i以前　閥港1以來　傘期1

　　　　分戴百石1以上五百石i以内公使1以下数月【間
　　　　三週間i限り　　柳橋1邊　　今石動1在　　法蓮寺1趾　　皇ee　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（イマイスルギ）
　　　　最寄　　　ス螢｛途中　　　各個1平均　　　六里1未満　　　金i次第

　　　　酉三十四匁1張　　　兄弟1同志　　　親類1内　　　俳優1仲間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うち
　　　　金物1類　　工兵［方爾　　見世1先き　　港町1外れ

原則3　三等1，2にかかわらず，次の場合は切らないQ

　31原則1，2に従うと，意味がわからなくなるか，本来の意味が失われる

　　危険のあるもの。

　　例　精撲螢業（すもうとり）　　　外國交際（外交）　　　さなきだに　　　人知

　　　　れず　　　よくする　　　末永う　　　事欠く　　　縁の林（樽入）　　　あ

　　　　の世

　32　十干・十二支・九星・紋所・模様・官職名・施設・機関名・その他の固

　　有名詞。

　　例　壬子　　　陸軍少將　　　商法注意組　　　地方窟愈議　　　滲土宗大林寺
　　　　みずのえね
　　　　瀧見のお茶屋　　　萬國公法窯　　　横撃毎歳新聞　　　八幡太郎鞍掛松

　　　　信州慧卵紙　　　嘉助夫婦　　　横濱屠留地

　　ただし，条令・文題・行事名などは，固有名詞から除外する。

　　例　江藤新李；前原一誠i桐野利秋i論　　　大坂上等裁剃所i筒　　　内國1勧

　　　　業i薄覧會

　　　　　　　　　　　　　　　　　　22



　　　　　　　　　　　　　［　調査はこうして進めた

　33音転のある複合語，古代の格助詞を含むもの。

　　　　輸邊濟　　　濱町二丁欝河舞　　　底柱石壇　　　備へつもの

補則エ）以上の二一琶に従うと著しく不自然，不合理の感を免れない場合は，個別

　　的に考えて，例外を設ける（この例外は，すべて，カー碑こ記録を取って

　　置く）。

　以上の規準は，作業に一貫性を持たせるために設けた「作業仮説」である。

　ところで，上述の規定に従って得られた調査単位の中には，いわゆる接頭

的・接尾的要素を含んだものがある。接頭的・接尾的要素は，独立して用いら

れるこ≧がないにもかかわらず，衷現の単位として重要な役割をになうもので

あることは，いうまでもない（『婦人雑誌の用語』25ページ参照）。われわれ．

は，接頭酌・接尾酌要素の用いられ方一広さと多さ一をみるために，とぐ

に重要と思われるものを取り出して，別に整理集計し，これを語彙表の別表と

して示すことにした。下表で取り上げた単位は，次の五つの部類を含む。

　　　　a　（fib．　．．“e

　　　　b

C
de

〈お　L．　おん〉の類

く灘　さん　氏〉の類

〈す　なす　致す〉の響

く圓　歳　マイル〉の類

その他，以下に掲げる接頭的・接尾的要素り

e1　接頭的要素の類

爾諸全一原前惣町幾某現假社堂
1）　漢宇が二掌以上つづく場合，上述の規定に該当して分割されたものや，また，

　分割されなかったものがあり，その一つ一つが，α単位となるわげである。しか．

　し，上述の規定に従うと，（1）分渕しようにも，その規定のないもの，②続けよ

　うにも，続ける規定のないものを若干生じた。たとえば，（！）に該惑するものに，

　鰍洲臨勢，岡社葱聞，裏面舗引などがある。これらは，形の上からも，意味の上

　からも融合していない。しかも，どの規定の適用も受けずに，このかたまりで，

　最後まで残ってしまった。また（2｝に該当するもので，知己朋：友，有益至便，雷騰

　附談などは，並列と考えれば，分鋤される。しかし，一方，融合して，四字で一u

　概念を衷わすと考えることもでぎる。われわれは，知己朋友などを，一概念と認、

　めた。このような場合に，多く，補則が適絹され，これによって（1｝は分調され，．

　②は分割されなかったのである。
2）　 e々言；，　ノレビ以外1まし原文1・こ従う0
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在
　
・
不
　
恥

新
第
非
鋸
鯉

　　（複数）

　　（状態）

　　（行為）

　　（時間）

　　（関係）

す・なす

　　五　調査はこうして進めた

　　　　　　　　　　アイ
衆準　眞　被　簿相

　ブ　　　ム

　不　無

接昆的要素の類
　　　　　チユウ　ヘソ
　外　内　中　邊

　（三浦方）余
フ

等　達　ども

的　向　様　蚕

糞（撰此方）
ライ　　　　　　　　　ゴロ

來　過ぎ　頃
アテ　　　　　　　　　　ゴト

宛　づっ　毎

　ジヨウ　ジユウ　 カ　　オモテ　　リ　　　　　　　　　　　　　カク

　上中下表裡あたり筋方
　トウ
　等　 とも（兄弟とも）

蓮輩募
　　　ガタ　　　　　　　　　　　ガ　　　　　テイ

　用　形　流　製　勝ち　体　通り

　cは　　　　　　および補助用欝，それらに準じる接尾的に用いられた用言

と，敬譲関係を表わす動詞の類である。dは，数詞の接尾的部分すなわち助数

詞の類である。eは，われわれの研究室であらたに設けたもので，比較的多く

の語につぎ，かつ，その使用度の多いと思われるものを，選んだのである。

2　原カードの採葉と整理のしかた

　採集は手欝きによった。見出し欄には，調査単位（助詞・助動詞が付いて1，　N

ればそれを含めて）を書く。とくに注意したことは，原文の字体を忠実に筆写

「することであった。採集カード総枚数は99，384枚。

原カーードの整理　周に定めた見出し形のきめかたによって五十音順に排列し

た。地名・人名・数詞は，別にして排列した。地名・人名・数調の枚数は全部

』で12，069枚である。

　この作業で，もっとも苦心をしたのは次のことであった。

ユ。読み

　　詳細は，『国立国語研究所年報一8一』の190～191ページに報告してある

　が，調査を進める上に常に参照したおもな辞書を二つだけ付記しておこう。

・〈1）　」．C．　HEPBURN：A　JAPANESE　AND　ENGLISH　DICTIONARY

　　　　　　　（和英語林集成）初版慶応3年（1867），再版明治5年（1872），
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　　　　　　　　　　　　葺　調査はこうして進めた

　　　　　　3｝恢明7台19脅三（！886）

　この辞轡は，語形認定の作業セこ非常に役立った。

｛2）山田美妙　日本大購書　第7版　明治29年5月

　この辞書も参考になる点が多かった。しかし，語形の認定ラ．単位語の切i）方

　などで闘題になった場合必ずよりどころとして利用した，というわけではな

　いQ

2。　同語と洌語とを区識すること

　まず，丈撃つかいがどうであるかがそれをきめる手がかりとなりそうであ

る。たとえば，動詞の〈ヨル〉には，平がな・片かな・漢宇の三通りがあるQ

中でも漢字には，依・因・由・擦・箭・懸・傍・寄の八種が使ってある。

　この字づらだけを見れば，それぞれは岡津の扱いをしなければならないよう

である。しかし，実際に使っている場では，その字本来の使い方はあまり気に

せずに，絹紬自由に使っているようである。たとえば，「右軸ノ内議船縁條二

軍リ窃盗二準シテ論シ」（明治11。6．13．a）「第七＋九号公布二劇劉塵労可致

事」（明治11．5．15．a）「法二由り庭分ヲナス」（明治11．5．18。　a）「法律二因テ

設定シ」（明治／α12．7．d）の例がある。それで，同語・甥語を区別する際に，

どのような漢字を使っているかを最終決定の根拠とはしなかった。それより

も，重点を置いたのは，交脈におけるその語が持っている意味であったQ

　〈ヨル〉という動詞には，①「～による」式の，原鶴・動機・手段を添すも

の，②r木により魚を求む」式の，よりかかる，③「家による」式の，立ち回

る，以上三通りの意味があるQわれわれは，以上の三つの働きを基準にして，

金用例を分けて，それぞれを検討した。だから，その場合には，どのような文

字つかいをしているかは判定の樹畑こはできない。

：3。活用形　ee

　学校交法では，〈教ふ〉はハ男憎二段活用しか認めていない。しかし，実際

　）9こは，〈暗ゆ〉などという使：い方をしている例が出て来る。〈用ふ〉＜用

　ゆ〉も岡様の例である。この扱いをこは，はっきりとヤ行の活用形の蓑われて

　いるものだけは，ヤ行として，〈オシエ．ユ〉の見出しを立てたeただし，

　ハ行の活用は，見出しを現代かなつかいで書くことになっているので，くオ

　　　　　　　　　　　　　　　　　25



　　　　　　　　　　　互　調査はこうして進めた

シエ．ウ〉と書いてある。

集計カードの作成

　集計カードを作るB的は，同語の扱いをする採集カードの一まとまりを，

一枚の」ij　一一5“？＝一一・・覧できるようにまとめ上げることである。集計カードの内

容は，摺ごとの使用度数とその合計，どのような文字つかいをしているかの

・一浴C必要により意味がわかる程度の文例の注記等である。

　見出し欄は，別に掲げた語彙表の見出し形と同じ書き方である。

集計力S－kドの整理

　五十音頒の排列は，語彙表の見出し形の順序のとおり。ただし，総使用度

数10以上のもの（地名・人名・数詞のグループの中の10以上のものを含む）

と9～1のものとに分けた。前者は，使用度数10以上の語彙衰（略称A表）

に，後者は使用度数9～1の語彙表（略称B表）にまとめた。この報告書の

第1～3表参照。

別表の作成

　別表として掲げたのは，次の五類六種である。

a
b
C
d
e
a　el

素である。集計カードの見出しを記入する際に以上の六種の要素を含むもの

を区別できるようにしておき，それに従って，種類別に整理した。

くお（御）・ご（御）・おん（郷）〉の類

く君・さん・氏〉の曳

くす・なす・致す〉の類

く圓・歳・マイル〉の類

その他の接辞的要素
　　　アイ
el　〈相～・一～・各～（接頭的要素）〉の類
　　　　アテ　　　　カ　　　　ジヨウ
e2　〈～宛・～下・～上（接尾的要素）〉の類1）

　は前部分としての造語要素ラb・c・d・e2は後部分としての造語要

1）　くわしくは，丑1「調査単位のぎめかた」参照。
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3　異なり語はいくつ採集できたか

　　　　　　　　　一撃なり語の補充調査について一

　郵便報知新聞の語彙調査（以下「本調査」とよぶ）では，12行につき1行の

謝合でサンプルを指定し，かくして得られたサンプルの集団から延べ約十万の

カードを採集した。この中から人名・地名・数詞をさしひいた正味の枚数なら

びに異なり語数は次の通りであった。

　　　当初採集枚数　　99，384

　　　正味採集枚数　　87，315

　　　正味異なり語数　　22，272

　ところで，郵便報知新聞の「本調査」は標本調査である。まだ調査していな

い部分が全体の11／12もある。このなかに，採集もれの新しいことばが一体い

くつあるだろうか。また，1た2の比率で標本調査をくりかえしていったとき，

予想される総異なり語への接近の度合いはどうなるであろうか。後者に関して

は，甥な資料，別な調査単位によってではあるが，一つの結果が示されている

（参照『国立国語研究所年報一6一（昭和29年度）』52～59ページ）。

　そこでわれわれは，調査者の主観によって，どの程度まで異なり語を追加す

ることができるだろうか，と考えてみた。

　r本調査」では，郵便報知新聞の本文だけを調査対象とした。これは全紙面

4ページのうち，3ページ強にあたる。1）しかし，補充調査では本文のほか

に，物価欄（商晶市況欄）・広告欄までも調査対象とした。われわれは，本：文

欄以外に．使用されている用語にどんな特殊性があるか，また，異なり語の補充

率が本交と物価広告との間でどうちがうか，なども児たかった。

　つぎに，f本調査」の調査方式は，行を単位とする等間隔ランダム抽串であ

った。抽出比率はV12である。この補充調査では，行のかわりに日付を単位と

したQ従って，一つの調査単位は，あるH付を持つ紙面の全体（4ページ）で

　1）郵鍵報知新聞は，4ペーージ建て4毅組である。第4ページだけは5段組である

　　が，第1毅億本丈で，以下by｛i），広告欄がこれにつづく（まれに，本文が第二験

　　またはそれ以下におよぶこともある）。
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ある。抽出比率はおなじく1んで，等間隔のランダム抽出によった。

　調査対象としてえらんだサンプルは，台帳番号1，13，26…の25個である。

　ところで，えらばれた25悩のサンプルはいずれも，行を単位とする標本調査

のサンプルをすでに含んでいる。つまり，この補充調査のサンプルは，すべて

「本調査」において調査ずみのサンプルをV12だけ含んでいるので，主観的方

法による補充調査は，のこりの11んについて実施した。だから，ヨ付を単位

とする1／1・．の抽出比率といっても，本文に関する限り，じっさいは，エ1／12の紙

面について調査しているのであるから，本文の真の抽出比率は，

　　　　　　　3×jL罵ユL
　　　　　　　ill’2”　12　144

なのである。

　ただし，物価・広告の欄は，「本調査」において調査対象とならなかったの

で，規定どおりの抽出比率（i／ia）である。1）

　以上の材料から，「本調査」において登録されなかった用語を主観的にひろ

いあげてカード化し，補充出語表（略称C蓑）を作成したのである（第四表参

照）。

　補充二三表を作成するまでには，「本調査」の語彙表セこ登録ずみの用語の除

去，ならびに重複して採集した同じ語形の除去などの選溺作業があ・）た。

　こうしてわれわれが得た結果は次の数宇の通りである。

表2　正味採集枚数

　当初採集した
　カードの総数

　対象外の枚数
　（人名・地名・数詞など）

　差引正味採集枚数

　正味採集率（％）

13．　435
　ン

　312

13．　1・23

　’

　97．　7

1）　物緬。嵐告欄は通常4段あって，顧穣は姦1δページであるが，字詰め。・行数を考

　えると，これは本文の1。3ページ分ぐらいにあたる。
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裏3　異なり語補充率

正味採集枚数： 璽複分を差引　　　語奨衷に未
薫熊枚数1λ＿＿　登録の語数

本 文

物錘・壁1

H，427

1，696

10，　571

1，　513

7，　405

1，267

正味補充率
　．く％）

　　64．　8

　　74．　7

計

表4

　　I
　　i　13，　123

璽複分の内訳

補充した語

の重複分

　　366

　　118

12，　e84

登録ずみの語

の重複分

8，　616i）

卜蕎口

65．　7

本　　　丈

物纐・広告

504

17

870

135

計　i 484 521 い・o・5

1）　本文と物価・広告とに共通の語56を差し引いた。

2）　ここには，表4の数字のほかに，語図表に登録ずみの分も含む。
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III語 彙 、
表

1　語彙表の性格

1・1表にのせた語の範囲

　郵便報知新聞（明治10年11月～11年10月）の延べ語数は，約百二十八万と推

定される。標本として抽出されたのは，このうち十万たらずで，標本に現われ

た異なり語は，約二万三干であった。

　この語彙表には，標本に現われた限りのすべての異なり語を収めた。それ

は，歴史的調査においては，たとえ一回であろうとも，そこに現われたという

ことそれ自体が詑録に値いする，と考えたからである。

　これが，この語彙表の基本的性格である。

1・2　語彙表の種類

　語彙表は次の五種類である。

　1　使用度数10以上の異なり語の表（かりにA表とよぶ）

（1）五・十音順A表

（2）使用率願A表

使用度数10以上の異なり語1，421を掲げる。使用

度数は示したが，使用率は示さない。

使用度数50以上の異なり語197を掲げる。使用率

だけを示す。

以上の二表には，人名・地名・数詞も奮んでい

るQ

2　使用度数9～1の異なり語の表（かりにB表とよぶ）

（3）五十音順B表　　　使用度：数9～1の異なり語20，992を掲げる。使用

　　　　　　　　　　　率・使用度数ともになし。

　　　　　　　　　　　この表には，人名・地名・数調を含まない。

3　補充調査の結果，あらたに追加された異なり語の表（かりにC表とよぶ）

　（4）五十音順C蓑　　　語形だけの一覧表である。人名・地名・数調は奮

　　　　　　　　　　　まない。異なり語8，616を掲げる。
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　　　　　　　　　　　　　皿　語　　彙　　衷

4　接辞的要素の裏（かりに別表とよぶ）

　㈲　分類式捌表　　　　接辞的要素を，性質によって六種に分け，おのお

　　　　　　　　　　　　のを1五十音順に排列したi炎。

1・3語彙表の見出しの立てかた

見繊しの立てかたは同時に，語彙表の引きかたの通劉でもある。

　1　活用のない語は，その形を見出しとする。

　2　活用のある語は，代表形に終止形語尾を添えたものを見轟しとする。

　　例く読む〉の見出しはくヨミ・ム〉である。

　　　代表形は，後述4の手続きによって定める。

　3　見轡しの表記は，現代かなつかいによる片かな書きとする（A表，溺

　　　表）。

　　　ただし，紙面の節約上，漢字片かなまじりで印刷した表もある（B表，

　　　C表）。

　　（3・1）　外国語・外来語などを写す際の長音は，長音符号〈一〉のかわ

　　　りに，直前のかなと同じ段のくア　イ　ウ　エ　オ〉を用いて訳す。

　　　例　エエテル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　にっしょう
　　（3。2）漢字音でく魯〉〈敵〉など，入声のK：を蓑わした音は，複合す

　　　る場合にも，〈カク〉〈テキ〉などとする。

　　　例　くカクコク〉（二二）　　〈テキコク〉（敵國）

　4　活用のある藷の代表形は，次の手続きに従ってきめる。

　　（4・1）　動詞は連用形を代表形とする。

　　　　　　例　く読む〉の代表形は〈ヨミ〉である。

　　（4・2）形容詞は，語幹を代表形とする。

　　　　　　例　く早し〉〈早い〉の代表形は，いずれもくハヤ〉である。

　　（4・3）　活用のある語を語彙表に記入するさいは，代表形の次に終止形

　　　　　の語尾を小さく添えたものを見出し形とする。

　　　　　　前例で言えば，〈読む〉は，じっさいにはくヨミ・ム〉と書かれ

　　　　　る。また，〈早し〉〈早い〉はそれぞれくハヤシ〉〈ハヤィ〉と

　　　　　書かれる。口でよぶときも，「ヨミム」「ハヤシjのようによぶ。
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　　　　　　　　　　　　斑　議　　彙　　表

　　　　　ただし，排列にさいしセは，終止形の語尾を無視して，代表形に．

　　　　　よって行なう。1）

　　（小4）交語。口語の区別や活用の識別なども，おおむねこの方法によ

　　　　　って行なうことができる。

　　　　　例ハヤシ（（Pt語）〉～ハヤィ（fP語）｝，アリ・リ（（女語刃～アリ・ル《口語》

　　　　　　　トリ・ル序段》

　　　　　　　オチ・ッ（（上二心，ウケ・ク（（一F二段））

　　　　　　　ミル（（上一9k）〉……一段濡爾は「．1をつけない。

　　　　　　　キ・ク（（力行変格，文謝A－Ye・クル《力行変格，口語》

　　　　　　　オシエ・ウ（（ハ三下ご段》～オシエ・ユ《ヤ行下二段））

　　　　　　まれにではあるが，このやりかたでは区捌できないばあいカミあ

　　　　　る。たとえばく死ぬ〉のナ行変格（文語）と四段活用《口語》と

　　　　　は，どちらもくシニ・ヌ〉となって，区別がつかない。このような

　　　　　ばあいは，《ナ変》，《四段》などのように注記することにした0

　5　いわゆる形容動詞は，語尾をのぞいた形を見出しとして，名調と区鋼

　　しない。

　6　副調・連体詞・接続詞のうち，語末にくと，に，の，で〉の類をもつ

　　ものは，それを除いた形を見出し形とする。

　　　ただし，その見出し形を語彙表に記入するさいには，くと，に，の，で

　　〉の類を平がなで小さく添える。

　　　　　例　ウカと　アマリに　アゲて　ユエに　カクて　シカレば　アの

　　　　　　　シzクとして

　7　接辞約要索を含む語は，その要素をはずした形を見i11しの本体とす

　　る。従って，排列は本体の語形による。

　　　　　例　〈許可致す〉，〈町村毎〉は，それぞれ，〈キeカ〉，＜チョウソ

　　　　　　ソ〉のところへ排列する。

　　（7・1）接辞的要素を含む語は，それを含まない語のあとに排列する。

1）　活用形の代蓑形としては，普通，終止形を考えるわけであるが，この議彙蓑で

　は，語幹を共通にする語はなるべく近くにまとめたかったので，あえて連用形な

　どを代表形とした。接辞酌要素をふくむ語の取り扱いその他餐所に，この趣旨に

　のっとった約束が設けてある。
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　　　　　　　　　　　　　　皿　語　　彙　　表

　　　（7・2）接頭的要素を含む語は，その要素をはずした形で排列する。

　　　　　　そのさい，接頭辞要素は（　）に包んでうしろへまわし，接頭

　　　　　　的要素を含まない語の次に排列する。

　　　　　　次例のとおり。

　　　　　　　　町村　　　　　許可相成リ．ル

　　　　　　　　町村（各）　　　　許可相成リ．、．て御）

　　　　　　　　　　　　　　　　　御許可致シ．ス

　　　（7・3）接辞的要素を含む語と含まない語とがいっしょにあるときは，

　　　　　　共通見出しを別に立てて一か所にまとめる。

　　　　　　以上を一括して模型的な例で示そう。

　　　　　　　　　許罵　　　　　　　　　　　町村

　　　　　　　　　　～（御）　　　　　　　　　　～（各）

　　　　　　　　　　～相成リ・ル　　　　　　　　～（何）

　　　　　　　　　　～相成り・ル（御）　　　　　　～毎

　　　　　　　　　　～致シ・ス　　　　　　　　　　～毎（餐）

　　　　　　　　　　～下サレ・ノレ（御）

　　　　　　　　　　～シ・ス

　なお，見出し形の排列にあたっては，おおむね現代語の感覚に従って順序を

定めたが，いちじるしいものについては，当時の辞書その他の資料によって順

序を定めた。

　たとえば治療はジリョウとし，発書はホツゴソとした。

　ややくわしい説明は，『昭神3エ年度　国立国語研究所年報一8一』を参照さ

　れたい。

1・4語を使用する度合いの示しかた

　ある藷の量的な使用度を示すのに，なまの使用度数よりは，使用率をもって

する方が他の資料との比較上好ましいことは言うまでもない。ここで使用率と

いうのは・母国団（郵便報知新聞・本文記事1か年分の金体）でのある語の使

用率の推定値のことである。母集団での使用率の推定億は，一往，ある語の標

本中での出現測数を，標本延べ語数で割った値：として表わされる。たとえば
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　　　　　　　　　　　　　皿　語　　彙　　表

く有り〉（見出しはアリ・i］）という語は，標本中に延べ1，783圓現われた。一

方，標本延べ語数は99，384であるから，「有り」の使用率は，

　　　　1783／99384＝　O．　01794　（17．　94％，）

で蓑わされる。％o｝k，パーミルと読む。

　われわれの語彙表はしかし，原則として使用率を示さなかった。

　使用度数9～1の語彙表（B蓑）に使用度数を示さなかったのは，統計学的

な考慮による。使用度数9～1の語については，標本以外の部分に，その語と

同じ程度に使われていながら，たまたま標本にあたらなかったばかりに現われ

なかったというものが多いはずである。それだからB表に使用率を示すことは

始めから考えなかった。

　使用度数10以上の語彙表のうち，五十音順に使用率をのせなかったのは，次

の事情があったからである。ひとつは，全語彙をのせる関係上，極度に紙面を

節約しなけれぽならなかったこと，もうひとつは，標本の延べ語数がほぼ十万

であるから，使用率の計算が容易であること。概数でよろしければ，使用度数

1，000は，ほぼ10編にひとしい。1）

　　　　　使用度数　概算使用率（％）　正確な使用率（（％）

　　　　　1，　ooe　lo　lo．
　　　　　　100　1　1．
　　　　　　　10　O．1　O．1
　　　　　　　1　O．　Ol　O．　Ol
　統計的に意味のある使用度数を10以上としたのは，任意の語の行あたりの使

用度数がポアソン分布に従うという性質を利用したからである。すなわち，任

意の語の行あたりの使用度数がポアソン分布に従うと仮定すれぽ，統計数理上

次のように潤うことができる。ある語の標本使用度数が9以上であるぼあい，

母集団においてその語と使用率を等しくする他の語の標本使用度数が0となる

ことはほとんどない，とQこの根拠に基づいてわれわれは，安全を期して第一

表にあげる標本使用度数の最低限を10としたのである。

　もし使用率の精度を計算することができれば，標本使用度数の最：儀限をもっ

と小さくできたかもしれない。

1）　くわしい計算のためには，付録の「使用率換算表」を参照されたい。
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　　　　　　　　　　　　　　皿　語　　彙　　表

　さて各語の使用率は，使用率順A表にだけ一部分を示したが，そのさい小数

第五位までの値をパーミル（編），すなわち1／10eoを単位とする値で示した。こ

れで，小数点の次に数個も零がならぶわずらわしさがなくなった。上の例でい

えば，e．　01794を17．94鋭と表わすことができる。使用率順A表の使用度数は，

1783から50に及ぶ。これをパーミルで表わせば17．94から0．5に．わたる。

　使用率を小数点第五位まで表わしたのは，使用度数1の位までを正しく使用

率に乱心したかったからである。小数点第五位は十万分の一の桁であるから，

百万分の一の桁（小数点第六位）まで計算して四捨五入したのである。1）

　　最後の数字の右肩にマイナス符号を添えたのは，四捨五入してくりあがった値であ

　ることを示す。たとえば，1．815一というのは，1．8146…の6を賜捨五入したのであ

　る。だから，小数第二位までの数値を利用して計算するばあいは，1．815一ならば1・81

　とし，1．815ならぽ1．　82としてあっかわなければならない。このほか，まれではある

　が，ユ．510一のようなのもある。これは，i，5098…の8を騰捨五正した結果得られた

　数値である。小数第二位までを利用するさいは1．　51一としてt小数第一位までを利

　心するさいは1．5としてあつかうべきである。

1・5使用率の推定について

　この調査において，標本使用度数fを使用率ρにおきかえたばあい，調査対

象全体（母集団）における使用率ρをどの程度に見つもることができるであろ

うか。これを推定するためには，データとして

　層ごとの標本使用度数と標本廷べ語数

が必要である。一方，使用率の精度の計算のためには，このほかに

　行ごとの標本使用度数と標本延べ語数

がわかっていなければならない。

　層ごとのデータは出したが，行ごとのデータを出すことは，今回はできなか

ったので，使用率の推定についてだけ述べる。

　たとえば，C層における任意の語の標本使用率ρをρ0とおけぽ，使用率PC

は，C層の標本延べ語数（n，）でその語のC層における出現回数（fe）を割っ

1）　もし，使用率の計算を小数点第五位までとして一万分の一の桁までしか表わさ

　ないことにすれば，10よりも小さい使翔度数の差は使翔率に反映しなくなつ七し

　まう。使期度数106も111も，どちらも1ほ％となってしまう，という不便がある。
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　　　　　　　　　　　　　亙　語　　彙　　表

た値として表わされる。

すなわち，

　　　ρ。＝三一

　　　　　nc
　任意の贋をぎで喰わせば，一般に

　　　ρF需左

　　　　　ni
　ここに五は，任意の層における標本使用度数　物はおなじく任意の層にお

ける標本延べ語数を表わす。

　一方，任意の語の標本使用率ρは，母集団における使用率（母使用率）と

一致することが期待されるので，母集団におけるPの期待値E（p）は，次の

式で表わすことができる。

　　　E（P）＝P　　　　1≧P＞0

　だから，標本度数を使用率におきかえることによって，一往碍集団における

使用率と推定することができる。

1・6等しい使用順位の示しかたについて

　たとえば，使用順位5ヱの次に，ひとしい使用率の語が三つ現われたとしよう。

普通は，52という順位をこれらに与え，四番厨の語は順位55である。スポーツ

などではこうする。しかし，使用率順語彙表では，そうはしなかったQ今の例

について欝えば，願位51の次に現われた三つの語は，順位51と願位55との両方

から嵩じ程度にへだたった順位を持つと考え，これらにそれぞれ53という順位

を与えるのである◎

　以上の関係を表示すればこうなる。

　　　　　　　　　　従来のやり方　新しいやり方
　通し番号　使用率　　　　　　　　　　による順位　　による順位　　＊新しいやり方の計算法

　　：1器：1　：1・公式・灘一・÷穿）
　　　　　　　つ
　　53　1，278　52　　　53　　1z（等い傾位の数）

　　：1｝：鑑：1　：1・！・3遷」53

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ前の順位）

　もし，ひとしい使用率の議の数が奇数ならば，新しい計算法による順位は整

数であるが，’偶数：ならばO．　5の端数がつく。
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　2　第1表　使用度数10以上の表（五十音順）一・・五十音順A表

　五十：音順A表は，使用度数1◎以上のすべての語1，421を収める（人名・地名・

数詞を含む）Q

　以下かんたんに，この表の体裁を説明しよう。

　ユ　見出し欄は，現代かなつかいによる片かなで表記する。

　　　見出し欄には，まれに，かんたんな注記がある。（》印は晶詞，活用

　　　などを，　〔〕印は人名，年号などを示す。

　2　漢宇欄の漢字は，つとめて原文に従った。しかし，漢宇は，注記のため

　　　のものであるから，送りがなはっけない。

　3　使用度数欄には，その語が標本中に現われた延べ園数を示した。付録

　　　に，使用度数から使用率を計算する蓑がある。（312ページ参照）

　4　脚注欄は，見出し欄に書き切れなかった注記や文脈などを収めるQ文脈

　　　の次に，（a）などとあるのは，a願などの意味であるQ

　　なお，同形，同鷺のかな，および，同音語の排列については，つぎのよ蝕こ順序を

　定めた。

　　1・岡形のかな，同音のかなは，順序に関して区別しない。

　　　ただし，字数が同じときはつぎの順序による。

　　　i）　 清音一→」tt玉音一一〉半ミ蜀音

　　　ii）　〈ツ〉一〉促音くッ〉

　　　三ii）　　　〈キヤ〉→〈キ　 ャ　 〉，　　〈チユ〉→〈チ　ュ　〉等

　　　iv）　〈ウイ〉→〈ウィ〉，〈チエ〉一〉〈チェ〉等

　　2．　同音語の闘では，区別できるかぎり次の順序による。

　　　i）和語→漢語→その飽

　　　ii）　名詞→動詞→形容詞→副詞→連体詞→接続詞→感動詞
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ア～イタ 　　使用度数10以上の蓑（五十音順）

第1表　使用度数10以上の表（五十音順）

見 出 し
使用
度数

見 し 使屠
度数

アシ

アア

アイ．ウ

アエて

7オギ。グ

アガリ．ル

アキラカ

7ゲ．グ

アシ

7ズカIJ　．　，yl）

アタイ

アタイ．ウ

アタエ．ウ

アタカも

アタリ．ル

アツシ

アツマリ。ル

アツメ．ム

アテ．ツ

アト

アニ

アニ

．アマリ

アマリ

1アメ

アヤシミ．ム

アヤマリ

7ヤマリ．ル

アラカジメ

アラタ

アラタメ．ム

アラタメて

　
　
會
　
　
騰
　
　
　
預
　
　
　
　
　
篤
　
　
　
後

悪
響
敢
磐
翠
軍
器
能
巌
巌
活
劇
集
集
充
跡
兄
雄
藩
讐
怪
嚢
激
競
改
改

》
》

名
副

π
　
《

2
0
9
1
6
1
6
5
7
2
7
1
0
3
4
8
1
2
3
5
3
4
0
1
1
6
9
1
5
6
1
6

1
3
2
4
2
1
1
2
1
三
3
9
6
3
9
1
i
1
1
6
1
4
1
1
2
1
1
2
1
2
4
1

アラワシ．ス

アIJ・P

アリ．ル

アりサマ

アル

アルイは

アワセ．ス

アンザイシm

イ

イル

イイ．ウ

イイン

イエ

イカ

イカに

イカにも

イガイ

イカガ

イカナリ．リ2）

イカン

イキオイ

イクブン

イケン

イゴ

イササカ

イシ

イジ器ウ

イシン

イズレ

イゼン

イダキ，ク

イタク

顯　　　　　　　19
有　　　　　　（（文語》1，783

有　　　く（口語》　21

有様　　　　　　44

或　　　　（〈連〉）　35

或　　　　く（di－IJ・壽甦））　217

合　　　　　　　29

行在所　　　　　11

慧　　　　　　　51

居　　　　　　　22

云・言　　　　515

委員　　　　　　31

家　　　　　　　70

以下　　　　　　66

如侮　　　　　　15

如侮　　　　　　15

留主　　　　　　11

如何　　　　（（副》　玉2

如何　　　　　　32

如何　　　（名》　37

『i勢　　　　　　　21

幾分　　　　　　11

慧見　　　　　　21

以後　　　　　　玉9

聯　　　　　　　21

石　　　　　　　　12

以上　　　　　　　66

維新　　　　　　玉9

何　　　　　　　66

以前　　　　　　18

抱・屡　　　　　14

痛　　　　圃》　15

ユ）関係する　　2）〈イカナラソ〉，〈イカナル〉，〈イカナレバ〉を含む

gg



量

使用度数10以上の表（五十音順） イタ～ウケ

見 し 使用
度数 見 し

イタシ．ス

イダシ．ス

イタリ．ル

イタッて

イチ

イチ（ダイ）

イチエン

致

向

歯

位置

一（第）

一口

イチゴウ（ダイ）　一三（第）

イチジ　　　　一時

イチジツ　　　　一E

イチジaウ（ダイ）一條（第）

イチド

イチニチ

イチ黒ン

イチネン

イチマイ

イチメイ

イチイチ

イチジ

イチドウ

イツ

イツ

イッカネン

イ・v　＝

イッショウ

イッチョウメ

イツカ

イッコク

イッサイ

イッサク

イッサクジツ

イッシュ

イッソウ

度
臼
人
年
呼
名
々
時
同
時

一
一
一
一
一
一
一
一
一
何

一ケ年

一箇

一升

一丁翼

五画

一國

一切

一昨

一昨日

一種

一贋

28

Q5

W0

P3

P0

Q4

V1

　
　
3

13

P1

Q7

Q2

g
2
5
4
3
1
2
1
7
1
1
1
4
4
1
3
6
1
5
2
2
1
0
1
3
B
1
8
2
0

伽
槻
㈱
働
働
㈱
㈱
脚
㈱
㈱
㈱
㈱
醐

カ
　
　
　
カ
　
ル
　

ル
　

ガ

数
数
数
数
数
数

《
　
《
　
《
　
《
　

《
　

《

《潮

15

7
り
）

1
4
▲40

13

16

イッタン

イッバン

イッポウ

イヂ．ズ1）

イト

イトイ．ウ

イトマ

イナ

イナや

イノチ

イフク

イマ

イマ

イマlc2）

イマや

イマダ

イマニシ

旦
般
方
　
　
　
　
　
　
　
服
　
　
　
　
　
西

一
一
一
国
劇
殿
逞
否
否
命
衣
今
今
耳
管
未
今

イマニシソウイチ今西as一（（人名》

イヤシクも

イHイヨs）

イライ

イリ，ル

イレ．ル

イロ

イワク

イワユル

イワンや

インa）

ウコニ5）

ウカガイ

ウカガイ．ウ

　
　
　
　
容
　
　
　
　
　
　
窺

　
　
來
　
・
　
　
謂
　
　
　
　
・

荷
愈
以
ス
入
色
臼
所
況
押
上
伺
伺

ウカガイイヂ．ズ伺繊

ウケ．ク　　　　受

ウケタマワり．ル承

用
数

…
硬
度
…

…

18

S9

g
7
8
1
2
1
5
1
8
1
7
U
嫉
1
2
解
3
7
賃
1
6
1
5
3
0
1
1
2
2
3
0
5
0
8
3
2
4
2
4
3
3
2
4
3
4
5
3
4
4
1
鍵
1
0
9
3
錘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

励纒

㈲
欄

ル
　
　
　
ガ
　
　
ン

副
尊
名

《
人
人

　
《
　
　
〔

1）　「出テ」は，イデかイデテかはっきりしないものは助詞のくテ〉として扱った　2）L

今にいたるまで　2．やがての意を含む　3）〈イ9ヨ〉は別　4）元老院，養老院などをさ

す　5）此の上，然る上などのくウエ〉も含む
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ウケ～オヒ 使用度数10以上の表（五十音順）

見 し
甫
数

三
度

ウケトリ．ル

ウシ

ウシナイ．ウ

ウチ

ウチ．ツ

ウツシ。x

ウッタエ・ウ

7クツり．ル

ウバイ．ウ

ウマ

「ウミ

ウリ．ル

ウワサ

・ウンヌン

r工。ウ

：xイ

∫エイキョウ

エイギsウ

エイコク

．エキ

@r　tFi）

エキ

．：キテイキョク

エラビ．ブ

エンゼツ

　～ン。ス

・オイ．ウ

’オツて

・オイ，ウ

オイオイ

オウジ．ズ

オウオウ

オウシュウ

　
　
　
　
撃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
局

取
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
々
　
　
京
業
國
　
　
　
遍

受
牛
失
内
打
移
訴
移
奪
馬
櫛
壷
囎
云
得
英
英
螢
英
男
役
盆
騨
撰

設
読
　
　
　
々
　
々
醤

蝦
演
追
追
負
追
華
中
鰍

個名》

陣頭））

㈱名》

18

P0

S0

T9

P4

P3

P9

P3

P1

P3

P6

P7

Q3

ｿ
3
9
2
2
1
8
1
8
6
8
1
8
1
2
1
0
3
9
1
3

　
　
　
璽
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

0
0
1
7
2
7
0
2
8

1
1
2
1
1
3
3
1
2

　　　　　　　　　　　　　　覆用．．tt一
　　見　　出　　し・　　　　　　　　　　　　　　．記数＿

オウベイ　　　　隊米　　《地名》　11

オオシ　　　　多　　　　　　162

オオイ．ウ　　　蔽　　　　　　　10

オオイ｝こ大　117
オオクは多　12オオクマシゲノブ大隈重儒駄名））　11

オオクラキョウ　大藏麹　　　　　18

オォクラショウ　大藏省　　　　　27

オオサ力　　　　大坂　　《地名》　25

オオセツケ．ク　仰億　　　　　　13

オオムネ　　　概　　　　　　II

オカシ。ス　　　　犯　　　　　　　　20

オキ．ク　　　　覆　　　　　　　60

オクリ・ル　　　邊・購　　　　　54

オ：コシ．ス　　　　起　　　　　　　　46

オmナイ．ウ　　　行　　　　　　　　　64

オコリ．ル　　　趨　　　　　 38

オサメ，ム　　　納・収　　　　　25

オシ・ス　　　　推　　　　　　　17

オシエ・ウ　　　　i敦　　　　　　　　11

オソレ．ル　　　　恐尋盟　　　　　　26

オチイリ・・レ　　陥　　　　　15

オッ2）　　　　乙　　　　　　　42

オット　　　　夫　　　　　　　20

オトウト　　　弟　　　　　　12

オトコ　　　　男　　　　　　　24

オドロキ・ク　　驚　　　　　25

オナジ　　　　　同　　　　　　　56

オノ　　　　　　己　　　　　　　10

オノオノ　　　各　　　　　　　45

オノズカラ　　　自　　　　　　　39

オノレ　　　　　己　　　　　　　　20

オビ・ブ　　　　帯　　　　　　　15

オビタダシ　　　彩　　　　　　　14

・a）「西南の役」　　2）号記の乙を含む
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使用度数10以上の衷（五十音順）

　　　見　　出　　し

オボエ．ユ　　　鷺

オモシ　　　　鐙

オモイ　　　　　思

オモイ。ウ　　　思

オモムキ　　　　趣

オモムキ・ク　　赴

オヤコ　　　　親子

オヨソ　　　　凡

オヨビ．ブ　　　及

オヨビ　　　　　及

オリ　　　　　折

オリ．y　　　　居

オりカラ　　　　折摺

オワリ．ル　　　絡

オンナ　　　　　女

力　　　　　　　可

カシ．ス　　　　撃

力の　　　　　彼

力イ

　　　　　　　魯

　～シ．ス1）　　會

力イ．ウ　　　　買

ガイ

　　　　　　　害

　～ン．ス　　　書

ガイ　　　　　該

力イガイ　　　　海外

力イギ　　　　難事

カイギョウ　　　醐業

力イグンショウ　海軍：省

ガイコク　　　　外闘

懸》

（（連〉）

健P

ガイコクシンポウ外國薪報〔題目〕

カイシャ　　　會社

力イジョウ　　　開蠣

オ木～カグ

簸……卑二亀
32　　ガイジン

　11　　カイセイ

　14　　カイタクシ

122　　カイメイ

78　　カイリョウシ．ス

30　　カエ．ウ

　10　　力エシ．x

107　　　　　カコ〔リGノレ

138　　力土ツて

237　　力工リミル

58　　カオ

22　　カオク

21　　撃力ゲ．グ

49　　力力り．ル

29　　　　　力掌り．ル

40　　カカル

　！O　　撃力ワリ．ル

59　　カキ．ク

　　　　カキ．ク

12

11

15

9
1
9
0
5
1
0
2
！
0
1

2
1
1
正
3
1
1
1
1
亙
1

　
　
1

し

外人

改正

開拓使

開明

改良

換・替

返

却

顧

顔

家膣：

掲

係

罹

斯

拘

欠

縦

射キトメユウビンプッ

カギリ2）

カギリ．ル

カク

ガク

カクゴ

ガクCUウ

カクコク

カクサイ

カクジ

カクシュ

カクショ

カクチ

カクノゴトシ

書留郵便物
限＝

限

　
　
悟
稜
國
歳
質
種
所
地
墨

斯
羅
利
學
各
客
各
各
各
各
期

用
数

使
度

24

Q6

P4

P8

P3

P6

P0

S1

R6

Q9

P5

P0

T2

T0

Q3

R3

P3

P4

P1

ン連《

《副》

6
0
5
1
0
1
2
7
1
2
2
2
1
4

1
3
3
4
1
1
2
2
1
1
！
1
1
6

の1．出合う　2。集るの意を含む　　2）〈聾を限りに〉などを含む
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カク～キタ 使用度数10以上の表（五十音順）

　　見出し　山
斗クベツ　　　　格別　　　　　　10

カケ．ク　　　掛　　　　　　24
カゴシマ　　　　鹿児島　｛（ng名》　15

カゴシマギャクト鹿半島逆徒　　　29

カシシ．ス　　　下賜　　　　　　28

カジツ　　　　過日　　　　　　11

ガス　　　　　瓦斯　　　　　14
ガスキョク　　　瓦三局　　　　　　15

カ日　　　　　風　　　　　　15

カゾク　　　　華族　　　　　20

カタシ　　　　固　　　　　　13
カ日リ．ル　　　語　　　　　　　19

力タワラ　　　傍　　　　　　14

カツ　　　　　且　　　　　　140
カツテ　　　　　曾・嘗　　　　　45

カド　　　　廉　　　　　　16
カナイ　　　　家内　　　　　10
カナイ．ウ　　　　叶　　　　　　　　　12

カナラズ　　　必　　　　　　54

カネ　　　　　金　　　　　　45

カネ．ヌ　　　　　　　　　　　11

カネて　　　　　　　　　　　50
カリ．ル　　　　借　　　　　　　17

カレ　彼（（代名））29
：bワジカズmシ　川路利ft　（（人名））　15

カワリ．ル代　！1
カン　　　　　間　　　　　　136

カン　　　　　官　　　　　　36
カンシ。ス　　　　閣　　　　　　　　46

カンイン　　　　　官員　　　　　　　20

カン力　　　　管下　　　　　15

カンガコニ．ウ　　考　　　　　　　21

カンギョウ　　　雑業　　　　　　17

カソケイ　　　　關係　　　　　　19

見　　出 し

カンサツ　　　　鑑札

力ンジャ　　　患者

力ンナイ　　　管内

力ンノウキョク　勧農三

富ンり　　　　官吏

キ　　　　　氣
キ　　　　　木
キ

　～ン。ス

キ．ク

キシ．ス

キシ。ス

軍

艦

　～ン・ス

ギアン

ギイン

ギイン

キカイ

キキ．ク

キキョウシ．x

キゲン

キコウ

キサイシ．ス

キジ

ギジ

キシャ

キシャ

キセン

キソク

キタ

キタシ．ス

期
期
來
記
欝
欝

議

議

議案

議員

議院

器械・機械

聞

蕗京

華限

氣候

記載

記事

議事

記者

貴社

漁船

規則

北

緯

42

使擁

山山
11

18

15

26

23

25

11

10

21

29

63

35

186

3
0
9
玉
1
3
5
6
1
0
3
6
3
4
1
2
1
1
玉

1
茎
1
2
1
2
2
1
1
1
1
玉
1
1
1
2
4
1
玉



使用度数10以上の表（五十音順）

霜
塞

硬
度
…

キタ～クン

見 出1　し 見 出

二
子
銭
高
傍
　
月
三

二
金
金
金
近
庭
九
九

レ

キタリ．ル

キタル

ギチeウ
キボウシ．ス

率ミ

ギム

キャク

キュウ

キユウに

キュヴリHウ

キョウ

キョウシ．ス

ギョウ

キョウイク

キョウキュウ

キョウゲン

キaウシ
＃ヨウユウプツ

　
　
　
　
　
砂

　
　
ツ
　
　
り
璃
て
　
　
4
　
ク
ン
ウ
ツ

カ
ク
ゲ
ツ
ン
マ
メ
メ
リ
恥
ジ
　
ガ
キ
コ
ジ

ヨ
ヨ
3
”
q
ワ
ワ
ワ
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン

キ
キ
キ
キ
ギ
キ
キ
キ
キ
．
キ
車
室
キ
キ
ギ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物

　
　
凝
望
　
務
　
　
　
料
頁
　
　
育
給
旧
師
有
可
　
月
立
論
　
　
　
　
　
　
　
額
々
行
頁

來
提
議
希
君
義
客
薔
急
給
今
供
業
敏
供
狂
難
業
許
局
ま
趨
議
極
極
欝
金
金
離
繋
金
墨
銀
近

3
6
2
5
3
2
6
0
i
4
－
5
2
－
0
2
G
8
3
2
6
2
3
1
0
！
6
4
2
3
3
6
1
4

5
4
3
1
1
1
2
1
三
1
2
2
3
1
－
1
2
工
1
玉
2
1
1
1
2
2
2
1
1
！
3
1
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

》連《

キンジョ

キンス

キンセン

キンダカ

キンボウ

ク

クガツ

クジ

クジ（ダイ）

クネン

クイキ

クコチョウ

九時（第）

九年

塵三

塁戸長

（（数））

緻》

緻）｝

緻》

〔職名〕

クスモトマサタ力楠本正隆（（人名））

クダシ．ス

クダリ・・レ

クチ

クチョウ

クナイ

クナイショウ

ク禺

クζ

グブ

クムショ

クライ．ウ

クルシ

クルシミ．’、

クルマ

クワシ

クワエ・ウ

クワダテ

クワダテ．ッ

グン

グンカン

クンゴトウ

　
　
　
　
省
　
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

　
　
　
長
内
内
　
　
奉
務
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
騒
士

下
下
軽
量
薩
宮
國
黒
土
匿
擁
壁
．
苦
車
委
加
企
企
郡
軍
勤

便用…

度数

3
0
3
玉
6
0
5
4
0
4
1
2
1
4
0
3
8
0
7
6
0
0
8
0
6
5
0
0
6
0
4
五
4
、
2

1
、
1
1
王
一
1
4
1
王
3
玉
4
1
1
2
1
・
玉
ユ
ー
9
1
1
玉
1
1
1
1
2
5
r
1
1
蓋
王
1

1）金○○円などの工合　2）金1属
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クン～貸工 使用度数10以上の表（五十音順）

見 出 し
…便再
度数． 見 出 U’

　
　
　
ス
ヨ
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
ウ
シ
シ
ョ
　
．
　
　

ン
　
ヨ
イ
ツ
ン
キ
ツ
　
ン
　
訊
　
て
　
　
　
　
4
　
ン
ン
　

ン
ク
ク
ン
　

ク
ヨ
ツ

ジ
　
キ
サ
サ
サ
シ
ジ
ブ
ユ
シ
シ
ク
シ
　
　
　
　
　
ジ
に
ア
イ
カ
二
二
コ
コ
コ
サ
ジ
チ
チ
ブ

ン
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
ジ
ダ
ツ
ツ
ツ
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
、
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン

グ
ケ
ケ
ケ
ケ
ケ
ケ
ケ
ケ
ゲ
ケ
ケ
ケ
ヶ
ケ
ケ
ケ
ケ
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
ケ
ゲ
ケ
ゲ
ゲ
ゲ
ケ
ゲ
ケ
ケ
ケ

　
　
　
　
署
　
局

　
　
況
載
二
丁
観
二
部
句
　
　
旬

人
軍
刑
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
結
戻
縣
件
擢
廉
雷
戯
現
原案・原三

原函

縣下

原便

縣官

原告

原告人

現今

強査

現時

建築

縣磨

見物

〈（副》

《副》

1
0
1
7
9
4
8
4
0
！
4
7
0
3
7
2
0
5
3
2
4
i
6
6
G
5
2
1
8
7
2
6
3
0

1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
6
3
1
6
5
2
2
！
1
2
i
1
1
1
1
1
9
1
！
1
1
1
3
正

ケンリ

ケンレイ

ゲンraウイン

コ

　11）

コ

コの

ニず

ゴ

ゴエン

ゴガツ

二歩

縣令

元老院

子

遣

故

此

後

語

五圓

五月

ゴジxウ（ダイ）　五條（第）

ゴリン

瓢イ．ウ

雛ウ2）

コウ

コウ

コウ

ゴウも

コウキョウ

コウ罰ク

　～ン。ス

厘
　
　
　
　
　
　
供
告

五
講
甲
功
公
効
毫
口
出

誕ウサイショウショ

　　　　　　　二二証書

コウゾク

：コウチケン

コウフ

コウブン

コウベ

コウムリ．ル

：コエ

＝コ篤．ユ

皇族

高知縣

公布

公聞

爺炉

蒙

聲

越・超

（〈代名》

　（（LM））

　c（連〉）

緻》

緻》

緻分

緻分

《地名）｝

㈱名））

…使馬

歴数

8
6
6
5
7
2
7
4
7
5
5
9
1
7
3
5
7
5
1
0

1
2
1
2
ー
ー
2
4
1
2
3
1
1
3
5
3
2
1
1
1

　
　
　
　
　
　
7

∩
）
8

1
　
1

4
1
i
1
6
9
9
2
0

2
1
1
1
1
2
2
3
1

1）全部rこは」の形2）記号の甲を含む
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使用度数10以上の表（五十音順） 笥キ～サク

見 出 し

　コキョウ　　　故郷

　コクカ　　　　　國家

　：：クミン　　　　國属

　コ：コ　　　　　此所

　コ＝匪に

　：ココにおいて　　　是於

　ゴゴ　　　　　午後

　コMノ力　　　　九H

　凝：：口　　　　　心

　：コロ1　　　心得
　＝：1＝口出。ウ

　　　　　　　　心得

　　　　　　　　心得（相）　　～（アイ）

　期コロザシ　　　　　　　　志

　ゴジッセン　　　五十銭i

　ゴジン　　　　野人

　認スウ　　　　戸数

　ゴゼン　　　　午前

　mタx　　　　　箸

　調タエ．ウ　　　笛

　コチョウ　　　　戸長

　：ト

　　　　　　　　事

　　～ドモ　　　　事共

　コ5；＝　　　　殊

　コトゴトク　　　悉

　コトナリ．ル異
　：コトニシ．x　　異

　コトバ　　　　言葉

　コドモ　　　　　子供

　コナタ　　　　此方
　：：ノゴロ1）　　　　　　　D：ヒ頃

　コノタビ　　　　此度

　鱗ノホド　　　此程

1）最近の意

懸》

緻》

J驚
度数．

0
9
0
0
6
！
0
1
3
4

1
2
三
8
2
4
1
2
0
1

　
　
　
　
　
　
1
　
　
　1

　　　16

　　　20

　　　18

緻）　34

　　　13

　　　10

　　　92

　　　13

　　　40

　　　20

　　1，　165

　　　玉2

　　　58

　　　38

　　　38

　　　19

　　　27

　　　13

　　　18

　　　39

　　　21
《副》　50

　　　　　　　　　　　　　　tt使用
　　　見　　出　　し　　　　　　　　　　　　　　　僕数、

：コノミ．ム　　　　嬉　　　　　　　 26

ゴヒャクエン　　：五着圓　　（（tw））　11

：コメ　　　　　　米　　　　　　　16

顎ヤマシゲル　　小山茂　（（人名〉）　10

mレ
　～　　　　之・是《代名》1，007

　～ラ　　　　　之等・是等　　　27

＝コレ　　　　　是　　　　幅勝　127

：コレラビョウ　　虎列劇病　　　　 12

コロ　　　　　　頃　　　　　　　52

1Mシ．ス殺　12コンド　　　　今度　　　　　　59

誕ンニチ　　　　今翼　　　　　　95

コンパン　　　　今般　　　　　　52

サ　　　　　　　左　　　　　　　11ア

サイ

　　　　　　　際　　　　　　　81

　～ン．ス　　　際　　　　　　　17

ザイ　　　　　財　　　　　　　10

サイキRウ　　　西京　　　　　 22

ザイサン　　　　財産　　　　　　19

サイシN　　　　最初　　　　　　14

サイチュウ　　最中　　　　　11

サイパン　　　　裁判　　　　　　15

サイバンシN　　裁判所　　　　　26

サイワイに　　　幸　　　　　　　16

サカン　　　　　盛　　　　　　　41

サキ　　　　　先　　　　　　　33

サキに　　　　　　　　　　　　　　35

サキゴロ　　　　先頃　　　幅購　22

サキダチ．ッ　　先立　　　　　　10

サク　　　　　策　　　　　　　10

サク　　　　　　昨　　　　《連》　38

サク瀦ン　　　　昨今　（（名・副》　42
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サク～シセ 使用度数10以上の表（五十音順）

見　壁　し
サクジツ

サクネン

サグIJ．，t

サケ

サケ．ク

サシイダシ．ス

ザシキ

サシタテ．ッ

サシユルシ．ス

サダマリ．ル

サダメ．ム

サッシ．ス

サッソク

ザッポウ

サテ

サラに

サリ．ル

サル

サレど

サン（ダイ）

サンエン

サンガツ

サンジ

サンチョウメ

サンニン

サンギ

ザンジ

サンジツプン

サンジュウニチ

シ

星
　
　
出
敷
面
許
　
速
報
　
亜
　
㈲
圓
羅
相
人
出
時
轄

昨
昨
激
高
避
差
座
差
差
定
定
察
畢
雑
掠
更
去
表
左
三
三
三
三
三
三
滲
暫
一
二
三

サンジュウイチニチ

　　　　　　三十一H
サンフランシスコ桑港　　馳名））

　　　　　　死

カ
の
み
　
カ
　
け
　
ル
　
カ
　
ゑ
　
　

連
接
数
数
数
数
数
数

∬
賎
　
《
　
《
　
〔
　
¢
　
〃
　
　
K
　
《

蜘
魏
脚

〃
　
　
《
　
　
　
ぼ
　

使用．．

膜数

7
5
2
8
1
0
0
3
0
7
3
6
1
4
2
6
6
3
1
3
4
7
1
0
3
0
3
7
5

1
4
1
1
1
6
i
3
1
1
6
！
1
3
1
1
2
4
1
1
2
3
1
2
2
三
1
1
3

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　

1

9
1
　7

｛
一
雫
　
！
　
　
　
1

亙壁．・．

　～シ．x　　　死

シ　　　　　　氏
シ・）　　　　使

シ．ス　　　　爲
シガツ　　　　　山月　　　（〈数）〉

シジurウ（ダイ）　四條（第）　（（　Pt　）〉

シカシ　　　　併

シカシて　　　術

シカうば　　　然

シカリ，リ　　　然

シカリといえども　然難

シカリシ隠ウシて血目

シカルに

シカレども

シガン

シキ

シキ

シキ．ク2）

シキュウ

ジギョウ

シキリに

シケン

ジケ≧

ジ隠

シ議ウシ．ス

ジゴウ

シゴク

ジコン

シサイ

ジジツ

ジシN

シジxウ

ジジ憂ウ

シゼン

　
　
　
　
　
如

、
　
願
　
揮
・
三
業
　
験
件
施
行
号
極
今
細
蜜
駈
上
情
然

然
陶
芸
式
指
若
二
二
頻
試
事
蕩
蕩
次
蓋
自
山
事
地
紙
蔀
自

欄》

卿

用
数
1
2
2
2
9
6
6
穿
4
ラ
4
3
6
ヰ
α
6
0
5
0
7
7
4
9
1
2
α
．
α
．
9
2
6
2
7
9
3

使
度
．
1
－
1
6
0
2
1
1
1
2
2
1
0
2
1
6
9
1
1
1
玉
1
2
1
1
1
1
2
3
1
1
2
1
1
2
！
1

1）開拓使の略，「官省院使丁懸ij 2）大部分は未然形

　　　as



使馬度数10以上の蓑（五十音順） シソ～シユ

見　　出 し 使用
鷹数

見 出 し

シソウ

シゾク

シタ

シダイ

シダイに

シタガイ．ウ

シタガッて

シチガツ

想
族
　
第
十
　
　
月

早
堀
下
次
次
從
随
七

シチジョウ（ダイ）七條（策）

シチネン

シチュウ

ンツン。ス

ジツ

ジッセン

ジツに

シッコウシ．ス

ジッサイ

ジッチ

シナ

シナ

シノビ．ブ

シノビイリ．ル

シバシ

シバシバ

シバラク

ジプツ

．ジブン

シヘイ

シヘイキョク

シ木ウ

シボウ

シホウシmウ

シホン

シマダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
局
　
　
省

年
中
　
　
銭
　
行
際
地
那
　
　
入
　

々
　
物
分
幣
幣
弾
帯
法
ホ
鑓

隅
隅
失
再
思
群
肝
蜜
實
支
離
忍
忍
皆
野
町
君
自
紙
紙
四
十
二
丁
田

緻力

轍》

緻》

傲⊃

《地名〉）

〈（副》

K人名）

3
9
8
6
0
6
2
0
3
7
9
三
8
3
9
2
3
1
2
6
0
3
歪
1
3
2
6
隻
1
4
9
2
1
1

1
7
1
2
1
5
2
5
工
1
－
1
1
1
6
1
玉
1
2
2
三
玉
1
1
2
1
1
2
i
1
1
1
2
玉

シマツ

ジム

シメ．ム

シメシ．ス

シャ

シャカイ

ジャクカン

シャセツ

シャンハイ

シュ

シュイ

ジユウ

ジニ1ウ

　～：ン

　～ガツ

　～ジ

　～ネン

ジュウイチガツ

ジュウイチジ

ジュウイチニチ

ジュウイチネン

シュウカク

ジュウクニチ

ジュウゴニチ

ジュウサンニチ

ジュウジシ．ス

ジュウシチニチ

ジュウゼン

ジュウニガツ

ジニウニジ

ジ＝ウニニチ

ジュウハチmeチ

ジュウプン

始末

事務

占

示

就會

若干

野冊

上海　　㈱名》

丁

丁慧

宙由

十　　　　緻P

十二　　　傲＞＞

十月置　　緻》

十時　　　（（x））

十年　　　緻》

十“月　　轍》

十一・：時　　緻》

十一日　　轍》

十一年　　轍》

収穫・収獲

十九M　　〈（数》

十五同　　轍》

十三艮　　緻》

從事

十七H　　緻》

從前

十二月　　（（数》

十：：二時　　緻》

十：二目　　轍》

十八B　　轍》
充分　　く（名・副》

使駕

12　’

33

23

王8

36

17

歪1

23

18

13

12

30

1
0
0
3
9
6
3
6
4
G
玉
6
6
0
2
2
9
5
6
3
5

1
2
4
2
9
3
1
2
0
1
2
2
！
3
3
2
4
歪
2
2
2
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シユ～シン 使用度数10以上の表（五十音順）

見　　幽 し 齪 　　　見　　出　　し

ショウガクコウ　小寒稜

シnウキュウ（ゴ）小休（御）

度数…

ジュウ…ヨッカ

ジュウライ

ジュウロクニチ

シ＝ギ

ジュシチイ

ンユンユ

ンユン！

ジxxツ

シュッカ

シュツガンシ．ス

シュッタツシ．ス

シュッチョウ

　戸）ン．ス

ンユツハ！ン・ス

シュッピン

ジュロクイ
リ　ゆ　　　　　へ　　　リ　ナ

γユ！ン・ズ

ジュン瓢ウ（ゴ）

ジュンサ

ンa！ンヨ

ンヨ

ンヨン・ス

ン’倒ン・ス

ショイ

シヨウシ．ス

シfiウ

ショウ

ショウシ．ス

ショウジ．ズ

ジョウ1）

ジョウ

ジョウ

ジmウ

十四日

韓三

十六H

主義

從七位

種々

主入

牢

出火

出願

出立

出張

出張

出帆

出晶

從六位

準

巡幸（御）

巡査

順序

書

叙

所爲

使用

小

本

稔

生

上

状

情

條

《翻　31

　　　21

傲》　21

　　　！3

　　　12

　　　24

　　　10

　　　11

　　　14

　　　21

　　　11

7
1
2
玉
0
0
4
3
9
3
0
0
0
5
1
6
6
5
1
8
7
1

1
2
1
2
1
1
1
4
1
2
2
3
1
1
1
2
3
7
1
1
1
1

ショウギョウ

ショウゴ

ショウサイ

ショウシチイ

シmウシツ

ショウショ

ショウチシ．ス

ショウニン

ショウメン

ジョウヤク

ショウライ

シ∋キカン

ショギnウ

ショク

ショクギョウ

シsクン

ショケン

ショ：コク

シNジ
ショシキ

ショブン

ショメン

ショユウ

シラベ（オ）

シリ．ル

シリゾキ．ク

シレ．ル

シレイ

ン／ン・ズ

シンに

ジンイン

ジンカ

商業

正午

詳細

正七位

焼失

護三

無知

商人

正塵

隠約

將來

書記官

所業・所行

職

職業

諸君

諸縣

諸國

所持

書式

慮分

書面

所有

調

豊

麗

知

措令

信

翼　　　《副》

入員

人家

0
5
0
0
4
2
4
7
4
1
0
4
7
－
1
7
0
4
9
3
2
1
7
7
6
1
4
4
4
7
9
0
0
2

！
i
1
1
1
1
i
2
！
1
i
1
2
1
i
1
1
2
2
1
1
1
1
2
i
1
9
1
1
2
2
1
2
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

1）計算上1などのくジuウ〉は，第5表（接辞的要素）にある
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使用度数玉0以上の表（五十音順） シン～セン

　　見

ジン：コウ

シンコタ

ン！ン！

ジンセイ

シンタイ

シンチク

ジンブツ

シンブン

シンプンシ

シンポ

シンポウ

ンノミ！

し g用
度数

見

ジンリキシャ

ジンリョク

ズ

スウ

　～メイ

スエ

スガタ

スギ．グ

スグ

スグに

スクイ．ウ

スクナシ

スコシ

ス踏シク

ス箕プル

スジ

ススミ。ム

ススメ．ム

ステ．ッ

スデに

スナワチ

し 便再
度数

人口

清國

人心

人生

身体

新築

人物

新聞

新聞紙

進歩

新報

人民

人力車

尽力

糊

　
名

数
数
末
姿
過
禮
直
救
少
少
少
麟
筋
骨
進
捨
既
剣

　　　　10

㈱名》　17

　　　　20

　　　　三〇

　　　　13

　　　　17

　　　　！1

　　　　27

　　　　！1

　　　　12

　　　　14

　　　175
　　　　io

　　　　31

　　　　12

　　　15

　　　玉4

　　　28

　　　17

　　　64

綴》　25

　　　16

　　　15

　　　78

側》　23

《副》　13

　　　48

　　　57

　　　36

　　　11

　　　玉8

　　175
　　163

スベて　　　　糖

スミ．ム　　　　住

スミ・ム　　　　濟

スミや力　　　蓮

セイ　　　　　勢

セイシ．ス　　　製

セイゲン　　　　｛鐡製

セイシツ　　　　性質

セイシュウ　　　勢州

セイジョウ　　　野上

セイシン　　　　精紳

セイゾウ　　　製造

セイダイ　　　盛大

セイト　　　　生徒

セイトウ　　　征討

セイフ　　　　政府

セイメイ　　　姓名

セガレ　　　　帯

下ケン　　　　世間

セジョウ　　　世上

セジン　　　　世人

セツ　　　　　節

セツ　　　　　読

セッシ．ス　　　接

セツリツシ．ス　設立

セメ　　　　　責

セワ　　　　　世話

ゼン1）　　　　前

センキョ　　　選墨

型ンゴ　　　　前後

ゼンゴウ　　　前号

ゼンコク　　　盃國

ゼンジツ・　　　前儀

センソウ　　　職畢

㈱名））

2
5
5
3
2
8
1
4
0
2
4
1
4
0
6
5
6
0
0
2
3
7
2
6
3
0
1
3
2
2
6
6
6
3

5
1
玉
4
1
1
1
2
1
2
1
2
重
4
3
8
1
1
2
互
3
6
5
1
1
1
1
3
1
玉
4
1
i
1

1）出獲前，首欝1年前などのくゼソ〉を含む
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セン～タツ 使用度数10以上の表（五十音順）

見　　財　　し
使用
．鐘数．． 見 出 し

彌
懲

使
度
…

センネン

ソの

ソウシ．ス

ソウイ

ゾウカシ．ス

ソウガク

ソウケイ

ソウダン

ソウトウ

ソウバ

ソウホウ

ソウライ．ウ

ソエ．ウ

ゾク

ゾクシ．ス

ソシnウ

ソゼイ

ソソギ．グ

ソナエ．ウ

ソノホウ

ソモソモ

ソレ

ソレ

ソレゾレ

ソンシ．ス

ゾンジ．ズ

ソンガイ

タ

タイ

タイシ．ス

ダイ

ダイイチダイク

ダイカ

ダイギニン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訟
競
　
　
方
　
　
　
々
　
　
害

　
　
　
違
加
樂
計
談
三
三
平

年
先
其
奏
柏
即
戦
纏
稲
熔
解
双
候
添
蝉
騒
訴
発
注
傭
其
時
夫
夫
夫
存
存
損
億
隙
封
大
ag一一一大医

代便

代議人

　　　　14
（（連））　　1，7Q7

　　　　18

　　　　28

　　　　s

　　　　11

　　　　21

　　　　13

　　　　18

　　　　22

　　　　11

　　　　18

　　　　玉9

　　　　16

　　　　36

　　　　11

　　　　11

　　　　18

　　　　16
（（代名》　i6

　　　　44

俄名》　59

　側）　81

　　　　20

　　　　32

　　　　10

　　　　12

　　　　142

　　　　・i2

　　　　35

　　　　33

　　　　14

　　　　13

　　　　14

ダイケイシ

ダイショウ

ダイショキカン

タイシン

ダイジン

ダイトウリョウ

ダイニン

ダイリ

タエ．ウ

タエ．ユ

タオレ．ル

タカシ

タガイに

大警観

大小

大書記官

封審

大臣

大統領

代人

代理

堪

階

高

互

タカシマカエモン

　　　　　高島嘉右衛門《人名））

タク

ダシ．ス

タジツ

タショウ

ダジaウカン

タスウ

タスケ．ク、

タズサエ．ウ

タズネ．ヌ

タダ

タダに

タダイマ

タダシ．ス

タダシ

タダチ｝＝

タチ．ッ

タチ．ッ

タチマチ

タッシ．ス

宅

蹟．

他fi

多少

太：政富

多数

助

平

野

僧

蕾

唯今

正

倶

直

立

緬

下

達

幅騒》

圃》

（（et））

7
7
2
1
1
2
1
1
0
8
1
1
1

1
1
1
1
1
2
1
王
2
1
1
2
3

2
0
3
2
3
3
5
G
3
7
6
4
2
8
4
6
3
4
8
9

1
1
2
1
1
2
1
2
1
1
2
玉
1
1
0
6
4
2
3
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　一

1）補助動詞の用法を含む
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使用度数1OLI上の表（五十膏順）

吊 し 鑛 見 出 し

タッシ．ス（アイ）達（相）

ダッシ。ス

タッシ

タテ．ッ

タトイ

タトエば

タニン

タネ

タノミ。ム

タビ

タマイ．ウ

タマタマ

タマワリ．ル

タミ

タメ

タモチ．ッ

タリ．ル

タレ

タンに

ダン

ダンジョ

チ

チイ

チカシ

チカゴロ

チカラ

チシキ

チソ

チチ

チバケンカ

チホウ

チ木ウカン

チホウゼイ

チャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下

　
　
　
　
　
　
　
　
給
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縣
　
官
憲

　
　
今
人
　

・
　
　
　
　
女
位
頃
識
稚
葉
方
方
方

達
立
論
讐
他
濃
紅
度
賜
偶
賜
民
爲
無
足
誰
軍
段
男
地
地
近
近
力
綱
地
父
千
地
僻
地
茶

3
0
2
5
1
0
正
3
9
5
4
4
7
7
0
6
玉
0
3
7
1
0
5
0
3
1
3
2
8
0
9
0
9
0

7
1
2
4
3
1
1
1
2
2
i
1
3
1
9
1
6
4
！
2
！
6
i
3
1
2
1
2
1
i
2
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

望
↓

チャクシ．ス

チャクギョ

チャクシ＝

　～ン・ス

チ：：ウ

チュウイシ．ス

チョウ

チョウシ．ス

チヨウエキ

チョウジS

チョウテイ

チmッと

　
御

着
着

手
手
　
r
慧
　
　
役
女
廷
寸

着
着
中
藍
臆
徽
懲
長
朝
一

チンジュツシ．ス陳遮

チンレツシ。ス

ツイに

ツイタチ

ツイヤシ．ス

ツウジ．ズ

ツウカ

ツウコウ

ツキ

　～（マイ）

ツキ．ク

ツキ．ク

ツギ

ツキビ

ツクシ．ズ

ツクリ．ル

ツケ．ク

ツゲ．グ

ツゴウ

列
　
目
　
　
貨
行

陳
逡
「
費
廼
睡
蓮

月

月（毎）

付

尽

連

月H
尽

附

告

都合

51

タツ～ツコ

二二

！7

10

1
2
1
3
3
1
4
7
0
0
G
1
3
2
0
8
0
0

！
2
1
1
玉
1
2
1
1
1
1
1
4
1
1
1
1
1

10

13

381

10

38

10

53

32

20

29

12



ツ謡～トチ 使用度i数10以上の表（五十音順）

見　　鴫一　し
…便用

．浜島一t．t 見　　出 し

～（フ）

ツタエ．ウ

ツヅキ

ツヅキ．ク

ツトメ．ム

ツネ

ツネに

ツノリ．ル

ツマ

ツマビラカ

ツミ

ツミ．ム

ツヨシ

テ

デル

テイ1）

テキシ．ス

デキル

テツヅキ

テラシ。ス2）

テン

ランカ

デンポウ

ト

ド3）

トイ．ウ

トウ

トウジ．ズ

ドウ

ドウイシ．ス

ドウイッ

トウキ

トウキョウ

都合（不）

早

撃

綾

勉

常

常

病

妻

詳

罪

強

手

　
　
　
三
三
　
　
下
報
　
　
　
　
　
　
慧
一
器
京

出
体
群
薄
手
彫
響
町
電
解
曲
舞
當
投
同
聯
弾
陶
東

トウキョウサイバセシn

《口語》

（昌謝

掴名））

健》

〈（名・勘

㈱名》

8
5
3
2
韮
3
2
1
6
2
6
i
O
6
8
6
6
9
8
3
7
7
2
0
0
6
7
9
3
1
0
3
4

1
1
3
1
2
1
4
1
5
1
1
！
1
4
1
2
1
1
1
！
1
2
4
1
1
5
6
1
6
1
1
1
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　　　　　　　東京裁朝所

トウキョウフ　　東京府　（（tk名））

トウキesウフチジ東京府知事

ク
イ
ッ
ツ
ヨ
ヨ
ン
ン
イ
ン
ン
ン
ウ
②
ツ
ウ

調
ザ
ジ
シ
ジ
ジ
シ
シ
ソ
ダ
テ
ニ
ネ
ネ
ヨ
リ
凝
力
シ
リ
　
ク
　

に
り
4
ク
臼
　
　
ユ

ウ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ゥ
ウ
ウ
ゥ
ウ
オ
早
早
ガ
カ
キ
ク
ク
ゲ
期
コ
シ
チ
チ

ド
ト
ト
ド
ト
ド
ト
ド
ド
ド
ト
ド
ト
ド
ド
ド
ド
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ド
ト
ド
ト
ト
ト
ト

國
西
三
絶
属
目
野
駈
三
三
底
入
年
年
檬
理
路
頁
　
　
　
角
　
　
立
　
國
　
　
地
中

同
工
當
同
當
単
果
岡
同
同
到
同
當
同
国
道
道
十
遠
蓮
科
兎
時
早
早
途
土
所
野
土
途

緻分

《副》

（（国名））

硬〕用．

．冊数

4
2
3
1
2
8
0
σ
5
8
6
3
1
4
ラ
0
2
ア
3
α
6
》
茎
9
0
7
2
4
4
5
8
0
8
0

1
4
1
1
！
4
1
2
1
1
5
1
1
1
1
1
1
3
1
3
3
2
5
2
1
4
1
1
1
1
8
4
2
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
n
∠
　
　
　
　
　
　
3

1）官員体などのくテイ〉は，第五表e2を参照　2）照合する意　3）5ルコ　4）宕の通
り式の用法だけ
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見

トテも

トドケイヂ．ズ

トトノイ・ウ

トドマリ．ル

トドメ．ム

トナエ．ウ

トボシ

トミ．ム

トモに

トモナイ．ウ

トリ．ル

トリアツカイ

トリイダシ．ス

トリシラベ．ブ

トリタテ．ッ

トリヒ；キ

ナ

ナシ

ナイ識ク

ナイチ

ナイムキョウ

ナイムショウ

ナオ

ナカ

ナガシ

ナガサ

ナガサキ

ナカンズク

ナゲウチ．ッ

ナシ．ス

ナヅケ．ク

ナ諜

使用度数IOLI上の表（五十音順） トテ～ニシ

し 用
数

使
歩 見　　騙 し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獅
省

出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悉
無
出
調
立
計
引
　
　
國
地
回
務
　
　
　
　
騎
中
　
　
付

届
門
止
止
唱
乏
富
共
伜
取
取
取
取
取
取
取
取
名
無
内
内
内
内
猶
中
長
長
長
就
下
町
名
何

㈱名》

2
8
1
9
5
9
8
0
5
2
5
1
2
3
3
1
4
2
8
0
0
6
3
8
7
2
9
5
6
1
0
0
4
3

1
3
1
1
2
1
1
1
9
1
8
1
2
i
1
三
1
1
3
8
2
1
2
2
2
5
2
1
2
－
1
1
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
U
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　
　
　
　

0
♪

ナニか　　　　何

ナニゴト　　　何事

ナニ’プン　　　何分

ナmeホド　　　　何程

ナノ力　　　　　七目　　　（（数））

ナミダ　　　　涙
ナミユウビン’ブツ並翻便物

ナライ．ウ　　　倣

ナラビに　　　　井

ナリ．ル

　～（アイ）

ナン

ナンとなれば

ナンゾ

ナンラ

ニ（ダイ）

ニエン

エガツ

ニゴウ（ダイ）

エジ

鳳ジNウ（ダイ）

ニチnウメ

ニル

ニシ

ニジッセン

ニジュウイチニチ廿一日

ニジュウクzaチ

諜ジュウゴセン

ニジュウゴニチ

ニジュウサン＝チ廿三貝

ニジュウシチニチ骨七H

Utジュウニニチ　二二漏

ニジュウハチニチ二八日

成

成（オ餐）

何

何

何　　　　（（副）｝

何等　　㈱名））

二（第）　轍》

二圓　　　緻））

二月　　　（（数》

二號（第）緻》

二時　　　緻》

ご條（第）緻》

二丁目　　緻》

似

西

ご十鑓

二九N

二十五鏡

廿五日

鍛
16

P3

P5

P0

Q2

P4

ぴ数《

拓
捻
鵬
甥
％
鍛
14

R3

P6

Q1

Q8

S5

P3

P7

P8

Q4

Q8

P1

P4

Q0

P5

P2

w
2
1
2
4
2
0
3
1

ン
　
カ
　
が
　
カ
　
ン
　
ル
　
が
　
ぬ
　
　
ゑ

副
名
数
数
数
数
数
数
数

〔
　
臥
旨
　
〔
　

K
　
〔
　
（
　
K
　
《
　
〔

カ
　
ル
　
ル
　
け
　
カ
　
ル
　
カ
　
カ
　
ン

数
数
数
数
数
数
数
数
数

躍
　
　
《
　
《
　
〃
　
　
《
　
《
　
《
　
〔
　
《
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ニシ～ヒ 使用度数10以上の表（五十音顧）

見　　幽 し

覆
度
…

…用

煤
c

見 出’　し
用
数

使
度

ニジュウヨッ力　廿四目

ニジュウロクニチ廿六H

ニチヤ

エッポン

ニホンジン

ニュウヒ

ニワカに

ニン

　～ン㌧ズ

ネガイ．ウ

ネガイイデ．ズ

ネンキン

ノウ

ノガレ．ル

ノ：コシ．ス

ノ：コラズ

ノ：コり．ル

ノセ．ス

ノゾキ．ク

ノゾミ

ノゾミ．ム

ノゾミ．ム

ノチ

ノベ．ブ

ノポリ．ル

」鴫

パアイ

ハイシ．ス

バイバイ

ハカリ．ル

バクランカイ

ハ瓢ダテ

’、ン。ズ

目夜

二本

fi本人

入費

俄

　
　
　
墨
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舎
「
主

任
任
願
盛
年
藻
逃
残
残
高
載
除
望
豊
臨
後
述
登
霧
霧
廣
嚢

》
2

数
数

《
¢

旧名））

〔副》

謀。計。圏

博覧會

回忌　　㈱名》

聡

－
ゐ
3
（
U
6
0
2
2

2
2
1
0
ノ
ー
1
21
7
5
6
6
6
4
2
7
0
－
5
2
4
0
4
4
2
0
0
0
1
3
4
2
0

1
3
1
2
1
1
正
1
玉
1
2
2
1
3
2
7
3
2
3
1
2
2
6
3
1
1

ハジマリ。ル

ハジメ

ハジメ．ム

ハジメて

バシャ

ハシュツ

バショ

ハズ

ハタ

指口シて

ハチガツ

ハチジ

ハチネン

ハツ

　～ン◎ス

ハツカ

バッキン

ハナ

ハナシ

ハナチ．ッ

ハナハダ

ハナハダシ

IXA

ババ

ハヤ

ハヤシ

ハヤクも

ハライ．ウ

ハン

バンガイ

ハンジ

ヒ、

ヒ．

始　　　　　　　10：

初・姶　　　　　73

始　　　　　　　　12

初・始　　　　　29

馬寧　　　　　　18、

派出　　　　　　玉0

場所　　　　　　23

筈　　　　　　　33

將　　　《翻　　20

果　　　　　　　48

八月、　　（（数））、24

八時　　　徽》　26

八年　　　（（数））　30

日
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
講

昔
鍛
剛
繭
化
話
放
甘
匹
甚
母
幅
畢
・
早
早
樵
岬
爪
午
番
胴
制
R
n
非

　　　39

　　　59’

緻》　27

　　　15

　　　・18

　　　26

　　　15

　　　55

　　　55

　　　21

　　　15
（（副》　14

　　　27

　　　18

　　　14

　　　20

　　　20

　　　38

　　　116

　　　，’　11
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使用度数10以上の表（宏十音順〉

穫用

ヒシ～ヘイ．

見 出tt　レ 見 出 レ

ヒシ．ス

ヒキ．ク

ヒキイル

ヒキウケ．ク

ヒキツヅキ。ク

tt　：ク

ピサシ

ヒジョウ

ヒソカに

ヒダリ

ヒト

ヒトシ

ヒトツ

ヒトリ

ヒトビト

ヒトリ

ヒナガタ

ヒビ

ヒャクエン

ヒヨウ

ビョウイン

ビョウキ

ヒョウバン

ヒラキ．ク

ヒロシ

フ

フシ．ス

フと

ブ

フウ

フウセツ

フウフ

フカ

フカ・7

　
　
　
　
　
　
　
　
窃
　
　
等

　
　
　
受
三
管
　
常
・
　
　
・

比
引
牽
引
引
主
唱
非
窺
面
心
均
一

人
々
　
形
々
闘
規
院
氣
判
、
‘
　
　
　
翻
・
・
設
三
下

一
人
猫
雛
日
蓉
二
二
病
評
開
藩
府
附
不
無
風
二
夫
府
深

3
8
！
1
0
6
3
3
9
2
9
2
7
3
2
7
0
◎
8
2
0
5
4
9
7
◎
4
6
2
2
互
6
7
4

玉
2
1
1
！
5
2
1
2
2
1
1
1
3
2
4
三
2
2
2
1
1
1
9
1
4
2
1
茎
1
1
1
6
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
∠
　
　
王》

》
　
　
》

数
数
副

《
《
　
　
《

》数《

励
．
冒
潤
《

フクミ．ム

フケン

フ：ウ

r7コク

　～ン。ス

フジツ

フジン

フセギ．グ

フソク

フタリ

フタタビ

フタツ

　～ン．ス

フタンシ．ス

フチジ

フチョウ

フツカ

フツコク

ブッサン

プッピン

フトウ

フネ

フボ

ブ醤シ．ス

フルイ．ウ

フレ．ル

ブン

ブン

プンショ（カク）

プンメイ

へ。フ

ヘイ1）

　
縣
幸

幕
府
不

告
魯
日
誌
　
足
人

心
布
不
語
防
不
二
再

布達

布達

負搬

府知事

露礁

二二臼

佛強

物産

物贔

不豆

煎愚

油壷

振

品

分

文

分署（昏）

文開

脚

西

使胴．．

度数

・10

15

1i

　　　王3

　　　10・

（〈副》　14

　　　重4・

　　　12内

　　　互2↑

緻））　46、．

　　　54，

　〈（数）1

㈱名）〉

0
0
2
2
9
1
2
1
6
1
5
2
0
4
4
3
1
3
！
2
7

2
3
1
1
2
3
5
！
3
1
2
－
1
1
－
9
1
王
1
5
1

1）記号の丙を含む
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ヘイ～マワ 使用度数10以上の表（五十膏順）

見 出 し 露 見

ヘイ

ヘイ

ヘイガイ

ヘイキン

ベイコク

ヘイシ

ヘイソツ

ヘイミン

ベツ

ベッシ

ヘン

ヘン

　　らぞ　～ン。ズ

ベン

’ベンギ

ベンリ

＝ホウ

Jホウ

コホウ

ニポウ

7ボウコニキ

ーボウエキギン

：ホウゴ

　～ン，ス

：ホウコク

　～ン．ス

＝ホウチ

ボウドウ

ホウボウ

木ウリツ

ホカ

　
　
面
諭
國
士
卒
属
　
紙

兵
弊
弊
李
潮
溜
ハ
兵
翠
霞
別
邊

攣

便

便宜

便利

舷

舷

報

某

貿易

貿易銀

護
憲

保
留

告
告
知
動
法
穣

報
油
差
暴
論
法
外

　　　　25

　　　　12

　　　　董3

　　　　16

個名》　29

　　　　14

　　　　13

　　　　39

　　　　43

　　　　18

　　　　37

　　　　12

　　　　30

　　　　19

　　　　16

　　　　18

　　　　39

　　　　18

　　　　11
（（代名）＞　54

　　　　12

　　　　12

2
0

i

i

15

14

37

12

28

28

158

ホソシ

ホッシ．x

ホF
ホドコシ．ス

ポトンド

ホン

ホンゲツ

ホンmン

ホンジツ

ホン＝ン

ホンネン

マ

マエ

マカセ．ス

マ：コトbt

マサに

マシ。ス

マズ

マスマス

マタ

マタ

マタlt

マタも

マダ

マチ．ッ

マッタク

マットウシ．ス

マヌカレ．ル

マネキ．ク

ママ

’マモリ．ル

マレ

マワシ．x

マワリ．ル

56

し 冊
数

十
度

　
　
　
　
　
　
月
港
g
三
年
　
　
　
　
　
　
　々

粗
漫
程
施
殆
本
本
香
本
本
本
間
前
怯
誠
將
揚
縁
盆
又
亦
又
又
来
待
全
全
車
招
儘
守
稀
廻
廻

　　　　12

　　　　76

　　　　41

　　　　27

　　　　43

　縫⊃　44

　　　　74
（〈地名1）　！i

　　　　50

　　　　27

　　　　59

　　　　！2

　　　　68

　　　　玉7

　　　　21

　　　　36

　　　　27

　（副》　49

　　　　43

　縷》294

　側》289

　　　　57

　　　　17

　　　　13

　　　　41

　　　　74

　　　　10

　　　　19

　　　　12

　　　　56

　　　　12

　　　　玉8

　　　　11

　　　　13



使用度数10以上の表（五十音順）

見　　出 し
伯使用

度数

キン

　
　
　
　
う
に
　
勒
畝
　
野
　
ゆ
ゆ
　
　
厚

　
轟
　
ミ
　
カ
リ
　
ヴ
ビ
カ
メ
　
ト
ウ
ピ
カ
イ
エ
シ
　
ψ
ロ
ビ
メ

ル
エ
ギ
篇
ズ
ズ
ダ
チ
チ
チ
ツ
ト
ナ
ナ
ヨ
ン
イ
カ
カ
カ
キ
ケ
シ
ス
ス
ネ

イ
～

マ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
・
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
馬
・
、
ミ
ミ
ミ
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
メ
メ

ズ
　
ク

ジ
ジ
ハ

～
イ
イ

　
メ
メ

　
　
　
　
　
込
　
　
　
　
　
　
疑
　
　
　
環
費
良

期満
…
身
「
見
筒
沁
右
日
勘
水
白
H
漫
蕪
退
口
川
宮
嚇
一
一
認
紫
港
前
壷
　
山
ハ
向
蓮
出
属
向
向
蜜
結
隔
眼
ヒ
貝
目

　
　
治
白

話
命
幽
明

緻》

徽》

1
9
7
4
8
2
6
5
5
3
7
0
1
3
8
0
3
4
7
G
5
8
0
9
3
1
3
4
3

1
7
2
5
9
2
2
5
i
5
1
！
4
3
9
1
匪
1
2
6
1
1
1
4
1
2
2
8
3

　
　
∩
∠
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　　　　ll

　　　　26

に年号》221

　　　　11

見

モウケ．ク

モウシ．ス

モウシイデ．ズ

モウシタテ．ッ

モウシツケ・ク

モクカ

モクテキ

モシ

モシクは

モシソレ

モチ．ヅ

モチイ．ウ

モチイ．ユ

モチイル

モチロン

モッテ

　～ン◎ス

モットモ

モットモ

モッパラ

モトユ）

モト2）

モト3）

モトメ，ム

モトヨリ

モノ

モノガタリ．ル

モハヤ

モヨウ

モヨオシ．ス

モン

ヤガテ

ヤカラ

1）あた洗かたわら2）以前，昔3）原霞
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出
立
付
下
的
　
　
夫
　
　
　
　
論

設
申
申
申
継
目
塗
若
若
吏
読
用
語
用
蔵

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
語
早
様

以
以
最
尤
專
下
元
本
凝
固
者
百
出
撲
出
門
纏
輩

マン～ヤカ

糊
讐
31

P5

R0

Q8

P3

P6

W2

P4

P4

ﾉ
5
0
2
7
1
9
3
8

　　　148

　　　36

制》　76
《接》　3玉

　　　25

　　　26

　　　25

　　　19

　　　37

　　　67
1，l18

　11

　19
　！9

　12

　11

　12

　15



ヤク～リユ

見

寄
五
霧
諺
躍
に
ン
論
霊
協
　
　
　
ン
、
イ
　
馬
偏
イ
イ

ク
ト
マ
マ
ミ
ヤ
リ
ウ
ウ
ウ
ウ
エ
エ
エ
キ
シ
ズ
義
倉
ル
　
　
　
イ
シ
ジ
ニ
メ
ウ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ

ヤ
ヤ
ヤ
ヤ
ヤ
ヤ
ヤ
ユ
ユ
ユ
ユ
ユ
ユ
ユ
ユ
ユ
ユ
ユ
ユ
ユ
ヨ
ヨ
一
辺
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
戸
戸
ヨ

使用度数10以上の表（五十・音順）

出．　し
’便用一

度数
見 出．　し、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
　
入
　
　
　
　
㍉
　
　
　
時
人
名
　
　
溝
　
旧
離

東
　
　
　
　
　
　
　
船
便
名
　
兎
以

約
雇
山
．
病
理
稽
遣
有
郵
郵
有
故
轍
野
葬
翰
譲
翰
夢
許
余
齢
夜
早
撃
贈
四
四
様
用
八
要
用
容

（（P語）｝

緻》

緻》

緻》

緻》

5
！
4
2
4
2
3
3
2
3
4
4
6
0
7
0
9
1
！
1
5
6
4
2
0
8
9
0
！
5
3
0
1
0

1
1
2
1
4
2
1
2
1
3
i
2
．
0
4
2
1
1
蓋
重
6
7
5
3
1
6
1
i
1
7
1
2
4
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
幽
－
乙

ヨウギン

ヨウス

ヨウヤク

ヨク

ヨク

ヨ雛ハマ

ヨシ

観ッカ

ヨッカイチ

ヨハイ

三ヨビ．ブ

ヨビダシ．ス

iヨホド

ヨミ．ム

iヨリ。ル

≡Bツて

iヨル

≡…瓜シ

≡ヨロコビ．ブ

ヨ；コシク

ラクセイシ．z

リ

リ

　～ン．ス

りエキ

リガイ

りクグン

リクグンショウ

リクグンタイイ

銀
，
子
「
　
．
・
濱
　
　
臼

洋
檬
漸
能
翌
横
由
四
閥臼三

余回

訓

呼繊

食余三

門

依

因

夜

型

喜

平

落成

四

則

利

皆野

利害

陸軍

陸軍省

陸軍大尉

リクグンチュウイ陸軍中尉

リンク　　　　利息
リャクシ・別　　　暑、・

リュウ　　　　羅由

　（（連））

㈱名》

　《数》

㈱名》

　
｝用

数
氏
α
｝
．
2
3
9
8
3
0
8
，
ヨ
3
9
2
1
5
6
2
2
5
－
8

使
壌
1
4
7
3
1
4
2
5
2
1
6
2
－
1
2
2
8
5
1
1
3
1
1
2

9
0
1
4
重
！
t
4
3
！
0

2
玉
3
2
！
1
1
1
1
1
1
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使用度数10以上の表（五十音順） リユ～ワレ

　　　晃

リュウ凝ウ

リョウニン

リョウ綴ク

リvaウジツ

ルイ

レイ

ロクガツ

qクニン

mタネン

Ptクメイ

員クりン

ロクジ

ロmク

煽ン

　～ン・ズ

出　　し

行
入
國
賃
　
　
　
月
人
年
名
厘
事
國

流
　
両
　
｝
購
両
類
例
魯
困
　
山
ハ
　
山
ハ
　
山
ハ
　
山
ハ
　
山
ハ
録
魚
閣

論
論

個名））

　緻》

　（（数））

　緻》

　緻》

　轍》

個名》

湘
数

使
度

11

P4

P3

P2

S8

R5

Q9

S4

P5

P8

P0

ﾀ
5
3
3
3ご
フ
3

2
〆
◎

　　　見　　出　　し

優ンシャ　　　論者

mンドン　　　　倫敦

ワガ　　　　　我

ワカチ．ッ　　　分

ワガハイ　　　　我輩

ワカレ．ル　　　別・分

ワケ　　　　　繹

ワズカ　　　　僅

ワズカに　　　僅

ワスレ．ル　　　忘

ワタクシ　　　　私

ワタシ．ス　　　渡

ワタリ．ル　　　渉

ワリアイ　　　罰合

ワレ　　　　　我

ワレワレ　　　我々

《地名〉）

　纏》

欄》

《副））

（（代名）｝

使．x’

度数

　17

重8

r89

16

53

13

26

10

36

13

16

32

25

14

43

10
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使絹度数10以上の表（使用率順）

3　第2表　使用度数10以上の表（使用率順）……使用率順A表

使用率順A表は，使用度数50（使用率0．5％）以上の語197を収める。

この表は次の各欄から成る。

　　頗位

　　見出し（片’かな，現代かなつかい）

　　漢宇　（用宇はおおむね原文のまま，送りがな無し）

　　使胴率（パーミル（％o）で表わす）

　　ひとしい順位の扱いについては，1・6（36ページ）参照。

　　使用率のうち・稲にマイナス符号の外’たものは・騰五λしてくりあがマた

　数値である。くわしくは，35ペー鋭参照。．
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　　使期度数王0以上の表（使用率順）

第2表　使用度数10以上の表（使用率順）

順位　見

　1　アリ．り

　2　ソの

　3　識ト

　4　モノ

　5　コレ

　6　＝コの

　7　ナシ

　8　シ．ス

　9　イイ．ウ

10　ドウ

11　ナリ．ル

12　卜＝lm

13　ツキ．ク

14　イタリ．ル

15’工．ウ

16　ナシ．ス

17　マタ

18　マタ
19　　　≡ヨリ．ル

2⑰　ヨシ

21　トキ

22　オヨビ

23　イワク

24　ミル

25　キン

26　ユエ

27　メイジ

28　ヒト

29　　アルイハ

30　ミギ

31　シリ，ル

32　タメ

33　ワガ

34　ギ

有

其

姦

者

之

口

無

爲

云

憎く（名・連））4．659

し＿一面．

　　　1Z941
　〈（連））17．176

　　　11．712

　　　11．　249

　　　1e．　132
』（（連》　7。315

　　　6．　842

　　　6．　057

　　　5．182鴨

頭
泥
海
器
幾
難
雛
搬
器
擬
鯉
器
雛

　
　
　
　
　
　
カ
　
バ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ

　
　
　
　
　
　
繊
㈱
　
　
骸
　
　
　
　
灘
　
　
縫
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
儲

成
所
付
至
得
爲
又
亦
依
由
論
及
日
貯
金
故
明
野
或
右
知
爲
我
儀

順位　　見　　出　　し

35　ムネ　　　旨
36．5ジンミン

36．　5スデに

38　スナワチ

39　十干シ

40　チ

41　ウチ

42　ホカ

43　トオリ

44　モッテ

45．5サル

45．5ツイに

タ

カツ

オヨビ．ブ

カン

ウエ

イマ

認レ

ナオ

タダ

キキ．ク

シカシて、

ナラビに

オモイ・9

ガイ

62．5オオイに

62．5サ

62．5サクジツ

62，5ヒトツ

65．5サラに

65．5ヒ

67　イマダ

68　ゴ＝ゴ

民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貝
　
　
　
　
後

人
既
尊
卑
地
内
外
通
以
表
遽
他
聞
及
聞
上
今
是
猶
唯
聞
而
丼
思
該
大
左
咋
一
更
資
未
午

　tt．tt．…便用……

　　玉．851

　　1．　761一

〈（｝glO）　1．761‘一

（（ぎ妾）｝　　1．640

　　1．　630

　　！．610願

　　1　．　6eo’“

　　1．590－

　　1．　519

（（接〉）　L489

（〈連》　1．439－

　　1．　439一

　　韮．429讐

　　！．409－

　　1．　389”

　　1．368

　　1．　348

（（名）｝　　L278一

《幕1D＞　　1．278榊

　　1．278－

　　1．268鱒

　　1．258需

鰐妾》　　1．248輔

《獲の1　　1．238補

　　1．　228－

　　1．　197

〔冨の｝　　1．177

　　1．177

　　1．177

　　1．　177

（（pt’｝UX’　1．167

　　1．　167

《蕨種》　　L157

　　1．　107
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使用度数10以上の表（使曲率順）

頽位　　見 出 し

69　　　オ≡ヨソ　　　　　　凡　　　　《冨瓢⊃

70aヱに　故（〈接））
7i　シカリ．リ　然

72．5ジュゥィチネン十一年

72．5タダシ

74　ココ厩

75．5ジュウネン

75．5ヒラキ・ク

77　ミナ

78　クニ

79．5　＝：ンニチ

79。5　　トr≡…‘こ

81．5アタり，ル

81．5シカレども

83．5ウケ．ク

83．5プン

85．5ゲンコク

85．5ゴゼン

87　アタイ．ウ

88．5セイフ

88．5　トリ．ル

90　　　イ　リ．ル

91，5モシ

91．　5ヨク

93．5サイ

93．5ソレ

95

97

97

97

ユ00

10e

lee

＝ユ＝肇

シゾク

タッシ．ス

ミ

イテ．ズ

オモムキ

スクナシ

ユ02．5ホッシ．ス

102．5　モ…ッ　トモ…

　
　
年
　
　
　

臼
　
　
　
　
　
告
前
　
府
　
　
　
　
　
　

所
下

側
二
十
閥
皆
躍
今
共
寸
断
約
分
原
午
能
政
取
入
若
能
際
夫
此
士
二
身
出
趣
少
欲
最

104．5ショウジ．ズ生

唾順位見
　　LO7ブ
　　1．06ブ

　　LO5ブ
　　1．　046

（（接））1．046

　　1．　036

　　0．　996

　　0．　996

　　0．　986

　　0．　966

　　0．　956

（嘉種刃　　0．956刷

　　0．946－

　　O．　946

　　0．　936

　　0．936－

　　O．　926

　　0．　926

　　0．916

　　0．　855

　　0．　855

　　0．　835

（（di－ij）〉　O．825

（（冨彗】）　　0．825

　　0．　815

（（冨if））　0．815

　　0。805鱒

　　O．795罹

　　O．　795

　　0．　795

　　0．　785－

　　O．　785

　　0．　785

　　0．　765

《琵U）》　0．765－

　　O．　755

1e4．5　H

le7

1e7

107

11e

lle

lle

112．5イチエン

112．5…ヨウ

l14

115

117

117

117

　　　　出　し二蟹田

　　　　　余　　（（ft名））　0．755一

ノチ後　0．74デ
ホンゲツ　　本月　　　　0．745一

マッタク全《副》0．745一
タッシ．ス（アイ）達（粗）　0．735一

ハジメ　　　初　　　　　0。735

…ヨウヤク　　漸　　《副》　0。735

　　　　　一圓　（（数》　0．7！4

　　　　　襟　　　　0．714

イrm　　　　家　　　　　0．704

ジツに　　　蜜　　《副》　0．694

エイ：コク　　英國　　　　0。684

マ工　　　　前　　　　　0。684

ヨハイ　　　余輩（（代名））0．684

120．5セツ

120．・5トウ

120．5フカ

】L20，5モト≡ヨリ

5
5
5
5
5
8
王
1
1
1
1
6
6
6
6
6

2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1

イカ

イジョウ

イズレ

シカルに

タダチに

アト

　
　
下
　
下
上

二
面
府
固
以
以
何
然
蔵
二

陣コナイ．ウ行

カクノゴトシ用聞

ケダシ　　蓋
スギ．グ　　過

トウキョウ東京

キシ．ス

ケッシて

サダメ．ム

ハカリ．ル

ロンジ．ズ

140．5ウンヌン

140．5タリ．ル

　
　
　
　
　
々

記
決
定
謀
論
云
足

　　O．　674

〈（連）＞　0．674

　　0．　674

《扇騒））　　0．674

　　0．664

　　0．　664

　　0．　664

｛（接》　0．664

《悪唾》　0．664

　　0．　654

　　0．　644

　　0．　644

細魚　0．64べ

　　0．64べ

　　0．644槽

　　O．　634一

（〈副》　0．634”

　　O．　634r’

　　0。63バ

　　O．　634

　　0．614弾

　　O．　614H
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使用度数10以上の表（使用率順）

順位　　見 し

140．5モウケ．ク

140．5ユルシ．ス

　　　　　設

　　　　　許
アタエ・ウ　爽

オキ．ク　　’置

サシイダシ。ス差出

ムカイ．ウ

薫シ

カの

雛ンド

ソレ

ハツン・ス

ホンネン

153．5オリ

153．5　＝コ　トに

6
6
6
2
2
2
2
2
2
2
2
2

5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6

1
1
1
1
1
三
1
1
1
1
1
1

ケン

スジ

マタは

オナジ

クワエ．ウ

能

彼　縫》
今度

夫（（代名》

本年

折

殊　　｛（副））

縣

筋

又　　犠渉

同

門

シタガイ・ウ從

ツマ

トイ．ウ

ドウシra

ヒコク

ママ

H
168．5ハナハダ

168．5ハナハダシ

168．5ミズカラ

　
　
所
告

妻
問
同
被
物
世
甚
甚
宮 《副》

使期
率、

滞
騨
一
鱒
「
儲
仰
牌
　
｝
一
　
噂
備
一
備
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿
　
朧

4
．
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

1
1
0
0
0
0
0
9
9
9
9
9
8
8
7
7
7
6
6
6
6
6
6
6
6
6
5
5
5

6
6
6
6
6
6
6
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
◎
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

順位　　見　　出

168。5≡ヨツて

173　オクリ・ル

173　カナラズ

173　フタタビ

173　ボウ

173　ミエ・ユ

178．　5キタリ・ル

178．5：コゥ

178。5ツクシ．ス

178．　5ミチ

178．51コクジ

178．5ワガハイ

185．5力力ゲ．グ

185．5：コ日

185．5調ンパン

185。5スベて

185．5セツ

185．5ナカ

185，5フツ：コク

185．5～フ
190

194

194

194

194

194

194

194

イ

イライ

力唱り．ル

カネて

コノホド

シチガツ

ボ1ンジツ

モチイ．ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

因
邊
必
再
某
見
聞
甲
臣
道
録

し璽．
　　　霧

〔颪璋））　　0．．543

〔覆麺）｝　　0．543

　　　0．　543

　　　0．　543

　　　0．　533

　　　0．　533

　　　0．　533

　　　0．　533

　　　0．533
我輩　¢〔代名》　0．533

　
　
般
　
　
　
國
　
　
來
　
　
程
月
贅

妙
辞
今
総
論
中
佛
纒
意
以
係
兼
此
七
本
用

　　O．　523

　　0．523

　　0．　523

《語珪）｝　0．523

　　e．　523

　　0．　523

　　0．　523

　　0．　523

　　0．　513

　　0．　503

　　0．　503

K蔑彗））　　0σ503

《長1纏）》　　0雪503

　　0．503

　　0．　503

　　0．　503
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使用度i数9～1の表

4　第3表　使用度数9～1の表（五十音順）……B表

B表は，使用度数9～1めうち，人名・地名・数詞を除く20，992語を収める、，

B表は，見出し欄と油記欄とから成る。

　1　見出し欄は，漢字片かなまじりで表記する。

　　かなづかいは現代かなつかいによるQ送りがなは適宜統一した。ただし

　便宜に従って送りがなを省略したばあいもある。

　2　読みにくいと思われる語にはルビをつけた。

　　片かなルビは，原文のルビのうち，漢字から離れた読み方をしてあるも

　の。また，平がなルビは，誤読・難読のおそれのあるばあいなどにつけた

　ものである。（いずれも現代かなつかい，変体がなは普通のかなに統一）
　　　オサマリ　　　　プラチナ　　　　　いみ　　　　　したためかた　　　　　い　　り　こ

　　例　結局，　白金　；忌，　　認方，　煎海鼠

　3　漢字はつとめて原文に従った○

　　ただし，右肩に＊印のあるものは，調査者が漢字をあてたものである。

　　例あけ等・の→躍＊　ワガクシヤー和学鷺誰

　　　なお，必要に応じ二種類またはそれ以上の漢字を列記したばあいがあ

　　る。

　　例　 絞●搾り曹ノレ，　奮好む・憤擢勢

　4　脚注は，見出し欄に書き切れない注記，：文脈などを含む。文脈の次に

　（b）などとあるのは，b屠などの意味である。原文ルビは，主として左側

　ルビであるので，横書に改めた際は，下段になるが，便宜，上段に施した。

　　　なお，同形，同音のかな，および，同音語の排列の順序については，37　．＆　・一

　　ジ参照。
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¢
の
　
～

ア
愛

　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
報
　
　
　
　
階

　
　
　
ゆ
わ
恥
鼠
　
　
　
志
三
新

賦シ
η
　
イ
方
方
蔑
敬
顧
握
握
國
國
拶
～

　
回
覧
合
繊
根
回
愛
愛
愛
愛
愛
愛
旧

風シ
　
　
　
法
、

～
妾
情
情
蘭
圏

　
愛
愛
哀
藍
合

　
リ．
通

～
～
然
然
訴

　
　
愚
亭
哀

　～シ．ス

愛想ヅカシ

間

延謝

簸麩

る

　第3表

相謝示談

アイダホ號〔船〕

逢イ玉イ．ウ

愛知裁肇斬

相手

哀隔號巽シ．ス
あいてつ

才聯｛和郵

相手取リ．ル

哀悼

愛妃

愛品

哀別離蕃

愛慕

嘉味

曖昧模糊

合間小間

綴霧

愛憐

アイロンクロオ

　ン等　〔勲章〕

使用度数9ん1の表（五十音順）

　使用度数9～1の表（五十音順）

遙ウ毎

喘ギ．グ

喘ギ〉
敢ナシ

青

青員ボタン

仰ギ奉り．ル

仰ギ見ル

青ザメ．ム

青白シ

青髭

青物

青紫令「
轡梛

青山埋葬地

青山松

　2）伴奏

赤

赤イ　〔口諭

赤シ

赤児’

赤坂旗門
ア　カシ

燈火

顔繋シ

明シ．ス

垢染ミ．ム
あがた　かみ

縣ノ令
あがたまつ唱

曲恒
定

赤蜻蛉

購イ．ウ

　～5）

　～得．ウ

償イ．ウ6）

赤松海軍少將等

赤ラミ．ム

赤ラメ．ム

明り

上りロ

上リ込ミ．ム

明り先

上り高

秋
あき

飽キ．ク

　～易イ《口語》

鯛キ，ク

秋風

秋草

秋舞

厭キ足り．ル

開地

秋月一等警部補

商イ

商イ．ウ

商民税

鶴イ物

室屋

諦メ．ム

呆レ返り．ル

呆レ果テ．ッ

悪

血慧

惚面　　〔演醐

悪虐

総論’

悪血シ．ス

悪口雑言

悪事

鰹舎

悪臭

悪女

悪心

懇政

悪徒

悪弊

悪法　・

飽迄　　翻》

飽迄も

朱

明ケ．ク

上ゲ

上ゲル　値諭
墨ゲて

上ゲ下シ
あけ

暁方

1）r哀ヲ忍テ」（b）

　　6）弁償する

3）　∫圏相ブiめ娃i亥支」（c）

　　　　65

4）　蓼テ門馬でr£・V・

ア～アサ

上ゲ來．ク

揚ゲ句

明ケ暮

明ケ番

上

曙　　〔新聞）

曙新聞
アゲマキ

謡講〔総角〕

揚幕

赤穗盤

赤穗腱濱

朝

　～（簿）

淺シ

淺黄点

歯応公園内

淺草公園地内

淺草砂

面草文庫

嘲リ

潮ヲ，ル

　～（tt｛彊）

廓裡
あずな

学

朝晩
　ぴ
朝輝

朝日奈判事

字法華三筋

淺間シ

朝マダキ

欺キ．ク

欺キ騙シ．ズ

妻影くギ取リ．ノジ

　5＞買い求め



アサ～アリ

朝湯

足（御）1）

味

足跡

僻書

安治川ロ

足並ミ

亜硝酸盤

味ワイ．ウ

㎎日

預り

預り．ル

　Nb
　～壌｝ル

　～置キ．ク

預り金高

預リ入

小豆

預ケ．ク

　～置キ．ク

預ケル　（ロ謝

預ケ金

掘ケ入幕

預ケ携高
おとこ

東男

汗

　～シ．ス

阿蘇商甦

遊ビ

遊ビ．ブ

　～しN

　～居ル

遊ビ歩キ．ク

仇イヤラシ

與エル　《口謝

使用度数9～1の表（五十音順）

安宅丸．〔船）　厚ミ

士力　　　　　墾

温メ．ム　　　　墜抑
　　　　　　　　　お緯名シ・ス　　　銚工（御）

仇ナマメキ．ク　當テ3）

頭充チアリ．ル　　　　　　　あてが
新ラシ　　　　宛行イ．ウ
あたヴ

邊　　　　　　當テ込ミ．ム

當り難シ　　　當テ推量
　　　　　　　あてずっぽう
當り申シ．ス（稽）當酷法

當リ狂言　　　跡梱績入
　　くじ
當り籏　　　　跡地

暑イ　《口謝　　跡供

麗シ．ス　　　　跡乗り

扱イ．ウ　　　　跡船

　～　　　　　跡役

　～來り．ル　　穴

扱イ方　　　　兄上

扱所等　　　　兄貴

厚サ　　　　　姉
あつし

遍止　　　　　　　～

燃催シ．ス　　　　～上
　　　　　　　　　　おん盤制　　　　　　～君（御）

塵能嫁　　　　　～御
　　　　　　　あ歴舗力　　　　彼ノ回

歴石　　　　　讃キ・ク

遍絶シ．ス　　　暴レ・ル

鼻塞シ．ス　　　暴レ込ミ．ム

熱田聯帯　　　　暴レ廻り．ル
　　　　　　　あひる病倒シ。ス　　　　家鴨

　　　　　　　あ　ぶ
天晴レ

盤伏シ．ス

擁伏シ得，ウ

アップランド2）

集り．ル（棺）

集り居ル

聚リ來り．ル

浮雲ナィ〈（口Ek））

油

油檜

アブラキ號〔船〕

油漬

油屋

溢レ．ル

工事
あ　ま　め

阿魔女

鍮シ。ス
あまた

数多

数多

剰サエ

雨戸

藝・

舘味

雨卿
雨除ケ

穿り．ル

絵りに

名
副

〔
〃
　

甘ンジ．ズ

網

縄打猟師

阿彌陀三

智彌陀佛
あられ

雨霰

野壷サ

怪シ

危ウシ
　　げ
怪シ氣
あやつ

操り．ル

綾取リ

危ブミ．ム

過チ

歩ミ．ム

歩ミ合イ．ウ

歩ミ行キ。ク

荒シ

アラ　　憾》

荒々シ

洗イ．ウ

洗イ込ミ．ム

洗イ流シ

洗イ流シ．ス

蚕下シ

荒方　　《副》

荒耀大水

荒∫晒骨

荒木八等屡

荒クレ男

荒シ．ス

アラスカ号〔船〕

争イ

争イ．ウ

　～（相）

　～難シ

争ツて

争イ食うイ．ウ

争ウ三

筆立テ．ッ

総山

改マリ．ル

改メ．ム（糖）

荒波
あら

概マシ　（（名））

顯レ．ル

　～易シ

現レ出デ。ズ

有り合イ．ウ

有り儲り．ル

有り合セ．ス

アリイス號〔船〕
ありうら

野中の
ア　リ　カ

有所

有難

　～（オ）

禽難シ

有難サ

1）足とお金との掛詞

ち

2）米顛種草綿
　　いつニ　　あ　　　　さだ
3）「何処を当てと定めねど～」（c） 4）有りが
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有金
　　げ
有り氣

有橋川大將

有栖川邸

有馬守

或は　　《接》
あ　る

歩行キ．ク

アルコオル
あるじ

主個

アルミ號〔船〕

アルムストロン

　グ砲

アレ　〔代分

荒レ．ル

アレウト号〔船〕

アレコレ（醗》

泡

盛
アワイ

間

淡路新聞
あわじのかみ

淡路守

合セ置キ．ク

乱民科シ．ス
　　　しようれんいんの

粟照蕉青蓬院
　みや
　宮

遽ダシ

慌テ．ッ

アワヤ　《心

乱レ

憐レミ．ム

案

案ジ．ズ

　　い案ジ居ル

案ジ居り．ル

案ジル　（（口語r．〉）

庵

按ジ．ズ

曜に

安意シ．ス

安逸

安贋

案外

暗記シ．ス

行脚

暗渠

安康富盛

曙殺

使翔度数9～1の表（五十音順）

　～シ．ス

　～ナシ．ス

暗殺刺繋シ。ス

目霞殺狙撃

案ジ　《名》
　　いだ
藻ジ出シ．ス

暗宅地圏

安佐シ．ス

単純）

案上

安心

　～（不）

　～シ．ス

　～シ居り．ル

按ズルに

安政　〔年号〕

安政年間

安全無難

安置シ．ス

安着シ．ス

安着固定

安堵

安藤中警硯

アンドロス〔虫｝
あんどん

行燈

案内

　～シ．ス

安中城

安寧

垂直

安排シ．ス
アンモ　ニ　ア

諸富尼亜

安樂

アンラ號〔船〕

安流無事

イ〔記号）

亥〔記号〕

夷2）

異

繋

　～シ．ス

井

無

慮シ．ス

委シ・ス

居ヅラシ

鋳ル

射ル

遺愛物

居合セ・ス

易々

云置キ．ク

云難シ

融合イ．ウ

云入レ．ル

云邊り．ル

云甲斐ナシ

云鍋り．ル

雷黒目．ム

云断り．ル

云込ミ．ム
　こら
燃油シ．ス
　ざま
鷹揚
　いだ
鋳出シ．ス

　だ
言出シ3）（（名）〉

　だ
需出シ．ス

甲立テ．ッ

虚血ケ．ク

　～置キ．ク

言偏工．ウ

言募リ．ル

言解キ．ク

云慰メ．ム

云ナシ．ス

雷遺シ．ス

云罵リ．ル

云延シ．ス
いいのや

井伊谷宮

言放シ．ス

云放チ．ッ

盗聴り。ル

云開キ．ク

云鰯シ．ス

三二レ。ル
　　ぶん
云イ分

まぎら

云紛シ．ス

云寄リ．ル

云繹

言渡シ

言渡シ．ス

繋員

馨院

委員等

家（オ）

アリ～イキ

癒工．ユ

家々

家数

家携工

以往
いおり

位階

以外
いかいしよくぎん

違誰黒金

位格

露量

懸糠敏師

鷺｝藩校

馨學所

演摩部

如何サマ

イカデ　欄》

イカナ　催体》
いがのかみ

伊賀山

如何許り

如何程
いか

嚴メシ

怒り

怒り．ル

遺憾

衣冠

尉宮

盛副
いかん
如何

如何とも《副

如仮琵なれば

　　　　糠》

如何ゾ　綴》

息

域

膨面

遺棄シ．ス

1）「其身ノ安所ヲ得ズ」（e）　2）平らかの意　3）「兎角雷出しに掛け直多く」（c）
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イキ～イタ

生キ．ク

異議

生埋メシ．ス

域外

意氣地ナシ

生作リ等1）

憤り。ル
イキナワ

突然　　個》
いぼぽときナ

盈佛

息巻キ．ク

異数

癒着

異形

遺業

慧氣揚々

イギリス入

畏落

慶園

幾箇所

幾個
　たび
幾度＊
　らよう

幾町

幾度
いく　と　せ

幾十面

面海

幾年

漸滅シ・ス

幾歩

難。，

津幡魂紳甦
いくさ

軍騒ギ

育子金

育種傷残

生末2）

育成シ．ス

幾千金

幾村

　　　　イキヅク

使用度数9～1の表（五十音順）

　　　いざな
幾多

幾多分．

異ロ同音
いくばく

幾許

幾再万

幾萬

幾ラ

池

池闘筑後守

池田頷三

面欠
い

巳決囚
いけどり

生瀬シ．ス

生捕り，ル
いけにノし

犠

活花等

威擢

萎桔

團碁

譜イ．ウ

　～遊バシ．ス

　　（御）、

以降

偉功

威光

異騨

遺恨

イザ

イザや

委継
イサカイ

翻孚

》
　
〃

感
感

《
《

　～シ．ス

居酒渡鍛

居酒屋
いさぎ

潔ヨシ

誘イ。ウ

勇マシ

勇ミ進ミ．ム

勇ミ立＊チ．ッ

面識．ム

諮師

慧志

異事

維持

　～シ．ス

　～シ難シ

石井雲脂三親
　かピ
石角

石川新聞

違式

違式罪

違式畷金
　ぐら

愚論

石添
いしずミ

礎

石摺リ
　サき
石婦

逡失

　～シ．ス

石造り

遺失物

：石燈総

石燈簿通り

石鍋
　ぱこ
石函

石塀

石部金吉、
　みぞ
石溝

論者

石山寺

趣
種
趣
宗
住

慧
異
異
異
移

　～シ．ス

虫胃集漏壷シ．ス

移住入

　～（前）

幣術

遣書

誌書

衣裳

意匠

異常

異状

移乗シ。ス

衣裳ヤ

：衣食

維新（御）

維新醐業

椅子
いずカた

何方
いず　く

何庭、

焉ゾ

伊助夫婦
いす　こ

何庵

出石侯

出石郵便局

泉

和泉守

何レモ檬方

以西

爲政

爲政家

爲政國

憲政慧

伊勢三宮

伊勢新聞

異説

依然

イソv、
意想

移邊シ。ス

忙シ

忙ワジ

急ギ．グ

遺族

遺族扶助

板

板壁

抱キ回り．ル

抱キ付キ．ク

委托

　～シ．ス

板藏

板子

板輿

　～（御）

致シ置キ．ク、

致シ方

出シ遣り．ル

徒ラ　　．
イタズラ

劇免3＞

頂

戴キ．ク

居曲タマレ。ル

痛手

板蘇

板塀

1）F鯉ノ生作リ等」（e）　2）「生末遠図」（c）〔祝詞〕
　　いたづら
3＞「漂脱の婦女」（c）〔篇滉軽）
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癌ミ

瘍ミ．ム

痛メ．ム

盃り

至り難シ

儲太利國王

伊太利人

到り見ル

至唾ノレ遽　　《冨珪》

いたわ

悼シ

イタワリ．ル

市

一翼

一翼三

一騨

～鷹

一街

一概に

一隅

一籔務所

一郡

一一

　～シ．ス
＿讐
　滞
一語

一伍一一什

～郷

一工瘍
＿妻
　講

　～シ．ス

ー卒土

一事

一斗

一治

一丁行程内

陣期度数9～1の表（五十音順）

　じつ
・一

�P）

一蒔付興

一助

一條2）

一小匿〔区画名

　禰
一粟匿

一小藩〔機構〕

一小隊

著ルシ

ー一 ﾍに　幅ll》

一大盤湖

一大寝首

一大紀念碑

一大行政匠域

一大猛額

一大薩

一大劇場

一大原因

一大幸藏

一大事

一大事業・

一大事件

一大訴訟

一大隊

一大長阜

一大珍事

一大難三

一大不宰

一大愛動

一大要具

一大論題
いちだち

市：立等

一段

一縷

一締

一睡シ．ス

一智二

一知友

一天三

一讃致シ．ス

一日行程

一二等警部補

一念

一部3）

一壷縣

　～下’

一郡隊

一物一体

一部内

一部分

　～中

一分署

一分三

一警

一辮一三

市村座〔劇場〕

一命

一葡

一面桝

一目散

一目瞭然
　もんせん

一文鍵

一文貰イ

一夜の

門中

画影

一様

項目

一覧

　～（御）

　～遊バシ。ス

　　（御）

　～シ。ス

ー覧三

一利

一両家
　　いけ
一輪三

一令

一例

一聯除
　　　ごと
一軸所毎5）

一老別館

一話

一に

何時も

何時か

一家

欄》

　～（各）

一病

一會

一叢一藝

一家昏々

一カ月三三

ー軌

一費

一器一物

一掬

一暴

一局6）

一局三

一随
ル　　へ

懸ミ・ム

ー件

一縣

一見

イタ～イツ

　～致シ．ス

　～シ．ス

肉牛一事

一己

一病シ．ス
　こう

一行

一綾

一壷

一向　　“副》

一陶に　幅勃

一國中

一廓人

一妻

一策

一昨々日

一昨々年

一昨年

　～中

一昨夜

一昨タ

ー市

逸事

何時＊シカ

ー醜同仁

一塁

一酌

一極　　欄》

一州

・一

一生

一証

一身

　～上

一心に

一新講〔施設〕

1）「木戸公一H公を訪ひ～」（c＞　2＞r樺太交換ノー條二付」（b）　3）一部分の意　4）

ある夜5）「一工揚一勢所毎に長あり」（c）6）「其交際淵垣駐ノー局二限ラtrテ」（b）
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イツ～イミ

一心不臨

溢水

　～シ。ス
　のがれ
一寸遮
　せい
一世

一齋に

一丁

一戦

一洗開露
　そ

　
り暦

暦
掃
二
村
隊
体
体
端
致

一
一
一
逸
一
一
一
一
一
一

》
》

翻
名

《
¢

　
ガ
》

名
副

〃
　
《

　～シ．ス

ー中隊〔機構〕

朝
朝
手
定

一
一
一
一

犠
ガ
》

名
副

窪
　
¢

　～致シ・ス

　～シ．ス

　～シ難シ

ー徹心

一山
　と
一途

一統

一黛

一刀

使用度数9～1の表（五十音順）

一等獅舗
一等警部

一等士宮

一等倦補

一等少警部

一等書記生

一等生徒

一頭政府

一等厩

一等二等役囚

一等伶員

一等伶人
　とぜ
一時

一杯2）

一泊シ．ス

ー髪

一皐

一部

一班

一斑

一般人民

　～中

一般藥舖

溢美

一一

一府

一婦

一碧

一丁

一二シ．ス

ー法

一本木3）

何時迄＊も

逸樂

偲り

偲リ．ル

儒リ報ジ．ズ

偶リ容体書、

出デ（オ）

出デ・、ズくオ）

イデ　　憾》

イデイデ憾》

出デ來．ク

出デ來リ．ル
いでたち

打紛
いでた

打扮チ，ッ

出デ迎工．ウ

出デ行キ．ク

移轄

　～シ．ス

　～等

遺傳シ．ス

糸

井戸

異同

伊東一等際雪

偶藤工部獅

伊藤上議

伊東侍盤

伊藤内務卿

傍藤副使
いとお

最惜シ

糸島入

イトド　（副

螢ミ．ム

　～居り．ル

　　お暇乞（御）

挑ミ．ム

委頓シ．ス

以内

居直リ．ル

田舎

国忌芝居

田余薪闘

田舎設リ

田愈薄
い

坐ナガラ《副》

居流レ．ル

稻酬
いなご

隠子

稻作

居響ll染ミ，ム

稔妻

断キ．ク

稻舟

稻轟
いなむし

禰蟹被害

稔荷趾

出面鮮

古

移入シ．ス

論点シ．ス

委任シ．ス

委任証

委任駄

犬

犬殺シ

犬猫

イヌマユミ〔植

　物〕

疲ネ。ヌ

居眠リ

井上工郡卿
いのしし

猪武者

溜り．ル

　～奉り．ル

織り立テ，ツ

位牌

違背シ．ス

威迫シ．ス

1唯幕

茨城毎日新報

違犯

萎靡シ．ス
いびき

畏怖

遺嵐
イ　ブカ

不審シ

いぶか

謁り．ル
い　ロくむらろう

井生村縷

異聞

威望

遺忘シ．λ

違法者
い　ま

居間

今にして　《房唾》

今にも　　幅1鋤

今頃

今更　　（副》

戒メ．ム

縛メ．ム

今暗

今業報

今迄　　（〈名》

今迄　　《副分

今村縷

合幽

居廻り

意味

ス弘～
　
　
ウ

　
須

　
嫌

　
ミ
な

購
忌
巳
戯
誰

　　　　　やつ　
1）旛吉騨噸iしさ前きの中楓一層を加へたる有様轟り」（c）．2）r一杯喰ハされし

と～」　（C）　3）一＝本気
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　～　おん

　～（御）
みまう

異名

威名

海

芋闘屋
いもの

鋳師
賎シ

イや

恩に

繋藥

賎ミ．ム

》
》

感
副

《
《

イヤハや

彌塘シ．ス

嫌味粉
いよ

彌ヨ　　《副》

依頼

　～シ。ス

　～シ來り．ル
いらだ

焦燥チ．ッ

イラッシャリ．ル

入り易シ

入相

入リ來。ク

入り來り．ル

入口
い　　り　こ

煎海羅

馨療

威力

衣類

納レ．ル

異例

違命輕〔法令〕

入レ替エル

　　　　佃語》

入レ替ワリ．ル

使用度数9～1の表（五十音順）

入レ藥シ．ス

入レ違イ．ウ

入レ歯・
　ほロくろ

入レ癒

入レ交ぜ．ズ

薫薦

色合

色々

皇儲

慰螢金

色織地

魚香
　け
色氣

色里

色染メ

《c名））

イロハ長麗

イロハニホヘ

　ト2）

異論

醍イ

醗イ．ウ・

醗イ事
　　ぎヌん
醗泌i（御）

岩木
いわ　ヤ

磐城艦

岩倉右大唖

岩倉大臣

岩瀬肥後

雷ワバ　《冨勃

岩間

岩晃守・

岩村縣命
いわ

謂レ

書ワン方ナシ

印

陰

　
　
　
　
　
　
　
　
然

　
　
力
　
の
　
　
　
講
　
　
　
　
　
キ

　
助
厭
塵
面
々
々
爾
盤
踏
恐
瓢
可
．
火
口
果
鑑
鑑
ン
許
～

員
引
陰
隠
陰
股
淫
陰
嚇
領
允
陰
露
股
印
イ
允

以シ
曙

致
シ～

～
居
～

　
　
隠

　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

方
弘
　
う
　

襟
　
　
　
　
、
．
伽
　

等

＝
雌
購
．
臨
驚
歎
臨
＝

印〆高

印刷文字

印紙

　～（諸）

印紙税等

因襲

磁循

飲食

　～シ．ス
いオドしんロ

音信

音信総

画人5）

員敷

陰縛）

印税

隠然

引出シ．ス

院中

インデヤン

允當

引導

富嶽君

印度人

印度地方

印度兵

隠遁シ給イ．ウ

霞縁

歳費三一

隠微

隠秘

　～シ．ス

印二等

股富

淫風

イミ～ウエ

駿富繁榮

隠蔽

隠謀

隠謀悪堺

淫奔無頼

院務

隠滅

　～シ．ス

陰土中7）

引稲致シ．x

引用シ．ス

飲用シ．ス

淫欲

飲料

引力

淫霧

陰暦連

印籠

淫胴

部

無

憂シ
う　あ

鵜鴉猛

ウイ・ドニック号

　〔船〕

植工．ウ
う

種エ，ユ

植木

植木喪り

植木屡

　～毎、

植込ミ．ム
ウエジニ

餓死シ．ス

　　　　　　　　　　　　　　ザみくろ　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　セセ　　　　　
1）「イヤミたつぶ1）　．1（c）　2）「墨黒々いろはにほへと蕊南無阿彌陀佛と二行：；．」（c）

3）韻文の一種　　　　　　　4）「陰々タル妖雲ハ」（e）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）「桃妖とかいへる韻入」（c）6）「況ソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マらアヤ陰制明法立法ノ別ノ判然タル■アラソヤ」（e）　7）「月影陰濠申に」（d）
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ウエ～ウデ

植田

植足シ．ス

植付ケ

植付ケ．ク

上野救議院

上野公園中

上野公園内

上野公園地内

上野出張所

上野精養軒

上野東照宮

上野養育院

上野凌雲院
うえんじゃ

有線君

魚

魚市場

右往左往

魚漏り

魚問屋
うか

浮と　　《副⊃

迂幽シ．ス

迂回兵

伺イ中

伺イ．ウ

　～（相）

伺イ出ダシ．ス

伺イ出デ《名》

伺濟ミ

穿チ．ッ

迂澗

浄ビ．ブ

浮べ．ブ

浮べ來リ．ル

浮キ沈ミ

憂目

憂世

使用度数9～1の衷（五十音順）

　　ぞう
下帯雑談
　ぱなし
浮瞳話

鶯
　　お受ケ（御）

受ケ．ク（相）

請合イ　《名》

請合イ・ウ

受合イ1）（（ta－ij））

受費リ

受血イ

講負イ．ウ
うけが

諾イ．ウ

受付揚リ等

受識量廉ネ．ヌ

受取リ

　～方

受取リ來リ・ル

講取書

　一（假）

講取証

受取人
　　ぬし
受取霊

蕊取文
うけねがい

受願書
うけ

承引キ．ク

講ヒキ玉イ．ウ

受持

動カシ．ス

　一得．ウ

動キ．ク

憂サ

兎
うさぎうま

駿

蛆

氏

廊申

氏子

氏子中窯♪

雨灘
うしろ

後
うしろかげ

後影

後暗シ
う　しん

有心

薄シ

渦
うずたか

堆　シ

埋メ．ム

埋メナラシ．ス

薄ラギ．グ

失セ．ス

右折シ。ス

嘘
濡

歌

歌イ．ウ
うだい

宇内

右大隠

疑イ

疑イ．ウ

　～玉イ．ウ

疑ワシ

雨雄

鹿ゴウラクは

　　　　翻》

打合イ

打合イ．ウ

打明ケ．ク

打揚ゲ．グ

打合セ

打合セ・ス

打入り

討入り．ル

打驚キ・ク

打掛ケ．ク

打方
　かぶ
打冠り．ル

打興ジ。ズ

打切り

打チクツロギ．グ
　こわ
打鍛シ．ス

討死

　～シ．ス

打据エル《口語》

打過ギ．グ

打田メ．ム

打捨テ．ッ

　～置キ．ク
うもたお

殿倒シ．ス

打倒レ，ル

打立テ．ッ

打違工。ウ

打緩ギグ

打付ケ．ク

　～アリ．り

内埣井流血院

打チ手
うちと

内外

打眺メ．ム

打抜キ．ク

討果シ，ス

打沸イ，ウ
うもぶ

打歩3）

打豆シ居ル

打振り．ル

打任セ．ス

打マモリ．ル

打廻シ．ス

打回り．ル

打見

打身

打見ヤリ。ル

打坐イ．ウ

打寄り．ル

打：喜ビ．ブ

内繹

響懐

ウッカリと

窮シ

窩シ．ス

寓シ出ダシ．ス

移シ入レ．ル
　　がき
寓シ書

模シ作り．ル

爲シ取り．ル

醗然

謹蒼

画工

訴工出デ．ズ

訴工出ル（口謝
うつつ

畑

打ッテ替り．ル
うつばり

窺
うつむ

傭キ．ク

霜雪

移リ替工

移リ替り
うつね

贈

爵

腕立テ

雨天

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かざリユ）「受合見物か多く出掛けますて五四ろふ」（c）　2）「儀式の飾付よて氏子申が寄り集

り」（c）　3）「金銀貨及び貿易銀等の打歩ハロを追って高く」（c）
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ψ

キ
　
　
　

曙
　
　
　
η
　
　
り

瀬
シ
芸
無
脚
鴛
原
選
民
諏
一
二
邊
方
温
㈱
シ
齢
雨

月
謡
う
有
卯
ラ
出
語
鰻
漏
出
海
ウ
乳
右
羅
帽
媛
右
転
総
藻
馬
旨
雌
馬
馬
厩

　
　
　
　
砂

異
蔭
は

～
～
レ
レ
レ
ミ
ミ
遽
無

ク
　
　
　
ツ

リ
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
テ
テ
地

幅
立
立
立

生
生
生
倦
生
無
尿
梅
埋
課
口
埋

使用度数9～1の表（五十音順）

好配
　　ぶ梅ノ御茶屋

梅干

　～等
うやうや

恭シ

敬イ．ウ
うゆう

鳥有

右翼

羽翼

血

忌

裏返シ．ス
　がき
裏書

裏口

裏住居

裏道三

三ミ

恨ミ．ム

　　　　お～暗シ．ス（御）

裏道

裏門

浦役人

浦役鵬

羨シ

羨ミ．ム

浦和博物舘

瓜

面上ゲ代償
　あ　る
壷歩行キ．ク

歳出ダシ．ス

費描ケ代金

壷方

費込ミ

　～連

壷込ミ．ム　　　嬉シ

費捌キ　　　　　憂イ

　　　　　　　憂イ．ウ

　～シ．ス　　　　　　～

襲！拐弓キ．ク　　　　　～居り・ノレ

　～　　　　　憂エル　〔口語渉

　　　　　　　ザ　～來リ．ル　　買レ目

壷捌キ高　　　　嬉シサ

　　　　　　　ゆ　　　　ヨ　ヨ謡物ケ．ク　　　　買レ尚
　　　　　　　　う　ろ
費捌ケ高　　　迂路〉《副》
うりしろ　　　　　　　　　　　　ウおタエ

甕i代ナシ．ス　　　狼狽ル
うびりずえ

喪居念）　　　　上顎
　　　　　　　うわ
量器　　　　　上書キ
　　　　　　　うわざ
漏出シ　　　　上衣
嚢盤シ．ス　　　　浮氣稼業1

賞付ケ．ク　　　上唇

嚢飛バシ，ス　　　曝［シ。ス

嚢人証　　　　　噂ナシ。ス
　の　　　　　　　　　　　　　うわばみ

嚢退キ．ク　　　　蟷i蛇

　　　　　　　うわみち
嚢果シ．ス　　　上道

璽彿イ．ウ　　　　」二向キ．ク

　～　　　　　　運

　～申シ。ス　　運往シ．ス

嚢物　　　　　　運航

費物店　　　　雲鳥

嚢家　　　　　聖意シ．ス
　　じよう
費約定　　　　　蓮漕シ・ス
　　　　　　　　　ホ　マエ
責渡シ　　　　　蓮邊帆走船

嚢渡シ．ス　　　蕊蓄シ．ス
うるう

閣　　　　　　運賃
うるむ

油シ．ス　　　　二二

五月蝿シ　　　　　～

麗ワシ　　　　　　　～シ・ス

壷レ．ル　　　　　蓮到シ・ス

　～　　　　　　運動

　～申シ，ス　　　檀

壷レル　紅コ語》　　～シ．ス

1）ジ海の浅くして「ウ子り」の強き故かj（d）
ず」（c）

（c）

運搬

ウテ～エイ

　～シ．ス

運搬人夫

雲母入り

運輸

　～シ。ス

運用

　～シ．ス

運用活動シ．ス

二二艦〔船〕

爾

柄

二

二難シ

得易シ

得ル　《口語〉）

得3）　幅胸
得て’1）　〔副》

榮

螢5）

　ぎょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うりすえ
　　　　　　　　　　　　　　　2）r敷月璽居の札を昆て」（c）
4）「得テ以テ威灌ヲ弄セント欲スルカ爲力」（b）　5）「冬衣ヲ着シ螢ヲ墨ル」

詠（御）

泳ジ。ズ

鏡慧

　～シ過ギ。グ

永遠

英i華

二二

叡感

思至

野洲除

英漁船

　　　3）「得言
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エイ～エン

永久

永久博覧倉

影響

　～シ．ス

二業致シ．ス

螢業致シ居ヴ．ル

門
人

業
業
～

螢
螢

㈲
論
艦
　
三
人
製
律
　
勾
竃
帝
鴛
嚴
府

～
響
軍
警
護
公
団
國
囲
産
野
望
野
芝
書
髄
女
人
生
生
生
政
像
績

　
影
英
英
衛
英
賞
罰
英
英
空
酒
英
英
英
英
英
英
衛
衛
衛
英
影
永

　～シ．ス

英大臣5）．

野馳度数9～1の衷（五十音順）

えい

酔倒レ．ル

穎脱シ．ス

英断

螢中

門廷6｝

永年

鏡敏

英敏秀才

英風7）

叡聞

増兵8）

英米人

二二

英法9）

鏡野

英名

英瞬

英雄

　～（一）

英雄俊才

空誉

榮讐心

英骨銀行

鏡利

英領事、

エエイ　憾》

エエデルlo）

笑顔

諜キ．ク
えき

役シ．ス

盆シ．ス

騨々

役過シ．ス

騨外

エキスコンモニ

　ケエション11）

騨端

騨中

騨二

二民

エクリクチュ

　ノレ12）

エコオジュジe

　ポン13）

會繹

縷圖

絵師面

エゼルスタン号

　〔船〕

エセワザ翰

蝦夷馬
　ひぐま
蝦夷三

枝
えだずずめ

枝雀

枝付キ

越前生レ

謁

謁見

越脱シ．ス

得手

江戸…川筋

禽得シ．ス

江戸市民

江戸ッ晃

江戸土入15）

江戸橋本局

榎本公使
えびす

蛭子講
えびす

戎座
え　びず

夷堂

二物

野江：子
えみ

凹

凹物

榮耀

榮耀物

選ビ呉レ。ル
　　いぢ
選ビ出シ．ス

撰ミ。ム

撰ミ暴ゲ．グ

襟

エヴザベツス

　〔賞牌〕

襟元

エルマック号

　〔船〕，

エレキ16｝

エロウ17）

　　側，方言》

縁

　～（御），

宴

菟

術

園

猿

演ジ．ズ

延引

　～（御）

　～相成リ．ル

　～シ。ス

援引シ，ス

遠回磯回
えんぶ

厭悪シ．ス

鴛二

巴柾

冤三無華

爆花

宴會

二丁（諸）

沿海階縣

洛革

遽隔
　がわ
縁側
　　ニう
沿岸州

延期

厭棄シ。ス．

厭忌シ．ス

演披

演戯

延及シ．ス

璽魚，

演劇

　～シ．ス

厭嫌

淵源

延元年間

線故

遠魂

怨嵯

冤罪

遠山

雌臼

　～シ．ス

　～等

縁者

演習

　～致シ．ス

　～シ．ス

演習方法

演述

1）英蟹産　2）インチ尺　3）英語の本　4）英国商人　5）英函大臣　6）英国朝廷7）
英照風8）英蟹兵9）英国法律IO）エエテル〔薬〕11）excommunication，破門
12）agriculture　13）Eeho　du　Japon〔藪聞｝　14）「斯ルエセワザヲシタルナリ」（e）
15）江戸土着ノ人16）電気17）「ゑろふ評判！（c）
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　～シ．ス
ぼん　　　よ

歴酒飯食

援助

　～シ．ス

垣塙

延焼シ．ス

炎上

携助蓮計額
　すう
蘭曲僻地

遠逝シ．ス

延講シ・ス

速征隊

演読倉

演唱倉場

演読舘

演論者

演設書

演設條三

連設論

澗i｛

遠足留メ

延滞

　～シ．ス

　～仕り・ル

圓狸

藻大

園中

延長シ・ス

線付キ・ク

園丁

頑癬

淵底

沿道

煙突

園内

防
日
大
筆
府
風
兵

線
燭
錯
閻
二
丁

使屠度数9～1の表（五十音順），

怨望シ．ス

遠望シ．ス

遠望シ能イ．ウ

姻霧中
えんよ

歴飯

遠雷

遽慮

窮鼠舘

犀
季

借シ

老イ

甥

生イ．ウ

老イ．ユ
お

被イ．ウ

沸々と

追々に

追返シ．ス

逡掛ケ．ク

溜込メ．ム

老先キ
　さら
飛競イ．ウ

生茂リ．ル

遽鎚リ．ル

追焚キ
　だ
追出シ．ス

逐立テ．ッ

逐立テル《口語》

逡附キ．ク
オイハギ

善柔
オイポレ

老毫

追行キ。ク

オイラン〔酒名〕

追分

王

翁

往　〔記号〕

鷹爲1）

押印シ．ス

奥i務戦孚

鷹援

三山

快々

往々に

櫻花

謳歌シ．ス

横臥シ．ス

往還

襖京2）

柾屈

　～シ．ス
　け
王家

往古

押伍

横行シ．ス

黄金
　ごん
黄回申〔植物｝

黄金三界

磨薩3）

王師

往時

皇子

王子椹現歓

王子抄紙愈趾

往醸

往者

壷網

蹴書4）

凹塵

鞍掌

王城

往生

歓人

逢ウ瀬

旺盛i

王政

往昔

黄儲

蓄E族

王孫

横断シ．ス

　　オヤジ
横着老爺

襖廷5）

横渡シ．ス

歓土

如露

凹凸峻阪

往年

往復

　～シ．ス

往復切手

横文

塊兵fi）

駄米人

油鮫文明

往返

融融

慮有7）

横目

エン～馬長

往詣

往來人

立來話

終工。ウ

終編．ユ
お　え

汚磯忌嫌

多イ　佃語》

男々シ

オが）　憾》

大當リ

大當テ外レ

大分縣令

大分年下

大炊頭

大入リ

大伯母

オオガ〔虫〕

大鏡

大方9）鰭》

多方　　《副》

大塊リ

狼

大規筋

大キイ

大キサ　《名》

大キナ健体》

多ク　　《副》

大久保右府

大久保謬議

大久保内務卿

　～殿

大隈大棚卿

大隈謬言

大倉組

大輪省中

大藏省納メ

1）「入民二在テ悪爲ノ事〃り」（b）2）「襖京維納」（b）3）薩輝軍に慈じること。「懸
薩の議に，決し3（c）　4）欧洲の書物　　5）オーストリア朝廷　 6）オーストIJア兵　7）
「其ノ慮有タル性質ヲ攣セス」（b）　8）「ヲエ怖ろしや」（c）　9）r英圏ノ騒鋤大方ナラ
xJ（e）
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オオ～オタ

　こえ
大回

大坂裁判所
　　　　ば
大坂司藥場

大坂上等裁判所

大坂上等裁判所

　詰

大坂新報

大坂鎭塁

大坂揖報

　～等

大坂府知事

大坂陸軍事務所

大騒ギ

オオジシオウス

　号〔船〕1）

大新聞

大相撲

多勢

仰セ出シ・ス

大鯛

仰セ渡シ・ス

大騒動

大谷大教正

大狸
　タブサ

大霊
　だんびら

大段卒

大槌

大詰メ

大出捻

文オデシュス号

　　　〔船〕2）

大手筋

大鳥工作局長

大脳イ

大鼠

大橋

大橋際

大橋水場

大外レ

面喰

大花火

使用度数9～1の衰（五十音願）

大林八等警競屡

大判

大傘紙

大回

大宮八幡薦外

大饗
おおやけ

公

大山3）

大湯4）
おおよそ

大凡　　《名》

大凡　　欄》

大喜ビ

オオルド記者

オオルド新聞

　　〔新聞）

岡
お　か

可笑シ

御蔭
おがざ
／j、笠

小笠原脇行キ

胃シ。ス

あかし
可笑味

岡焼趣

岡山焼

沖

超キ．ク

閣キ．ク

置キ玉イ．ウ

沖合イ

起上リ．、レ

趙出デ．ズ
　　　　もち
沖久兵衛持

起立チ．ッ

補イ．ウ
おきふし

起臥

　～シ．ス

屋

憶1シ．ス

屋宇

屋外

奥書
おっくう

奥室5）

屋舎等

屋上

臆設決噺シ。ス

臆測シ．ス

奥照一等麟

奥歯

臆病蓮

臆病未練

億萬心

奥山

険り奨レ．ル

睡り越シ．ス

後レ

後レ．ル

桶

汚行

怠サ

怠り．ル

怠り勝チ

緒…琴

行イ

行イ難シ

行イ易シ

奢り．ル
おさ

長

押工．ウ

　～翁ネ．ヌ

押工．ユ

　　ドコ
押工駈

御下ゲ金

幼ナシ

幼ナ子
オサマリ

結局

蘇り．ル

納寛

治メ．ム

霧再メ．ム（相）

納墨壷リ．ル

治下扱イ．ウ

納メ方

　～等

オ三δ）

藻シ。ス

押シ來リ．ル

伯父

叔父

押上り．ル‘

　あ
押開ケ．ク
　いだ
押出シ．ス

揮入り．ル

細工

敏工．ユ

教工居リ．ル

激工諭シ．ス

押欝ケ來リ．ル

押切り．ル

　コ押韓カシ。ス

押込ミ．ム

押込メ．ム

押下ゲ．グ

1），2）　Odysseus

劫　6）女中

3）「大出の如ぎ浪」（c）　4）r大湯と樗する湯本ありて」（c）

押擦り．ル

押沈メ．ム

押倒シザマ
　だ
押出シ．ス

押包ミ．ム

押詰り．ル
　とど
押止メ．ム

押流シ．ス

押拭イ．ウ

推量り。ル
おし

忍藩知事（薔）

押開キ。ク

押伏セ．ス

惜ミ．ム

惜ムラクは

和尚
おしろい

白粉
おす

雄

汚水

オスカルウイダ

　ル号　〔船〕
おす

雄藩

逞シ

襲イ．ウ

　～來り．ル

遅カレ軍カレ

　　　　側》

遅キ　　《名カ
オ　ソナエ

御献備

恐ラクは《副》

虞レ

恐レ入り．ル

恐レ多シ

怖シ

織田右府
おたれ

御願人参

　　　　5）億
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おぬびしよ

伽開所

穏ヤカ

小田原評定

落チ．ッ

陥り串シ．ス
　くだ
落下リ．ル

落着キ．ク

　ど
落度

落行キ．ク

乙

逡ッカケ．ク

乙群

乙縣

　～下

等号

乙所
　じるし

乙印

綿地

黒手

踊壌

オッ取り．ル

オッパジメ，ム

汚泥

暑
おとがい

落シ．ス

威シ．ス

陥入レ．ル

威シカケ，ク

城シ銃周
おとず

消信レ．ル

誘イ．ウ

訪イ來．ク

オトメ号〔船）
お

御供服
劣リ．ル

踊り

使屠度数9～1の表（五十音瀬）

跳り．ル

　い
躍出デ．ズ

躍入リ．ル

躍狂イ．ウ

踊麗i難

装工．ウ

驚カシ．ス

驚キ怖レ．ル

同ジ（根）
オ　ナ　ラ

放庇

鬼

～メ

旬腕プオロ
ネ
え

　
　
の

オ
お

尾上ノ松
おのおの

各方おノガママ

公私

悸キ．ク

伯母

叔母

帯

汚物
おぽ

壷シ

鷺工

事工．ユ（相）

魔工居リ．リ

愚シ召シ．ス

魔東ナシ

溺レ．ル
　ミまえ

劇烈

オ負に
お　みたら

御身達

汚名
おも

重

思イ得．ウ

思居リ．ル

思出ダシ．ス

思出デ．ズ

思入レ

思イ〉に
　が
扇掛ケナシ

思切り．ル

思込ミ．ム

思出シ。ス

轟轟チ．ッ

恩違イ

思違工．ウ

思付キ

思付キ．ク

患礎シ．ス

思廻シ．ス

愚輩ケ．ク

思遣り．ル

塁審り．ル
おもえり

以爲ク　綴》

苗白シ

重立チ．ッ

表

表口

表玄馬際

表通り

表向キ

表門

　～外
お　も　と

萬年青

照リ．ル

オモワク買

重ンジ。ズ
おもんばか

慮　リ．ル
あもん

以ミル

親

　～達

軽々

i親里
おやじ

親父
お

御腱イ〔職名〕

御雇欝師

御雇外國教師

御歴教師

　～母

御雇役人

親人
おやぼ

女形

小山田赤倉1）

オヤミLt）

親許

及ビ．ブ（相）

及ボシ．ス

下り。ル

折り．ル

折悪シ

折合イ

折合イ．ウ

居り合ウシ．ス

織出ダシ．ス

折々

折紙
　かみ
折紙付キ

織立テ．ッ

折節

織物

　～（諸）

織物商

オリャリ．ル

折ヨシ

折ル等

ユ）小肉繊鑑倉の揚〔芝居〕　2）「をやみなき雨」（c）
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オタ～カ

折レ．ル

オレンジ侯
オロカ

魯
おろ

下シ．ス
おろそ

疎力

畢リ

慰

音

恩愛

閃玄ム企
♂」、’や口轟協

鼻繋

慰賜

温室

愚賜米

欝欝

温泉

温然

温泉三法

温暖

温暖室

稔着
おんちゅう

御中

愚典

稔當
　あきうぎ

女商人
　ある　じ

女圭人

女嵜舞妓
　　ゆい
女髪結

女戸主三

女舞人

女役着

恩波
おんみ

御身

課
佳



カ～カイ

華
果
絹
化

　～シ．ス

架シ．ス

嫁シ．ス

呵シ。ス1）

蛾

駕

　～シ．ス

臥シ．ス

可愛

　～シ．ス2）

可愛ラシ

快

桜

貝

三位

甲i斐

畜イ．ウ

　～置キ．ク

解シ．ス

解シ得．ウ

解シ難シ

解シ．ス3）

介シ．ス

曾シ．ス（棺）

概シ．ス

害悪

買上ゲ

　～（オ）

使用度数9～1の表（五十音順）

買上ゲ．グ

　～　
君

　～（御）

　～棺成リ．ル

　　お　　〔御〕

　～致シ．ス

　　　　お買上ゲ金（御）

買上ゲ代

買集メ．ム

魁偉

謹違

謎遽罪目

買入レ

　～　　t．］

　～（御）

　～等

買入レ．ル

開院

開院式

買受ケ．ク

買埋メ等

海運

海運詰

開榮破婚

開宴シ．ス

會宴家

開化

寒河

開會

甲斐天々シ

改革

　～シ。ス

外客

外廓
かいがね

貝鐘

開化論

二二4）

會食

糧艦シ。ス

開毬シ・ス

海庫

外観

開舘式

慢罵税

海關視舘

海蘭賦挽

開議

倉議シ．ス
　　ぎか
海素絹

會議ヨ誌掛り

會議場所

階級

海峡

開業致シ．ス

開業シ．ス

概況

該蓋

開業讐

開業騰師

開業鑑札

開業式

開業資金

醗撲者

開業入費

開局

廻金

皆金

閣金

街縮

笹イ藥

海軍

海軍一等師

海軍一等鵬

海軍一等若水兵

海軍獅

海軍少尉

海軍將校方

海軍少催

海軍少將

海軍少匠司

海軍大尉

海軍大輔

海軍病院

海軍兵學校

該家

魯計

外形

　～上

魯計委員

愈計掛リ

會計局

量計事務総裁

倉豊年中

暴露簿

該月中

外冤

聯奏シ．ス

回顧シ．ス

悔悟

　～シ．ス

開港

海口

開校

廻航シ．ス

選遁

縫合シ．ス

外交

該港

　～中

三江

外行

外航

外交家

開校式

開鑛事業

開港傷

開日華就

改更屡止シ．ス

開幽

圃醐シ．ス

該國

外國掛り

外國機械等

外國記回

外國交際

外国公使

外國債

外國商

計隙人

　～中

　～等

外翻心

外國品

外國貿易

外國友人

外壕輸出

買込ミ．ム

　～居り．リ

開墾

訊シ
等

～
～

1）「筆を阿し」（c）2）「其子女ノ生ル・ト共二之ヲ可愛スルノ心情ヲ褒シ」（e）

3）解体の意　4）「今我輩十五名爵幹トナリ」（e）

78



二二

開探シ。ス

開i盤

　～シ．ス

解散

　～シ．ス

　～中

概算

該算

解散馬革シ．ス

悔漸折服シ．ス

翻産人

會市

愈拳

蟹駿

　～シ．ス

’経事

外資

概シて　《副》

愚考

該車

懸碍

鶴死肉骨

買占貸方

會勉（各）

會趾（諸）

｛蝿紅シ．ス1）

三田シ．ス

三主

外翼

三所

三唱シ，ス

刈除シ難シ

該暗

証樗

　～シ．ス

禽揚

　～（各）

廻状

海上

醐場シ．ス

麗病中

街上

該場

會瘍纒巳

胴瘍式

曾食：

開進

　～シ．ス

改進

　～シ．ス

改心

　～シ．ス

裾濃

開階シ．ス

外臣

　～輩

　～等

害人

改進家

改新進取

畷新政府

改進窯

三囲
かいず

窩主2＞

使矯度数9～1の表（五十音順）

海水

買進ミ・ム

快晴

改正シ．ス

改∫Eナリ．ノレ

改正案

改正調べ

改正濟ミ

改正追加

　～シ．ス

改正頒布シ，ス

改正表

蝋石

開庸

外戚

霧腎設

開墾シ．ス

解読シ．ス

街読

解論書

閑職

　～シ．ス

改墨

壷旋

　～シ．ス

回船

該川

凱旋整列式

孜租

介添イ．ウ

廻漕

回申

～シ．ス

回想シ．ス

改造

海賊

貝国

富員lj

　～中

壌損シ．ス

離縁　　　，

壊頽

改題
　だい
海内

開拓

開拓長官

廻達シ．ス

飼イ立テ

怪談

擁恥

麗置シ．ス

改築シ．ス

開知新闘〔新聞）

懐中

　～ナシ．ス

海中

快中

紐虫

會長
　　ふだ
開帳札

開陳シ．ス

開通

　～シ．ス

買手

改定

海底

階梯

カイ～カイ

海底電線

改定律例

回天

開店

廻韓シ．ス

開店式

猛爆

厩苔

　’一相成リ．ル

　（御）

曾岡

　～シ．ス

街燈

出島

街頭

回答書

瀾i護

買取リ

買取リ．ル

買取引シ．ス

甲斐ナシ

買人

慢妊

買時

該博

開饗シ．ス

開帆シ．ス

開否

開扉

海軍

贈品

該品

海濱砂漠

回付シ．ス

外部

1）　「造｛ヒノ三穿申諾田｝ノニ尊ヲ祭り捗旨社鉦建」（c）　　2）　biくちやと
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カイ～カク

風
面

海
面

　～シ．ス

怪物

外聞

廻黍　〔船〕

開閉

　～シ．ス

海兵部

解放

　～シ．ス

介抱

　～シ．ス

　～ナシ．ス

解剖

　～シ．ス

概報

該報

外貌
かい

窺マミル

外務

外務官吏

外務卿

外務省

改名シ．ス

開潮回

關萌三論

開明風潮

茨滅

海面

外面

雨隠

1）幼稚園の教室
か

掻き送れり」（e）

買求メ．ム

解約

面諭シ．ス

會友（諸）

開誘室1）

海洋
かいよね

羅米2）

開落

快応

訴縄

使用度数9～1日目（五十音順）

　～シ．ス

潰鼠

晶晶シ．ス

海里

該吏

海陸

海陸軍

概略

改頁
かい

面面シ。ス

海路

街路

漉紙

街路瓦斯

概論シ．ス

三下
　　わがまま
我慧我儘

海湾

下院

換工．ユ

蹄シ．ス

蹄シ遣り．ル

返スVも《副》

出

品リ

返り．ル

2）穀実を買い入れること

ψ
　
　
　
．

　
ク
　
　
　
　
　
　
　
ス

リ歯
面
姫
路
　
　
　
怯
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

り
リ
リ
　
焔
ン
輌
二
二
下
家
海
害
解
エ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

蹄
露
出
蛙
火
肯
ヵ
顔
貌
花
面
河
温
温
抱
抱

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
ル
　
ヌ

㈹
　
0
用
響
剰
勘

～
格
額
學
學
三
三
學
ゲ
ゲ
ゲ
　
餅
リ

　
贋
油
化
課
賀
憲
化
血
忌
掲
出
鏡
面

～

　
　
ゆ

　
　
イ
員

中
ψ
合
富
長
役

～
リ
リ
リ
リ
リ

　
言
掛
掛
掛
掻

掛り役員　　　　眉根

香澱大書記名　　掻交ゼ．ズ

火面　　　　　掻廻シ置キ．ク

荷櫨　　　　　　　 掻遣リ．ノレ

火管等　　　　　下級
かがん

河岸　　　　　可及的

花卉　　　　　蝸牛

柿　　　　　　火牛

火器　　　　　過怠

昇キ．ク　　　　架橋

カキ・ク3）　　　家業

書キ難シ　　　課業
　　　　　　　かきわ幽幽　　　　　堅磐
　　メ
餓鬼奴　　　　　烏金

書入レ　　　　落

下議院　　　　　欄シ・ス

書置　　　　　劃シ．ス

掻撫り．ルa）　　　斯クて　　《副》

：書換工　　　　　　斯クて　〔接》

蠣殻竿米商會所　家具

掻痩　　　　　額7）
　く　ダ
橿口論キ．ク　　額

掻込ミ・ム　　　熱

血凌イ．ウ　　　各位
　した
書認タメシ．ス　　名・異

餐1：認タメ・ム　　　識一

書記シ．ス　　　各員

臥起二二　　　各院

書出シ　　　　霊室想像

書出シ。ス　　　歯軸

書立テ．ッ　　　各課

書付ケ．ク　　　　1學科

書付ケ上ゲ申　　～
　シ．x5）　　　　　～（一一）

書取り・ル　　赫々
　　　　　　　かくかく
糠苗　　　　　　血温と
　　た
掻キ鳴＊シ．ス6）　學品書

　　　　　　　　　　　　3）恥をかく　4）f土人～砦手櫓を以て

5）「町中吟味謹書付上ケ可申醗」（b）　6）琴を掻き鳴す　7）金額
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各艦

各窟

學官敢

三二シ．ス

樂器

各居

鰍墨シ．ス

各橋

各業

各纏
　とりし認り
學臨取締〔職名〕

各郡

學藝

學藝叢談〔書名〕

客月

各月

各縣

確乎

各戸

各霜

融惚シ．ス

各港

睡郷

學校（各）

學校（諸）

學校（某）

臨画用

學校教育上

學霞割員

學稜資金

學校長
　とりし1ビリ
歯面取締〔職名〕

學枝費

各國公使

　～等

確乎不扱

六師

隠シ．ス

使用度数9～1の蓑（五十音順）

　～アリ．サ

　～置キ．ク

畢士

　N（一一一）

學資

毒血

隙シオオセ．ス

格式

學識

學事教育法

學資金

盛事景況

嘉事＄任

確蜜

隔臼

確實温更

隠シ持チ．ッ

各牡

惑者

　～等

嬰詠

出者融會

各州

論宗

鑛充シ．ス

學習院

學習院長

機充完備シ．ス

確守遵奉シ。ス

學徳

　～（諸）

　～上

學衝鮭會（諸）

各署

各省

確証

　～シ難シ

各魚

革新

確信シ．ス

各人

革新政醤

忌数

學生

　～ら

　～等

隔絶シ．ス

各村

各誌

血温

　N
　～等

確知シ．ス

壁知シ．ス

記臆

籏張

　～シ．ス

論調

確定（御）

確定致シ．ス

確定シ．ス

角触り

客土

客冬

確答

各道

額蛍

肇童教育

確認シ．ス

客年

學年

學農1吐

斯ノ如クシて

　縷》

各藩

各品

鑛法

話邦

確報

學務

學務課

革命

額面
かくもつこ

角木瓜〔紋所〕

學問

學同法
かぐら

聯樂

盤衝L

確立

　～シ．ス

隠レ．ル

格例

學齢

　～内

閣老

弱臓

鐵ケ2）

賭ケ

架ケ．ク

敏ケ．ク

掛置キ．ク

1）相撲　2）「貰り先ぎの掛」（c）
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カク～カコ

影

掛合イ

掛合イ．ウ

掛合イ最中

ま離合イ詰メ．ム

霧丘多経リ卿ノレ

鍋改メ．ム

家計

駈出デ．ズ

駈入ザル

掛欝工．ウ

証紙

駈來．ク

駈着り．ル

過激窯
かけござ

掛簾

離日ミ．ム

掻捨テ頼母子講
　た
駈出シ．ス

鑑茶屋

果決

駈付ケ．ク

掛時計

駈抜ケ．ク
　ここ
掛直

掛ホL

駈回り．ル

駈寄リ．ル

架渡シ．ス

論議
か　こ

水子

過…表

過誤
かご

藍

加護

下官

駕雛等



力m～カタ

園イ

團イ置キ．ク

加工

河口

下降シ．ス

憲工
がこう

蹄行シ．ス1）

花網石

苛酷

鹿見島縣令

法児轟山

鹿児島鏡

鹿児島戦争

鹿見島賊徒
かこ

託＊チ．ッ

園ミ．ム

駕籠脇

笠

火災

家財

火災醜シ．ス

家財道異

家作

　～等

家作調べ

鯵シ．ス

重ナリ．ル

重ネ．ヌ

重ネ〉〔副》
ゴむ　へ

尚ミ。ム

笠森稻荷

飾リ

飾り．ル

飾付ケ

飾付ケ．ク

使用度数9～1の表（五十音順）

飾り品

飾リ夜具

火山
かさんしゅ

避難種

火山脹

下士

菓子

　　　お　～等（御）

下賜
かし

賭　〔植物）

貸シ。ス

　～置キ．ク

家事

揖

餓死シ．ス

貸細工．ウ

貸出ダシ。ス

下士宮

炊キ．ク
　きん
貸金

貸金証書

貸金証文
か　しこ

彼慮

賢シ

畏クも
かしこどころ

賢所
畏マリ奉り．ル

畏ミ敬イ．ウ

貸下ゲ相成リ．ル

　お　（御）

貸下ゲ金

貸座敷

貸座敷娼妓螢業
ヨししず

冊キ．ク

貸席心

墨士族
　だ
貸出シ．ス

過失

下室
　つか
樟柄

箒室器類

貸附

　～シ．ス

貸附ケ。ク

過失殺傷人條

貸長屡

鹿島肺社
　　みせ
菓子店

雅趣

家憲

課牧金額

苛重三三

二術

箇所

加除シ．ス

寡少

火傷

火焼シ．ス

嘉尚シ．ス

二二

　～（諸）

　～等

箇條書キ
かしら

頭
かしら

頭立チ．ッ
かしわ

二二シ．ス
かしわで

柏手

柏亭　〔料亭〕

家信

家臣

　～等

家入

　～等
かじん
稼参2）

過甚

書入

臥三三騰
かず

鐵

瓦斯外

瓦斯製

河水

瓦斯委員
かず

微力

春臼　〔船〕

瓦斯街燈

瓦斯掛り

春日号　〔船）

嘉助央婦

瓦斯事業

瓦期事件

瓦斯章程

瓦期訴訟

無期燈

瓦期巡回

　～等

霞

香澄三稜

靴盤

質生3）

雅静

苛税重穂

稼ギ．グ

　～（相）

　～居ル

架設シ．ス

ガゼット〔新聞〕

ガゼット記者

ガゼット新聞

風除ケ

火船

火箭

假想シ。ス

加増シ．ス

　　ば火葬瘍（蕎）

数工．ウ

鐵工方

家族

華族方

雄俗

藁面出舘

華族會舘長

華族大全〔書名〕

華族部長

方

　～　　ま5

　～（御）

肩

警多
かた

形糊

難シ

過怠

片田舎
かたえ

傍

肩書

々
々
倶
き

方
労
片
耽
敵

》
》

名
接

《
《

1）康照字典　「脾～藁佳切～牌行練翼也」締線は，

産　3）年少の秀才　4）「借金のかたに」（c）

めぐりもどること〕　2）朝鮮の物
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かた

傾ゲ．グ
かたじけ

辱ナシ

辱ナクシ。ス
かたぞう

堅塁

野里
かたち

形
かたち

容

片下キ．ク

片付ケ．ク

片手間

片時

刀

片端

片道

傾キ。ク

傾ケ．ク

持目

語ライ．ウ

　～居り．夢

語り掛ケ．ク

語り聴キ．ク

語り告ゲ。グ

語り傳工．ウ
かた

騙り取り．ル

片六法　〔芝居〕

花壇

果漸

ガタンと《副》
か　ち

債直

勝チ

勝チ．ッ

家畜

瓦竹

花鳥

使用度数9～1の表（五十音順）

　～（各）

識凹

凹1）

活眼
かつ

界ギ．グ

搬蹴出シ．ス

割符

ガックリ幅勃

脚氣

活計

活劇

脚氣症

脚氣病院

喝采
かつさく

二二

活字

合シ．ス

含宿所

二三

合掌

　～シ．ス

褐色

合戦

　一ノシ．ス

合葬シ．ス

諮達

勝手

勝手道具

勝手回り

含鮎シ・ス

割渡シ．ス2）

活動シ。ス
かっぱあたま

黒駒頭

活澱

活澱力

1）「狭ヲ攣シテ潤トナシ」（e）
きに，「惣額ヲ割與スヘシ」とあウ
どの．かぶれ

濡板　〔活版〕

月u

　～（何）

活物

合｛鉾

　～シ．ス

潟望シ．ス

割烹

割烹店

割烹i家

門自

　～シ．ス

勝山商鮭

罷工シ．ス

カツリと3）〈（副））

活歴史

活路

河堤

假二相成り，ル

假定シ．ス
カラ　テル

硝子管

認ヒ傳

かど

同

門

下等

家道

下等客

下野敏師

加藤家

撫藤祉

下等小學

下等職工

下等人民

下等等外

加藤法理文三學

　部総理
かどかど

廉々

家督

門口

門松
カトウツク

加出力
か　な

蝦名

哀シ

カナアリヤ〔鳥〕

家内中

鷺イ，ウ（桐）

金井書記宮

金川　〔船〕

紳奈川裁判所

金澤裁判所長

悲シミ．ム
かなた

彼方

假名遣イ

奏デ．ズ

金棒

金物
か　　な

二字問答

假名譲新聞噺
　聞〕

可成リ　幅1J》

加入

鐘

曲尺

金高

金箱

金持

鹿子餅

ガバと　幅⑥
かばね

屍

樺山陸軍中佐

過傘

般
否

過
可

カタ～力へ

　～シ．ス

華ii瑳

可否決
カ　ビグン

甲比丹4）

佳評
　ひよう

餓李

花瓶

下附

　～相成り，ル

　～致シ．ス

　～シ．ス

家扶
かぶ

蕪

下部

株切手

橡金

雷門

寡婦三晃扶助料

株式

株式取引所

過不足
かふつ

下物

兜町橡式取引所

株主

課賦法
かぶらな

梵学

冠り．ル
かメこれ

氣騨5）

過分

壁
　うえ
壁上

貨幣

貸盤論

2）「：右金額出荷人工可燗酒」（a），なお，この交のつづ
3）rカツリと音して」（c）　4）舶長　5）うるしな
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カホ～カン

諜法
かぼく

花木

鎌

釜

難中．ウ

鎌倉決断所長

かまぴす

喧シ

押借藏院流

我慢
かみ

上

紙

神

髪
か

噛ミ．ム

紙入レ

髪飾リシ．ス

ロ罎ミ切り．ノレ

眠草〔姻草〕1）

上郷佐イ

上座
　さんじヤ

上年弱
か

噛ミシメ．ム

紙製
かみそり

剃刀

μ歯ミ轡古キ．ク

かみて

上手

上傘黍

過脹2）

　　ふぜい
髪結風情

紳世

下民

冠り．ル

カ　　メ

洋犬

家名

河名

使用度数9～1の表（五十音順）

麺井橋華表所

竈泣橋

竈ノ尾3）

賀茂川筋

課目

醸シ．ス

貨物

　～等

本暦

花門

花紋

衙門
か　や

蜘長

茅

火藥

茅i蔑屋根

粥

通イ．ウ

逓イ來．ク

通イ路

通イ言吉メ．ム

通イ船
かよう

假鰐

　～シ．ス
かよう

彼檬

講様
から

殻

辛シ
がら

柄

唐糸

カラカイ．ウ

傘

辛ク　　幅⑲
から

絡ゲ．グ

鳥

ガラ　ス

硝子

　～等

鞍馬燈

硝子瓶

鳥山郵便局

体

稠織
かり

假

借リ

借り．ル

刈り．ル

　～覧ト

　～居ル

駆り．ル

狩り．ル

借り置キ．ク

椴り回り．ル

假に　《副渉

借り入レ．ル

借入レ金
かり

假院

借受ケシ．ス

借受ケ。ク

　～申シ．ス
かり

假町中4）

刈草

刈桑
かウ

假獄

假小屋
かりそめ

假初

島三

論散ラシ．ス

独り鑑シ。ス

雪避シ．ス
カリ　テ

借人

三殿

面取り．ル

呼野

假疲
　の
騙除キ

假橋

刈沸イ．ウ

樽屋

野山

河流

下流
かりうど

肝入

過慮

過量

過料金
　りよう

臥龍梅

輕シ
かるわざ

巡業小墾

彼等

結レ．ル
かれ

故　　　懸》

家命

瓦礫

彼レ是レ

　～シ．ス

彼レ是レと幅ゆ

枯野

枯果テ．ッ

家老

辛ウジて《冨勃

肝管

揖

円

型

川上

川上一等書記生

乾キ．ク

　
　
寺
　
観
　
　
　
　
　
　

卿

艇
輔
懸
麗
磐
鼠
講
庫
灘
幽
㈲
キ
　
吻
霧
　
　
伽
　
海

肺
湘
鞘
鵬
勧
三
三
臨
監
即
断
蠣
朧
斜
脚
欝
＝
瀬
欝
劉
樹
＝
麹
蟹
舘
感
＝
観
＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅぴ　　あわ　　　ぶんしょう
1）「能勢出の近傍にて爾三年前より紙本を植付けたるに」（c）　2）「首尾を合せた文章
かゑやく　　　　　　　　　セアへどこ
過脈～此狂言中第一一の君場なり」（c）　3）本町三丁匿の待合茶屋　4）仮の租税額の中
5）降止め
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濫

二

二

簡

好

閑

冠シ．ス

監シ．ス

頑

簡易

灘蟹

簡易数育法

簡易抵卑

窯印

富員（諸）

　　てい
富員三

宮員録

甘煮

寛永　〔年号〕

二二シ．ス

棺桶

干£

二二1）

覆｝遜シ．ス

観下シ來り．ル

寒雲

閑雅

二二

勧解

　～中

患害

舘外

眼科饗鞍

置解裁判所

鋤解願

感慨悲憶

使用度数9～1の表（五十音順）

鋤解法吏

考工

考工．ウ（相）

考工定メ．ム

考工直シ・ス

観客

感畳

拝格シ．ス

漢畢

　～先生

管轄

　～シ．ス

管轄地方

管轄晦

　～（各）

鑑ミル

看宮

窪窟

寛緩苛酷

喚趨シ．ス

緩急

窩給

還給

感泣シ．ス

丁目士族

還御

湿生

乾魚

勧業課

勧業會議

勧業撚話掛リ
　　ば
勧業二

二業博覧會

二業費

官金

籔苦

患苦

二二

玩具

頑愚

巖窟

官軍

　～方

關係シ．ス

　～（相）

感激

甘言軟行

寓二

二顧シ．ス

君護

　～シ．ス

漱娯

観後

宮護

感悟

　～シ．ス

監護シ．ス

慣行

選幸

　～相成り．ル

　～遊バシ．ス

刊行

眼孔

眼光

刊行磯免シ・ス

貫敷丸　〔船〕

患皆

三三シ．ス

監獄三

宮二二殺

看護人

官祭

宮雀

二二

監察シ．ス

鑑札（諸）

鑑札（新）

鑑ホL三

二散分離

窟私

三三シ．ス

幹事

　～等

訴訟

好事

冠露辛

感ジ入り．ル

幹事総代

幹事長

閑室

感謝

観温

品念

二者2）

患者（新）

願者
　　　そう
含咽飲嚇シ．ス

瘤癌持チ

看守

看取シ得．ウ

慣蟹

カン～カン

　～シ能イ．ウ

官私有地

管守乱

丁準

宮門

願書

干渉

　　　　　　けわしま　　　　　　　　　　ごと　
エ）「往々贋角の懸繰たるありて；吹靱殆んと著しむ」（C） 2）貧乏入のこと

　～シ。ス

感傷

管掌

遽償シ．ス

勧漿シ．ス

宮省（諸）

感情

勘定

　～（無〉

親藩

品品シ．ス

門下掛り

鋤商局

干渉主義

勘定帳

勘定佛イ

宮二

二鱗シ易シ

顔色

宮職制　　　　：

丁目鍼3）

甘簾苗

妊臣

感心シ．ス

韓人

肝腎

寒心恐催シ．ス

巻子

　　3）寒暖計
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カン～キア

陥永

干水晶所

閲静

蘭藤

色税周

忌制束縛

観世誉

脚病

歯面

官船

面面シ．ス

感染シ．ス

壷金

官憲

黙然シ。ス

眼前

頑然

勧善懲悪

感染人

完全蚤

元口

感想

叡山シ．ス

乾燥シ．ス
かべドぞう

萱葦　〔植物〕

贋造

監倉署

濫倉番　〔職名〕

出監換工1）

出席

寛待

感温シ．ス

出塁

宮漏

棟揮

油皿補綴

丁田面面

感歎

使用度数9～1の表（五十音顧）

　～シ．ス

閑談

寒暖計

官地

寛地2）

含蓄シ．ス

鑑中

幅中

宮磨

　～（各）

管謄3）

間諜

艦長

面長

貫通シ．ス

姦通シ．ス

勘附キ．ク

鑑定人

画定人等（蓉）

貫徹シ・ス

寒天

管天寺

官等

宮道

感動シ．ス
　　かつ
頑量難児
　　かん
漢銅團絡

關東都督

蜜等忌中

管内割り

紳嘗祭

油壷
かんにん

官入

願人

元年

観念シ．ス

還納シ．ス

渤農局長

観昔

看破シ．ス

両派シ．ス

旱魑

燥獲シ．ス

看板

甲板

　～上

甲板部

完備

　～シ．ス

窟費

元痴

話病

眼病者

看病婦

官瘤

姦央

姦婦

逡付シ．ス

感服

官服

愚物

漢文

感奮シ．ス

宮兵

富幣大就

心際

御報

面面賢家

漢法馨者

漢法華衛

ガンボオト4》

嘉保者

乾満

歓味シ．ス

管民

需務

艦名

干瓢犯義

血望

鋤誘

　～シ．ス

富膚

含有シ．ス

富膚地

含有物

干與シ．ス

肝要

撚蕪シ．ス

換用シ．ス

元來

1智慮

鼠落シ．X

監吏

韓二

宮吏（一）

宮吏中

宮吏等

管理シ．ス

元利

眼裏

盆立病院

簡略

貫流シ．ス

甘森

酒林

　～外

官林監守

富林凶

歳臨丸　〔船〕

慣例

富令

還暦

干蓮シ．ス

翫弄

翫二物

宮諜視

油
壷
出
車

季
寄
恩
義
規
記
規

～シアリ．り

〔記号〕

〔記号〕

　～シ難シ

騎シ．ス

着ル

宜

技
　おん
儀（御）

擬シ．ス

富合イ

忌明ケ

1）本籍地をかえること　2）「人民に寛地を與へ」（e）　3）管轄庁　4）小軍艦
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來合ワシ・ス

貴誌

奇異

爵位

生糸

生糸曾肚
　　くドじよう

生糸市場

生糸商曾

起閣

儒印

議員（各）

議員（諸）

議員（総）

議員中

議院（爾）

海運

鶴依（不）

酒工・ユ

浦工入リ・ル
　　う
消中萱セ．ス

奇縁

既往

奇臨丸等

記臆

～シ。ス

喋〕

　～仕り．ル

氣後レナシ．ス
　　え
雇欄會

旗下

奇貨

奇稲

露家シ．ス

飢餓

密計

奇怪

器械等（諸）

氣慨

議會

機械舘

機械室

器械代
　　げ
機械傷中

瀬潜工

使用度数9～1の表（五十音｝禦）

來掛り．ル

規需
きかく

椅角1）

遊客所

衣飾リ．ル

聞カシ．ス

懸花珍樹

齢潟

亀鑑

斎親

漁管

漁鎌

機關

飢寒

蹄艦シ。ス

議官

機鍛工

糠蝦士

機關車

奇巖合壁

氣管蔵開衝

機器

聞キ得．ウ

聞キ置キ．ク

利キ．ク

嫌
疑
義
義

軌
危
巌
疑

《副》

聞敢工．ウ

　　　お聞入レ（御）

聞入レ．ル

聞及ビ．ブ

聞キカジリ．ル

棄鍛器物稼穂條

聞込ミ．ム

聞知リ。ル

聞過ギ．グ

聞捨テ．ッ

　だ
聞出シ。ス

聞糾シ．ス

聞附ケ．ク

聞届ケ

聞届ケ．ク

　～（オ）

　～相成リ．ル

奇々妙々

危急

危急存亡：

起居

蹄京（御）

錦京致シ．ス

蹄郷シ．ス

起業

基面

画業公債

面懸

聞課ケ玉イ．ウ

飢饒

　～井

開禽異獣

基金渡シ所

器具

疑擢

鞠育シ．ス

窃寓シ．ス

i菊花

菊花輩

儒君子

義兄

晶晶

既次

期月

議決

　～シ．ス

　～ナリ．ル

危瞼

離隔

　～致シ．ス

　～シ．ス

貴顯

忌嫌

機嫌

　～（御）

紀元

起原

三二霜子

三二上等

三二

寄語シ．ス

奇巧

起稿

紀綱

寄港シ．ス

蹄向シ．ス

鋸港シ．ス

錦蔦シ．ス

藩論シ．ス

キア～キシ

記号

　～等

揮雍

　～シ．ス

蟻回

忌向韓換シ．x’

紀功碑

聞工

聞工．ユ

　～（相）

聞エル　《口語））t

貴國

翻襲

　～シ。ス
きこしめ

聞食シ．ス

趨坐シ．ス

記載

　～方

　～シ置キ．少

氣先
き　さく

氣作2）

生酒

萌シ
きざはし

階
きざ

彫ミ上ゲ．グ

刻ミ職長

岸

季子

起事

義義

奇事（一）

記事中

1）「費蒲馨湊紛々互二騎角ノ勢ヲ弓良リ」（e）
　　　　　　　　　きさく
2）「鯵兵衛ハ至って気作な上に」（c）
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キシ～キハ

　
妹

　
慶
　
　
駈
症
　
堂
三

田
二
階
軸
事
似
質
事
宜
車
～

疑
疑
儀
機
議
疑
氣
議
疑
漁

　
珠
銭

中
シ
賃
　
　
邸
　
所

～
就
車
種
浦
曲
熟
宿
述
術
～

　
豊
漁
妓
器
紀
既
寄
継
被

豊
　
　
　

悔

～
衛
順
書
所
象
性
輩
慷
点
心
上
城
場

　
潜
窟
審
貴
氣
氣
旗
喜
徽
窺
机
齢
議

　・一一sg

喜転座

儀佼車

使用度数9～1の表（五十蜜頴）

議場世i翻卦リ

儀海兵

氣色

　～（オ）
キし

趨り。ル

貴紳

　～（各）

　～〈某）

鬼紳

鬼神続シ．ス

凄
きずあと

疹画

影暴騰出

講敷

築キ．ク

築キ換工．ウ
きずしょ

疵所

傷付ケ．ク

歯軸

　～等

議政

　～等

犠牲

奇石

鬼籍1）

奇論

季飾

氣節

織設

無憂シ．ス

二野

旗艦

基礎

稀躁

競イ。ウ

　～（相）

競イ起り．ル

寄目シ．ス

三三

儒造シ．ス

規則（緩）

規則（諸）

規則（絡）

規則中

規則等

氣息ジ．ス

貴族

規則書（諸）

木曾路

木曾林匠

蹄村

毅損

危殆

北風

北川大尉

鶴宅

　～シ．ス
キタゼ　ルヤン

北日耳曼ガゼツ

　ト
ぼたな

穣シ

回り磨ジ．ズ
　　くだ
來り降り．ル

疑團

戯淡

氣違イ染ミ．ム

氣違イ水

墨着シ．ス

奇中

記田致シ．ス

貴重

　～シ．ス

露鷹

露朝シ，ス

議長席

木賃宿

喫シ．ス

　～終り．ル
きつ玄

屹度　　（（副》

吃下シ．ス

切ッ描ケ

回附キ．ク

拮掘罷勉

拮抗シ．ス

　～（相）

喫茶代績

詰責シ．ス

切手

狐

氣褄2）

詰聞シ．x

吃立シ．ス

規程

規定

旗：事

議定

　～シ．ス

議定書
キ　テ　レツ

奇朗列論

途
圖

飾
希

　～シ．ス

企圃シ．ス

喜怒哀樂
　どい
木樋

麟東

鶴投シ．ス

奇童

議留

所薦文

奇特

奇特餐

木戸三二位『

木取リ3）

機那4）

木梨少書記官

危難

疑難等

氣二入り．ル

記入シ．ス

記入押印致シ．ス

露任

絹羅紗

期年

疑念

記念碑

既納
ぎのとい

乙亥

氣ノ毒

　～（オ）

　～サマ（オ）

騎馬

牙

氣配　〔相場〕

ユ）過却長2）喀の機嫌氣褄」（c）

の爲め」（c）

3）気取り 　　　　　　　　　　　　　うへっけ4）「小笠原島へ機那＝一ピー苗植付
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三舞シ．ス

氣醜

木橋

漁賞

勲坂シ．ス

儀純

黍

巌シ

思越中
ぎびらぬの

黄ZF布等

窃附

　～シ．ス

　～等

驚風

寄附金

齢服

奇胎1）

起復シ．ス

粗服

　～（無）

木札

器物

　～等（諸）
　ぶん
記文

記聞2）

異文

騎兵
ぎべい

器皿

義兵義暴

棄兵探新

奇兵隊（蕎）

騎兵隊伍

欺騙

規換

使用度数9～1の表（五十音顕）

翼豊

期望シ．ス

企望シ．ス

企業イニ量＝リ●ノレ

騎砲工輔璽兵

希望心
ぎ　ぼ　し

擬巨鯨
　まえ
氣前
ぎま

極り。ル

極り文句

君，　儲》
氣味

　～　おん

　～（御）

機密

奇妙

奇妙頂來

鱗民

義務空理
き

極メ．ム

極メル　佃語》

記名

　～（無）

旧名

記名公債讃書

記名四

記名謂印シ．ス

鬼潤

継
ぎもいり

肝煎

議目
ぼもだま

腱鞘

着物

平太シ

議問

疑問

客（オ）

慮3）

客足

却下シ．ス

逆行シ．ス

虐政

逆勢

逆徒

逆匪

脚夫

三糸

客待チ

脚轡（澗）

旧観

杷憂

喜憂

既有

急

笹

葺

宮

笈

求

窮

給

～シ．ス

　～シ．ス

戯遊

暴悪

救醤

　’一シ．ス

救育所

宮腋4）

薙縁

救援

急御呼出シ

鼠壁

休暇

落家

救難シ．ス

奮慣

薔患

蕪親

蕎慣故俗

旧規

旧誼

汲々

笈々

休業

究極

鳩居堂

給金

給銀

給金高

野要

求刑

　～シ．ス

休憩（御）

休憩所

　～（各）

救荒

急御用

窮困

救濟シ．ス

論策

急難

休比

翼羅

仇視ナシ．ス

1）「奇禍一一eqシテ奇福トナリ」（b）

　　　　　　　　　　　　　にょうごきさき
ル亦タ甚シカラスヤ」（e）4）「宮腋妃嬢の平常を」（c）

キハ～キユ

三時

給仕

薙事

急事

群舞シ．ス

窮治シ．ス

給仕小使

休n
牛車

難壁

吸塵シ．ス

奮習

九州臨誌裁判所

　～（葱）

奮守地

響嬢

　～シ．ス

三密委員

救麹酸目

弾轍事件

急所

救助

　～シ．ス

急癌

窟妾

蕾樗

醤城

藩職

懲臣

窮尋シ．ス

急進税則

休戚

毯責

2）「浪花記聞欄内に」（c）・3）f～就融1畿ヲ逞フス
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キユ～キヨ

　～シ．ス

休戦

蕾藏

休息

　～（御）

　～遊バシ，ス

　（御）

　～シ．ス

急促
　　じたく
休息仕度

休息所

　～（御）

急卒に　（（副》

耐塩

及第者

及第生徒

息出シ．ス

宮中

球面

九鼎大呂

仇敵

嘗殿

球燈

　～等

蕉道

牛痘

牛鍋

急難

牛肉

牛鴎薦

牛肉店

牛肉屋

牛乳

落幽

翠俵春

牛馬

窮迫

休泊（御）

蕾幕

旧幕政府

休泊族宿

欝審

牛皮等

三物

休兵

奮弊

　～連

義勇兵

救補シ．ス

急報

奮法

窮乏

使用度数9～1の衷（五十音穎）

　～シ．ス

窮晟

　～等

急務

　～中

糾問

　～（御）

　～シ．ス

　～中

　～等（御）

蕪約

給與

　～かた

　～方

　
承
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科

畜
　
噺
　
　
　
　
　
賦
　
　
　
以
　
　
鯨
難
鱒

　
羊
來
理
博
扇
流
領
陵
例
暦
臓
　
緑
シ
　
　
　
シ
意
衣
　
　
助
助
　

シ
リ
隆
威
域
育
育
撫
育
一
員

～　
牛
薔
窮
窮
転
意
蕾
丘
懲
薔
薔
給
清
暴
虚
漁
駅
御
御
強
卿
狭
画
面
饗
號
藤
島
境
教
敏
敏
海
溝
敏

　　がた
　～方

強雨

強雨丁寧

恐暁

　～三

無穂

　～シ．ス

饗慮善遇

響音

獣化

敏科

狂花

橋下

境堺

敏會

境外

驚骸シ．ス

境界奥地

恐嚇シ．ス

教範

共融金

敏科書

算間

脇間

兇惇

弓墨異

教富室

兇器

狂氣

協議

　～致シ置キ，ク

　～シ．ス

　～上

　～中

　～ナシ．ス

協議魅

協議熟談

協議濟ミ

狂喜舞躍

供給シ．ス

弓墨々

淘々

三々

曉々シ。ス6）

恐儂

狂愚

回訓上

行啓

　～遊バシ．ス

狂言（新）

狂言三番附

輩固

凶荒

郷聖

教校

校合

嶢倖

　～シ．ス

行幸

行幸圖

強國

　～（諸）

侠骨

敏唆シ．ス

狡塞
ぎようさん

仰山

教師（諸）

教師輩

1）「世ノ所謂窮理臼薪ノ工夫ヲ云フ1キハ」（b）　2）「挾ヲ攣シテ1閣トナシ」（e）　3），4＞
わはへ　　をごり

「潤たり驕たり」（c）

駁議よ任す」（e）
5）清国の家麩教師の，一食つき　6）「番外一番ハ曉々せす飽の
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教師等

侠血

郷試中

凶事

敏示

～シ．ス
　くだ　　　　　ご
～下シ．ス（御）

行事

行司

供試歯幣

驕奢

業鷺．

行者

強弱

黛首シ．ス・

虚血

　～シ．ス

旧習

供出

供述

　～シ．ス

血忌法

恭順三三

狭少

喬松

敏場

供駿

行商

驕將

行駄

京女郎

狂入

兇刃

強勢

使用度数9～1の表（五十音順）

置正シ．ス

矯正シ．ス

矯正シ．ス（相）

強請シ．ス

行政

行政窟紀

行政縣宮

行政部

行跡

境線

虫饅

強壮

競雫

　’一シ◎ス

教則

張促

強両手毅

共存旧館1）

驕惰

兄弟

強大

橋i璽、．

凝滞シ．ス

驚歎

　～シ．ス

京地

謡置シ．ス

業中

供殿

仰天シ．ス

仰天ナシ．ス

競黙射談

兇徒

冤嚥

協同

　～シ．ス

敏道1

教導

協詞一致

協同愈就

共同下水等

協同合肚

教導三

共同氏

教導職

敏導醐、

共嗣蕪2）
　　とりしまワ

敏轟取締

京都裁判所

京都本願寺

京都本隆寺

三山シ．ス

画嚢シ略

強迫

　～シ．ス

恐泊

共犯、、

兇勲等

怯夫

恐怖

　～シ．ス

胸部

発風息雨

忌服シ．ス

胸壁

兇面

面法

驚報

強暴

共謀シ．ス

教法家

兇暴残怨

兇暴硯シ。ス

業務

　一上

響動シ．ス

纒文

共有

　一シ。ス　、

郷友

共有金

贈爵地

回養シ．ス

郷里

胸裏

共立中學

共立人

橋梁

　一一等

協力シ。ス

協力商店3）

強烈

行列、．

　N　おん

　一（御）

強魯4）

共和

共和政治

共和政体

共和政府

共和政論（非）

共和油

壷榮

　　キヨ～キヨ

漁翁

炬火

許可相成り．ル

許可棺成リ・ル

　（御）

許可致シ．ス

許可下シ．ス（御）

許可シ．」Z．

三二

無害

極目除患

頁額

堂爾

拒救挽回シ．ス

漁業

醗金

　，～シ。ス

極

曲

局外

旭輝

旭旗

極刑

極困餓死

玉座

旭日重光章

旭醸小綬輩

繭從

　～シ．ス

極論

極大

玉体

局長

極黙

極度

1）共存岡衆館〔第4表参照〕

ffEセシバ」（e）

2）・コy．ミュニズム　3）消費組合　4）「強魯ノ兵ヲ
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キョ～キン

掲務

野卑

極論シ．ス

互鯨（一）

芸月中

暴行

　～シ．k

短抗シ・ス

璽豪

暴國

表凹

凹遮シ・ス

虚弱

居佐

　～シ．ス
　　　ばく
暴首回蒙シ．ス

野駈

魚商

虚飾

漁人等

渠帥

虚勢

警世

御製

拒絶シ．ス

漁船

駅笹

野多

亘大

居宅

許諾

　～シ．ス

暴朝

魚腸

店
動
肉
年
蟻
夫
御
物
聞
翌
翌

魚
墨
魚
去
聡
警
繰
出
虚
去
三
隅器齎乏

　～シ．ス

箆萬

　～（幾）

溝水寺

清水堂

魚網

魚油

許窓

清ラカ

1鵬佳

四二

居留

　～シ．ス

渠流1）

居留公使

居留地

響狸

豆力

踵離里藪

魚類

嫌イ．ウ

氣響
き　らこうきょ

綺羅紅裾

使駕度数9～1の表（五十音順）

霧

奇利

切り2）

切り．ル

義理

切り入り。ル

切落シ毎

伐卸シ．ス

桐額

切望

切口上

切殺シ．ス

切裂キ．ク

切下ゲ．グ
キリ　シ　タン

切支丹

キリシチャン
　じに
切死シ．ス
ギリシや

希臓兵

切捨テ。ッ

基督一致敏會

基督敏

基督教民r

起立シ．ス

切付ケ．ク

起立者

切戸口

斬取り強盗

桐二

二扱キ。ク

切放チ．ッ

切判形
きりひら

開門キ．ク

切幕

桐山石川縣令

窃留

～シ．ス

寄留届

器量

二二

氣力

機二

二レ　〔布）

切レ．ル

奇麗

鍮路

　～（御）

妓櫻

記録

記録描り

木鉢駄3ン

キロメエトル

議論シ．ス

議論中
きわ

際

疑惑

　～シ．ス
キわ

際立チ．ッ
キわま

極り燵｝サ．り
きわぜロの

際物師

禁

門ジ．ズ

錦衣

金品玉食

均一

金員

金員取立方

金圓『

金貨

欣賀シ．ス

銀貨

雪乞

1）「弓量爾渠流ヲ生ス」（e）　2）「三三鵜；冒1の切り」（c）　3）狂書の題名
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銀河

近海

銀塊

檎獲シ．ス

二二

金額（惣）

　がわ
銀狽蜷計

金函

近岸

温温

欣喜

　～シ．ス

近況

　～中

僅々

金銀

金銀貨「

金銀鑛
　　にく　し

金銀箔紙等
きんぐ

窟窺

謹啓
きぶドげき

舞隙　　Ψ

金穴

金雰

金面

謹言

禁鑓

　～シ．ス

近薙

逓鰹

銀行（各）

銀行（諸）

銀行（両）

銀行等



銀行殊高

近郷近在

銀行國

銀行紙幣

銀行集會

銀行條例

銀行税

銀行手形
　　　　　ら
銀行嚢超人等

銀行役員
　　とう
金穀等

禁獄

　～致シ．ス

近國

禁獄人

筋骨
並こん

批難

欽差　〔職名〕

近津

近在

近在所々

海難大臣1）

近山

　～シ．ス

近時

銀地
　じがね
銀地金

銀地理費

近事評論
　しゃちほこ

金繍
：金主

禽獣

謹述

僅少

近小
ぎんしょう

鰍衝

近所近逡

金数

近撚

禁制

近接．

使翔度数9～1の表（五十音顛）

　～シ．ス

緊切

欣羨シ．ス

欣然

銀鏡
　　　ニラ
金象嵌貞2）

豊強

金属

近村

勤惰

勤怠

錦地

串着

近町

謹直
　つば
金鍔　〔菓子〕

勤鮎

近島

均同

時銅器物

銀鼠

近年

金納

金牌

金盃

銀盃

　～等

金箔

金屏風

　～等
　べい
金米3）

金瓶櫻

近隣

勤勉螢力シ．ス

欣慕

　～シ．ス

近琉

金1薦家

吟味

　～シ．ス

　～上

　～仕り．ル
　やく

勤役回聞

金融

緊要

近來

金繭

金利

金力

近隣

禁令

守勢

　～今

金腺

金藤公債

金轡公債証券

金藤公債証書

　～先生

苦
愚
具

　～シ．ス

工合

臨金

轡

喰イ．ウ

　～終り．ル

悔イ。ユ

隔域内　　、

県域名樗

喰過ギ．グ

喰違イ

喰尽シ．ス

喰詰メ．ム

喰詰メ士族

悔イ恥ジ．ズ

クインスランド

　クラブ

寓シ．ス

野饗

察虚

察言

筥嗣

宮司

三略

盗船

偶然

室乏

室論

苦役

医愈
　がい
苦界

匠劃

キン～クシ

闇闇幹

苗時

勢

釘

苦境

三密
ぐきょう

弘教僧侶

匪々

括リ．ル

搾り．ル

括り緒

公家衆

愚見

薩戸長等

臨戸長職務

葺
くさ

膿イ　　《口謝

囁裁判所

草刈籠

草木

草取リ

草葉

草花

溝レ驚
く　じ

公事

蔑驚
くじ

簸挙り

挫キ．ク

挫キ身

愚葺
く　じゅ

ロ授

　～シ．ス

九十七力村

九重ノ塔

九十六力町

駆除

1）「旧本よ駐翻の清國欽差大臣」（c）　2）藤はたる，酒を盛る器　3）「金米併納」（b）
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．クシ～クリ

苦情

具駄：

　～矛習成リ．，レ

　～シ．ス

九三匪　〔区画〕

騙除方

鯨尺

具申

　～シ．ス
くす

樟

屑糸

崩シ．ス

藥

崩レ．ル

崩レ落チ．ッ

山

門制

口説

曲四

苦戦
ぐせん

具鷹

歯

糞汗鼠）

管　　　　　、

躯躰

九大匪　〔区画〕

砕キ・ク

碑ケ．ク

下シ賜イ．ウ

厳物

　～（諸）

下り魚

下リ旧
くだんザ

件

、使用度数9～ヱの表（五十音順）

九平坂招魂就

愚痴

目蓋

口機ナシ

騙逐

　～シ．ス

曲面
くちばし

啄

口走リ．ル

匠長く奮）

臨長等

隈長総代等

具陳シ．ス
クツ

鞍

屈シ．ス

苦痛

　～シ。ス
くつがえ

覆シ．ス

覆り．ル

掘起シ．ス

屈i撮

掘彊

屈曲

屈指

　～シ．ス

回転シ．ス

屈辱

屈温シ．ス

屈擁シ．ス

日傳

九店杜　〔禽就〕

九店丸　〔船〕

九等警郡

口説キ．ク

口読キ立テ．ッ

功徳

功徳利盆

富内卿

宮内省中

苦難
　お國（御）
　じゆう

國中

國重大書記宮
　ぶり
國風（オ）

國詐

館山費

公人役

苦熱

配り・ル．

甲立

詠出り
　びぎ
首引

供奉致シ來り．、。

供奉シ．ス

供奉中

供奉ナシ．ス

工夫

　～（新）

腿風

供奉富員

塵分

　～シ．ス

匠分表上

糊膏

　～致シ．ス

　～シ．ス．
くぼ

窪

凹ミ．ム

凹ミ出シ．ス

油

島

熊谷三稜

熊谷裁制所

熊谷奪

熊野繍祉
　やしろ
熊野就

熊本縣令

熊本士族

熊本素心

熊本入

熊本隊

熊本鎭璽

熊本丸　〔船）

組

輿シ。ス

組ミ．ム

汲ミ．ム

取合

組合イ．ウ

組入レ．ル

汲受ケ．ク

組頭

酌換ワシ．ス

組込ミ。ム

組立テ．ッ

組附キ．ク

汲取リ．ル

汲掌り方

汲取り人

塵晟

匝務所（各）

纏名

雲

蜘蛛

曇り．ル

苦1廼・
くやし

口悔涙

悔ミ

悔ミ．ム

供養

藏

階シ

位

　～

　～シ．ス

喰イ込ミ．ム

倉替工

暮シ、

暮シ．ス

　～遊バシ．ス

　（御）

　～居ル
くら　コ

比べ．ブ

比べ考工．ウ

匿退
く　り

庫裏

操上ゲ．グ．

繰合セ．ス

繰纏
繰替手・タ

　～置キ．ク

流々坊圭

操込ミ．ム

クリストホア・

　コロンボ號

　〔船］

繰出シ．ス

首引キ2）
くりや

厨

　　くそあせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

1）．「辮歴らレて」（c）2）　rEt　9霧しみがら繰り引き鵬壁磁り」（c）

94



焼
慮

栗
苦

　～シ．ス

繰綿

狂イ

狂イ．ウ

苦シサ

苦シ紛レ

苦シミ

苦シメ．ム

　おん
車（御）

箪井1）

車坂門内〔施設〕
　　　がすり
久留米飛白

廓

　～中

暮レ

暮レ．ル

奨レ．ル

英々　　側》

晶々も　《副》
くれない

紅

品評郵便局

黒

黒シ

苔勢

愚弄

グロオセス弩

　〔船〕

黒髪

黒川十五等出仕

黒々

黒地

黒田開拓長官

使期度数9～1の表（五十音顯）

単玉

黒羽藩士
　ビ　ロ　オ　ド

黒天鷲幽
くろ

贈ミ．ム

桑

加工．ユ

企テ居ル

クワックイ2）

紡言》

桑名藩士（薔）

臨割リ

頒ワリ．ル

軍

出

軍耐湿

面謁正

勤一等

古跡シ．ス

郡界

軍毒除

軍監　〔職名〕

軍艦（各）

動暴

郡颪外　一

輪臨内

郡匠戸長

君艦長

郡麟慈

郡灘慈舎

郡匠吏員

君灌内

薫香

軍功

君子

軍事

軍事會議

君茎人　一

条四等

軍事避病院

鴛主・

群集

　～シ．ス

軍需局

動章

郡書記

繭紬

癩人

軍人（各）

郡制

軍制

軍勢

薫染シ．ス

軍慮

軍鶴

郡村

　～（各）

雷除中

軍潔

斎中

鴛長

軸出

軍長

動等

訓導

動二等

軍備

軍費

軍服

クンブリック

　〔船〕

軍晶

群牧

群馬縣令

軍務

郡務所

君命

郡名

四宙院

軍門

郡邑

軍用

群羊

軍用金

軍律

軍吏副

訓練

勤六等

渇
け

氣3）

下

實に

卿

兄

景・

婦

警シ．ス

掲シ．ス

慶シ．ス

藝

慶安

纒緯

《副》

（（代名）〉

〈（代211　））

〔年号〕

　～シ．ス

面面シ。ス

出面

クリ～ケイ

　～シ．ス

警衛

形影

纒螢措置上

漢淵

題画　〔年号〕

慶鷹義塾

纒過

　～シ．ス

　～シ回り．ル

慶賀

警戒

形骸

警戒渡激シ．ス

罫需

誹較シ．ス

警窟

計凶

漢間

京畿

景氣

　～（不）

刑期中

藝妓

　～等

輕氣球

輕騎兵

藝妓舞子螢業

輕暴

露暴弓隠ス

臨画シ．ス

鯨魚　’

藝業上

荊棘

け

氣」（c）

　　　　　　　　　　ろくろ1）rいっかハ巡る草井の麺櫨せわしき出世湯と」（c） 2）尺とり虫の一種
　　さん
3）「産の
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ケイ～ケコ

輕々　　幅1ゆ

輕々地に纏1》

経験

輕減シ．ス

繧験熟練シ．ス

稽古

　～シ．ス

経國

掲載

二二

　～上

輕罪

輕鐸者

経学書

経三論

警ii翼

　～用

警察宮

　～等

警察密吏

警察罰講

警察事務

警察出張所

警察費

　～申

警察分暑

警察本暑

計算シ．ス

計算上

欝算書中

計算書類

警親

使用度数9～1の表（五十音顧）

罫紙

京師

輕親シ．ス

総嗣シ．ス

掲示

形似

敬事シ．ス

警観警學校

刑事課

警親宮

刑事裁判窟

露霜除
温温第一一・一xec

温温第三課

警観法

二二病院

警醗分署

警視本瓦

警二本署長震

二二

傾斜シ．ス

藝番

藝春面取り

傾二品慕シ。ス

掲出シ．ス

掲患シ得．ウ

無論

藝術叢誌

景象

警鐘

嘉承シ。ス

叢記

形状

　～等

景状

刑瘍

敬上

　～仕り．ル

蕩心緩急

藝娼妓

敬紳

形勢

傾城

警世新誌

形跡

　～上

螢雲

迎接シ．ス

纒線

葱購シ．ス

綴迭物等

携幣

　～シ．ス

境内
　たく
警急

恵澤

景致

操重

　～シ．ス

慶長　〔年号〕

京兆1）

慶長小’＃1

輕重大小

兄弟（諸）

兄弟中

兄弟妻子

悪投

藝人（諸）

競馬

先口

刑罰

纒費

警備

警備掛り

維費勘定帳

経費金

警羅

輕侮シ．ス

警部等

警部心得

警部試補

警部巡査

景物

温血補

藝振り

緩母

敬慕

刑法

警報

鋼法草案

輕砲兵

伽羅

威名シ．ス

藝名

契約

纒由致シ．ス

経由致：シ來リ．ル

濾出

形容

　～シ。ス
　らい
恵蚕シ．ス

鶏卵

警吏

刑律

計慮シ．ス

敬禮

　～シ．ス

面長式

纒歴

　～シ．ス

渓路

ケエト号　〔船》

毛織リ

怪我

下界

汚シ．ス

怪我人

下款2）

激シ．ス

撃馬術

激昂

劇剤

劇症

劇場

激応急濡

激職

　～シ．ス
　たく
撃訴3）

手筋シ．ス4）

激怒

激動

激動暴富シ，ス

激嚢シ・ス

劇言李

激文

面虚

威属

下稿

1）首府　2）「府縣事務章程下款第三十九條」（a）

4）「諸Jll一時に激滋し」（c）

3）r繋析i四声にて御出棺」（c）
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今朝
け　さ

袈裟
け　し

嬰粟

漕シ．ス

夏至
け　じ

下知シ．ス
けしいん

濡印シ．ス
け　しモ

氣賢
げ　じ

下車

下車下馬致シ．ス

下宿

　～よう

　～檬

下旬頃

下女

化粧道具

下水

　　ズわ
下水際
けず

醐リ．ル

懸想シ．ス

懸想ナシ．ス

桁

下駄

撃高シ

蹴立テ．ッ

下駄屋

桁行キ

下段

決

手

次意シ．ス

欠員

血液

結果

血氣

滞貸

　～シ．ス

歌議家1）

月給

結局2）

欠減

結構

　～三

縄行

使翔度数9～1の表（五十音顯）

絡》

　～シ．ス

結合

　～シ．ス

　～シ．ス（縮）

庚算

　～シ．ス

　～成シ下サ

　リ．ル（御）

結穀

　～シ．ス
　しゅ
結衆3）

潔浄

月色

決心

　～シ．ス

結束シ．ス

単帯シ・ス

決漸

月旦　　，

決定

　～致シ．ス

　～シ．ス

　～シ難シ

欠黙

ケット喋）

潔白

月波縷

月表
　べつ
月驚

月イ奉

月報表

結末

月末

月夜

映約

結約

主用

月曜日
け

氣取り・ル

下人

懸念

　～シ．ス

蹴外シ．ス

蹴放シ．ス

下評シ。ス

下品

黛振り
けみ

閲シ・ス

煙

下落

　～シ．ス

下痢

下劣

　～シ．ス

下郎
ケ　　ワ

瞼阻シ

瞼

劔

三

星

強シ．ス

献ジ．ズ

減

輝

輝lc

現ジ．ズ

眩ジ．ズ

瞼悪

元悪5）

椹威

《翻

見一6）〔珠算〕

検印

　～シ．ス

現員

鍮員帳

現受命

減役

検閲使

喧曄

絃歌

減償

縣會

見解

限界

言外

縣回議蕩

玄海丸

懸隔

ケサ～ケン

　～シ．ス（椙〉

限叢シ，ス

糠星

喧嘩口論等

噛癖

無官

玄蘭

薄野聴

献窃シ．ス

嫌疑

　～シ．ス

建議シ・ス

建議者

減却シ．ス

研究

　～シ．ス

研究三明シ．ス

研：究錬磨シ。ス

漏壷
漏llll

　～等

現～兄

蒙勤

献金

　～シ．ス

現金

鞍懸

元i動

総計　〔職名）

剣戟

轟々

漏々7）

椹藍

建細

身藷三三轡轡翻ζ轟）識鼠講薪鑛繁1）・）3讃懸9
漏々ノ初メニ豫防ス・レノエ知（b）
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ケン～ケン

　～シ．ス

嚴謎

建言書

堅圃

健康

　～上

朧衡

　～（不）

堅廣

素行シ．ス

二品

原稿

現行

椹衡鰹重

堅岡i無比

品品

高島絡代人

原告代言人

乾坤

捻査シ．ス

賢妻
　さい
減殺シ．ス

現在

　～シ．ス

現在患者

強面員

瞼査官

鍮査宮員

解由事務

温感捕吏
けんさん

幹山焼1）

擁醗

絹糸

使罵度数9～1の表（五十音順）

譲歯

元使2）

原始

元治　〔年号）

検事課

捻事二

黒事局畏

元始祭　一

原質　　　・

現時通貨

縣鮭

倫奢

賢者
けんしゅ

欝首

堅守シ．ス

漏話

嘉言

顯出致シ．ス

顯出シ，ス

捻出シ．ス

現出シ．ズ

原書

減除シ．ス

賢相

雰状

献上

減少

　～シ．ス

現象

現状

源勝黒

焦上品

二丁

二二

橿i二

野震器3）

元帥

減水シ．ス

雰歎4）

権敷5）

間数

減数

現世

牽制シ．ス

　～（相）

縣税

減省

　～シ．ス

絃聲

牽聖日擁

牽制スル等

堅石

罪責

魏籍

建設　　・

　～シbス

建設スル三

野然

健：全

堅全　　　・

綴然

瞼姐

減租

舷側

献替

男帯シ．ス

減退
　ち
軒軽

縣地

縣治

建築シ．ズ1「’

建築上t’t

建築工程

建築修繕費

建築長

建築法

縣知事

平治提要

現虫アルコオル

　漬

顯著　・・

原著

思懸（薔）　’

縣磨下・

縣府内・

原罪

漏渦

職級

漂傳L

軒燈

検討等

劇道

舷燈

原頭

減等

減等千三

倹徳

元和　〔年号〕

槽内　；・・

三内　．・

元和年中

廉四

隅任シ．ス

献納シ．x

犬馬

現場．

玄藩石、

建白シ．ス

建白書

現嚢シ．ス

原堅

甲被6）

漂被告

原品

絹布

献付シ．ス

元服

見物（惣）

見物シ・ス

現物

見物入

見物番

玄武丸　（船｝

見聞

　～シ。ス

見分

　～シ．ス

原文

原簿

憲法

減法

嚴法

管轄徳策

擢謀攣詐
けんぽなし

枳棋〔植物〕

原野中

研磨シ・ス

玄米
けんみ

検晃

嚴密

巌潮回苛

縣民

1）乾蟻2）元嘱の儲3）地震計4）勝数六万七千噸六＋凝縮主一x四
千三三1彗1五十三ノx」（c）　5）権謀術数　 6）原告と被告・
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二二

件銘

顯明

認明

原野

鹸約

源由

原理

槽理巻
けんりつ

建立シ．スユ）

三略

源流

謹話シ．ス

椹力

幅利論

縣令（前）

堅牢

元老

元老議官

盆六園

聖霊2）

眩惑シ．ス

個

鋼3）

緬4）

　～毎

子等

濃シ

鼓シ．ス

糊シ．ス

爆
期
　あキんど

小商入

意
イ
シ

故
懸
三
三
懇

使用度数9～1の表（五十音順）

請イ出デ・ズ

小池

小石

小石川砲兵本廠

慧イ慕イ。ウ
こいねが

翼イ．ウ

翼クは　欄⊃

懸イ煩イ

稿

工

項

交5）

巧

零

墨6）

候マ）

行

理

工シ．ス

抗シ．ス、

耗シ．ス

考シ．ス

較シ．ス

校シ．ス

講ジ．ズ

薙ジ．ズ

　～玉イ．ウ

困ジ．ズ

　　田一　～7牒ア・ツ

斯ウ

號

　N

《翻

　～シ．ス

郷等8）

考案

萄安

行爲

厚慧

好慧

黄萎シ．ス

拘引

　～（御）

　～シ．ス

　～ナシ．ス

股淫

後胤

拘引繋獄シ。ス

降雨

手甲雲

耕転

幸運

幸榮

公盆

敷i饒

拘役

交易利潤

公選

　～内

宏遠

高遽

公園地

好悪シ．ス

好悪取捨

甲乙9）

高慣

弘化　〔年号〕

光華

好果

降下シ．ス

畷過シ．ス

航海

　～シ．ス

　～中

公禽

後悔シ．ス

三皇害

港外

慷慨

號外

慷悔家　、

航海學

航海徳

慷概悲歌

航海免歌

航海歴史中

高閣

航客

礫礁

後學

工母

線學外

航過スル等

三田

狡病躯

四病族

交換

　～致シ．ス

　～シ・界、

更換

　　ケン～コウ

後患

高宮方

畢丸

強姦

高宮貴紳

高官顯職

贋貫堂　〔店〕

交換法

光輝

香氣

高貴

興起シ．ス

朝議

交誼

剛毅

講議室

幸吉丸　〔船〕

後脚

後寓

購求

　～シ．ス

考究

講究シ．ス（縮）

號泣シ．ス

皇居

公許

　～シ．ス

　～シ置キ．ク

行暴

抗矩

後歯

舞去シ，ス

香魚le）

ロ供（假）

公共

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃう　　こ1）r先帝の石像を～建立ぜんと」（c）2）珠算用語　3）「杖。鍛のこ罪」（c）4）魚卵「肉

及び鯖」（c）5）F四鷲月の交」（d）　6）学校　7）気候　8）「宿騨浦郷等ハ」（e）
9）「其純粋ノ度甚ダ甲乙ナキカ故二」（c）　10）あ中
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コウ～コウ

慢驚

硬強

興行

　～致シ．ス

　～シ。ス

　～中

工業

学業

功業

三業　〔会甦〕

剛強

工業資本

公共心

功業世界

興行笏

興行瘍所（e］it融）

鞘組不屈
　　せんくん
紅裾茜襯

合金

甲群

行軍シ．ス

行軍式

甲家

高下

口鰹

工藝

合計

　～シ．ス

攻撃

　～シ．ス

好劇蕃流

攻撃線

膏血

高潔

破穴

豪傑

好結果

航檬

敷験

公権

厚春

后見

高見

甲縣下

灘言

江湖

向後

口語

航行

　～シ．ス

港口

江ロ

功効

孝行

公行

三寸

坑欝

紅光

口々
こうこう

香合

甲號

軽々

皇后密

　～（両）

需々然

塞后ノ嘗

公告

　～シ．ス

侯國

使用度数9～1の表（五十音順）

釜國

廣告文

廣坐

高坐

交際

　～上

公債

　一（諸）

光彩

公裁

虹彩炎

公債課

公債轡リ・

交際官員等

公債誼書（蓉）

公債図書（諸）

耕作〔

工作

工作局

工作局長

考察

　～シ．ス

興産

懐産

破山

高山

　～（一）
こ　うし

憤牛

公使

　～中

公私

考試

孝子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
承
　
　
　
　
略
騨
　
　
　
　
　
　
　

賦
　
堺
、
、

　
〃
外
回
シ
　

ル
中
館
館
輪
灘
　
ぴ
日
　
　
　
シ
シ
駈
・
期
生

士
子
師
使
事
　
餌
ジ
士
子
骨
使
時
漆
弾
幕
㍑
事
念
者
欝
守
手
手
取
家
襲
中
習
～
～
習
翅
述
書
所
二
女
爾

高
格
早
行
工
商
好
嵩
婁
孔
公
公
好
学
日
畷
酒
瓶
稜
巧
公
平
糧
嚢
興
野
聴
講
講
　
　
講
講
口
口
高
甲
工
高

leo

　～シ．ス

公稽

　～シ．ス

公商

工商

講論シ．ス

交情

攻城

目上

酵情

皇城内

豪商

　一”（一）

号鐘

強情

工商者

強情者

交情：友誼

紅色

公窮族行中

後進

行人

工人

後人

好人物

行進方位

洪水

好事家

好事者

後世

公正　　　．

三星

更正シ．ス

好政事



公正無私

好政略

三石

　～等

功績

講席

二面

降雲

紅流

量読問答

孝節録

交戦

光線

公選

　～シ．ス

黄泉

口証

公然

公逡會
　　ば
鑛泉場

公転法

　～シ．ス

貢租

彊訴シ．ス

宏駈

高話

高燥

抗争シ．ス

構造

豪三

校劉

梗塞シ．ス

使矯度数9～1の表（五十音順）

張賊

控訴状

控訴上告手三

郷村（各）

交代シ・ス

抗饗シ．ス

宏大

皇太盾窟

廣大無量

光澤

耕宅地

公達
口達（働

講談

講談會

講談直論シ。ス

耕地

甲地

好地

高地

紅茶

航蒋網成リ，ル

紅茶製法

蛭虫

温品工
　ちゆつ
二部シ．ス

緒
長
点
通
通
痛

光
校
宏
乙
張
更

〔年号〕

航通シ．ス

高低

皇帝

抗抵シ．ス

拘泥シ．ス

後定期試験

孝悌忠臣

公敵

更迭

甲鉄

甲鐵艦除

好天氣

好典三

二天悶極1）

紅燈

貢糖

咽頭

高等

後頭

皇統

公道

講堂

　～等

孝道

強盗

合同シ．ス

弘道館

浩蕩深大、

強盗放火偶造賓

　貨人命犯

港内

構内

項内

後難

後任

後年

高年

効能

貢納

豪農

効能書キ

　～中

豪農富商

洪波

攻破シ．ス

　ば
工傷

向背

公褒

　～シ．ス

向背好悪

公二代鱈

紅白

痴白

公伯

厚薄

廣漠

紅白旗

厚薄淺深

紅白縮緬

耕絶細砕シ．ス

二二シ。ス

毫髪
こうはら

業腹紛レ

公判

後詰年

公鋼欄内

二言

粍費シ．ス

紅眉

後備

後備軍

公費生

交付

　～シ・茎

磯夫

1）丁癸天隅極濁埃ノ能ク」（e）

101

コウ～コウ

公；布根成り．ル

公布シ．ス

二三シ。ス

工部

荒蕪

豪富

工部卿

幸輻

康福

洪編

降服

　～シ．ス

二丁按寧

幸爾者

工部擢大技長

工部省
　ふだ
講札

工部大學校

工部大輔

荒蕪地

磯物

亡婦傳

好父母

被ブリ．ル

下刷

後文

行文

　～中

公酒中
こうべ

頭

工兵

　～（各）

公兵

公李



コウ～諏グ

　～（不）円

工兵螢貯

工兵毒除長

好癖

棘戸交易甦

紳戸立判所

　～等

後篇

行歩

黄暮

公法

通法

公報シ．x

号砲

脳槽

興米

豪魑

竈末

傲慢

傲慢自負

香味

功名

巧妙

豪毘

公務

　～上

高名

公名

公明1）〔法令〕

公明法

後面

騙蠣平

芝門

間門

野
課
ゆ
艘
勇
罵
用
葉
養
用

畷
合
膏
剛
功
効
紅
孝
公

使用度数9～1の表（五十音順）

高陽赴員2）

　名）

公用文

後來

向五

香蘭癒

小室リ
　り
黄鵬

公理

公利

行李

高利
　　か
小鰭償

小壷商店

公立

公立學綾

　～（吝）

公立小三校（各）：

合率比例・
　　ねだん
小壷直毅

重留

　～中

興隆

　～シ；ズ

合流シ．ス

　　黄乙丸　〔船〕

　　行振

　　考慮シ．ス

　　香料
　　・好更
　　ごうりょく
　　合力

　1効力

　　光臨

　　恒例

〔職　宏麗

　　糠禰3）

　’行文シ．ス

　　皇露稗鼓弓

　　航路

　　懸盤

　　香典

　　功勢

　　公論

　　高論

　　後論

　　高論卓読

　　講和

　　講和條約

　　護衛シ．ス

　　護衛シ奉り。ル

　　古往今來

　　五大橋

　　小踊リシ．ス
　　ロオヒイ
　　麹珠

　　麹排苗

　　素躍碗

　　氷屋　　　、

　　胡笈

　　古歌

　　戸外

　　誤解

　～シ．ス

五戒
ごかい

御払始メ

碁客
こかげ

木蔭　　・

木蔭纏キ・

焦シ．ス

強堅シ

澗渇シ．ス

五悪魔三

木嵐
こ　かろじ　ご

懸盤（御）

枯乾シ．ス

澁寒

古記

古稀
孤危

狐疑シ．ス

語華

墨去り．ル

　だ
漕出シ．ス

型付ケ．ク

漕列ネ．ヌ

古器物

胡弓

呼吸シ．ス

幽居

漕寄セ．ス

古金銀

古金銀銅貨

刻

　～シ。ス

穀

酷

巽シ．ス．

獄　　　・

ごく

極　　　《副

穀雨

・虚察

黒雲

國運

國盆

画盆民利

暴論

国華

國素

図界

獄外

国會議院

図鑑纒濟

国家重事

極寒

國旗

酷盧

國境

刻蕃

　～シ．ス

刻苦馳駆シ．ス

國計

國罐

国憲
　　ころ
刻限頃

国庫

國光

國債

露頭シ．ス

國債局

國産

魔窟

諸事

告示

　　ヒクシヨンイクイデ　

ユ）「陰制公明雨法ノ蓬i歩ナシ」（e）

3）「糠爾ヲ簸テ」（e）

　　　　　　　　　　　たんとう2）「演説者は高腸社員ユて掴賞せらるムよし」（c）

le2



　～シ．ス

獄司　　　帖

盛事犯

國事犯律

融手

　～（某）

國難

國書

酷暑

黒総

旧情

極上品
　　もの
極上物

黒色

國書文輩

敵人

　～中

蒸徽

國是

囲勢

國馬

繋視

告訴

　～ジ．ス

國髄

石巌

石代相傷
こぐち

小口

獄中

黒黒謝護

賊塞・

國土

熱閥屋

画面シ。ス

内
難
板
費

圏
紬
縞
麟

使期痩数9～1の表（五十音順）

　　おん
　～（御）

小首

極微

黒白

國品

極貧

國風

國分寺

國法

國民愈

國民軍

画論致シ．ス

告諭致シ置キ．ク

馬歯世界

小倉分螢・

國魁

獄吏

獄裏

國立銀行

國立銀行條例

國力

闘蓮院’

獄牢

五君

五郡

後家

　～サマ

固形体

虎穴

孤月
ご　け

御家入

五縣下　，

沽劣地税額

午後過ギ

糊ロ

戸ロ

湖口

御渡

後号
こ　こ　かしこ

義血何塵

五穀

謹昏

絶國資治

心地

　～シ．ス

心地好シ

小言

九重丸　〔船）

心慮リ

心得（御）

心得異レ。ル

心得書キ

心得：方

心得違イ

心懸ケ．ク

　～罷り在り．り
こころざ

志シ．ズ

心立テ

心付キ．ク

心ナラズ幅嚇

心根
こころみ

試

試ミ．「ム

試ミに　幅1D

心持ヨシ
　やすげ
心安氣」

曝
　
韻
－
、
　
賦
雛
シ
吻

シ
八
　
シ
人
三
態
ナ
隷
回
り
　

4

許
シ
嘉
言
　
細
面
心
心
作
心
乱
刹
座
ざ
座
論
山
　
　
師
子
シ
事
子
時
～

心
二
業
五
塵
篁
後
小
台
小
小
三
三
御
御
御
感
腰
輿
故
虎
越
故
蕎
午

　
　
　
「
重
　
　
，
　
賦
　

ル

　
　
　
緬
二
　
　
　
年
噛
ケ

頃
狩
縮
弱
場
　
力
つ
付

～
正
距
色
色
帯
疾
臼
十
”
彊
じ
事

　
五
山
五
五
互
癒
後
押
”
牽
・
古

le3

コク～コセ

五十鏡銀

古史傳〔書名〕

小島

清者

戸主

　～（前）

圃守シ．ス

五洲

五十日祭

五十花嫁

義血

故障

湖上

後生

小鳥無

11、蒸漁船

五識駐

小姓組

ノ」、姓奉公シ．ス

誤植・、

馬食
コシラ

製工．ウ

湖心

油入

故人

小新聞

湖水

戸敷劉法

話．

出頭天王

後世

五星

戸籍

古昔

五四

戸籍帳



質セ～コラ

戸籍面

魚船

古銭

御前

古戦跡

虫膏

油｛曾

護逞：

　～シ．ス

ー＝ソ〉泥棒

墨ツて

暴りて
こぞん

・午餐

側》

幅勃

　～シ．ス

「古代

答工能イ。ウ

答工難シ

炬燵

：誤股シ．ス
こ　だな

魚店
こ　たび

此度
ロ　ダマ

木精

露玉宮内権大書

　記宮
．故讐

こ　　ち

此地ノ人

固着シ．ス

孤三

五中隊

鰯蝶

伍長

伍長心得

戸長職務

骨

『兀

忽焉と／t

小遣

小遣部屋

骨節

忽然

ゴッド）

骨堂

骨董物

小手

使絹度数9～1の表（五十音順）

副手田滋蟹縣令

古轍

誤傳

藩

士等

古銅

古陶器

古銅器

五等賜金

五等出仕

五等年金

古銅曲

事欠キ．ク

事柄

五徳

ゴト〉“副》
　ぎミ

事状
　
こ
　
　
　
ぐ
へ

更
更
照
年
ず
素

謡
殊
・
今
事

欄》

言歯軸子

五斗取り

異り．ル（相）

殊ノ外に《副》

言葉（御）

言葉戦イ

霜曇羅宮

事寄セ．ス

小鳥

諺

断り

噺り．ル

　～（梱）

～申シ．ス（オ）

粉茶

古二分判

誤認シ．ス

控ネ直シ．ス

五年越シ
このあいだ

此闘

近衛

近衛局

近衛隊

近衛鎭蔓

近衛兵

近衛兵螢

近衛砲兵

近衛砲兵除

近衛歩兵
このじゆう

此中

此世

誤伐シ．ス

挺ミ．ム
こば

阻ミ止メ．ム

午飯シ．ス

媚ビ．ブ

木挽キ大工

小膝

古筆乎鑑

五百羅漢念数

誤謬

桔苗

虎豹皮

雍負シ・ス

鼓舞シ．ス

古風

呉服渡世
こぶし

拳

五分税
こぶつ

古物

小舟

小降り

古墳

子分

誤聞

五分暑

衝幣搬ギ

古法

後報
ごぼう

午房　〔植物〕

古法象

古木
こぼ

覆シ．ス

毅チ．ッ
こぼ

覆レ．ル

韻麻油

狛犬
こまえ

小前

細力に
ご　げ

胡麻カシ．ス

細〉と
小間物

濃ヤカ

羅り．ル
ごみ

垢

小耳

御冥加上税
ゴ　　ム

護i漠

小謡

小結　（相撲〕

ユ）神

104

小嬢

籠メ．ム

古名將

米市場
　ぐら
二戸
　そうげ
米相庭

米櫃

米崖

五二　〔御免〕

薦
三ゑご

父モ

小餅

小戻リ

見守女

子守奉公

小口
こや

肥シ．ス

小山

ゴヤン号　〔船〕

固有

己有

小緩ミ．ム

今宥

二丁シ．ス

御罵

　～（何）

御用掛り

御用行李

御用筋
　　とりあつかい

御用取扱

古來
こら

堪工．ウ

堪工象ネ．ヌ

撲樂

懲シ．ス

凝シ．ス



御覧

　～ジ．ズ

　～ナサリ．ル

狐狸

懲リ．ル

孤立

古陵

御料

誤了シ．ス

コルフェット1）

コレ　　《感》

古例

古握毛鑑2）

虎列刺

繍列刺患者

頃合

虎狼

故老

五六長官
ころ

1韓ゲル

轄ゲ落チ．ッ

弊ビ寝

衣
舌藷

齢
小脇

困

婚

紺

梱3）

根シ．ス

混ジ．ズ

慧
姻
怨

懇
三
三

健》

油津度数9～1の表（五十音顎）

婚嫁

困臥シ．ス

今回

困臥三韓罷リ在

　り．ル

根幹’

根基

婚儀シ．ス

困却

　～シ．ス

困窮

根擦

廃曲

困苦

困苦酸辛

今月

根源

根元心底

今後

混濡シ．ス

混交シ．ス

金剛艦　〔船）

納豆地金

金剛石
　　はく
混濡駁雑

i懇々

コンサアバチイ

　ブ蕪派4）

冷血

混雑

雄藩

今次

梱謝シ．ス
こんじゃく

今昔

今春

言上

椎少教正

濾出警面

癖少書記宮

渾身

懇親

痕跡

懇切

血盟シ．ス

桜i大警部

権大講義

権大書記富

論議

話中教正

灌中警硯

今朝

根抵

混同シ．ス

コンナ

困難

潮面三蹟

昆布

婚画

幅乏

｛（Lt体））

コンマンドオ
　ノレδ）

今明5中

懇命

今夜

困随

紺羅紗

根理

建立

　～シ．ス

　～ナシ．ス

鍵富

嶽命代理

　　　3）損莚

混和シ．ス

昏惑シ．ス

葦
然・・）

杏シ．ス

左も

座

坐

～シ．ス

サア　　《劇

差違

霞

岳

面

面

宰シ．ス

詐爲シ．ス

材

在7）

再三

菜花8）

財貨

罪科

再三

　～シ．ス

磯回シ．ス

災害

　～中

西海新聞

才學

祭官

点画

コラ～サイ

最寛

佐尉面

　～等・

盤面中

富論法
さいき

嘉詩

油鼠シ．ス

猜忌シ．ス

再暴

在窟

財～兄

西京丸　〔船〕

在局

在勤

最近報

細工

災匿

最愚

採堀

細工物

妻子

歳計

材藝

再演シ．ス

裁決

歳月

再見

際限

財源

最後

再論9＞・

再興

最高

三稜中

在簿
　　さつ
預鰹本Llo）

1）軍艦の型の一種　2）毛は手の誤植か　　　　4）保守党派　5）仏画の勲章名　6）
「さはさせじ」（c）　7）「草加在」（c）　8）F菜花ノ黄雲ヲ1張ラス奢」（e）　9）再発行
　　　　さつ　　つうよう　　　　　　　　　　　　　　　　い　　あらそ

10）「西郷札が通用するのせさるのと云ひ争ふ」（c）
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サイ～サク

西郷大鯛

二郷文部卿

西國

再告シ．ス

最酷律

細砂

細裟

歳々、

主辞シ．メ
さい

幸先＊

再三

財産譲三法

妻子

才子

祭杷

～致シ卒リ．ル

祭事

才識

祭式（御）

祭E
債主

　一（各）

齋主

祭主

裁種シ．ス

財二

丁襲シ．ス

罪囚

在住

再出シ．ス

才女

混晶中

細二

二樵1）

二二2）

使用度数9～1の表（五十日日）

最上

二上潔・ス

最小事件

最上飛切リ

再伸

：再審

再振シ・ス、

再審裁判

再製シ．ス

財政

在世

二世利興

罪跡

二折凋枯

工銭

最先3）

最離

財銭

再訴暴

催促

　～シ．ス

細大

最大

最eg－4）

最大渦害

最大節目

最大難事

探揮

　～シ．ス

埼玉懸立學稜

埼玉縣令

再調

在応

再調査

在廷

　
　
　
　
り

典
丁
度
，
糖
取
～

並
在
再
二
才

連
　
轡
兜
㈲
捌
撫
膿
、
　
、
物
秘
∴
㈲

～
二
二
任
人
人
熱
培
門
院
判
判
贋
判
判
型
判
型
布
服
物
報
縫
繭
二
本
民
二
二
～
～

　
二
歳
再
罪
罪
最
壁
皿
萱
門
裁
罪
裁
裁
西
門
濟
子
祭
財
再
裁
再
三
財
細
濟
細

　　　　　　　きこ　り
1）£斧樽入らす採樵來らす」（c）
シムルヲ最先ノ行歩ナリトス」（e）

～最熱を九十二度とす」（c）

材木

材木問羅

祭文等

在野

最優物

採用致シ．ス

採用シ．ス

二二

采覧異言〔書名〕

在留

在留公使

最喪

最夏品

才力

財力

材力

禮
蜘
戻
酔
　
　
影

祭
㎝
霧
紳
幸
幸
　
此
鼻

名
子

遮ギリ．ル

嚇リ．ル

坂

茶菓
さが

性
さかい

境

榮工．ユ
・　　ま

榊（魔）

差額
さかさま

逆ゴト
捜シ．ス

坂下

探シ見ル
ざがしら　　　。

座頭

座頭役
　かた
座方

酒樽
さかて

逆手
さかな

肴
サ　ガ　　コ　の

善悪ナシ

佑賀之役

湖リ．ル
　みち
坂路
さかや

酒家
さか

盛り

盛り・ル、

下ガリ．ル

査宙

佐窟

左悪

露欺

左眼
　　お
先（御）

険キ．ク
さ

鰯キ．ク

二半

魁新聞　〔新聞〕
ききども

先供6｝

険残リ．ル

先程　ぼ副》
さ　もの

先物

作業
　　ば作業場

詐イ爲三

士シ．ス

豊

作爲シ．ス

建玉

『昨曉

整堀

二見シ．ス

作工

難孔工手

　　2）F洪波ノ再衝二先ンジテ」（b）3）「市揚二流逓セ
　　　4）「耽べきの最第一Agigv之候」（c）5）「氣候ハ
　　さきども　　　　　　　　　　あへ

6）「先供ノ悶違ヨリ敢ナクモ朝敵ノ汚名ヲ蒙門（e．）、
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墾探シ．ス

作事シ．ス

錯縛シ．ス

作事掛リ

搾取人

工除シ．ス

謝除読

索然

予予

昨冬

昨年中

昨年來

作文

　～等

作文四割〔書名）
　ぜコウ

作物

昨夜

櫻

鯉川學綾

野禽鎭ii蓬

探り得．ウ

探り聞キ。ク

　　　　　ば
廃繰り製糸傷

探り索メ．ム

策署

策論

断

裂ケ．ク

提ゲ．グ

下ゲ．グ

叫ビ．ブ

　　　お下戻シ（御）

　　　お下渡シ（御）

下渡シ中

野渡シ．ス

使用度数　9一一1の袈（五十音順）

　～（オ）

　～相成リ．ル

　～相成り．ル

　（オ）

　～置キ．ク

鎭鋼シ．ス

査公

左顧右賜シ．ス

空々

支工．ウ

　～アリ．り

佐々木少佐

捧ゲ．グ

坐作進邊

笹曙キ

曝キ居り申シ．ス
ササワぢ

障碍
さ

注置シ．ス

指シ．ス

刺シ．ス

福シ．ス

サシて1）〔副》

サシも　幅勃
詳ヒ

坐親シ．ス

差上ゲ．グ

差當リ

差出ダシ

差出ダシ得。ウ

差出ダシ置キ．ク

差出ダシ難シ

差出ダス等

差入レ．ル

　～置キ．ク

三思野獣

差置キ．ク

差掛り。ル

座敷（オ）

指シ藥

差込ミ・ム

差障り．ル

指灘
サシ　ズ

指揮シ．ス
サシ　ズ

指揮ナシ・ス

差迫り．ル

　ぞ
差添工

差シタ　《副》

差出シ。ス

差出シ人

　N？ら

　～共

差シタル健》

差支工

差支エル佃謝
差支工．ウ

　～居り．リ

差遣ワシ．ス

差止メ

差止メ．ム

　～置キ．ク

差延べ．ブ
ホしけさ

挾ミ．ム

播シ花
さ　ほじげのがゑ

左司馬守

差引キ

差引キ．ク

差引精算シ（候）

　等2）

差シ水

差向イ

差向イ．ウ

差向キ　《副》

差向ケ．ク
さしもの

差物工

詐取

差許シ相成り．ル

座慮

些少

二二シ．ス

鎖擁家3）

坐食
さ　ナ

砂洲

流石　　欄》

流石に　（〈副

流石は　櫓1力

授ケ．ク

　～給イ．ウ

サスレば¢接》

砂石

左折シ．ズ
藻

誘イ．ウ
ぎそろ

坐粧

左側

沙汰

　一シ．ス

佐閏紳砒

定リ居り．ル

二丁

　N　 甥

　～（御）

定メ・ム（相）

定メ置キ．ク

定メ難シ

警手て　《副勤

サク～サツ

左祖シ．ス

札

苅シ玉イ．ウ

察シ遣り．ル
さつ

蠣と

殺慧

殺一家三人條

撮影シ．ス

雑貨

座付

座付茶麗

難聴

難居

　～シ．ス

雑魚

難業税

薩軍

雑誌

　～中

雑種税

搾出シ．ス

薩人

殺人

雑石

雑草

薩賊

難口中

察知シ．ス

雑沓

　～シ．ス

雑費（諸）

雑品

撤布シ．ス

殺颪景

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さじょう
1）そんなに　2）候は助動詞　3）「時の大学頭ハ無類一本木の鎖撲家にてありしかハ」’

（e）　4）「八年十月～再ヒ破潰シテ殺獄トナリ」（b）
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サツ～サン

　ぶん
殺卿）

薩兵

雑報中

雑報等

雑報記者

雑報欄内
ざっぱく

雑木

薩摩芋

薩摩魂

難問

撮繹1）

殺鐵

　～シ．ス

三田シ．ス

無料

緒も

撫テ麗キ．ク

緒油

綿鉄

　～シ．ス

　～方

敏シ

砂糖

砂糖製霧

里痴り

諭シ．ヌ

　～置キ．ク

悟り．ル

　～易シ

佐土原唾長所

使用度数9～1の表（五十音順）

左ナガラ側》

左ナキだに

左ナケレば

左ノミ　《副》

差配シ．ス

差配人

　～等

裁キ

捌キ方

沙漢

画ケ．ク

捌ケ方

サバ左リナガラ

　　　　“捌
ホ　けケギ

砂張五器

寂シ

鎖臆

面別

送邊

左方

左傍

サボナイト申

様

嫌々

畳シ．ス

妨ゲ

　～ナシ．ス
　ヨ

妨ゲ。グ

左上
ざをよい

彷二三ル

寒シ

寒サ
ざむらい

侍

醒メ．ム

査開

鮫島公使

鮫島特命全権公

使
元
応
右

　
座
紳
譜
面

　～シ．ス

坐右

作用

左様

皿

更

　
　
　
の

ま
ー
ウ

｝
　
3
　
　
　
0

ラ
ィ
習
イ

　
ラ

左
サ
温
下
立

更〉
暴シ．ス

晒シ綿

艦》

（〈副））

E巨り，ル（根）

去りとて誕接》

去り得．ウ

サリスブリイ蕨

　　　〔職名〕

去りナガラ《擾》
さ　る

雁猿

去ル　　健》

然ノレは　　《接》

左ルを
ザ　ル　ビ　ア

三三比亜國境

面鬼比亜兵

猿渡國手

沙礫

去レども儀》

左レば　綾》

轡型

茶話等

澤井二等警視驕

騒ギ

騒ギナサリ．ル

騒日露ラシ．ス

爽ヤカ

左腕

　～シ．ス

楽5）

葬…6）

蓼シ。ス

算シ．ス

貸シ．ス7）

散ジ。ズ

参ジ．ズ

斬

三困

衰宴

残炎

賛化

酸化

産科
さんか

雌毒

山下

参倉

斬害シ．ス

残害シ．ス

山繭

酸化窒素
　　ぎり
三月限8）

甦化鐵

由間

参観

蓼看

算勘上

懸1汗

醜語奇石

散乱シ．ス

参議方

参議（雨）

議毅

残慮シ。ス（相）

三業9）

無業

舞業

三file）
ザンギゆ

散髪

残金

塗…詣

　～シ．ス

斬刑憂

参詣人

惨劇

三縣

散見シ・ス

三絃

　～等

三鈷

珊瑚

謬考

　～シ．ス

謬稜

　Nll）

　～シ．ス

三光血涙

三往生12）

　　　　つまみほんやく　　　　　か、　　　　　　　　　　　　　　　　．．’さや　　　　　　　　．’．．門…∵1　響らい』．．．

／）「電報の撮鐸を紙上へ掲げたるカミ」（c）2）「71剣の室」（c）3）r娘が宅の温習に

は」〔舞凱ツイテ｝（c）4）人をさらう　5）〔賛の意〕r楽を博う縫んとて」（e）　6）〔燦の
　　　　　　　　　7）ほめる意）「棄として」（e）　　　　　　　　　　　　　　　8）「ヨ月限平均前丹より兜町二銭～」（c）　9）農工商
業　10）「元警視三局の跡」（c）　11）学校に来ること　12）三人の貢生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　le8



三綱物
　　　　とう
三國通覧等〔書

　名〕

惨刻無道

惨酷猛烈

斬罪
さんざつぼら

散雄原　《副

山慧
さんざん

散々

三参議

差紙

産資1）

三士

三千

…参事

三四校

三四等圏

三舎2）

懲種

残酒

三州

瀧牧シ．ス

三十一番舘

三十九小騒

三十五力年賦

三十後家

三十五縣

三周祭

三十小臨

三拾八貫文替工

頚髄原紙

葬出

　～シ．ス

塵出

使用度数9～1の表（五十音合）

　～シ．ス

無徳

　～中

蔑出君

淺出高

剛猛シ。ス

賛助シ．ス

菱除シ．ス

灘矯

賛稽シ．ス

山上

惨状

謬傷3）

三升入り

三小庭

三條太政大臣

麻睡

鑛食

獄轟

轟賑シ．ス

三新聞

由水

算数

峯政

賛成シ．ス
　せき
謹石（新）

轟然

三先回

惨楚

姦賊

散退

謬内

　～シ．ス

三大臨

場大字4）

三大隊

三無シ．ス

蓬地

参着

山中

由頂

参朝等

三鎭i籔司令長宮

サンデエ・スク

　ウル・タイム

　ス〔新聞〕

山顛

三都

由道

残蕪

三等巡査

三等厨

三等伶人

惨毒

山内

算入シ．ス

散入シ．ス

播入シ．ス

残忍

残忍酷薄

残念

産婆

五葬

　～（御）

　～シ．ス

酸鼻

職漁申

獲轟

轟府5）

散窃シ．ス

三奉行

山腹

彫物

　～等

三分シ．ス

散兵

残兵

散歩シ．ス

算法

誕講

　～シ。ス

参謀局

山砲除

参謀部中

魏誘律

山砲榴揮
讐腎
nd口口

三品親王

散漫シ．ス

山豚

残務

残夢

三文宇6）

山野

滲輿シ．ス

残｛海

嶺與職

搬卵

生鼠シ．ス

藪卵紙

三利7）

山陵

山林

サン～シイ

山嶺

惨烈

三聯除

山麓

士

史

詩

資

三

鼎

詞

試

賢
しおお

仕負セ．ス

爲給材．ウ

字
露辛

　～シ．ス

持シ．ス

地合イ

仕上り．ル

仕合セ

　～（不）

思案

　～ナシ．ス

rシアンドマル

　ス」本舘8）

思案投ゲ醤

私慧

旨慧9）

至易

恣慧

殺シ．ス

1）「貯蓄シテ出院後ノ産資二充テシム」（e）2）「三舎を避く」（c）3）来場の意4）「東
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆうれき
淵瀬の三大字を」（c）　5）「三府を遊歴して」（c）　6）「額に温泉寺の三文字を書す」

〈C）　7）三つの利点　8）「「シヤソドマルス」愈揚」に同じ　9）「本訴の旨意ハ」（C）
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シイ～シケ

張イて

強イ．ユ

侍馨

思惟シ．ス

謳イ．ウ

強イ．ウ

　～蕪ネ．ヌ
　　　　《副》

シイアイラン

　ド1）

詩歌
　　かた
飼育方〔職名〕

椎茸
　　ぱこ
椎茸笥
テドいな

枇

仕入レ．ル

支院

寺院

堂宇

賜爾2）
ヒうたつぼね

地歌局3）

仕打チ
しうちば

仕打場

時運

麹町

侍衛士官

使役

　～シ．ス

使役夫

シ。エム・エス・

　エン継　．

私怨

騨

汐

錬樹）

汐風

使用度数9～ユの表（五十音順）

仕癖り．ル

潮煙り

潮路

シオシオ幅勝

墜湘出

監濱

賜畷
しか

確と　　《副力
しか

然も　　《捌

自家

耳窩

昼下

四海

刺繍シ．ス

市街

　～中

死骸

次禽

自害シ．x

仕替エル《口語》

客
ク
學
串

刺
然
史
学

圃》

私開校窯

仕掛ケル（｛日語》

仕掛ケ．ク

仕掛ケ花火

仕掛物
堕じか

五々

併シナガラ《鋤

仕方

仕方落チ

仕方ナシ

自活シ。ス

地金
しかのみならず

加之　侮》

シガミ附キ．ク

叱り．ル

叱り附ケ．ク

叱り罵り．ル

然ルも　（（nt））

然ルを　（（＃x）〉

爾ル後　（（er））

然レば　懸》

士官

祠宮

　．v5）

　～等

時聞

次宮

　～等

耳管

士宮學粋

士宮學校長

士宮生徒室

志氣

四季

詞氣
　おん
式（御）

式（假）

指揮シ．ス

指揮（御）

布キ．ク

　～玉イ．ウ

播キ。ク

仕儀

時機

弾機

時期

磁器

門門6）

自記シ．ス

直キに

時宜

事宜

兜戯

シキイトカツウ

　ン7）

指揮宮（惣）

識見

敷島物語8）

識者

式場
しきせ　Ii
仕着（御）

直：訴シ．ス

野宮り　緒》

敷地

敷キ詰メ．ム

敷キ列ネ．ヌ
　　な
敷キ並べ．ブ9）

式部頭

式部寮

識別感蜀シ易シ
しきみ

楷　〔植物〕

敷物

支給

　～致シ．ス

　～方

　～シ．ス

持久

支給金額

支給品

死虫

　～シ．ス

愚堅。）

指教

私業

試業

示敏

事業（一〉

事業（新）

事業内

中業科

持兇器強盗

持兇器盗

始業式
しぎり

四限11）・

直話

賜金

資金

自禁シ．ス

至近至剛

釜愚

軸
　ニぐち

地ロ行燈

四苦八苦・

仕組ミ

士君子

繁シ

死刑

字形

慈恵金

串界層

慈恵圭

死刑郵中

慈恵方法
しげしげ

繁々　　幅げ）｝

茂り．ル

1）米国種草綿2）「賜雨不時ニシテ飢齢麹・・　X・レ～」（e）3）「浄瑠璃局一所明清局
　　　　　　　　　　　　　　　　　4）「彼ノ疑横ヲ折キ彼ノ侮慢ヲ挫キ」（e）長歌局各二所地歌局三所」（c）〔芝居〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
神主　6）「時氣二葉セス小雨ユ係バラス」（b）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）水雷火装置の名称。「tw個のシキーー
トカツーンのみハ薄きギユツタペルチヤを以て包み」（c）8）芝居題名9）長歌の一一部。

「3、き＄へし翼砂より多く」（e）　10）r期思學ヲ行ハレシ段」（e）　11）四月限の略
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蚕堅

私無

試験シ．ヌ
　　ずつ
匹縣宛

治験

晴限

試験科目

試験室

試験濟ミ

試験手綾等
　　ば
試験場

　～等

死後

旧訳

　～1）

　～シ．ス

嗣後

嶽己

爾後

死後遺物譲與法

施行

　～相成リ．ル

　（御）

　～致シ．ス　tt

　～致シ難シ

紙候

梓行

脚考シ．ス

駿行シ．ス

脚継シ．ス

蒔候

事項

　N（“）

侍講

使用度数9ん工の蓑（五＋熱論）

論号會2）

時候後レ

譲号供養會

四國3）

自習

時刻

地獄

仕事
　　　で
仕事傷

シコナシ

仕込ミ・ム
しころ

鍛

砒痕’！）

而今而後

仔細に　《副》

自在に　幅肪
じさき

地先

刺殺

視察シ．ス

自殺シ．ス

資産

四山

持参

　～シ．ス

持参金

死屍

四波

混が）

志士

々
事
事
細
編

孜
私
感
白
油

trシ。ス

《副

師事シ．ス

三子6）

兜子
ジ　ジ

爺々

藥々

忙々　　《副》

僻シ…隔り．ル

子々孫々

死失シ．玄

自失シ．ス

時琢

獅子舞

死港

支証
　　おん
使者（御）

羅剤二奉行

旨趣7）

葛注

目圭

自首シ．ス

照周

四集シ，ス

始終　　ぼ名の

始終　　幅ゆ

侍從

　～（両〉．

四十三力村

至重至大

侍從試補

自修祉

照十二番舘

止宿

～シ．ス

～シ居り．ル

．～

止宿人

自由自由

嗣出

支出

　～致シ．z

　～シ．ス

：温熱

四書　〔書名）

支署

子女

痴女

次序

猟期8）

死傷

　～シ．ス

刺衝

　～シ．ス

詞章

祠掌

　～等

面傷

刺傷

翅抄

四省

歯舞シ．ス

曝笑シ．ス

市場

至情

史乗

市上
じじょう

治定相成り・ル

　（繍）

四小切、

シケ～シ口

恥訟代言

試植シ．ス

辮職

士女子

地所割リ

指針

使臣

私信

　～中

士人

私人

自身

地震

　～シ．ス

慈親

自儒シ．ス

自刃

時辰儀

私信電報
しヨずお

賎男

静力

賎が家
しずく

漏

出・鎭マリ．ル

　～給イ．ウ

沈ミ．ム

沈メ．ム

静メ．ム

施政

　～上

市政

至誠

資性

f’

Tく罵葛がう　を）『仏会の一3）凶らの圏　4）「國槽二多少ノ幾痕ヲ與ルーtw　・リ」（b）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みんちょう5）「氾々トメ洋中ノ舟ノ如ク」（e）6）「温版：の等：子塵隠様なれバ」（c）　7）「本訴の旨
趣」（e）c£．質意　8）「敢テ論鋒ヲシテ詞訟ノ局一二鰯レシメザルナリ」（b）
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シセ～シツ

時勢

財政

施政家

死生存亡

腿尺

事蹟

使節

施設

次藩

論節

自然　　欄》

慈善

自然力

自訴シ．ス

闘相1）

思想シ．ス

地謡奪

止慧シ．ス

士族輩

士族論

士族書生

士族総代

仕損ネ．ヌ

士卒

子孫

仕損ジ．ズ

親シ

自他

血糊

死体

支体

死胎

慕イ．ウ

至大
匪寺態

事体

使用度数9～1¢）表（五十音順）

時代

地大工

四大畠中

至大至重

次第順叙
したいふ

士大央

慕イ行キ．ク

從イ回り．ル

從工．ウ

支度

自宅

支面忘
したこころ

下心

下捲暫
したざや

下鞘

仕出シ

親シク　《副》

親シミ．ム

　～（欄

認、メ．ム

　～（相）

　～アリ．り
したためかた

塗方
四達

仕立テ．ッ

下紐

下向キ

慕ワシ

紫檀

示談
しち

質

自治

シチイオフペキ

　ン号

質入レ

七奇

七騎落チ2）

七曲

七公子
　　ちゆう
七州中

七條米會所

群小除
　　　　ば
七條停車塩

蔵大臨

七大字3）

七磨
　おもて
七島表4）

七等出仕

七等厩

質渡世

主語5）

七百六十六噸積

量麗

支柱
じちゅう

地中
じちゅう

寺中

支磨

桑箒

支磨纒費

輻曲部

軸重兵
　　づめ
七里謝）
しつ

質

失

室

疾

實は

實慧

　～（不）

實印

町田

室家7）

膝下

失火

　～シ．ス

蜜家

歯面

悉皆　　翻》

實額

十力國

十力年賦
tつ

　　　　《副》
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

カ
器
、
氣
究
辻
商
況

確
漆
濾
實
上
童
實
十斤入り

疾苦

シツクリ《副》

實形

實景

實験

　～シ。ス

　～上

官晃シ．ス

執灌者

實効

三曲

實行

　～シ．ス

漆黒

實引上

失錯

執事

實子

實施シ．ス

實事

十思三校〔學校

　名〕

蜜施暴行シ．ス

實質

善感

實情

意薪9）

執政

失政

實勢

費誌

面読

重黒沽シ，ス

貴躁シ．ス

十鑓銀

鼠謡

曲活

惚体

實態
じつだか

實高

意地槍査

意地試験

失墜シ．ス
じってい

實艦

嫉妬

十等厩

管内

溜男子

失念仕リ．ル

　　　　　シ　ソウ
1）「同人ハ四相ヲ悟ル貿識ニテ」（e）2）能の曲名3）「正三位楠正成墓の七大掌」（c）
　　　　　　　　ひちばり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やせ4）畳表の名　5）「質鉢置きて漸くよ其日を逡る痩世：帯」（c）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6f井七里詰之者七里外
ノ蝿敏ハ～」（c）7）丁吾入ノ身体吾人ノ室家ノ如キ棄近釜微ノ事二至テハ」（b）8）
「同齢ナ里朱瀧ニシテ」（e）　　　　　　　　　　　　9）月桀幽摘伏灘薪ヲ束ヌノレカ乗日ク」（e）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　112



　
　
　
　
雷
　
　
　
　
　
承
　
祉

　
　
　
　
遇
　
母
　
人
　
　
シ
　
會
焼

敗
費
士
風
颪
物
父
母
病
難
母
望
轡
編
制
～

失
實
實
疾
駆
實
實
疾
疾
地
早
事
七
七
七

　
　
　
　
　
　
　
　
財

等
　
　
　
　
　
　
　
理

～
朴
置
旧
紬
名
悶
粥
面
力
力
禮
継
母
底
邸

　
質
實
一
難
實
質
・
三
三
實
手
手
子
耳
膚
子弟慨然用財條

シテエオフ東京

　號

支店
市店王）

史傳

～中

四天王寺

台
堂
童
動

至
論
莞
自
四等巡査

使用度数9～1の表（五十音順）

指頭書欝簸刻家

四等三

蓋讃

仕遽ゲ．グ

仕留メ仏

地取リ2）

市内

地内

品カスリ3）

品月1丸

品切レ

品々

支那人

支那人民

支那製

支那政府

支那大地

支那地方

支那糖

支那内地
しなび

拝切リ。ル

支那貿易

支那文字

品物

至難

次男

死二．ヌ

死二．ヌ

死二失セ．ス

死二際

｛（ナ変））

《四段》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
魂
晶
　
砂
　
　
　
　
　
　
　
螢
工
　
　
　
　
4

馬
柵
　
　
彦
鋤
謬
妻
割
下
溺
握
合
乱
訴
鰍
イ
籾
麗
葺
宮
盤

購
碓
烈
鰍
無
熱
舞
篠
灘
儂
那
灘
灘
那
覇
那
鯉
無
糖
鋸
蜘
駄
駄
慧
駄
駄
細
辮
働
辮
麟
糊
墾
襲

歩縫分校

私費

自費

慈悲

自費生

師表

餅表

持病

痺レ

轡擦

膝楓

地袋

死物

ジフテリア病

澁谷大神宮本祉

私忽

疇分

自分方

自分勝手

蒔分柄

紙幣噺）

蒔幣

僻論

紙幣局長

四邊

支辮

　～シ．ス

自慰シ．ス

侍補

慈母

至親

私報

施法

脂肪
死亡：シ．ス

死亡トモ6）

シツ～シム

麟
慧
蝿
　
鑑
塵
鋤
瓢
筆
軸
リ
ボ
　
欝
血
雛
灘
雛

司
自
死
獄
死
紙
暴
露
婚
資
島
・
端
仕
毎
次
島
島
始
白
磁
輪
島
締
ほ
〆
地
勢
血
糊
薯
事
事
事
事
事
事
事
事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つまさき1）「市店頗ル高潔ナリ」（e）2）「都府の地取リハ海邊より追々と爪先登りなるδ故よ」
（c）　3）「干鰯ハ贔カスリの所買入あり大よ騰貴」（c）　4）眠瞳または金選書からする

蜘・・）蝋蜀・惣飾）・）島蹴・）・瓜操・珠麟・細れ・〆
らぬ放蕩無頼よ」（c）
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シム～シユ

事務長

占ムル等
シ　メ

注蓮

占メ得．ウ

締メ．ム

　～置キ．ク

〆て　　¢副》

指命

使命

紙名
　シ　　メ

七五三飾り

締革

締切リ

締切時限
しめ

〆殺シ．ス

示シ

締メ大鼓

紙面

地温
しも

下

葺霞

耳目二日
しも　て

下手

地元

下ノ關事件

諮問シ．ス

自問自門：シ。ス
　すづん
稚（御）

鮭（何某）

謝シ．ス

蛇

謝慧

讃貫

斜映

島影シ．ス

属下シ．ス

駕
圓

車
紙

冠論士人

面會蕪

　～俳）

射爆シ．ス

忌門

謝金

癌

酌

　～（オ）

欝位

二千員

若干圓

若干額

若干金

若干匿
　　ブ
若干分

若干名

借金

使絹度数9～1の表（五十音順）

　～シ．ス

温温劣

弱國

借財

弱酸性

杓子

弱小

雀雷1）〔茶名〕

借銭

三三：籔

儲地シ．ス

借地料

赤面

赤鋼色

尺度計

酌人

若年
　　ば
僻論場2）

繹放シ．ス

　や
借家

借用

借用証

借用主

酌量シ．ス

射撃

～シ．ス

射撃演習致：シ．ス

邪見

鼠號

論告

無記

　～とう

　～等

謝辮

鮭主

訴｛多遊惰

射談3）

謝状

三二

　～シ。ス

寓毒忌

爲鍾板椹

面面屋

面骨藻

邪推

砂石中

滋則

心素シ．ス

遮断遍維シ．ス

孟辻地

面中

甦長

良弟

射的

身抽會

離川手
　　ば
射的場

肚殿

肚内

蛇ノ目

娑婆

車馬

這般

馬瀬

車夫

　～等

握倣

篶本

邪魔

　～致シ．ス

邪魔物

三味線

三味線弾キ

蓬羅紀行

シャム人種

肚名

赦免

～シ．ス

シャモンド〔船〕

鮭用

舎南

砂利

金利別の

澄麹酸

車輪

「シヤンドマル

　ス」會瘍5）

シャンノン〔船〕

上海緑茶
し　ゆ

家油6）

圭として幅勃

朱

種

油

圭愚

殊異

趣品等

殊域

趣意書

手淫

朱印

　～（御）

朱印艦（御1）

市邑

私有

雌雄

　～

　～トモ

土

州

臭
周7）

宗1’

修シ．ス

自由（不）

事由

　～シ．ス

銃

1）。厩掬帷舌・歯牙（茶名）翻勲衝て」（・）、。て2）「棘臓の藤勢・於て尚

ほ経験を遽げたるに」（c）　3）「射的に有用＄る射謹」（c）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）シロヅプ5）Champ－
de一膳ars，パジ博覧会の会場　　　　　　　　　　　　6）ラーード7）「楠圓アリ周ト長径トヲ以テ」（’c）
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　～シ．ス

醜悪

謝謝

家出

獣騰四

獣賂四

獣盤生徒

秀逸

十一等出仕

十一一小匪

家謝

意i雨

修讐シ．ス

自由螢業

雑役シ．ス

旧怨

縦横

宗愚寺

集會

　～シ．ス

集會費用

舟客

無慮シ．ヌ

牧穫等

就學

　～（不）

　～シ．ス

収額

修學

　～シ．ス

重藤1）

家學餐
　　じよ
蟹畢所

1）力学

使用度数9～1の蓑（五十音順）

　
　
　
　
　
　
　
　
祭

盤
　
　
　
器
画
悔

學
償
丸
氣
面
訴
器
器
季
議
居
～
～
～
激
～

就
蟹
旧
藩
集
豪
虚
血
訪
豪
佳
　
　
　
宗

㈱
上
　
継
人
　
簗
㈲
鄭

～
～
垂
垂
二
二
二
軍
二
曲
三
幅
剣
義
血
並
行
行
合

　
　
習
就
三
三
愁
從
三
三
三
州
蘇
州
終
秋
醜
薬
毒

～シ，ス

秋毫

面前

集合試験

聚合積累

集合配置シ。ス

集合力

十五銀行

囚獄

自由國
　　じよ
囚獄所

十五小匠

十五等出仕
　　ボンド
十五酵砲

集在シ．ス

集財銀行

集殺シ．ス

十三／1嘔

宗旨

臆説

終始　　側》

油画シ．ス

習字

重感

激持

從事

～致シ経り．ル

習字科

十字形

自由自在

十四小魎

十七大厘

習字帖

終日　（（名・副））

從者

薬取シ．ス

拾取シ．ス

牧受

　～シ．ス

心急

蒐集シ．ス

主從

聚住シ．ス

習熟シ．ス

袖手傍観

　～シ．ス

意趣

住所

収幽

愁傷

象二

重傷

銃傷

周輩狼狽

就職

牧綾

修飾

　～シ．ス

藻辱

住職

璽職

終身

執心

翻身

終審

象人

囚人

重臣

修身齋家

修身談

終身腺

115

水
正

秋
修

シユ～シユ

　～シ．ス

収視

璽税

修正委員

聚星館

自由政治

面llltW

自由製造

収税高

趣席

象設

周旋

　～シ．ス

修繕

　～シ．ス

　～中

　～等

十乙

原；繕整頓シ．ス

修繕費

劉曾

從僑

習俗

充塞シ．ス

家多

醜体

澁滞シ．ス

十大匠

住宅

三智

修築



ンユ～ソユ

　～離

礁長

家聴

鎌敵

雌敵視シ・ス
しゅうと

姑

囚徒

　～どずレ

　～共

　～等

秋冬

二二i）

自由黛

拾得シ．ス

集屯シ．ス

十二小罪

十ニート重

十二栂臼砲揮

牧：入

　～（諸）
　　かた
　～方

　～シ．ス

枚入程（諸）

佳人

重任

從任シ．ス

拾人取り

牧納金

宗派

牧買シ．ス

自宙萱買

就縛シ．ス

重箱

象評

家二

丁楓

使用変数9～1の表（五十音顧）

秋分

充分（不）

終文館（薔）

修補

家望

重砲

二二

充満シ。ス

周密

家民

住民

自由詰論

醜名
　でむつ

什物
　もん　ニ

十文字

十雄士2♪

修養シ。ス

鷲翼

襲來

綴響

　～シ．ス

縦覧人
　　ば
縦覧二

二利

銃猟

銃猟免状

蒙力

蹉蹴

　～シ．ス

鎌爾撲滅シ．ス

聚敏シ．ス

修路

醜隈
　　　たザ
十六高温

自由論藩

守衛

戌衛兵

酒宴

主翁

主家

　～（奮）

首會

誉魁

主霧

ま幹

主眼

守奮

需求シ．x

守蕉者

守蕎圭義

守蕾三

島行

修業巾

授業隣間

受業料

珠玉

宿

　～シ．ス

醜シ．ス

熟シ．ス

祝鑓

宿儂

祝賀

宿客

醜旗

熟議

熟語

熟考シ．ス

熟察シ．ス

品詞

親僻

宿所
ヒゆく

粥廠

　～（各）

縮小シ。ス

熟酔中

説聲

熊然

粛然と　《副》

熟達シ賦

熟談仕り．ル

熟知シ．ス

塾長

熟譲シ．ス

宿泊シ．ス

熟否

前文

祝砲
しゅく

夙夜

醍融3）

熟覧シ．ス

熟練

　～シ．ス

羅ミ話｛士り・ノレ

手漉

從五位

趣向

　～（御）

　～（新）
　こう
酒椴

　～等

手工等
　　しや
圭行者

取礫4）

主宰シ．・

球葬

授謹
　　ドヒ
授出所

授産所入婆

授淺人
　　げ
授謹場

從三位

種子

主旨

趣旨

朱字

主事

鷹子

從四位

從七品

種資

取捨

　～シ．ス

儒者

々
授

疑
義

《副》

～致シ．・t

授受

　～致シ．ス

種々異檬

種々維多

種々様々

授受方法

手書

朱書

　　　　　　　　　　　　やくしゃ　　　　ま　　 あまこじうゆうし　　　　　お￥♪せttt．一一tt

1）清朝の職名　2）「加入の俳優を取り交ぜて尼子十雄士の古きを表よ」（c）

4）r土取国璽ノ取辞二付テノ野拙bj（d）

～シ．ス

　　3）火事
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章
勝
唱
唱

朱
殊
筆
墨

4
　
　
　
　
　
婦
　
　
　
　
　
　
　
　
業

シ
者
者
者
　
夫
　
　

り
　

螢
家

～
上
澄
章
賞
色
食
入
子
海
成
跡
読
露
見
櫓
造
造
造
素
足
族
～

　
主
圭
受
受
酒
酒
国
益
蕨
守
手
主
朱
酒
事
桑
酒
酒
手
首
種

の
　
　
麟
愚

～
番
卒
澤
広
池
申
張
わ

　
殊
守
手
手
酒
手
下
職

出院

出火シ．ス

出血（御）

出櫨シ．ス

出鼻

使ffi度数9～1の表（五十音順）

　～致シ來り．ル

出御

　～マシマシ．ス

出京

　～棺成り。ル

　～致シ．ス

　～シ．ス

　～ナシ，ス

出金

　～致シ．ス

　～シ．ス

出勤

　～致シ．ス

　～シ．ス

出軍

出家

出航

幽港

　～シ．ス

出向（御）

出穀

出獄シ．ス

面作シ．ス

出薩シ．ス

出仕

　～致シ．ス

出所
　しよう

出生

出窮

　～シ．ス

出陣

出水

術数

出世

出征

　～シ．ス

　～申

出精シ．ス

出席致シ．ス

幽席シ．ス

出席中
　　ゆ
出世湯

出船

　～シ．ス

出訴

スシ～
踪
峡
詠

出
帥
出

　～シ。ス

出立

　～（ゴ）

　～ナシ．ス

衛中

出臆シ．ス

出張ナシ．ス

出張ナリ．ル

出張警部

出張先キ

出張所

　～（各）

出庭　〔出廷〕

ソコ」～ンユ

出没シ．x

出門（御）

出門シ．ス（御〉

幽霊

1）fpm，光星の如く鼠して朱養を吐ぎ」（¢）　2）

中国明朝

　　　　　　　　　　　～シ．ス

　　　　　　　　　　出職（御）

　　　～シ．ス　　　露頭、

　　出頭　　　　　種癒濟ミ

　　　　　　　　　　從二位：

　　　～致シ．ス　　圭任

　　　～シ。ス　　　主任港

　　　～シ難シ　　受罰者

　　　～ナシ．ス　　　首犯

　　出途法　　　　　守番致シ居り．ル

　　出入　　　　　　着尾

　　　　　　　　　　朱引キ

　　　～シ．ス

　　出壷シ．ス　　　　　～外

　　出費鑑視　　　　　～内

　　出訴　　　　　　種苗

　　　　　　　　　　蓮府

　　　～シ・ス　　　　童部（一）

　　出版　　　　　　修復シ．ス

　　　　　　　　　　守兵

　　　～シ。ス　　　　酒癖

　　出帆　　　　　　主群

　　出品シ．ス　　　殊別（各〉

　　出品ナリ，ル　　　殊：方3）

　　出品者　　　　首謀
　　　　　　　　　　しゅみん
　　　　　　　　　　朱開4）

　　　～中　　　　主務

　　出品圭　　　　　圭務員

　　出品高　　　　　主務課

　　出品人　　　　　樹木

　　出府シ．ス　　　須輿

　　出兵　　　　　授與

F彼得璽九臼出」（c）　3）他国　4）
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シユ～シヨ

　～致シ．ス

　～シ．ス

主用

主要

需要儒用

　～シ．ス

受容

主翼式
　　は
修羅慶

手裏・

修理

　～シ．ス

受理

　～（不）

　～シ．ス
いうサのだいぶ

修理太央

首領

受領

種類

灌類

酒類三期

　～中

手櫓

澗婁

　～（一）

手轡（両）1）

竣シ．ス

順

準

鶉衣2♪

使用度数9～1の表（五十音隈）

純猛

純琉金

順延（御）

春夏

俊改

巡回

　～（御）

　～シ．ス

　～中　f

春夏秋冬

巡宮

順奉

循環シ．ス

準富吏

春季皇塞三

遍篠棺成リ難シ

準猿シ．ス

純金

轟愚

意刑

巡見シ．ス

竣功

巡行

巡幸遊バシ．ス

　（御）

巡幸日誌（御）

巡査等

巡査交番駈

巡i査心得

巡査懲罰例

巡査屯所（蕾）

瞬時

巡硯

～シ．ス

順次

巡覗船

純隅

隅守

　～シ．ス

春秋

順聯

想從シ．ス

春初

準少尉

純粋

竣成

純然

春草

峻轡

型澤

馴致シ．ス

畿動シ。ス

順道（御）

巡島記

殉難

準備

　～中

準備金

春風

順風

春分

燧奉シ．ス

春眠

叢眠

回覧3）

三寸

巡覧（勧

准陸軍少尉

准陸軍少尉試補

純喪

順路（御）

馬

蝿

書シ．ス

自絵

諸員

　～厚も

　～共

署員

私用

使溺

　～等

枝葉

試飛シ．ス

蒲

証

妾
穗
輩
症
賞

～シ．ス

　～シ，ス

將

庄

回り

　おん
省（御）

講シ．ス

頒シ．ス

清シ。ス

生ジ・ズ（相）

生ジ理り．ル

清　〔記号〕

滋養

租

界5）

嬢檬（オ）

乗ジ．ズ

小安

少尉

傷手

　～等

上位

上威

町勢

上意（御）

正一位

言詮印

承引シ．ス

上院

承懸　〔年号〕

松朦寺

商家

唱歌

　～シ．ス
しようか

上下
ヒようか

上下

城下

　～（奮）

照會

　～シ．ス

商會

紹介

生涯

1）手のまがり　2）「鶉衣全躰ヲ蔽フニ足ラズ」（b）3）「彼ノ幕葡ジ・盤家酸絵ノ雑物中
二混濤スルヲ知ラスシテ」（a）4）「出テ・ハ將トナリ入りテハ糧トナリ」（b）　5）刑罰
の一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　118



碍
害

酒
田

　～シ．ス

梼海

城外

照會按

小難議
じょうか

上下院

翔鶴　〔船〕

商客

小學

小帯

乗客

供御敏育

小學教員

小町理科＝霞：

小町教鮒

　～中

小學校（各）

小照校内（一）

半解生徒

乗客船

正月

松花亭

松花堂

小花瓶

濾火夫

小科目

忍換

平野

將富

償還

　～シ．ス

請完シ．ス

宮
款
獺
記

上
條
野
壷

使用度数9～1の蓑（五十音順）

　～シ．ス

華言己シ．ス

謹記シ．ス

商議

小妓

娼妓

　～輩

蒸氣

情誼

上議院

　～中

小漁船

蒸磯船

彰義除

償却

　～相成リ．ル

　～シ．ス

嶢却シ．ス

償却濟ミ

償却年限

小休

　～遊バシ．ス

　（御）

昇級

　～シ．ス

上級

上級生

償給李均シ．ス

浦去シ．ス

小魚

商況

商業上

商業等

上京

　～シ．ス

朕～兄

常業

商業三校

商業事務

商業融

少教正

商業世界

償金

賞金

正金
　キん
漕轍

小金額

小臨

　～（各）

　～（何）

　～内（何）

　～（爾）
　ぐい
野冊

將軍

捷軍

小軍艦

賞勲局
じょうげ

上㎜ド

　～シ．ス

小憩（御）

少警税

少警部

衝撃シ．ス

溺黎

讃券

　～（薔假）

　～（新假）

小書

條件

詮罫紙

小言子〔筆名｝

証劣雛形

証劣文

証櫨

簡蟹

稔呼

商野

山呼シ．ス

唱呼シ來リ。ル

正午頃

上古

正五位

將校

　～（諸）

少：功

昇降シ．ス

小講義
　　ぐち
昇降ロ
　　ドよ
昇降所

彰功録1）

正五九2）

上町

　～シ．ス

上魯金

相國寺

1）「本局ノ彰功録二登記ス・レ片ハ」（c）

折り紙」（c）

2）忌月（正月・五月・九月）

シヨ～シヨ

正午時

証州立テ．ッ

尚古黛

証粋人

　～ども

　～共

　～等

招魂祭

招魂祭式

招魂祠

招魂承i：

掘魂大祭

少佐

撲鎖

正作3）

薫索

硝酸

稔讃

　～シ．ス

消散シ．ス

賞賛シ．ス

聯弾嘆美シーA一

正三位

賞詞

　～（御〉

笑止

將士

柳樽

商難

賞賜

　～シ．ス

小子

焼死シ。ス

障子

3）　「正宗ヨ三ぞ乍の

lt9



ヨ
　

シ
～
　
D

ヨ
う
時
時
死
～

シ
は
瓢
湖
情

以シ
　
　
位
會
　
　
験

～
市
趾
四
常
直
帰
山
室
悉
～

　
城
城
正
尚
正
上
面
小
詳

以シ
以
訊
以
　
　
等

致
シ
シ
シ
　
品
部

～
～
失
失
實
央
紙
就
～

　
　
焼
旧
情
消
抄
簡

）
　
　
　
　
）
　
ス
　
　
　
　
ス
　
　
　
ス
　
　
　
ス

喋
　
↑
弘
　
弘
　
弘
　
法

～
考
湯
島
誌
面
酒
壷
主
二
目
集
銃

　
傷
商
小
話
漏
話
嘗
城
域
召
搬
器

使用度数9～1の表（五十音引）

醸酒家

抄出

照準

　～シ．ス

上旬

照準頭付シ．ス

小暑

小書

証書（一）

証書中

省除シ．ス

嬢除シ。ス

松櫓

旧館

昭々

少々　　欄⊃

賞状

床上

讐壌

上相

上將

上昇シ．ス

情状

條摺

糠々

面面

照々乎

清澤光寺

小商細戸2）

狸々三

編書記官

粧飾シ．ス

正鐸

小心

照信

上申

　～（御）

　～シ．ス

　～中

　～仕り．ル

上進

常入

焦心苦慮シ．ス

上申書（御）

正翼正銘

上申簿

正媛無垢

精進料理

將帥

常水

上水

　～（雨）

　　すじ
上水筋（両）

少激

繍盛

小盛

招請シ．ス

情勢

上世

常勢

上講シ．ス

醸成シ．ス

上税ナシ．ス

謎掛

濃彩3）

躍跡

上面

定席a）

小石橋（一）

詳論シ．ス

小三好キ

　
　
　
　
　
　
　
訊

　
　
　
　
　
手
　
シ
　
　
以

　
　
　
　
　
切
窟
ナ
　
　
シ

　
　
中

学
～
～
然
艦
船
遷
顧
慮
踪
奏
造
～

簡
　
　
瀟
乗
乗
正
上
馬
躍
蘇
蜜

都
硝
撃
梯
蘇
典
　
撫

～
倉
良
識
造
糖
速
導
体
漁
待
待
態
態
態
退
嬉
戯
難
癖
諾
～

　
正
醸
醸
醸
常
捷
縮
瞳
掘
据
三
三
常
醸
小
小
承
沼
承

堺
シ

～
達

　
上

ス
　
ス

シ
シ
　
ん

～
談
端
彊
戯
知
～

　
笑
上
甲
羅
承

　
以
　
　
　
　
　
　
　
揃
共
税

㈲
蜘
諺
　
　
　
樽
醗
等
嚇
貌

～
～
知
致
地
中
酎
中
中
中
中
中
酎
中
州
幽
幽
庭
程
～

　
　
詳
召
上
士
三
省
古
城
計
上
嶢
上
隠
上
上
淋
毒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
來
　
飾
　
三
線
　
↑

～
出
典
典
黙
山
高
典
典
渡
度
島

　
上
士
高
熱
商
小
掌
賞
譲
常
並

『1）麻兵蘇二霧ノ囎オモ彫『・ルヘシ」（b）1葡「橘細戸．・書論店ヲ頭ツ、レ三－
至ルヘシ」（b）　　　　　　　3）「今に於て焦石路傍よ魏々きり」（c）〔淺間肉〕4）寄席　5）常陸・
　　　　　　　　　　はしカへ
上総・下総の巌物　6）「階掛りの出を幕切れにせしハ實に絶妙諸事高尚ユして其装黙も
冤れり礁せり」（c）
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小堂

鐘堂

上等

上頭

蒸騰シ。ス

上等裁判所

　～（各）

上等士族

上等種族

上等小學

上等石炭

上等中學

小都愈

説譲シ．ス

添土宗大林響

衝突

　～シ．ス

省内

小児

正二位

証人

商品（諸）

商品等
しようにん

上人（何）

承認シ．ス

護認シ。ス

情人

焦熱地獄

少年

常年

樟麟

上納

スシ致
酸
方

～
　
～

使用度数9～1の表（五十音顧）

　～シ．ス

　～仕り．ル

　～ナシ．ヌ

上納書

上納証書

乗馬

賞牌

　～（新）

勝敗

商嚢

　～（諸）

　～上

招泊シ．ス

上博骨頭
　りぜマ

正八位

賞罰

蒸饗シ．ス

小誌圏内（一）

溝費

　～シ．ス

溝靡シ．ス

焦眉

冗費

常備

常備軍隊
　ひ
溝最高工）

常備凡

常備補充定員

照票

証愚

賞品

商品

上品

上品位

少婦

小高

晶晶

勝負

三二シ．・

上郡

上風

面爾寺

滋養物

滋養分

笑柄2）

四品舘

常季局3）

小片

償辮シ．ス

小攣遷

召募

　～シ．ス

三法

詳報

小邦

馬防

消亡シ。ス

簡法會議

簡法面議所

溝山掛リ
　　かた
溝編方

壷掘組

出演繰練

簡細注意組

消防夫

　～等

浦防服

浦島ポンプ

商法律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
切
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
　
　
　
　
玖
以
シ
　
　
　
　
　
　
務
　
　
の
　
　
訊

　
イ
リ
四
鏡
　
　
　
　
　
　
帝
　
　
　
　
シ
シ
ナ
品
　
　
　
　
　
の
義
書
面
羅
燈
　
シ

丸
米
鯉
子
妹
魔
満
無
芯
民
務
務
武
明
乙
名
明
明
滅
滅
論
議
紋
屋
羅
藥
約
二
品
約
約
夜
二
二
與

升
上
弗
鎖
娘
照
小
情
静
小
商
冗
肇
二
二
省
論
証
消
濡
港
蕉
定
朕
抄
硝
二
二
條
條
條
常
鷺
招
賞

　～シ．ス

賞轡

シヨ～シヨ

稻懇シ・ス

二二

剰二

二與シ．ス

懲懸シ・ス

從容

信用シ．ス

二二シ．ス

趙遙シ，ス

常用

昇陽甦

賞與金

擾乱シ．・

勝利

小利

二二

二二

上陸

　～シ．ス

上流

畠立三

二蕪

商量

浮瑠璃等
　　つぼれ
浄瑠璃局7）

漿働シ．ス

條例

　～中

定例

常例

　～外

定例回議

小二三

捷路（～）

1）… h全國人二各禽平均ノ消藤高」（d）　2）「野墾ウ徴■スルノ笑柄F’シタシ」（b）　3）r今
　　　　　じようへいきょく　もう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じようまい

般大識雀中へ常平局を設け」（c）4）r門はヒッタリ鎖子か下れ’》」（c）5）「無利足の
定糸勺に．て」（c）　　6）　条糸勺の訳文　　7）　「地1歌局」参照
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シヨ～シヨ

ジヨウロ

娼妓

賞線

正六位

商論

唱和シ．ス

シ。オ種族1）

ショオトヘン
　ド2）

諸河

諸家

諸課

口ttt“

初曾

講屡凝念
際愁置蔓rfi

直面

初學

女學校

初學須知

書謁先生達

所轄

所轄長富（各）

所轄分暑

書諾幅

書翰

　～中

所警

報艦

暑寒

諸宮

駈含

女宮

書記

　～シ。ス

暑氣

庶幾シ。ス

書記生等

除却シ．ス

諸魚

除虫シ。ス

虞行シ．ス

所業シ．ス

食

使糟度数9～1の表（五十音順）

　～シ．ス

　～シ得晴シ，ス

燭
しよく

転3）

職として

職員

賜田畔

織十

三罐

職工

　～（諸）

　～等（諸）

職工家

職工靭

帯工手

職工物

植栽致シ．ヌ

懸盤

殖産家

殖産興業

食事

職事

嘆声機

職掌

　～上

町衝シ．ス

職掌柄
　じん

織骨

導盤シ．ス

畢生

　～シ。ス

燭壁

食堂

解任

職人

　～（諸）

　～等
　　てい
職人体

食費

植物
　　　　げ
植物試験傷

凝望

　～シ．ス
　　じよう
殖民場

殖民人

殖民地

職務

　～上

職名

食物

食料

野猿免駄

諸郡

叙渤

所化

1還刑

庭刑濟ミ

魔決

諸甲

所祖

忌瞼

緒言

諸彦

女灌

助言

諸公

諸侯の

諸侯5）

諸学

曙光

諸神

女皇

助講

諸侯國

女紅壌6）
　こう

除毒録

所；産

所作事

諸山

諸氏

諸士

諸子

書肇

諸事

初時

所持致シ．ス

所持致シ居り．ル

所持シ。ス

女史

諸式

書式等

所持金

所持人

所持品

諸等
　じやく

書籍

1）アメリカイソデアγ　2）速記術　3）「載二愚リテ」（e）

諸侯」（e）　6）「又同所女紅場も追日盛大ま赴くに付」（e）

4）封建諸侵

襲種

諸州

諸宗

響町

叙述シ．ス

初旬

所々

　～（各）

諸署

諸書

野庭

徐々と　　（（副》

諸省

諸將

諸詔

初II条

書状

所々方々

書信

所信

諸神

書生

諸生

警世

所平

野視

助成シ，ア

除税地

諸税帳

女生徒

　～等

初席

初筍

所読

響Jli

　　　5）「九州

122



所詮

所措

所藏シ．ス

腕戴主

駈属

　～（各）

飛下

諸隊
しょたい

世帯

庭麟

初段

堅陣

　～下サレ．ル

　（御）

　～シ．ス

初鉄

所長

署長

初丁
　て
初手

初度

諸等

諸道

諸事

所得

謝罐

所得税
　にち
初碍

諸人
　　うけ
叙任請書式

初年

諸派

初難生

諸般

初犯

犯
藩
費
品
物
聞

所
諸
諸
諸
諸
所

使用度数9～1の表（五十音順）

配分（御）

虞分相成り．ル

濾分相成り難シ

町分致シ．ス

町分シ．ス

序文

華分施行シ．ス

初編

諸方

諸邦

除法

庭方箋．

諸民

庶務

諸勢

庶務局長

書面伺イ

所望

書屠

書物

所脊シ．ス

所有槽

所脊賄壼

所有残物

所有者

所有地

所有圭

所育物

所用

所要

所用臆

　りき
上州

所領

書類

諸路

女郎

所論

爾來　　《副》

単三也親分

白上新潟大書言己

　神

璽川橋

白ケ。ク
もらす

白洲
しら丁

しらずしらず

不。知不、知（（副》

知ラセ

　～（オ）

知ラセ．ス

白波
しらに

白男

白拍子

調べ

　　　ぶ　～中（御）

調べ，ブ

調べ替工

颪絞りり

私利

辱，

轡後鉛

知リ、ル（相）

知り得．ウ

知り居り．ル

知り難シ

知り給イ．ウ

事理
しりい

尻居3）
しり

後工

自力

私利私便

ジリジリ《蕩勃
しりぞ

蓬キ給イ．ウ
しりぞ

屏ケ．ク

私立

自立シ．ス

侍立シ．ス

霞立祉

支流

志慮

思慮シ．ス
じりょう

治療

　～方

　～シ．ス

　～申

　～等
じりょう

治療法

資力

思慮分別

四隣
し　る

競縷

汁粉
しる

効シ

標シ

記シ．ス

知ル一

類令（御）

指含相成リ．ル

　（御）

指令シ．ス

捲適中（御）

指令等

　　シヨ～シン

指令書（御）

司令長宮

至廉
しろ

霞
しろ

代

三

白シ

白瓜
しろ

代カケ4）〔代掻〕
　かむきん
白金巾

白寒冷紗

壁高麗

白小饗

白地

白博多織
しろ

代物

白木綿

白リンネル

持論

欝欝ケ書
しわぎ

仕業

儒

　～ジ難シ

臣

新

羅

早

掻

疲

　～シ．ス

診シ．ス

仁愛

塵埃等

新案

　しらみしば　　　てぬぐひ　　　　　　　　　　　　　　し　り

1）「風絞りの手拭に」（c）　2）「響後よ縄を結」）んと」（c）

を」（c）4）「田の代カケ」（c）

　　　　しりい
3）「堂と尻居よ倒る蕊妻
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シン～シン

審按仕り．ル

翼意

轡型

新入リシ．ス

腸壁硯シ．ス

入煙
　　　ぎわ
新大橋際

臣下

野営

新開相成リ．ル

入海

新開地

溝客

心下
しんがウ

殿

紳領

導富

新患
じんかん

人聞

翼翼吏

新奇

新規

振起シ．ス

審議

　～シ．ス

信義

信偶

新蕾

鍼灸

深宮

賑救

紳境

串供シ．ス

野業

紳教：肉、

新橋雑話〔書名〕

使用度数9ん1の表（五十音順）

巌氣寸

簡襟

噛吟苦綴シ．ス

辛著

甚九1）〔甚匂〕

紳雪祭主

紳宮司鷹

辛苦経螢シ．ス

進軍シ．ス

深戸

進撃

　～シ．ス

　～シ來り．ル

新嘗

新古

眞箇
じんこ

紳庫

人戸

人後

儒仰

　～シ．ス

新港

進攻

深更

進行シ．ス

親好シ．ス

僑号

僑号火箭

紳國

申告シ．ス

薦言宗

審査

　～シ．ス

農裁

震災

親祭（御）

人才

審査官

　～輩

審査総裁

審査宮長

診察

　～シ．ス

診察料

新産

深山

深山幽谷

心志

畑田

新紙

　～（一）

新誌（某）

深思

紳士（一）

聞事

人士

人事

纈士豪族

審悉シ．ス

眞實
　　もの
群舞物

信老

　～連

人車

仁者

紳物

神融費

新酒

眞趣

進取

翼宗毫婿寺

信州慧卵紙

野州善光寺

翼壁イ曾侶

心中立テ

罎宗本願寺派蜜

　野寺

進取警士

伸縮

　～シ．ス

心術

賑漁

賑漉費

浸欄シ．ス

陣所

野望

心情

身上

進上致シ。ス

尋常

尋常繋院

尋常一様

尋常科

尋常教測

旧情厚意

尋常才識

尋常入

学常人民

尋常遜糟

翼商人

尋常欄越

廼食等

心身

幽々

森々

溝人

　～中

信心

二人

癬串

人身

口々乎
　　しや
信心蕃

駿々然

新燧　〔会細

心野芝シ。ス

神髄

進水式

遜ゼル　硬口語》

翼正

神政

新製

　～シ．ス

進征

新政

五運

謡講

　～シ．ス

翼誠

人姫

人低

翼正記蕎

親戚

　～等

新石

人跡

　　じんく　　　うた
1）「甚九を謡ひ」（c）
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深切

　～（不）

　～田面シ．ス

新設

　～シ．ス

新説

新設墨行シ．ス

二型

新鮮

紳前

二二シ．ス

荏薄

新撰族團

清鰻

親疎

無二

二二1）

薪造

　．v2）

使Pt度数9．r　iの衷依＋膏⑳

　～シ．ス

紳葬式

神速　　　　　　～シ・ス

親族　　　　　申陳シ．ス

迅速　　　　　　薪陳交替シ。ス

親薦春類　　　清廷
　　　　　　　しんでん
進退　　　　　棘綴

二型（御）　　　　紳殿

身代　　　　　　～
じんだい

響町　　　　　　～（假）

甚大　　　　　信徒
．：身代回り　　　　進渡シ．ス

進退出塵　　　　進慶
　　　　　　　　とう
進達　　　　　遙登シ．ス

　～　　　　　新道

　～根成リ．ル　紳董

　（御）

　～シ・3

野饗

薪炭

農町

勢断

診幹回シ．ス

診下書

新地

門地

人智

新築シ．ス

薪築燈肇

薪築落成シ．ス

薪下

心甲

羅坤

伸揚シ．ス

伸張シ．ス

四脚シ．ス

響町シ．ス

逡捗

む重
奮
曽

　～シ．ス

震動シ．ス

入道

悪道事務局

野道事務分局

新富町

人肉

風入

　～シ．ス

新入

滲入シ．ス

侵入シ．ス

三下

薪任君

漸年

心念

新年宴禽

薮年式

親王

　～（爾）

人馬

心配

　～シ．ス

揺牌

親葬

心配騒ギ

心配周旋シ．ス
しんぱ

薪蠣魚海岸3）

入馬車行
　　　　ば
等橋停車瘍

甚八夫三

振嚢シ・ス

略　
オ

黍
り
盤
判
～

進
締
針
野

中
　
　
撞
寺
．
の
㈲
㈲
㈲
㈲
中
国

～
美
秘
扉
愚
三
一
風
聞
闇
物
聞
開
聞
照
臨
糞
聞
～

　
藁
紳
紳
僧
紳
鋳
騨
藁
紳
眞
薪
新
薪
新
新
人
新

　
　

　
諸

　
く

艶
紙
租

～
闘
聞

　
漸
新

～

㈲
三
三
繍
歎

～
聞
聴
聞
李
兵
部
歩
棒

　
薪
新
薪
新
新
薪
進
辛

シ？・yシン

　～ナシ．ス

新法

信回

申三三シ，ス

信奉シ．ス

人望
しオノほうい

藁方位

新法成典

紳木等

親陸講穣

新米

親身

’親密

　　　せい
親密繁盛

信民
しんみん

清即）

人喰（各）

人民中

深霧飛雪

身命

紳明

入名

　～等
人命
しんめい

騨明紳融

人命三

界面目（一）

親藏シ．ス

入翻

審問

　～（御）

尋闇

　～致シ．ス

　～シ．ス

1）「客薪造ヲ愛スレハ費濠…猫概島田多ク」（e）　2）「新造之分ハ」（a）
へ談判して」（e）　4）「蕨ノ翼物ヲ多クシ」（b）　5）清国民

3）　「新揚魚河岸：
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シン～スウ

～申シ上ゲ．グ

（御）

　
　
　
　
　
訊
　
醸
　
箋
訊
　
　
以

　
　
　
　
　
シ
　
　
　
・
　
　
車
回
　
シ
　
　
　
　
シ

夜
夜
陶
磁
用
捕
孕
等
雷
理
乱
利
理
順
順
糧
活
力
力
緑
力
植
林
～

油
滴
新
神
信
眺
娠
烈
震
澱
心
貫
審
入
人
賑
侵
心
震
薪
人
霊
森

　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

中
シ
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

～
臨
虫
類
類
令
嘉
暦
路
路
螢
螢

　
親
深
親
人
新
紳
新
毒
針
回
心

使屠度数9～1の表（五十音順）

親和シ．ス（相）

馬

脚シ．ス

吸イ．ウ
すい

推シ．ス

並

並慧

随一

水火

西瓜

水害

水火夫

水厩熱

推究シ．ス

水魚

面面

翠月楼〔建物〕

推古　〔年代〕

推考シ．ス

随行シ．ス

水輪曾

水質

水車仕掛ケ

水車渡世

水腫

水銃

聴從

水上警察

水回

水回祭り

’喘々焉

水星
　ぜん
垂誕シ．ス

水槽

吹奏シ，ス

推測シ．ス

嚢頽

衰替

三園紹

水池

推知シ．ス

水中

嚢凋シ．X

推認シ．ス

垂天

水天宮

出納

　～上
　とう

水樋

燧道

水道

出納回

申納局長

出納士卒局

出納帳簿

水道橋

出納表

出納簿

吸イ取り．ル

水難

随俘シ．ス

虚血

　～シ．ス

隠筆シ．ス

陵壷中

水夫

　～等

炊夫

推服シ．ス
　ふん
炊焚シ．ス

水分

随分

随分トモに《副））

水兵

水泡

水防世話掛リ

褻滅

　～シ。ス

水面

水雷

水雷火

水雷船

水利

水陸

水量

推量シ．ス

推理力

水路

水路通信

籔如月

藪科

数回

三二

数ヵ所

数箇條中

数血

忌家

数月

数軒

数件

数戸

数箇

数項（前）

敷號（蔚）

藪氏

数次

数字

数時間

数日

数種

激週匿1

数所

磁壁

敷幅

数並

数町

敷藁

数度

数人

数年

数品

数歩

数本

数里

数輔

敷幅

数學

数學會殿

激切旧

説機

数句

数郡

嘉言

数歳月

数十力村

数創

数函

数輩

謡曲シ．ス

数葉　〔数圃
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福要

福田機密

数量

据工．ウ

　～得．ウ

　～置キ．ク

鋸膳

据付ケ．ク

末永ウ
すおう

素抱

癖霞

　～等

　
　
イ

様
せ
世
ナ

蕊
脚
過
少

《雨

避カサズ幅u）

透カシ．ス
すか

購シ．ス

透シ語うイ．ウ

透シ慰メ．ム

須賀紳就

ズカズカと《副》

罵り．ル
ずぼ

透

好キ．ク

杉

過ギル　〔口語》
　　　しょうゆう

杉宮内少輔
　　　たゆう
杉宮内大輔

鋤鍬

過ギ去リ．ル

過重行キ．ク

救イ

スクウネル1）
すぐさ電

　　　　繍》

《口謝

少ナクも《副》

勝レ．ル

使用度数9～1の表（五十音順）

窪
禺　　ずつ

少シ宛　《副》

少シも　幅UP

過シ．ス

スコッチ2）
すさえ

凄ジ
ずさん

杜撰
ずこだ

賢立テ

神室

頭上
　じるし

す印　〔記号〕

鈴

涼シ
すし

雪ギ．グ

遙ミ寄り．ル

遷都

　～（オ）

鋤メ・ム

硯

硯箱等

裾

裾模様
すノまれみょうこう

簾名号
スチレエジュ3）

捨チアリの

捨テ置キ・ク

捨テ琶キ難シ

捨テ置ケル4）

棄テ難シ

捨テ壷リ
ステロシヨン

駐車傷

号鐘5）

素的滅法

ズドン6）

　じ
砂地
すなど

漁りシ．ス

すな

沙引

田鷹

謹辞シ
ずべ

術
スペイン

西春i矛公使舘
スペイン

西瑳神領

須ラク　《副》

スペンセル銃

ズボン
　　　　とう
ズボン下等
すまい

住潜

　～シ．ス

　～ナシ．ス

住マイ．ウ

　～アリの

　～居り．り

澄マシ．ス

清マシ．ス

濟マシ。ス

墨

隅

災

濟ミ．ム（相）

佳給イ．ウ
スミ　カ

棲集

住替工．ウ

馬方

馬込ミ．ム

炭小屋

隅々

隅田丸

佐友尊

墨ヌザ）

往ノ江：丸〔船〕
スメラミヨト

天皇

スウ～セイ

　
　
　
　
　
　
　
ム

　　

@　

@湘

正
田
野
姓
露
贈
簿
麹
獺
灘
綾
羅
騨
麗
顧
聾
難
麟
讐
磁
騨
鵠
懲
難
蠕

瀬
～

上～

　
業
キ
リ

　
螢
好
取

撲
撲
力
力
も

　
　
　
　
　
　
　
㈱
．
騰

　
砂
　
∂
　
　
長
　
教

　
リ
ミ
テ
　
　
戸
　
中
ψ

り
摸
切
込
立
物
シ
赫
瀬
ワ
訪
リ

聯幅ど

ン
三
井
鍍
法

早
稲
角
角
銘
李
す
掬
摺
早
算
摺
鏡
ず
圏
ス
跨
坐
寸
ズ
寸
寸
寸
寸

背
瀬
是
制

　
以

　
シ～

～
助

お名代《

生
精
政
生
性

　　　　　　　　　　　　　　　　　と1）schooner，船の形2）「「スコッチ」と唱なふる帽子」（c）3）「「スチレージュ」ト禰冬
　　　　　　　　　　　　　　あま　　　　　　　　ず　　　を
ル極下等ノ客室アリ」（d）　4）「回りのとに捨て麗けず」（c）5）捨金　6）「西南のヅ
Fソ」（e）〔西南戦争）7）狂雷の題名　8）生命，生活　9）天交学
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セイんセイ

　～シ．ス

糠穂亭

征韓

生溌

難舘

連繋』

～致シ置キ．ク

　～シ．ス

銀蘭

税關宮吏

征難論

成規

盛輝

輝氣

溝暉艦

講求シ。ス

逝去シ．ス

制御シ．ス

鰯御シ得．ウ

政教

精強

西教

生業

成業シ．ス

正教禽

青玉

｛登襟

税金

三隅

生計

　～上

政刑

精計シ．ス

三州

制限シ．ス
せいげん

省減シ．ス

税礎

清倹端巌

制限論

正誤

　～シ．ス

成功

使硝度数9～1の表（鼠十音噸）

　～シ．ス

成効1）’

精巧

製工

正徳

征行

性行

精工社〔会社〕
　ごん
正灌

精査

精細

政策

製作シ．ス

製作器械

製作品中

制札面

堅靱

衡墾

精算

　～シ。ス

正算等

生産會批

生産作業

生死

製紙

正睨シ．ス

♂
シ
ゆ
中

止
。
蜘
治
事
～

制
生
政
政

　
　
　
　
　
械
械
　
　
　
敵
　
　
方
　

賦
正
賦
賦
　
　
　
　
　
以

上
　
　

r
家
　
器
、
器
訊
聲
は
所
由
認
容
　
　
地
　
シ
嚴
シ
シ
　
　
　
　
　
シ

～
じ
事
－
晃
早
事
式
綜
紙
シ
糸
糸
紙
曲
者
朝
州
縢
熟
粛
出
出
術
詔
墨
入
人
人
褻
陸
水
～

船
澱
、
生
正
政
無
毒
製
制
覇
製
製
逝
墾
勢
整
成
調
製
生
政
塁
聯
弾
墾
成
盛
西
井

　
替

中
中～

嚢

　
盛

青々

正々

西堺

整齊シ．ズ

生成シ．ス

製成シ．ス

精々　《副》

整々蒲々

精製分析料

成績

盛縷

精撰シ。ス

生前
せい

凄然

精粗

星霜

　～（幾）

青草

腿偲

製造シ．ス

製造等

製造家

製造局

製造者

製造所

　～等

製造高等

製造人

　～（某）

～霊
　　て£

製造霧

製造品

製造物

製造法

1）「然レ陀其戒効圃トーごケ月ノ期ス可キニアラズ」（C）
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生存シ．ス

政体

世態

聖代

贅澤

精出シ．ス

世談

西地

盛地

製茶

井申

鯉肘シ．ス

成長

　～シ．ス

世潮

生長シ．ス

整調シ。ス

製謂シ．ス

制定

　～シ．ス
　　じよ
製鉄所

成典

盛典

青天

晴天縷キ

政途

生徒（各）

生徒等

制度

政窯

聖堂

静動莚i

青銅銭

生動力

盛徳



整頓

　～シ．ス

面面

正面

西南事件

西南西

1南戦役中

西南騒擾

西南ノ役

西南ノ憂

請納

税納致シ，ス

成敗

就航

　～シ。ス

生蕃

賭事

成否

整備シ．ス

三越諜

製品

敷府（蕉）

致府（諸）

政府（新）

政府（無）

西郡

清風

腱風血爾

正服

征伏シ．ス

制伏シ．・x

正副考富

正副戸長

西部瞼閲使

政府黛

使用度数9～．1の表（五一i－t＝Jlt”｛）

員
　
　
　
以
　
・
・
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
位
　
・
　
査

麟
分
辮
否
穿
方
法
法
貯
法
山
北
北
鮮
擁
拳
翻
舗
民
肇

政
成
面
繋
夢
生
生
藤
成
政
論
正
税
製
西
正
西
西
夏
西
精
測
舎
精
精
蛇
政

上
　
㈲
欝
丸
善

～
命
明
瞭
名
盟
名
門
葉
約
藥

　
生
激
減
論
点
姓
縢
激
職
雀
製

西洋。

　～がた

　ヴ形’

西洋瞥家

藤洋舘

精養軒

西洋皿。
　　し
西洋紙

西洋簡艦

西洋人・

西洋玉ユロガシ

　等

西洋木綿

西洋料理

西洋料理店
せいら

品等・《代名》

性來

星羅林列シ．ス

i整理、．

　～シ。ス

生理

正理

精置

目理事

生理書

成立

面吐

出竜丸！〔船〕

青龍丸　〔船）

精正

正夏

清涼

勢力

精力

政令

生盤

糊勘

嘉例

清冷　．

静冷

精鋤刻苦シ．ス

顧暦　　㌶・一

整列シ．ス

清烈甘芳

正路　tt：

清朗

青縷中

心証掛り

正論

世論

ゼウス〔宗派〕

セエエント・テ

　レエズ幻

セエフノレリ）

セェブル陶器

セエロン号

二心イ．ウ

　～矩｝ル

セオリ・オフ・レ

　ジスレエシn
　ン6）　、

世界

　～（金）

　～中

世界面囲
せがれ

惇メ

席。、

論

点

堰キ來．ク

積怨

1）製造　2）浩朝の無生の一

6）ペソサム氏の著書名　7）石油

セイ。．yセキ

　
　
　
　
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ッ
ツ

　
　
　
　
ィ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
世
時
　
　

訊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
テ
　
》
り

　
　
業
渡
漂
シ
　
　
　
　
立
立
蕩
油
屋
　

ゆ
油
　
料

灰
貸
貸
貸
が
候
工
載
材
子
暗
二
者
酒
二
上
蝕
雲
然
像
キ
キ
炭
あ
炭
炭
二
黒
二
二
年
年
二
二
酔
二
二
盤
飯
碑

石
二
丁
席
蘭
二
二
積
石
赤
昔
昔
二
二
席
席
赤
積
寂
石
山
急
石
石
石
席
荒
荒
昔
積
石
二
言
赤
石
赤
石

3）化学　4）メダルの名　　5）セーブル産陶器の略
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セキ～セン

席費
セキ　ヒ

三二

石櫃

責付シ．ス

積忽累恨
　も
關守リ

石油湧井

赤痢

赤龍丸等〔船〕

寂蓼

石類

激闘
ゼゲン
鼠戸

慢故
　じ
施治

施圭

施種雰

世情
ゼスイト

則蘇的宗徒

セセラ笑イ

世俗
　たけ
脊丈

切
せつ

拙

節シ．ス

撞シ．ス（相）

戯開シ．ス

殺害シ．ス

角
曲
面
奇
教
義

折
折
簡
帳
面
擾

團》

～シ．ス

～シ．ス（相）

勧倹

　～シ．ス

箇減

　～シ．ス

欝妻

拙策

適適シ．ス

拙者

接種料

拙簡民

謡勝

紹食：

設鯛シ．ス

箇雷

節々

点画シ．ス

擾待シ．ス

維大雲

切噺

設置

使期度数：9～1の表（五十音願）

　～シ．ス

雲中

折中シ．ス

設定シ．ス

窃盗

舌頭

窃盗條

窃盗賊

説得シ．ス

三二シ奉り。ル

回申譜諺

切迫

～シ．ス

切羽詰リ．ル

折孚シ．ス

切腹｛±ヒリ．ノレ

籔分

接吻ナシ．ス

絶壁

切望シ．ス

読明

　～シ．ス

　～中

幅命シ．ス

読諭

　～（御）

　～ナシ．ス

設立

　～相成り．ル

拙劣

切論シ．ス

読話

三戸

瀬戸石
ぜに

銭

函失イ

施入シ．ス

是認シ．ス
せぱ

狭メ．ム

三二　　（名》

是非　　欄》

是非とも　《嘉畦》

是非に　《副》

是非鹸直

是非ナシ

世評

狭シ

逼・迫り．ル

責罰．ム

攻メ．ム

資猛て　幅胸

責メ掛ケ．ク

責メサイナミ．ム

姦凶シ．ス

競合イ．ウ

競上ゲ．グ

セリ出シ．ス

芹麩　〔科白〕

施療

　～シ．ス

施療券

施療簿
ゼルマン

日出曼政府

世話（オ）

指話シ．ス
せわ

忙シ　　《形》

世話掛り

世話役

線

戦

三

三

全

漸

善悪

專意

千位

論意

専一

灘宇

忌寸

載役

全盆

全騨

遷延

專横

前王

前晶

出化シ．ス

先奮

全快

　～シ．ス

　～ナシ．ス

前遡

前愈

先鋭

泉岳寺

詮方ナシ

專舘
せんかん

溝覆

船艦

全滅シ．ス

詮議

　～（御）

　～中

畑妓

前期

企給シ．ス

撰暴相成リ．ル

撰墨方

撰暴シ．ス

戦況

船橋

宣教シ歩キ．ク

專業

無業

宣教師

鳥追則
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撰墨人

選暴法

前金

全軍
　げ
二化シ．スL

前二

二計

鮮虹

先月

前月

専権

逡擢

宣雷シ．ス

前顯

全点

前件

前言シ．ス

二二委員

全擢公使

千古

戦後

線香

潜行シ．ス

閃光轟響

宣告

　～シ．ス

前告

前刻

全國人

宣銭文中

箭後左右

前後中

先妻

詰草

千載

蔚二

様難シ．ス

穿難中

二野不屈

戦死

　～シ．ス

上騰

賎競シ．ス

職質

職事

全紙

善事

漸次

漸次に

戦死考

先B
前日來

使用度数9～1の表（五十音順）

側》
（（副）〉

千思万考シ．ス

船首
　　ども
船主共

先住2）

煎汁

千住大橋
せんじゆく

饒二
二出3）

前述

前書

洗除シ．ス

船匠

戦勝

職場

全捷

全野

前章

二三

全冊

先陣

瀬進

全身

専心一意

泉水
　　　しょ
淺水漏翌

翌数

全数
せんすぺ

詮衛

先生

　～方

　～檬

階子
せん

蝉聲

金盛

善政

前世

全晴

専制奮治

專野洲塵

專占シ．ス

漸々

戦々三々

先々月

前々号

先鞭

干草回

船造手

全損

船体

先代

全体
　　おもて
仙附表

仙牽旧聞

仙盗日々薪聞

千田大書記宮等

戦端

源
　
　
海
剛
者
・
野
㈹
　
海
　
　
　
　
・
輿
三
三
シ

漸
～
～
段
臨
地
ち
蹟
治
治
知
颯
爽
着
着
中
～

専
　
　
前
全
戦
千
断
疫
全
前
職
全
先
先
船

～
長
軸
底
定
都
笹
葺
土
中
濁
撃
壌
動
導
導
島
導
闘
匿
ナ
内

船
前
群
撰
遷
全
町
全
盤
職
繋
船
煽
先
先
全
主
戦
潜
詮
船

1）遷化　2）前の離職　3）ほしい窪まにすること

131

先入

セン～セン

　～シ．ス

留任

　～シ．ス

等々シ・ス

先年來

暦年

洗馬

平群

町壷櫨

船舶

　～（諸）

般舶商八

三螢（御）

先般

　～來

善美

全備

　～ナシ．ス

前非

前比　凶
淺膚

先夫

全部

船腹

潜伏シ．ス

潜伏ナシ・ス

千脅令

前文

全文

饒劉

先鋒



セン～ソウ

戦報

前法

前報
　　きこう
二二翼仰シ．ス

二黒シ。ス

千万

　～人

千万世

千萬里程

工務

關明

丁丁シ．ス

前回

専門

專門二者

前夜

前約

全癒

　～ナシ．ス

占有シ．ス

專有シ．ス

專用

　～シ．ス

醜無

職鼠

千里　〔船〕

千里軒〔矯車屋〕

染料等

善夏

全量

善隣

先例

先例蕾慣

線路

前論

　
悪

そ
其
粗

使用度数9～：1の表（五ナ音順）

（（代》

組下観シ．ス
　あっ
沮遍シ．ス

素目

澹イ．ウ

添イ．ヅ

　～アリボリ

添イ逐ゲ．グ

疎野

草

　～1》

　～シ．ス

僧

奏

ソウ　《副⊃

装シ．ス

操シ．ス

像

三

門2）

草案

相違シ．ス

惣旧

記右大臣

漕運シ．ス

造螢

　～シ．ス

二士就談〔雑誌〕

相当　・

櫓王祠

宗家

桑芽
そう

葱芽

増加

弘化

造花

蒼海

総額
　がしら

話頭

増加兵

偲官

逡：還

象嵌

創基

創起シ．ス

葬儀

孚議
キうぎよう

相競

漕競

面素シ．ス

創業

創業者

出金

遭遇シ．ス

象牙燈＊

相伝

翔建シ．ス3＞

増減

　～シ．ス

　～等

総見院
　　　でる　
総晃院殿

霜露

禽庫

相互

操行

糟糠

訪
嘆
合

櫛
耀
8
鞍

　～シ．ス

双光旭日章

倉皇憂擢

早婚

草根

創痕

草根木皮

蕪嚴

総裁
ぞう

粧罪

捜索

　～中
ぞうさくとう

雑作等

三士

壮志

隻紙

葬事

掃除

　～シ．ス

　～旧

藩ジて《副》

相識（蓉）

　　ぐら
掃除口、

宋室

薙者

造酒家

創駈

騒擾

奏上シ．ス

聡正照位

草魯

装飾

　～シ．ス

増殖

　～シ・ネ

装飾品

二進シ．ス

増水シ・ス

纈欺
ぞう

山南

蒼生

増税シ．ス

邊籍

踪跡

邊籍諮

装節4）〔装飾？〕

騒然

造船

造船工業上

造艦工手

造船私営

造船所

二二

　～（御）

早々　翻》

忽々　幅旺》

二三　翻》

想像

～シゼス

総則

二二

　～シ．ス
　　とう
　～三

門体

1）下書き　2）「職にハ坐鎚三の罪もあり」Ce’）・／’3）創建　4）「古代之装簸二月倣シ」（a＞
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牡馬

総代

増大シ．ス

　　　とも
惣代人共

惣体論

総高「

逡達方

相談シ。ズ
　　ちゆう
相談中

相談ナシ．ス

相知1）

装置

邊致シ．ス
そう

箱申2）

早中分
　ちよ
桑楮

早朝
　ちょう

増貼

　～致シ．ス

塘長シ。ス

総出

肚丁

密男シ．ス

邊返シ．ス

早天

桑田

僧徒

璽闘

　一シ．ス

双刀

草頭

相當（不）

和解シ．ス

掃蕩シ．ス

紺屋シ．ス

使用度数9’～　・1の衷（五十音顧）

騒動
そうどうけっかつ

懸詞桀贈・

総督

癒…毒

モ　う

左右ナシ
そうに

雑嚢

挿入シ・ス

奏任’

奏任窟

牡年
　　がぎ
根場書

増饗シ戊

早晩　翻》

奏判任

総費

藏品

邊付

　～シ。ス

邊付スル等
そう

愴父
ぞう

繕物

造物主
｝仕兵

造幣規則
　　しょ
造幣所（新）

　ほ
桑畝

桑圃

増補

埆募シ以

聰明

纏綿
：草木

　もつ
雑物

　～ちゆう

　～中

総門

二三シ・ス

邊輸

難用　〔経幾〕

騒霞L

叢裡

草履
　　が
総理衙門　・

創立

　～シ．ス

　～爲シ．ス
そう

籏立シ．ス

創立詮書

僧侶

無血

惣量

肚麗

繰練

　～中

繰練演習
　　セぱ
繰練三

無魚

蝋工。ウ（相）

添工．ユ

添穴塞シ・ス
モかい

素懐

族

　～シ．ス
　ら
細密

俗に

即位

綾欽ナシ．ス

賊焔

足下　《代名渉

門下

属官　・

　～（薔）

俗眼

属宮吏

只B金

息金

儲軍

慮工手tt
即刻　《副》

即今　鰯》

意災

即死

即晴…蟷勃

俗耳

β
旛
…
出
女
將
甘
甘
人
匁
成

即
棄
蜜
蝋
賊
俗
速
融
融
速

’c〈名・副

　～シ．：ス

賊勢

即席

属籍

族籍

賊奥

轟々　《副》

測知シ．ス

　　ら
族長等
　　とう
足痛等

1）r從來絹知ノ」（e）2）「ご箇ヲ箱中出装見ヅタ男（b）

1－33

ツウ～ソシ

賊徒

豪農　　・

細密

賊盗律

豪男

賊難
　はい
粟牌

束縛

　～シ．ノス

厩藩

葉酸シ．ス

賊兵

足歩

賊名　　　一t

測量

測量課

測量船

狙撃シ．ス

訴件

曝、

其塵《代名》

齪離

　～シ．ス

底慧
そ　こ　かしこ

其魔彼慮《代名》

酸漿此旗《代名》

ソコ〉《副⊃

粗忽
そニついわがき

底津石垣

害ナイ．ウ
そこもと

其許　《代名》

素志

訴旨

組織シ．ス

素質



ソシ～タイ

勲臣シ．ス

訴出シ．ス

血忌

訴訟用

訴状

　～とう

　～等

訴訟罫紙

訴訟樹審

訴訟代入

訴訟入費

粗食

素食シ．ス
そしり

誘

誘リ．ル

素心

組成

　～シ．ス

粗製

　～シ．ス

租税課
　　　　あて
租税四三宛

疎斥シ．ス

藍絵

晶々1）

組品

品糧2）

乱造

注脚入レ．ル
そ　だ

麓朶3）

澄滞シ．ス

粗大

育チ．ッ

育テ
ニ　　の

目ア・ツ

使用度数9～1の表（五十音順）

　　　そば

　～廉ネ．ヌ

育テ上ゲ．グ

育テ方

措置

　～シ．ス

粗茶

卒　〔兵卒〕

疎通シ．ス

卒業

卒業者

卒業証書

卒業生

卒業生徒

卒業免状

卒然　欄》

袖

訴庭

袖ガラミ

外

訴答旧例
ソ　ト　デ

戸外出

備工

供工．ウ

備工置キ．ク

備工奉り．ル

備エツモノ
そなた

其方

備ワリ．ル

其ノ上　《鋤

其ノ上に《接》
　　ども
其方共

蕎饗
そば

岨

傍

疎薄

灰ダテ．ッ

甕工．工

粗品

魍父母

租母

粗暴
そ

染ミ．ム

　～し、

　～居ル

背キ．ク

　～（相）

疎融

そらうそぶ

室藤キ．ク

諸ンジ．ズ

剃落シ．ス

剃立テ．ッ

夫レ等

夫では《接》

夫でも《接》

夫とも《接》

夫に　K捌

某

　～ども

　～共

夫レ是レ

外レ玉

夫トナク《副》

夫ナリ　幅U》

夫ナレバ《劉

央ハソレハ（副》

夫故　（（et）〉

揃イ

　N　 お

　～（御）

揃イ．ウ

粗漏

揃工．ウ
ソロソカ

徐々　《副》

村

損

　～ジ．ズ

存ジ居り．ル

存ジ奉り．ル

二藍

氾濫

損盆算

存外　《副》

損害金

臆胴

　～シ．ス
　きよう

舞敬シ．ス

纏巌

存在シ．ス

村帯

損資

損ジ

存ジ（御）

損失

二丁
そん

存書シ．ス
　じよ
損所

韻傷シ．ス

存ジ寄り．ル

毒置シ．ス

尊重シ．ス

ソンナ《名・連》

村内

ソンナラ《接》

存念

損敗

損埋シ．スa）

村民

　～ばら

　～原
　　ら
　～等

損耗

　～シ．ス

村邑

村落

村吏

存立

　～シ．ス

損料

村老田婆

田

多
　とも
他共5）

体

　～シ。ス

堆

態

待シ．ス

醤シ．ス（相）

代

塁

題

　～シ．ス
　あくこう

大悪握

大安

大尉

大島

　　あら　
1）「粗々たる黙霞を以て」（c）2）あやまちの意　3）粗朶

5）「其他共渾テ本交二準採」（c）

4）「潤畑を損埋し」（c）

134



　
　
　
　
　
　
行

　
　
　
融
　
　
　
銀

　
　
籠
鳴
り
・
庫
恥
立

　
　
三
唱
哩
禁
既
繭
甲
鯉

山
幌
石
石
一
一
一
一
一
～

題
璽
大
平
第
平
平
第

　
庭
　
　
　
長

　
含
線
隊
除
除
隊
會
面
　
　
　
生

等
三
三
小
大
大
中
潮
方
名
流
早
期
腿
芋
助
り

～
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
四
十
院

　
第
第
平
平
第
誰
誰
誰
誰
第
第
第
第
第
大
大
退

　～シ．ス

退院掛ケ

退駝願書

大雨

大雨烈風

封膜シ。ス

大英断
　えん
大堰

大王

使用度数9～1の衷（五十音順）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

@
㈲
㈱
等
の
　
議
　
校
騰
　
　
㈱
翻
莚
物
好
三
論
、
嫉
・
螂

音
過
火
家
償
債
愈
～
～
概
害
外
愈
格
格
嶽
學
學
鳴
蜜
患
皐
岸
官
皐
宮
勘
患
好
義
機
議
筋
吉
議
擁
護
帝
紀

大
大
大
大
代
代
大
　
大
大
隊
大
盤
饗
大
大
大
大
大
大
大
野
代
大
代
大
大
大
大
大
代
大
代
代
代
代
大

大二二使5）

退去

　～シ．ス

大墨シ・ス

滞京シ．ス

大業

大教院

大教校
　　ぜい
大教正〔職名〕

大強勇

大議論

大金

代金

大匿

　～（各）

　～（何）

　～内

待遇

　～シ．ス

大回禽

第九小匠

大工職

第九大薩

大工棟梁

大群

大鴛殿下

大勲位

大計

大兄

大警部

平蕪戯

大下落

大権

代言師

代言入

　～ら

　～等
クイ　コ

嵩燗

太古

大湖

大鼓

平磯

大幸

単婚

樹衡シ．ス6）

露華シ．ス

封抗シ。ス（相）

題号

大講義

大公至李

大鯛代

第五課

第五課長

太古器

第五銀行

大車（諸）

大獄

滞獄

第五十六國立銀

　行

第五大匠

第五外画

大根

大佐

大祭

滞在

　～シ．ス
　　ちゆう
　～中

大祭式

待罪書

2）科挙で第一佼の者　3）r能幹ノ大員ヲ派シ」（e）

5）大関は，朝鮮の地名　6）釣副う

タイ～タイ

1）一番圏の禁止項目
　み
に盈ち〉たり」（C）

退散シ．ス

第三課

第三又隣

第三匿

　～
　～内

第隔子立銀行

第三拾四麟立銀

　行

第三歴歴

第三大隊炎心得

第三族團

第三聯隙

太子

大志

太史

大寺

封蒔シ．ス

大師
だいじ

大地

大事
　　とう
題字等

第四課
　　　づめ
第四課詰

鋼冬期生

大事業

第四臨

大試験

大事件

第四十一國立銀

　行

第四十四課口銀

　行

大シタ　縫》

第四大匪

第七大薩

第七聯隊

　　　4）「大院
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ダイ～タイ

大七縷

第四方面

大豆

貸借
　しや
大沙漠

大守（蔚）

大儒

第十一大匠

第十～聯隊

大典禽

第十五銀行

第十月立銀行

第十五國立銀行

第十五大塵

第十七大匠

第十三腱中

第十大騒

第十二大臨

退縮

大綬葦

退出

　・～（御）

　～シ．ス

・大暑

大書シ．ス

・代書

　～とう

　～等

大藩

邊素

封照シ．ス

代償シ．ス

峯上

大小匠

大小三重
だいしようず

大小豆
大丈央

使期廉数9～1の衷（五十音順〉

大小便

大書記官（各〉

退職

大食シ．ス

代書人

第四旅團

大審

蜀審シ．ス

滞陣シ・ス

大尽

大臣禰），

大審院
　　　づめ　

大審院三

大臣参議詰者

大尽力

大豆

　～（新）

大水門
たい

大壷

代数肇

大勢

泰西
　　こう
大壷蟷

大盗疾呼シ・ス

大政麿

大切

　～（禽）

大儲

大戦

封戦

代船シ．ス

大量

大象

大越〔職名）1）

怠惰

大体

大々2）

代々

大隊十

代替劣状，

大隊長心得

怠惰放逸

大團圓（一）

大膳者

藤棚

語長

退鷹シ．ス

隊付キ

大抵　綴》

饗敵

泰斗

饗等

帯刀

大道

大同小異

大東實鑑〔書名〕

大統領（前）

大錦惑シ．ス

嘉断用

立都府

大納君

大難易

第二課

第二臨

第二十九國立銀

　油

画二十國立銀行

第廿四匿

第廿七國立銀行

第廿二臨

第二十六國立銀

　行

第二小隊

第二大面

　～内

第二大幅

策二中隊

第』二B曜
　　ていぽラ
第二丁卯〔船〕

第二丁卯艦

第二方颪

第二聯隊

大任

退便

代人等

代人規則

髄認從事シ己

代人相當

怠納等

大破

大杯

代舞（御）

代葬シ．ス

大白　〔星〕

滞泊

大博輪回

第八大匪

第八聯隊

大傘

大繁昌

第十囲立銀行

大評判

大病（一）

乃父

大分　側》

大風

大風雨

大風暴雨

大携底

太李　〔船〕

三三

大兵

掃海3）

代米

太黍飯

代米六

大高

大攣動

逮捕

　～シ．ス

大砲

大方些）

大木
　ほつす
大法圭

大本

大晦

大名

　～（諸）

タイムス〔新聞〕

タイムス記者

除名

泰名訳校

体面

題目堂

大約　幅u》

大有丸〔船〕

貸輿シ．ス

大賜〔太陽〕

大要

代儒

　～シ．ス

大陽礪

1）F該縣の大属」（q）2）機のこと

ナリ」（b）

3）鎮台兵4）「幸二大方ノ示教ヲ仰ガント欲スル
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李ラカ

李ラギ．グ

畢ケシ

大壁

大鼠舞危

大利

代理シ．ス

代理ナシ．ス

代理者

大利大盆

肇位

　～シ．ス

代理人
大難　（（名））

大駆　嘔励

滞留（御）

大流行

大猟

体力

大罪服

大嶺（一）

大番

大老

大六1）

第六匠

第六大匠

　～内

第六第五方面轡

　り

饗話

璽湾砂糖

台臨蕃地

多雨

堪工蕪ネ．ヌ

堪工難シ

使用度数9～1の表（五十膏纈）

堪工．ユ

絶工て《副》

絶痛ズ　《副》

絶聞

欄蜀

手折り．ル

艶レ死シ．ス

多寡

高2）

互イ
たが

違イ．ウ

　～（相〉

打留シ以

他愈継
たが

遽工．ウ

高雄丸

高桑3）
たかごヌほ

高鼻

高サ

高崎馨學校

高崎緩擦署

高騎二等侍補

高島磯

高島赤字

高瀬舟

田方4）

高遜

多寡大小

高千穂：丸

高机

高手小手

高直〔高値〕
クガホ

鍍
　ね
高画愛

高橋大書記富

高梁郵便局
たかまのはら

高天原

高見込ミ

高山聯碁
ク　カ　ラ

資財

蜜

蜜橋

雷管

瀧
たきぎ

薪

抱暖シ．ス

瀧ノ廻村鱗天

焚残り

焚火

露見ノ郷茶屋

他智

慮鰹

車

懸シ。ス

澤庵
たぐい

類

濁音

車見

澤山

車子等

濁酒

車上

濁水

車回

宅蔚

卓然

宅地

車回

逞シ

逞シュウシ．ス
たくみ

巧
たく

エミ。ム

手繰り醤セ。ス

重工

貯工．ウ

重

鉢

他家
た

長ケ．グ

竹製

竹中開示院

建ノ御殿5）

竹野屋

竹橋

　～外

竹橋大尉

他縣

多胡石摺6）

他國

田子ノ浦丸
　ざく
国作

無策

他事

多事

槌力　《名》

髄力　《劃》

出シ掛ケル

髄メル
だ　　　じるし

出シ印・
たし

酵ミ．ム

他宗

弛洲領

他出シ・ス．

徳所

多少

太政窟纒費

太政宮脱

太政大臣

タイ～タタ

倉敷鴇セ笄

助カリ．ル

助ケ

　～（オ）

援ケ上ゲグ
携工．ウ（相）

携工面．ウ

携工來リ．ル

尋ネ

　～　　
重ヌ

　～（御）

尋ネ來り．ル

尋ネル

　ヤ　ナあヱら　ロロ尋不滅ア・ツ

尋ネ來．ク

尋ネ廻り．ル

尋ネ行キ．ク

多勢

他船
たそがれ

黄昏

　～頃

昏暮晴分
たそく

足患7）

他族

多々　《副》

正シ

篁鰯台

戦イ

職イ．ウ

戦イ敷レ．ル

敲キ．ク

叩キ出シ．ス

回訓ま　帳》
　　がぎ
但シ書

1）荷車盆ジ蚕喬　3）桑照の一種4）「地租金ノ内田方二限リ～半額」（a）　5）「建ノ
寓」〔大正天皇〕の御殿6）「天覧に参髪ぜし書憩ま～注梅鼎肉水～多胡石捌（e）7）醇
　　　たそく　　ゑ
らしの燈息を得しと」（c）
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タタ～タヤ

　～中

糺シ見ル
たたず

そ　ミ．ム
ただただ

唯々　《副》

懸…

漁ミ．ム

漂イ．ウ

漂ワシ．ス

ダダラ大鑑メカ

　シ．ス

多端
　　おん
太刀（御）

立チ．ッ（相）

立チ難シ

立チ難シ（相）

立チ麟シ．ス（相）

立話イ

立倉イ。ウ

立合裁判所

立上リ．ル
たちい

起居

立至リ。ル

立出デ。ズ

立入リ．ル

　～難シ

立録リ．ル

立替ワリ．ル

立木

立聞キ．ク

立木民事殿

〈（人名》

立表り．ル

立蓮ナリ．ル
　どま
立止リ．ル

　の
立退キ．ク

立昇リ．ル

　はだか

立蹟リ．ル

忽チに　幅勃

立廻り

立見海軍少尉

立見陸軍少佐

立戻リ・ル

立行キ．ク

　　　お立寄頻御）

立寄り．ル

　～（御）

立分レ．ル

達シ．ス（御）

達シ縮成り．ル

　お　（御）

達シ得・ウ

達シ置キ，ク

達シ置キ．ク（相）

使嗣度数9～1の表（五十音順）

　　　　　　　　　　　たに

達て　（副》

脱印

脱殻シ．ス1）

タツキ2）

　　お達シ（御）

　　がき　お
達シ書（御）
　　がざ
達シ書（諸）

達シ越シ．ス

達シ濟ミ

奪取シ・ス

脱出シ．ス

丁台
た

唯ッタ

龍田紳蔵

タップリ

奪掠

娯
竪

～シ．ス

（副》

建テル　《口諭

立テ．ッ（相）

立テ麗キ・ク
たて

立撃山　〔女形〕

立テ象ネ．ヌ

建テ切り．ル

建具

建具師

建具職

建埣

達テ列ネ・ヌ

建蕩所

建札
たてまし

建埆

奉夢．ル

　～給イ．ウ

立テ廻シ．ス

建物

　～（諸）
？テモノ

二物
たてもの

立物
　　ヤクシや
立物俳優
たてや

建家

他動

讐工．ウ

懸工　《副》
たど

辿り來＊．ク

辿り出＊ル
たどん
炭團

無

法無シ

タナイス號〔船〕
　　　　だゆう
田中文部大輔
たなごころ

掌

田邊少警部

谷少將

谷森太政富書記

　宮

詣人ラシ

多人敷

種板

種違イ

胤直父子〔人〕

多年

他念

樂シ

樂シミ

樂シミ．ム

　～居り．り
たの

頼ミ

　～（オ）

頼ミ．ム（相）

たのも
田謡

頼舞シ

他振

煙草
たばこ

蓑入レ
　　さく
姻草作

立艸税

煙草店頭

田畑

　～等

束ネ．ヌ

旋
たびしょ

族所

族立チシ。ス

直々　翻》

族豪

族入

他府縣

　～下

多分　　鰭》

多分　　《副》

多分に　¢副》
タ

喫ベル．《口語》

喰べ納メ

他方

他邦

多方

多忙

玉

玉川砂利
　　おん
玉串（御）
たまげ

魂消果テ．ッ

卵
　ころが

玉韓シ
だタ

騙シ．ス

　　さと
騙シ論シ．ス
　づくり

玉造返荷

玉藻九献
た　もの

賜

町屋

堪リ．ル

黙り．ル
たむけ

手向
ため

溜

溜メ．ム
た

矯メ．ム
た

揉メ．ム

爲に　（捌

試シ

他藥
タヤス

易シ

1）卵からかえること　2）手段
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たゆう

太夫
タユ

携ミ．ム

便り

頼り．ル

垂＊ラシ．ス

タラ〉　《副》
たらち　ね

垂乳根＊
だら

鱈尼纒
　　　が
足ラヌ勝チ

足ラワヌ勝チ

足りル　舘語》

多量

樽

垂井郵便筒

樽詰メ鐸藥

垂レ．ル
たれかれ

誰彼
たれびと

誰入
　　か
誰モ彼モ
　　かれ
誰モ彼モ

（（副》

個》

垂レ分レ。ル
タ　ワシ

束子
たわむ

戯レ
たん

　～ジ．ズ

短

端
たん

暉ジ．ズ

圏

暖

談

～ジ．ズ

　～ジツケ．ク

噺ジて　倒）

噺ジ易シ

軍位

軍一純同

翠位論君

團ma　1）

檀家

弾劾シ・ス

興野

歎願

弾丸雨聚

二二丸雨注

歎願書

朧氣

弓輩器

探求シ・ス

探窮シ，ス

噺簸
たん

二丁2）

短二

二結シ．ス

二言シ・ス

二二

炭坑
　こづ
談合

使鷹度数9～1の表（五十音瀬）

　～シ．ス

探行シ．ス

軍光プLH　N章

炭破門

炭坑奮員

淡黄色

斜行法令

團子天黒

探索

　～中

軍刷

男鬼

談示

端緒

誕生

弾正壁

男女生徒

炭薪

輩身

離心

箪笥

端正

端正半夏

旦夕
　　　えん
歎惜痛腕シ・ス

断然

歎訴

　～シ．ス

　～ナシ．ス

歎息

　～シ．ス

段々　倒》

探知シ・ス

中
頂
長

檀
得
短
丹頂白鶴

通
偵

燃
鍛
探

　～方〔職名｝

　～シ．ス
　　ちゆう
　～中

断定シ．ス

探偵専務〔職名〕

携琴

　～致シ，ス

　～シ．ス

　～シ得．ウ

田田

軍猫執事

旦那

旦那醜シ．ス

搬任

　～シ．ス

淡泊
　　ぶつ
淡泊物

丹波出張牧畜蕩

　掛り

断髪

談判

嘆服シ．ス

短文

探聞シ．ス

談柄

反別

田圃
　ぼう

探訪巷

反物

探聞シ．フ

弾藥

堂下三伏

輩用

党利

竪町シ．ス

幽練3）

緩櫨

談論致シ．ス

談論シ．ス

談論會

談話

　～シ．ス

暖和

談話愈

タユ～チキ

血

治

智

チと　《副》

小サシ
　いん
知音

遅引シ．ス

チェック’1）

遅延

　～シ。ス

地魑

　～等

地下
ちかい

盟

誓イ。ウ

違イ

違イ．ウ

治外法権

地債書上ゲ通り

地贋酒

興キ　《名》

近付キ・ク

　～玉イ．ウ

近寄リ・ル

地領全

逓緩

痴漢

知己

知己朋友

地球上

地球上（全）

地球圓

地挾

知行内

　　だゑドゑん　　いた

1）「遡圓に歪らしむ」（c）　2）硯 3）「諸州縣團練の兵丁」（d）　4）番号札，チヅキ

エ39



チキ～チユ

契り

契り．ル

　～ソ

　～初メ．ム

馳駈シ．ス

智愚

　
に一

一
遇
港

逐
逐
知
築

》
》

冒
鑓
脊
冊

μ
　
《

蓄財シ・ス

竹紙

逐條

蓄積シ・ス

築造

　～シ．ス

竹鵠

竹片

筑摩三鷹（蕪）

地形

地券

知縣1）

智見

地券言登

地券状

　～（新）

地劣i嚢帳

地雰媛

地劣面
　こう

地審

池溝

地誌

知事

　～（薔）

1）清国の官職
へ着櫃」（c）

　～（前）

　～公

血汐

地質．

知悉シ．ス

千島近海

智者

治x
強弱

画塾

知所

地上

地誌客
　じるし

使用度数9～1の表（五十音顧）

地響　〔記号〕

知事令

池心

智人

単組

地勢

チセイ2）

地租改正局

地強改正事務局

地租金

治体3）

稗貫シ．ス

睾．

乳房

千々に

父親
ちぢはは

父母、

縮メ．ム

地中

池中

治朝

秩序

窒素

窒息シ．ス

秩藤公債

秩豫公債証書

馳騎シ．ス

智徳
ちなみ

因
ちプにみ

因に《捌

智嚢

千葉縣令

千葉判事補
チ　フ　ス

窒扶斯病

地物

チブル號〔船〕

泡邊

地歩

治法

地方（各）

地方富會旧

地方富愈議院

地方宮阜

地方宮吏

地方裁剃所

地方政府

地方税規則中

地方旧

地方三宮

　～（各）

地方分権

地方役所

遅悪

地味

緻密

緻密馴雅

地名

知名（不）

茶入レ

茶園

茶菓子

茶器

着

着慧シ．ス

着帯

着艦シ．ス

着眼
　き
着鯉）

三胎シヨ三イ・ウ

着京

　～シ．ス

着港シ．ス

着坐ナシ・ス

嫡子

着蜜

導車（御）

着手中

着手ナシ・ス

着手落成届

着床

着々　幅㊨

着任

着坂シ．ス

着駅シ．ス

着服

着目

三寸（御）

着用

　～シ．ス

着蟹（御）

無論シ．ス

茶室

茶人

茶人學

導水銭5）

　　　　　　　2）朝鮮語。韓国出入品税　3）「自由ノ治体ヲ採灘シ」（b）
　　　　　　5）ヂ香櫨鏡〔孔子の牌位に献ずる金鍍i）軍陣交程茶水銭〔生徒の歓縦する茶
代〕一面二百交程」（d）6），7）英国の，海峡艦隊　8）ehamber　of　eommeree商工会
議所　9）「錨鎖ヲ切り捨テ沖海二向テ出船ス」（c）
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チャゼエ造船蠣

茶代
茶覆

茶々無茶に、欄》

茶亭（一）

茶道具師

茶箱
　ぱなし

茶話
　みせ
茶店

旧名

茶屋
　　ぢやや
茶麗々々

三密

茶碗

チャンネル艦隊：

　6）

チャンネルスク

　エドロン？）

チャンブルオフ

　：コンメルスS）

衷

謙シ．ス

註シ．ス

中尉

注意

　～（御）

　～（不）

　～致シ．ス

中央

申央政府

中央三三館

ちヨ　ゑう

沖海9）

虫拳

中外物儂新報

中學課

　　4）「埋葬地



配膳師範科斗

中間

忠義怖敬心

抽氣ポンプ

中級

謙求シ。ス1）

中興競〔職名〕

中劇霧

忠言

忠告

　～シ．ス

忠告就

忠魂

仲裁

駐在

　～シ．ス

駐在富

駐劃

　～シ．ス

仲子

隅隅

注思シ．ス

中止シ．ス

申止ナシ。ス

注射シ．ス

中旬

　～頃

中將

中情2）

中小攣塵数

謹食（御）

忠臣

中心

使薦度数9～1の表（五十音順）

引際・注進

訊
　
府
瀞
　
訊

シ
　
恥
政
王
　
　
シ
　
　
法

～
人
人
空
爆
誠
正
威
石
碑
籔
造
田
獲
～

　
稠
中
中
忠
中
中
鋳
柱
牢
乎
鋳
書

㈱
長
淵
門
　
鞍
　
総
輝
、
悔

～
縁
隊
欝
欝
鷹
鉄
漿
堂
等
等
単
板
旧
風
欝
憤
奉
日
米
密
類
文

　
中
中
中
中
中
鑓
中
中
中
押
申
鍮
榊
中
中
患
中
中
稠
注
注

三
品
牌
　
葡
窯
，
丁
　
、
　
ご
♂
瀞
　
諭
入
嬉
凱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊦
・
　
b
　
恥
　
　
う
シ
ジ
ジ
猜
合
慰
印
～
～
羽
役
役
～
～
越
二
丁
遍

～
～
二
二
夜
立
馨
流
雛
和

　
　
注
叢
叢
中
中
中
藩
中
著
長
恥
聡
警
兆
丁
難
聴
駄
昂
長
貼
駄
帳
昂
調
　
　
鳥
懲
懲
　
　
超
朝
鷹
超

　～二目成：リ．ル

　～シ．ス

町家

超加シ．ス

超駕シ．ス

懲戎

　～シ．ス

町田所

懲戒三分

懲戒例

蝶形

長宮

三宮〔職名〕12）

朝規

朝議

長久院

聴許シ．ス

調金

長等

長欝表

朝憲

徴候

彫刻

　～シ．ス

雛刻家

彫刻スル等

調査

　～シ．ス

謝馴

吊環料

調査局

長策

銚子

長次宮

チユ～チM

レ
入
　
　
　
一

楽
男
　
　
シ

治
軽
羅
者
取
衆
牧

懲
長
聴
長
三
三
徴

訊
　
賦
　
　
訊
承
　
　
・
函
　
　
　
　
承
訊

シ
シ
　
シ
シ
　
室
シ
　
軌
方
シ
シ
猷
窯
丸
米

～
～
獣
從
象
・
証
～
～
笑
上
盤
漸
進
勢
製
～
～
～
逝
漏
壷
面
諭
村
～

　
鳥
聴
幽
幽
　

三
三
璽
調
調
潮
調
　
　
　
三
朝
朝
長
朝
町

㈲
㈹
毎
回
費

～
～
～
村
醸
村

　
　
　
蒼
蝿
慰

1）「其出金ヲ森乗シ」（b）　2）心の申　3）普通人，中等人4）「忠親王祠俗僧王綱ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）双六　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）朝廷のこと云」（e）5）」［1中（かわなか）の意　6）長所の意も2例含む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）r鳥羽モ亦重モニ婦人ノ装飾二の采の儀　9）横死を吊し　9），10）吊は弔の俗字
用ウル～」（d）　エ2）「其門内二馳官ナル旛アリテ」（d）
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チヨ～ツイ

町村割り

長大

頂戴

　～致シ．ス
ちょうたく

釣蘇1）

離琢シ。ス

暢達シ．ス

長短

　～等

長歎大息シ．ス

打郷シ．ス

臆編

組申

喋々

　～シ．ス

提好
　づら
帳面

朝敵

調度

丁度

町内

磨出

長男

町人

緩退

潮罵

　～シ．ス

朝葬

朝非暮是

重複シ，ス

長文

徴兵

徴兵使

徽兵選一

徴兵年齢

徴兵令

帳簿

　～（諸）

　～上

朝暮

幽幽

　～外

重賢

　～（不）

眺望

使用度数9～1の衷（玄十音順）

　～シ．ス

前賢丸　〔船〕

徴募兵

脹満

町名

帳面

臆門外

朝野　〔新聞〕

朝野

朝野記番

留意

朝野敢

朝野新聞

貼用

　～方

　～シ。ス

朝陽丸

調理致シ置キ申

　シ．ス

調理シ．ス

四隅
　る
彫鐘シ．ス

鳥類阯會

調練大鼓

貯金

貯金預り所

貯金法

貯金方法

直2）

勅3）

直管魑長

勅許シ．ス

適：経

直書

直書激論

勅語

直接シ．ス

直線

勅奏宮

漏劃壬

勅奏任官

勅奏判任宮

勅任

勅任宮

古作繹述シ．ス

孝予軸4）

著述

著述家先生

著書

潜函シ．ス

著大

貯蓄

　～シ．ス
チヨットみ

一寸見

猪肉

楮幣

チヨロマカシ．ス
テヨンマゲ

結髭

散ラシ．ス

チラホラと幅ゆ

治露

塵

地理

地理雛

地理罵

地理測量課

塵溜メ
ちりつば

塵葉

地理風俗画

縮緬

知了シ．ス

智力

智力卒均論

鑑盧5）

痴話

朕　　《代名》

陳

　～ジ。ズ

鎭火

　～シ．ス

珍奇

珍器
チンキ

丁幾

沈毅

賃銀

珍金寳石

漆粉切り

沈思熟慮

鎭守シ．ス

陳蓮

　～仕aLI．ル

鎭守府

枕上

鎭將府

鎭静シ．x

賃銭

珍膳美味

沈滞シ．ス

鎭i墓

　～（各）

鎭嚢兵

鎭塁兵卒

珍重シ．ス

鎭定

　～シ．x．

陳套

枕頭

閣入シ．x

陳品所

鎭癒

鎭撫

陳腐言

沈没シ．ス

陳列

　～致シ．x

陳列會

陳列舘

陳列場

陳列品

ツ　《符号》
つ

突と　《副》

追シ．ス

1）r上古ノ水瓶，鏡，釣棚」（c）　2）「迂を化して直となす」（e）　3）勅任宮の略　4＞

「士人ノ奔命二疲レ黎癒イ等軸二蜴キ」（c）5）麟暑室二雄慮ノ呼鰹ヲ聞キテ」（e）
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つい

途　　側渉
ついえ

費

追憶シ．ス

追加

　～シ．ス

魑高論

追願シ．ス

遭却シ．ス

追賞

　～シ．ス

幽趣シ．ス
ついたち

一撮頃
ついたて

衝立

衝立越シ

追回シ．ス

遽徴

　～シ．ス

追徴慮分
ついで

序

序に

追納

遽捕

追慕シ．ス

蓮放シ．ス

墜落

通ジ．ズ（相）

通運愈灘

　～等

逓過シ．ス

逓學

　～シ．ス

蓮學修行（御）

　　やろう
翅二二郭

通關シ．ス

通観シ・ス

通御

使用度数9～1の表（五十音順）

　～遊バシ・ス

通計

通券

蓬田

　～シ．ス

通行（御）

通行シ。ス

蓮妊
　　どめ
通行止

運行門

通算表

逓ジ

痛鯉

濃簡

通常

逓常幕議

通商工事

通商互三

舞常歳入

通常茶菓

通商貿易

通儒

　～シ．ス

通信委員

通揺著
　ぜい
痛雀シ．ス

痛惜シ．ス

通船

～シ．ス

二丁

　～シ。ス

痛歎シ．ス

旧知

　～（御）

　～致シ奨レ．ル

　～シ．ス

逓同寝癖1）

通護シ．ス

通辮シ．ス

逓法

蓬葬侵相成り．ル

通名

通用

　～シ．ス

遙用貨幣

通覧（御）

通覧遊バシ．ス

通帖

逓例

逓雛（御）

杖
つかい

使

使イ．ウ

　～し、

　～居ル

　～果シ．ス
つが

番イ・ウ

遣イ携イ

　～共

遣イ携イ．ウ
つか

事工．ウ
つが

番工置キ．ク

　
　
　
　
訊

　
　
　
　
シ
リ
　
　

ス

と
　
ψ
承
？
出
・
取
　
ゆ
弘

藩
入
龍
リ
ネ
ミ
ミ
ミ
レ
レ
ワ

勃
仕
勃
掌
束
撚
嚇
凱
搦
疲
疲
遣

～

難
論
㈱
岬
4
岬
、
㌃
㌘
総
蝉
祉
船
町
軸

～
～
毎
キ
キ
て
唱
キ
ギ
で
ギ
勘
光
国
歩
受
・
響
潰
粟
田
中
紳
末
芽
出
三
々
貫

　
　
月
っ
即
突
就
職
つ
吐
次
漸
次
纏
心
月
突
緯
纏
月
衝
艇
春
三
月
弛
調
月
附
突
突
傭
月
突

1）「遁逃b通同構辮ノニ事ヲ防止スルヲ得ハ」（b）2）佃簾の略

243

ツイ～ツシ

纈綴ジ・ズ

月中

月並ミ

突除ケ．ク

月番

巻減り

月見御所

築山

月割り

尽シ．ス（相）
つくだ

佃2）

つくづく

熟々　翻》
つぐな

償イ．ウ

筑波艦

ツグミ居ル

作り

造替工鵡

作り方

作りナシ．ス

附ケル　《日語遼

附ケ置キ．ク

附ケ下シ．ス（御）

砦ゲ奉り・ル

告ゲ玉イ・ウ
つけ　　　おん

附人（御）
　ふだ
附箋

漬物

　～等

蒲焼匁

都合（御）

辻占
　つま

辻詰

辻待チ

辻文郡権大書記

　富



ツタ～テイ’

傳工誤リ．ル　　綱

津田岡山縣大書　繋ギ．グ

　記国

津闘議宮

拙シ

傳ワリ．ル（相）

土

土芋

土浦支懸

土コネ
つものゑたつ

戊辰
土岐邸

薄紅シ

綾キ物語

纏ケ打チ

筒先

謹シミ．ム

筒袖

突立チ上り．ル

堤

脚ミ

包ミ．ム
つづら

葛籠
つと

夙に

都度

集イ．ウ

　～來リ．ル
つど

集工．ウ

勤メ

勤メ．ム

　～（相）

　～來り．ル（相）

務メて

勤メアゲ．グ

使用度数9～1の表（五十音順）

　～置キ．ク
つなぎと

縷叢誌．ム
つなひき

綱引

常々

角

募リ

椿
つばき

唾シ．ス
つぶ

潰シ．ス
つぶや

咳キ．ク〔眩〕

潰レ略シ．ス
つぶれち

潰地

壺

圷数（惣）

蕾
つま

夫

爪繰り．ル

爪先登リ

ツマサレ。ル1）

詰ラヌ　縫》

詰り　　《副

摘ミ．ム

積雨り．ル

罪シ．ス

積上ゲ．グ

積石等

積入レ．ル

積置キ．ク

積庵り．ル

細則シ．ス，

積重ネ．ヌ
　ぎん
積金
つみくさ

摘草
　こみ
積込

積込ミ．ム

積貯工．ウ

　だ積出シ．ス

積立テ

覆立テ．ッ

　～得．ウ

積立金

積取り．ル

積葎
つむぎびぎ

紬織工女、
つむじ

腿風

爪．
霧2）

口口

詰メ．ム

　～居り．リ

詰合イ

詰合イ．ウ

詰切り．〃

詰所

爪弾キ

詰寄セ。ス

詰寄リ．ル
つも

積り

積り．ル

露

強イ　〔口語》

彊キ　《名》

玉葱氣

つらつら

熟々

熟々と

連ナリ．ル

　～（相）

貫キ．ク

列ネル、《口語》

列ネ．ヌ

釣り．ル、

　～置キ．ク

釣合イ

　～（不）

釣出ダシ．ス

釣鐘

釣橋

鶴

鶴趨

敦賀丸　〔船〕
つるぎ

剣

吊シ．ス

蓬レ

連レ．ル

　～申シ．ス（オ）

連退り．ル

蓮込ミ。ム
　だ
捻出シ．ス

連立チ．ッ
　　　あ　る
脚立チ歩行キ，ク
つれづ捻

徒然
つれな

無情シ

細行キ．ク
つんざ

壁キ．ク

手（両）

　　がしら
出合頭

出合三三，

手足

手退り放題

手厚シ

　
　
、
ク
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
ヌ
．

　
　
　
サ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
　
　
し

㈹
回
る
麗
　
　
♂
　
　
簾
　
　
悔
金
簾
表
　
　
髄
　
蜘
、

～
献
當
當
あ
歩
合
．
　
　
　
助
シ
位
位
員
運
園
親
王
債
便
下
～
～
単
車
債
船
留
歎
規
期
規
規
供
見
限
減
昂

ず、

闔
闖
o
革
帯
縛
帯
丁
呈
態
勢
定
定
拳
拳
帯
低
定
窯
　
　
定
定
定
定
停
定
定
定
程
定
型
定
定
遮
抵

　　　　　　…．……　　　　ぬすひと　　　　　　　　　　　　』．……．．．一』mr．．．一．　　　胃づあW内

1）「身につまされしも花盗人の自業自掃」（c）2）Fi橋の詰；；・」（c）3）丙了の丁4＞

貨幣の愚位を定めること
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　～シ。ス

抵抗鏡

抵抗論辮シ・ス

帝國

　～（新）

体裁
てい　し

琴糸り
　し
涕灘

停止シ．ス

程調

帯室
　　　ぎ
停車三

野圭

呈出饗露シ・ス

提障

抵鯛シ．ス

鄭人

定威シ．ス

蓬邊（御）

遁邊シ．ス

蓬逸配達シ．ス

定飼

停滞三流

邸宅

野中シ．ス

附帯

角帯

開申2）

蹄鉄工

定型

低度

程度

泥土

抵當

　～（無）

堤籍

低頭シ．ス
　　ぶつ
欝欝物

邸内

庭内

定相野

丁寧

泥淳

碇泊

使月奪度数9～1の表（五十音順）

　　　　　　　　　　　てぎわ
　　　出方〔芝居茶量〕　手際

　～シ。ス

低卑

貞嫌

堤防

弟妹

締盟

定名定位3）

定約

締約

　～シ。ス

低落シ．X

出入り

　～シ．ス

相野

手入レ
テエブル

食卓

テエブル号〔船〕

手踊り

手織リ

手掛り

出掛ケ．ク

出掛ケル《口語》
　カズ　　お

手数（御）

出稼ギ

出稼ギ娼妓

紙
輕

手
手
敵

　～シ．ス（相）

出來

禺来兼ネ．ヌ

出來上り．ル

敵押

出撃方

適宜　儲）

適宜　幅ゆ

擁壁シ．ス

敵抗シ．ス

敵國

軍事シ．ス（相）

溺死人

激情

適切

出來高

　～（現）

遍當

　～（不）

敵塁

難解シ．ス

遍否

敵兵’

的面　〔難緬〕

摘要

摘用シ。ス

適律

適齢

適例

手癖
　て　こまんてんてん

㌧手子萬天々と幻

手頃

手先

　出先

手提トロンク5♪

弟子

弟子憺

手順

手燭

　テ印　〔記号〕

手敷

　　～等

手数料、

手ズカラ

手焼レ

手製
　　ぜぷ
手懸

　出揃イ．ウ

手代

手出シ
　　　ぞう
　出鱈贈草紙

手緩

鉄

馬シ．ス

鉄群

雀艦
　てつ

鋳管

　デッキ

鐵事

事附ケ金

　鉄工

鉄鋸

鉄甲船，

鐵船

　　テイ～テフ
てつ

弓造

手序イ．ウ

手燭イ呉レ．ル

手酌キ書
てっとう

鉄悼、

二道

　～用
　　　わ
全道際

鐵蓮溝内

鉄道線路

主群列車内

鉄扉

牛蝿
てづ　　　　　ざ

鑛炮ノ間6♪

鉄砲腹

手詰メ

徹夜

鉄路ま：

手道具

手取り

手内職

テナイス号

　〔船〕7）

手習イ

手騨レ。ル

手二手二

手拭
てのひら

掌
で　ば

出端

手配

手筈
出外レ．ル

出匁庖丁

手早シ
　ひ蕊
手贋

テプツレエ号
　〔船〕

1）硬本邦ノ〕提糸ハ～○断糸多シ○継糸多シ」（a）2）　とりしまること　3）本位貨幣の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こまんてん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て名自と贔位とを定めること　4）「臨月九十両日乎子萬天々と興行する」（c）5）手提げ
トランク　6）「鎮炮の間と唱へしお座敷」（C）7）「タナイス弩」も見よ
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テフ～テン

手振リ

手酌當
　ぜえ
手前

手前勝手

手間取り．ル

出廻リ．ル
でみず

出水
でみサ

出店

出迎エシ．ス

出迎工．ウ

出向キ．ク

テモ　憾》

デモクラチック

　蕪

デモクラット黛
　もと
手許

デモ泥1）

手モ無ク　《副》

四

隅シ合ワセ．ス

照シ見玉イ．ウ

寺田野

手ランプ

テレカラフ2，
テ　レビンゆ

帝歯並油
て　れんて　くだ

手練手管

手分ケシ．ス
てわぎ

手業

聖

典3）

悟4）

韓ジ．ズ

黙ジ．ズ

傳

天意

下界シ。ス

傳移シ．ス

使用度数9～1の衷（五十音順）

天宇5）

　え
弊衣　〔仏教〕

田園

輻化

天下（全）

聖火シ．ス

手掌

照樂燈籠

天花痘〔病名〕

黙火夫

中堅

癩痩回

天氣

軽機

電氣

天機伺イ

韓居

　～シ．ス
　　　ら
傳教臨等

三悪

典珊

黙捨

　～シ．ス

黙黙濟ミ

典故

悟乎

天幸

電光

天災

甜菓

天産

天中會耐

天産物

展示シ．ス

天竺娃独

前者
でんしや

哨舎

闘舎漢

店主

韓佳シ．ス

傳習中

天職階

手術堂

添書

天正　〔年号〕

天上

天壌
　しよう

天井
轄霧シ．ス

傳欝シ．ス

殿上人

専管

韓陣

電信

電信曾就

電信架線

電信局

天津城

電信線

電信中央局

電信賃鏡

天紳橋

電信文

士信分局

天馬寺

僧数

天性

傳聲致シ．ス

轄籍寄留致シ．ス

韓舌

解読

　～シ．ス

暗線

轄戦

　～シ．ス

悟然

電線

傳染

　～シ．ス

堅甲病

天造物

天則

典則

三八シ．ス
でんだか

田高

傳達シ了リ．ル

天地

田地

田地持チ

窯茶式

天謙曙殺

天朝

天長節

テンツクドンツ

ク
帯
弾
頭
燈
の
道
州

　
天
主
店
黙
天
顯

〔写声〕

黙燈費

韓径

天然

天然自然

天然痘〔病名）

天皇

天王寺
　　　かぶら
天王毒蕪

天皇陛下

三二シ。ス

韓費シ．ス

韻畠
てんびん

天秤

天警

士覆シ．ス

テムプス新聞6）

霞央野人

天碧羅

傳閣シ．ス

轄攣

田畝

　～（各）

天保　〔年号〕

天保通寳

天保年聞

天罵

天満青物市場

竹馬三

顧末

天満橋

天明　〔年号〕

顯減

二二

天文壷（椴）

田野

添用シ．ス

竹工

天覧

　～シ．ス

天理

1）泥棒でもしようの意　2）艶1egraph

天宇清ク」（b）　6）Temps

　　　　　　てん3）儀式　4）「活として」（d） 5）「大風一掃
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天鶴1）

傳令シ．ス

傳令掛り

傳令使

傳話機

戸

砥

懲

懲シ．ス

卿）　　《副

耳
とあみ

投網
とい

問
と

訪イ．ウ

問合セ

問イ方

戸板

猫逸公使

濁逸政府

猫皆人
といや

問屋

　～（諸）

　
　
　
　
助

雷
連
騰
燈
等
套

《名》

　　〔記号〕

蕩シ．ス

討シ．ス

堂

岡ジ．ズ

動ジ．ズ

使用度1数9～1の表（五十音顧）

’ドウ　　幅u》

ドウか　（（副》

ドウして（（副）〉

ドウも

堂と

冬衣

同慧

〈（副））

鰐剤

　～（不）

　～シ．ス（不）

撞一撞シ．ス

統一シ．ス

同一般

同語味

堂宇

闘殿中

東下

投下

同郷

銅貨

窯魁

東海

等外

東海道篇

東海道物

當該人
　　　ら
等外吏等

等外吏員

頭角

同學シ．ス

統轄シ．ス

ドウガナ《副》

等閑

洞観シ．ス

騰貴

～シ．ス

冬季

投機

登記シ．ス

投棄シ。ス

早早シ。ス

討議

　～シ．ス

銅器

動議

胴衣

銅器愈魅
　　てん
陶器店

陶器焼

等級

討究シ．ス

逃去

同居

　～シ．ス

嗣郷

同業

同業記春中

東鴨宮城

東京協義鮭員

東京警視本署

東京藝着

東京市街

岡業著

東京上等裁判所

東京大學

東京鎭蘂

東京築地綴裁判

　所

東京撲々新聞

東京分一シ
　　ふう
東京風

東京吹よせ新闘

東京府磨

東東府病院

東京丸　〔船〕

當堺

町局巻

當金の

道具

　～（諸）

同宮5）

道具麗

翌翌

町家

同家

統計

東纒

投写シ．ス

統計干

瓢計學

統計要馨
　け
岡家製

洞穴

同月

刀剣

撞見シ．ス

翌翌人

當港

門行

騰降

凍合シ．ス

同校

岡公

掛帯

局好

同行シ．ス

當國

テン～トウ

黙江

東國

當合

等差

動作

盗罪

同罪

東西縦横
　　　　ちゆう
東西南北中

尊塵凌ギ

揺殺シ．ス6）

銅山

答僻

湯治

　～中

同志

　～中

　～餐

同寸シ．ス

同蒔

同寺

童子

　～弓

鋸地

湯治蹄リ

答式

同識見

同零墨濡シ・ス

同志者

洞悉シ．ス

平田（御）

野焼シ．ス

導潜

同車シ．ス

　　　　　　　　　　　と　　　　かく
1）「黄麟天繍」（b）　2）r存せん斯せん」（c）　3）「女子ノ男子ト～等ヲ均フスル」（e）
4）「當金廿五闘よて」（c）5）伊勢神宮をさす　6）「大槌ヲ以テ之ヲ摘殺シ焚儘セリ」
（e）
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トウ～トウ

店主

　～がた

　～方

桐樹

同種

黒影

刀銃

同舟

投宿シ。ス

同宿シ．ス

當春蝉、

答書

當所

當窃

盗所

投書シ．ス

留場

騰上

　～シ。ス

東上シ。ス

問症
　　ら
鋸商等

同上

同情

東照宮

同商三

障憲名

動植物

當署詰

投書入

投書欄内

唐入

蕩尽シ．ス

道心（新）

道人

同心協カシ．ス

国憲器

糖水酒

ドウセ

當慢

使用度数9～1の衷（nt音順）

翻》

統制シ．ス

動静

鋼製

　～等

塔世橋騨

當節

東遷

當然

翼然

銅鏡

同船

蕩然汗漫

投搦競

ドウゾ　《副》

逃走シ．ス
　ぞう
盗駐（準）

逃走自首シ．ス

盗賊

道俗

道観三

期村

同村外

車璽1）

燈i嚢

動体

同除中

漣豊2）

東大寺

到達

東地

到着

　～シ．ス

昆中

燈柱

登臆シ．ズ

岡磨

同町

羅馬3）

同調所〔ガスの〕

三田警部

同枕致シ居り．り

癒痛
とうつく

藤造り

登梯

同唐

東都
鋭と

無シ

唐土

騒々

到頭＊　《副》

悪道

同等

同格

同不

同蓮

　～シ．ス

　～ナシ．ス

堂々

藤堂邸（薔）

道徳

　～上
とうと

貴ビ，ブ

頭取

島内

堂内

東南

盗難

童男

東南東

投入シ．ス

量女

當人

　～（オ）

　　ら
同入等

嘗年中

黛涙、

頭髪

母野シ．ス

盗犯

郷軍シ．ス

離聲

當否

凍筆

投票

投鍾

　～シ．ヌ

投票数

豆腐

猛風

動物

唐物屋

當分

糖分

同文

　～（前）

同文言

苓鱗

～シ．ス

～シ兼ネ．ヌ

苔晶晶

當方

悼砲4）

・逃亡：

同胞

東方戦雫

東方論

東北

東北東

稻米

動両

三豚瘤

燈明器械

島民

黙民

農務

透明

職名

同名

同盟會

頭目
とうもノロニ　ゴ

蜀黍
同夜

岡役

ドウヤラ《覆の〉

燈油

　～シ．ス

東洋

登用シ．ス

動旛シ．ス

當用口
　　　　じよう

東洋市瘍

東洋人

東洋人昆

厳輿心

1）当鎮聾の意

（c）

2）清隅の官職名　3）書物の，その丁　4）「八分時毎セこ悼砲を放ち3
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トウラアブ門1）

到來

道樂

動猷

胴蹴

道理（不）

逗留（五）

逗留シ．ス

棟梁

岡富

岡二

曲禮シ．ス

燈鏡

登録

　～シ．ス

騰録シ．ス

登録薬理シ．ス

道路地

熟慮堤防費

耐隣湖

ス弘～
會露頭

惑當

　～シ．ス

十日町三

遠ザカリ．ル

遡シ・ス

トオパズ〔宝石〕

通り．ル

通り掛り．ル
　　かうヒ
通り掛り

都下

徒過シ・ス

都愈

土塊

度外

渡海船

兎角に

番メ．ム

論キ．ク

解キ・ク

研ギ。グ
　いだ
説出シ．ス

画面シ．ス

　が
蒔借り

蒔々

時々1＝

渡御

土京2）

使駕度数9～1の蓑（践十民用）

》
》

言
田
｝
畠

《
K

途切レ摸様
と　きわ

當盤

常磐紳甦

常磐品

題

督シ，ス
と

夙ク

疾クに

篤と

羅

海鳴

得意先

儀》

個》

　～（諸）

得意場

特科

直下シ．ス

徳川家

徳川三代將軍：
　　　　　くん
徳川從三位鱈

徳絹三軍

督監シ．ス

特許．

特掲シ．ス

特椎

猫鋸

徳行

篤志

特旨

讃史

得失

血忌

経巻

譲者

毒蛇

血書
　　へを
血書僻、

得心シ．ス

篤信仕り．ル

議論

特撰幹事

督促

徳大寺宮内獅

徳団海軍大尉

徳鼠

戸日

面黙

特典
とくとく

面々　　側》

猫任シ．ス

毒波
とくびこん
出鼻揮3♪

…毒物

徳兵衛夫婦

特別

特別賞牌

徳望

毒虫

特立シ．ス

濁立シ，ス

猫立國

猫立人民

出立翠行シ。ス

猫立不礪

猫力

鯛叢

記軍4）

解ケ．ク

時計

蒋計屋

床
ど　こ

愚慮

徒論
と　こ

素振ウ　《副》

渡航シ．ス

土風5）

土野砲i箋

床ノ間
ところえがお

斗出顔

転々

年（御）

徒死

閉ジ，ズ
ど　ユ　

同志
としかず

年数

年頃

土質
としっき

年月
　なひ
年波

漏話

年増盛リ

豊島丸

吐濡

土砂

吐緯鵜6）・

トウ～トツ

途上

土將7）

圏書記

塗飾シ．ス

圖書叛樵

年寄り

　～ども

　～共

妬心

都人

土入

渡世

土性

土敷府s｝

渡船

渡船場

土藏

三三

戸棚

　～（お）

途端

塗炭

トタン

トタン岩

栃木薪閣

栃木新聞駄
　　だね
土地種

ドチラ　《代名》
トツ

爺サン（オ）

ドツと　幅嚇
と

途ツ遽イツ傭》

突起シ．ス

嫁ギ．グ
トツクぴ

徳利と　嘔騨

突昇シ．ス

突進シ．ス

1）ペルシャ首府テヘラン市中の門2）F・レコの首府3）「通力犠鼻樺ヲ捕ヘテ」（e＞

4）トルコ軍5）土木工事　6）七面鳥の異名　7）トルコの将軍8）トルコ政府
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トツ～トリ

突然　　《副》

ドッチゼイトン

　愚弟1）
とつとつ

咄々　　憾》

突入

　～シ．ス

土手

徒弟

土帝2）

土廷3）

兎テモ角テモ
トト

爺サン
ど　ど

度々
ど　どいつ

都々一

徒蕪

怒濤

届キ．ク

茶毒

届

　～（無）

　～方

　～等

届ケ．ク

　～（お）

　～オ・爵成リ．ノレ

　　いだ
　～出シ置キ．ク
とどけいで

届出

　～シ．ス

届ケ越シ．ス
　しょ

届書

届濟ミ（御）

届ケ出ル鶴語》
　　も
届ケ漏レ

使用度数9～1の蓑（五十音顧）

滞り

滞り．ル

調イ．ウ（相）

整工．ウ
とど

止メ
とど

留メ．ム

　～置キ．ク

～脚シ．ス（お）

聯カシ．ス
とな

麗｝工

稔工．ウ（相）

唱旧居リ。ル

唱工來リ．ル
どなた

誰方　　㈱名》
となり

隣

隣リ。ル

怒鳴リ．ル

怒鳴リ込ミ。ム

隣町

斗南藩士（奮）

兎二角　制》

兎二鶏にも《副》

兎ニモ角にも

　　　　《副

利根川組

殿

賭博

飛バシ．ス
どばし

土橋

都鄙

徒費

　～シ．ス

飛ビ．ブ

飛上リ．ル

飛入り．ル

飛ビカカリ。ル

飛來り．ル
　きり
飛切　　〔副》

飛込ミ．ム

飛出シ．ス

飛立チ．ッ

飛散り．ル

飛付キ．ク

飛乗リ．ル

飛火

土俵

土俵入リ
ト　ピ　ラ

戸扉

都府

屠腹シ．ス

出兵

徒歩運動

土木

奴僕

土木課
とま

瞥

塗沫シ．ス

泊り

　～　熟ん

　～（御）

泊り．ル
とま

留り．ル

泊り客

泊郵便局
聖
霊
頓に　　側》
　　　　ば窟岡製綜場
とみのこうじ

富小路侍從

富屋組

土属
と

止メ．ム

とめ

留置キ．ク

友
とも

舷

共＊蘂）

共に（相）〔副》

兎モアレ個》

兎モ角
とも

黙シ。ス
トモシビ

燈火

共潰レ
ともど　ち

制》

友仔知5）
ともども

共々　　《副

共〉に　《副》

4寧イ。ウ（縮）

俘イ勲ネ．ヌ

三二

都門

兎や角　《副》

戸山攣校

屠羊設

土曜艮

　～三

豊國就

豊國神癒

豊松袋姻艸等

虎

ドラ6）

渡來

　～シ。ス

捕縄．ウ

　～得．ウ

補ワレ。ル

鳥
と

捉リ．ル（相）

取居ル

取難シ

取來リ．ル

取染メ．ム

取合イ．ウ
とりあえず

弓取敢　¢副》

取揚ゲ．グ

取上ゲ高

取級イ方

取扱イシ．ス

取級イナシ．ス

取扱イ人

取集メ．ム

取入レ．ル

取行イ．ウ

　～申シ．ス

取押上．ウ

　～置キ．ク

鳥尾中將

取落シ．ス

取換工．ウ

取語り．ル

取掛ル等
　かこ
取圏ミ．ム

取片付ケ．ク
　かわ
取換シ．ス
　きま
取極り．ル

取極メ

取極メ．ム

　～（お）

取崩シ．ス

取清シ

取消シ．ス
　さば
取捌キ．ク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こよい　　　　　　　　　　かた
1）ウイーンの新聞名　2）トルコ帝　3）トルコ朝廷　4）「今宵ハ夜とエも語らひて」

（c）　5）「友仔知多波牟磁遊有」（c）6）「ドラバ放蕩ノ論語ナリ」（e）
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取仕総ミ。ム
　しず
取鎭メ．ム

取仕舞置キ．ク

取締り

取締リ．ル

取締り筋

取締リ役

取滅べ

　～（御）

　～致シ．ス

　～置キ．ク

　～置キ串シ．ス

　～中

　～確シ．ス

取調べ憲務

取調べ書

取調べ濟ミ

取調べ高

取鎚リ・ル

酉税額

取糺シ中（お）

取立テ

　～方

取建テ1）

取付キ．ク

取次ギ

回附キ寒サ2｝

取次招牌

取膳イ

取繕イ．ウ

取練キ

藩論キ．ク
と噂で

　とま
取留り．ル
とりどり

取々

使用度数9～1の表（五十音順）

取直シ・ス

　の
取除ケ．ク

　～中
　のけ
取邊ル

取残シ．ス
　のぞ
取除キ．ク

取講イ

滋藤胸イ來リ，ル

取放チ・ッ

叡智イ・ウ

取引

　～シ。ス

　～上

取引所

取引條例

取鑛ゲ・グ

取憲キ・ク

取交ゼ・ズ

瀬瀬メ

取纒メ・ム

取結ビ・ブ

取設ケ・ク

取持チ・ッ

取渓シ

取戻シ・ス

取りモ直サズ

　　　　個の

取出

土領3）

度量衡

度量尺

努力

取寄セ．ス

取分ケ　幅⑪
ドル

弗

奴隷

奴隷傭入

トレエ轡）

吐露シ．ス
どう

泥

無勢

トロカデ臨調中

トロカデロ古物

　舘

トロカデロ本舘

泥水稼業
トロ1コと5）（（th一］」）〉

トロロ汁

鈍

頓悟

電在シ．ス

遁蜜シ．ス

頓死等

遁辞

頓着シ．ス

頓首

魅惑
ど　んす

鍛子

忌嘘

　～シ．ス（相）

千言
とん

飛ダ　　《謝》

遽逃

ドンド課ドン

　　　鰐剤
ドンナ　《連》

とλ，び

　
下
イ
為
ク

無
内

内愈議

内外勤

内外交渉

内外人

内外親疎

内海砲壷

内閣

　～（新）

内廓

内閣議會

内閣顧問

内閣宰相

酌閣雑誌6）

内患外回

内儀（オ）

内議員

内勤

内見シ．ス

口紅

内闘債

内醐歯

内關簡壷

内國人

丙國通運愈肚

爵債
ないホい

酋圏

内財

団旨

内侍

内使

乃至　　縷P

内添シ．ス

内心

内入

内達

　トリ～ナカ

～（御）

内面
ないない

内々　　㈱》

内部

内務7）

　ぎようゆう
内務卿嘉事務馬

内務血中

内務省出張所

内務少輔

内務雀用地

内命

内約
　めくドヒう

内約定

内洋

内合
たうで
腰送8）

苗木

為
且
更
碑
閑

直
営
猫
侮
弼
等

幅飾

棚》

癒・直シ・ス
なおなお

尚々　　側》

癒り，ル

仲＊
ノごが

長・永
　　げんげ
永井玄蕃
　　つさぞね

長歌局9＞

長柄傘

仲買

　～等

仲買商等

伸買人

中川一等警親補
なかざ
中坐玉G）

長碕表

1）「家作取建にも差障ウ」（c）　2）冬の始めの急な寒さ　3）トルコ領　4）trade　5＞
とんび

「鳶FPt・とチョロマカス」（c）　6）ヂ魯國ノ内閣雑誌ハ～ト明警セリ」（d）　7）内務省
　　　　　　　　なうで
の略　8）「何れも名腕の入々轟れハ」（c）　9）「地歌局」参照　10）寄鷹の，中埜
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ナカ～ナや

長崎女

島縞海軍出張所
　　がた
長崎上等裁判所

流シ．ス
なかじ　き

中仕切リ決算
なかじく

中軸

流シ先1）

流シ霧
ごニがす

中洲

劇山道筋
なかたち

媒

　～シ．ス
たかだちびと

媒人

中津士族

．中津黙

永富座
・中々

中々に

長々と

倒》

側》

欄》

二二就キテ（〈副）〉

永年
ナカバ
．中旬

　～二

野バ

～頃

　～シ．ス（粕）

．長引キ．ク

仲闘

　～等
ながみこと

懸命
なかまさ

中正縷

中村棲

　～上

眺メ

詠メ．ム

　～し、

使用度数9～1の表（五十音順）

　～居ル

長持

長物語

長麗
なかやしき

中屋裏

盆ラク　《副》

流レ

流レ．ル

流レ込ミ．ム

流レ渡り．ル

長脇差

長煩イ

泣キ．ク

薙ギ．グ
ナキガラ

亡骸
なぎこえ

曝聲

泣キ沈ミ．ム

薙ギ倒シ．ス
　　ヱま
泣キ出シ．ス

　　お慰ミ（御）

慰メ．ム

無クシ尽シ．ス

泣ク泣ク幅嚇

亡クナリ．ル

投ゲ．グ

投合イ．ウ

投掛ケ．ク

三諦ワシ

嘆キ

嘆キ．ク

嘆キ悲シミ．ム

投込ミ．ム

投棄テ．ッ

投付ケ，ク

投遣リ・ル
な　ご

名子2）
なこうど

仲人

名古麗鎭璽

名器屋丸〔船〕

名残り

情ケ

情ナシ
な　し

梨子
　　い
爲シ居ル

爲シ得．ウ

爲シ置寧キ。ク

爲シ難＊シ

爲シ勲＊ネ．ヌ

爲シ呉激レ。ル

爲シ果テ．ツ

成シ下シ置キ，ク

馴染ミ

馴染ミ．ム
なじ

詰り．ル
な　ず

茄子
な　ぜ

何故　　（翻

名高シ

宥メ．ム

宥メ諭シ．ス
　　すか
宥メ睡シ．ス

夏

捺印致シ．ス

捺印シ．ス
なつごろも

夏衣
　づら
名乗

ナドか
たなえ

七重

斜メ

何かの

何も

何氏

何會

何學

何ガナ　《副》

何カバ双副》

何嘗

憩室（第）

何クレトナク

　　　、《副》

何郡

何氣ナシ

何縣
　こく
何國
　こころ

何心
　しな
何品

何シロ

何地
　どころ
何庭3）
なにとぞ

何卒

側》

側》

何トナク《副》

何々

　～圓
たにびと

何人

何府

何分署（第）

何某

ナニマレとの

　　　繍力
何モ蚊モ《副》

何物

何ヤカ　《副》

（（副》　何や蚊や幅ゆ

何ヤラ

何故
なにわ

難波古圃

幅1J》

何ハ兎モアレ

　　　《副》
なぬし
名…空

　のり

名告

名乗り・ル

鍋島雨

露難論從

鍋島蕪

鍋島藩邸（蕾）
　　　　　カ　ノン
ナポレオン迦還

　砲

生慧氣新聞5）

生意氣新聞甦

名前

生密
なまぐさ

膿シ
ナマケもの

遊惰者
なまじい

懲　　　（（副》
なま「ボ

生三

生下

生味曙

波

並ミ

並ミ居ル

並木

言々6）（（副》

浪ノ三

江ミ族行

南無　　憾》

南無阿彌

南無妙

幽霊．ム
た　や

納屋

懸マシ．ス

　～奉り．ル

．1）流し場　2）ギ名子又ハ小作ト唱へ」（a）　3）「敏導遡入學願～何園何郡何髭産」（a）
4）ギわきて心を尽しな鼠まれと不自由ふる者ハ家財をつくして」（e）5）新聞名6）「差
　　てうしなみ　う
瓠ス銚子浪々受けて」（e）
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　　ちん懸ミ（御）
なや

銀ミ．ム

櫓
なら

慣イ

奈夏縣椹令（薔）

鳴ラシ．ス

奈夏朝

奈翼漬

鼓ビ．ブ

　～（相）

蚊ビ興りリレ

虹ビ立チ．ッ

並べ．ブ

習ワシ。ス

慣ワセ　《名分

　い成居＊ル

成難シ

成手ネ．ヌ

威玉イ・ウ

成立チ．ッ

勝田不動〔寺〕

環登戸キ．ク

業李全

域行キ．ク
ナリワイ

活業

鳴渡り．ル
　　ずしよのかみ
戯島圖書頭
なるたけ

成丈　　《副》
なるべきだけ

成可丈　翻》

成可ク

域程

馴レ．ル

縄

渉
分

盲
田
讐
田
K
（

～合イ，ウ

　そ
～初メ．ム

苗代

縄霞
なん

何

　～圓
　　がつ
　～月
　　ごく
　～石

　～鏡
　　にち
　～日
　　にん
　～人

　～年

　～年頃

　～番地

　～外

回

　～ジ．ズ

瑞
と
目
口
奇
習
儀

何
何
何
何
爾
軟
難

使屈度数9～1の表（五十音頚）

幅畦》

《副》

《副》

翻》

　～シ．ス

南向シ・ス
なんし

男子

難事

汝

　～等

軟弱
　　せんるい
軟弱影回

難澁

難所
なん

男色

難艦

難戦苦醐

南側

難題

何ダカ　《副》

南朝1）

南天内

密圏苦戦

何トナク《劃》

何ナク　《副》

垂ントシ．ス
なん

三二も
なんにょろうにゃく

男女老若

難破シ．ス

軟敗シ．ス

南螢寺
　びと
何入

難病

爾部

南風

南方

南北

南北旧事

何等　　側》

南鐙2）

二　〔記号〕

　～号

荷

煮ル

似合（不）

似合イ．ウ

ニ上リ

新潟行在所

新潟新聞

にいてぐり

新治縣参事（薔）
にえつぼ

塚田3）

　　さつ
二納札
にお

臭イ

匂イ．ウ

ニ階座敷
ニが

亡シ．ス
にが

苦笑イ

難事

二業
　ぎよう

二行物
握り．ル

ニギリイスム勾

握り飯

賑ワシ

賑ワイ

娠ワイ。ウ

賑ワイアイ．ウ
にぎわ

謄シ．ス

肉
にく

憎シ

肉眼
にくじき

肉食妻幣
　しよく

肉食

肉身

肉筆
にく

嫉ミ

悪ミ．ム
　みせ
肉叢

荷車
　　ヒ　キ
荷車挽夫

二君

二軍

蓬ゲ．グ

　～凝り．ル
　い
逃出デ。ズ

ナヤ～ニシ

三二セ．ス

削蹄り．ル

遡表り．ル

遜支度

逃出シ．ス
に　げ

碁聖ナシ

遡』延ビル《口語》

遜迷イ．ウ
ニゲミチ

活路

蟹行キ．ク
　わし
逃走リ．ル

ニ公

二國

総濠立銀行

ユ：コ〉個の

ニコニコ顔
　　　だか
二三合高

二三等馬盤生

二士

二早

算シ．ス

西海岸

西潟判事殿
にしぎ

錦

二様陶器δ）

西陣織物會所

薦隣り
　　　ぶみ
蔭ノ内紙

数ノ宮稻荷

爾傘球

西本願寺

西村角

棚五馬立銀行

廿五座6）
　　やまち
廿三夜待

二十四郡

気拾四小臨中

i）「南朗の忠臣」（C）

太太神楽の俗称

2）南鎌銀　3）油国の僅欝　4）nihilism　5）錦摸様の意　6）
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ニシ～ニン

二十七ノ」、匪

二十六小匪

二凝

固小匿

二條城

二小隊
にしんしばりかす

緋綾粕
二幅黛
　せん
口述

尼僧三

二像

二束三文

二村

荷駄

二除

二題

二大件

二大新聞

二大除

　～ずつ

　～宛

煮焚キ道具

似タモノ夫婦
にたり

荷足
にちげつせいしん

同月星農
　げん
日限

日後1）

日時

臼常

日々新聞〔新聞〕

日用

糠雨日

碍用品

日蓮宗

日勤ナシ．ス

臼光
につこう

熱膏2）

使絹度数9～1の表（五十音順）

似ツコラシ

ニツコリ幅勃

四面

鼠子

日誌掛リ

幽趣

四幅

日面

貝帝3）

日當

日報　〔薪聞）

日報記巷

日報祉

信士弓長

二帯

補註

二等警視屡

二等巡査

二等少警部

二等大警部

二等給入
にな

荷イ．ウ
にな

荷イ來．ク

　　ぴ
蔵入曳キ

荷圭

　～血

目年期
　　まい
ニノ舞

二輩

二府

二風

二婦人

二分シ．ス

ニ分署
三今
一ロロ

日本暗射地温

臼；本宮寧

日本窟吏

日本敏育史嬰

日本絹鵜

島本語

日本公使

露本公使舘

日本國一致教愈

巳添史

譲ホ償金

N本商入

日本新聞

爲本人昆

日：本製品

日本政府

日本総

目添測量船

矯本地誌面

日本刀

日本橋魚市場
　　はたばこ
日本葉轟轟

β本服

日本米

日本民法

嗣曙史
二枚摺リ

荷物

　～（諸）

　～等

荷物運邊船
に

壺焼キ

ニ役

入院

～シ．ス

～中

入院患絶

入螢

入荷

　～シ．ス

入家

入學

　～シ．ス

入額〔収入額〕

入學試験則
　　　　　　し人血願イ

入舘シ．ス

入海ナシ。ス
　ぎょ

入御

入港

　～シ．ス

入校

　～シ．ス

入札場

入舎（御）

入会相成り．ル

　（御）

入砒シ．ス
　じよう

入定シ。ス

入館シ．ス

入津の

　～シ．ス

入艦

入團

入湯

入夫

入門

入用

　～（御）

入浴

　～シ．ス

入浴人員

入齋（御）

柔和

如慧s）

如意（不）

野風議案

女房

女房氣取サ
によ　し

女子
によぼん

女犯

似寄リ
ニ　　ヨ

類似リ．ル
ニ　ラミアイ

白眼合

白眼合イ．ウ

庭

　～じゆう

　～中
ニ　ワ　カオドリ

ニ和賀踊
　　お庭先（御）

箋爵

庭廻リ

妊6）

認可

　～シ．ス

任官

忍堪シ．ス

人氣

　～（不）

任期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　につこう　　　　　　　ちんき　　　　　　　　　　　　　　ゼ
1）隙後漸ク世ノ開明二随ヒ」（e）2）「莫宕根を熱欝とし或ハ丁幾とし」（c）　3）H
ル　マン

耳曼皇帝　4）「奥州船二艘入津ありし而己よて」（c）　5）仏具　6）「雄ヲ防ク」（c）
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認許

入申

入問界

拝聞世界

任所

人情

　～（無）

匁傷

　～シ．ス

任職

人参

　～等

人参製造會謎

人数
にん

入撰

　～シ．ス

入相書キ

人足

　～等

俵地
　　め
人畜奴

認定シ．ス
にんとう

入団1）

にん

人皇

人夫

人劉

三田

イ壬i発慶改

任用

～シ．ス

使用度数9～1の表（蹴十音順）

縫仕事シ．ス
ぬいもの

繍物
ぬか

抜シ．ス

糠外甥
ぬか

放り

　～（オ）

抜キ．ク

脱ギ．グ

抜足差足

扱取り．ル

抜放シ．ス
ぬき

擢ンデ・ズ

拭イ

　～着工．ウ

披ケ．ク

扱ケ出デ．ズ
ゆしら

圭等
ぬすびと

盗人

盗ミ．ム

　～呉レ．ル

盗取り．ル

ヌックリ2）K冨⑪
ぬのこ

布子
ぬのげり

布張

奴魏

沼

沼地

濡シ．ス

塗り．ル

塗屋
ヌ　ル　デ

璽立木

濡レ．ル

濡手
ぬ

鱈レ鼠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

根
音
ね
直
護
疲

匡牙色
女イ

〔樹

（口謝

腰入り．ル
ねがい

願

　～（諸）

願イ奉り．ル

願イ上ゲ奉り．ル
　　いだ
願イ出シ・ス
　　いで
願イ出

願イ期限

願イ下ゲ

願イ濟ミ

願イ出ル（（口語））

願イ旙

疲カシ．ス

願ワクハ翻》

願ワクバK副》

葱
ねぐみ

直組

猫
ねごと

課言

根ザシ．ス

捻ジ．ズ

　～合イ．ウ

根ジケ．ク

捻ジ伏セ．ス

ネショナリール

　ゼッチング新

　聞3）

捻ジリ合イ．ウ
ぶ　ス　トリアン

浬期篤安寺院

ネ　ス　トリアン

二二傭安宗徒
ねたま

炉シ

妬ミ．ム

重出1

熱

熱血

熱心

熱地

産霊シ．ス
　とう
熱魔

窟璽シ．ス

寝泊リシ．ス

疲取り．ル

浬繋
ねみみ

疲耳

眠リ．ル
むもと

榎本
ねや

狙イ

狙イ．ウ

念

年

年愈

年月日

年間

年季開ケ

年金票

年月

年限

影画
ねんごろ

懇
ねんし

撚糸

撚糸愈就

撚糸製晶

年中

年度

年内

ニン～ノウ

ネン覆
ネン　　　コ

疲ネ兜傘天

年々

年々歳々

年番出張

年賦

細細

念佛三昧

　～シ．ス

露分9）

年報

年末休暇

年來

念力

念慮

年齢

年歴

野

面

能5）

　～三

世6）

農家

農學

農學校

農學生

能幹

納期

農業

納金方

農具

農國

農産

と
つぬ

）
　
ヒ
旨

2
　
　
喬

　
　
才

数入

）6

）
　
ヒ
旨

－
　
　
禽

3）ベルリンの新聞名　4）「年二四朱の利足」（c）　5）能狂欝の，
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ノウ～ハイ

農産祇

農産物

農事

農事通儒

能外

国者

脳漿

贋臆

騒中

鷹三

農事

納附
　ぶん
能文

農民

　～等

納涼店

能力

騰力
のが

遁シ．ス
のが

逃レ出デ．ズ

軒

軒先キ

軒下

軒提灯
　なら

軒並ビ
のきば

軒端

除ケ．ク
のこぎり

鋸

残シ置キ．ク

残り
ノ　シいと

螺線糸

ノシャバリ出

　シ．ス

野津少將

　～君

載脳病ル

望マシ

使罵度数　9・一1の蓑（五十音順）

望ミ．ム（相）
ノゾミテ

望月

望ムラクハ幅励

ノタ打チ廻り．ル
のだて　　お

野立（御）
のちのつきのわのみささぎ

後月輪御陵
の　ど

咽喉
のどか
長閑
のどけ
長閑シ
のどけ
長閑＊サ

罵り．ル

罵り散シ．ス

罵り励マシ。ス
のば

延シ．ス
の

暢ビ．ブ
の

序べ．ブ
の

挿べ．ブ

伸べ終り．ル

　　　　づめ延岡讐視署詰

延米

上セ。ス

織

登り詰メ．ム

野馬追イ

飲マセ渠レ．ル

飲ミ．ム

飲喰イ

呑込ミ．ム
のみりょう

歓料
野村文部大書

　記宮
ノ　ラ

野面

乗り・〃

　～いだ

　～出シ．ス

乗合イ

乗上ゲ．グ

乗組

乗組ミ．ム

乗組人

乗越工．ユ

乗込ミ・ム

　～レ、

　～居ル

乗込入浴

乗込入
ノ　リ　ト

親旧

　～等

乗戻シ．ス
のれん
暖簾

ノレンビェルグ

　博物舘長

呪イ殺シ．ス
のろけ

惚馬

蹄　〔記号〕

歯

派

　～シ．ス
葉
ばとも

場共（爾）

バアク形z）

バアズ号　〔船）

垂

垂

肺

ハイ
　ぎょ
葬（御）

葬シ．ス

憾》

舞シ給イ。ウ
　ぜよ
　（御）

誹シ．ス

屡シ．ス

信シ．ス

牌位

配慧シ．ス
はいい

這入リ．ル

魚鋤
　　しじょう
質素市塘
　　じよ
壷淫女

費淫犯則

責淫婦

梅壷

舞謁

拝賀

敗壌

　～シ。ス

緋御シ．ス

媒介

俳譜師

配割3）

暴富

肺患

舞観シ．ス

舞岳人

費却

　～シ。ス

嚢塑献呈シ．ス

棄却青

簾却法

騨虚

融業

陪饗

敗軍

拝啓

晶晶シ．ス

三吟

三見

　～致シ．ヌ

背後

配捌

背山

牌子

塵止

　～シ．ス
　し
陪捷シ．ス3）

　じく
敗劔

敗軍挫折

癒華

華疾者

葬借

　～シ．ス

媒爆

撃借金

舞受

輩出シ．フ

臨書4）

陪乗

　～（御）

陪食（御）

培植シ．ス

陪審シ．ス

陪審員

痔趨屈從シ．ス

敗績

三寸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～シ．ス

1）「英國パアク形商船」）c）　2）ボ右一萬圓を以て笛贔高～ユ配割」（c）　3）葎は五倍

4）「名ケテ背書｝爲フ（書ヲ背ニシテ之ヲ緬スル故ナリ）」（d）
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撰泄シ．ス

贋羅シ．ス

敗戦

油然

配迭

肺藏

配達

　～シ．ス

　～シ能イ．ウ
　　ば
配達場

ハイダマキ号

藏i羅

　’一シ．ス

甥三｛澱シ．ス

敷蹟シ．ス

背馳シ．ス

背馳シ．ス（相）

慶帝

卿呈シ．ス

舞殿

喪店

買奴1）

煤燈2）

梅毒

携破シ．ス

費買シ．ス

費買中

嚢買挙
りけゆマれい

蝦興両

断買表中

嚢買戻シ

残影

背反シ。ス

屡藩置縣

．費品

使月ヨ度数9～1の表（五十音順）

川口三才日成リ●ノレ

配布シ・ス

膝警部

配分

配置

敗綿弓3）

壷卜先生
ばい　

陪塘シ

昇命

　～シ．ス

敗滅

塵滅

　～シ．ス

背骨

璽藥

壷甲介業者

壷藥規則

俳優

壷與シ．ス

培養

　～シ．ス

配琉金
にい

入り．ル

腰揚

儒蚤

三時（御）

舞禮シ．ス

背戻シ，ス

排列

葉唄　〔端曝〕

生工．ユ

覇隊

羽織

墓

　～　おん

　～（御）

破壊シ．ス

破潰シ．ス

破戒無慧
はかど

捗取り．ル
は　か

果敢ナシ

墓場
は　が

歯鞠ミ．ム

計うイ

計うイ串シ．ス

翻ラズ　《副》
はか

料ラズも《謝》

計り難シ

破牢

　～シ。ス

破棄シ．ス

吐キ．ク
はぎ

脛

剥ギ．グ

；豪聾甲介リ．ノレ

旧地暴動

吐キ散シ．ス

破却シ．ス

破声シ．ス

伯

博シ．ス

泊シ．ス

羅

　～シ．ス

駁シ．ス

馬具

聯弾

輝輝鼓舞シ。ス
はくう

撹雨

　
　
　
　
　
　
　
承
　
　
以
　
　
　
　
承
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
奨

　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
シ
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膏
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全

冊
蓮
下
平
給
金
嚇
逆
撃
黒
齎
載
糸
蟷
酒
牛
宿
状
人
刀
出
軍
雲
然
大
堺
痴
書
駄
丁
零
々
飯
府
～

白
煙
幕
駁
薄
白
莫
駁
白
舶
舶
白
白
幽
界
泊
白
白
白
幕
薄
白
漢
莫
鯛
白
白
眠
由
薄
爆
饗
幕

㈹
　
園

～
布
物
物

　
爆
博
博

ハイ～ハ駆

博物學品

博物舘

博物局
　　ば
博物瘍

白地丸

白米

薄命

白面書生

舶來

舶來品

博覧

博覧會掛リ

博覧全一

　～外

幕吏

白緑野
ばくれんもの

莫捕者
ば　くろう

馬環螢

駁論シ．ス

烈シ

鋤マシ．ス

働ミ．ム

派遣

　～シ．ス

箱

箱入リ嬢

箱単三判所

函舘産

函舘新聞〔新聞〕

籍詰

運ビ．ブ

　～申シ．ス
はこやなぎ

白揚

ユ）「豫主ノ棲利ヲ失ヒ買奴ト爲ジシ醜名ヲ」（e）

（e）

2）ランプ3）「敗茅臭ノ亥ロキ・悪臭」
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ハサ～ハツ

二二シ．ス

挾ミ．ム

　～居ル

鋏ミ取り．ル

破産

　～シ．ス

橋

三

三

，恥

把持シ．ス

塊ジ入り．ル
はしがか

階掛り
はしご

階子

橋銭
はした

端＊1）

端日数

端里数
にしぶね

端船

始メ出シ．ス

　　おん馬車（御）

馬車馬

罵車縫立駈
は

播種

　～シ．ス

播種地

派出シ．ス

馬上

場所柄（オ）

柱

恥ジライ．ウ

走り．ル

使用度数9～1の表（五十音順）

　　で
　～出ル

走り往キ．ク

走り寄り．ル

ノミス2）

霧末

恥カシ

辱シメ．ム

外シ．ス

外レ

外レ．ル

走競．ス

　～出デ．ズ

　～來り．ル

馳蝦腰リ．ル

馳セ参ジ．ズ

馳セ登リ．ル

走セ廻り．ル

主筆五衣戻リ・ノレ

走奉行キ．ク

馳セ寄リ．ル

破般

破損

破損所

旗
バク

磁と　　幅U》

肌
はたおり

機織工女
はたおり　　よう

促織虫様

畑
はたご

族籠
　　みせ
族籠店

畑作

果シ．ス
はだし

跣足

畑地
はたち

臨書

二又

既身
はたもと

旗下
はたや

機屋
バクフキ

動作

働キ．ク
はたらぎびと

野人等
はた

捉リ．ル

鉢

鉢植工

ぽ劉

　　　しんいと
八王子薪糸

八力村

鉢形城圭（薔）

破竹

八縣

八十二番舘

八十六力恥

八小野

八幡富

八幡屋園内

八幡就

　～内

八幡紳稚

八幡太郎鞍錫松
はつ　おん

醗（御）

嬢シ．ス3）

ノ、ツと　 《蔑纏）｝

罰

　～シ．ス
はついち

初市

螢手シ．ス

八角
　　きゅうしゅ

螢堀汲取シ．ス

八景

讃見

　～シ．ス

螢現シ・ス

抜劔

銀燭

嚢港

饗行

　～（御）

　～シ．ス

蛮行規則

難行紙幣

八算　〔珠算〕

八氏

駿射シ．ス

八州

難儀シ．ス

製出敷

弾除シ．ス

抜抄シ・ス

初調べ

螢儒
ハ　ツ　ス

海淵　〔海獣〕

援薬

　～シ．ス

畢生

　～シ．ス

三生現出

初節句

繋船三

韓葬祭4）

初相場

罰則

螢：莞

　～シ．ス

螢達

　～シ．ス

ノs’ bタリと《副》

ノNe bタリ《副》

パッテエラ般

三胎シ・ス

三密シ．ス

抜刀

八等出仕

八等厩　〔官名）

ハヅドソン號

　　　　〔船）

初音

登費

　～シ．x

擾々

欝病

讃錨シ・x

抜錨

　～シ．ス：

伐氷

八方

伐木

嚢明

　～（新〉

　～シ。ス

　～シ得。ウ
　　けい
登明室「o）

罰遇

三密（御）
ばつ

末流

饗令

1）はしため　2）襖躍の勲章名　3）「天津二運往シ搬シテ災湿二至り」（e）　4）「焼饗

葬祭の次第」（c）　5）「其小銃ノ種類ハrトルチニー、ヘソリ…　］ノ護明形ノ物ノミニシ
テ」（d）
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　～シ．ス

嚢驚（御）

螢露シ。ス

嚢論シ・ス

果テ

果テ．ッ

涙手

馬丁

バトオム土」罫）

波止場

鼻
ハ　ナ

纒頭

鼻唄

鼻繕

花籠

鼻毛
はなし

噺（オ）

話シ．ス

離シ．ス

咄シ合イ・ウ
ハナ　シカ

落語家

二品

花菖蒲

二二

放チ逡リ．ル

花火

花婿

花道（爾）

：花嫁

離レ．ル
は

蹴ネル　’

刎ネ趨キ．ク

母上

母御
ば　ば

歴々
げ　ぱ

罵労

使糟疫数9～1の表（五十音順）

破敗シ．ス
　うじ
母氏

母親

揮り．ル
はは

母子
　びと
母人
　こびろ

幅贋
ば　ひ

罵脾風
上　　　ブ

飯ヒ僖　〔蛇）

省キ．ク
はぶたえ

綱二重

馬糞

侍り．ル

濱延遼舘2）

濱縮纈

濱邊
はま

嵌り．ル

濱離宮
はま

嵌り込ミ・ム

食ミ．ム

　～（相）

ハム3）
はむぎ

葉向
は　め

破目
は

籍メ．ム

振掃

墨弾物

場面

刃物

皐野

鴨
はや

盈シ．ス
　　　しょうゆう

林丙務少輔
深山．ム
ハ　ヤ

流行リ．ル
ハヤ　リ

流行モノ

腹

　～（オ）

携イ（諸）

梯イ三

脚イ。ウ（相）

携イ置キ．ク

携イ難シ
　　ことば
祓イ詞

携込ミ濟ミ

携下ゲ

　～　　
1．3

　～（御）

　～相成リ．ル

沸イ代贋
　　だ
沸イ出シ．ス

腹～杯
　　の擁イ除ケ．ク

　　　だか
蜘渓シ高

携イ物

錦イ渡シ．ス

腹帯

購ラシ．ス

原照大佐

腹立チ．ッ
　　　じょうご
腹立チ上戸

ノぐう〉と確劃》

波瀾

珊

珊
は　り

破璃

張り．ル

張上ゲ．グ

張込ミ．ム
はりざる

張筑

張出シ．ス

貼付ケ．ク

ば　りていひ

罵署訟誹

張廻シ．ス

春

　～三

里力

遙力に　《副》

春木座
はるさめ

春雨
　　ば
遙ル遙ル《副》

晴レ

購レ．ル

晒レて

脹レ．ル

破裂

側》

　～シ．ス
　　がん
破裂丸4）

晴渡り．ル

破牢

藩

判

　～ジ．ズ

煩

牟箇月

傘力年
　ごろ
牟頃

牟歳絵

牟冊
　つ書
誌月
　にち
傘下

牟年

牟年（前）

反シ．ス

反シ。ス（相）

叛シ．ス

ハツ～バン

番

晩

ノぐン

範魍

　～内

四域

搬蓮般載

繁榮
にんえづ

型置シ．ス
　えり
牟襟

繁華

犯科

牟開

挽回

　～シ．ヌ

　～シ難シ

孕額

バンガラスの

犯姦

煩簡

傘1宮

三期

蟹氣

反響

親近
　けい
萬頃

繁劇

判決

　～シ．ス

判決三

板椹

板下書自

番号

万ロー談

1）バトオムは，地名　2）政驚の迎蜜館　　3）「我か租先ハ山中國～に住ぜしに「シャ
　　　　　　　　　おム」藻台象人種の爲めユ遙（れて」（d）4）「兇徒アリテ破裂丸ヲ投シタリ」（b）5）「rパ

ソガラス」及紫水晶」（C）
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バン～ヒキ

萬國

萬國公法窯

萬國博覧會瘍

平町焼

男根

反魂丹　〔薬）

判裁

犯罪

萬歳

犯罪人

牛紙

藩士等（蕾）

飯晴

旧事

鯛事指令録

牛死三生

判事補

反射

犯者

藩主

　～（蕉）

搬出濟ミ
　しょ
平緒

繁畠

　～シ。ス

反状
　　きかん
汎鷹洗濫1）

牟解除

蕃殖

　～シ．ス

犯鰯シ．ス

牟信牟疑

4≧数

使用度数9～1の表（ma十音｝煩）

　～ズツ

藩政

町税

万世
はんせん

帆船

判然

　～致シ．ス

　～シ．ス

牟藏御門

帆走艦

群群門外

犯則

藩鯨

帯側子2）

萬卒

番卒
　ぞん
晩餐

　～シ．ス

繁多

反封

　～シ．ス

反封逆巻
　だか
・孚高

ばんたん

万端

平地3）

鋼知シ．ス

番地

　～等

牟智傘開

番茶

番附

鋼帯シ．ス

平皿

坂都4）

孚途

野島

反動

番頭
　　がたき
凹凹轍　〔芝〕
ばんとうなまえ

駅頭名前

坂東武士

番頭役

反動力

肇j取り

肝内

万難千苦
はんにやとう

盤若湯

判便

墨入

犯人

番人

肇J任官

笹野

　～シ。ス

翌々

野々
はんばん
婁四々

磯部

頒布

反覆

牟腹

帯物萬事

牟分

野文

番兵

判別シ．ス

萬邦中

万民

繁務

明
窓

熱
血

　～シ．ス

牟夜

型與シ．ス

斑瀞）

範野獣

4≧流

雪崩
　まんれん

板聯シ．ス

火

二

二
ひ

燈

緋
ひ

被6）

　ごと
日毎

批シ．ス

秘シ．ス
ひ

簸ル

美

悲哀シ．ス

非違
ひいき

贔氣

　～連

秀デル　《口語》
ひ　え

緋衣

比叡艦

黒影幽響

稗盆

　～シ．ス
び　お

美悪

ひおい

日覆

被柾屈者

微温

彼我

被害

控工
ひか

掬エウ

拍工．ユ

比較

　～シ．ス

　～シ來リ．ル

皮革

費額

　～中

比較量

引カサレ．ル
ひがし

東

東側
　ざい
東在
　　　　し東多賀城趾

東本願寺
ひかた

干潟

ヒカヒカ7）κ裂》

　がら
日柄

光

氷川紳肚

彼岸

美観

引キ申シ．ス
ひい

湿て　《副》

挽キ．ク

　～出シ．ス

繹キ．ク

被疑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はんらん1）洗濫は泉　2）ひより見の者3），4）大阪5）「線赤の極めて斑燗なる色を以て」（c）
　　　　　　　　　　　　　ひらめ
6）布団　7）「白刀をヒヵ〉閃かす」（c）
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誹i設シ．ス

誹議シ．ス

引合イ

引合イ．ウ

引合イ人
　あが
弓1彗易リ．ノレ

引上ゲ

引上ゲ．グ

引揚ゲ．グ
ひざい

牽ル（相）

　　いだ
惹キ出シ．ス

引受ケ

引受人

引移シ。ス

引移リ．ル

引起シ．ス

引起シ晃ル

引換工．ウ

　～串シ．ス

引返シ．ス

引換準備金

弓Sキ來リ9ノレ

引込ミ。ム

　　　　縮動》

引込ミ．ム

　　　　縮動》
ヒをコせ

閑興り．ル

引下り．ル

引裂キ．ク

弓怯り．ル

弓i毛

引汐

引締メ．ム

引摺リ來り．ル
　だ
引出シ．ス

引立チ．ッ

使用度数9～1の表（五十音順）

　たが
引違工．ウ

　た引足リ．ル
　ちが
引違工．ウ

引馬ギ．グ

引導レ．ル

睡蓮レ滞り．ル

引手茶麗等

弓1詐昏工．ウ

引取り・ル

引取人

引放チ．ッ

引彿イ

引治イ．ウ
　　てあい
引れ手合

引幕代
　　　えん
美姫名媛

引戻シ．ス

球帯シ．ス

美解

離～兄

卑怯

雲母セ．ス

引分ケ．ク

引渡シ．ス

　～方

　～根威り．ル

　（御）

罰金

低シ

樋ロ活版所

卑屈

卑屈固願

卑屈根情

卑屈柔順
　　　サマ
比丘艦橋
ビグビク

胸糞と　側》

ひげ

秘訣

三曲シ．ス

三見
　こう

飛蝿

非業

微香

鼻孔

被砦シ．ス

被告君

被告総代

被告代

被皆代人

被密代理人

被皆人

破告本人

　～ども

　～±ヒ
ひごろ！、

日頃

膝
がしら

膝頭

久方り
ひさ

講ギ．グ

秘策
ひさご

瓢
ひさごだね

瓢羅
ひさし

疵　〔庇〕

久シイ

側》

（（ロ語〉）

久シ振り
ひざまず

脆キ．ク

久松學稜

悲惨

比算シ．ス
ヒ　　シ

必至と　《副》

肱

　～（両）

美事

土方一等待補

美質

　～（御）
ひじめ

臼雛汁算
ひしめ

緯キ．ク

飛車

毘井開

美醜

尾州公

尾州士族

罵州邸（奮）

美術

美衛舘

美徳品

比興

避暑

飛翔

微少

非常警傭

雰常蕃墾

葬職士民
ひじり

美人

翁翠玉

ピストル

悲凄シ．ス

美晴

美制

碑石
ひ

蒸績

美蹟

卑購

微賎i

美善

肥瘡

ヒキ～ヒツ

皮相シ．ス

晶晶

　～シ．ス

鶴足シ．ス

ヒソヒソ（（di－ij）〉

ひそみ

蟹

潜ミ．ム

　～し．

　～居ル
　　お
　～農り．ル

潜ミ琶レ．ル
ひそ

攣メ．ム

肥大

ヒタサラ2）《副・

　方今》

浸シ。ス
ひたずら

只管　　欄》

只管に　幅彗》

左足

左利キ

悲歎

　～シ．ス

野馳シ．ス

被治者
解
；律

必シ．ス

引掛ケ．ク

筆記シ．ス

筆記人

畢寛
ぴっくり

吃驚

吃驚仰天

筆硯

必行蜜施
ひつぴ

提ゲ．グ

・）…か…し・・しめを」（・）・）・ひたさら｛9潟｝引轍・（・）
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ヒツ～ヒヨ

　さん
筆算

筆紙

必死

羊

必需
　じよう

必定

弼臣

筆激

畢生

筆勢

筆蹟

必戦

必然

ヒッソリ閑く（副））

ピッタリ〔冨の｝

備中産

筆頭

逼迫シ．ス

弓i弓長リ．ル

匹夫

筆鋒

筆墨
ひつもんけいとう

墓門圭鍵り

必要

必用

必用書籍

筆力
ひでり

雅

人（オ）

費途

匪徒

人達
ひ　ど

非道イ　（口語》

一足

一息

一打チ

偏こ　　藍副》

使帰度数9～1の衷（五十音順）

一方ナラザル

ー一
禛iラズ（（副））

入柄
ひときわ

　　　　（（副》
　
　
　
　
三

際
徳
癖
聲
既
腰
詑
言
協
入
防
臭

一
美
一
人
一
一
一
人

個》

人知ラズ《副》

入知レズ幅勃

一筋
　たが
入違イシ．ス
　たが
入違工
　たび
一度＊　《副》
　　いえ
一一 c家
一ト櫻ミ
　とこう
一ツ慮

一ツ矯御門

一ツ場所
　　えう
一粒撰

一通リ　幅嚇

一通リナラズ

　　　　翻》

人ト爲り
　なみ
人井
ひと　ひ

一日

人々等
　ふで
一筆

一風呂
　まず
一先　　《副》
　まとめ

一箪
　むれ
一連

一目
　どめ
火止石酒

　もうで

一詣シ．ス
ひとり

濁
　ぐらし
一人暮
ひとりみ

猫身

狸り患子

雛形

　～等

雛形計算
　　つづ
火縄銃用

非難

　～シ．ス

非難スル等

非人

檜
ひのとう

丁卵
ひのとみ

丁巳
ひのべ

醸延

日ノ丸
　　やぐら
火ノ見櫓

火箸
ひはだ

総皮

押回葺キ

火鉢

非番

比々

日々｝こ

ひ

芳
渉
冒
麺

密
周
實
園

《
《

町費シ．ス

微々

美々シ

響キ

響キ。ク

日比谷練兵塀

蝉茸シ．ス

避病院

妃嫁

皮鱒

野趣シ．ス

被服

疲墜シ．ス

稗補シ．ス
　　ぼ　　ゆ
誹諺罵畏シ．ス

美本
ひま

暇

　～（オ）

日埆に　《冨勃

干満シ，ス

姫

非命

飛鳴シ．ス

熱燗シ．ス

費目

　～申

火元
ヒヤカシ

冷却
　　　フ　　ル
冷カシ歩行

　キ。ク

町役

蔵花

百害百損

百宮庶僚

百工

醤工學徳

喜三

省事

百姓

　～ども

　～こ比
　　愈
　～原

再姓家

百折

百折不擁

百千

百年期

百八長歴

百八魔王

百物

百分比例

百分傘

百万蒼生

百万塔

百禽蝕簿

冷シ．ス

百舞

百般

百方

冷ヤカ

謬計

謬見

町田
　よう

笹葺

費用（糖）

撃墜シ．ス

費用等

表

評

～シ．ス

　～シ．ス

　～シ得．ウ

　～シ難シ

票

病因

病院（各）

病院等（假）

病院瞥師

病院教師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　　はな1）「忽チ化シテ三門壷蟹ナル剣（b）2）「一ト腰を抜き放し」（c）
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病院出

品贋

詳密

氷塊

漂県

評軍人

標記

評議

　～（御）

　～上

　～中

　～中（御）

病癖等

評決

病犬

病後

兵庫政聴

兵藏丸

帯鎮

標示シ．ス

病死

　～シ。ス

病者

標出シ．ス

病症

病状

病勢

病体

瓢然
ひよう

臼傭倒シ

標艇

蓑呈シ．ス

廟堂

　～上

使用度数9～1の蓑（五十音順）

減等

病毒

病人

漂泊シ．ス

蓑皮

離々

三々

病父

病弊

病名

表面

漂遊シ．ス
　　へんを
標掠騙欺

氷餅紋り

霊園論

評論辮義シ。ス

比翼
ひよけ

火除地

ヒョロヒョロ

　　　　翻》

開キ初メ．ム

否グケ

ヒラクチ2）（（方

　謝
開ケ．ク

開ケカカリ．ル

閃メカシ．ス

閃メキ．ク
ひらや

李家

単管一一等書記生

李由機大藪正

挙山廣島縣少

　書記宮

連理

肥料

　　おん
　～（御）

　～頃

比類

ビルオブライ

　ツ3）
ぴるがえ

翻シ．ス

翻り．ル
ひるげ　　おん

養餉（御）

弓鳴キ

旧聞

比例シ．ス

美麗

卑劣
ひ

李レ伏シ．ス

拾イ．ウ

拾イ取り．ル

疲耳

蝉ガリ．ル

廣ゲ．グ

廣サ

廣澤参議

膿島縣令

廣島地方

廣島鎭璽

群島丸

廣メ

単離．ム

醸割り

貧

　～シ．ス

瀕シ．ス
びん

瓶

品位

品便

貧家

瓶器

貧窮

貧苦

敏謙

品行

品行評

貧困

貧困者

敏才強記

品質

貧者

貧弱

品種

品欝

欝燈シ．ス

敏捷

貧人

　～（豪）

頻数

驚歎

品数度量表

稟請シ．ス

蟹斥シ・ス

貧騰

便紹

慰然

貧賎者

貧村
びんてん

野天

品評シ・ス

耳蝉

貧幅
て　ぼべん

題勉

　～シ．ス

貧乏

貧乏人

ヒヨ～フウ

貧民

　～（一）

　～中

貧民租界

品名

紫野シ．ス

欄諒シ．ス

品類
びんろう　む

檀椰子

布
野
婦
負
誹
腐
賦

〔記号〕

〔記号〕

賦シ．ス

附シ置キ．ク

武
　　がか
歩合懸り

不安
ぷ

撫育シ．ス

封ジ．ズ
ぷ　う

舞雲

風位

封印

欝欝

風雅

風雅旧

風氣

富貴

富貴墨榮

封金

風琴等

1）「白高麗氷烈紋耳管花瓶」（e）　2）媛　3）法令名。Bill　of　Rights

163



’フウ～’フケ

　
　
　
物
　
　
　
訊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趣
昧

　
　
　
笛
シ
　
者
　
艦
　
轍
二
4

三
二
光
光
者
習
勢
論
前
垂
難
題
か
体
凱
癩
土
筒
波
帆
帆
詳
聞
味
流
流
カ
　
エ
衡
暴
慢
課

風
楓
風
風
連
風
風
旧
風
風
雲
風
風
渦
癒
風
樹
風
風
風
樹
風
風
画
風
風
選
画
風
不
不
潔

　一シ．ス
　か夷家

斧何

富家

負荷シ．ス

使用度数9～1の表（五十音顯）

　
　
　
　
礁
寺
門

訊
　
訊
賦
シ
心
閾
　
　
　

髄
又
　
尉
議
　
　

賦
訊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
方
　
ψ

シ
　
シ
シ
リ
浮
富
　
　
　

無
　
大
思

ナ
　
シ
シ

繍
高
眼
醸
泓
酬
熱
灘
縄
稗
麟
葎
溺
団
坐
懸
瀦
腿
鰯
館
～
颪
陛

脇
　
4
鷺
癖
馬

來
4
　
ゲ
御
シ
シ
デ
戸
リ
リ
シ

～
キ
義
上
上
硬
出
硫
出
出
井
邊
起
泌
下

　
華
不
吹
皮
歯
凝
噴
吹
吹
吹
吹
吹

吹倒シ．ス
ふきぬき

吹貫

　～等
　まく
吹捲リ．ル

吹矢

普及

　～シ，ス

不朽

不急不利

出御シ．ス

不興

富彊

奉行
　　げ
不興氣

富強盛大

附金

賦金

不勤

鯉

濃

　～シ，ス

復シ．ス

服シ．ス
ふ　ぐ

河豚

不麗

福員

副親旧

服役

　～シ．ス

　～中

服役期隈

三岡縣命

三略人民

承シ館
薔

復
復

～

　
　
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
督

　
　
心
D
　
ミ
　
令
　
掛
鯛
　
判
一

等
長
長
　
生
長
主
包
　
　
縣
　
　
シ
日
　
　
　
裁
師

～
中
綿
古
酒
戸
齋
さ
沙
指
使
祓
島
窮
習
從
習
飾
心
審
審
水
制
～

　
副
副
復
副
醗
副
淑
服
副
単
三
復
復
脹
復
服
腹
壁
覆
翻
服

　
　
員

等
種
議

～
製
撰
装
較
～

　
復
復
服
輻

以シ
4

致
シ
裁
　
　
宮

～
～
総
中
長
長

　
　
副
腹
副
副

　　

@　

y
∴
遺
事
ψ
　
雛
騰
㍗
㈲
㈲
㈹
㈹
許
直
宮
韻

徳
讃
醗
酵
興
亡
本
メ
藥
縦
様
ら
シ
利
量
領
導
ケ
兄
敬
藝
景
家
路
家
ケ
リ
縣
縣
縣
縣
縣
触
雷
言
縣
縣
縣

編
復
腹
腹
翻
覆
副
含
職
服
服
一
聯
福
服
副
父
更
父
不
武
不
武
不
武
ふ
閾
耕
照
照
府
駿
府
府
府
謳
附
府
麿
府

1）「副貢生昌爲ス可キ饗ナリ」（d）　2）清国の職名　3）「服様ハ勿論英風」（c）
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府縣裁孚i斬

府縣歓

癌二二三

二縣税

府三脚

　～西

府縣長宮宛（何）

肩縣二三

府縣黙名

府縣費

府縣民禽

不幸

富豪

符合シ．ス

富國

布告（働）

布管縮成リ．ル

蕃客三

布告文申
ぶ　こ　し

武庫司

負債

　～等

夫妻

不在

負債者
　　だか
負債高

塞ガリ．ル

塞ギ．グ

無沙汰
ふさわ
相慮シ

不蓼

釜山金使〔職名〕

父子

伏シ．ス

不時

　
士

藤
武

使用度数9－1の表（五十音順）

　～（蕉）

無事

藤井廣島縣令

伏舞ミ．ム

不思議

節lv立チ・ッ

富士山　〔船〕

無事太李

藤田組

藤棚

不實

不慈不仁

浮腫

不習

不熟

不受不施汲

不煩

婦女

扶助

不勝1）

負傷

　～シ．ス

不詳

不二

富商

不添

武將

不溝化物

負傷者

荻助金

婦女子

扶助料

不審

請
振
人
入
筋
筋
電
　
三
三
正
回
視

普
竹
富
武
ぶ
不
認
襖
襖
布
不
麿
賦

　～シ。ス

不正不理
ふせがね

伏鉦　〔仏具〕

野晒

防ギ得．ウ

防禦難シ

浮論

父組

扶桑一
　そう

不惜不當

不足シ．ス

四隅

　～シ．ス

　～シアリ．リ

夫三

蓋

札

豚

　～等

舞ii籔

ニ寄親

付托シ．ス

布達致シ．ス

布達中（御）
ふた

爾ツナガラ《副》
ふたり

ニ人嬢

負搬

～ナシ能イ．ウ

淵，

不治

淵邊伊賀守

附着シ．ス

府中

部中2）

膚朝

野長

　～（各）

浮沈

普通

不通

普通文字
ふつ

手解3）

物便

　～（諸）

物便記者

ニヨ綾キ
ふつ

堅甲a）

勢門
ぶつ

佛男

物具
ふつ

解語
ふつ

佛工手5）

佛國公使〔職名〕

佛四人

物産中

物産工業

物産岡中

フケ～ブト

物産税

物質

　～中（各）
ぶっしゆ

物主
ふつ

勢家工手6♪
ふつ

叢誌7）

物色シ．ス
ふつ

佛人
ふつ

佛政府

佛弾

物列
ぶつ

四脚i

フッツと　（副》
ふつ

イ弗帝s）

鼻聾

沸騰シ．ス
ふつ

佛童9）

物品（一）

物品中

物品等

物品罪名〔書名）
ぶつ

佛法
ぶつ

佛用

フツリ

物理

物理學

欄》

物理全志〔書名）
ふつ

佛律19）

物料

物類

筆
フテブテ

太々シ

太シ

不動

不岡

舞聡

1）「不勝の天気」（c）2）rヌ：m授ノ部中ニハ修身養生ノ外」（b）

9），10）佛は，フランス

3），4），5），6），7），8），
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フド～プン

　
読
　
　
　
　
論
　
　
　
自
制
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
　
　
　
　
η

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷹
蝉
跡
シ
合
リ
　
共
橋
り

産
産
奪
　
止

　
　
　
　
　
　
赫
商

動
山
導
徳
得
　
煎
物
物
始
”
毛
莇
改
内
内
勢
子
賃
都
丁
丁
入
～
～
町
習
弊
も
盛
難
即
納

不
不
不
不
不
粋
駄
太
太
布
山
緯
舶
府
部
隷
船
町
艦
船
船
船
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聖
職
般
船
無
卦
伸
岬
小

　～シ．ス

布海苔

腐敗シ・ス

腐敗物

浮薄

千綿

手脚店

麿藩等長宮

備
早
早
慰
服
島
文
分

譲
浮
賦
不
不
警
部

使用度数9～1の表（五十音順）

　～（幾）
　ぶんみよう

半分関

不ZF

不李顔

不便
ふ

踏マエ．ウ

不満

侮慢
ふみ

舞

踏ミ．ム

踏過り．ル

踏絵
　おざ
踏駆工．ウ

踏込ミ．ム

踏ミシメ．ム

驚愕

踏ミユジリ．ル

踏ミハズシ．ス
　やぶ
踏殿り．ル

府民

不向キ

不開

不毛
ふもと

麓

不聞

武門
ふや

殖シ．ス

冬

窟有

不豫（御）

不用

附庸

附與金

無頼

巻落（諸）
プラチナ

白金

ブラブラ

不燗2）

腐燗シ．ス

幅勃

ブランケット

ブランデエ

振り

不利

不理

振り．ル

降り．ル
ふ

古り．ル

振合イ

雑嚢り仕り．ル

振返リ．ル
ふり

働掛ケ．ク

蝉茸シ。ス

降頻＊り．ル

振捨＊テ．ッ

振立＊テ．ッ

ブリッキ形3）

ブリッキ罐

降綾キ．ク

振放チ。ッ

振佛イ．ウ
　　わ
振廻シ．ス

振向ケル佃謝
不慮

不喪

不興

武力

古シ

震イ．ウ
ふるかぶと

古甲
ふるがねら

二野

古着商
ふるきず

丁霊

古着渡世
ふるさと

三郷
ふる

古足袋
　つづら
三野平

坐蓮具屋　底

振舞イ

振舞イ．ウ

古谷野警部
　わた
古綿

鰯レ・ル（板）

霜令

無下

導出シ（オ）

不時

風呂

父老

附録

プログリイ政
　浄）

風呂敷包ミ

プロテスタント

風田下

プロビテンス漁
　　　W　船遊甦

フロリック号

　　　　〔船〕

不和
不破と5）　　（（E－il））

ぶわけ

部分シ．ス

分等6）

文諺

文蓮

田螢

文化　　〔年号〕

分解

　～シ．ス

文客

文學

分轄シ．ス

文化年中

文官

紛議

文久　　〔年号〕

分業

分局

～（各）

　～中

　～内

分家

～シ。ス

丁
丁
灌
限

旧
聞
野
分
分遣兵等

文庫等

分稜

　～（各）
ぶんごぐち

豊後口

豊後地方

豊後ノ守

旧采

分散

分子

　　　　　　　フナモリ
1）料理名。「鯛ノ船棚」（e）　2）「僅力三寸不欄ノ小キーツノ天秤ユテアリキ」（e）3）
二本の帆柱のある形　4）仏国政府の名　5）「P箪よ不破と桑せられしを」（c）6）「板
擢返納の分等」（a）〔等は，などのtW“tg）
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紛失

　～致シ．ス

　～シ．ス

紛失物

分署

文書

紛擾

文輩

分署巡査（各）

扮署長（各）
　　づめ
分署詰（何）

奮進

焚羅シ・ス

文入諾申

文入墨客

奮進勇前

噴水器

文政　　〔年号〕

文政年間

分析

　～シ．ス

　～上

分析法

難載シ．ス

奮然

憤然

糞代

分載（一）

文壇

聞知シ・ス

文中

分臆
　てい
文躰

糞溺

分取リ・ル

糞尿

分籍シ・ス

憤怒

　一’シ．ス
コくぢんぬん

紛紙

分配シ・ス

使期渡1数9～1の衷（五十音瀬）

分配仕り．・レ（御）

分配金

分泊シ．ス

憤登

　～シ．ス

文武

分付シ，ス

文武窟

文物
ふメ　ぶん

紛々

紛々擾々

粉壁
ふん

分別
ふん

分別シ．ス
　　ぎへ
分別盛り
ぷろびべつ

分別帳

墳墓

文墨

粉末片碑

プン廻シ
ふんノしなう

分明

文明器物

文明進度

文面

分與シ．ス

分離

　～シ．ス

分流

　～シ．ス

分量

奮鋤・榔勤

～シ．ス

辺＊1）

兵

　～（諸）

聰シ．ス

上安

李安無事

弊衣

閉院

　～シ．ス

兵螢

晒磁

土盤

4聡
李穏自由

李債

陛下

兵科（各）

兵科（諸）

兵科（何）

併科シ．ス

米償

閉會
へいかん

回申

米艦

兵器

兵乱

黍御無事

季均（不）

曲説シ．ス

黍均シ．ス（相）

米金

卒函数

土均税

鼻面縮場

ZFeq方2）

李家

閉口

井行シ．ス

金面シ．ス

米穀

米國産

米國種

米山人

閉鎖

　～シ．ス

兵事

　～外

卒論

李治　　〔年号〕

米市

兵事新聞

李臼

緻肚

上書シ．ス

兵高

上常

閉場

米商

米簡會駐

閉場雲

上常配置

フン～ヘイ

一入

季水

兵制

語勢

隠語

米政府

兵焚

4素
屏息

饗俗

兵卒等

兵除

　～（各）

年壇

兵端

命定

兵農

聰唐3）
へいらう

弊鍵4）

属土無事

李年

米納

米i饗

弊嵐

挙状シ．ス

ヘイヘイ　《感鼓

季毒中

李民殺會

羅愈

米郵艦

併期

兵艦

兵力

李和

李和條約

僻シ．ス

三）樋のへの」（e）2）倖軍方臆病連ハ」（e）

4）「勉鋤ヲ加ヘテ樂蜜ヲ防キ」（e）

3）　r聰唐ノ命家二「ドノレヤ」（1））
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ヘキ～ペン

避易シ．ス

碧海青天

壁間

碧紐

壁上

僻邑寒村

僻随
へざき

郡崎三塁
へ　たしょうぎ

下手象棋

偏り．ル

　～（相）

蒲チ．ッ

』隔テ

隔テ．ッ

煽止シ．ス

別火浴水仕リ．ル

別儀

別匿

・扇面

驚離

別策

雨漏

理親シ．ス

翅シて

油紙雛形
　　　え
男塒法語

別趾會

劉種

蔑如シ．ス

別條

別人

別心

別宅シ．ス

別段

別手組
　どう
別働

使雁度数9～1の蓑（五十音順）

別褒

別立
べには　ぶたえ

紅弱二重
べにむ　く

紅無垢
へ　ボ

三時代言人

纒巡り．ル

部屋

ヘラルド〔新聞｝

ヘラルド記者

減リ・ル
へりと

縁取り．ル
ペ　ル　　

秘魯政府
ベルギ　

白葺義代理公使

ベルジッタ号
　〔船〕
ベルリン

伯林六感

篇

偏

編

～シ．ス

　　　～シ．ス

　　攣ジ來り．ル

《副　辮

　　　～ジ．ズ

　　攣異
　　　　い
　　偏侮シ・ス

　　便盆

　　憂化

　～シ．ス

攣改シ．ス

辮解シ・ス

論弁

額
飯

野
勉

　～シ．ス

攣革スル等

病垂

　～シ．ス

返翰（御）

返還シ．ス

編奇

便宜（：不）

ペンキ

勉強

　～シ．ス

勉強刻普

ペンキ塗り
ヘメにげ

攣化

辮慶

偏見

攣更

　～シ．ス

返濟シ．ス

密訴残金

編纂

　～シ。ス

攣死

片時

偏私シ．ス

返事

嘉事

編者
ヘノ　じやく

厩鶴1）

浦島櫨

修
執
輯

編
編
編

　～シ．ス

編輯三

編尊長

　～（假）

　～（前）

　～（前假）

　～（前々）

編集人

便所

　～（假）

緋償

　～シ．ス

編製

編舗

　～シ．ス

三吟濟ミ

編制表

辮舌

三遷

攣飼塾

辮知シ．ス

旧知ナシ・ス

篇目
　んてい

編綴シ．ス
べんケん

便殿

辮天堂

攣韓不定
　ムスメ
辮天嬢

返答

紬縞

三越

編入

　～率目成り●ノレ

　～シ．ス

返納

　～方

　～方（御）

　～シ．ス

返納年購

三田

　～シ．ス

邊低

溶裸2）

運否

返附致：シ．ス

返付シ．ス

ベンベラ着物

辮瞬

　～シ。ス

攣露L

辮理

便利（不）

勉力

　～シ．ス

旧例

返禮

勉鰍

　～遊バシ．ス

（御）

ユ）帳春秋時代の名医の名。転じて名医2）瞳替シテ之が辮麟ナラソー・r　．1（e）

10s



　～シ．ス

懸盤尽カナシ。ス
へんれつ

騨列

辮論討議

ボ
帆
歩

〔記号〕

　～シ。ス

捕

補シ．ス

保シ．ス

保シ難シ

保安

布衣（一）

保育事業

斑印

　～シ．ス

砲
　ごと

毯誤

報ジ．ズ

奉ジ．ズ

報ジ來り．ル

棒

亡

謀
　かた
染方

某様

某氏

暴悪

防邊シ．ス

方位

暴雨

暴雨送雷

　え
二二

　～（纏）

貿易上

貿易銀等
　　　キゐ
貿易銀共

貿易銀貨

貿易史

貿易市婆

貿易主義

貿易旧例

貿易通商

貿易品

望遠鏡

法王

茅屋

放火

　～シ．ス

放歌シ．ス

繭芽
　が
法翠

蓋牙
ぼうか

掻玉

法外

望外

妨害

使翔度数9～1の表（五十音頴）

　～シ。ス

　～ナシ．ス

法曹

法曹家

防火諸

邦富

奉遽

～シ．ス

傍観シ。ス

傍観ナシ．ス

傍親旧硯シ．ス

傍観巻

賓器

蜂起シ．ス

放棄シ．ス

傍議

忘却シ．ス

暴虐

俸給

俸給表

三田

防禦

　～シ．ス

法教
　　かん
防鋤午詞

防禦三

盛廣

暴遇麿待
　ぐさり

棒鎖

三家

奉迎

　～シ．ス

奉迎邊シ．ス

砲撃

某月

法櫨

封建

賢剣

方雷

法源

保元　　｛年号〕
ぼう

妄言

封建序奏

二二建
立
向
3
匿
頂

点
荘
方
方
奉

　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

画
悔
翻
　
蟹
　
㈲
㈲
齢
攣
堂
　
　
繍
　

悔
髄

～
～
～
強
煩
敷
侯
校
行
行
公
國
國
告
皆
藷
國
擁
護
呼
量
策
作
殺
殺
殺
産
志
子
止
底
面
式

　
　
善
報
某
某
暴
暴
奉
邦
諸
県
諸
諸
亡
報
保
豊
方
方
豊
暴
蝋
纈
邦
芳
幅
防
追
放
法
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三
無
者
守
蘇
蜜
州
祝
慶

報
報
壷
口
保
防
芒
某
奉
豊

ペン～ホウ

　～シ．ス

褒賞

鳳詔

法象シ．ス

豊饒
　　しサぶのかみ

妨城式部頭

褒賞僻令書

褒賞物

奉職

　～シ．ス

　～シ摺り．ル

　～中

紡織（各）

奉職聴

方針

邦人
　じん
乏人

傍入

暴振回行

坊空

法制

方正

砲聲

暴論

無生

法舗局



ホウ～ボケ

方正忠魂

寳石

紡績所
　ぎう

回読

暴i溌

防弾

　～シ．ス

呆然

躍訴

奉邊シ．ス

包藏シ．ス

鼻塞迎

法則

編輯

妄灘

旧卒

　～等
にうそん

保存

　～シ．ス

翻緯

帽幣

蜜丹

芳i羅雑誌

報知（御）

報知シ．ス

報知記者
　　ぎり
棒千切

報知新聞

庖丁

傍聴

制》

　～シ得ウ

　～シ玉イ．ウ

離塁シ．ス

使用度数9～1の表（五十音順）

傍聴記

傍聴記事

傍聴人

回勅

法庭

捧塁シ．ス

防停シ・ス

放郷シ．ス

放郷輕硯シ．ス

法典

方途

方度

封土

法度

暴徒

　～等

放蕩

法堂

報道

　～シ．ス

冒頭

暴動シ・ス

暴動中

放蕩家

放蕩無頼

捧讃シ．ス

暴徒鳳賊
　とん
砲籔1）

包入シ．ス

某人

豊年万作

奉納

　～シ．ス

砲弾シ・ス

暴護シ．ス

包被シ．ス

豊阜

暴風

暴風怒濤

抱腹掛倒シ．ス

彷彿

髪髭頒馨シ．ス
ポウプリ

子子

砲兵

奉幣

奉幣使

砲兵支廠

砲兵除

砲兵大隊

方便
ほうほう

砲磁

方法等
ほうぼう

方々
ほうぼう

鋒鍵

某々
ほうぼつ

砲勃潰霞L

暴慢無禮

邦民

葬リ．ル

方面

　～（各）

　～（何）

墨筆

　～シ．ス

：方颪掛り〔職名〕

法網

寳物

無紋
ぼう

坊や

朋友

　～等

軸羅シ。ス

寳來殺

七分丸
　　とう
放琢等

法理

法理暦

法律上

法律中

法律案

法律家

法律研究所

法律書

畠領シ．ス

懇命

暴戻

法蓮寺
ぼう

妄論
ほ

吼工．ユ
ドお

頬

捕獲シ．ス
けかほか

外々

保管中

簿記

簿記法

募金

　～シ．ス
ほ　ぐ

反古

僕

トシ。ス

トシ置キ．ク

牧シ．ス

北緯

北治

国榮座

北海

北極星

遡行シ．ス

墨字

墨守シ．ス

墨汁等

北巡

　～（御）

墨書

　～シ．ス

穆如

牧場

木石

木石瓦礫

木石土砂

北端

北地

牧畜

　～等

墨堤

漁期2）

北台3）

北部

軍事

墨沫

撲滅

北洋丸

北江
　　とう
捕鯨等

捕鯨組

帆桁

非難

1）「四方環ラスニ砲激ヲ以テス」（d）2）「墨突贈ムヲ得サルカ如キ」（e）

産の聯野砲布と云至て地紬上品の由」（C）

3）　「威釜党道
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募歴シ．ス

歩行シ．ス

誇り．ル

穂先キ

簿胴

囲参

星

乾シ．ス

保持シ．ス
ほしいまま

縦に 翻》

欲シガリ．ル

干シ三

保繹

保論告

補充

募集

　～シ．ス

補助

　～氏1）・

　～シ．ス

保証シ．ス

保証シ難シ

保証書

保証入

ボスニや境界

保薦

保金シ・ス

墓前

補足

　～シ．ス

二二

　～シ．ス

細サ

細樟

細引キ

細々と

二二

菩二三

菩堤所

螢

螢火
ボタン

釦

牡丹

墓地

　～内

ホッと

波シ．ス
ほっ

螢慧
ほっ　　　　ご

螢駕（御）
ほっ

嚢會
ほっ

畿起

　～シ。ス
ほっ

密議

　～シ．ス
ほっ

蛮起入
ほっ　　ぬし

蛮起霊
ほっ

嚢句
ほっごん

毒言

　～シ．ス

波収シ．ス
ほつす

法主
ほっそく

蛮足シ・ス
けつ

四二
ほっ

嚢途シ．ス

使用度数9～1の衷（五十音顧）

　　　北方
　　　　おやじ
　　　二丁二

二》鋪店
　　　佛

　　　施シ得．ウ

　　　程無ク

　　　ホトホト

　　　程能シ
　　　ほと
　　　邊り

　　　傍リ近シ

　　　保認、シ．ス

　　　ほ　ぬい
　　　野島

　　　骨

《副》骨折り
　　　ほの
　　　武力に
　　　ほ　は
　　　遍播2）

　　　捕縛

驚動振興シ．ス
ほっ

螢熱シ・ス

～シ．ス

　　　　～得．ウ

　　　二二キ．ク
　　　　うが
　　　堀墾チ．ッ

　　　堀趙シ．ス
　　　ほりおりべ
儒動　堀織鄙

《蚕雇》　堀試ミ．ム

　　　　だ
　　　堀出シ。ス

　　　堀取リ．ル
　　　ほりばた
　　　堀端

　　　補力
　　　ほりわり
　　　堀割
　　　がルトガル
　　　葡萄二人

　　　ポルカ号〔船〕

《副》ボルワアド号・

　～ナシ．ズ

捕縛人一

墓碑
ほふ

屠り．ル

歩兵

募兵（新〉

歩兵生捷1

歩兵中隊
ほまぼ

馨　　　　《翻
ロ　

懇レ

讃メ．ム

保有シ．ス

保養（御）ド

保養シ．ス
ほ　う

城壕

堀

彫

堀リ．ル

　〔船〕
ぼ　ろ

艦縷

亡ビ．プ

亡ボシ．ス
ほん

本の

本位

本慧

　～（不）、

翻異シ．ス

本無二3）

本受取書

本科

本贋

盆花

本宮ビ
本舘

本貫

本艦

本顯

本願寺

本門

（（xe．））

ボ識～ホン

　
、
訊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校

　
シ
　
　
　
　
　
　
中
　
　
　
　
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
　
　

康
　
　
　
　
　
　
　
内

書
競
業
願
行
局
軌
暮
家
月
源
行
校
号
高
高
栽
山
寺
式
質
駐
宗
三
富
省
所
二
人
籍
石
般
～
～
然
訴
二

本
奔
本
本
兀
坐
盆
本
本
本
本
本
ホ
本
本
盆
本
本
本
本
本
本
塞
本
本
本
本
凡
本
盆
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
本
奔

～シ．ス

1）「金貸公債証書先生が補助氏ノ外邦ヲ祝フ」（e）2）他照へ逃げる家来

掛詞

3）本囚坊の

17　1’



ホン～マツ

　～中

本草質問會

本則

本隊

本宅

本地

本朝

本店

本堂

本通り
　　ども
本縄共
　　じゆう

本年中

煩踏

本場所

本花道

干犯

凡百

ホ部
ボンブ

騨筒

本普請

本舞毫

本分

本坊（假）

本邦

本末

本丸（蕉）
　みよう

本名

本務
　もの
本物
　もん
本文

謙謬

　　け　～蘇
醗課係り

本町

下路

本論

焼
毎
ア

闘
マ

マア〉
　
家
會
二
期

か
舞
苺
毎
毎
毎
枚墨シ．ス
　げつまつ

毎月末

毎戸

二二ミ。ム

毎歳

苺週表

三省

埋葬

使用度数9～工の衷（五十音順）

個力

　～シ．ス

埋葬三

二等

等度

毎臼

毎年

埋蔽シ．ス

二二

毎々

毎夜

参ラセ．ス

滲リ（オ）

滲り．ル

　　のぼ
参り上り．ル

前島三等出仕

前島審査窟長
　　　　しょうゆう
前島内務少輔

　～雪
まえしり

前尻

前原警察署

翼二

二シ。ス

任セ置キ．ク
まがたま

勾玉
まかない

賄（諸）

賄i秀

賄表中

島役

賄料等
　　　すき
聞ガナ透ガナ

曲り．ル

罷り出デ．ズ
置き

巻キ．ク

蕗・撒キ．ク

二上ゲ

魅姻草

薄付地所

巻物
まぎ

紛うシ。ス
マギリガワラ

破二丁

紛レ．ル

幕

幕開キ

幕切レ
まぐさ

秣

マグバアル号

枕

　～シ．ス

枕邊
まけ

敗

負ケ．ク

二

二ゲ．グ

〔船〕

　　く　じ
負ケ公事

孫
て　　ゴ

馬丁
だこと

二

二シャカ

實ラシ
ま　さか

二品＊

翼砂

藁砂新聞
まさ

正シク

勝り．ル

増シ

（（副》

K副》

埆シ。ス（相）
まし

況て

琵
父工・ウ

交工用イ．＝
讐
同
な
イ
メ
藏

三
豊
薦
叢り居り．ル
まじわ

交り

交り．ル

　～（相）

鱒

貧シ
ますらお

丈夫

股

又と

又もや
またが

跨り．ル、
またそろ

又候

瞬キ．ク．
またってばなし

又倦話

側》

《副》

側》

俣野一等中警部

語々

マダラ

街
　じゆう

町中

待チ．ッ（相）

待チ．ッ（オ）

待チ得。ウ

待チ居り．ル

待チ奉り．ル

待チ給イ．ウ

町預ケ

待受ケ。ク
ま　ちか

間近

聞近シ

聞違イ

間違イ．ユ

待捲工．ウ
まちなか

町中

晶々
まら　や

町家
まらやつづて

駆家信
　　がか
町用掛り

喜憂ビ．ブ

松

質赤

松が枝
　　　　だゆう
松方大乱大輔

松方副総裁

末期

抹却シ．ス
　　こげ
翼黒焦
まつご

家期

末後1）
まっこう

虞向

末項
まっさいちゅう

翼最中

翼ツ先キ

抹殺シ，ス

末社

1）「妻ノ末綬ヲ思ヘバ」（e）

172



　　ずしよのかみ

松李圃書頭

松李三河守

松季陸奥

松zド陸奥守

末段
マツ　チ

火寸

松並木

面面

翼ッ裸

松原

松原杜1）
まつぶ　ぜ

松伏學校

松村大佐

松塞新聞

松本藩士（蕾）

祭り・ル
ぎつりごと

政
までのこうじ

蕊里小路皇太后

　憲大夫
・的

窓

纒イ．ウ

惑イ

惑イ．ウ
ぼど

闘か

纒リ．ル

聞取リ

惑ワシ．ス

間ナシ
ま　ナに　ご

翼名子〔愛子〕

學ビ・ブ

　～得．ウ

間工合イ．ウ

澗二合ワセ

マニファクチュ

　ウア2）

使用度数9～1の表（五十音順）
マ　　ニ　マ　　　　ニ

随慧v
冤カレ難シ
ま　ね

論語

萸；似ル　《口語》

翼似ル等

招キ

鋸キ寄セ．ス
マ　ヒル

正午頃
まぶた

腿

マホメダン宗

間々
まみ

見工．ウ

豆

豆ガラ
マ　メ　マ　　　メ

老蜜〉シ
磨耗

間モナク　《翻》

魔物

守り．ル（相）

眉

心

迷イ．ウ

　～だ
　～出シ．ス

翼夜中頃

丸シ

丸で　　　個》

：丸i竈分螢
ぼるまる

麗々珍聞

廻シ．ス（オ）

廻シ下サレ．ル

　（オ）

廻シ床

翼面

面面掛リ

廻り

廻りアルキ

　　ヨん
回り三

廻り來．ク

満3）

満

面一

病一に

蔓延

（〈名》

《連》

《副

《副

　～シ．ス

満會

万金　〔料亭）

漫君察語

満鵬

マンジル4）

慢心シ．ス

漫画シ．ス

三二橋

蒲塞シ．ス

瀧足

　～シ．ス

購着シ．ス

浦潮

瀾天
ぼんなか

壷中

萬年
まんばちろう

万八三

厩瀟

マンヘエガン號

　〔船〕

漫々

万々一

灘郵

漫游

　～シ．ス

萬暦　〔年号〕

見玉イ．ウ

見合イ（御）

見合イ．ウ

見上ゲ奉り．ル

見留り．ル

見誤リ．ル

見顯シ．ス

見出シ．ス

見合セ

晃合セ．ス

　～　
お

　～（御）

見合セノレ（（［＝1語》

　いだ
見出シ．ス

見出デ．ズ

三井寺

實入り

見受ケ．ク

身動キ

見失イ．ウ

面面リ’
ミ　エ

外出

見工．ユ（相）

見工給イ．ウ

見エル　（口語》

見工隠レ

三重縣令

見塗り

見邊リ．ル

見魔工
みおも

身重

見終リ．ル

磨キ．ク

面掛ケル（口語》

味方

，身勝手論

　　マツ～ミジ

　かわ
見替シ．ス

威権

未完
み　き

紳酒
みき

幹
　とろ

幾等
　ら
右等

君臨
　がわ
右側

右手

右様

醐サ

冤極メ．ム

　～難シ
み　くず

水屑

見普シ

身グルミ

未配

未見
みけん

眉間
ミ　コシ

馬面

身捲工

見事
みことのり

認シ．ス

見込ミ（御）

見込ミ遽リ

見込ミ．ム

見込書

論濟
藻お

薩ぎぎ

紬
勲・
指手

身支度シ．ス

’1）松平家の祖先を祭った社　2）「「マニフアクチユーア」ト「トレ…ド」トノ闘係」（e）

：3）「濾ヲ持スルノ」（b）4）甜菜の一種
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ミジ～ミン

朱熟
みじよう

身上

見知リ。ル、
み　じん

微塵
み　す

侮簾

永揚ゲ器械

未途
みずうみ

蕾
みずかさ

水嵩
みず

自カラ　《代名勘

溝武略．グ

水汲ミ男

書痴シ器械

水先冤状
泉無

水麗相成り．ル
たミリ

永溜
ノペドのえいね

壬戌
みずのミね

壬子
ノペ　ドのととウ

癸酉

水呑薫姓

水吐キ

水引キ

兇濟マシ．ス

見ス〉
水物
ノよせ

虚

血セ．ス

　～申シ。ス

見セル

未製品

未無理

未整列
　ざタ

店蔚

見世物

逸書

〈（口語））

溝

未曾有

味噌桶

三十路
みぞどぶ

溝渠

使期度数9～1の表（五十音順）

　　　　チで
三田育種鵬
みた

浦シ．ス

鼠シ．ス

菟立テ．ッ
みだ

繁レ．ル

鼠レ入り．ル

飢レ焼キ

路

浦チ．ッ

見違イ．ウ

路スガラ〔副》

道筋

　～　おん

～（御）

道輻

三

三井會肚

三井銀行

三井組

三井茶商甦

三井物産會杜

三辰緬ケ
ミ　ツギ

貢献

見縫ギ．グ

見盤シ．ス．

三ツロ

見付ケ．ク

密使

密視シ．ス
みっしんし

密絨糸1）

密接シ．ス（相）

密費淫

　　よう
密二二

雷魚

三菱會馳

　～等

三菱漁船

三菱殺
みつぶ

密事
みつをた

三又

見積り

見積リ．ル
みどう

御堂（爾）

着癖メ．ム

水β黄門

見届ケ臭レ．ル

認メ得．ウ

留山居り．ル

認メ印

水戸羅

緑

緑ノ林2）

見取レ居〃

皆
みぶかみ

水上
みなぎ

凍り．ル

身投ゲ

見直シ．ス
みなとじ

湊地
南、

南側

皆々

雲華球
　みどう
南御堂
みなもと

源

　～シ．ス

見脅イ・ウ

《副》

　
　
　
　
　
話
り
ゆ
　
　
　
砂
、
　
等
ゆ
碑
ゆ
沸
役
　
　
沸
，

　
シ
　
　
上
上
回
イ
　
リ
　
レ
　
品
イ
リ
イ
リ
リ
　
　
レ
シ

劾
態
姻
悪
　
納
ノ
ノ
ノ
一
計
膨
張
分
惚
本
本
舞
罷
蓬
廻
廻
満
　
慣
古
胴
持
～

λ
二
見
繍
嶺
平
身
跳
鼠
－
見
量
見
身
三
見
愚
見
身
晃
見
事
未
習
耳
耳
未
身

㈲
　
禰
齢
　
物

艀
元
　
風
軌
跡
．
城
絡
げ
産
産
コ
　
座

　
身
宮
愚
智
養
豚
脾
土
土
軟
洛
都

　　　　　　みっしん
1＞r撚糸及ひ密識糸ρ類」（c） 2）緑林，盗賊
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開

妙案

冥加

妙見祭り

明後

妙工

妙手
みょうじんだ

鯛棘田

名代（御）

名代入
みよろちょう

明朝

明日回り

明年

箕罫

妙用

名利

妙齢殊色

未來

都鳥

宮蜻臨時裁判所

窟綺臨時出張病

　院
みやす

観護シ

宮本外務大使
ミ　ユキ

御幸寧

御幸門

御代

妙
みよう

　　　　　《蓮分

（（“r））

冤ル〉〈（副）〉

未練

見分ケ．ク

民

民盆i

民家

民禽

鐸澗

民間事業



業、
D
懲
磐
離
騨
窓
人
論
難
灘
響
治
撫
風
鳥
兵
法
法
力

民
民
民
晶
晶
畏
炭
民
艮
三
民
二
二
民
明
鳥
山
民
二
二
民
明
民
晟
二
二
三
民
三

無

無論
　いん
無印

無縁塚

無償

向イ

使用度数9～1の裏（五十音順）

遡イ

向イ座シ．ス

迎工奉り．ル

昔堅二

心〉

無機体

象Uキ取り．ノレ

褒三等

無給

報イ

酬イ。ウ

酬イ。ユ
むく

腫ミ．ム・

ムグリ込ミ

ムグリ込ミ．ム

無形

無藝大食

無限

無慮
むご

包
む　こ

無皐

無記
むこう

向

無弩
　　　　　じよう
向力岡射撃蕩
むこうじよう

向正面

聲養子

　～致シ．ズ

無根

無罪

武佐三

食リ．ル

　～（相）

寅リ取り．ル

二丁

無惨

虫
むしけ

虫氣

無實

蒸風呂

無宿

矛盾シ．ス

無上

無情・

莚・

無心・

　《五）〔劒

無尽

無数

息子

結ビ回覧．ム

結ビ合セ．ス

結ビ付ケ．ク

結ボレ．ル

無税

無籍

無双

夢想シ．ス

無体

無代
む　だばな

無駝花・
　ママ
無断

無智

鞭ウチ．ッ

無賃

六ツカシ
むつま

睦ジ

睦ミ合イ．ウ

無燈
鐘…シ

二

棟
ムネアゲ

上棟　　・

無念

無筆

宜

無名

　～EE

無盆

無用

村

村方

村上蕪（薔）

村雲
むらさきずいしょう

紫水晶等
紫二

村々

村役

村役人

無理

無理不法

無理無法

無慮

無量

無料

無力

無力無纏

無類

無論

芽
めあわ

妻合セ．ス

姪

明

明陪

翻》

ミン～メイ

名印

三鷹　馬〔年号〕
めいおう

二王

名家

　～（諸）

明解シ，ス

明確
　　よう
銘鑑様

銘肝シ．ス

明記

　～シ．ス

名義・

明雷シ．ス

迷眩シ，ス

銘香

明公閣下

温習糎成リ．ル

　（御）

開細
　　しょ
開細書

明細表共

名産

開示（御）

明示シ．ス

明治維新
　　がん
明治丸〔薬〕

開幕シ．ス

二二動三

明二二旧

名實

開君

明圭

盟主

名手

名稔

　　　　じうた
1）参照r地歌局」
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メイ～モウ

開証

明詳シ．ス

名状シ．ス

群書公許シ．ス

名所古蹟

名人

　～輩

明設（五）

名箋

名檜
　だね
車種

開知シ．ス

〔鋤

明知シ能イ．ウ

名馬

胴早

事禧

明文

名分

名簿

明法

名望

銘々

冥々中

盟約

名即

興難

名腰回目

明瞭

　～（不）

命令

　～シ．ス

明暦　　〔年号〕

名論

迷惑

使用度数9～1の表（五十音順）

一（五）（御〕

　～シ．ス

迷惑三惑シ．ス
めうし

牝‡
　が
目掛ケ．ク
めかけ

妾奉公

習方
　かど
潤角
めがね

匿農

園鏡違イ
メ　キ　シぴ

典令西入民
　　　がね
目腐レ金

轡ミ

恵ミ．ム
メ　クラ

盲港

町ラシ，ス

盲燈界
めぐり

周
メ　グ　サ

循環

競り．ル

眼先キ

囲ザシ．ス
めざま
羅贅シ

飯

岩

蓼シ。ス

沼上り．ル
　いだ
召出シ．ス

早桶
　つかい

召仕

召仕イ．ウ

召捕り

召捕ワレ．ル
　びつ
飯橿
　じるし

目印
めす

雌

珍ラシ

メゼエン條約

霞：立チ．ッ

めつ

滅シ．ス

滅却シ．ス

滅多に

目褄

愛デ．ズ

　～給イ．ウ

愛デ慈シミ．ム

愛デ膏テ．ッ

囲出度シ

愛デ喜ビ．ブ
め　ど

坦途

婆リ．ル
めのう

焉瑠
め

妻ノ君

出鼻、

目早鉱
　やす
書下
メ　リ　ヤス　　リ

莫大小
めん

綿

面シ．ス

冤ジ．ズ

　い
棉衣

冤役概則

面愈シ．ス

冤官

回議シ．ス

冤許

冤許鑑脱

冤許料．

解離
　こう
綿亘1）

綿糸

面從腹非等

長除

町駿

碧色、

聖職

　～等

冤税

冤税鑑札
　　　　あけ
琵税年季開

灘婁

面談

　～致シ．ス
ちゆつ

琵鶏シ．ス

薗倒

　～（御）

面縛シ・ス

面部

綿布

面自

　～とら

　～共

綿密

面々

裳

喪

摸シ．ス
もう

最　　　　《副

嘗儘

盲唖院（假）

儲ケ

設ケ

設ケアリ．り

設ケ置キ・ク

毛細管

申シ難シ

申シ來リ．ル

申シ上ゲ．グ

　～置キ．ク

申シ合セ．ス

申合セ規則
　い
申出デ

爾請ケ．ク

申聞ケル

　　　お申越シ（御）

中越シ。ス

申込ミ．ム

申込ミ書

中シ達シ．ス

申立テ

　～（御）

申シ談ジ．ズ

申付ケ置キ。ク

嘩傳：工

申述べ．ブ

　～置キ．ク

申開キ

申シ分

孟春

猛男

申課

　～　おん

　～（御）

申渡シ

申渡シ．ス

中渡シ書

蒙塵

宮人

〔船〕

1）璃詠連聯り綿亘敷里一大長阜を爲すのみ」（e）
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猛勢

毛繊
もうぞう

妄想

詣デ．ズ

興味

蒙昧頑随

猛烈

燃工．ユ

燃工上リ．ル

燃工出デ．ズ

燃工移リ．ル
もえぎ

騰黄
　　どんす
萌黄純子
　　ママ
モオニングポス

　ト　　噺聞〕
もがさ

痘

摸擬シ．ス
も

ま宛＊ギ取リ．ノレ

もく

罠

昌シ．ス

沐1）

黙シ．ス・

木阿彌2）

獣許

　～シ來り．ル

目撃

　～シ．ス

沐猴

木工畏　〔職名〕

木材

木材撃

墜止シ．ス

木製燈墓（薔）

霞前

雪笹

　
　
　
　
　
漂

像
と
途
盃
ひ
縄
帯
曜

木
賦
露
木
叡
木
獣
木

使漏度数9～1の表（五十音順）

珊珊シ・ス

賭．
目論見

　～中

堅シも　　《副》

若シや　　《副

文字

茂生シ．ス

摸造

　～シ。ス

機工．ユ
もた

擁ゲ．グ
モ　ダ

黙比シ象ネ．ヌ

齋シ．ス

餅

持チ居ル

持チ回り．ル

持合イ〔保合］

用イ．ウ（相）

用イアリ．リ

期イ居り．リ

用イ來引ル

用イ方

持出デ．ズ

持露り。ル

餅菓子
もちがわ

持川3）

持切リ

持崩シ．ス

持越シ．ス

持込ミ．ム

持去り．ル

持出シ．ス
もちつき

望月　〔譲顧名〕

群鶴

持運ビ．ブ

持前

轟轟

持山

持行キ．ク

　　　ば
捲下り場

持渡り．ル

勿体ナィ

以テノ外

尤モ

尤モ千万

縫レ

縫レ。ル
もてあそ

玩ビ居り．り

持テ蝕シ・ス

モデスト〔船〕

持テ難シ．ス
もと

置　　　側》
もとい

基

　～シ．ス

本居中教正

元方
もときん

元金

元金高

戻シ。ス
もとじめ

元締

元田皇后宮太夫

基キ．ク

元手
もとど瞬

　ます

元桝

求メ

求職．ム（根）

元々　　　《副
もとゆい

元結
もと

計り．ル

戻り

戻り．ノレ

戻り路
もなか

最中

春共
　ら
者等

物置

物音

物語り

物語り玉イ．ウ

物差シ、

物シリ入達ヅラ

物好キ
　ずご
物凄シ

すさま

物凄ジ

モハメダン

モノ、メット教徒

岬町

模範者

摸働

　～シ．ス

摸本中

揉ミ，ム

　～合イ．ウ
もみうら

紅裏
　だね
籾種
もめ

中

木西

木綿業

モウ～モン

木田羅紗　・

桃

腿
もや

燃シ．ス

摸様等

催シ

　～（オ）

催シ，ス（御）
もより

最寄

貰イ，ウ

　～ナサリ．ル

　（オ）

貰イ合セ．ス

貰イ受ケ。ク

貰イ切り．ル
　　た
貰イ帯親．ム
もら

漏シ．ス

盛り，ル

盛岡雑誌

森参事

森下灌公使

森下

モルヒ不

漏レ．ル

漏レ闘キ．ク

洩レ無ク　《冨勃
もろとも

諸共
もろみ

門（諸御）

　えい
門衛

門下

閥外

紋切り形

門戸
　ごん

文言

1）r喪る三M沐罷て購京せられ」（C）

持jllとなり1（c）

2）r元の木阿彌なり」（c）　3）「即ち喜藏其外の

177



モン～ヤマ

門1室

門人

門前

　～（御）

問題

門地

門徒

問答

　～シ．ス

門内

門閥

交部

文部省
　　だゆう
文部大輔

文蜜

矢

屋　〔家〕
や

野

ヤイ
やいば

匁

夜陰
やうち

家内

八重櫻

夜學

夜下校
やかず

家数

家形

夜間
や

焚キ。ク

嶢棄テ

焼鍋

焼野キ．ク

焼蛤

（（感》

使用度数9解1の表（五十音瀬）

焼携イ．ウ

焼物師

八木陸軍少佐
やく

役。盆
やく

約

　～（假）

　～シ．ス，
やく

厄

課

　～シ．ス
専くあて

役當

役員

藥便

藥局囁

約言シ．ス

藥廻

繹司1）

帯出

藥師如來
ヤクシや

偉優（総）

役者中

繹出シ．ス

蝉茸

役所

　～（諸）
やくじょう

給定

約條

約定書

約定証書

約條濟ミ

約定高

約束シ．ス

井筒

藥湯

厄難　、

役入．・ご

　　　　ぢ　～様方（御）
　ば
役慶

藥品

唐文

野幌

役廻リ

役名等

藥用

藥料

役割

嶢ケ。ク

焼ケ跡

夜景

嶢ケ落チ．ッ
やさ

優シ

野冊

矢先

屋敷、

屋敷跡』
　　そえち
屋敷添地

養イ．ウ

　～レ、

　～居ル

養イ方

響イ取広ル
やしろ

やす

謄　〔漁具〕

安2）

安イ　　¢口語》

安シ

安尾張麗
やすね

安直

休ミ

休ミ．ム

　～（縮）

　～居り．り

休ミ茶屋
　どころ
休ミ所
やずもの

廉物買イ

安〉　　「翻》

安ンジ．ズ

安ンジ玉イ．ウ

痩セ．ス

痩セ衰工．ウ

痩セ糧帯
やせずね

疲脛

疲セ細り．ル

野戦砲、

耶蘇

野草

耶蘇教．

耶蘇教師

　～平

屋璽手踊リ

矢玉
ちかう

夜中
やちよ

野猪、
やつ

奴

矢ッ張り
やつやつ

塞シサ

雇イ

　～とざ

　～共（諸）

　　お
雇イ厨り．ル

雇イ上ゲ．グ

雇イ蟹

雇イ入レ

雇イ入レ．ル
　オンナ
雇イ蝉

雇イ外國人

里イ工鑓

雇イ付ケ．ク
　　にん
塵イ人

腱イ人受ケ宿
　　ぬし
雇イ圭

　～（奮）
やといぶ

雇夫

宿シ．ス

宿ナシ
　ぬし
宿主（各）

宿屋

　～等

宿り
やな

簗

柳

家円

屋根
　　づな
屋根傳工
　　ゑニね

屋根艦

矢野軍慧

矢張リ

夜孚

野攣政府
やぶ

藪

破り．ル

破レ．ル
やぶ

破レ笠

夜分

野砲

野砲々兵
　　くない

（（名》

綴》

山岡宮内大書記

　官
　　　　だゆう
山罵工部大輔

山駕籠

1）r少年ハ～鐸司と共渓毎朝蕪氣學を講習すへし」（e）2）「三合安にて」（c）
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やまかた

山方

山形縣令

山縣近衛都督

山縣陸軍卿

山繭縣令

山口侍補

山坂

山崎練兵傷

山里オ灘1）

山師

山路

山路圭任

山下門内

山路傳イ

山科海軍々緊

山砂利

山ナス

山畑謬軍
ヤマブキ

歓冬2）

山幕

山々

聾
隠

止ミ難シ

病ミ．ム

閥世界
　　ほお
病ミ惚ケ．ク

鋪や
嬬
牌

（（蓮渉

動モスレバ¢副》

自脈

出

遣リ置キ．ク
　　すま
遣り濟シ．ス

槍付キ

燧取り

ヤレ　　　憾労
ゆれむしろ

出血

野郎

柔ラカシ
やわら

和田．グ
やんごとな

止血無㌧

湯

輸シ．ス
ゆ

結イ．ウ
ゆいがい

遺骸

遺言

由緒

結納金
ゆう

タ
がう

画

調

幽

　～3）

　～シ．ス

尤

優

誘引シ．ス

偲轡
ゆう

鋤雲

育盆

有盆董便

有盆品

有畑便利

遊客

遊鵬

　～シ．ス

タ方

憂患

勇敢

勇敢義膿

赤魚4）

勇氣

使用度数9～1の裏（五十音順）

訊
　
　
　
　
　
　
　

承
榔
脳
　
　
　
　
　
　
當
ハ
　
　
暑
雅
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訊

認
灘
働
興
著
油
鼠
形
岡
難
媛
國
論
志
謙
司
殉
威
福
潮
齢
柔
書
戯
女
勘
入
通

町
遊
心
有
遊
憂
憂
侶
夕
有
勇
猫
有
姦
雄
個
有
有
瀬
富
有
有
有
友
有
爵
郵
強
面
勇
熟
畑

　～ナシ．ス
　ぜい
遊i溌シ．ス

有謎謎會

郵邊

　～シ．ス・

勇卒
　ぞん
夕鎧

遊惰

優等

誘導
　　やろう
遊蕩冶郎

郵便受取轡

郵便規劉

郵便切手

郵便局

郵便旧約

郵便視

郵便鶴

郵便線路
　　はがぎ
郵便端書

郵便物

郵便報知新聞

二二

二夫

有夫妊

雄鱗

雄駆詰筆

遊歩

弘報

　～シ．ス

遊民

勇名

幽冥

優游

悠々と

猶豫

～シ．ス

～ナシ難シ

ヤマ～ユシ

有絵

有用

遊覧（御）

憂慮シ．ス

有力

幽鰻

遊歴シ．ス

遊歴中

優劣
ゆおう

硫黄

床

楡快
　した
床下
ゆかた

浴衣
ゆがぷ

直面
ゆかり

縁由

雲

行キ蕪ネ．ヌ

行キ逢イ．ウ

行キ蓮イ．ウ
ゆぼき

往來

　～シ．ス

行倒レ．ル

行違イ

行届キ．ク

行向イ．ウ
ゆぎょう

遊行寺
ゆく　え

行衛

行ク先キ
ゆくすえ

行末
　げ
湯帰

諭告シ．ス

諭旨

輸出シ．ス

輸出税

輸出入

1）「皇城内奮本丸海里お庭！（c）

深く」（c）　4）郵便による寄書

　　やタぶき　　　　　　　　　　せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たにきおう

2）ヂ欺冬の類ハ年中青々として」（c）　3）「谷幽に林
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ユシ～ヨX

　～シ。ス

輸出品

輸出物品

輸出米
ゆ　しょ

喩書

譲リ受ケ

譲り受ケ．ク
ゆす　　ば

　～シ．ス

豊力

譲達

　～（御）

　～致シ。ス
牲三、

委不・ヌ
ゆ　でだこ

湯壷蜷

痴話

輸入シ．ス
　　じよう

輸入定高

輸入税

輸入品

輸入物

指
　わ
指環

弓矢

　
、
、
、

眺
緩

ムミ
噛
二

二
脇
緩

　　　　　　　　よ

　　　　　　　　よ　ごと
　　　　　　　夜苺

　　　　　　　余話
揺リ場〔強講毒易〕　勇卒イ．ウ

　　　　　　　よいみや
輸邊　　　　　宵富

　　　　　　　盤員

　　　　　　　飴韻

　　　　　　　能ウ

　　　　　　　要

　　　　　　　幼

　　　　　　　陽
　　　　　　　擁シ．ス

　　　　　　　庸讐
　　　　　　　’洋瞥

触
現

　
　
た
つ
ロ
ら

夢
夢

鄭
鋤
〉

夢
ゆ
努

本
籍

湯
煎
ゆ

（（副））

側》

許り玉イ．ウ寧

鑑リ潰シ。ス
ゆる

忽ガセ

使用度数9～1の表（五十音順）

　　　洋菓子

　　　二丁
¢副》　二二

　　　腰間

　　　要求

　　　　～シ．ス

《代名》楊弓店
　　　　　　ば
　　　楊弓瘍

　　　　～等

　　　三教
《副》　要具

　　　要撃シ．ス

　　　妖言
　　　揚言シ。ス

　　　洋行

　　　鎗鑛所
　　　ようごつけんぶ

ス
　
　
）

弘
等
杯

面
高
易
育

用
面
容
養

　～シ。ス

養育院

養育訓導シ．ス

養育人

養育米
　かい
妖惟

容瞬

　～シ．ス

鎗解シ・ス

溶解物
　かく

洋客

洋學

鑑兀鍬舞シ．ス1）

養麺

養猛家

淫乱憩三社

養子

要旨

洋紙

粥紙

幼児

用事

羊見

養子相績人

容赦

洋酒

湧出シ．ス

心術製品

要所

養女

幼少

養生
　　か
養生家

養生淺設〔書名〕

洋人

用心シ．ス

用心シ置キ．ク

様子（御）

用水
　すみ　　ご

用濟（御）

要スルに

洋製

養成シ．ス

要請シ．ス

養生舎

二三服

容積

妖設
　そう
擁籏シ．ス

嚢塞

様態
　だい
容体

　～（御）
　たし
用達
　だ用達テ．ッ（ゴ）

用地

　～（御）

幼稚

幼稚圏

洋中

幼～中

二二

傭賃

　～等

二二

　
　
り
　
　
　
徒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承

　
　
掛
　
　
　
三
三
　
　
恥
　
　
　
　
子
　
シ

量
動
度
入
人
年
年
二
品
父
布
二
部
二
二
二
四
叙
激
母
法
～

幼
揺
用
傭
用
幼
幼
洋
洋
養
二
丁
腰
洋
洋
養
妖
塞
養
用

　
　
　
　
　

　
　
　
こ
御

　
　
　
　
く

等
　
　
　
キ

～
砲
二
二
二
毛
用
々
妨
々
領
路
老
二
二
帆
驚
か
蕨

　
洋
容
洋
紅
羊
要
工
め
瀬
要
二
藍
庸
洋
二
二

1）r船体ハ怒鷺ノタメニ捲兀三舞シ」（e）
　　ながれぬの
2）「漂布の如く」（c）
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　　　　ド

沃度　〔薬品〕
ヨ　ロ　ド　　シヤ　リ　ベツ

沃度鐵舎利別

　　〔薬品〕1）

鰍羅巴人

鯨暇

余響

罪科
よかぜ

夜風

食余輝

夜着

蝕儀無シ

欝欝（御）

欲
ヨク

能シ．ス

浴シ。ス

抑塵

　～シ．ス

洛客

　～中

翌月

浴擬

翼賛シ．ス

浴室（御）

翌鼠

浴霧

欲情

抑制

　～シ．ス
　　ぎょぽよ
抑鰯駅御シ。ス

翌朝

翌年

欲深シ

欲望

使用度数9～1の表（丑十音順）

　～シ．ス
よくめ

欲目

翼々
よくよく

能〉　幅獺
郷韻致シ置キ．ク
よこ

横

横馨り．ル

横須賀造艦駈
　　　　　づめ横須賀造船所詰

横須賀笏螢

横須賀丸〔船〕

横タエ．ウ
よこた

横ワリ．ル

横町

横綱

横濱莫字新聞

横濱瓦斯〔宙営〕

横濱瓦漸局

横難瓦期群

舞濱裁判所

横濃年賦所長

横難市縦

横濱人民

横難税開

横濱苺顕新闘

横町郵便局

鞍懸慕

絵財

豫算

　～シ．ス

豫算額

豫算表

豫算簿

鯨資
よ

好シ2）　《副》

夏シや　翻》

肇ジ．ズ

吉井一等特輔

芳川電信局長
よしず
蔑蓋張リ

ヨシナに幅勃

肇ジ上り．ル

芳野丸

吉原大藏大書記

　富

謝春

夢審

輿入

豫審裁朝

　～相成リ．ル

世捨テ人
よすみ

四隅
よ　せ

寄席

寄セ．ス

　～寿、

　～居ル

　～回り．ル
よせぎ

寄木．

豫設

寄セ引キ掛ケ割

　り算

寄蘭引キ混用算

鯨喘
よ　そ

蝕所
よそ

装イ．ウ
よ

昇邊シ．ス

子鼠イ．ウ
よ　そ　め

錫新目
ヨ　ダ

躁立チ．ッ

涯

絵地

蝕虫

よ

照ツ3）

豫定シ．ス
　なが
夜永
　なぼ
夜鳴
よ

夜ナ＼イ

米藏臨時病院

群群

世ノ中

興涙

挙白

摩羅

　～シ．ス

呼集メ．ム
　いだ
喚出シ．ス

呼起シ・ス

豫備金

三寸

三寸兵
　だ
呼出シ

　～（オ）

　　　　　お呼出シ。ス（御）

呼出シ損域リ．ル

呼出シ状

呼立テ・？
　と
呼正メ．ム

呼迎工．ユ

呼渓シ．ス

豫備役員

呼窃セ．ス

爆風

鯨弊

豫防

　～シ．ス

輿望

ヨー～ヨロ

面心心得

豫防治療

豫防法

豫防藥

夜参リ

ヨマシi変4）

譲ミ得．ウ

嘉ミシ．ス

掌上ゲ．グ

譲到ル苺

譲嚢新聞〔新聞〕

譲創り．ル

蝉茸キ

讃ミ方
　きか
讃聞セ．ス
よみじ

黄泉

夜路

嫁

嫁入り
よ

餓モ5）　幅励

ヨモや
ヨ　モヤマばな　し

四方八方話

絵裕

夜々　　綱》

世々　　幅旺》

攣り．ル

謬り．ル
よ

撚＊り．ル

番合イ

寄合イ．ウ

寄集り．ル
より

寄与，ク

寄集イ．ウ
よりどころ

嬢

喜ビ

喜ビ居り．り

喜ビ給イ．ウ

1）舎利別は，シニヅプ2）「貯シ又彼等ヲシテ」（b）3）「四ツに渡って負け勝を付けん
　　　　　　　いわゆる　　　　　　　　　　　　　　　　　　やしない　　　　　　　　　　あじ　　あら　　なが　　　　　　　　　　　　　よ

．ものと」（c）4）「所謂ヨマシ蒙：工て肝心の滋養分たる眞の味を洗ひ流し」（c）5）「絵
も忘れはせまじ」（c）
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E口～リク

宣シキ　¢脚力　　　～中
よろずよ

萬代　　　　　雷喜
雨ロ〉とく（墓畦》　雷塵萎

爽論

輿論衆議

弱シ
よわい

齢
よわい

歯シ．ス1）

弱キ　　銘分

弱氣

弱り．ル

四こ入
よベドどころ

櫨　ナシ
よんわりこうじ

四割麹

ラアゲルビイ
　ル2）

來徒シ．ス

來會

　～シ．ス

　～シ給イ．ウ

犠管

來観

　～シ．ス

來客

如月

來源
　こう
來迎寺
　じつ
來日

誌者

雷獣

來春

心書

痴講シ・ス

露語シ1ス

來電
　　　ゆ
雷同阿談

來年

無i彫

　～シ。ス

癩病

來訪

雷鳴

來由

嘉々

三山

來歴
らく

樂3）

落

論決

　～シ．ス

謡曲シ．ス

落字

逸失シ．ス

落城

落成

樂善會

落第シ。ス

落着

　～シ．ス

樂中

歯鐵鼠

落電シ．ズ

粛粛

使用度数9～1の表（五十音順）

落雷

羅紗

螺線

裸体
ラツ　コ

臓虎皮

膿虎猿
ラ　ツパ

劇夙

　～等

ラドカ号
ラ　　マ

刺斜

脚

覧

三千
らんじよ

蜀潔堆綿

蘭人

濫製濫造

臨賊
　てん
藍静）

鼠徒

欄内

鰍入シ．ス

〔船〕

〔宗教〕

凱入三三シ．ス

濫費

　～シ．ス

舌L三等

ランプ

全払

臨暴狼藷

三民

罪業輿

濫用

福々

徹褄
らんろ

総轄5）

理シ．ス

リイチスタグ6）

吏員

利欝金

隆線

　～シ。ス

離縁状
り

履靴

理解シ．ス
　かい
離乖シ．ス

理外

利害得失

利害得喪

理化學
りきえお

力役者

力士

力者

カミ．ム

鯉魚

利金

　～（総）

陸

陸揚ゲシ．ス

陵海

陸海軍

陵海軍卿

陸軍

陸軍欝

陸軍會計一等副

　監辮

陸軍曾計軍吏

陸軍會計軍吏副

陸軍愈計軍吏補

陸軍樂豫

陸軍窟

陸軍卿

陸軍教師

陸軍々馨

陸軍撮閲使

陸軍裁判研

睦軍裁判中録事

陸軍士密學校

陸軍事務

陸軍蛮任

陸軍少尉

陸軍少尉試補

陸軍將窟

陸軍將稜

陸軍少佐

陸軍少將’
　　しよう暁う

陸軍少輔

陸軍大佐

　～（前）

陸軍大分

陸軍中佐

陸軍中將

陸軍徒瑚塀

陸軍二等軍懇正

陸軍始メ

陸軍股

陸軍兵

陸重
りくじ

六兜7）

陸績

陸地

理屈

　～（不）

陸逓8）

藤壷同心

陸路

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いだ　1）r人峯爾スルヲ得セシメザリシヨリ」（e）　2）lager　beer　3）千秋楽　4）藍玉　5）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいタあひ
天子のお車　6）Reichstag，議会　7）「彼の六兜が運累ユてハあらさる鰍」（c）8）「米
人ハ幾星霜の跡に南北陸懸の美暴を競るを得む耶」（d）
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履行シ．ス

離婚

　～シ。ス

理財

　～上

理財家

離散

　～シ．ス

利子

利實

利潤

吏人

利匁

利人

利世纏殴

履践シ．ス

里俗

律

立案シ．ス

立夏
り　リサ

利付

立憲政膿

立志學含

立志粒

立志社員

律書

立錐

立派

立派奇麗

立派過ギル

　　　傾語》

律法

　～（某々）

立方D

立法

立法富

律例

律令2）

立論

里程

里程便覧

利刀

利徳

利得上

竪背

理雰曲直

理不尽
り　ぶトだ

利札

理挙シ．ス

離別シ．ス

裏面
りゃく　ご
利盆（御）

暑記

使用度数9～1の表（五十膏順）

嬰記術〔速記術〕

暑言シ。ス

略史

暑取シ。ス

暑服

異報

暑論シ．ス

流3）

隆渥
　　とう
龍王湯　〔薬〕

留學

硫化炭素

琉球砂地

流血不鮮

流行シ。ス

流行景況

流行病

榴霰揮

硫酸鐵

流失シ．ス

流水

隆盛

隆替

溜滞

流聾

榴揮

流通

　’一シ．ス

流燈

雪風

流亡シ」ズ
リユ　ウマチス

倭等質今町

龍紋

留養
　　しん
櫛葉針分

流落致シ居り・．ル

利用シ．ス

量

了

　～シ。ス

陵（御）
りよう

糧

料

夏

時

　～シ．ス

ム認シ・ス

療シ・ス

両回

両齎

両箇

薦名

標位5）

藁家

了解（不）

了解致シ難シ

爾艦

溝官

等議政〔職名〕

両脚

凌虐シ．ス

半平

翠玉

料金

両軍

両罰

両家

両軍

　～下

半件

了簡シ．ス

両舷

半解

両暦

学号

両町

両軍中村縷

爾國橋

梁材

蔑材

高湿

諒察シ玉イ．ウ

両町

両氏

リ認～りff

獄師

　～ども

　～共

漁師等

領事

療治

誇
三
三
　
㈲
　
踏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊
ハ
　
桑
弓

＝
瓢
灘
講
離
離
酬
灘
瓢
器
野
離
＝
二
宮
脚
継
甦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ1）「立方・圓膣」（eう　2）「憲法及律令よ愚り」（d＞

ヲ戯翻スルニ」（a）5）貨幣の両本位

3＞流騰4）「御葉針ヲ以デー腫部1
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リヨ～レイ

政
囎
石
壁
胃
壁
驕
～

喪
爾
両
年
衝
僚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
　
　
ご
御

儲
b
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
　
　
、
侮
　
慰

～
村
軍
地
地
貸
途
度
堅
頭
道
譲
内
戦
傷
販
坂
艶
美
病
晶
部
風
墓
方
法
墓
米
警
務

　
臆
面
領
爾
両
爾
冊
子
爾
附
置
領
職
漁
釈
両
爾
…
曲
解
夏
両
論
輪
回
爾
綾
粒
夏
療

　め
量罠
　や
頁冶2）

療養

　～中

両様

キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹

向
燃
店
屋
　
　
　
　
恥
　
　
蒼
　
　
　
　
者

理
理
理
々
暦
老
客
油
楓
環
樹
松
赤
門
券
行
行
余
宿
～

料
料
料
蓼
三
物
族
緑
緑
緑
三
江
緑
族
思
置
族
族

ス
　
　
　
　
）

弘
三
略

～
入
檜
團
亭

　
族
抜
族
族

臨く～
～
店
費
用
律
歴

　
蟹
族
族
呂
履

使用度数9～1の衷（五十音順）

履歴書

理論
りん

吝

滋雨
りんおく

隣屋
　か
隣家

臨機

臨御

　～遊バシ．ス

五境

隣近

置目

林檎

臨幸

　～遊バシ．ス

　～マシマシ．ス

都交

賄蒔

臨時倉議

臨時糾問所

臨時厩會

臨時國會

臨時祭

臨時裁鋼所

臨時試験

臨時出金

臨時食品

臨時費

臨時病院
　　ちゆう
臨時報中

臨場シ．ス

吝爾

臨席

　～シ．ス

吝惜

漂然

麟騰4）

隣村

隣地

輪番

輪番幹事

隣比

臨模シ．ス

倫理

林立

皿

山

類シ．ス

類外

塑柵

類似

　～シ．ス

類焼シ．ス

類地

類例

ルウマニや侯

鍍刻シ．ス
る

流罪入

留守

　～中
る

二二

ルビィ　　〔療｝〕

流布シ．ス

令

承
シ～

禮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

お
㈱
　
　
寺
　
　
　
　
　
　
。
㈹
恥
　
　
　
　
碁

～
　
～
　
　
外
駅
羅
石
詰
規
震
潔
ご
固
光
山
祭
～
　
～
歳
子
式
謝
血
書
謹
上
ほ
痕
人
漏
水
精
血
経
回
毒
年
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詔
令
禮
禮
黎
隷
例
嶺
伽
令
伶
例
冷
働
零
零
令
癒
例
禮

　
　
二
三
齢
三
顧
冷
例
二
二
漁
闘
露
例
例

1）貨幣の薗本位と単本位と　2）良いかじゃ　3）緑の木かげ

．5）「タトヒ賢妻令子能ク自ラ立身スルトモ」（e）

　　さかな
4）r麟騰の中で」（C）
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例文

鑑峰

禮法

理法儀式
れいやく

鈴掛1）

嶺零寺
　あっ
櫟軋

歴観シ．ス

歴史

撃発シ．ス

歴陳シ．ス

歴々
レキレ　

紳士

列シ．ス

列式

列車

側》

列叙シ．ス

列場

測算三

諦蜜シ．ス

列藩

列品

列立シ．ス

レパブリカン蕪

押印

廉償

螢下

煉瓦

煉化家屋2）

煉化石

聯合

連合大回シ．ス

雛鍛

連山

蓮日

練習

　じゆう

連申

練熟シ。ス

連署

留書

蓮至嘱勝

連綾シ．ス

弾帯シ。ス

聯隊長

懸着シ．ス

蓮窯
れんコび

連癒猴3）

練兵

慧慕

蓮峰
れんみん

憐慰

蓮名

蓮名簿

連夜

蓮累

　～弓

懸々

練科シ・ス

使用度数9～1の表（五十音順）

（記号〕

　～シ．ス

老

廊

縷

導

爆シ．ス

朗詠集

螢役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
ん
　
　

　
　
　
　
　
　
　

繍
綿
繭
渤
雛
難
駿
鐵
難
黎
輔
概
響
鰍
鱗
禁
灘
蠣
甥

　～シ．ス
ろうとうこん

蔑著根　〔薬〕

鍔動者

朗讃

　～シ．ス

老若男女

老年

老農

老婆

狼狽
　　　けつ
狼狽困回
ろう

晴琶饗

螢費

老父

老婦

勢央

老母
ロ　オマ

羅馬教
ロナマ

羅馬法皇
　おやじ
老難爺
ろうや
老蚤

老幼

籠絡シ．ス

勢力

老練達識

癬螢4）

麹京5）

録

～シ．ス

に
角
鱈
券

礁
鹿
雪
解

《副》

紫野利子

六七再挙

六十噸積ミ
　　　　ざド
六尺一分竿

レイ～ロテ

金轡シ．ス

六田匪

鹿聲

六隊

六大隈
ろく

麓底

六等出仕

六等震

六等倫人

六人扶持

録用シ．ス
ろく　ろ

輕轍

群々

層々に　幅勃

帯解

露顯

　～シ．ス

路次

髄舶

魯紙幣6）

魯鷲り
う　じうえん

濾台盤3）

路上

魯黒土敗

ろ印　〔記号〕

魯人9）

魯敢三

日タア号　〔船〕

魯帝10）

　～陛下

路程

鼠取10

露呈シ．ス

露店

1）「葬送にハ～鈴役ご人」（c）　2）二化は，煉瓦　3）「蓮禰猴重ク樹弱ク枝折レア」
（e）4），5）魯は，ロシア　6）r魯紙幣二万七チルーブル」（c）7）「決シテ憂フルニ足
ラス何ソトナレハ魯鷲簿ソトスレバ」（e）　8）アルカリ　9），10），11）魯は，Pシア
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ロヒ～ワン

路費

工兵1）

製織

路傍

露命
ろ

歯葬

論ジ得．ウ

論ジ難シ

論意

論調

論議

　～シ．ス

論及シ．ス

論件

論告

論旨

論師

論者中

論趣

論蓮シ．ス

難場

黙読

　～シ．ス

論設文

論題

論達致シ．ス

野饗シ．ス

論暴

論黙

論難シ．ス

論外

論文

論辮

論辮文

論鋒

論理

論理術

論理衛者

論難シ・ス

わ

三

和シ．ス
わいろ

賄賂

和歌

若シ

若イ

使用度数9～1の表（置十音順）

《ロ謝

和解シ．ス

　　　ら
若イ者等

和饗膳＊
わがせい

裁斜　　〔代名》
わゲそう

吾曹　　《代名》

発チ．ッ（相）

分チ架ケ．ク

若槌棲〔貸席〕
わがとう

豊年
　としま
若年増
わかとのばら

若殿原

和歌ノ濾丸〔船｝

若松屋

若松櫻
わがまま

我儘

若春

我が家

和歌山縣聴

分リ．ル

　～（相）

別レ

分レ難サ

和漢

脇

目氣

別＊キて　《副》

和議

涌キ出デ．ズ
　　なかつかさだゆう

脇坂中務太輔

織地

湧キ登り。ル

辮エアリ。り（稲）

脇目
わく

籔2）

分ケ。ク

分ケル　《口語》

分ケ入り．ル
　　まえ
分ケ前

和合院
わざ

業・徳
わざ

技
わざ

態と　　《副》
わざわい

災

　～シ。ス
わざわざ

態々　　（副》

倭杖3｝

和親

和親交易

和親通商シ．ス
わずか

僅

煩イ

煩イ．ウ

煩ワシ．ス

忘レ遣り．ル
ワ　　セ

早稲

和船

綿

綿入レ
わたくし

私　　　《名》

スシ～
“繍

私

～ 霊
ハ

～
し
し

　
　
耽
私
田
渡

渡シ．ス（相〉

　　　　お
渡シ・ス（御）

渡シ置キ。ク

渡シ置キ．ク（相）

渡シ万

尋シナサレ．ノレ

　お　（御）

渡シ金

渡シ主

渡シ開

戸シ舟

渡邊大政官大書

　記官

綿畑

綿虫
ワチキ

妾

ワッと

和同開珍
わな

穽
わぬし

媒介

詑

詑ビ．ブ

詑入リ．ル
　しょ　　お

曝書（御）、
ワビ

寂住イ

和文

和楽
わもの

和物

和約書

藁

笑イ

《副》

（（・代名》

笑イ．ウ

笑イ草

わらじ

草鮭
わらび

藁火

藁麺
わらわ

妾　　　《代名》
わらわべ

童部

割

割に
　　アも
割合共

豪語テ梢成リ．ル
　いん
割印

割印帳

割書キ
わりご

割籠
　　こえ
割り聲4）

割り御幣5・

割引

割ナシ

割払イ　tt

割引キ

悪シ

悪イ

悪サ　’
ワ　ルサ

悪戯

悪渤メ
　だく
悪工ミ

我等

（（［ゴ諮》

（（X，＞＞

吾勝チに幅囎

我ナガラ《裂》

我モ我モ個》

溝沖

腕力’

腕力論

1）魯IX，・Ptシア　2）r綾取ノ蔓ヲ用ピサルカ爲二j（a）

割算の九九の呼法　5）「御榊膿之割御幣」（c）

3＞やまとづえ　4）珠算で，
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　　　　　　　　　補充鋼査で追加した語の表（五十音順）

　5　第4表　補充調査で追加した語の表（五十音順）……C蓑

　C表は，補充調査の結果新しく追加することのできた異なり語だけを収め

る。A表，　B表と璽複：するものは収めない。追加した異なり語は8，・　616であ

る。ただし，人名・地名・数詞は含まない。

　C蓑は見出しと注記とから成る。その体裁はB表に準じる。

　　1　見出しのうち，漢字はつとめて原：文に従った。

　　2　頭に、印のついた見出しは，物価・広告欄に現われたものである。

　　　（2・1）物価・広告欄だけに現われた語は，頭に聾をつけた。

　　　（2・2）本文と物価・広告欄との両方に現われた語は，頭に☆をつけ

　　　　　　た。

　　3　片かなルビは原文のまま，また平がなルビは調査藪がつけたものであ

　　　る。
　　　　　ア　イ　ノ　リ　　　スツテンコロ　　　きゅうりゅう　でんしゆん

　　側　愚女同車，葉隠倒と，鵬鵬，摂唆

　　4　注記欄の層の名のケち，（物）は物価欄，（広）は広告欄である。なお，

　　　くわしくは64ぺgeジ参照。

　　　扇形，同音のかな，および同音語の排列の順序については，37ページ参照。
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ア～アン

77　　《副

アアメッ》モク

　タルバシャ

愛シ居㌦

愛育シ．ス

相生橋

愛護

　～シ．ス
あい

判型

隙少
あい

溢水

哀聲

愛善二

型樹

愛知新聞

愛重シ．ス

門流　　〔茶亭・

哀悼シ．ス

生憎
ア　イ　ノ　　リ

網野同車

陵駐シ．ス

＊亜錯ペンキ

＊青板（新）
　　クツト
階下奪ミ．ム

仰肉キ．ク

青山御園

購イ置キ．ク
アカハダカ

赤野々

赤i二階製鎮局

赤i露根橋
　あかまが

＊赤間關局

赤松海軍少將

＊秋子1）

＊秋子椎茸

館4表

＊秋田地廻リ
　あきつし　まる
＊秋津洲：丸

簡内高

閣壌
アキユウド

酋入体

罰レ．ル

悪鬼

悪事

悪疾

門門2）

悪性同志

悪水路

芥溜等

悪血

悪病

揚釦シ等

二軸シ．ス

二元3）

淺イ

淺井備前守

麻上下

淺黄木綿

＊廓脚絆

淺草市

＊肥草窟魔
　　　グラ
淺草米塵

置字橋詰
　　　りん
淺草四魔

＊朝禽由椒
　　そし
嘲り誹り。ル

蒸発

＊朝鵜

亜細亜部

足軽

足駄

追　　加　　語　　彙　　袈

追　　加　　語

アシタグサ

厳草

＊薦野郵便局

足踏

預り（オ）

預り金

預り金i濫文

預り回書

預リ高

預ケ

預主

預ケ携イ

遊ビ初メ．ム

與工臭レ．ル

仇シ女

嚢シ橋〔橋の名〕

アチコチと

ッ
イ
臨
入
皮
窄

ア
扱
扱
厚
墜

憾》

二三政治

集メ方

歴滅シ．ス

墜上敷治

罰礫

當テ事
アテビト

貴人

二方
　ぎん
二二

跡先

＊二丁

跡戻リ

アナ　　憾》

アナ畏コ

彙　表

穴堀
アパラポネ

肋骨
アブ

虻年
ア　ブ

浮雲ナシ

品品

抽商人
　　　　ひごヘ
アフリカ飛蛭

アベルコルソ号
あ論う

安房観シ、ス

阿魔

天城艦

天降リ・ル

天ツ臼
　あみてさげ
＊網手提

編物

亜米利加人

アヤシ．ス4）

誤り傷シ。ス

誤り販リ。ル
ロア　ヤ　メ

黒白
ア　ニズシ

香魚酢

荒　　　〔欠点〕

洗イ上ゲグ

＊アライ精

洗イ淡イ《副》

荒事　　〔芝居〕

荒汐

荒糠帯〔新世帯〕

荒立チ・ッ
アラ　ダ

暴立テ．ッ

改＊メ建テ．ッ
アラ　テ

新手

＊荒巻鮭

鱒シ玉イ．ウ

＊顯レ・ル（摺）

　ありかた
＊在形δ）

有難連（オ）6♪

難論味

難有迷惑

＊麿高

慮振レ．ル

アレ　　三分

アレエ　憾》

アレキサソドル

　帝
あれこうげ

荒高下　〔相場〕

荒レ損ジ．ズ

荒匙

＊荒吹キ，ク
　とう

粟三

拝シ．ス

淡路島丸

安房面訴

袷

併セ謂イ，ウ

階々裡

珊々地7）

案起シ．ス

安危隆替

＊鞍工所

階刺

　～シ．ス

案ジ

鞍ジ繊シ．ス

譲射圏8）

日盤面

面こ聾煩イ．ウ

安心無足シ。ス

安息シ．ス

1）「禁子欄・・同・2’）「離鞭塗・醸朱駆・す」（・）・）． 叙吹E）田「瀞
せば笑ふて」（C）5）「孟宗林畑地等在形の儘」（広）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）r宗旨は真宗を尊とみお有難連
が建頁る多し」（C）　　　　　　　　7）賠々地回私情ヲ逞マシフセシメソト」（e）8）由地図のこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　188



暗濁　　，

行燈郡屋

霊長ナシ．ス

案内状

アソポソタソ

礪懸

魚握

居合ワシ．ス

云玉イ．ウ

＊’z合1）

旧聞ケ．ク

鷺草

1ぎイサシ．ス

雷棄テ．ッ

棚立チ．ッ

雷次ギ．グ

回附’ケ　《名》

言語べ．ブ

古品レ．ル

云延べ。ブ
　はや
云噺シ．ス

欝含メ．ム

云伏セ。ス
　にとう

云様

雷渡シ書

山幕長

家シ．ス

家屋敷

同慶將軍

＊・醤家

＊繋旧
い　かい

丁丁條忌中

遽目配

高畠工．ウ

，婁革等

　　　　　　追

儲必聴就
　　あたま
毬栗天窓

眠ラシ．ス

射交＊シ．ス

遽棄

域旧識纏
イキカエ

蘇生リ．ル

＊息勤レ

活地獄
　ナが
生存ラユ難シ

旧業

幾員

幾基
　しゅづ

面詰

幾油

滴出塁

幾戸数

育子
　　ば
育種場

幾揮

幾程

＊異勤

池田領事濡

慧見書

威光（御）

総殺
いさわ

石和代宮所

石井國手

石井内務大書記

　論

証事衛生上

石岡郵便局

石川縣令
　　かいい
違式詮違

石小刀

石摺大幡

石橋

加　　語　　網

石覆

維持方法

石丸造幣局長

蜷集シ．ス

異宗門

衣食シ・ス

ィ印　　〔記号〕
イズ　ヴ

何國
イズチ

何地

出雲棘甦

敦レモ¢代名力

爲政
　　　え　び
＊伊勢海鹿

俳国人〔妓縷〕

褒詞足

遽族（御）

遽俗流風

磯野海軍少尉
いモのかみ

石上紳鮭
依存シ．ス

抱キ上ゲ．グ

　　と
抱キ留メ．ム

屑・猛高

鏡出シ．ス

痛ワシサ

逸足2）

一意

一異事

一員

一宇

＊一閲

壷圓札

萱圓紙幣

一概

一家族

＊一月期
　　ぎり
一月限

表

一月渡シ

市ケ谷監獄

市ケ谷監獄署

市川流
　かん
一澗水

一義

一奇事

一業

一行置キ

ー藪師

一霞カ

ー具

一源因

一雨3）

一侯

一港

一己人

一罪

＊一兵

一封11行

一時雇イ

ー圭義

一傷外

一霞丘

一小港

一小都會

一陣

一戦塀

一賊

一籏4）

一大机

一大緊要物

一大群

一大菜圃

一火華故

一大事攣

一大心隈L

アン～イツ

一大肇裂

＊一大要黙

一男児

一項曹

一都府

一人一・家

一入一己

一人前

市野量

一倍シ。ス

ー番線ミ

＊一番白糖

一番々頭

一秒時間

一分銀
イチブシジユウ

ー伍一什

一婦人

一分署詰

一方酒

一万五千モルゲ

　ソ廣5）
　そツ
ー物

一丈不通

一薬

一軸期限：

一夜作り
　　とう
激越等

一要黒占

一両種

一厘銅貨

一老翁
　　オヴ
ー老姪

一和

魂割金6）

＊一罰三

山慧珍

一介

　　　　　　　　　　いち1）銀相場の絹語　2）「逸足出して」（c）3）「治臨興慶一互二起遡（e）4）「一籏ノ敏師

（宣教師〕又タ來航シ」（e）5）「一万五千モルゲン廣ノ地」（e）6）一割にL相盗する金額
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イツ～ウケ

訊
　
徒
　
　
訊
綻
夜
頃
　
　
　
鵜
　
　
　
　
憲
　
嚢
急

シ
生
生
　
シ
屋
「
内
々
臼
朝
D
助
一
助
歳
…
銀
涯
シ
板
一
一
シ

黒
鳥
器
級
級
需
品
計
決
蘇
向
國
昨
昨
昨
楽
藷
二
二
紙
子
杜
株
周
朱
妾
笑
生
心
新
尻
釘
碧
八
寸
盛
い
世
洗
双

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
囁
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
諺
一
一
一

一掃蕩叢シ．ス
　ちゆう
一村中

＊五玉入り

一息

一中節

一朝一夕

一直線

一丁字

一定不墾
　てつ
一跣

一店（毎）

一盛

二等運轄手

一等官

垂欝血關手

一等面出

一等軍留正

一等繊仕

一等巡査

一等巡査補

一等賞記

一等賞典

一等勅任

一等秘書記

一敗

一般燈光

一般問類

一簗苺

一樂

一本勝藩

儒り筈ゲ．グ

困デ來リ．ル
イ　テイ

遺体

三三硯シ．ス

移轄麗業シ．ス

＊晶晶機械

＊糸（新）

追　　加　語　漿

以東

移動費

懸屑紡忍所

井戸桁
　ドコ
誌面

糸筋
　　い
螢ミ層ル

＊井戸ポンプ

暇（オ）

挑ミ合イ。ウ

購金源巽〔書名）

稻殊

否ミ．ム
イナ　ミ

固辮ガタシ

居並ビ．ブ

感荷（爾）

　　さい
稻荷祭

稻爾綱：

以南

犬塚捻事

幽草

居残り
イバリ

溺シ．ス

萎微

慧表
イ　ブカ

不審シゲ
　　　　オソ
ィブカリ（御）

イベニソクボス

　ト新聞

遺忘仕リ．ル

以北
　　とう
遣遜等

今井捻奈
いまいするぼ

今石動郵便局

＊今市郵便局

忌ミ揮リ．ル

点描掛

表

イ　モ

写字

芋掘民生

イヤとよ憾》

＊違約人

威容
　いりこみ

＊入込注文
　　　りう
＊衣類等＊

入レ置キ．ク

入レ畢リ．ル

入レ奉り。ル
　イレ
＊煎出シ．ス

違令
　　　とう
λ細工等

色狂

色好ミ

＊色魔

縁兄イ♪1又メ．ム

醜瀬
　　　　ら
岩倉少典磁

石清水八幡棘杜

贈

爵暗欺詐

印影簿

陰害

＊員外

員外郎4）
　かく

飲客

隠居工業

陰瞼妊悪

＊韻語

＊印行シ．ス

淫行

咽喉病

印雇i機械

＊印刷畏

印紙代

イソジ＝一ル5〕

因循シ．ス

隠駈

印書

灸所

引譲シ．ス
　いんすい

☆飲水

隠宅

＊隠宅（三訂）

＊印度敏

印度航海

印度墨

印度木綿

陰部

陰蔽シ．ス

引力読

陰暦（落）

憂ジ挙

右位1

初孫

上野山内

上野博物舘

椿孚〔植木屋）
　うえもの

＊植物

迂遠

有縁

魚市

魚町

浮べ置キ．ク

浮ミ幽デ．ズ

浮レ墨シ．ス

湾…カレ給イ．ウ

浮レ男

＊浮粉
う　ぽ　よ

有喜世新聞

請印濟ミ

1）「一一・ecを薄す」（c）2）「一雌平均七十卵ヲ孕ム」（e）3）「一一・infヲ結！・ント」（e）4＞

満朝の職名　5）engineer
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　　しや
請壷者
　　　しょ
＊講病田

受ケ後レ
　　　とう
受取方等

＊受取期

☆受取所

対人

受持畔引

受戻シ．ス

野宿

＊講渡シ

受渡シ高

爾後

＊宇瀞上茶

後i姿

＊薄商イ
　モまさま

後遽
　しん
雨護i諜簾

薄藍

飛野

薄氣味ワルシ
　デ
薄疵

＊薄取組
　ケヂらさむ
＊薄笹下サ

爾勢

膿儒リ
　　　おん歌會始（御）

打開シ．ス

打當テ・ツ

打納メ．ム

打掛り．ル

打語り．ル

打聞キ．ク

＊内職氣

野饗シ．ス

打チ鍛チ。ッ

打込

追　　加　　語　　彙　　衷

打殺シ．ス

打過シ。ス

打捨チアリ．り

打捨テ給イ．ウ

打附ケ覆キ。ク

打綾キ．ク

打貫キ．ク

打見

打取り呉レ．ル

内取選

打チナグリ．ル

打鳴ラシ．ス

打放カシ．ス
　はらい

打開　　絡》

貫臥シ．ス

打任セ麗キ．ク

打翰ケ．ク

打敗り・ル

打破レ．ル

　　　がポ
＊解離書

打忘レ．ル

打笑イ・ウ

打割り．ル

灘々
　　そうそう
灘々葱々

聾胸

移シ給イ・ウ

欝蒸シ・ス

簿懐

移リ男

帯リ住ミ．ム
ウテナ

幣1）

迂韓2）

＊雨天勝チ

有徳モノ

疎ジ．ズ

促シ　　絡》

瓦屋
ウナズキ

合計アイ．ウ

手掌

平年
ウマネ
熱中i

＊臨橋

産ミ　　《名》

産ミ落シ．ス

埋草

梅田停車野

梅ノ富3）

裏ウエ
　だなニ

裏声

　～等

等季

＊裏階

下ミ噛キ．ク

麗カ

ウラ若シ

壷上利盆

☆喪急ギ．グ

＊璽惜ミ工合

＊喪惜ミ撲様

費氣

＊壷氣張リ．ル

壷子

＊壷二

野込引取三業
　　　ね
＊円陣子等

璽捌キ金

＊蜜捌キ三三

脚下キ所

　＊～（諸）

＊費串シ象ネ．ヌ

＊喪出シ摸様

＊壷注：文

＊壷乎
　　にん
＊尊人

　＊～早

年圭

＊轡師イ

＊嚢放シ申シ．ス

＊喪弘押所

＊壷弘メ書騨

＊壷戻シ．ス

喪渡シ置キ・ク

潤イ

喪レ残り絡》

浮氣モノメ

上乗リ旅費

＊上放レ〔根揚〕

＊上放レ・ル

ウソ

嚢雨

雲外

雲際

雲州邸

憾》

嚢水行脚

運邊

蓮漕船

運漕壷却シ。ス

蓮邊馬車

＊漉底

運動羅械

雲泥霧壌
　　とり
蓮躍増

蓮搬籠

運搬給需

運搬人足

雲衷
　　ら
悪婦等

ウケ～エイ

＊運用科

　え
＊荏4）

詠

鏡帯シ．ス

野業シ．ス

欝業平

＊螢業ホ舖

野業利盆

英語下校

英國銀行

＊二期野

物悟法親王

英字新聞

衛戌兵

衛戌本部

英將5）

永世供養

衛生事務

衛生費

螢繕影

野繕費

鏡卒

踏板

二巴6）

永年轡型上

質筆

＊英丈

英文新闘

＊英米掌記
エイマイ

擁埋7）

野饗車識

英民s）

騒＄’ii　　　　　　　　　（鎌矛lj〕

英領

永緑　　〔年暑〕

　　　うてな　　　もろ　　　　はぜ
1）「其蓄歪て脆く」〔烏臼樹の〕（c）2）「大地ノ迂軸」（e）　3）「同斑よ名ある梅ノ宮神
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑいまい職橋本某」（c）4）荏の油5）すぐれた将軍6）英国皇帝7）「塵埋の窃を闘飼せし
以来」（c）　8）英国民
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エイ～オク

永腺纏
えい

榮惑シ．ス

二巳．工 憾渉

＊エエル大學校
13

木
個
所
乱
入

柄
漏
品
変
油
点村（各）

騨遜

二品局長

騨肖

疫二等

依沽
　　か　さ
圃向伽陀

糟蝋引

エスベラソザ号
　　かぜい
エセ歌聖2）

＊檜草紙屋

漏多

　～（蕾）

枝々

挽喜シ．ス

＊閲校

詠人3）

越中再

臨了シ．ス

會得シ易シ

江戸地圖

寝番附

癖老

撰り．ル

二二

謬琶iリ取り．ノレ

宴安

延引ナシ．ス

虚語シ．ス

遠畜

炎々

奄々
　　かてい
鴛鴛弓庭

窯出

沿海大盤
えんかく

橡携

＊沿革史

＊橡側川9）

厳儀

麺…期談判

遼距離

据金

　～シ。ス

掩撃

＊遠躍

三主
えんじゅ

糊口5）

調質

追　　加　　語　　彙

　　　けんみ
　　延納時称

　　延納願イ
　　　ぎまな
　　橡端

　　＊鉛版

〔仏教〕

　～シ。ス

遠省

遠心

圓出

演香ナシ。ス

＊演読集誌

面青討論シ．ヌ
オアん

面前
　たい
遠点

蓮大長久

＊盆地

線附ケ．ク

無用

＊遽人心〔植3

怨寝

鉛葉紙

商舗

延暦専

園主

　あい
汚臓物

負イ玉イ．ウ

生イ出デ．ズ

逐イ迫り．ル

逐イ倒シ．ス

生イ立チ．ッ

追剥ギシ．ス
　おいらん

＊花魁香

オ岩穴荷

細々不満

王家

＊笹顧

王侯將欄

横死

　一’シ．ス

横面新聞

欧洲大回

奥州三

熱西

露悪中

慮戦シ．ス

雲鶴上

敷廻

流藩阿魔

表

感吟

　～（薔）

王蕪奮
おう

黄熱疫

往復課

彼復：旅費

☆立文

主文掛り

横交新聞中

＊鷹募

主遣

御幕課
　　さらし
近江唖布

懸務

鷹用
てヴライ

慮寸隙蓉6」

往來端

横流シ．ス

押領シ．ス
お　え

汚臓

蔽イ匿況ス

大分裁劇支臆
目障イヌ

潔癖

大岩

大甕

大愚リ馳
　かりまた

大雁股

大川端

大キヤカ

＊大壷卿閣下

大斑省内
　　だゆう
大嵐大輔
　　こく
＊大石数〔根場｝

大越主人

＊大坂英語學校

大坂心齊橋

大坂新出

大凶

大猿

＊大毒
　だな
大店

大谷光簿法主

＊大玉7）

＊太田郵便鳥

＊大巾

太田櫻

＊動軸

大築大佐

＊大手筋合

大手門（蕾〉

大鳥露盤

＊大取次

大長刀

大ス道

大貫郵便馬

＊大蛤＊

大廣問
　　びん
＊大瓶

＊大壷

大部屋蕎
　　　　づめ
大町分署詰
おおみわ

大琿麟輔：

大村侯
おおやまと

大和紳瀧

岡本中佐

＊閥由師鞭學按i

鷺キ虫リ．ル
おぎたま

置賜縣令（薔〉

置物等

＊補＊エ。ウ

置キランプ

奥様
　イン
奥印

1）〔螂斡の〕閥鰍・柄木」（b）’2）にせ融ゴ3）聴入7痴葡・・力主脚（E＞
4）「腰灘・所鵬釧三・FX，」（広）5）δ慈母一」（・）6）腱れ鰺分騰藝
渚や淫費女ぶあるゆゑだとて」（C）　　　　　　　　　　　　　　　7）　「鵬9梓～プく玉一〆醤」（物）
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奥書加印

丁丁
　オ　が　シ

＊御髪毛

億兆
おくて

晩稻

晩稻刈

億萬年

邊リ

　　い
逡リ居ル

逼り來リ．ル

＊邊リ下サレ．ル

　（御）

邊リ玉イ．ウ

＊邊リrBシ．ス

　（御）

＊逡リ荷

購リ物

行イ居り．り

起り，ル（相）

起り立チ．ッ

小笹

納メ得．ウ

納メル

小澤大佐

＊汚歯

ヨfF上り．ノレ

押明ケ．ク

押宛テ．ッ

＊押入レ附

怖ジ恐レ．ル

押隠シ．ス

押掛ケ

押掛ケ來．ク

押掛ケ嫁入リ

＊押込ミカネル

＊押込ミ鴎シ．ス

追

押鎭メ・ム

押立テ．ッ

押常日・ム

押下リ・ル

押向ケ．ク

オシメ　《名》

＊白粉＊下
オゾ

鈍シ
お　だ　て

小田手　　〔煽〕

御爲メ下

落チ集り．ル

＊落＊チコジ

　レ．ル

落チ振レ．ル

乙科

＊二二り

追ヅ付キ・ク

追ッ梯イ・ウ

飾言

乙郷

二黒占

音爲シ・ス窪）

音沙汰シ・ス

＊劣り

＊褒＊工絡》

驚キ入り・ル

驚キ灌レ・ル

懸申
オノ　コ

男子

小野田大警部

己レ共

己レ二
乗　ハ

尾羽

伯母サマ

オハサソ

＊帯戸
お　ひ

飢二二（藤）

加　語　彙
　　めん
ナ福面
面＊シタチ

溺レ死シ．ス

出置リ

オメオメ

御召船
おも

面

思イ當り．ル

思イ誤り．ル

想イ起シ．ス

思イ思＊イ

思イ切レル

思イ立テ．ッ

愚イ違イ．ウ

思イ詰メ．ム

思イ量り．ル
オモキズ

重：傷

面白ソウ

＊表間口

畷モチ
　オモワ　　　スジ

＊以爲ク筋

御雇外國人
　　チャンリン
親馬鹿爺吝

尾山棘鮭

小山郵便局
オや

母指

泳笏

凡ソ積り

及ビ麗キ・ク

汚吏

折り入り・ル

於謡曲連春
　　マが
折り旋リ．ル

オルステス号

オワシ。ス
　　かく
＊昔識
＊恩求
恩給令

訓

導曲粧會

温習

温柔

温柔境裏

温柔軟弱

園城寺

音信通器

音信料

温泉場

温泉行キ

温二

女氣

怨念

平打

菓3）

化シサリ．ル

彼の　《連》

＊牙　〔象牙〕

賀シ．ス（根）

カアソナル4）

＊買　　（名》

買イ得．ウ
　　かたがだ
＊買イ勢

愈（前々）

解シ．ス

海二号　〔船名〕

買入レ災レ・ル

海員

解院

該員

＊海員試験

＊買埋メ．ム

聞役

外役先

雪笹

オク～カイ

開莚シ．ス

怪火

改革家

貝化石

＊買方筋

馬革

廻艦

解宮シ．ス

外宮

外野

會幹委員

海關税額

海岸附5）

町議（惣）

＊買等張リ

海技免状

＊改行

該峡

外i敦

☆開業免歌

外罰

海軍槽少雷記窟

海軍少機關士

海軍少主計

海軍水路局

海軍大機關七

海軍大佐

海軍大秘書

海軍中機關／i：

海軍中圭計

會計定額

會計年度

解元6）

外交宮員

　～中

外交野窯

　　そのよ　　　　　　　　あくるあさ　くはら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とあぐ　　おとな
1）「甲夜に摺立之を乙朝に配達せんとす」（広）　2）「家々よ戸明る督爲す折節」（c）3）

「文化開明ノ菓ヲ結ヒ」（e）4）colone1，申開5）「海岸附の餐村にて」（c）6）科挙の僚
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カイ～カク

＊買聲

外四三員

外塗樋回

外國奉行

外國兵戸

外國列贔所

掻イ込ミ．ム

＊開札
プでイ

沽虫リ．ル
かいさん

檜杉

濃敬シ．ス
　ざん
雪山

＊開産鮭内

開市

開示シ．ス

外野

該紙

害雪

避覆（何）

會駐員外

會殺罪刑（諸）

曾杜先生1）

翻馬長

雪解シ．ス

改宗シ．ス

改十

二書
　　とう
改稔等

かいしよう

＊海松
かいしよう

脆鯉）

會場中

外妾

外商

外商野

外妾暮シ

＊海上保回

外飾

追　　加　　語　　藁　　茨

灰田中

＊四二舎

＊買進ミ

開成舘

改正議案

改正雰状

改正事務

開成鮭

改正牧穫i

改正牧穫高

回籍

開設シ・ス
　　ごと
改撰毎

快然

凱旋兵士

川上シ．ス

＊麟鍬

海野寺

海賊艦
　　とう
憎憎等
　　　か
開拓使下

＊買出シ蕪ネ．ヌ

開門

　～シ．ス

＊黒虫　〔回虫〕

懐中シ．ス

＊覆中本

闘通社

外工シ．ス

雪穴

奮岡引金シ．ス

街頭黙火三等

＊買イ止敷メ．ム

　　ど
＊買控メ　（御）

　　と
＊買留メ模襟

艮取置臼

腕

買馴染

＊買人氣

二二
　　　　とう
＊買狼イ等

＊買狙イ．ウ

開門

圓飛シ．ス

＊買控土。ウ

＊二心

概評シ．ス

該病

怪猫局長

怪猫魅暦

法濱（某）

外侮

快辮
かいほ

籔捕

　～シ。ス

會報

回報、

　　　　しし
介砲ナシ鷹ル

海防

外邦

＊解吝i！篇

工務

開明
　　　　とう
＊買戻シ等

が　貝戻シ・ス

＊買戻シ手口

海門

門門

＊該二

二楡

會友

外罰

〔船〕

快適都麿

乖離シ．ス

介立シ．ス
　リオァ

該璽3）

二二シ．ス

回廊

＊快論雄辮

快話（一）

言論話欄内

遇員

課員

替エル

嘉永　　〔年号〕
かえ

翻りて

露ジ來り．ル

賀莚

賀宴

＊顔＊（御）

輩量

家々の

瓦解分裂

花街柳礪

抱工入レ．ル

＊佳客

褐ゲ∵グ（梢）

掲ゲ載セ．ス
か　か

禾稼草木

加賀藩（蕾）

掛り（お）
カがタウド

食客
　　とう
躍ル心
房縁リタヨ竃リ．ノレ

二二

二二

火氣

掻キ．ク

餓鬼

捜キ集メ．ム

掻キ切広ル
書付ケ等
　　　　い
書キ綴り厨ル

＊書留郵便

＊書取

書並べ．ブ

書ξ岡（御）

駕御シ，ス

稼業

科業（諸）

＊課業用書

確

嚇と　　（副》

二一三等

☆各家

學科（諸）

格外

郭外

二階

言外

各攣

餐二

二起シ．ス

鰐魚

各乙

鳥菊

脚氣病院

二見

二黒

學校幹事

三校鷺

山校生徒等
　　ちゆう
二二中

篇齋δプ

各室

1）会社の入の意　2）「穐橋より舳臆の端所よ綱を張りて」（e＞

4）「家’々ソ商旗雲際二譲ヘジ」（b）　5）清国の教室

3）　塵をま，　浅草米塵
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追　加　　語　彙　　表

隔重書　　　　駈ケ下り來．ク

客舎　　　　　カケス鳥

筆者君子　　　　掛茶屡等

門下紳士　　　過月來
　　ごと
餐二二　　　　夏月中
確守シ．ス　　　　＊花月新誌

客秋　　　　掲ケ連ネ。ヌ

男望相場　　　　掲ケ列ネル

學衛鷺洲等　　　縣離レ．ル

學二二二等　　　翔り．ル

＊學術試験　　　加減乗除
　　にノそん
確守保存シ・ス　團イ者（御）

斉廠　　　　　　＊佳香
　　　　　　　かごさか
客情　　　　　　香坂一等警親

學士諭者　　　　香坂一等警観補

確切　　　　　　鹿発島縣士

搬観　　　　　　鹿兇島縣令（前）

告規　　　　　　鹿児島出張警観

難船　　　　　　　署

魔知致シ。ス　　鹿見島丁半記
がくち

樗胎シ．スリ　　　鹿児島賊攣

＊額中　　　　　カコチ合イ．ウ

＊各鷹　　　　　二二

掌側シ・ス　　　　家財器什

學年（毎）　　　風邪三

管橡　　　　　　＊嵩ミ．ム（縮）

＊各：が　　　　風道
　　　づめ
各方面詰　　　　飾り立テ．ッ

學務課長　　　　☆飾り物

學務官　　　　　力肩算シ．ス

紳樂式（御）　　　家産視

學党外　　　　貸シ
長憲レ・忍＊ビ．ブ　　＊牽氏

閣老等　　　　　貸シナサレ・ル

掛ケ．ク　　　　　　（オ）

過敬：シ．ス　　河痒向キ
　　くだ
駈ケ下り．ル　　　家警備

ユ）胎は，見る　2）そろばん

貸シ與工．ウ

貸シ丁

子キ　　《名》

＊貸越

＊下肢骨論

貸座敷等

貸座敷渡世

菓子商

菓實

夏爲
カジポウ

鹿島宮

鍛冶量〔旅鱒

i二丁

火酒

家二

二二

二出

雅馴李穏

寡少等
　　い
臥床椅
　　とうい
臥床槻椅

混晶シ．ス

菓子録

貸シ渡シ．ス（御）

柏原中尉
か　しん

花蓋

諾人

歌吹

春日四魔

＊数々

瓦類鄭務

カスリ疵

家政

家聲

嘉靖　〔年号〕

可成的

亡霊

家税

稼ギ

瓦石L

稼ギ高

稼ギ溜メ・ム

火葬

花草

叢像

数＊エイレ・ル

数＊エミル

伽陀

＊過怠金

傍工
かたかた

片方

＊片假名

竪氣
カタクナ

頑愚人

肩先

片手

片頬

語リ．ル（相）

語り聞セ・ス

荷捻シ・ス
かた

難ソジ・ズ
かち

捷
　　く　じ
勝チ公事
かちゆう

火醗

河中

家中

牙謙2）

家貴

カツと　《副》
かつお
松魚

☆二三

松魚㌶観シ．ス

3）清国で家庭教師の，注みこみ・
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カク～カナ

松魚猟

擢ギ込ミ．ム

活計筋

＊罰1成
がつさつ

合殺　〔仏教〕

合家可惜

合宿等
かつち

購智

勝手m

葛藤

＊活動

活溌世界
かつびつ

割筆

　～致シ．ス

合筆

含併二心

倉併分割シ．ス

合本

　～シ．ス

勝1勲學校

＊上輿シ．ス

桂＊　〔植物
　　　ちゆう
假定條例中

言化傳シ．ス

合瀦旗
かとう

下篇

　～3）

　～（不）

下等店
カ　ドデ

首途

門邊

鹿取紳駐
カドワカ

勾引シ．ス

家内観

二三奈川＝二等騰



カナ～カン

金澤藤井

金澤裁判所

金澤藩圭（薙）

火難

金貸

　～連

庇＊イ．ウ

過牟数

＊下膨部屋

華表　　〔鳥鷹〕

下縫シ．ス

集品（諸）

課羅馬シ．ス

株木

歌舞妓狂署

＊株金誼書

下罰俸

株式法罰

株高

　～（総）
かぶつち

頭槌1）

　　ら
株主等
　　　とう
＊火三等

＊構イ．ウ

講イ附ケ．ク

＊鎌入レ

華華

蒲鉾状

カミサソ（オ）

紙會駐

＊髪掛ケ＊2）

髪飾リ

髪飾リ職

＊髪形

上ザマ

追

噛ミ叢シ・ス

紙札

髪結店貸

佳妙

＊下名

＊籠獅
　カメ　ワ　　　とう

＊鰯蛤石墨

帳面

科目類纂等

醸シ成シ．ス
かもは
鴨i務下風
かも　みおやがみ

賀茂御田棘
　　わけいかずち

賀茂別雷棘祓

茅切リ

痒シ

下墨シ・ス

傘工

傘骨

＊唐紙

カラカラと

烏金3）

硝子越シ

ガラス障子

＊零墨　〔産物〕

庸彫師

伽簾　〔伽藍〕

假にも

借り得．ウ

駆り上ゲ・グ

＊苅稻

封書ケアリ．リ

假埋メ

我利時々盲者

半蔀

狩衣

椴局

借出シ．ス

加　語　彙
　　　とう
帳建テ等

假磨

駆リ遣イ．ウ

＊假綴ジ

刈取り

轟轟リ．ル
　にん
借人

假り設ケ．ク

花梛

雷料黙彩

カルソオ・オフ・

　ロオルン号

　　　　〔船〕

娠令シ．ス

火輪鍵）
かわい

可愛

川々

＊川口局

川砂利
Jll筋

＊爲換借り

爲替計算

爲替法

川竹

＊河茸

川端

＊川端歌合セ

河ヒラキ

瓦

河原左大臣

璽リ居ル

＊墾リ申シ．ス

　（栢）

代り金

替リメ
かん

玖5）

漢

棺

表

看
カソ

管

姦シ．ス

管シ．ス

感ジアイ．ウ

關シ．ス（相）

鑑シ．ス

寒威

簡易科

官員方

環宇

宮家
かんか

鯉寡

感概シ．ス

考エル
　ちゆう
鋤蹴爪

喚起

姦究背逆6♪

換欝欝シ．ス

干魚

頑愚蕪

漢軍

干係（不）

感激シ．ス

観劇者

甘結

難瞼

頑固

歓雀

羅幸ナリ．ル

＊寒國

監獄内

窟國大中小幣魅

監獄第二支署

監獄本署

＊漢語字引

＊姦罪

1）ヂ頭脳劒」（e）2）「かみかけ半ゑり障るい等は」（広）3）「高利烏金」（c）
天棚銭轡瓢昂（～）冬H野爪銭一二昂アリ」（d）　5）「玖の卦」（c）　6）究は，
7）「由旗ヲ思想門上二立テ迎テ管城陣頭二日ラバ」（b）

鑑札（無）

鑑札名前馬

齢i－Ll中

寒士

＊漢史

挙止

軍事

感ジ入り，ル

幹事會員

＊監三局

御者

患者（奮）

患者表

舘主

管守シ・ス

監守シ。ス

慣母

君守入

監守目盗條

姦駈

癌症
　　ビも
官省共

感賞（御）

還償

閣渉

　☆～シ．ス

＊勘定（惣〉
　　かた
勘定方

感状

　～とう

　～等

岸上
　　　さつ
＊官省札

甚捷仕上ゲ

勘定仕上致シ．π

管城陣頭7）

　　　4）「夏段

　　　よこしま
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観象墓

＊官省録窮

感鰯

二心シ．ス
　　ばら
好臣：原

官信（孚）

姦入

官生

血生

乾製

眼購・

願請シ．ス

閣税事件
がん

鱗石　〔岩石）

驕接シ．ス　内

寒蝉

感染

完全シ．ス

換然

＊観泉寺

感染養

二途シ．ス

贋造シ．ス

寒村二三

業体
　　　すい
紳田如水
　　すい
頭細水

☆簡短

舘中

二二

　～シ。ス

勧懲

官邸

澗底

換定シ．ス

皆野

追　加　語　彙　蓑

竿頭

＊観燈　、

岸頭

監督巡査

鑑内

官認

門門シ・ス

二野

☆働農

拗二二校

＊観音寺

勘場L）

二二シ，ス

完美

雁皮紙

＊雁皮紙摺

＊干瓢

君二三

二夫沙汰

寛文　〔年号）

妊鍵

簡便

二二

観望

含’包シ・ス

泥画

二目

眼臼

＊簡約

好雄

官用

＊簡覧
　　　しよく
官吏犯罪駿例
　りゆう

願立梱成リ．ル

　（御）

＊官魔

翰林院

寒冷紗

衝弄シ．ス

期シ居り．リ

机案

＊キイ2）

議院申（雨）

議院山下跡

＊氣畿

錦依シ・ス

露螢

起臥シ，ス

露圓シ・ス
　　くるま
機械車
　　ば
器械場

着替工・ウ

來掛リタマイ．ウ

義學

＊木激

聞カセ申シ．ス

　（オ）

義眼

輝々

期企シ．ス

聞置キ．ク

聞終り・ル

濡々
ぎ　　　　そう

奇卉異艸

＊二二

聞澄マシ．ス

聞濟ミ

二二工．ウ

義門

門救入院

義救病者

利キ様

絡分

起業者

蹄去來3）

規矩

二異職入

＊氣崩レ．ル

器具装飾等

＊氣草臥
　きくらげ

＊木茸

貴君子

奇警

危劇
さけつ

二二

貴二方

臨県系絹成リ曾ノレ

忌嫌シ．ス

無二（無）

慧剣殺人

機嫌上戸

貴顯富有

二二旅費
轟乎

野荒

機工

露港ナシ・ス

紀号

＊既二

二刻シ．ス

偲詐

記載致シ儘キ．ク

＊奇策

兆シ．ス

議露華

＊趨死回生

＊記實

雄子橋

　～内

カン～キチ

俸遇

議事模様等

山野仕リ・ル

漁車賃

二階シ．ス

寄佳シ・ス

蟻集シ．ス

紀州家

義塾

技繕試験

穀傷シ・ス

二陣

疑心購鬼

費紳論
理　ス

姦二

二キ建テ．ッ
　しょ
疵所

危勢

翫請

露省シ・ス

＊儒製シ・ス

喜戚

蹄善
　　なみドによ

貴賎男女

競イ掛り．ル

規鄭1（假）

規敗御）

黒黒

　～シ．ス

議期

危殆瞼蟹

北長麗（薔〉

來リ住ミ・ム

奇談

器中

＊戯著

1）「議場とえ勘定方といふが如し」〔炭坑で〕（c）

（広）　3）「賜表來辞」（e）

2）「其笛式（キー）をも併せて課悉しま
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キツ～キヨ

氣遣イ

ギヅグリ

告兆

切手喪下ゲ所等

切手掛リ

吃飯シ．ス

氣強シ

＊喜連珊郵便局

貴殿方

載途
きとつ

机豆

所轍五）1）

就倒

危篤

木戸口

＊氣直り．ル

＊氣直リ摸様

絹地

＊疑念（御）

新年祭

氣ノ…二丁

＊氣螢2）

藍｝帆

　　とう
三門等〔忌避〕
　　ふん
＊奇劣：

＊紀聞

＊寄文

奇兵隊
　べい
器mL等

机邊

欺綿シ．ス

＊奇方

規盛

期望

同点熟圖

記簿法

追　加　語　彙　　表

＊墓本

基本籾

＊氣ミジカキ等
　　ぎたい
奇妙希代

機務

義務者

儒名シ，ス

＊言明名簡牌等

言置名調印

　＊～

　＊～致シ．ス

記名人

極メ込ミ．ム

鬼颪會

鬼齎講

＊肝煎
ヰモノヒツ

衣櫃

疑門3）〔疑問〕

客室

客入

客船

野望

客分
きわつ

彼奴

　～メ
ぎゆう

牛と

窮育院

＊級外

蕉額

＊休畷目

休刊

奮軌

翻》

キュウキ潔ウ然’
　け
九家

学響

町群

議野中

＊薔縫

給仕女

＊休臼致シ．ス

菅溝

給需

九州地方

九州丸、

九州即時裁判所

　詰

休書4）

救助金

求心

二二

急走シ．ス

＊九族

朽損シ．ス

蕾隊

及第

及第免状

二階

醤忠

牛店

久徳大尉

＊管内

＊休場〔相場〕

休泊

　～シ．ス
　　ども
　～共

休泊騨（御）

蕾門人

休泊割（御）

給付

郷国壌敗シ．ス

朽腹

側邦

救命
　　　ちゆう
二二掌中

男用
きゅうよう

汲用シ．ズ

善襟
　　ほう　ご

休養保護
きゅうりゅう

鵬鶴
＊氣緩ミ．ム

＊氣緩ミ摸襟

酸シ．ス

＊許允（御）

輝曜シ．ス

数

供シ難シ
　　　おん饗シ．ス（御）

彊威

敷育雑誌5）

＊教育駐

激職新鋸6）

肥育暫間就

＊i敦育博物舘

強威暴力

藪員傭イ

強英7）

饗宴

＊響慮シ．ス

矯鶯　〔嬬鶯〕

侠客

京官

群々　〔曉々〕

行刑
　けん
凶鍬

狂言駆詰

二合シ．ス

驕傲暴戻

胸算

舞門

松子等
きょうじ

農示

行事筆

下師総長

狂春

強弱等

強從シ・ス

行住坐臥

狭縮シ。ス

平芝職

恭顎一致シ・ス

境上

橋上

境壌
ぎょうじよう

二野
行状（不）

業数3）

叫聲

供簸（不）9）

行草le）
　　けっこう
競争韻頑

　～シ．ス

共存

＊共存同衆tl）

共存同衆舘

騰知弘ス

胸中

橋柱

強敵
きよっても

競黒占

憎憎

子羽管守

　　ら
門門等

i麗土

行道1

＊敬導法

1）五は，御　2）「宇治上茶の氣獲をとり」（広）　3）「東方疑門」（b），問題　4）離縁
状5）雑誌名　6）縣聞名7）英は，英国　8）ギ府下八㌧晶商残らすの業数」（c）9）清国
家庭教師の，食事なし。参照，第3表「供一撰」の項　1G）行書・草書11）結歓名

1｛　8・



協同下

網徳

京都裁判所長

強迫手段

張牛1）

兇擢獲

きょうひ

稗簸シ．ス2）

京麿

驚怖

＊驚風

凶墾等

兇報等

御望シ．ス

敏諭

　～等

強勇

敏諭漿働シ．ス

驕陽

＊教用論

撫三澗

共立規約

共立同盟

橋梁用

協力致シ・ス

協力同心

学際隣

狂狼

共和國

共和政國

舌咽飴囲

炬火

魚貝

醸金預り所
　おん
局（御）

局課（沓）

藩校課（各）

追　掴　　語　　彙　　衷

玉食
　　ニじん
＊玉拶）

玉人

極星

局中

曲直
　ひ蘭庇

魚形

魚難

互室

：昆虫

虚無

駐｝常

虚飾等

漁人

遽然

鶯多

御題

渠中唾〉

　ば
漁場

諮否シ．ス

魚腹
　べい
虚吠

御名御判

許容紹成ジ・ル

脇息弘ス

居留敷米人

居留地外

鑓麗

＊魚魯

キ翼ロキョロ

葡羅錦鍵
を　　ラ　ズ

雲花菓
キラ

晃リ

切り得・ウ

義理（オ）

＊切上ゲ

＊切上ゲ・グ

切上読

切落シ．ス

切掛り．ル

切掛ケ．ク

＊切昆布

切込ミ．ム

霧辮棺
　まりナ
＊切圖

＊切捨

斬倒シ．ス

＊伐拙シ．ス

切遽イ
　きりぢへ

＊切近物
　　　とウ
＊切賃等

＊切埣

切取リ．ル

切離シ．ス

切閲キ．ク

切廣ゲ．グ
　ごりもの
＊厳物
きりゅう

杞梛

寄留ナシ。ス
キリヨウ

i姿容ヨシ絡》

漁力

＊切レ．ル（網）

＊露頭傳
　ろう
蟻嬢

奇話
きわま

乗り

金屋

謹戒省慮シ・ス

＊金唐紙

金環
かんざし

銀扇

魔境

＊金玉

軽業事務

＊金銀有高

欣々然

金銀象限入リ

金銀泥

＊金銀時計

感激

禁閾

近縣

金鼓

金光5）

欽仰

近郷

銀行（偲）

銀行者

＊銀行集禽

＊金港堂

金穀仕携表

銀彩

近在近鰹

金策シ．ス

金札

金札誼書

謹識

近日

＊欣賞シ・ス

近駈回り

義血シ．ス

＊金水丹〔藥〕

＊金石學

金融

銀象嵌

錦帯橋

近地

金智

巾着鑓

謹勅

キヨ～クケ

金殿銀堂

銀銅貨

＊金時

＊謹白

金筆
　ぶた
銀飯

金幣

金満

吟味係リ

吟出額

　～（御）

＊金指輪

緊要事

〔豆）｝

具シ．ス

喰イカケ。グ
　　ら
匠撤回

苦競

演締メ．ム
　しツ
喰蝸シ．ス

匿讐取締リ’

喰逃ゲシ．ス

＊喰出リ．ノい

虚威

三々寂々

室手徒食

隅白

室乏等

頭役
く　か

本誌6）
マ　がい

愚意7）

愚蒙親シ．ス
　くぎり
＊九切8）
　ぎり
山頭
　げ
公卿（諸）

　　　　　　　　　　　　　　　　　まむる　　　　　ひと　　　　　　　じうワ兀ttt…tt…
1）「土耳其強半を顕1鋤せし」（c）　2）「車田簸する≧齊しく」（c）3）「玉離し素心、嵐

儀の地仙を列しj（広）　4）「蛭ノ渠中二落チ集ルヲ」ぐa）5）「金光を見れば忽ち転ぶ」，
（c），おかねの光　6）履は，麻のはきもの　7）’i駿は，おろか　8）九月限
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クコ～ケオ

　　　　　とう
癌芦長役場等

ク　ゴモ

日隠り．ル
ク　ゴモ　　　ガ

幻籠り勝チ
クサキサバツグ

草藤
叢

雨綱

苦使
くじ

闘

遜り．ル

心病シ得．ウ

苦辛
くず

礪
グズグズ

崩シ來リ・ル
ぐギのさ

楠紳勉
楠本府知事公

匠総代

塵村費

『下シ來凱ル

下シ文

｝q入レ

、口癖
くち

．口籠リ．ル

遣出シ

頓電報

口留メナシ．ス

唇

願無法
グッと　《副⊃

、堀漉
くつ

展足袋

単磁

、堀螢シ・ス
くつわ

街

＊口傳シ．ス
ぐ　どう

泓道
九等繊仕

九等鵬

＊宮内

國良大書記官

雨蓋（御）

國米

福富

　SrN
　～シ．ス

頸根ッ訳

無リ殺シ．ス

追　カロ　語　藁　表

久保田郵便局
くまごんはち

熊嵐気1）

汲ミ來リ．ル

組入レ

組方

組替リ．ル
くみ

與シ．ス2）m圏毅））

組立
　の
組除ケ

愚民原

綿罠等

簾務
　　ちゆう
匠務所中（各）

雲天井

雲間

曇り行キ．ク

クヨク瓢（副》

＊位（不）3）

暮シ居り．リ

＊グラソドホテ

　ノレ

操糸器械
くりぎ

功力

操越シ．ス

クリメや職畢

＊操戻リ．ル

苦シミ死二（（名））

苦シミ撮シ．ス

クルプ廻韓炮

クノレポ1」、形廻隼導

＊車糖

＊暮頃

暮方
クレグレ

臭々と　《副》
くれない

紅染メ．ム

グレナルチイ号

　　　　〔船）

クレソエクノレー号

　　　　〔船〕

苦海千万

＊黒胡麻

穂懸　　〔宗派〕

黒田小學校

黒船

黒羅紗
くわい

慈妓

加エル

郡

軍艦中

＊群卉中

郡随（苺）

郡薩慶i外

敵八部

＊蕪香（御）

六
畜
蔵
相

郡
鋤
郡
窟

㈱度）

軍籍掛り

＊郡村吏等

＊軍幽（薔）

＊訓黒睡

眠費

法
雄

軍
群

け

卦

毛穴

詣シ．ス

慶シ．ス（栢）

繋維
　けい
＊肇蓮

＊顧慮義塾出版

京華4）
けい

索麺

経界
　かい
経魁

董外

計較シ．ス

計較シ．ス（相）

纏學

渓間

蚕業

輕i爆雷同．

閣君

＊難犬

藝子

傾向シ．ス

繋獄費

☆稽古事

輕勿

警査

掲載シタマイ．ウ

経財制度

掲載文中

纒濟銀

計策

掲札

警察兵

計算ナシ．ス

計算課
　　じゅづ

京師中

経伺

　～等

纒槻シ．ス

纏子

警硯官吏

警親局員

刑事証人

警世第一病院

警醜第五病院
　　ば
掲激騰

警醜本局

藝者好キ

穫首

脳州口戦雫

鑑賞
げいしよう

覧裳絹衣

嚢娼妓貸座敷税
けいしょく

幽幽

輕卒浮薄

敬奪シ．ス

形体

廓内（現）

警鮪線内

勤兵

警保

刑法書

＊刑法審査総裁
　　　れい
傾切回蛉5》

＊i契約法

経由到達シ．ス

啓沃シ．ス
　　ヤイゴウ
毛織精巧

P）三人目する，詐欺の一一・Pt

n散々不出よ立會へり」（物）
露り急ユ」（e）。齢は，かめ

2）f何の政黛にも與みさぬと」（c）　3）「二番商に至りて
4）「身ハ京華ノ水二浴シ」（e）　5）r薦勢乍ち傾盆覆齢

2eo



　　め　り　やす

毛織莫大小

外科

激

激塵

激励政治

激墜暴戻

雛剣

撃剣魯

激昂シ・ス

＊ケコミ筋1）
ケ　　　　カ

控シ辛ラヌ〔連》
げじき
下直：

芥子坊主

＊化粧艇御）

＊下上
　　がい
下水外

下世話

外題尽シ

欠員シ．ス

月下
げつか
攣果2）

月下氷人

鋏議中

決議i按

＊月忌

結凝シ・ス

拮据周旋シ．ス
けつご

謡簿記計

＊決算金

鉄事

結素面與

欠所

月税
けつ

懸然

＊血綴＊等

決定（御）

結締シ・ス

血統

遠心

＊穴洞

結髪床

結尾シ・ス

結氷

＊月末（毎）

下馬下沓

下馬札

＊下編

下僕三宮

＊下米

姻タシ

外面

＊乾〔坤の対〕
　　とう
温品三

論域

建議丸　〔船〕

鍮疫委員

倦厭

嫌厭

嫌悪シ．ス

健旺

＊三厩3）

権外

＊縣會規則

＊現額

元魏　〔年号〕

～威却

　～　　かた

　＊～方

＊滅却法

＊戚却方法

＊減却割合

建久　〔年号〕

健強
けんぜよう

瞼隅シ．ス

追　加　語　彙　　表

蕪業シ．ス

蕪勤シ．ス

現金高

瞼傾シ．ス
げんザつ

限月

＊限月米

叢々
けんけん

叢々

堅硬
けんこう

硯蛤〔蜆蛤〕4）

縣鰹村枇

嚴酷苛察
　　　ども
原告人共

＊捻査願イ奉

　り．ル（御）

馬差シ．ス

条濟シ．ス

現在金

＊素話1煽り

鍮査格例

鍮i査器

強査濟ミ

三面病院

見山霞

憲示

嚴師

見聞　〔珠算〕

堅遠

見樹院　〔寺〕

献酬

券状（新）

険城

二心面
けん

壽歓食

原盤

件数

現生シ．ス

縣税金

晶晶高
けんせき

拳石

建設地

乙鳥シ．ス

＊原素
けん

翻退シ．ス

鳥山シ．ス

堅緻

建築等

建築人

論著シ．ス

嚴冬
けんどうくん

萱一糸5）

謙徳

限内

賢能

嚴蜀窮漕シ．ス

象鏡ナシ．ス

原表

現表シ．ス

賢婦

欄丙

源季

藩法圭旧

懐z拝勇士

軒別

標謀衛数

＊現米

＊玄妙院

縣温

品命

顯明正廉

原由

二二シ．ス
こマん

蒙養撫育

劔蘭

ケオ～コウ

堅丸

払力器

瞼路

元老院御雇

　　　　〔職名〕

子（オ）

古

午　〔十二支〕

基　　　〔棊〕

護シ．ス

＊小秋物〔鰹節〕

小謡氣

鯉口

＊翼上ゲ奉り．ル
ぱなし

懸話

コウ

感

厚

更5）

稿シ．ス

綱

後言

公案

合一一

《副》

　～シ．ス

坑員

＊醐雨

耕雲舎

＊高榮

剛鏡

洪盆

二君

交易金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にんらん1）「け望み筋追々早出し」（物）2）「愚信ヲ世間二失フノltt　一ff〈ヲ養フ」3）「建蹴のit　＆
上りて」（広）　4）r蠣蟹硯蛤ノ～其名ヲ知ラサルモノ」（e）　5）澤裳　　6）　「更深けて」
（c）
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ウ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂
歩
恥

蟹
　
訊
　
　
期
　
　
　
　
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
偽
打
観
一
元

～
　
シ
　
跨
海
　
　
　
　
掛
　
人
表
　
　
　
　
巻
換
高
換

ウ
わ
麩
艶
科
航
害
茨
客
格
急
激
賦
課
間
舘
官
二
合
交
愈
愈
論
議
～

コ
交
光
甲
＊
荒
劫
瓢
箪
合
＊
狡
論
考
王
公
降
考
＊
＊
黄
＊
荒
公

海
醐
鶏
乳
欝
熱
藪

～
氣
起
講
論
論
究
救
購
楽
舞
拒
業
許
錦

　
闘
甲
＊
謝
謡
講
荒
＊
皇
訓
導
工
血
紅

貢金

耕具

後軍
こうくんらべつ

紅驕羅機
　げ
香花

地誌

公恵三校

合計表

追加語藁衷

攻撃排破シ・、ス

公蕎シ．ス

合縣崖）

＊光顧

轟轟々

＊公告

＊校油

壷畏

＊香國杜

＊江湖回報等
　こん
紅揮

＊香材

交際家

公債償格

公債証書（薪）

弘濟丸　〔船〕

高作

耕作地

温作人等
　　ば
工作場

　＊～（薔）

後自

出血

公使（各）

考試シ．ス
こう　し

嚇矢
　じ
好事

公使舘

　～等

公使舘雇
　じホ
蕎直

＊甲日5）

向属

孝子傳
　　　とも
＊剛弱共

講曲師

高手

無主

耕種シ．ス

＊温酒シタマ
　イ．ウ

廣充シ．ス

　　　　リ
＊香樹園裏

巧拙

好乎淡

＊欝書

公語シ．ス

心界s）

行情

豪商

工商會穀

光照寺
　　　もん
＊臼上問

航進シ．ス

高進襲撃シ．ス
こうしょ

荷且

皇城

公信

香水

口数
こう

虚数

合磨

出襟

回正春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以

　
　
争
　
　
　
　
　
　
　
　
邊
一
領
以
　
シ
審
士
へ
η
人
士
　
　
　

以
史
　
全
日
　
　
盲
賜

　
策
力
　
等
　
　
　
　
　
題
無
無
シ
　
ナ
談
縣
上
士
人
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
　
　
臨
し
子
艦
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
融

然
載
録
．
純
愛
謡
曲
賊
替
代
講
大
大
奪
段
談
講
知
知
知
知
口
慰
中
張
皇
通
交
亭
抵
低
趣
弟
鎮
天
福
耕
窯

易
交
交
訪
倥
差
糠
高
慮
交
更
＊
廣
洪
豪
後
強
＊
高
高
高
高
＊
訪
照
校
豊
＊
廣
山
江
抗
高
高
甲
皇
高
＊
甲

高燈

降等

廣道

＊驚頭

弘道舘記

江東女學校

＊高等数學
　　　く
公同樂善η

感得黒占

坑内

＊廓内（御）

河野幹事

荒敗シ．ス

属島打滅シ．ス

火膨

後犯

☆後孚季

交番所

＊公判録事

考批

＊単費

高飛

後備軍籍

＊校費生

後評

厚氷

面夫

坑夫等

甲部

海風鯉

口腹

剛懊

幽鑛安全

降伏人

耕文1臨書店〕

衡李均一

公李正實

1）「ゑだをまじへ交蓋し」（・）2）徒黙ノニ＋分灘ヲ得・レモノヲ甲科トシ」（・）3＞
　　　　　　　　　　　　　　　　てのひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いつや槻は，顧骨　4）「合懸後ハ」（c）5）「甲目の輸入を甲夜に摺立」（広）　・6）「諏訪の1絹水
谷峠器のを繍・」（・）・）「公礫善・情・（・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　、202



＊神戸局

＊好編

巧辮
　ぼう

廣褒

講法學掛

帯墨鍵）

候補道2）

豪遙勇惇

傲漫彊情

傲慢無状

港民

押韻新誌（蓉）

講開演単三シ．ス

好導爆

＊甲夜3）

騰野羊腐

筒論

張賊心
　　もの
強慾春
　ら
公等　　《代名》

＊光來（御）

高麗釜

＊高麗橋局

高麗丸　〔船〕

鰹卵

高利借シ

小照直垂

拘留シ．ス

含流

降耀
こう

盤寮

行旅人

行旅病人

撹｛麗

＊弘令灘

航路（新）

航路中

　　

`
脚
ハ
喫
饗
欝
賜
媒
刊
諮
三
編
文
㈱
　
鰯
鄭

路
螢
藤
難
論
話
和
衛
聾
役
小
氷
山
オ
か
架
海
小
蔭
瓦
五
早
出
器
器
器
疑
川
蝉
姻
除
害
忌
禁
苦
國
見
菓

皇
効
光
秀
抗
甲
購
護
＊
雇
＊
＊
郡
コ
こ
早
早
＊
小
半
＊
＊
漕
古
古
古
狐
故
単
帯
國
國
國
國
刻
☆
斜
穀

追　　加　　語　　彙

概最上

出産煙草上

＊國史　〔書名〕

國子監丞〔職名〕

獄舎

＊酷暑中

子署

＊極上幽

翠上等

＊極一h等贔

＊石数（惣）

＊刻三

審酢
　　とづ
石高等（蕪）

石高帳

告達

國中

黒黒垂

國都

國文

幽柄

＊極別晶

國本

告諭

小倉縞

＊小倉服

＊小倉古服

黒龍

小車

告論

固結シ．ス

苔ムシ．ス

古欝

欝雷シ．ス

沽劣地
　ら袈i等

五製

表

　ここもと

☆此元

心有リ氣

心得難シ
　　　い心掛ケ居ル

心シライ（御）

快ヨゲ

古今東西

小ザカシ
　　　ふ
＊小笹生地

故殺シ．ス

五雑瓢書名）

＊小雨

五山

ゴザソナリ7）

漉シ得．ウ

越シ．ス（絹）

古筆

誤字

腰入レ

　＊～

　＊～象ネ．ヌ

腰掛

古平

＊小漏り摸様

故障シ．ス

後証

吉書回

持下上ゲ．グ

雇人

雇入盗
コス

摺り切り．ル

古≦圃

古製

誤解

　～シ．ス

五屠

コウ～コノ

五臓

護病田

古俗
　　ちゆう
五大洲中
ゴクゴク

紛絵

小旦那

古柱

孤注シ．ス

湖中

孤枕

小口帳
コツ　ジ　　も

乞見店

乞食著流
こつ　ら

此方

骨董商

＊小窓ゾ

＊小潰シ日

小母

コアコアと

五道

五等厩

事可笑シ

事柄

事々シ

事足り．ル（四段》

詞藻ナ

小早心

墨弗金貨
コトワヲ

理
　こ　な
＊粉名

五人扶持
　　　じゆう
此ノ間中

近衛都督

近衛兵士

近衛砲工兵

近衛砲隊

近衛砲兵大隊

1）清販で，家庭数師への謝礼　2）清国の職名　3）参照，「甲既」の注　4）「紅墨銭」

を見よ　5）eount，伯爵　6）ギ掃倉大米」の対　7）「己レ古狸ござんなりと」¢）
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コノ～サオ

　や
此館

此病田

好マシ

＊静ミ（御）
ごばい

後眠　　〔仏教〕

午飯

＊小母捌

五蕎石積

＊小俵

孤負シ．ス
　アキユウド
奨服商

呉服店
　　　なこし
呉服橋内

層群物

＊平群

五分米

語門

戸劉
コベリ

舷
　　ら
御弾等

＊小本

五品

＊古米

駒下駄

〔鰹蜘

　　　ばかり
＊小畔斗

駒輝輝農劉交

困リモノ

コムサソタフ
　ク1）

ゴム水

＊護護壷

出駕　〔囁額〕

＊米持筋

湖1面

菰冠リ

午夜

小屋掛ケ

追　　加　　藷　　彙　　表

　～等

御用弼

堪工難シ

懲ラシメ

コリャ2）

コルペット艦

＊雛ルレスポソ

　デソス〔商業）

故旧
これによってこおをみれニド

由是観之《掛
是迄

虎列刺疫

虎列製病者

虎列刺旅團
これをようずるに

要　之　懸》

固隔

虎狼群中

轄ゲ廻り．ル

＊コロノメイト

　ル　〔時辰儀〕

轄ビ

韓ビ．ブ

衣替エ

コロリ3）

＊コひソ〔商店〕
こわごわ

怖〉
怖サ
コ　ワ　ツ　パ

小兇漢

魂

＊坤

婚シ．ス（梱）

混化シ．ス

困…羅敗シ．ス

困窮士族

根子

今古

癒合シ．ス

＊金剛号

平織杖

混合物

金剛輪寺

胃語同断

コソコソ《副》

＊混々新話り

＊根菜
ごん

勤式
ロンシユル

岡山官

誉睡迷夢

三三シ．ス

金堂

権ノ助〔職名）

金箆羅丸

金比羅利生認

昆布場

困饗i

　～シ．ス

昏暮

困厄疾苦

懇友

坤輿

懇話

ザア5）

左アラヌ

菓

詐爲

二一

在院中

再縁シ．ス
さいかい

崔蒐

再興院

西海新聞

在方

細管

西教寺

最狭少

再決

　～シ。ス

再建

歳貢

再興シ。ス

在校

西郵中將

西國三士

細索

＊：再劉仕：り．ル

才思

再四

歳市
　　　　　ども
＊再試業界洪

＊探實

＊四三

最弱小國

催主

債主等

罪障

在職外

在職中

野臣

＊濟生家

子笹

菜疏

細草
さいそう

酒掃

妻幣

最大強威

最大強國

最大勢威

最大本源

在臆地

階著睨

祭典（御）

：門渡

再答書

在任

再葬

再犯

＊再版シ．ス

裁下上

歳晩

裁判局

在佛
さいぼ

歳暮

才鋒

細鶴

野蜜

裁縫徳

裁縫店
　ほっ
再螢

才名

罪建

材木小屋

材木物置

サイモット除6）

祭文語リ

採絹（御）

最要

宰理シ．ス

才良

採録
　　　がい
章橋門外

ザエ　〔才）

冴零工渡り．ル
さおさ

棟シ．ス

1）薬贔名　2）「コリや斯ふしては居られぬ」（c）

皇帝，ッァ＿　6）魯土戦争の記事中

3）コレラ　4）書：名　5）Ptシヤの
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　　とう
茶果等

酒井飛弾守

＊堺紡績所

捜シ嘗り．ル

＊坂仕立

酒樽等

肴（御）

編組

＊坂水1）

　　とう
査嘗等

先陣筆

先騨

咲揃イ．ウ

＊弼弗

先燭

先役

＊作業課

塾金

作慧

＊佐久瓦

棚杭

蟹々

錨雑混濡シ。ス

＊作詩精選

咋秋三

孝春

暁端

盤刀

＊作興

＊作物（諸）

策問

櫻田三校

錯衡しシ。ス

＊作例

＊下ゲ盆ネ．ヌ
　さげかご

＊握藍

避ケ嫌イ．ウ

追　加　　語　彙

酒好キ
サゲ

賎スミ．ム

叫ビ廻り．ル

下ゲル

鎮港入

墨コソ　《副》
ざ　こ　ば

購…侯3蕩

難戦盆ネ。ヌ
さ　さ　げ

大角豆

査察シ．ス
ササメゴト

私娼
やサヤ
誘引キ．ク
ササや
耳語キ告ゲ．グ

差シウツムキ．ク

＊挿染入リ

差事ぎ…エ置キ。ク

差シ掛り〔副》

差紙
サシキとう

挿付等

差桓ミ．ム

＊差添人等

＊差出シ置キ．ク

差田シ難シ
　　ね
＊指丁

半覗キ．ク

差抽工

＊差引額

差引キ見ル

差國シ．ス

刺身（オ）

華墨レ來．ク

詐取財聖

職許シ（オ）

詐稔官員

擦リ．ル

佐竹陸軍中佐

定マリ居り．り

定マリ．ル（梢）

嵯嘆

雑貨（諸）

察観シ．ス

雑器

＊雑卉

雑業

醐行シ．ス

殺死2）

雑誌中（諸）

雑種税表

嗣出シ．ス

殺尽シ．ス

＊雑視法

殺虫藥捌

察知了解

平帯3）

サッパリ《副》

雑費

＊雑品

雑報欄内

撮課シ・ス

査定シ，ス

　　　けつ
庄提右黎

座頭
　　だな
砂糖唐

譲シ透カシ・ス

里人

暴田　〔紐〕

佐野議官

左馬4）

錆

妨ゲシ．ス

鮫島単三公使
　　ら
座元等

左：モナクは《接労

軽挙

表

　ゴロモ
小夜衣

＊晒芋粉

サラリ　《副》

サリスボリイ
　侯5）

然＊ル　　《連》

猿轡

申年

来聯立テ．ツ

騒輪回リ．ル

佐和少警硯

障リ・ル

算　〔鋒）

賛

餐　〔飲食物〕

＊纂

講シ．ス

三愈6）

山海

残害シ．ス

講害シ。ス

賛化學校

三學

散康

＊算學嚢誌

＊三學部

賛化校

芝緻
ドん

鉾記シ．ス

講読シ．ス

＊三宜就

＊産業雑誌

三教師

　～中

＊残金高

三隅
　げ
散華

サカ～サン

参詣人
ざん

饒口

写酷

薄刻苛察

残酷町道

＊珊瑚珠

残痕鯨泌

雛祭

＊三叉學殴

三山

残資

暫時闘

蓼君

＊纂輯シ．ス

算出等

讃稔シ．ス

＊二上ア）

三郷律｝挙試験〕

三隣郷

＊三上新3）

＊三職e）

残燭

＊三新法

酸辛螢苦シ．ス

産声，、

騨梁
罪数闘題

野曝シ．ス

捌正シ．ス

三飾

残雪等

離礁　〔潜然〕

三暦

lil村僻地

三大臣
ノニん

葬段

三帯

f）「○灘卜撫魯寺坂水百四十五癖∫（物），石翻可み驚一257r天葡甲殺亮姦央ノ條二日

目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あしク」（b）3）「一一一度も察當を受けず」（c）　4）「車の左馬の脚を」（c）　5）第3表「サジ

スブジイ候」に隅じ　6）「～の三會を開き」（c）7），8）繰綿の品目9）佛國の代言人。

代書人・目代入をさす
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サン～シチ

三等官

三等少警部

三等勅怯

三人蓮レ

三人扶持

三年越シ

軟伐シ．ス

三百石積

塵贔

三伏

残物

＊三法論綱

雀木

＊三…：本引キ

山門通り

散藥

三様
　らい
三禮　〔仏教〕

散落シ．ス

＊三論

子　〔十ご支〕

紙

児
　じ
＊地

僻シ虫り，ル

慈愛

仕揚ゲ

思案橋

＊詩歌等

仕出ダシ．ス

寺宇等
し　え

緬快

調螢自立シ．ス

至遠

千軍

追　　加　　語　　彙　　表

仕置

仕置條台

盤鮭

シオシオと

＊潮干時
　　みつ
＊潮岬時
　やき
盤爽
　　　　　つぎ＊字膏假名遺附

賜暇中
しかい
嚇縁シ．ス

低甲斐

＊字解

自家神祭
じかた

地方

叱り威シ。ス

耳眼1）

士官室

士官生徒

識

野方

敷金

至貴至大

式臼

指魔扇

＊式題
じきつぎ

直縫　〔翰送〕

式部掌典
　もん
式文

資給

支給料

至急力土

堅甲

至強

＊示敏（御）

色欲

＊仕切

頻りと

四近2）

＊地金銀

甲金主

至緊歪要
じく

悪忍3）

軸物
　け
勢家　〔分家〕
シ　　ケ

漁氣

慈恵

慈恵主（各）

止血法

母野串刺

試験笏（各）

試験車中

試験方法

四顧シ。ス

市虎
　ゴ
死期

指向シ．ス

＊時候アタリ

　　　　〔病〕

＊施行順序

黒馬法會

地獄藝者
しこぐさ

醜草

シコ玉：幅動

侍坐シ．ス

資財家

刺殺シ．ス

資産

持謬シ能イ．ウ

次三女等

慈施

ス弘～
　
助
々

　
鷺

　
ゆ
笈

　
き

賦
し
々

平
し
鍛

時々刻々

志土鍋人

幾日

時資等

獅子奮平
し　し

井々勉働

四尊
し

馳車

私借

　～シ。ス

自若

四捨五入

四州

自署

四十m販リ4）

至重至嚴

＊時習鮭

自酋氣駿

眼帯

止宿官員
　　け
止宿家

侍女

自助

指論シ．ス

史乗
じじよう

治定

　～（御）

三食シ．ス

無職シ．ス

自助甦

始審

至仁

静岡縣令

静岡懸聞
しずしず

華々

仕濟マシ．ス

沈闇汁

胃性

至正純夏

＊資生堂

時琶風俗

士籍

志飾

死戦

私檀

紙箋

自然と

賜撰料

志操

使儒

思想外

思想境上

思想境裏

思想門上5》

四則

仕損イ

≡欠第（御〉

次第柄

次第々々に．

下着

下着シャツ！

仕出シ・ス

下調べ

認メ遣シ・λ

下包ミ

仕立上ゲ・グ

仕立塵シ・ス

ジタパタ幅動・

＊下放レ

＊下膨キ（（名）〉

＊下往キ模様

示知シ．ス

2）耳房　2）「家を失ひし四近の土人が」（c）

「管城陣頭」の項

3）葱は，はじる　4）繰糸器械5）参照＝
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＊一ヒ科華婁〔書名）

　　　ぎり
＊七月限

七月渡シ

七島1）

七十卵

七十六ケ寺

七小島

自治心
しちのへ

七戸牧牛鵬

七分利息

雌轟

持重

支張敏會2）

＊室外

仕付3）

失敬

實庚

失田

田施シ．ス

＊實試濟ミ

十州

＊實構

執政望葭

實勢實力

實相

失踪届
　たい
實躰

灘献

詠地検査シ・ス
　テイ
實体ラシ
しつてんばつ

七鱒八倒

嫉妬深シ

實否

誤謬

疾兵

疾病等

＊地誌（総）

追　　加　語　彙　表

＊七宝就中

質問中

執拗

シテ　　懸》

私定シ．ス

獲物

四斗入り

指頭

枝蕪

毒量

四等編修宮

自得

死徒塵鋼シ。ス

贔（何）

品柄

沖掛避病院

品川縷

支那磯民

仕ナシ．ス

＊燕齢ナ

＊贔澤山

地ナラシ

仕悪シ

地主（各）

地九八代人

凌ギ　　緒》

篠塚兄弟

不義地中

忍ビ往キ．ク

澗舞

時輩作家

細工

芝：公園地

　～内

柴原千葉縣令

仕擁イ置キ．ク

仕携イ残金等
　　わトテ

二二繹
しはん

此般

師範

　＊～

　～シ．ス

＊師範科

玲師範専科

師範學校（爾）

師範學校費等

＊宇引

地引帳

≡欠便

士風

四分金
ジ　フ　テ　リ　チ　ス

實布的塁質斯4）

持佛

自分と　倒》
　　　づめ
自分暑詰

紙幣高

官選
　ぽ
顯牡

温品

死亡届

死亡人

四方八方

搾リ取り．ル

＊四本引

終＊イ（オ）

仕舞置キ．ク

仕舞込ミ．ム

島田大軍馨

＊島田髭

自儘

地廻り物

自慢

四万六チ日
しみ

染込ミ居り。リ

＊地水“「）、、

市昆三
野1：務（総）

事務上

事務等

滋藤所（新）

　　　に
＊事務霧
し　め

翻馬

桶シ合イ．ウ

濡

事目

下ザマ

霜ナス　《連》

露出

＊幽門

自問自答

出山

就倉現i象

＊謝儀

私約

＊尺〆

借宅シ．ス

＊赤銅板

弱猴
　ヤ
借家シ．ス

雀躍

借家人

借用金

借期証書等
ジャケット

短鋼

車後

邪行

瞬香猫

シチ～シユ

離
別
　
　
ズ
　
　
　
承

魏
粥
勘
羅
嗣
麟
馨
謝
緻
翻
倉
鈴
購
智
禧
”
、
醗
道
η
騨

購
暑
…
籍
窮
窩
寓
難
就
謝
就
鮭
就
殿
邪
碧
高
射
事
射
車

　
　
　
　
　
店

燗
轟
轟
㈲

　
就
甦

賦シ
議
論
輯
う
の

”
限

　
月

　
一
盆

二
十
二

＊
帥
酒
儒
話
語
雌
＊
帥
中
島
＊
＊
＊

1）「竹林七子」（e＞

3）「樹木の仕付」（c）

　　ヴイ　レラ
2）r比列刺ハ糊張教會ヲ設立セル所ロノ堺二凱ヲ避ケシガ」（e）
4）病名5）「坂水」の対6）碗名難露中」（・），宛名
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シユ～シユ

酬恩

衆警

＊集解（惣）

集會時限

就學（不）

　　　ぎり
＊十月限米

＊家雅賓

自由ケ間シ

＊鎚骨1）

鷲旗

秀i飛

下氣thメ

集居シ．ス

宗教（無）

宗敏境裏

就業者

脩金

集金高

集金方法等

祝言

集合シ。ス（相）

從行シ．ス

集含所

＊集合新誌
　ミニゆうこきれ

＊絨小切

＊十五小区

十五夜

秀才（諸）

揉砕シ．ス

執持シ．ス
　じ
尽忠シ。ス

十字軍

自由主義

輯集シ．ス

秀俊

＊住所（御）

就將電

追　加　語　彙　　表

住所書キ

醜辱
　シむク

牧腰金

＊自由人民

銃刑

修正案

富由製作

＊修酒所

自由致府

住野

田繕シ．ス

修撰2）

鰍然

周旋掛リ

伊仙寺

從前壁

周旋奔走シ．ス

愁訴シ．ス

衆帯

電卒

愁嘆

愁嘆書

＊絨反物

舟中

＊袖珍シ．ス

＊袖珍本

讐敵

囚徒中

秀縛春

十弗金貨
　　　　ぎり
＊十ご月限

十二i三杜

十二小塵

双脚金

甲入豫葬

十人切リ

収納

収納人

牧町便格

愁圏

衆評ナシ．ス

＊絨服

＊表文

＊輯文評選

銃砲

什賢

州民

二野

十四室州

＊集三

門撹シ．ス

縦覧致シ．ス

縦覧所

縦覧押下

修理築工シ．ス
じゆうぴゆう

野立〔仏教）

銃猟シ．ス

銃猟好キ

＊重林寺

獣類

☆秋冷

執論シ．ス

首野

土課掛リ

手簡

主義（新）

圭議3）

守蓉顧固風

守奮固饗
しゆぎょう

執行

　～シ，ス

授業初メ

ee受業料

観シ合イ．ウ

＊紅

熟按シ．ス

熟考再思

熟幌

　＊～

　～シ．ス

＊鷺洲

粛清シ．ス

宿昔

二二シ．ス

淑夏

宿料

主計監（両）

朱門

守護シ奉り．ル

＊首号〔第一号〕

主宰

取罰
しゆし

鉄町

守者

株守シ．ス

授受概単

二衛

守將

主二

二昌院　時〕

酒食揚代金等

＊二身
　　　とも
受信人共

手跡（御）
シユゼン

修繕
　そう
圭聰4）

受託人

導段（新）

圭治春
じゅつ

戌　〔十二支〕

1）共存岡衆館　2）清朝の職名　3）r右申立の主議を熟考するに」（c）

惑シ」（e）聰は聰の俗字　5）掲示すること

出嫁等

出火信暑

出資シ．ス

☆出置

出京シ難ヴ

二二内

出署シ．ス

管状人

出診

二身

＊出張（御〉

出張員

乙張所等

出張人員
ジユツテや

二二測隠

田窟シ，ス

出店主
出頭イ」：リ。ノレ

＊と二二仕リ．JtO

＊二二人

出板二目致シ。

出版物

軽軽金額

出品中

江二物

二品記録

出榜シ．スの

繊輸米

殊定シ．ス

酒店
しゅ

衆徒

種痘

種痘遊バシ．又
　おんじ
　（御）

儒道

汎濫

　4）　「≦弦聰ヲ劣を
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ヒゆミロく

修復中

殊遇

無糖　〔職名〕

橦木

取綱シ．ス

＊需用（御）

需用着

修羅叫喚

酒冷肴欄

從六品

純

巡回試験等

☆瞬間

純金環

＊准許

准謬樽
じゅん

竃獅贅筆〔書名〕

巡行中
　　がた
巡査方

巡査警衛等

巡査胴〆

巡査屯所

巡査幌子
　　し
＊醇疵

巡視先

春情

準縄

＊純水

凝然

順天府

準総

総如法圭

春嵐

感風

淳朴

春陽

＊春葉新誌

1）灯火　2）科挙の位

一一
I（　C　）

追　　脇　　語　　彙　　表 シユ～シヨ

純利　　　　　照會濟ミ　　　下酒法　　　　浦除シ．ス

准陸軍讐長　　　錠鍵　　　　　　上下貴賎　　　　＊乗除シ．ス

糖葉軍中尉　　　小曲生徒（新）　獲籔　　　　　　掌上

1願蔑　　　　　小學量児　　　　　　　　　　＊上々
　　　　　　　　かん来襲　　　　　　高階　　　　　　　～シ・ス　　　　上々吉
　る
准流　　　　　賞観シ．ス　　　＊馬券（假）　　謹書書換工等

巡禮姿　　　　　條歓　　　　　　歌：元2）　　　　　証書高

順路（御）　　　　乗艦シ。ス　　　　紹乎　　　　　　謹書：文中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じるし
書（御）　　　　　小旗　　　　　　照合シ・ス　　　　＊上印

鋤シまり。ル　　　商旗　　　　　　小曲玉園　　　　錨尽シ．ス

虚位　　　　鮮忌　　　　＊諮壕金（年）　焼盤シ・ス

書院　　　　　　焼棄　　　　　　生國　　　　　　上進シ。ス

施用シ・ス　　　將碁　　　　　正午時邊ギ　　　上申書等

私塾シ．ス　　小義學　　　証留立テ　　憔桿シ．ス3＞

＊使用頃　　　　蒸漁機關　　　　正紺　　　　　　醸生シ．ス
　　　　　　　　　　　　　　　　こん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごと
紙葉中　　　　將基倒シ　　　招鬼祭臼中　　　上清酒毎

賞シ給イ．ウ　　蒸氣鉄管　　　　招魂追覇　　　　小雲

常　　　　消却シ，ス　　上材　　　　煉然
情意　　　　　　小丘　　　　　　情罪　　　　　　上船
しよういと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と5

正糸　　　　　　定給　　　　　　縄索等　　　　　障礎

小異同　　　　　旧識シ．ス　　　少輔心得　　　　醸造家

少尉補　　　　乗御　　　　　剃残　　　　　床側

撲夷論　　　　小橋　　　　　小史（一）　　　小賊

冗員　　　　　　虚業算徳等　　　訟師等　　　　　清息帖
　え
浮衣等　　　　上局　　　　　商事　　　　　照代

昌榮　　　　　懸鼻力　　　　冗事　　　　　粧璽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だニヒ
昭映シ．ス　　　薦業（侮）　　　上使返リ　　　　＊上玉

小演鏡　　　　　償金始末　　　　正七鹸　　　　　上段
將家　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’」、庭韮及所　　　　　　　　　　　　　藷粥考　　　　　　　　　　　　　　　　　ノi、池

　　とう
焼火輪ユ）　　　　小宮司　　　　　小酌　　　　　　昌地

上花　　　　　　小匿議員（各）　松樹　　　　　　＊承知下サレ・

商家（一）　　　小郡　　　　　＊醸酒　　　　　ル（御）
ろト會　　　　　　　　　　　　　＊ノ」、計　　　　　　　　　　　＊！」、銃月置1宛　　　　　　 城鉄建監

＊詳解シ．ス　　小憩シ．ス　　　三曲辛懇　　　　＊上鍛

生害（御）　　　上総　　　　　　旧識　　　　　　上中逸り

障害ナシ．ス　　小憩休ミ（御）　順順シ．ス　　　上長官
じょうかい

定會　　　　商恵社　　　　爾書〔職名〕　小弟

　　　3）憔惇　4）「上中；敷二入ルモノヲ申鯵トシ以下ヲ下等Fス
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ショ～シレ

小亭

小堤

上帝

粧鮎シ．ス

昇殿

＊詳傳

譲渡等

上等桟敷

上等從前開業馨

上等敷

上等晶

定得慧

正弗

＊庄内古〔相場〕

小見三者（元）

上人松

少年子弟

＊霊牌等

子壷向キ

簡舶
　ほっぼん

正八晶
じょうはな

城端郵便局

小判事

＊常費
じょうび

定日

濡費スル等

常舗本軍

＊上日職

階輻1）

＊娼婦論

上帯

小導燈

上分別

正戦　咋号〕

画聖シ．ス2）

從放シ難シ
　ぼう
正法

情心

定法

召募格例

＊k旧穀

＊正米

追　加　語　彙　　表

＊上等キ〔蝋〕

中務

謳醜シナシ．ス

清滅解散シ．ス

定則

誼約

条約（奮）

条約濟ミ
　　　つくりぐら
＊醤油造藏

懇懸

惣町

丈量

　～等

丈量入費

認i例

条例（假）

奨蹴賞揚シ・ス
　　　まうご
漿拗保護シ．ス

鑓路
　うつぼん

正六癩

諸騨

書家

諸花

諸科

除害銃独

＊女學

＊女回書

＊初學生徒

所轄艦

諸款

諸官中

途丁

台寵耐

雪吉士3）

庶吉士舘

譜離

職課

食客

野里

職業上

職工

　Nら
　～等

織紅所

贋罪金

＊職罰

＊辱知

食轟鳥

＊食毒

職任上

食料等（諸）

戦野

初告裁判所

如早

書載弱示シ．ス

野冊
　　ら
諸氏等

初時

所持（御）

駈持ナシ。ス

助字
　しき
諸色

諸史百家

諸司百官

諸禦

＊暑邪

野鼠シ．ス
　じやく

書籍館

書籍代

助手

＊諸談

署丞〔清朝職名〕

女丈夫

書儒中

初審裁判所

諸生中
　　てい
書生体

女生徒（薔）

町勢）

書邊シ．ス

所瓢箔

諸族

冷罵

藷卒名簿

所荏（不）

諸太夫

批幣分ケ

初太刀

書棚

庭竃（御）

諸勢

暑中休ミ

＊駈著

静湯シ．ス

女帯
　とう
諸桶

諸堂

諸道報告

＊謝壷文

庶人

暑熱

雪曇

＊助費

＊助費生

＊諸病

手分下サレ．ル

　（御）

慮分野綾

助補シ．ス

諸法

書房

鷹民

書濁帯

解役

所有中

諸流

書林

＊字類

諸嶺

諸老・

至來シ・ス
しらかみ

白紙

兜ラセナシ．ス

　（オ）

白歯

調べ掛り
　　がぎ
調べ書

調べ方

尻尾

尻輕シ

私立夢）

尻灘

シリエス，ヒリ

　ヅプ号

鷹野

資料

治療專務
シル

記シアリ．り

使令

僻令書

　～等

1）ギ饗銭ヲ投シ情爾ヲ祈ラソsり」（e）

箇宛支給シ」（C）　5）私立学校

2）詳辮　3）清朝の職名　4）窯初装ノ節～一
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司令將富

司令長官代理

事歴
シレモノ

白痴

侍部ξ朝清職名〕

素人

＊白角天1）

＊白頭　〔能〕

＊白胡麻

私論

仕分ケ．ク

診

辰　〔十二支〕

審シ．ス

審i按シ．ス

心裏

新鹿

深慧

入慧

　～外

棘院

新大橋

新屋
シンガク

棘樂

☆新艦

籍翰

新調

頚縮俸給

素目

新規稼ギ

審究シ．ス

儒許シ．ス

振暴

＊新橋雑記

新曲

新規渡シ

辛苦弘ス

＊陣四

神嘗
じんく

榊供料

新群

難治男
　げん
舞嚇

翼剣勝負

信仰（五）

　こう

新鰹

親交シ．ス

追　　加　　語　　彙　　表

〔御〕

親交シ．ス（相）

進航シ．ス

進講シ・ス

人巧手足2）

求縁書

＊新小梅

新穀

清懸人

紳護景雲〔年号〕

轟轟3）

＊新雨　〔壕）

＊新墓

賑濟シ・ス

薪材

審査富專務

＊診察下サレ・

　ル（御）

＊診察所

清産〔灘郵塵）

＊新纂

新出

深山窮谷

進士

＊新史

新紙（諸）

新誌

紳視シ．ス

前論（御）

　し
参差縦横

翼實

心越

身替

人主

信翻

心海上

☆新書

難聴

新匠

＊塞詳

＊白上

翼浮院

倒》

〔繰綿｝

尋常由利

尋常代人

尋常投書

尋常分板

神職

心棘

繕紳

審訊中

播入

入臣

人身上

人身中
　すい
臆面

薪水
　ずい
新虚誕）

進i勢

翼性

＊翼成

新税

花錦完備
　ついで
新切序（御）

心切ラシ

浸漸シ．ス

棘蟹料

＊新泉棲内

新訴

新葬

新論銀行

新創銀行者

入興臭シ
　　とう
親旙等

人体

伸達シ．ス

新建

人騰

新築（諸）

新築中

新築金

申牒i致シ．ス

串幡シ．ス

伸張

進潮

油磨
　　　し
深沈威民

心痛（御）

審庭

＊新訂

豆殿

震怒シ。ス

人頭

紳道敏導職

細道葬儀

新富座Mlti）

新入シ・ス

陣羽織

癖馬差繰リ方

新橋〔新しい橋〕

新板　噺版〕

＊新帆

シレ～シン

審判書

　～中

＊新評

振舞シ．ス6♪

親父

新聞上

新聞紙屋

新聞者

新聞肚員

新聞種
　ぺん
針彪

辛抱ナシ蕪ネ。

　ヌ

側面シ．ス

翼法

親睦

新前

＊新實　〔蝋〕

新店

深密

親密シ．ス（相）

滞留

新名
　　　ちゆう
人名例中

薗面擦

新沐

人目

畑鼠

信用致シ，ス

迅雷

審理中

入力挽キ

＊新律

尽力中『
　　がた
親類方（御）
　　もと
親類許

1）由色角形寒天　2）義肢　3）r新裁の衣を服し斬沐の髪を肖り」（e）

の名　5）「新蜜座風に一改めて」（c）　6）「兵鍼ヲ振舞スルノ機」（b）

4）マッチ会被
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シン～セイ

強
調
話
藁

申
い
曲
面
新

ス　〔記号〕
す

数ヵ所

衰

翠雨縷上

水早

鹿鳴1）

　　ぽい
＊水哉蹴

垂示（御）

炊事掛リ

水師擾督

水上
　　さい
水紳祭

瑞鍬入

水性

水晶

酉皐体

＊水簾

出納課

出納爾書2）
　ぼん
推挽シ．ス

＊粋美

＊瑞林寺

蓑鼠

水回

水路晶

々員

＊数罪

激代

数枚ズツ
　りのう

数直

面凋

　か
数家

数街
ドごろぎ

雛妓3）

数種類

隻影幅

藪語

数國

数十回

崇信シ。ス

素読

素謡

数糞歳

数鑓瑚

数婦

当番互額

追　力il　語　奨　衷

＊末口4）〔樹木〕

据付＊等

＊据付機械

＊頭重シ

過ギ越シ方
　　　い
雲立テ居ル

過ギツ頃

スクウネル形
スケン

素見

スゴスゴ

筋合

筋子

＊頭上

＊錫入リ

煤佛イ（御）

＊逡ミ（不）

進ミ出ル

凍ミ駄

進ミ行キ．ク
スタ

棄リ．ル

ズヅシリ

スッチャソチ寿

　ソ　《写声》
スツテンコロ

素謡倒と

ズドソと

湿地

脛

スプリソト

スプレエウ鳥5）

須磨ノ浦丸

＊墨絵紋

濟ミロ　〔訴訟〕

炭問羅

住吉紳趾

角力芝農興業等

主上ゲ小饗

立方

摩付ケ．ク

摺附木

揺鉢

摺寄リ．ル

＊駿河牛紙
スルメ
黛易

素涙人

＊スワリ〔相場〕

寸志

寸青6）

＊’寸珍

＊寸珍本

盛

製シ置キ．ク

焼場シ．ス

欄騰

政調

正員

青雲

清娩

勢焔

義援

生還シ．ス
　　いんの
静寛院宮様

誓願寺

素論り

正義賄人

正義名分

＊漁業

征軍

清潔

成限〔成規？〕S）

｛罰限法

典作中

＊製ダ芦申付ク．．ク

製作所（假）

生殺

生殺輿奪

静産〔不動産〕

舞散シ．ス

墾旨

精思

精綜

翻字

政治政略

＊誠蜜義塾

製紙人

蛋者

生受弘ス

勢州船

＊勢彊建テ
　　ぞう
清酒造

生出

製出

聖書

請田

＊溝賞

生殖

政事論
　しん
聖識

＊製圏

盛衰興腰

盛強引貢

盛嚢津沈

製圖器械

聖世

細々

整正

叢々

整々堂々

精選

井然

生魚

星霜（幾）

製造資金
　　　とう
製造駈簿（諸）
　　　　とウ
製造スル等
　　にん
製造入名

生息

繭賊

政談家

蓋置シ．ス

篇竹
　　じご
製茶膓

誠忠

誠忠誠義

臨調

＊精訂

制定（御）

　　まい
生徒（毎）

西土

政度

政統

1）随行官　2）英国職名　3）おしゃく　4）「末ロー尺ヨリー尺二寸迄」（広）5）「「スブ
レーウ鳥」～愚按二「カケス鳥」轟ハアラサルカ」（e）6）〔田に〕r寸青ヲ残サス」（a）
7）「陳蕃李贋等清議ノ党」（e）8）「家藤賞典蘇ノ成限ヲ改メ」（c）
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ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
督
　
孚
肇
風
動
徒
徒
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
學
所
　
　
駈
り
磯
回
　
作

　
製
総
費
戦
灘
南
礎
暴
臥
納
　
　
　
　
氷
氷
　
服
幽
妙
　
等
　
　
臼
　
藥
藥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繋
懸
優
形
器
総
譜

堂
鍵
舞
舞
南
南
魏
魏
爾
南
緯
波
美
費
幽
翠
製
兵
苓
北
瀞
名
名
鯛
盟
税
源
製
製
轡
洋
洋
洋
洋
洋
洋
西

川
青
征
興
亜
西
＊
西
西
西
＊
扱
精
贅
聾
＊
＊
磁
制
酉
☆
蕉
姓
精
誓
＊
西
＊
☆
盤
復
西
西
西
西
預
＊

　
萄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

風
舗
難
旧
式
　
路
　
娼
㈲
中
凧
角
回
り
　
鯵
旧
　
撚
　
顎
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
～
界
家
石
瞼
膏
爾
矢
蛸
炭
炭
蓄
蕊
取
石
筆
付
壁
獅
躍
如
油
油

洋
西
洋
抑
隆
政
列
簾
路
酉
ハ
．
輿
論
工
界

川
＊
西
築
盛
＊
整
寒
生
、
＊
製
螢
黒
黒
　
　
　
世
羅
＊
石
石
石
積
三
石
石
積
謙
卑
＊
石
燕
石
嚇
箒
責
石
石

追　　加　語　彙　　衷

夕陽

施財主

世事　〔激辞〕
ゼスイ　ト

劉蘇的敏

裁シ．ス

接過シ．ス

殺害ナシ・ス

論敏所

設教席

野饗

節敬

雲月

切歯シ．ス

拙者共

韮姦継

切瘤掩腕シ．ス

拙イ書

＊雪霜

雪隠

　＊～
　～（惣）

接纐着乎ナリ．

　ル

援饗シ●ス

切漸シ・ス

雪竹

窃盗犯緻

節婦

説諭相威リ．ル

＊節用集
　　ら
＊拙等《代名》

矯弄シ．ス

接懸

銭高

齢入

椀飯等

是非得失

施無畏閣

責苦

費メ立テ．ッ

＊セメンエソ
　　　　カゼ
＊セライ風S）

＊セリ嚢致シ．

　ス

芹野金山
ぜるびや

塞爾罠兵4）
ぜ　るまん
臼：耳曼圃會

良：耳墨帝

＊仙

前鴉

漸墜政治

先王

泉下

＊金科

＊全快（御）

仙樂

先麗藩

先學者

詮方ナサ

密事シ．ス

選管

前議

前韻致シ・ス

宜数シ．ス

前業

撰暴會

　～中

全局

選暴帖

撰癖人

チ金

髭君

全戸

セイ～セン

前後シ・ス

践行シ．ス

髭公

千石船

船司

専使（御）

全：旨

前蒔

載死者
籔事府「・〉

戦着

選販シ．ス

＊先脩
　　ばんぜい
千秋万歳

千種萬状

＊全書
　しよう
古癖　〔仏教）

馬溜

職事

髭上

盤総

譜状萬態

染色

穿蝕シ・ス

淺深輕重

☆全圖

全盛

前姓

前壷

閃々

　～シ．ス

＊戦線

專画歴縛
　そつ
扇錘6）

戦事事件

＊血脈＊

　　いわかどつぎたち
1）「石歯稜起」（c）2）清国の日除け棚

覇の官庁　6）うちわ

3）競合風　4）田田は塞爾維の誤？　5）濾
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セン～ソ隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
η

馨
席
　
淵
論
獄
中
諺
　
鰐
蟹
㈲
麩
麟
嬢
術

隊
態
濯
脱
地
誌
停
度
目
白
男
面
肉
扱
饗
萬
般
前
面
軍
職
恐
難
壁
亡
枚
萬
海
門
門
門
要
職
混
晶
面
面

船
千
洗
洗
全
煎
前
線
臨
戦
善
南
鮮
撰
鯛
千
先
＊
＊
船
前
職
燃
穿
職
チ
千
全
專
專
油
壷
＊
善
千
洗
穿

　　　　　　追
そ

醗シ．ス

＊添イ申シ．ス

　（相）

疎雨

双

漕シ構

層面）

話調シ．ス

増便

＊増過

面面所

購官

創面

購寄シ．ス

事局

樂窟

惣堂島ビ三

韓弦粗調2）

二戸

＊倉庫（御）

蒼皇狼狽
そうこ　し

面戸紙銭3）

操鰍慧

造作（無）

＊双ザラメ
　　かた
掃除方
　　　　　ら
掃除受負人等

掃除人

繰糸面

諭〆人ムの
ぐうじゆ

虚語シ．ス5）

造酒

槍衛

草書

＊叢書

総樗シ．ス

騒擾シ．ス

加　語　藁　　衷

堰上専内

装飾品等

早世シ．ス

造成シ．ス

増生シ．ス

＊草生地

早出

窓前

＊漫泉紀遊

翻心工學

掃倉大米6）

畢奪世界

早旦

争端

♪｝：相談仕り9ノレ

　（御）

相談ズク

遽：致

邊工手綾
そう

毒中

惣町

増重シ．ス

蒼天

藏匿

糖粕

糟粕三流

根場面

面寝

相壌渥

糖面割

面前（御）

訟訴

薙温

血士

爵武勇惇

素面論難

増補等

＊増補改寧シ．

　ス

絡務

双務

総名
　　とう
草木等

草木苗

桑楡

霜葉

桑葉
　らい
縛幽幽　〔仏教〕
　らいつレだ

総禮伽陀

争蹴

総理事務局
　りゆう

造立
☆総論

事論シ。ス（相）

争論ダネ
そえ

翻佳ミシ。ス

ソオサリズム

　蕪7）

曹達水

澄振シ．ス

側隠

驕員

賊魁

息金

属國省獅

＊纏回

虫進シ．ス

俗批堺

賊地

＊促迫
ソクバクずつ

若訓導

違暉

速了

測量中

興量等

測：量學

属隷

底で　　《接》

ソコソコに

＊疏菓

ソシアリズム蕪

楚囚

訴訟外

素知ラヌ

素心8）

震疏

塑像

粗朶工作

育チ

粗知シ．ス

素地

卒爾

率先

袖（両）

外書

外論
ソト　モ

外面

備エア凱リ

備替工

＊備工米

血潮餅〔供餅）

蕎饗屋

素服

素振り

虻田ル

染上出シ・ス

＊融合

＊室豆

夫ノミナラズ

　喉》

粗霞

1）ルビヂこそ〉」2）ルピ「しゃみのこえざれうた」3）満國家庭教師の謝礼4）ダ惣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こくけん
広めて八百圓」（c）5）〔鹿に雪花菜を〕椴げ與ふれハ群來て暖疇す」（c）6）「斜見大
米」の対　7）歓会主義党　8）「玉秒」の項参照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　214



湖論シ．ス

村馨

存意

村堰

損札

遜志

鱒者（某）

奪稔

奪繕シ．ス
　そう
奪崇シ．ス

村入費

損晶

尊慮貫徹
　もう
損亡

損毛歩合
　　ちゆり
村落中

醇覧

存留シ．ス

タアアキン号

　　　　〔船3

大乱

　＊～

　＊～先生

頽委シ．ス

　　　　ば
第～観業揚

第一議案

第一銀行

第一後備軍

第一次會

第一小隊附

第一下肥

第一聯隊長

第一會

大異攣

封映シ．ス（網）

頽落シ・ス

大會シ．ス

＊大海上

大工

追　　掴　　語　　彙

太學〔清国の〕

大二二f：

太良遊士〔職名〕

大慶高屡：

大慶高櫻

大科目

代替リ

大關係

大飢謹

退却シ．ス

大嫌イ

大工小騒

＊第九十五國立

　銀行

退軍中
　　こう
大群蛭

帯劔シ・ス

代香

＊～

＊～致シ．ス

代雷委任

大鼓（オ）1）

帯理三…

赤出

＊詰合
たいこうきゆう

太后富2）

＊大講談莚

大豊帯

＊大幸福

大好物

大國（沓）

大黒

＊第五十七國立

　銀行

大根先生

大災

滞在ナシ。ス

＊大祭日

滞在H當
第三甲3）

第三項黛

第三策

＊第三十五國立

　銀行

第三十三國立銀

　行

＊第七十四國立

　銀行
　　　　せん
第三十四籔

第三二三薩

第三讃三

二三方面

大字

大三業

第三匪

大失策

大失敗

太子堂

☆貸借上

泰宗寺

第十照四

望十四大匠

第十八銀行

＊第十八國立銀

　行

退縮シ．ス

退縮減却シ。ス
だいじょ

大序

待招

＊饗症

表

　　とう
大小等

代償
　じよう

大旨　〔職名〕

退職シ．スa）

退職悲

大溝紀事

大尽麗麗り

大館

郵数歯

＊代敷書
　せい
大族

＊大正漢語字彙

大勢論

大施餓鬼

大節

　～（毎）

☆大猟

泰然

手職交璽シ．ス

大暦に

大賊

大ソレタ

大謄

大圏圓

代勉

体中

代賃

退庭シ．ス

大窯涙

（（達））

＊大士野奥

大統領中（諸）

大統領舘

ダイド号く船）

胎内

第二階
　　　　げ
第二鋤工鵬

ソロ～タイ

第二銀行

第二甲5）

＊第二國立銀行

第二次會

第二次讃愈

第二師範學校

第二十三國立銀

　行

第二十七番銀篠

第廿大回

第二讃會

第二分局

第二分局長

＊大野5）
　　　ノごり
大ノ字形

頽敗

＊大博四

三泊シ・ス

＊太白豆

第八厘

＊第八十五國立

　銀行

大般…蕎纏等

貸費

大尾

大悲況

＊貸費生徒

貸費病者

＊第百一國立銀

　行

＊第百十五國立

　銀行

大病院（奮）

退避離遁シ．ス

☆貸附シ・ス
だい

二階

1）たいこ拷ち2ジ「曲玉九年に＝矢主堂を藪ちて太后宮をあらtcめ建る時」（e）3）科
挙の位，「第一甲」は第3表にあり　4）辞職　5）fO黒炭油一箱大捻三軸三十銭○中捻
三圓二十銭」（物）
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タイ～タン

大弓餅

大不景氣

大佛殿

大回胤

F隊兵

太挙海郵便漁船

　會二

大二更

・大砲打チ方等

大豊作
タイマソ

松火

怠慢シ．ス

．＊ダイ・マント入

　リエ）

プ（名（オ）

ツ（名育チ（オ）

・＊大門藥

タイムス新聞

退名シ。ス2）

体画

太悶着

・大愚
だいゆう

乃二二舎
』大工

＊大來就

・ZFラカ

・代冤（御）

＊代理店

滞留

＝大倫

大藤

第六大隆

多淫

堪ユ遣り．ル
タ

殊エタマイ．ウ

倒レ木

＊蕎氣3）〔相場〕

高崎縣令

高崎分二丁

＊高潮

追　ijn　語　彙　表

高飛ビナシ．ス
　ね
高直待チ

高張挺灯

二二

高彫リ

高宮棘甦

他三

豊キ上ゲ．グ

焚出シ等

等出シ慶

抱キ取り．ル

焚火ナシ．ス

他二

五麹旅客

他薩

琢シ．ス
たく

礫シ．ス

＊卓三

二善會
　とう

三門

巧ミ．ム

内匠二

四鳳シ．ス

卓立シ．ス

蓄工得．ウ

貯工事キ．ク

贈エル

竹工金

穴氣競べa）

武田菱
　　うねめのしよう

竹中采女正

竹中丹後守
　　ない
竹橋内

竹橋事山

口矢來

竹槍

猛り狂イ．ウ

他界下
た　こ

紙鳶

華華

多産

多士

出シ呉レ・ル

出シ遣り・ル
たしコか

髄（不）

他生

他將

タジロギ．グ

＊打診圏惣

町数人民

助ケ・ク（縮）

扶ケ乗セ・ス

携工蹄リ．ル

尋ネ方

塔ネ繊シ・ス

＊尋ネ成シ下サ
　　　　オ　レ．ル（御）

尋ネ來。ク

職イ．ウ（相）

戦イ得・ウ
　くぐ
盤潜り

漂イ行キ．ク

崇リ

立會イ奨レ．ル
　　あずか
立チ驕り．ル

立所に

立乗ジ．ル

立働キ．ク

立話

＊立廻リ米

‘1）ダイアモンド入り　2）除名　3）「安気」の対

16）r察してたべ」（c）　7）食べ終るの意
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立寄リ遊バシ．

　ス（御）

達シ相成リ．ル

達シ置キ．ク

　備）

脱走ナシ．ス

腕走組

脱走力士
タッチユウ

塔頭
脱出シ．ス

爾ビ．ブ（相）

龍巻

巽

＊雄風

奪了シ．ス

立テ5）

建網

立替金

竪切り

＊立手形

＊立相傷

立テ通シ．ス

他門
グアゾコ

掌

準婚少警三

田遽陸軍中佐

谷口少書記官

谷少將鴛

谷森宮内少書記

　官

他人行儀

麟沼邸（薔）

種（御）

二二
　び
種臼

種物

樂ミ（オ）

樂ミ待チ。ッ

4）背競べ
　．．．一た．

5）r立てを撞く」（c）

樂ミ行キ．ク

頼ミ置キ．ク

頼ミ巾シ．ス

煙草專捌

度毎

旅路

旅立チ

他夫

二夫

他剣提

多分は

給＊べ．ブ6）

給べ了リ．ルリ

他二人

弛邦人民

多賢塔

＊董紅

玉測上水

蓋突i塁

　＊～

　～等
　たよのうら

＊遜浦回
タマがウキ

玉箒

玉量

＊溜夢米
クメ

例シ

溜汐

他用

手審リ　〔頼〕

便り行キ．ク

手弱シ

堕落シ．ス

タラシ込ミ．ム

多羅葉

＊樽入ジ

誰彼
　オロい

丹櫨

　つ



　ぶち
貸越

探花　〔科挙）

短靴用

談會

弾道シ．ス

歎言

短見瀕規

囲子

男工

　～ら

　～等

断紅

軍行限保三）

炭坑会

探索方職名〕

短縮

端所

＊濫櫨
歎賞シ．ス

誕辰

・探知シ．ス

丹鼎2）

搬當吏員

段取リ

旦那様

談判中

軍比例

丹楓

反別（醤）

旛保シ．ス

探訪

探報

謝陽3）

軸力

弾力

談論

談話論述シ．ス

森
窃

＊チイブル号

露量

致忌中學校

知恩院

近ヅキ難シ

＊近廻り新米

＊近廻り米

茅萱

＊力付キ．ク

逐号

畜生鞭

逐條審i議シ．ス

築造法

逐年

竹林

＊竹林褒

蓄類
ササ　　とう

知縣等

＊治罪法

地質三家

麗酒苺

追　加　　語　彙　　褒

尊卑〔清朝職名〕

治衛

＊地稔
　　ら
知人等

＊地仙“）

馳走（御）

馳走仕リ．ル

　（御）

地租改正科長

地租改正濟

遅速

飛繰リ合イ．ウ

＊串縫

＊血ノ道

千葉院　〔寺〕

中軸〔清朝職名〕

現房

窒扶斯熱

治法

螺方官等

地方管下

地方事務

地方物産

治民

治務

致命シ．ス

＊地名字引

茶色

蒼爆シ．ス

着港シ・ス

嫡予外

濠津

着船シ・ス

＊嫡孫

＊茶三所

茶漬
ふるい

茶飾

茶焙ジ

茶屋遊ビ
　よう
茶葉

茶碗酒

宙
ちゆう

丑　〔十二支〕

中外人

＊中學

中皿正

＊中下

　3）端午
6）「大捻」参照

中古

忠岱杜員

＊中極上5）

稠姫

忠士

島式

旧観臨検シ．ス

中秋

＊稠衆

中書〔清覇職名〕

中暑

甲状

＊中上

中少尉

＊中小學用

忠信至誠

中世

忠正

帯革

忠節

蝉茸
　　だわら
＊中優

圏蜘シ。ス

鷺蹴猶豫シ．ス

中等

中等種族

＊中二階

中肉

＊中捻6）

中屡シ．ス

叢泊

　～（御）

忠憤
＊中磨キ〔蝋〕

稠密シ．ス

＊注文下サレ。ル

　（御）

タン～チユ

＊注丈瓜
　　エンカク
柱梁橡柄

忠烈

駐輩シ．ス

☆i賊7）

　　おん
＊鷹（御）

朝シ。ス

諜ジ倉セ．ス

蝉茸

調印ナシ．ス

懲役所

朝恩

長靴

　～用
　かい
彫繊s）

＊超過額

長久永正シ．ス

長川

牒合シ．ス

彫刻師

彫刻銅

彫刻銅器

挑唆

　～シ．ス

調査委員

朝三；欝四

張翅

聴耳

徴集手當

超衆披群

鳥獣独

学訟類例

寵辱

重深

1）「軍行限保の政策」（e）　2）陰所
（広）　　5）　鞭言由，　「中」二」よ　り上等

姦凱，　もよう，　ぬ㌧、とり

4）「玉樟，素心，密蝕の地仙を列し」
　7）「重蜜の帖にして」（c）　8）績
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チヨ～ツノ

町藪

田税等

朝鮮園山

吊購シ．ス
ママ　　　　ら

町総代等

町村會
　そん
朝餐時

長翼

長帯

＊長短靴

喋々喝采シ．ス

蝶々懸

提灯持

長傳寺

長途

丁半

調度課

＊調度掛．リ

帳錦イ

貼付シ．ス

町歩

長風

鐸複視

張本

頂門

岸壁法

＊朝野新聞証

貼用法

重利

革茸

謁理　〔整理〕

　る彫鐘物

調練

長腺　〔年号〕

長六橋

直諌

直記シ．ス

追　　加　　語　　彙　　表

直叙

直税

勅奏任官

直達シ．ス

直達遙霧シ．ス

直報

直論シ．ス

著述シ．ス

著述家

著書（新）

　　ちゆう
＊著書中

賄噛金

＊属僚濟ミ

＊治癩丹

チラホラ

チラリ　《副》

治鳳興廣

治働存亡

散リ果＊テ．ッ

地料牧入

智力的

鎭麗シ．ス

賃鷹シ．ス

　　　がん
沈魚落雁

枕金

珍押型獣

帯言シ．ス

陳告

賃仕事

　～シ。ス

鎭守（惣）

黒帯美味

＊珍種

珍書

賃鑓蓑

鎭導管

鎭毫螢所

鎭璽長嘗

＊沈蔭シア洗り
ちん

鷲毒

珍聞

　～（一）

賃餅

陳羅シ．ス

陳列品中

＊追全能懇

追認シ．ス

序デ．ズ

通ジ竃キ．ク

通運シ．ス

通過シ終り。ル

＊通解

痛悔致シ．ス

不興洪歎

通客

＊通今生

通義

通好シ．ス

蓮差

通観シ．ス

通商上

蓮常會期

＊通常早替

通常規則

逓常経費

通常人種

通商成法

通常手紙

逡常文

通商法典

通常禮服

通儒委員中

通二手緻キ

通信報告シ．ス

通論使司1＞

＊通俗

通洞シ．ス

通判〔清朝職名〕

通報

痛論切書シ．ス

遣イ尽シ．ス

＊邊＊イ成サレ．

　ル（御）

遣イ彿イ．ウ

遣梯イ方図

遣物イ残金

ツカエ2）

掴ミ合イ

津輕越中守

津輕邸（薔）
　つがん
＊通町覧要

月サソ（オ）

＊付キ．ク（相）
つき

尽シ．ス3）

附合イ

突合イ．ウ
ツキアタ

衝突リ．ル

突落シ．ス

☆纏替工．ウ

突崩シ．ス
つき

春米屋

築地囁裁判駈

築地電信分局

附添イ

附添工行キ．ク
つき

衡立チ．ッ

縫立所

十四賃銭

年月シ．ス

月ノ障り

次ノ間

付纒イ．ウ

月見堂
　つ＊下局e）

筑波号

＊造込ミ高

作り出シ．ス

造り人

造リ物

附ケ來リ・ル
つげ

柘

附ケ込ミ．ム

告ゲ知ラセ．ス

＊想出シ

附ケ狙イ．ウ

津田大幸慕

槌

土汐

綾キ．ク（梱）

筒口

繧ケ檬

突立チ上り．ル

包ミ方人央等

包紙
ツ　ヅ　レ

鑑縷
ツド

集イマシ．ス

集イ來．ク

勤メ績キ

繋ガリ・ル

繋ギアリ．り

＊繋ギロ

角心立チ．ッ

募り來リ．ル

1）清朝の職名

局

2）「つかへ＄し」（c），さしつかえ。　3）「尽せぬ縁」（c）　4）津電信
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澱レル

輝刈

埣刈患含

無数

積合セ．ス

積移シ．ス

積置キ．ク

稜邊：ジ

＊積切り瀕船

積立錐

積飽べ．ブ

積残り．ル

稜載セ．ス

＊積松茸

爪（御）

謡メ鷹ル
リめ

捲印

錦切リ

詰メコミ．ム

＊観護鞭
つら

釣

　～得．ウ

釣合イ．ウ

釣蔓等

釣出シ．ス

鶴屋八幡

蓮レ來り・ル

連レ添イ・ウ

乎（オ）

藤壷ネ〃

出合

手荒
　ら
丁等i）

　　　　　　　　追

　　莚　艇〕
　　郷衛2）

　　提起シ．ス

　　　＊定期預ケ金

　　題額
　　定隈（無）

　　　＊提綱

　　抵抗論

　　帯囲政麿

　　体裁（不）
　　てい
　　綴字
　　亭圭殿（オ）

　　亭圭殺シ

　　定準
　　定準旧格

　　挺身

　　魎邊
　　　＊逓途賃

　　定則シ・ス

　　定測通り

　　邸宅詰
　　　＊手痛ミ筋

　　体裁
　　停湛シ．ス

　　誤長

　　螂重

　　定度

謄3喩事等
　　了道台3）

　　泥潭狼籍

　　泥職シ．ス

　　低尾曲從シ・ス

　　定名4）

　　海門
　　締約會友

　　　＊提要

　　手掛ケ（御）の

加　語　彙

患藤野シ．ス

手形

　’＊N

　＊～等

手堅シ

敵シ難シ

＊繊來申シ．ス

適意

摘採

薪塞

手疵

☆適度

的當

＊繊密直

＊摘羅シ，ス

手管

手配り

　～ナシ．ス

手ゴメ

出作

手数料等

手代共

＊手出シ入

手助ケ

出鱈目

＊徹雨

鐡罎
てつぎ

　　　　幅麺》的切り

二二

手付金

鐡秩6）

鐵索

鉄大綱

鎮腸

鎮道局

口

　ばつ
鉄鉢

☆手彊シ

鐵欄

手鍋

出刀庖丁

無風　〔書風〕

手袋

達識セ
　マお
手様シ．ス
テミジカ

簡容

出迎イ等

専男
　てり
＊照

＊照込ミ．ム
てり　は

照葉狂雷師

デルビイ揆

手練

天淵

天下

典雅簡稼

業毛

織火回

蓼繍醗

田闘

藤壷

電氣信線

審狂

暴敏　〔布教〕

傳教師

天爵
　　さく
＊黒髪謝

天選差：

韓借シ，ス

韓宗シ．ス

密漁シ．ス

余習駈
てんじゅ

法螺シ．ス

　　　　　　　　2）郷衛二国のみだらな音楽　3）了ほ人名，逆台は朝清の職名1）準乙丙了の，丁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）妾　6）ビスvルク「魯國入民ハ自鎖ト墜抑トノ定名ヲ判セズ」（b）
8）ギ地傭」の対　9）清国のH除け棚　10）清国家庭教師の謝礼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　219

　　ッフ～テン
でんしゅん

＊田唆7）

天象

典章

纏統シ．ス

傳承シ．ス

諸職

電信公法

電信私報
てんしんてえる

天津爾

天津道台

離籍

＊天仙s）

傳染シ來り．ル

繊地高

黙綴シ．ス

天盤

天和　〔年号｝

轄入シ。ス

天女

天人

＊天然諭
　ぱ
傳播

　～シ來リ．ル

天緊

縮播流布シ．ス

燈影
　ぶん
天文　〔年号〕

順補シ．ス

天象9）

天保鑓

霞棚鑓10）

天保年中
　ぼく
顛魯シ．ス

天網

田野霞丘

展覧會

　　　　　4）
　7）駿は饅夫



テン～トウ

顯利

田里

天龍　〔軍艦〕

＊天龍舘

傳縢〔清朝職名〕

傳話

＊トリ

度合

投網浸

極位

問合セ（オ）
　　オ　トズ
問イ音信レ’。ル

問イ掛ケ．ク

訪イ來．ク

問イ尋ネ．ヌ

ドイツ　（（代》

猫逸公使舘

猫又宰相

問イ詰メ．ム
　　　かた
＊閃家方

陶

搭ジ．ズ

トウ

ドウか
ど　う

芳
》

感
副

〔
〔

弼越しても

堂（御）

働シ．ス

棄亜

＊同位

蕩侠

同一心

＊唐糸

同院

燈影

追　加　語　彙　蓑

岡騨外

踊山鳥

當夏

凍踏

面貨（蕉）

頭蓋骨傷

東海鎭守府

等外吏

＊下野
　　へい
銅花瓶

道観法親王

動議者
　　とう
等級等

嗣求就

同行

東京馨學校

＊東京外野語學

　校

東京監獄

東京警視巡査

＊東京師範學校

＊踊共証

＊東京簡激

i司業商薮

☆東京女子師範

　學校
　　しょじぬくかノヒド

東京書籍館

東京人民

東京数甲子杜

東京タイムス

東京二塁螢附キ

同業人

＊東京本店

問局
とう

懸愚2）

東隅

事忌

高家（御）

稻茎

同形状

統誹蓑

　～等
　　　ぼり
＊當月限

刀剣等

桃源
とう

講轡

＊剛蓬

同意シ．ス

問考官3）
　ちゆう
隅野中

＊當坐

當歳

投難

東西京

藤細工

東西単三シ．ス

東西洋

倒産
　　ばし
蓮三橋

唐紙

冬時

圏宇

挙止

導師

＊全氏

＊同志シ．ス

同混ナシ難シ

東室

堂農米商仲間

lift〆（新）

＊當三

国寓

投射シ。ス

頭首

島圭

腰髄

筈酬費

投宿

同宿三

岡種類

當春

＊東巡鋒

＊當廠

岡場

同状峯）

岡瘍掛リ

等象儀

醐商業

動植
とう

撞鰯シ．ス（相）

動植鑛物

＊等親

蕪入

鋳同人粧
　　　ぼたん
＊欝欝鍮釦

同水〔その水〕

同機

東征

固姓

悼惜
とうせつ

楡霧
とう

膨面5）

蕪戦
　せん
當藤

織前

欝撰状

銅像

盗賊業

盗賊些些
　だい
凍簾

同隊

碕知　〔職名〕
　　たい
問地内

頭中

脚柱

蓮中双六

島長

囲敵免歌

劇殿

倒投シ．ス
　とう
騰踵シ．ス

陶鋼磁器トモ

東蓮主人
トウ

藤菜

東南舞

＊當任

＊全人（前）

討幕

銅版

＊銅板

単解

＊凍氷商愈

同晶
　ふ
童泌

岡風歌集

岡腹シ．ス

動物會

＊動物学

動物舘（奮）

動物舘門

豆腐屋

箸辮シアタイ。ウ

答辮シ置キ．ク

菓方

1）塩，洋銀相場などで，「五俵七ト」「六ナニ匁四F　一一ノ」

の職名　4）「人類同獣ノ携歩」（b）　5）陸は，けわしい

2）懸は，おろか　3）清朝
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東邦

同朋

隅胞兄弟

胴骨
　みよう

同苗

燈開璽

同盟銀行

＊二二舎

東門

騰躍シ．ス

綱油

同憂

二葉

二丁

胴慾

二二シ．ス
ヶウラクムスコ

遊蕩息子

道路圃

討論審議シ．ス

討論弁議

＊唐綿

通シ人足

通り抜：ケ．ク

通り町
ど　か

土下1）

渡海シ．ス

ドカドカと
とがめ

科目　　繕〕

土宜

設キ鍮シ．ス

設キ示シ・ス

読キ勧メ・ム

時門門

読キ伏セ．ス

土境2）

門経

　　　　　　追

風御史等〔職名〕

途切レ．ル

讃3）

凋一

心ヒ偶人

讃過シ。ス

護會規則

得宜の

徳義

特許シ．ス

得業階5）

特権儲）

縛灌二三

猫宰シ．ス

濁江政治

特二

二山

雲二

二書シ．ス

徳江寺

得色

護書勉強

得心ナシ。ス

法人〔ドイツ人〕

篤信者

得々然

特派

置捨

特胴休畷

＊護本

特命全権公使

精命二二辮理大

　三

徳絹

猫脚擢

解ケ易シ

途ゲ．グ（相）

カR　語　　彙　　表

＊解ケ合
　　　まい
＊解ケ米

土雷
とこなみ

床次検事

侮所避病院詰

床店

＊土佐上飾

トサマコウサマ

外様國主

＊年柄

一所

ドジ誕ウ〔魚〕

年若

土人寺

度数

怒勢

土石二

二読
　ナあん

徒跣シ．ス

土葬

土俗

土i墓際

ドタバタ騒ギ

土地柄

土地ナレ．ル

土着

ドヅカリ
とつくにぴと

外國人

トヅコ6）

ドヅコイ《感》
とつしよう

鴫笑

濁歩

届キ象ネ．ヌ

1奴鳴リ立テ．ッ

怒鳴リ附ケ・ク

隣村

殿様

曲馬

圏版　〔版図〕

飛入り

飛表リ尽シ．ス

鳶人足

土蕩事件
ど　も

土府7）

土塀

十方面〔途方〕

無法

土崩瓦解シ，ス

土木局

土木局長

戸繭

當岡郵便局

富韻少書記富
　とめ
＊留3）

＊留置欝僑

野帳　〔控帳〕

留傷

共稼ギ
ともがら

華

伜イタミリ．ル

供待チ灌

富山警察暑

窟由病院

都醗

＊豊橋局

トラソシトワア

　ノレ9）

販上ゲ見ル

販級イアリ．リ

＊販扱串シ．ス

聴器所

取扱手順

トウ～トレ

取λレ国社

取り獲．ウ

取行イ來リ．ル

＊販落シ

取りカタ付ケ
　（假）

取崩シ

販組
　　　　とう
取弘布三等

取鍛チ

販始末

取調べ中（御）

取調ベル
　　　けんみ
取謁べ検見

取調人

揚棄テ．ツ

丁場マシ．ス

取立等

取＊立テ得．ウ

販立テ象ネ．ヌ

販立掛り

取置メ．ム

＊取次駈
　の
蝦除キ。ク

＊測算相弓

取リヒシギ．グ

販戻シ能イ．ウ

ドジャ　憾》

採夢養イ・ウ

＊斗：i詮

取寄セ．ス

＊取渡シ

土耳古人中

土旧格政府

取レル

奴隷心

　　　　　　ボンド1）　「’P聾一万五千§ヒヲ土下二L埋メ」（e）　　2）　ニヒをま，　　トノレ：r

〔題譲〕

6）r一件をトツロに取って」（c）　7）土は，　トルロ
9）txansitoire一時，仮の，　rロワトラソシトワアル」参照
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トレ～ニシ

奴隷人種
トロカ

鋳シ．ス

屯集シ．ス

＊トソトンエ｝

ドソドソ《琵U》

鈍筆

屯兵
ゑんま

頓閉

内外國人

＊内外兵事新賜

　局

内タト騰i（奮）

内閣回議

内閣宰軍

内閣大臣

殿局

内決

内鍵旛
内國三

内國製

内國紹

内聞品

内事　〔内政〕

内醜

内燐

内樋課

内葬

内地雑貨

内地製贔

内庭i

内廷課

内殿

内密事

内務少書記義

疏約定

追　加　語　奨　表

＊苗

＊直り
ナが

懇雨
　　　ども
仲買入共
　かみしも

長上下

流シ放シ

流シ環

＊中障子

長咳＊

長旅

中手

中村少書記官
　　ア　ル
詠獣行キ・ク

詠メ榮工

流レ寄り．ル

泣キ
　イダ
泣出シ．ス
ナギ

薙ル　〔足を〕

泣顔

泣叫ビ．ブ

泣付キ．ク

泣止ミ．ム

無＊ゲ2）

投鑑シ．ス

＊投注文

無氣ナシ《名》

＊忍人

＊投米

那國3）

　　　　しようゑ
＊名四屋生獄

情（御）

情ケナ4）

爲＊シ終り．ル

爲＊シ玉ワリ・ル

爲シ易シ

幅員
なだ

洋

名題

夏モ

ナドて

七葛籠
なにがし

某屋
＊偲サマ

何マレ　《翻》

侮領

難波紳下

野キ初国．ム

名札
　＊～　tl

　＊～（御）

生瀬

生木
ナマぜキ

生気

生盤

鯨殿

生反別s）
　　なか
ナマ中
なぼ

生メキ．ク〔艶〕

生醇

ナマヨミ6）

鋸

ナマリ．ル7）

波風

＊並爲’替

＊並仕立

＊並董

波除ケ

波除ケ堤

井ビ．ブ（相）

双ビ出デ．ズ

双べ掲シ．ス

並べ立テ。ッ

形リ

戚ザドリ．ル

成ジ丈
　　　　　　むち
威轡型シカツ持

馴レ（不）

イ醇とか

　たぶアぶん

＊草分8）

軟滑

南京米

軟疹
たん　ミ

里子9）

南巡

　～中

難症

何様

南西海
ナング

涙

ナソタラボゥ
　　　　　　　　シle）

　　　　　　　縫地

　　　　　　　南殿
　　　　　　　荷蒔

　　　　〔卵〕　＊納戸無地

　　　　　　　挙々

　　　　　　　噛々

ナムカラタソ．南鱗，

　ウ　　《感》　何番田

榮飯　　　　　　難風

納屋頭　　　　　何ボ　　《副》

＊納屋米　　　　　塗込
ナヤマ

疾シ居・レ　　難問シ．ス

＊納足回　　　　　軟輿

に　あ　ゆ

煮香魚、

新潟詔令

新潟新聞局長

新潟奉行役：駈

　（蕎）

新嘗祭

婁壷麗

沸湯

＊匂入り

二子

＊二階附キ

☆荷爲替

握リ詰メ．ム．

　　じさ
＊肉食
ニゲコしハ

遜｛半

里ゲ込ミ．ム

逃ゲ延ビ．プ

ニ港

二五三五魅
荷季存工

二叉

二三品

虹

西蝦夷地

西大谷恥

西河岸商業愈社．
　にしかぜ

☆西風
　　てん
酬；賭

西少佐

＊西ノ内　〔紙）

酉ノ肉擬暫（葱）

西ノメL

西ノ座下強査所：・

爾村大書記宮
に　しめ

煮染

十五座メキ。グ

1）欄で，終殖2）r人硫げに」（・）3）「那國ヲ問・・ス」（・）どの溺4）幡撫．
や」（c）5）「但六尺撃丈簸生反別」（c）6）「なまよみのその甲斐終よ」（c）7）腕がな・
まること8）分数9）いなごの子10）rナソタラボーシ・・柿ノ種」（・）11）西総購
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＊ご十懸家

獄朱金
　　さメほ

こ小馬

継漁

二大器
　にニだら

婁欄シ・ス

．二地

目月

＊日限二三

臼隈中

H常外
乳土　〔曜貝〕

　　せまとく
海用尺駿

幌糠交

荷作リ

日光由

日光山誌

寧日就駐

・＊印錯

・臼進

日蓮艦

口承

昌盛棲

＊日表

耳環運轄手

二等官

球等機駅手

．二等三等練瓦

二等賞典

二等厩

二等道路

二等秘書記

携イ込ミ・ム

ニ爾1）

二人扶持

ご年子

ニノ腕

ニノ次

二馬

二八2）

二藩
　　あホない
＊二番商

＊二番出

二分置

祷船

＊二全

日本外史
　　かいだしべ
日本海内

臼本銀貨

臼本工衛上

目本鞘
　　さゆじ
臼予算

臼予習字解

目本商館

＊碍本敷記

＊日本地誌

日本地理

臼本博覧飾

臼本物品

追　　加　　語　彙　　表

日本貿易事務官

日本交字

国本列晶場

祷物賃銭
にやくひ

藩非　〔仏教〕

入學規期
に　　ひ

丹生川上紳社

入曽シ．ス

＊入札

＊入札規姻

入札携イ

　☆～

　＊～致シ．ス

入寺シ．ス

入牢

＊入府金

＊入津米

ス艦シ．ス

紐育トリュビュ

　ソ　〔新聞〕

聞事シ．ス

女菩蓬

如夜叉
　　とこい
船難唄〔仏教〕
ニ　　フ

白眼ミ．ム

瞬ミ附ケ．ク
　りよく

二軸

＊庭石

＊庭井戸

二和賀

薩口
　　つら
＊庭面

＊庭向キ

任ジ置キ．ク

認可承諾シ。ス

小壁

任期例

　～中

人聞干与

入間種類

入電3）

娠下中

忍耐等

忍耐強歩シ．ス

認定法

難閣令工．ウ

抜キカザシ．ス

脇ギ捨テ．ツ

抜キ放シ．ス

抜キ見ル

扱ケ通り．ル

脱ケダシ．ス
　　くら
盗ミ喰イ．ウ

盗ミ去り．ル

盗ミ臨シ．ス
めた

縮　〔食晶〕

＊夢裏折り

＊沼津局

塗付ケ．ク

塗物

＊ヌノレジ〔微温〕

＊直合イ

姉サソ

ネエビゲチソグ

　リユウテナソ

　ト4）

願イ．ウ（相）

　　にく
願イ悪シ

願イ競

願イ人

韓根掛
マグロ

葱鮪

猫撫聲

寝込

＊直頃

捻ジ倒弘ス

＊鼠辮慶

＊鼠六一太
ねた

嫉サ
ね

直違イ

熱慧

熱信シ．ス
　　こく
子ノ刻

＊ネパリ

根引

ニシ～ノカ

舐ブリ．ル

蝉吟

疲物語り

猛イ寄り．ル
　ねりぐすり

＊煉藥

年貢（御）

年穀

年歯

念珠

年少望長

年度中

年番
ネンビ

念櫛占暑

＊ノの
のう

噛　　　憾》

濃5）

魔軍導

燈學生徒

＊農學纒濟

難技

＊農業新書

農藝化學科

＊農工雑誌

＊農工鮭

嚢霞
　　じお
能少卜燈

農書

＊農瘍雑務

納租

農桑

納葎シ．ズ
ノウテンキ

臓天機望筐

農兵

農務

遮レ難シ

1）詩経の篇名，周南と召南と　2）「1八の花を乎折りしユ」（c）3）「當初入欺ノ隅一

ナラサル」（b）　4）海軍中佐5）堀場用語，「ト」参照5）「濃二央ハス…襲工流レス」（d）
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ノカ～ハツ

脱レ行キ．ク
のぼ

櫓端四

過シアリの

残り惜シゲ
の　し

璽斗

ノシ掛り。ル

婁斗目

野津長官

＊三紋セ及ビ．ブ

＊［；余キ㌔ク（相）

場ζ望ミ　閉り．ノレ

ノチゾエ

後妻氣坂

野1長
のつびき

退引シ．ス1）

罵り合イ．ウ

延ビル

＊延ビカネ．ヌ

伸べ，ブ

野邊誇り

昇り玉イ．ウ
　　ひよ　り

登り臼利
　　　てマ
飲喰イシ．ス

呑ミ過シ。ス

飲ミ干シ．ス
　　ムダ
乗り來リ．ル
のり

糊シ．ス

乗移り．ル

乗掛り．ル

乗込ミ

乗回シ．ス
　ノ　ン　ド

☆咽喉

蕩（各）

揚（爾）

＊バアス一三
ハ　ア　ト

胸懐

追　　加　　語　　彙　　表

ハアバアド大州

校

ハアブル貿易商

　會

廣2）

混一護シ．ス

壷便額

拝観入衆

腰棄

壷勲等

責脚高’

買求シ．ス

敗算シ．ス

導師

廣止シ．ス（権）

配麹シ．ス
　いじ

培滋シ．ス

舞借地贋

買取シ．ス

品玉色

　～中

陪食

陪審

倍臣等（懲）

排泄物

輩族

胚胎シ．ス

鰍幣シ．ス

配達入

　＊～等
げいたよう

貝多葉

群弛

旧地

焙茶事
　ちゆつ
塵黙1

＊酉蟷金

梅毒院

ハイド遊園

壷買條約

＊壷買帳
　ミ
壷買仲間

黒鼠歩合

＊壷買米

杯盤

塵物

配分引例

敗報

舞命（新）

廣免

壷弾子

酎與

＊培養法
　ろく
販麓中3）

排論シ．ス

＊馬鹿〔野菜〕
はがき

端書郵便

馬鹿ゲル

馬鹿観シ．ス

馬鹿正直
バ　カ　セ

繍刀

捗々シ

量り
はか

議り．ル（梱）

　　　だカし
＊馬關高

穿キ．ク

＊轡師

萩原少軍盤

醜
はく

駁

縛シ表リ．ル

幕下
はく

駁却シ．ス

白骨　　　　　　　三所闇々

堺町シ．ス　　　　走り毘デ・ズ

　　　　　　　　じるし舶載贔　　　　　ハ印　〔記号）

白1ま麟甦　　　　婆心
　　　　　　　　とう
葬車　〔拍車〕　　蓮群

薄少繕成り．ル　蓮綜織

白人　〔西洋入〕辱メ
　　　　　　　　ハ　ゼ
白水軍人4）　　鳥臼樹

白革人種　　　　馳セ集り・ル
はぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

襲中　　　　馳セ下リ・ル

白丁　　　　　機織

白頭翁　　　　　旅籠代

＊博物圏　　　　旅籠料

＊博物圖読　　＊肌寒シ

＊博物博士　　　＊畑地等
　　　　　　　　なか
＊博聞就　　　　畑中

剥落　　　　　　　　＊働キ差上ゲ申｝

博覧禽計局長　　シ・ス備）
　　　　　　　　　　ざり
白煉瓦　　　　　＊八月限
ハゲアクマ

禿頭　　　　　　八旬念佛

凋子野戦　　　　八十石積

箱舘奉行　　　　八十將：
　　　　　　　　　とも＊蓮ビ．ブ（相）　　輯録催…共

雑屡　　　　　　八幡蚊緩

羽衣　　　　　　ハツ〔魚〕5）

橋（假）　　　　髪
ハシオ

端折ジ，ル　　機弘ス（梱）

＊始メ．ム（縮）　・ミツシ・ス6）

創メタマイ．ウ　＊畿會

橋本掌典　　躍起シ・ス

馬車罵　　　　　扱群賞
　　ちゆう　　　　　　　　　はっけ

馬車中（御）　　　八掛　〔八卦｝

馬車会（御）　　☆畿顯シ・ス
はし

著休メ　　　磯航弘ス
ママ　　　みも

馬車道　　　　　☆蛮行條例

派出公使　　　　＊蛮行本陣

波上　　　　　　梼磯行元

　　のつびき
1）「退引さぜぬ」（c）　2）「慶ヲ綴キ衰ヲ興コシ」（e）　3）麓は，はこ　4）おかね　5）

・ぐ・・方言・）膨…令…｛叢る8、と｝鋤・ぞ一・」（・），・行麟・
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＊伐採

罰雲

州1覇濤

＊初時雨
　　さタみ　
花車（御）

八宗

伐除シ．ス

饗惰

＊八升入り

＊八二論
　せつ
磯洩シ・ス

＊獲草

ハツタと

法度

　～（諸）

伐氷シ・ス

八字簡
　さぎづら
＊野瀬　〔梱場〕

畿論

馬蹄
げ　てれみド

破天物

ハトオク号

＊波止彫工）

波止場（新）

＊花イカダ〔商

　　　　標〕

花生ケ等

鼻絡織

花盛リ

二二シ

放チ遣り蕪ネ，ヌ

＊丁々シ
　びら
血肝キ

学務外務大書記

　宮

花巻郵優局

　　　　　　追

離レ座敷

刎鑓等

等ネ飛バシ．ス

刎ネ除ケ．ク
ノくバ　ア

老婆
は　　ふ

播布シ．ス

破封シ．ス

波枯山教正

濱先

濱少佐

濱々

刃物三層

早合難占

畢＊膿

畢下木

門柳

早昏鐘

早マリ．ル

＊腹禽セ

彿イ（オ）

謬潜イ．ウ（オ）

擁入レ

沸下ゲ代金

＊彿濟ミ

腹イセ

導出シ・ス

＊平町（御）

＊沸米（御）

＊沸米等（御）

腹切

腹立タシサ

腹立チサマ

ノ、フハフ
はら

娠ミ．ム
　　がね
＊張金　〔針金〕

張込ミアリ．リ

張鴫シ

加　語　彙

貼附ケアリ．り

闇闇付ケ｛置キ．ク

張交

　～シ．ス

＊播磨新米

パルカソジア
　ソ2）

春着

春根撲

購レ象ネ．ヌ

晴レ行キ．ク
は　むじキ

破糎i3）

＊暗レ模襟

破廉恥

バロン〔男欝〕

牟圓

＊4環

孕片

町枚

判ジ難シ

範平中

搬回

番骨

筆化4）

煩膜

骨閲國

繁i準地

話姦律

面面

　＊～

　＊～（荊）

萬機

判決文

万降一畜

☆萬國公法

表

藩士（薔）

＊傘紙本

警鐘

帆橋

反回

牟切

牟折シ．ス

晩撰

判然（未）

＊繁霜

野藏御門外

牛巻長

＊番地（毎）

孚月先生

4現替り

＊版薗

反動團復
はんとく

野壷
けんぬし

板主（原）

＊頒嚢シ．ス

＊販嚢規則

＊販責水

挽夫

反覆向背

叛兵

甲営団

繁忙

＊萬法

平民

反照
　はん
＊経謬

＊汎論

未　〔十：二支〕
び

魔シ．ス5）

美悪6）

　　ハツ～ヒキ

日脚

ピアノ

＊脾腎

微慧

ピィオオ曾祉

美域
ヒ　イ　し

愛顧客

麟負目

被幽三

日一臼
ヒソ　ギロ

硝子
ひい
～中り。ノレ《四段））

ビイル

微風

＊比叡号
ひ　え

臼吉粛殺

美鈴

飛過シ。ス

美果

被雷

被害田

控帳
　　　づら
比較衷面

ヒが事

＊東風

＊東御円

＊東筋
　デ
東手7）

悲調

引上り．ル

引上ゲル

引至凱ル

引入レ絹成リル

　（御）

引受ケ象ネ，ヌ

引移弘ス

1）rO璽一圓に付～本才二俵礁ト波止才二俵六ト五ノ」（物）2）「バルカソヂアソロー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）「毎日鷹スル所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うまや　4）全化の蝉マニアソノ有様二類似セlj」（b）　　　　　　　　　　　　　　　3）樫は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひがしでノ米藏lj（e）　6）「家屋ノ廣狭構造ノ美悪」（c）　7）「三条通りの東手より」（c）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　225



』ヒキ～ヒラ

引上下目シ．ス

引換

夢i替ニニ．ウ（オ）

弓1換相威リ．ノレ

＊引換仕リ．ル

＊引換高

＊引格工）

引下ゲ

＊引サゲ．グ

＊引締リ．ル

引据工．ウ

引倒シ．ス

引キタテ．ッ

引連ネ．ヌ
ヒキ　　

拘攣リ．ル

引取り得．ウ
　ひぎ
＊捜回り．ル

引扱キ・ク

引退キ．ク

引外シ

引札

　～通り

飛脚船

匿鼓弓

　ひぎ
＊夢1ユノ：！ミ申

　シ．ス

山金（諸）
び　く

魚籠

臼暮レ

髪先生

比肩追討シ．ス

髭肩並馳シ．ス

卑考慮シ．ス

＊備考
ひこうねん

飛蝶年
　　　ども
被告人共

火先
ひさ

撮ゲ．グ
ひ　し

卑滋

肱枕
ヒシヤク

水杓

爵位

＊尾州：丸

飛信

追加・語彙表

ビスマルク侯

靡然

＊備前邸

被痴人

備前旧

説ミ出デ。ズ

悲態

否泰
ヒタエ

山

肥澤
ひたたれ

直腸

左肩

筆架

引ヅ掛ケ．ク

ヒッ搬ギ．グ

筆記シアリ．リ

筆記シ來リ．ル

筆軍

＊必i鶏

必定

筆陣

筆戦

＊必ii嚢

匹夫匹婦

筆法

筆墨紙等

一抱エ
　ツジ
ー七

一品

一ト打ナシ．ス
ヒトエギヌ

軍衣
ミ　トエモノ

軍衣

人昔

一ト方
ヒト　ク　ヌチ

一興内

人心地

毒殺シ

ート談合シ．ス

ー突キ

ーツ部屋

一ツ霞論

人害セ

ー人居

一人掛り

＊火縄

三訂シ。ス
　とう

檜等

＊檜障子

＊檜作り

＊檎正
ひのくまくにかかす

臼前國緬申就

礒野中敢正

比々酒々

避病

避病院掛リ

避病院詰
びふつ

慶沸

二業

＊秘方

美法

平野

＊秘本

秘メ象ネ。ヌ

碑銘

微明

羽先

紐

繧琶出口

冷汗

罷役
びゃくえ

白衣

献血

＊百麟全書

細石三

百繊

著勝

旧姓（御）

蒼姓一揆
びやくしん

柏擬＊　〔植物〕

百折不屈

蕎戦

百度2＞

脱漏
びやく

白血愈

露雇

謬誤違算等

出面

飛揚シ．ス

＊面諭シ．ス

微慈

営繕

病院（假）

氷解シ．ス

出額

標旗

言出中

州擦シ．ス

評議沙汰

病牛

評次シ．ス

病犬舎

＊兵庫高〔相場〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
　
　
行
恥
訊
　
　
難
理
棚
　
　
訊
佐
甦
　

ル
戸
ル

　
　
｛
典
　
入
　
　
　
　

〃
物
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
加
鰍
立
畢
シ
理
南
丁
シ
連
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
少
韓
名
い
居
キ
見

平
話
巌
騨
鱗
薇
噺
噸
難
講
二
黒
黒
総
隷
鰍
軸
麟
瀧
緬
諜
叢
繍
願
購
鰍
蘇
綱
繍
報
醗
燗
雛

1）「本月切受取m腰宜最早現米引格直打有之哉」（物）2）「百度慶弛」（e）
　　きゅうだい
3）「及第す

　　　しょうゆう
る者よは表優章｛～｝を賜ハり」（C）
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分野沸甦

ヒラヒラ然

菅李豆

挙由大警部

＊披覧シ．ス
ヒリユウ

飛龍

＊比例

＊拾イ揚ゲ．グ

拾イ集メ．ム

披露申シ．ス（御）

麗鹿

廣島新聞

廣瀬紳勉

廣田棘駈ヒ

＊瓶入り

敏捷鋭利
ひんせき

闘漸制府〔職名〕

曝露

頻年

細評

戯評會

貧民患春

貧罠療舞

貧瀬院

＊ファイア，ク

　イン号

旗合金

扶育

部院（沓）

1垂紅替り〔風変リ〕

　こう

風鰹等

封ジ方

立樹

風色

盛癬i

風濤

封秘シ．ス

風評シ．ス

夫嬬約束

＊風蘭

父王

不慮爲輕

負荷
　か
画趣1）

☆謡扇

追　撫　　語　彙　　蓑

附會揚轡シ。ス

附學

附學生徒

賦課徴牧シ．ス
ふかひれ

繕鰭

深見艸〔牡丹〕

＊深見込ミ

吹返シ．ス

評論自由

噴キ出シ・ス

不古

不覇囑立

不及2）

不調3）

不具三

岡員熱

泉願書

醐園長

副艦長
　ぶく

＊服忌

副議長

服紗小袖

服地

服事シ．ス

輪島

測鮭長

副貝lj

不屈

復答仕リ．ル

醐將軍

服製等

＊翻早取

編出シ

止木

覆没シ．ス

服務時限

膨ミ

伏龍鳳雛先生

＊フケ〔頭脂〕

武家格式

附胃シ・ス

府縣會下

府縣官吏

府心願

徽記名

膨縣令（各）

叢記シ．ス

不在中

富質

不二不作
　　　　　ば寓＝ヒ見渡舟鵜

附從シ・ス

心隔

扶助相成リ．ル

富饒

不定

不浮水

＊不浄除ケ（諸）

不所存考

　～メ
　じるし

不印

＊附圖

不駿

無勢

不正残忍

布致使司〔職名〕

無籍シ．ス4）

布施物

扶桑　〔船）

☆扶桑號

附鵬揮藥

二刀
ふたこ
：二子

球太刀

不達

＊布達全書

二無痛レ

武融

融擢スル等

縁飾

淵鎖

淵瀬

麿騰預ケ

＊普通畢科

＊普通主題

普通新聞

普通騨膓

佛外

佛學　〔仏教学〕

二日緬ケ

＊佛國史

＊物産編

物主（前）

語頭。「）

佛殿

佛都6）

物鵬（諸）
ずくニつみよう

佛名

1）「虚欝ヲ求メ浮解脱趨リ「（e）2）「裁鞠不及ト判決シテ」（a）
ザルハ則チ我不競ノ原賑ナラスヤ」（d）　4）「他家へ附籍スル者」（C）
　　　　　あとさ
ラソス　7）r跡先き不辮の」（c）
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ビラ～フラ

物理階梯

＊物理番
　たて
筆建

不：登

＊賦嘗シ．ス

部窯

婦徳
ふとくい

不得已

懐合

不届…醤

舶足

郡内
　ナどぞシ

船却式

☆翻先

＊懇先摸襟

、1．毒手

船宿

不念

浮波動樒

負標

武央

不交無識

冶儒

不辮）

不法

＊不味

温言シ．ス

踏掛ケ．ク

踏附ケ。ク

威民

不夜城

冬常置

冬服

不門流シ

フフ1スコ

＊プラチナ鎖

フラソクホノレト

3）「我が智力ノ足ラ
　　5），6）創｝は㍉フ



フラ～ヘン

ガゼツト新紙

フランネル地

幅利

振リアイ．ウ

振返リ見ノレ

振り方

＊ブリキ物

ブリスパン港新

　聞

振出シ手形

　＊～

　～等

降募リ．ル
　とお
降旗シ．ス

振放シ

振向ケ．ク

＊古　｛繰線〕

揮イ出シ．ス

古板解

＊古外套

＊古蚊張

古狐

＊古ケット

古猿

＊古上　〔繰綿〕

古狸
　ふる
＊吉渓零

＊古鉄

フノレニス1）

古布子

ブルブル《副》

＊古實　〔蠣〕

古鎧等

徳論

布金先論シ．ス
ブシイン

周冬扇

鰯込ミ

追　加　語　彙　　蓑

フレドリヅク、

　スタソグ号

プレビナ要塞

プロテスタント

　激縫
メニわけ

部分木2）

分割

分3）

葱怨

＊文苑中

葱怨恨怒

劇化4）

分界

無調シ．ス

文學教務

分割論

分鮫シ．ス

＊臨機活法

奮起振作シ．ス

分級

分業主義

分局長

憤激獄怒シ．ス

聞見シ．ス

分閻圖
　ちゆう
文庫中

分校

分合
　　ざいしん
粉骨演出シ．ス

焚殺シ。ス

骨脂

分鋼

筆駈

分場

＊二二

分水シ．ス

分敷

＊分析（御）

分籍シ．ス

＊分析表

転職

感冒死圏

磁瓶

分離シ，ス

＊糞本

分板　〔分版｝

分賦

　＊一

　＊～シ．ス

墳墓（瀧御）

丈房

分明（不）

　　ちゆう
交聡洲中

交力

文例

＊：文鍮

兵員

兵炎

丙科

＊兵二三（蕾）

墜慣

米京

季均金高

脾睨シ・ス
　げぎ
鍵翻

意月i叢愈

愈伍

米庫

米公使

兵士中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

目
訊
訊
断
の
　

以
訊
訊
訊
　
　
　
訊
　
訊
訊
　
政
昇
v
配
算
　

の
シ

シ
シ
シ
　
曾
　
　
　

シ
シ
シ
シ
店
　
　
　
　

料
シ
品
舖
シ
　

シ
　
　

行
策
ズ
　

紅
　

金
　

京
　

ナ

資
じ
持
面
傷
繭
血
忌
艀
三
富
嘉
定
遍
照
人
濃
口
罵
吊
庇
米
激
駄
翻
門
曲
律
馨
力
和
工
　
　
限
水
面
瓜
別
並
家

併
榔
柄
蔽
閉
米
丘
ハ
米
贈
爵
井
徽
脚
李
＊
李
耶
田
川
丘
ハ
敷
叩
蔽
＊
＊
示
竿
閉
一
壷
丘
ハ
丘
ハ
丘
ハ
｝
牛
へ
壁
晶
鶏
灘
碧
舳
鵬
糸
＊
別
別

＊劉件

別庫

＊面戸

蔑硯シ．ス
　　さく
別種作

劇書院

溺薙
　だな
別店

＊別護

別涙激府

薫掛ケ室色

紅粉染メ

ヘラルド紙中

白耳義公使
り　　　　　　　　　　は

ヘノレシャ写

伯林新聞
　い偏｛奇

べんえん

娩焉學校6＞

融融等

編境

面郷

辮供シ．ス

勉強致シ・ス

勉強ナシ・ス

ヘソ糞7）

偏輕

＊画讃百出

攣故「

片紙

＊攣死麗

攣面

面死人等

編輯細務〔職名｝

返照シ．ス（根）

辮償致シ。ス

攣心ナシ．ス

編成

1）「磨研紙及ヒフルニスノご種」（a）　2）ヂ部分木仕付條例」（c）　3）「後半季分」（c）
4）「交化開明ノ菓ヲ結ヒ」（e）　5）「別京切昆布」（物）　6）悦焉は，勤め労するかた
ち　7）「裁糊所刑事課Xてヘソ糞の一件」（C）

228



＊編制法

辮析シ・ス

偏期

攣替
　ちゆつ
疑響1

辮天駐
　　ゑつり

男妖祭

便蓮
　ば
偏頗シ・ス
へん

翻融

＊便用

事理シ・ス

辮理公使：

勉力シ・ス

勉騰者

＊編歴
へん

駁列敬禮シ・ス

便路

鐸論

激論會

ホ　イ

本意

ボイ販＊り．ル1）

掴印仕リ．ル

韓藍濟ミ
　　とう
＊法外

蕊ジ．ズ2）

幡
につ

卯　〔十二支〕

坊サソ

亡シ・ス

暴悪無頼

茶馨
ほういていちよく

保維提捗シ・ス

法簿

＊法科

追　湘　語　彙　　衷

放下シ・ス

＊法界3）

妨害致シ來リ．

　ノレ

海瀬

法官

防舞

務1浪　〔科挙〕

謀官代理

防寒手刺

紫斑シ．ス

放却シ・ス

俸給（無）

砲響

考鯉生徒

＊測験

封建貴族

封建時抵

5彷腹

懸厚
ぼうこう

鮮蛤

報告規剣

報魯者

報告書等

報告旧

懐塞

＊法外

謀殺

暴殺晦刺シ，ス

放恣專横

＊棒シックイ幻

暴論獄虎

茅舎

轟轟

報酬仕リ．ル

方術

法書

法場

鳳翔艦

褒賞i塁

飽食暖衣シ．ス

報儒

＊方圖5）噛名〕

方正厳格

暴戦
　　　がん
＊矧出：丸

砲窓

抱藏シ．ス
ほうそん

保存向キ

保存管守

奉戴シ．ス

飽媛

＊寳丹錠

＊報知註

某臆
　ちよく
＊黒蟻

＊方程式

法典中

暴徒望淫

法燈

豊麗

放投シ．ス

放蕩息子
　　ねん
＊豊稔

暴念

奉納圭
ほうはく

硝礁

暴襲

暴螢襲撃シ・ス

方版s）

無比シ．ス

包庇シ．ス

籍甚

亡父

暴風波

砲兵回議

砲兵本支廠

☆砲兵本廠

褒疑殿轡

放吟シ．ス

法方
マ　マがぎ

方法書

方法調べ方

工務

芳名

亡滅

　～シ．ス

＊奉蒙シ．ス

＊鳳紋賞牌

蜂腰

貌容

望洋

芳蕾

蓬置屋：

＊法理新誌

法律學

法律門下

＊法律雑誌

鳳楚

包籠シ．ス

＊補盆

＊ボオルソ蔵中

＊ボオルソ商薩

ボオソ号
ぽ

智略

帆影
ほ

畝間
　　かた
保管方

斑金

ヘン～ホソ

北越
　　　　じゆう
北越信巷中

畑灘

北嘗

難曲

北溝臼報

北賑

＊牧草

北湊　綱＝堂）

＊北東風

墨壷　〔画題）

牧善

北門

牧羊牛場

僕等　《代名》

蒲劔）

保瞼料

鋒
　　とう
乾飽等

＊干杏子
ホシイイ

糀

ポジクリ出シ。

　ス　　とう

干見世等

輔車層歯

＊保守

＊募集現額

募集高

＊募集元三

＊募集光高

＊墓所

保証

保証スル等

☆補助金

戊辰　〔予支：〕

＊補蕉勘定’

細紐

1）ヂ官捧亭唯をり打て掛りしが」（c）2）ヂ灌理‘申張ノ機茄スルノ則（e）　3）根場で．
入気のいい方について売買する連中　4）「檜作り棒シックイ四疫ヌリ」（広）5）「東京
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひら　　　　　　　　かけ
方囲」（広）6）「厚サー寸ほどの方版の薗」（e）7）「蒲衡閃めき紫燕翔る味め」（c）
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ホタ～マン

二二乱

捕眺物

＊補註

ホヅと　《副）

登壇

索麺者

嚢出先導者

蟻起願イ人

法華行老

没収銃

勃然
　ばつぼつ
＊弗〉　¢副》

捕綴シ．ス

ボッbロード1）

程近シ

程遽シ

ホトホト¢副》
　　あか
傍リ近シ

熾り近ク《名》
ホバシラ

露

盤兵科

＊側母

．帆前艦

＊補課

補用シ．ス

彫入レ．ル

堀織郡正殿

彫墾翫ウ
ホリ

．馨掛り．ル

彫物職

堀割り。ル

ボロ切レ

ホ担醇

ホロロに

本案

　～通り

〈（di－if））

追　　掴　　語　　彙　　表

盆踊リ

凡花

☆本額

本立利部2）

本願寺（両）

本願寺丸　〔船〕

＊本久助葛

本軍

本原シ．ス

＊本港

＊本締

本國寺

本國政府

香港目々新聞

本歳　、

＊本才　〔塩〕

＊本紙

梵字纒交

本玉店

立主

☆本順

本省（蕾）
　　ちゆう
本立中

本照寺

木色

本璽

本盗

本宅（御）

　　とう
塞地壇

雄鷹

本手

本店（各）

本道

本堂（假）

＊本綴ジ

本立

　☆～　〔相場〕

　＊～贋〔相場〕

ホ藩

本病院

本夫

本誌

本復ナシ。ス

ボソベエ市街

＊本篇

毎々

本丸

本免状

＊本屋　〔母屋〕

本約
　ちゆう
謙難中
ポンヤリ

甚然

本影

＊埋渠

毎郡

迷子

舞込ミ．ム

苺齋3）

毎試

毎條

毎人

毎節

埋葬料

画地

毎夕新聞

＊前金
　　　　　　ら
前島勧農局長等

前章

前垂レ掛ケ

前橋裁判支臆

俵セ．ス（相）

任＊セル

門門

曲リクネリ．ル

罷り越シ．ス

魔魅

＊毬梅干

蒔附ケ時

燧キ詰メ．ム

幕毎

捲り上ゲ．グ

曲物渡世

磨研紙
　まさ
＊正　〔疵〕

摩裟シ．ス

暴富こ
ササウサマ

翼蓮様

増シ邊リ．ル

堰株

＊豊玉

増シ從工．ウ

堰シ沸イ。ウ
　カじ
＊交り

麻疹

先ズは

麻酔剤

マスチヅク〔薬｝

跨り乗り．ル

叉旅稼ギ

マタマタ

待草臥レ．ル

待遠ガリ．ル

待設ケ．ク

町屋郵鍵局

抹シ．ス

松鋤朱
　つげん

松源縷

抹殺
まつのお

松箆神社

松酒家節

＊松葉切儀）

松葉年

末藩（薔）

松野伊豆守

末利
マナカ

翼中

耳尼刺金貨

招寧キ給イ．ウ

且々．グ

　殺めつと
＊馬喰累占傳：fJ，

マフ！／．ル

飯

迷イ易シ

丸切リ　緬⑪

☆：丸善杜

丸幽シシ．ス
　まるもち

＊○縛筋

磨礪シ．ス
マロウド

貴芸

園シモノ

廻り象ネ．ヌ

廻りツクシ．ス

万延　〔年号〕

満胸
マソねク

萬鱗

万種雑話

満身

万千縷　〔料亭〕

曼多羅

万年屋

満罵6）

暫マソマと

＊漫滅シ．ス

＊漫遊詑程

マソリソ就中

漫録欄内

1）石築，今の鉛筆　2）本牙利はハソガリア
（d）　4）切昆布の一種　5）i鮎は，獣の誤り

3）「毎齋旧師一名生徒十絵羽」〔清麟教室〕
6）「右要求灘尾ノ後若シ残額アレハ」

〈b）
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見兼ネ．ヌ

見飽キ．ク

見上ゲ判り

＊発當リ（御）

　　　い
見園外贋ル

見入レ．ル

身壷話

見工分＊キ．ク

未開隠濁

取替工．ウ

見返ジ．ル

御影石

＊ミカド頭

身携エナシ．ス

蜜柑船

見聞キ．ク
みくだり

三行牟

見定メ難シ
　　　　バシヤ
ミサット侯

三島紳野

水濾紙問麗

水嚢リ

見鍛工

見据工。ウ

水菓子屋

水際
　　おおいのかみ

水野大炊頭

水野河内守

水函

未成

未成丁

店向2）

溝口邸（藤）

見染メ．ム

見田シ（御）

見立テ
　　い
導キ居ル

導キ奉り．ル

道行

密密

密會シ．ス

密逓

三菱就長

追　加　語　彙　蓑

＊三菱商船學校

密夫

密謀

密約シ．ス（縮）

見事
ミ　トメ

否認易シ

見トレ．・レ

見放シ賜り．ル

南宇比郵便局

＊南風

南地方
　ロヒうこう

南當郵郵便局

見馴レ．ル

＊美濃紙

身ノ毛

身代銀
　　タケ
身ノ長

見量イ置キ申

　シ．ス

見張所

見張番所

見開キ．ク
　　ざつ
見本札

見向キ．ク

身持（不）

＊身元金

＊身元金高

身元引講人

宮城上等裁判所

富城上等裁判所

　長心得

土産金

工ズシ三

都涙
ミ　ヤゲ

深山

妙案事
ミヨウカ

猛火

妙技

妙吟

妙巧

妙策

妙黒占

みようとう

名東丸〔船〕

妙法

名麟

三好少將
　　ぞう
味淋造3）

未練用捨

民闘雑誌〔雑誌〕

民業

民刑裁判上

民刑事

民擢政府

民事

罠撰議院

＊民治論
　　　　さつ
＊罠部省札

民法書

無一物

無縁

翅イ櫓

迎工取り．ル

無學文富
ム　カ　シ

往昔人

無官

剥キ出シ．ス

饗畑

稲鋼督子

報イ來．ク

惨シ

向ウ水連り

向ウ横町

鰹養子

＊蒸暑シ

蒸菓子

無識者

武者振イ
ムジぶウ

亡状

薦旗

趨、子殿

咽ビ．ブ

無智淺慮

無智蒙昧

陸奥幹事

無手

棟木

胸先

胸騒ギ

宗徒

無比

無法

村塾　〔刀〕

無理往生

群レ來リ．ル

メ　アワ

妻合セ

明解

＊名家傳
　　　　ちゆう
＊名家文中（諸）

＊名家文紗

名義上

明許

ミ～メシ

名温
めいご

二期

迷誤シ．ス

明裁

＊名材

明細擾

明細蓑

骨細簿

＊名山

晒示

明治藩校

迷思誤想

名爵

開書シ．ス

名稔

＊liN’Ill：進歩

名族

命題

開知

明地5）
めいらゆう

螺虹
鱒動シ．ス

潔白シ，ス

＊開八堂

冥府

名文

命蹴

球夢

＊名讐雑誌

明亮

鼠學問

目掛ケ（御）6＞
メグ

樋［ミ呉レ・ル

巡り逢イ．ウ

週ザメ．ム

召上ゲ

召換工．ウ

　　　　しわ　　　．．t　ttttt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とりし亥

1）「見上け織を伸して退社する～」（c）2）r店向の取締り」（c）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）妾4）向う見ず　5）r寧ロ明地二～楡快ヲ共ニスル～」（c）

3）r清酒蓬」の対
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メシ～ヤソ

＊：慈使轡屋

眼下
　めつぎ
＊思切リ垂〔琵唾））

滅羅

　～シ．ス

滅多打

滅法

滅法界

＊麹通り

璃璃細工

限ノ：玉

無生
女々シ

　め　ら　ど
＊穏更戸

＊米利堅製
めりやす
莫大小等

’；莫大小上着

冤役

・冤許期限中

・二二銃用

琵許商人
メンサン　シ

，綿撒糸等

爽｝吠（假）

τ螢相

　ダニノツウ

．綿段通
　ちゆつ
冤黙

面体

弼皮

＊綿紡機械

免命

．漂1）

＊毛魚

最光2）

申シ残シ．ス（御）

追　　加　　語　　彙　　表

申合ワシ．ス

申合セ

申聞ケ置キ．ク

＊申越シ下サ

　レ．ル（御）

申進ジ．ズ

申渤メ．ム

申立テ居り．り

毛質

申述べ象ネ．ヌ

妄執

翫獣

凝省シ．ス

妄想中

＊孟宗林

毛布

毛利二

宮聾

燃エサシ

燃立チ．ツ
　もおか
＊藁岡郵便局
　きよう
木ge　3）

醤今
　　しよう
＊藩論4）〔産物〕

＊貝代人

目的

　～四

獣符シ．ス

獣々

　～シ．ス

木理

矯論見娼シ．ス

燃シ．ス

文字中

＊藻汐

モジモジシ．ス

悶工苦シミ．ム

擾ゲ得．ウ
モダシ

獣止難シ

持チアツカイ．

　ウ

＊餅粟

＊持團イ筋

持堪山居ル

＊持込ミ

持添工．ウ

持高

持面一．ウ

持直シ．ス

持：丸

もつこ

最モ至極（御）

尤モラシ

・モテナシ．ス

＊光額

元末

＊元地

＊元募集

求メ出デ．ズ

元結

本吉郵便局

物シ玉イ．ウ

物争イ

物詣イ

物置小屋

物淋ジ

物種

物干三

物學ビシ。ス

＊物証鞭

＊物忘婆レシ．ス

籾

＊粉倉曇（蕾）

揉油シ．ス
もみじ　や

楓葉屋

揉メ悶着

木綿市場

木綿糸

木綿織

木綿地

木綿縞

木綿職業

木綿貿易
　　め　りやす
木綿莫大小

貰イ嬢

洩レ

諸聾

紋形（諸）

＊鍬入中（御）

門生

＊門苔書

門扉出

門末

紋一

八忌物

夜宴

野翁

＊八百善
やかぶら

矢鏑

八木機關長官
ヤキ

爽卵

焼豆騰
　　厄（御）

擁シ．ス

約シ置キ．ク

役印

厄運

厄介（五）〔御〕

約外

役臨く御）

役舘

謬語

＊類纂

虚字

＊諜悉シ・ス

役者

課賦

課蓮シ・ス

＊約定費

＊約定越高

＊約定米

紬義民リ

藥代

＊藥店

役徒等

役場（御）

　　ケぎ
＊藥力

底面切歯シ．ス

焼野

野並物

ヤサシサ

＊野i猛

＊画地
ヤジリ

屋尻

鐡

＊安氣5）

＊安直移り

休メル

安ソジ奉り．ル

＊野生　〔代名》

転瞬

耶蘇教禽

耶蘇宗敏

耶蘇宗徒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みに　　　　　　　　　　　　つりあわ
1）r叡Ut・・濠として見へす」（e）2）「嫁めが醜くき三光；1．てハ釣合ぬと」（c），醜女

一3）ヂ額爾二用ユルノ木匡」（d）4）「木山・幽草・唐墨～等」（広）　5）「高気」の対
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耶蘇信者

耶蘇信徒

矢鱈に

ヤッ　　憾》

雇イ巾シ．ス

　（相）

雇支那人

雇洋人宅

宿主

宿札

＊宿元聞屋

屋ドリ（懐）1＞

宿割

宿掛帳

智源邸

家並

無根瓦

屋ノ裏等
ヤノネ

鍬

野蟹

藪轡

藪｛警難

破リ出デ．ズ

出公家

山縣陸軍中將

山州一等警部

出欝議官

山桑
　　　かい
由下舘内

由下門外

山砂利
やまと

倭鞍

大和戦畢
　ひぐらし
山蠕＊　〔蝉〕

選録

病ミ疲レ．ル

ヤミヤミと

　
ヨ
用

蝦
康
や
野
糊

追　力日　語　彙　蓑

　憾渉

〔野外用〕

遣カシ．ス

遣り過ゴシ・ス

鞍手2）

湯浴ミ

唯一心
ゆいたい

二二

結イ廻シ・ス

邑
ゆう

閣　〔十二支〕

有位華族

幽欝

有期

由引証
　『聞にん

遊漁人

夕靹

二形物

勇者

湧出シ，ス

侑膓3）

勇將

遊女場

＊勇払三舎

勇進奮翻シ．ス

融通資本

油然

僧門會愈

勇謄

誘致シ．ス

雄牛

雄万

有定限
　でん
謹選《）

誘導者L

郵便身替

　～等

＊郵便翻皆

i邸便刻隈

＊郵便定税

郵便電僑等

郵便馬車

郵便罰則

＊雄風

勇憤激怒シ．ス

勇奮猛烈

遊寮母會

有役

＊夕焼寧雲

遊冶郎

幽々

優遊シ．ス

翠緑者

楡快（五）こ御｝

湯灌
ゆぼ

伊）

行過ギ．グ

雪輪形

行ク行ク確劃》

湯華立チ・ッ

湯島天棘

輸出貨幣

輸出口

輪出視

輸串茶

事リ，ル（権）

譲り得．ウ

輸邊濟ミ

三密

ヤソ～Hカ

　～シ．ス　　　　＊洋行者

指サシ．ス　　　　傭作服役シ．ヌ

湯水　　　　　洋算
ゆめ

努　　　幅動　　養子（御）

夢路
　　　　　　　檬シ濟ミ9）
勇々シ6）

　　　　　　　洋種
＊緩ミ。ム（相）

　　　　　　　養轟院

　　　　　　　　＊要書

　　　　　　　　＊要償

革巻　　　　　＊容飾

宵越　　　　　　＊洋書仕立

様シ．ス　　．、養親

　～7）　　　　　要嶺（無）

　～（相）8）　　　用心鍵

用下中　　　　雍正　昨号〕

　　　　　　　洋西用慧金
　　　　　　　　＊洋装本
傭役シ．ス
　　　　　　　甕塞シ．ス
溶解シ．ス
　　　　　　　＊養胎闘〔薬〕
要害
　　　　　　　＊要典
溶解石　　　　＊洋綴ジ

出掛リ　　　　羊豚

　～　　　　　　曜日（翻

　～等　　　　　要贔

＊幼學　　　　　洋服用

＊洋學校　　　　＊幼補

容儀　　　　　　＊養法
　　にん
要求人　　　　　＊洋本仕立

洋狂　〔偉狂〕　　＊洋本綴ジ

揚経題　〔仏教〕要務

養魚場　　　　　＊養鯉酒

用金　　　　　　揺々1。）

　　　　　　　　リキ
要緊　　　　　妖力

洋犬　　　　　　＊要帯

磁冨シ．ス　　蓼科生徒

洋行中　　　　　鯨闘

1）宿り　2）軍隊の3）酒をすすめること　4）「唱ル所ハ劉チ遊敗土木」（e）5）r米
勤行！（c）6）「翌々敷大事」（e）7）瞳稻渦様シ通算ノ上～Kc）8）獣心出禽ノミ
掲様シ」（c），9）f全村様シ濟ノ上」（c）　10）「人心ニシテ～揺々定マラスンハ」（e）

　　　　　　　　　　　　　　　　　233



ヨキ～リヨ

齢饗

除金

能クシ難シ

翌月侮）

翌春

溜水

☆浴湯

慾丸

幅張り連

翼補弘ス

沃野

除ケ1）

絵慶

横切リ　〔紙｝

横須賀郵便局

横手

横幅オジヤソタ

　ルハソク

横濱地所

＊横幅支店

＊横面割金雛院

＊横濱棄海鎭守

　｝誉

横堀法臆

＊横肩幅1新聞

　愈甦

横向キ
　　とう
横槍等

＊ヨゴレモノ

豫算帳
よ　し

與志2）

ヨシナに

吉永判事

夜芝居

嵜側席

攻奪

誕

　　　　　　追
よちょう

輿丁

豫兆

四日欝魚闘屋

懸谷學校

＊四度ヌリ

四人扶持

呼返シ．ス

野際攣

呼込ミ，ム

豫備数

呼蕩

呼出シ相成り。

　ル（御）

豫鋪砲兵

＊豫譲調

呼寄セ．ス
よ　ふ

界面等r

豫防擬

讃上ゲル
　おろ
讃下シ．ス
ヨミガエ

蘇生リ．ル

盛切り．ル

　ゴ
嫁五　〔嫁御）

嫁入り．ル

嫁販夢

四モ　〔四方〕

豫約

依リ．ノレ（糧）

　より
＊撰込ミ　〔鮭）

☆寄附キ

寄集イ．ウ

鯨野

寄ル逡

鎧橋
よ　コつ

夜嵐

＊弱毒富

加　　藷　　彙

暫爾シ．ス

來往

索溝シ．ス

來蹄シ。ス

來議

　＊～
　＊～（御）

來航シ．ス

＊來車（御）

＊來馬下サレ．ル
　（御）

＊來磨（御）

癩病院

ライプチス號

＊來報

＊來覧（御）

落鷹

＊落札金高

柴落札臼

謝儀愛恵

羅織盗掘3）
らんじよう

篶L聲

卵数

鳳郷シ．ス

欄内

葉影

舌眠中

理含
　り　あゆ

＊利幅小商人

＊利有筋

＊リイ　ドノレ4）

梨園

梨園就會

僅挙
り

薩革

＊利學

＊理六部

表

面闘

力行杜

力士（総）

カ：degk

識シ．ス（相）

陸揚ゲ

＊禾ll喰壷リ慶

　シ．ス

陸海軍樂隊

陸軍一等軍馨正

陸軍愈計司契副

陸軍會計：二等司

　契

陸軍伍長

陸軍裁判

＊陸地用

新講メカシ．ス

利劔

擢災

☆理財新報

利策

黒数等

理勢

李総督

離檀
りつアい
立tW「J）

＊立十等6）

＊律書房

律例暴

利倍

理非

理葬善悪

離別ナシ。ス

暑況

馨叙

暑素

面軍

紀帽

暑有

流亜

流域

歯髄

留學中

流丸

龍顔

踏継

蔭ミ窓

隆慶　〔年号）

＊流行

粒穀

流失

粒實

龍棘三子

＊龍頭巻キ

留存シ．ス

＊流通紙幣
　ど
龍吐水

流亡

リュプス年？》
りよ

呂

僅譲

爾度

寮

凌1墜シ．ス

了解（不）

了解シ難シ

了解シ玉イ・ウ

領解シ．ス

＊爾替店

盛業麗

爾側

＊爾眼鏡

稜鮮

麗京

1）「虎列刺除ケ」（e）2）「與志ノ至難ヲ設立シタマハソ講ヲ」（e）3）『藤廃執政｛tlEノ
羅織空欄（e）　　　　　　　4）リーダー，読本　　　　　　　　　　　　　　　　5）　〔楽善会〕ギ立流ノ原甦ヨ」（e）　6）　立十幹t，　物産一
　　　　　　　　アブ
名　7）ギ猶我緻地唄虻年「リュプス」年アルカ如シ」（e）
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覆遇シ．ス

＊蔑薫香

＊頁功

爾國橋

＊夏劃

爾憲戦

両次

療治（オ）

領海シ．ス

領受

二品

領袖
　　　かだ
＊領牧：方

両州中

高將

雨脚

猟税

斑ゑ

最高

晶晶シ．ス

＊領知シ．ス

面的

喪圏

領得シ．ス

爾隣

爾能

晶晶

＊忌引キ〔辞書｝

爾夫

藩府
りむウフ

漁夫

凌侮

爾僕

＊罠樂

綾羅錨繍

☆料理（御）

　　　ば
＊料理場

　　　　　追
　れぽ
凌櫟

　～シ．ス（相）

爾腕

緑色

緑林

旅行致シ．ス

旅装料

＊旅宿測1ヒ

蔵品事務駈（蓉）

簾泊

旅費金

輪興

鄭縣

輪講

臨時會

臣無二代理

臨時三局

臨時報

臨時報告

藩論

晶々

涙痕

＊類纂

類似品

累囚

類焼入

類族

ルイ第一｛一三三ヨ三

累卵
るいるい

鰻々

留守ガチ
　　どころ
留守所

縷陳シ．ス

カll　語　　彙

禮意
れいかい

二二

例規外

＊鷺山日愈

二二

冷然

麗澤

禮交

零二二管

蠣房D

黎弱

二物等

＊難薬

歴二

二舘

列観
　さい
裂毛

劣数

列日中

烈風暴雨

レモン水
レワソトヘラル
　ド　噺醐〕
廉
かん
穣2）

二二造り

連及シ．ス

蓮月

蓮坐シ．ス

蓮枝

＊練習科

蓬道警シ．ス

連署（御）

懇情
　せい
連累

蓬二曲白

蓮二

連嚢シ・ス

表

　　ば練兵塀（蕎）

連壁　〔連壁〕

聯邦

聯邦國
　ミン
憐懲（御）

＊連綿支耐

＊蓮綿甦

芝垣

連用シ．ス

蓮理

連列シ．ス

門役シ．ス

興野：胸

櫻学

賞滑

道嬉

遊給シ．ス

随巷

老妻
　すい
勢痔i

門門

狼籍者

蛾燭焼キ

朗譲シ畢リ，ル

老甕産

二四

工費シ．ス

老猫閣下

漏聞

老兵

二丁

棲々

raオコスト3）

四丁マニアソの

＊羅珊律

リヨ～ワイ

六実5）

　　　ぼり
＊六月隈

六國

穴尺竿

六種

六舟

六十六州

録邊シ．ス

六大圏

＊六雄
ろく

二二シ．ス

六二嚢

礁々然
う　し

二二6）
　しよう

魯相η

路人

魯帯代理

＊魯文珍報

露領

ロルド〔Lord）

ロワδ）

ロワトラソシト

　ワアル9）

論（御）

三盛シ．ス

論映：

論者（某）

乙種

論ズラク

論勢
うんどん

二二タイムス新

　聞

＊倫敦バアス甦
うんべい

論柄

わいおく

繧屋

1）牡蠣の身　2）香ばこ・5くしげ
アソ」　5）「談論會ハ例月六會’」（c）

参照「トランシトワアル」

3）i・custいなご，ばった4＞参照rバルカソジ
6）鵜　7）魯は，ロシア　8）ユoi法，法律　9）
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ワイ～ワン

＊狼i褻
　わいなん

＊涯南

ワイフ

ワイヨミソ號

　　　〔船〕

瀦欧文
若；男

分チ領シ．ス

若年寄〔職名〕

我儘氣儘
　　し若富祠
ワカモノ

牡年討

尋レ．ル（相）

分キ．ク

＊脇ノ間

油日シ。ス
　わくろん
＊或問〔書名〕

惑鼠致シ．ス
ワサワヅ

融々と

輪島警察署
鷲：丸　〔船〕

■i　一」＝｝1一

煩イ付キ．ク

忘レ難シ

忘レ片身

＊倭船穣

輪代1）

＊綿入レ小袖

渡シ（オ）

渡シ縮緬リ．ル

　（オ）

渡シ切り．ル

渡シ遣り．ル

渡シ鑓

＊渡シ米格附

ワタリ　〔辺〕

渡り會イ．ウ

　　　　　　追

　　ちゅうげん

渡り仲間
詫入リ．ル（御）

詫書

和李策

＊款課
　　い笑イ居ル

蕨粉
わらべ

童

割掛ケ．ク
ワリ　ダ

課串シ．ス

＊割付ケ．ク

＊罰リハズシ．

　ス　〔梱揚〕

＊割饗

☆割戻シ．ス

＊割戻シ金額

＊割安

悪徒う
わ

破レ目
わん

腕

1）人力車の輪の代金

力日

語　彙　表
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接辞酌要素の表（五十音順）

6　第五表　接辞的要素の表（五十音順）……溺表

溺表は次の五類六種である。

a
b
C
d
e

　　　el

　　　e2

　i喪の体：裁について説明しよう。

　見出しは三段階に分けた。たとえば，接頭的要素くお（御）〉について言え

ば，

　　オ～1

〈お（御）・ご（御）・おん（御）〉の類

〈君・さん・氏〉の類

〈す・なす・致す〉の類

く圏・議。マイル〉の類

その他の接辞的要素
　　　　　　　　　　　アイ　　イチ　　カク
　その他の接頭的要素　く桐・一・各〉の類
　　　　　　　　　　　アテ　　カ　　ジヨウ
　その他の接尾的要素〈宛・下・上〉の類

　
　
漉

P
）
り

言
欝
ナ

体
用
イ

（
（
ア

～
～
～

オ
オ
ナ

………………

　
人

　
　
む

蛎
調

唖
オ
砺

オ
ぼ
に

　
　
う

　
　
よ

　
　
の

66　102

15　24
4　　　4

4　　　4

　　一＞G

1）は，〈オ〉で始まる語の共通見出しである。

2）は，〈オ〉の次に来る語の類型によって分けた内訳である。〈オ～〉

　　　を，体言のばあいと用言のばあいとに分けたのは，＜（～の）御買上

　　　げ（をたまわる）〉とく（～を）御買上げ（になる）〉とを区刷した

　　　からである。〈御車〉などはむろん〈オ～（体言）〉の方にはいる。

3）cf．のくオ～り〉は，参照頂目である。（実例，お一人）これは，元来

　　　dのく圓・歳・マイル〉の表にあるのだが，たまたまくオ〉の要素

　　　を持っているので，ここに参照項冒として掲げた。
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　　　　　　　　　　　接辞的要素の蓑（五十音順）

　　　　　参照項欝のぼあいは，それが本来あるべき場所を矢印で示す。ここ

　　　　　では，鯛表dの見出しく～リ〉を見れば，〈オ～リ〉が正式に登録

　　　　　してあることを意味する。

　集計欄は，異なり謡数の欄と延べ語数の欄とある。〈オ～（体雷）〉について

雷えば，これは66の異なり語について使われ，その延べ語数（使用度数）は．

102であったという意味である。

　ことばによっては，接頭的要素と接尾的要素との両方を持つものがある。例

のくオ～アイナリ．ル〉，〈オ～モウシ．ス〉などはそれである。これらの集計

は，すべてくオ～〉の方で行なった。〈～アイナリ．ノレ〉，〈～モウシ．ス〉の見

出しには，参照項目としてくオ～アイナリ．ル〉，〈オ～モウシ．ス〉をあげるだ

けで，集計はやらない。

　ただし，助数詞にあたる接尾的要素（〈騒・歳・マイル〉の類）を含むもの

は，上の規定にかかわらず，すべて別学dにまとめることにした。従って，

〈オ～リ〉（実例，お一人）は，原則に従えばくオ～〉で集計すべきであるに

もかかわらず，〈～リ〉の方で集計したのである。

　接頭的要素どうし，接尾的要素どうしが複合しているものは，取り扱い上，単

独の接辞的要素と同じにみる。〈ゼソカリ～〉（前鑑），〈～アイナリガタ．シ〉

はいずれも分解することなく，そのままの形を大見出しとした。ただし，助数

詞にあたる接尾的要素を含むばあいは，この規定にかかわらず鋼表dに収め，

かつ，そこで集計する。〈～＝ソヨ〉（圓絵）はく～エソ〉の見出しに含め，

かつ，そこで集計する。〈～ヨ〉の所へは参照項目として掲げるにとどめた。、
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　　　　　　　　　接辞的要素の表（五十音顧）

　　　　　　　　　第5表　接辞的要素の表（五十音順）

aくお・ご・おん〉の類

｝
繊
…
）
）

｝
驚

見
．
《
級

、
～
オ
オ

　
オ

　
　
　
　
　
　
ル

ル
ス
ル
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
り

オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ナ
ご
ン
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

人
御

器盟．見出し響縫疑

2
4
4
1
2
2
1
1
2
1
3
王
3
1
4
d

（
）
2
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

6
5
4
1
2
2
1
1
i
1
2
1
3
1
4

！
0
1

26　39

　オソ～アソバシ。ス

　オソ～ギミ

ギョ～

　ギヨ～（体言）

　ギョ～シタマイ。ウ

＝ゴ～

　ゴ～（体言）

　ゴ～（賑）

　ゴ～アイナリ．ル
　ワ　　　　　　　　　　ぐ
　蒙～アソハシ。ス

　ゴ～カタ

　ゴ～クダサレ．ル

　の　　　　　　　　　ロ～クタシ．ス

　コ～シ。ス

　ゴ～チュウ

　ゴ～ツカマツリ。ル

　ゴ～トウ

　ゴ～ナシクダサレ。ル

　ゴ～モウシアゲ。グ

御

御

正　　1

Σ　　正

2　　4
韮　　1

0
2
8
5
三
1
2
2
3
正
1
1
1

21

4
2
1
5
三
正
2
2
4
1
一
！
1

0
　
1

2
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接辞的要素の表（五十音順）

b〈君eさん・氏〉の類

見　　出　　し 異なり使謂
語数度数

見　　出　　し
暇異なり使用

語数eCLIx

一アネ

ーイソ

～ウエ

ーオウ

ーカクカ

ーキーdウ

Nクソ
ーケ

～ゴ

ーコウ

ーコウシュ

eVコジ　．

Nサマ
　cf．オ～サマ

Nサマガタ
　cf．オ～サマガタ

姉
院
上
翁
下
獅
齎
家
御
公
主
士
様

　
　
　
　
閣
　
　
　
　
　
三
三

～サソ

～サンジソ

～シ

～シ

～シ

　c至．キェウ～シ

～シラ

～シソノウ

～セイ

～セソセイ

～セソセイラ

～デソカ

～ドノ

～バラ

～ヘイカ

～メ

　檬　10

山人　　1

　師　　2

　子　　7

　氏　122

　伝…等

　親王

　生
　先生

先生等

　殿下

　　殿

　　原

　白下

　　奴

11

P
2
7
3
8
軌
－
！
3
1
3
1
1
3
9
2
三
5

　
　
　
　
1
↓

0
1
2
7
2
　
1
！
3
3
1
1
6
2
1
5

1
　
　
　
　

2
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　つ

ノ
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　　　　　　　　　　　接辞的妻素の表（五十音順）

c〈する・なす・致す〉の類

見　　出　　し
異な田り便飛

語数度数
見　　出　　し

～アイ．ウ

～アイナリ．ル

　C乱オ～アイナリ．ル

　cf．ゴ～アイナリ．ル

～アイナリガタシ

～アエ．ウ

～アソバシ。ス

　cf．7trwアソバシ．ス

　cf．オソ～アソバシ．ス

　cf．ゴ～アソバシ．ス

～アタイ。ウ

～アリ．り

　cf．アイ～アリ．i）

～イタシ．ス

～イタシオキ．ク

～イタシオキモウシ。x

～イタシオリ。り

～イタシガタシ

～イタシキタリ・ル

～イタシクレ。ル

～イダシ．ス

～イダシオキ．ク

～イデ．ズ

～イル

～工・ウ

～オオセ．ス

～オキ．ク

～オキガタシ

～オキモウシ．ス

～オリ．り

～オリモウシ．ス

～オワリ．ル

～ガタシ

～カネ．ヌ

～キ．ク

7
0
　
3

7
〔
◎

　
2

a
裂

↓
↓

2
i
O
◎

2
冶
1
6 a

a

↓
↓
↓

a
1
1
2
財
8
7
4
－
5
2
5
1

→

雪
暑
一
　
－

9
3
7
1
6
3
1
5
1
2
7
1
1

3
3
2
　7　
　

2
　
　

3
2

1
0
　
4
4
1
5
2
5
1
－
1
2
6
1
1
2
1
1
3
1
2
5
2
1

　
1
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　

2
2
　
5
　
　
2
　
　
2
1

合

敢

出
居
得

異なり使用一

語数塵数
～キタリ．ル　　　　　　　　 25　　42

～クダサレ．ル1）

　cf．オ～クダサこ／・ル　　　　　　→a

～クレ。ル　　　　　　　　　　　6　　　6

～シ．ス　　　　　　　　　2287　5789

　cf．アイ～シ．ス　　　　　　　→el

　cf．アイ～シオキ．ク　　　　　→el

　cf．オ～シ。ス　　　　　　　→a

　c£オ～シアイナリ・ル　　　　→a

　cf．ギョ～シタマイ．ウ　　　　→我

　C麦．ゴ～シ。ス　　　　　　　　　→a

　cf．フ～シ．ス　　　　　　　　　一〉　el

～シ．スル　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　4

～ジ）v　2）　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　1

～シアイ．ウ　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　4

～シアリ．り　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　3

～シアルキ．ク　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　1

～ジイル3）　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　1

～シ＝。ウ　　　　　　　　　紅　　　　　　　　　　　　　　　　1垂

～シエモウシ．ス　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　1

～シオキ．ク　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　7

～シオリ．ジ　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　5

～シオワリ．ル　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　2

～シガタシ　　　　　　　　　14　　　　　　　　　　　　　　　　16

～シカネ．ヌ　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　1

～シキタリ．ル　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　　10

～シスギ．グ　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　1

～シタテマッリ．ル　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　3

～シタマイ．ウ　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　9

～ジツケ．ク4）　　　　付　　1　　1

～シバジメ．ム　　　　　　　　正　　　　　　　　　　　　　　　　1

～ジハテ．ッ5）　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　4

～シヤスシ　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　3

～シヤリ．ル　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　1

～ソメ・ム　　　　　初　　3　　　　　　　　　　　　　　　　6
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接辞酌要素の表（E！iL－1一音顧）

晃　　出　　し 異なり使用
語数度数

　　冤　　出　　し

～ナリ．ル

～ハタシ。ス

～ノ、ア．ツ

…翼濠り．使鶏一

語数度数
　　～タシ．ス

～タテマツリ．ル

～タマイ．ウ

～ツカマツリ。ノレ

　c£ゴ～ツカvツリ．ル

～ヅラシ　　　　　辛

～アル

～ナサレ．ル

　cf．オ～ナサレ．ル

～ナシ．ス

～ナシアタイ．ウ

～ナシガタシ

～ナシクダサレ．ル6）

　cf．ゴ～ナシクダサレ．ル

へ
）
1
7
7

　
1
2
一
－
玉
－

50

1

隻

　4
　13

　30

　17

一＞a

　1

　3
　1
一＞a

　52

　1
　1

Da

～マカi］アリ．リ

～マシ’マシ．ス

～メカシ．ス

～モウシ．ス

　cf．アd～モウシ．ス

　cf．オ～モウシ．ス

　cf．ゴ～モウシアゲ。グ

～ヤスシ　　　　　易

～ヤリ．ル

ーフシ

4　　5

1　　1

2　　8

2　　2

2　　2

2　　2

13　14
　一〉　el

　一〉　el

　一〉　e1

5　　5

1　　3

1　　1

1），6）この翔例はなかったが，cf．の為に仮に見鐵しを立てた。

　　　　　　　　　　　　　　　あんじ2）「案累る我子の心」（c）3）「案事展たる折りなれば」（c）
　　ぎび
4）　「附しく談tつけ」（c）　5）　「儒吉も函じ果るハ」（c）
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　　　　　　　　　　接辞的要紮の衷（五十春瀬）

d〈國・歳・マイル〉の類

～アシ

～イ

～イン

～インチ

N　：1）

～エイリ

～xxエクル2）

繭
騨

し出
．．

若
年ケ　

イ
　
ナ

閲
ソ
ソ

ネ
ネ

カ
カ

鍛し
…．

邑

　
…

見
…

　
～躍し出見

17
イ
イ

…
カ
カ

～
韮
　
　
－

【

足
位

㎜
シア

イ
足
組
員

1　～カイ

1　　カイ　　　　圏　17
2　　カイアテ　　回宛　　2

1　　ダイ～カイ
－
　
n
∠

霊
里

　
英

　　　　エ　一一クル

～エツゲツ　　閲月

～エン

　＝ソ　　　　圓

　エソアテ　圓宛

　エソズツ　圓ズツ

　エソタラズ

　　　　圓足ラズ

　エソナイガイ

　　　　　圓内外

　エソヨ　　圓絵

～オンス3♪

　オンス

　オソスゴト

～力

　カ

　カアテ

　カアマリ

　カゴロ

　カヅケ

　カメ

～が）

～力

～カ

　ダイ～カ

　日
　貝宛

日鯨り

　日頃

　日附

　属農

　顯
　科

1
4
．

290

　4

　2

1

1
1

　
2

【
ノ
ー

304

i
婁
6
8
4
．
－
一
1
3

第～課　1

　　　　　第～圓

～カイ　　　階
～カイ　　　　塊

～ガイ5）　　　蓋

～カゲツ

　カゲツ　　ケ月

　カゲツアテ

　　　　　ケ月宛

～カゴ　　　　籠

～カサネ　　　重

～カジ　　　ケ春

～カショ　　ケ所

～カジョウ

　カジヨウ　ケ條

　カジコウチュウ

　　　　　ケ有中

～ガツ

　ガツ　　　　月

　キュウ～ガツ

　　　　　薔～月

　ダイ～ガツ

　　　　　第～鑓

　マイ～ガツ

　　　　　毎～月

　ガツゴv　月頃

　ガツチxウ月中

　ガツライ　月來

～カネン

9
2
2
2
30

2
1
1
1
鹸
（
6

　
　
　
　
2

6

1

228

1

3

り
♪
！
◎
A
U
1

　
　
2

～カブ

　カブ

　カブアテ

～カマス

～カン

～カン

　カソ

　ダイ～カソ

ケ年内　1

株
宛
臥
貫

　
株

款　　1

款
ウ
中

～
ユ
款

第
チ
～

　
ソ
第

　
力

　
～

　
塚

　
タ

　
巻
　
巻
　
毎
厨
　
期
期
騎
　
基
ッ
鯨
脚
達

　
　
　
～
　
概
貫
　
　
～
　
　
　
ズ
墓

　
　
　
第
　
　
　
　
　
第
　
　
　
基

　
　
ン

　
　
カ
　
　

ト
　
　
　
　
キ

　
　
～
　
　
ゴ
メ
　
　
～
　
　
　
ツ
　
ク
ウ
ウ

ル
魏
ル
〃
ル
キ
凱
キ
キ
キ
画
嚢
㌔

～
　
　
　

～
　

～
～
　
　

～
～
　
　
　
　
～
～
～

5

1

3

1

書
毒
E
フ

2
『
フ
書
二

つ
ノ
ー
ー
ρ
軍
儒
－

1）罫一と重」　2）エ　一一カー　3）重刑〔　4）「千川」　う）笠一蓋
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接辞的要素の衰（五十音順）

見出し蟹飛出・鍛見出・齪
　ダイ～キュウ

　　　　　第～級　　玉

～ギ簗ルヂン1）　　　　ユ

～キ蔚ウ　　　橋　　1

～ギnウ

　ギョウ　　　　行　　7

　ギョウメ　　行目　　3

～キョク　　　局　　1

～キレ　　　　　切　　1

～キmグラム　　　　　2

～キロメ工トル

　キロメートル

～キン

　キン

　キンヨ

～キン2）

～ク

～クチ

～クミ

　クミ

　クミアテ

～ケ

～ゲツ

～ケン

　ケソ

　ケソアテ

～ケン

ケン

2

6
1
　
1
る
　
4
6
　
へ
）

2斤
鯨
釣
町
回
筒

　
斤

3
　
璽
五
　
9
脅
　
2

癒
宛
家
月

　
組

　軒　14

軒宛　　！

間

ケンアマリ間絵リ

　ケンヨ

～ケン

～ゲン3）

一v＝

N＝

籐
件
元
箇
戸

間

一
！
ノ
◎
5
1
－
4
ゐ

3
　
　
一
　

ウ
ノ
ー

～コウ

　＝ウ　　　　項

　ダイ～コウ

　　　　　第～項

　ダイ～コウチュウ

　　　　第～項中

～誕ウ　　　　港

～コウ4）　　　　口

～ゴウ　　　　舎

～ゴウ

5

9

ゴウ　　　　號　17

日目アテ　　號宛　　1

ダイ～ゴウ

第～號　150

　ダイ～ゴウチ＝ウ

　　　　第～號中　　1

～瓢ク

　＝ク　　　　　石　　25

　コクユウヨ

　　　　　石弓鯨

　コクヨ

～コシ

～コり

～ザ5）

～サイ

　サイ

　サイヨ

～ザイ

～サツ

～シ6）

～シ7）

～シ

～ジ

絵
腰
帯
磐

石

歳
絵
罪
冊
子
糸
紙
字

　
歳

1
3
玉
2
14
！
2
5
玉
2
歪
6

り
轟
　
　
　
　
　
　
　
　
－

～ン　　　　　　　　　、

　ジ　　　　　次

　ダィ～ジ　第～次

～ジ　　　　　事

～ジ

　ジ　　　　　時

　ジゴロ　　　年頃

　ジスギ　　聴過日

　ダイ～ジ　第～時

　ダイ～ジゴロ

　　　　第～略頃

～ジカン

　ジカソ　　　時間

　・ぜン～ジカソ

　　　　全～時聞

　ジカソゴト

　　　　　蒔問罪

　ジカソヨ　時間蝕

～ジツ

　ジツ

　ジツトモ

～シャ

～シャク

～シャク

　シャク

　　臼

臼トモ

　者
　勺

　　　　　　　尺

　シャクアマリ

　　　　　尺絵リ

　シャクヨ　　尺鯨

～シュ　　　　朱

～シュ　　　　首

～シュ

　シュ　　　　種

　ダイ～シュ

6
）
5
1

1
3
7
2

0
）
4
ゆ
　
一

玉

5

1

2
亙

へ
）
2
5
1

3

28

21

1）オランダの貨幣。2）「千釣」　3）「洋銀一元」　4）「否五十万口の人民」・5）F三十座の

器械」　6）「男女二子」　7）「六十六銭七厘八毛四糸」
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接辞酌要爽の蓑（五十音顧）

見　　出　　し

　　　　　第～種

　シュゴト　種毎

～ジュ　　　　樹

～シュウ　　　　週

～シraウカン　逓間

～シュウキ　　三思

～シュウジツ　周B

～シュウネン

　シュウネソ周年

　シ＝ウネソジ＝ウ

　　　　　周年中

～ン識／
～ショ1）

～ショ

～ジm

～シmウ

　ショウ

｝繊．．冤出し葦葺…見出し

n
∠
三
一
ゐ
－
亡
ン
璽
正
－

2

1

1
　
2
　
7
‘
　
4
ゐ

旬
書
所
女

　　　　　　　章

　ダイ～シeウ

　　　　　第～章

～ショヴ

　ショウ

　ショウヨ

～シnウ2）

～ジ∋ウ3）

～ジョウ

　ジョウ

升
籐
機
杖

　
升

　　　　　　　場

　ダイ～ジeウ

　　　　　第～揚

～ジ轟ウ　　　　盤

～ジョウ　　　　城

～ジョウ．

　ジョウ　　　丈

2

9

1
9
翻

2

　ジョウヨ　　丈鯨、　4

～ジョウ

　ジョウ　　　條　104

　ダイ～ジョウ

　　　　　第～條　65

　グイ～ジuウチェウ

　　　　第～條中

～ジmウ

Nシン4）

～シン5）

～スイ

～ステリンク6）

～スン

～セ

～セイ

～セイ

　ダイ～セイ

正
　

1
　
1
　
i
　
i

中
楯
挿
身
水

1
　
3
　
正
　
8

　
玉

　
寸
畝
聲

　　　　　第～世　　2

Nセキ　　　　隻　　4
～セキ

　ダイ～セキ

2　～セツ

t　　ダイ～セツ

3

9
瀞
－
望
三

10

～セブ

～セン

　セソ

　セソアテ

　セソカタ

　セソグライ

　セソズツ

第～庸　　1

第～錦　　8

　回忌　　1

　銭　181

銭宛

三方

三位

鏡ズツ

　セソ｝ウ　銭等

　センナイガイ

　　　　　銭内外

　セソヨ　　銭函

～セン　　　　船
～セン7）　　　　川

～セン

　ダイ～セソ8）

　　　　　第～籔

～セント　　　仙

～ソウ9）　　　層

～ソウ

　ソウ　　　　艘

　ソウズツ　艘ズツ

～ソク　　　　束

～ソク　　　　　足

～ソク

　ダイ～ソク

　　　　　第～期

　ダイ～ソクチュゥ

　　　　第～刷中

～ソン

～ダ10）

～ダ

～ダイ

～ダイ

　ダイ

　ダイメ

～タビ

～タル

～タン11）

～タン12）

朶
駄

代
調
度
樽
端

　
代

　
　
一．

用
瀬
…
1

使
度
．

正
2
1
2
隻
7
邑
－

17

1

2

正

7

1
1
2
n
乙
－墨
ム
リ
）
3
n
∠
－

1）　「一霧を取りて一書を残し」2）　「これ商売にして三機の大船を所持せし初めなり」
3）「一杖を携へて」　4）「造化の三神」　5）「夫レ斯クノ如クー身二身トナリ」　6）スタ
ーリング〔ポンドの為替上の呼び名〕

記録公債門脇第八籔」　9）階の意
線の二端ハ」　12）田畑，反物

7）「高晦の顯よ至りて二jli相下し」　8）「九年獣行
　　　　　　　　　サシバサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はを

！O）「壁ユー朶ノ楳花ヲ挿ミ」　11）「電線二個を挾み
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接辞的要素の衷（五十音願）

見出・璽見出・趨見出・
　タソ

　タソヨ

～ダン

　ダソ

　ダソメ

～タンブ

～チ

～チャタ

　反　　5

反絵　　2

段
目
歩
地

　
段
．
反

ダイ～チャタ

　　　　第～漕

リ
ャ
恥
恥
の
助
　
ヨ

ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ

ユ
　
藷

ヨ
ヨ

ヨ
　
ヨ
　
ヨ
　
ヨ

チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ

～
～
～
～
～
～

夜
増
高
挺

E
フ
ー
2
2

正
！
2
f
義
1
0
2

丁．町　23

　　　丁絵・町絵

～チョウメ　　丁目

～ツイ　　　　野

～ツウ　　　　遇

～ツキ

　ツキ　　　　　月

　ツキヨ　　月絵

～ツブ　　　　粒

～ツボ

　ツボ

　ツボヨ

～テ6）

～テエル7）

～テキ

～ヂニイs）

鯨
手
両
滴

埣

9
6
2
7

　
7

！
0
9
郁
－
φ

2
2
i
6
♪
3
1

～テン

～ト

　ト

　トヨ

～ド

　ド

　ドナイガイ

黙　12

　斗　　9

斗絵　　2

度　42

　　　　　度内外

　ドメ　　　度R

　ドヨ　　　三面

～トウ

　トウ9）　　　等

　ダイ～トウ

　　　　　第～等

～トウ　　　　頭

～トウ

　ダイ～トウ1の

　　　　　第～套

～ドウZl）　　　洞

～ドウ　　　　道

～卜mq
　トコロ　　　所

　カク～トコPt

　　　　　各～所

～トセ

　トセ　　　　歳

　トセアマリ

　　　　　歳鯨り

～ドル

　ドル　　　　弗

　ドルヨ　　弗録

～トン　　　　噸

～ナン

ー
ウ
臼
玉

27

4
轟
4

一
玉
亘

1

2

3

1

◎
ノ
2
0
／

2

　ナソ

　ナソラ

～ニチ

　ニチ

　ダイ～ニチ

　男　　9

男等　　1

貝　492

第～H

　一アコPt　　臼頃

　＝チジュウ　日中

　zaチヅケ　　臼附

　ニチナイ　　再内

～ニソ2）　　　任

～ニン

　＝ソ　　　　人

　・・ソアテ　　人食

　ニソズツ　人ズツ

　Xソトモ　人トモ

　＝ソマエ　　人前

　ニソヨ　　入魂

～ネン

　ネソ

　・ゼソ～ネソ

ダイ～ネソ

マイ～ネソ

　不ソコロ

　ネソジ＝ウ

　ネンナイ

　ネソメ

　ネソライ

～ネンF

　ネソド

n
）
n
◎
1
9
ノ
ー
玉273

・
三
1
2
2
1

年　145

前～年　　2

第～年　　1

回目年

　年頃

　年中

　年内

　年爵

穿來

年度

！
9
臼
だ
フ
3
1
64

1）「御三泊二三識が百鐵より薫五十圓還」2）「支那積残を一二Σいふ」3）薬物．4）銃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばか器，豆腐　5）距離，面襲　6）「局に樹され十手許りも打つと」〔将棋）7）支那貨幣　8）

鵜第断ま任鞍懸無慮鱒を謙ない10）灘醗11）隠こ一
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接辞的要素の表（五十音順）

晃出し鍛「魔”τし
ダイ～ネソド

　　　第～年痩

t－vA

～ハイ

～バイ

　バイ

　カク～バイ

振
杯

－
η
）
2

倍　　5

　　　　　各～倍
～バク1・）　　　　舶

～バク　　　　泊

～ノ、m

　ハコ　　　　箱

　ハコヨ　　箱鯨

～バタイ期ン1）

～ハツ

　ハツ　　　　獲

　ハツアテ　　嚢宛

～ハン　　　　　犯

～バン

　パソ　　　　番

　グイ～バソ

　　　　　第～番

　バソメ　　番鼠

～パンチ　　　番地

～ヒエエ2）　ヒ＝＝・e一

～ヒキ3）

　ヒキ　　　　　匹

　ヒキズツ　穫ズツ

～ヒツ　　　　櫃

～ヒツ　　　　筆

～ヒョウ

　ヒUウ　　　俊

－
一
－

14

1

1

7
1
正

　ヒョウヨ　搾乳

～ヒョウ

　ヒョウ　　　　表

　ダイ～ヒョウ

　　　　　第～表

～ビmウジ　　秒時

～ヒm　　　　尋

～ヒン　　　　骸

～ブ

　ブ　　　　　部

　ブズツ　　部ズツ

～’u　　　　・歩
～ブ4）

　ブ

　ブヨ

　ブドオリ

～フク

～’uツ

　　分

　分籐

分通り

　　幅

　　佛

　　～フランク5）

55　～フン6）

　　　フソ　　　　分

2　　フソゴロ　　分譲

1　～プン

73　　ブソチ＝ウ7）分中

1　～フンジ

　　　フソジゴトS）

8　　　　　　分勝毎

1　～ヘン

1　　ヘソ　　　　篇

1　　ダイ～ヘソ

　　　　　　　　第～篇

2　～ヘン　　　　片

使用
　　　　晃　　出．魔数

1

i

ワ
9
－
－
∠
Q

ご
フ
ー
内
）

0
2
3
3
玉

4

ワ
一
よ
）

5

2

2

3

9
1

　…一覆爾崩
し
　ttt．．僕数

～ホ　　　　　歩

～ホウリ　　方里

～ホン

　ホソ　　　　本

　ホソアテ　　本宛

～ポンド

　ポンド　　　勝

　ポソドヨ　鶴餓

～マ　　　　　問
～マイ

　マイ　　　　枚

　マイ～マイ

　　　　　毎～枚

～マイル

～マキ　　　　巻

～マク

　マク　　　　；幕

　マクメ　　幕欝

～ミ9）　　　　味

・N・ ~ニニニΣウト10）

～ムネ　　　　棟
～メ11）

　メ　　　　　　欝

　メアテ　　　蟹宛

　メグライ　　掻位

～メイ

　メイ

　メイアテ

　メイゴト

　メイor

　メイラ

～メエトル

名

宛
苺
絵

名
立
名

メートル

7
1
19

1

2
1
360

正
1
3

2
1
1
1
Q
ノ4
1
三167

5
1
1
1
1

1）r一リヂマソバ三バタイロソ＄り」〔大隊のこと〕　3）r厚サ菖「ヒエ・・一　］ノー道ヲナシ」・

pieds〔仏〕フィート　3）動物，諏地　4）金額，長サ，緯度，歩含，割合を奮む　5）フ
ランスの貨幣，フラン　6）時問　7）「百分中」8）「桜田～二十分時毎二羅シ～」　9）「硫．
1黄フK銀ゴムの三味を調整したる」　10）minute　11）｛1｝「種子三三衝響」　｛2距操綿（～菰顕

或ハ十目宛の下落］
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接辞的要素の表（五十音順）

見出・麗見出・簸見出し齪一
～メン1）　　　面

～モウ　　　　毛

～モン2）　　　門

～モン3）　　　文

～モン

　ダイ～モソ

～モンメ

～ヤ

～ヨウ

～ヨウ

～リ

　リ

　リガイ

　リヨ

～リ

　オ～り

第～問

匁
夜
葉
襟

里
外
鯨

　
里
里

2
4
2
7
2

134

　2

　7

御～入　　1

　リアテ　　人宛

　リズツ　　人ズツ

～りジマン4）

～リッポウシャク

　　　　　立方尺
～リイブノレ5）

～リイブルステリン

　グ6）　。

～りxウ　　　　両

～リョウ　　　輌

～リン

　リン　　　　塵

　リソズツ　塵ズツ

　リソa　　厘絵
～ルイ

　ダイ～ルイ

　　　　　第～類

Q
ノ
（
∠
i

玉
n
∠

‘
1
7
4
・

（
U
－
玉

4

2

　ダイ～ルイチ＝ウ

　　　　第～類中

～ルウブル

～レイ　　　　鈴
～レイ

　ダイール’イ

　　　　　第～例

～レン7）　　　廉

～m　　　　　路
～ワ

　ワ　　　　　羽

　ワアテ　　羽宛

～ワ　　　　　掘

～ワり

　ワリ　　　　調

　ワリn　　謝鯨
～ワン　　　　椀

韮
・
4
．
2

」
i
1
4
2

1
1
1！0

1

！

ユ）鏡　2）砲　3）貨幣　4）「一リヂマソバ三バタイロソ＄り」（聯隊のこと〕5）貨幣のボ

ンド　6）　rステリング」参照　7）r一一件ヲー廉トシ箇條書ヲ以差出」

舗考　表dにおいて，注記した漢字は，おおむね原文のままである。
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　　　　　　　　　　　接辞的要素の表（五一卜音顧）

elその他の類（接頭的要素）

見　　出　　し
…異なう．使丁

麺三度数
見　　出　　し

異藻り使屠
語数度数

アイ～

　アイ～

　アイ～アリ．リ

　アイ～オキ．ク

　アイ～ガタシ

　アイ～キタリ．ル

　アイ～シ．ス

　アイ～シオキ．ク

　アイ～モウシ．ス

イク～

イチ～

　イチ～

　イチ～ナイ

：カク～

　カク～

　カク～カ

　カク～チェゥ

　cf．カク～トコロ

　cf．カク～パイ

＝カリ～

　カリ～

　カリ～トウ

・キュウ～

　キュウ～

　キュウ～シ

　キェウ～ラ

　c£キ㌧ウ～ガツ

・ゲン～

ゲン～

．ザイ～

シュウ～1）

らび　　　　リ

ンユノ～

相

幾

各

下

仮

浅一

氏

月
現
原
在
衆
準

61　161

1　　　1

1　　1

1　　1

1　　1

30　108

1　　6

2　　2
3　　　4

30　31
2　　　2

59　107

1　　1
1　　　1

d
d

↓
↓

9　14
1　　1

1
◎
1
2

3

1
1
1
i
雪
茎

　44

　2
　2
・一
r　d

　1

　2
　8
　3
　！

シm～

　ショ～

　ショ～トウ

　ショ～トモ

　シe～フ
ショゴ～2）

シン～

シンカリ～

ゼン～

　ゼソ～

　ゼソ～コウ

　・ゼソ～ゴウ

　cf．ゼソ～ネソ

ゼン～

　ゼソ～

　ゼソ～ジョウ

　cf．ゼソ～ジカソ

ゼンカリ～

ゼンゼン～

ソウ～

ダイ～

　ダイ～（体言）3）

　ダイ～（数詞）

　cf．ダイ～カイ

　cf．ダイ～ガツ

　cf．ダイ～カソ

諸

諸御

　新

藩仮

　前

　　　11

　項　　1

　　　　1

全

上

前假

前前

　総

　第

月
例

cf．ダイ～カソチュウ歓

cf．　タ“イ～カソ

cf．ダイ～キ

cf．ダイ～キ・エウ

。麦．ダイ～コウ

巻
期
級
項

。£ダイ～コウチュウ項

61　’ W3

2　　3

1　　1

1　　1

i　　王

18　28
1　　　1

4
ム
ー
凸

1

1

1e

9
葡
嘩
ま

　
3

　14

　1

　1
一＞d

　4
　1
一＞a

　2
　1
　10

　2
　59

一＞d

一＞d

一＞d

一＞d

一＞d

一〉　tt

一一r　d

一〉　d

．d

ユ）「衆貧人］　2）「諸御門」　3）「第何麗」
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接辞的要素の表（五十音版）

見　 出　　し
異潅り使薦

語数度数
cf。ダイ～ゴウ　　　　号

cf．ダイ～ゴウチュウ号

。£ダイ～ジ

cf．ダイ～ジ

cf．ダイ～ジゴロ

cf．ダイ～シュ

cf．ダイ～ショウ

cf．ダイ～ジョウ

cf．ダイ～ジョウ

次
時
頃
種
章
場
条

　
　
時

cf．ダイ～ジョウチ＝ウ條

cf．ダイ～セイ　　　　糞：

cf．ダィ～セキ　　席

cf．ダィ～セツ　　節

cf．ダイ～セソ　　　籔

cf．ダイ～ソク　　　　麹

。£ダイ～ソクチ＝ウ期

cf．ダイ～チャタ

cf。ダイ～トウ

cf．ダイ～トウ

cf．ダイ～ニチ

cf．ダイ～ネソ

cf．ダイ～ネソド

C五ダイ～パソ

cf．ダイ～ヒョウ

。£ダイ～ヘソ

cf．ダイ～モソ

蘭
学
套
臼
年
度
番
表
篇
問

　
　
　
　
　
年

δ
δ
d
d
d
d
d
δ
d
d
d
d
d
d
d
d
d
δ
d
d
δ
d
d
d
δ
d

↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓

見出し．当�d一
cf．ダイ～ルイ　　　　楽頁

cf．ダイ～ルイチ晶ウ類

　cf．ダイ～レイ

ナニニ～

　ナニ～

　ナニ～アテ

　ナニ～ナイ

ナニボウ～

ヒ～

ヒ～

フ～

　フ～

　フ～シ。ス1）

プ～

ボウ～

ボウボウ～

マ～

マイ～

　マイ～

　cf．マイ～ガツ

　cf．マイ～ネソ

　cf．マイ～マイ

ム～

リョウ～

　リョウ～

　リョウ～トモ

例
偲

某
非
被
等

軸

不
某
某
真
毎

　
　
某

月
年
枚
無
両

一〉　d

一一
黶@d

一＞d

IO　16
1　　1

1　　i

1　　1

2　　2

1　　1

33　58
1　　1

2　　2

8　　9
圭　　！

1　　2

3

8

　15
一一
r　d

．d
一＞d

　9

19　22
1　　1

1）〈不同意シ．ス〉
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　　　　　　　　　　　接辞的要素の表（五＋音順）

e2その他の類（接尾的要素）

見　　出　　し
異なり使月デ

語数度数． 見　　撮　　し

～アタリ

～アテ　　　　　　　宛
　cf．ナユ～アテ

　cf．～エソアテ　　　円

　cf．～カアテ　　　　 臼

　cf．～カイアテ　　　回

　cf．～ヵゲッァテ　　ヵ月

　c£～カブアテ　　　株

　cf・クミアテ　　　　組

　cf。～ケソアテ　　　軒

　cf．～ゴウアテ　　　号

　cf．～センアテ　　　　銭i

　cf．～：ソアテ人
　cf。～ハツアテ

　cf．～ホソアテ　　　本

　cf。～メイアテ　　　名

　c£～モクアテ　　　　鼠

　cL～リアテ人
　cf．～ワアテ　　　　羽

～オモテ

～力

　cf．カク～力　　各一下

～ガイ

　cf．～リガイ

～力夕1）　　　　　方
　cf．ゴ～カタ

～力夕2）　　　　　方
　cf．～セソカタ

～ガタ3）　　　　　　方

～ガタ　　　　　　　形

～ゴト　　　　　　毎
　cf．～オソスゴト

　cf．～カソゴト　　鑑

　cf．　一クゴト　　　区

1
2
亀
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
δ
d
d
2
1
1
負
2
2
d
2
7
a
6
0
己
1
4
5
2
0
d
d
d

　
　
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
．
↓
↓
↓
↓
↓
　
－
↓
　
↓
　
↓
　
↓
　
　
　
↓
↓
↓

1
　
2

－
磁
　
1
9
　
2
2
　
5
8
　
1
2
3
B

　cf．～ジカソゴト

　cf．～シュゴト

　cf．～フソジゴF

　cf。～メイゴト

～コロ

～ゴ日

　cf．～カゴロ

　cf．～ガツゴロ

　cf．～ジゴロ

　cf，～轟チゴロ

　cf．～ネソゴロ

　cf。～フソゴロ

～ジェウ

～ジョウ

～スギ

　c£～ジスギ

～スジ

～ズツ

　cf．～エソズツ

　cf．～キズツ

　c£～セソズツ

　cf．～ソウズツ

　cf．～ニソズツ

　cf。～ヒキズツ

　cf．～ブズツ

　cf．～リズツ

　cf。～リソズツ

～セイ

～タチ

～チュウ

　cf．オ～チ＝ウ

　cf．カク～チェウ

　cf．ゴ～チェウ

間
種
隠
名
頃
頃
日
月
時
臼
年
分
中
上
過

蒔
　
三

筋
　
由
基
鑓
艘
人
遣
思
人
厘
製
睡
中
御
各
国

C£．～カジョウチュウ

裏なり便爾…

讃詞度数＿

d
d
d
d

↓
↓
↓
↓

1
2
3
d
d
d
d
d
d
2
0
6
0
－
d
－
3
d
d
d
d
d
d
d
d
d
1
4
0
3
a
財
a
d

　
　
↓
↓
↓
↓
↓
↓
　
　
　
「
”
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
　
　
2
↓
↓
↓
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
只
）

一
4
　
　
　
　
　
　
0
7
1
」
1
3
　
　
　
　
　
　
　
　
重
3
6

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
4
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

1）行爲を衷わすもの 2）範囲を蓑わすもの　3）複数を表わすもの
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接辞的要素の蓑（五十音厭）

見　　出　　し

　cf．～ガツチュウ

　cf．～フソチxウ

～テイ

～テキ

～トウ

　cf．オ～トウ

　cf．ゴ～トウ

　cf．～セソトウ

～ドオリ

　cf．～ブドオリ

～トモ

　cf．り9ij　rV　lモ

　c麦．～ジツトモ

　cf．～ニソトモ

～ドモ

～ナイ

　cf．イチ～ナイ

　cf．ナニ～ナイ

　cf．～カネソナイ

　cf．～ニチナイ

　cf．～ネソナイ

rvハイ

～ヘン

ー～ iほど）ズツ

rv?キ
・～

　cf。～エソa

　・cf．～キヨ

　c£～キソヨ

　c£～ケソヨ

　cf．～コクヨ

　cf．～サイs

　cf．～シャクヨ

月
分
体
的
等

等

共

共
内

輩
辺

向
余
円
基
斤
問
石
歳
尺

異なり使用
語数度数．
　　一〉　d

　　一〉　d

　1　　1
　2　　　2

202　219

　　一＞a

　　一一〉　a

　　一〉　a

　3　　3
　　一一〉　d

12　12

　　eel
　　一＞d

　　一＞d

19　41
45　52
　　－el
　　k＞　er

　　一＞d

　　一＞d

　　ゆd

　8　12
　1　　1

　1　　1

　1　　1

一一r　d

．d
→（王

一一
r　d

一〉　d

H．　d

→（圭

　見　　出

cf．～ショウヨ

cf．～ジn．ウsu

cf．～セソヨ

cf．一〉タソヨ

。£～チョウn

cf．～ツキヨ

cf．～ツボヨ

cf．～トヨ

cf．～ドヨ

cf．～Fルa

cf．～ニソヨ

cf．～ハコヨ

C£～ヒョウヨ

cf。～ブヨ

cf．～ポソ　ドU

cf．～メイヨ

cf．～リヨ

cf．～リソヨ

cf．～ワリヨ

～譲ウ

～ヨウ

～ラ

～ラ

　cf．キュウ～ラ

　cf・～ナソラ

　cf．～メイラ

～ライ

　cf。～ガツライ

　cf．～ネソライ

～リ

～リュウ

～レン

しtttt．墲ﾈ維袈

d
d
δ
d
d
d
d
d
d
d
δ
d
d
d
d
d
d
d
d
紛
4
8
4
4

↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
　
　
　
1

升
丈
銭
反
町
月
埣
零
度
　
人
鴨
脚
分

　
　
　
　
8
　
4
占
　
F
）
　
一

　
　
　
　
　
　
讐

　
　
　
　
　
　
り
恥

名
里
山
割
用
様
等
等

軌
δ
d
7
d
d
玉
1
9

↓
↓
↓
　
↓
↓

　
　
　
門
）
　
　
　
　
　
1
　
1
　
Q
4

男
爾
来

裡
流
連

U）入名に付いた屯の　2）「我等」の例

252



IV　分析した購がら

IV　分析した事がら

1　蓑記を分析する

　表記では，次の事項について調査した。

　A　鱗葉の分析（使絹度数10以上の語について）

　B　漢字とかなとの翻合

　C　ルビ

　D　その他

A　表記の分析（使用度数10以上の語について）

　使用度数10以上の語について，集計カー一蹄こ記載された表記に基づき，次の

項目について分析したQ

　1　送りがなに二通りの動きのあるもの（年報9「明治蒔代語の調査研究」旧記

　　　の送り仮名表参照）

　2　歴史的かなつかいを基準とした場合，かなづかいに誤りのあるもの

　　　（上言己かなつかいの表参照）

　3　漢字書きとかな書きの両表記をもつ語（上記かな書き語の表参照）’

　4　漢字の種類（上記漢字の表参照）

　これらの結果は・年報9（昭和34年刊行125～1418一ジ）に・全用例を表示

して報告したので，ここでは簡単な記述にとどめる。

　こ2iue先立って，この分析の基礎になった，集計カードの表記の言己載灘とつ

いて述べる。

　集計力Ptドの表記の記載法

　　集計カードに言隅一された表記形式1ま，次の手続きに従って，原カードを整理分類し

　たものによるσ

　1　漢字表記については，異体字・俗字などもすべて正宇に統一せず，それぞれ漢字

　　袈寵の違いとして分類する。

　2　かな表寵については，

　　｛1）片かな，平がな，変体がな，合宇（つ．」など），清濁の溺によワて，それぞれ
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　　　　　　　　　　　　　rv　分析した事がら

　　分類する。

　②かなづかいに異なり表記のある場合は別に取り出す（たとえば，動詞「書キ．クま

　　では，書ヒ（テ）がある）。

　｛3）送りがなについても，送り方の違いによって分類する　（たとえば，動詞「越

　　工．ユ」には，越（テ），越工，越ル　がある）。

3　ルビつきのものは，ルビのついた形で記λする。

　ルビつきの原カードが2枚以上あって

　（1｝塞丈の漢字書きの部分の表記が異なる場合は，1に従って分類する（たとえ

　　ば，欺き，誘き）。
　　　あざむ　　　あざむ

　｛2）ルビのかなづかいの異なるものは，2に従って分類する（たとえば，踊り，

　　踊り）。
　　をど
　なお，ルビが，愛顧，愛顧のように異なる場合は，楽然，二種に分類されるが，
　　　　　　　　ひいぎ　　　あいこ
　これらが，〈アイコ〉と轡う語形に集合されるか，あるいは，〈アイコ〉，＜ヒイ

キ〉と言う溺語形になるかは，見猿し語形をきめる作業で，すでに決定している。

4　くりかえ．し符号，記号（たとえば，　r」や一など）の付してあるものは，そ

れのついた形を一つの表記形式と認めて分類する（たとえば，アルコール，「アル濡

　一ル」）。

5　活用語の代案形は，動詞は連用形，形容詞は終止形とし，他の活絹形もすべてt

　この形に一括される。ただし，かなづかいや，送りがなの送り方に問題のある表詑

　はこの留りでない。

6　表記の記入は，原語として，出現度数の大きい表記形式から順次記載することに

　なっているが，あとで，表記形式が調査しやすいように，同一の漢字表記をもつも

　のは，なるべく，一ところに集めて記載する。またルビつきの語は，下段に記λす

　る。

　以上であるが，このことから知られるように，今回は表記の層ごとの分類は，

行なっていない。

1　送りがなに二通り以上の動きのあるもの

　送りがなに二通り以上の動きのあるものについて，品詞別に調査した結果

は，衷5のようであった（A表異なり語数1，421語のうち428語）。

　表5でわかるように，送りがなに二通り以上の動きのあるものの中では，各

贔詞を通じて，二通りの送り方をもつものが多かった。しかし，動詞は，三通

りの送り方をもつものも，かなり多かった。複合動詞「願イ出デ．ズ」は次に示
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表5　送りがなに二通り以上の動きのあるもの

　　送り方の
ies，si’×・tt｛ts．．

詞
詞
詞
詞
詞
詞

　
　
容
　
三
体

移
動
形
翻
接
連

言欝匿欝血鏑
騰i峯

糠／｝

9　（100．　0）

（lg．　O）14

（33．　3）　1・2

　　1

（14．　3）11

f？・i？1

1
　
－

）
）

つ
ノ
9
／

2
4
轟

－
　
玉

（
（

（1．　8）

（11．　1）

（玉．3）

（4．　7）

五通りの送

り方（％）

1　（O．　4）

1六遠りの送i

　　　　｛　計
り方（％）

　　　　i　　　　I72　（100％）

1　　　　（0。4）227（100％）

　　　　く　　　　i18　（正00％）
　　　　i，，（100％）

　　　　1、1　El。。％）

　　　　i9（100％）

纏＿＿

　　備考

　　　年報9「明治時代語の調査研究」の勲記の送り仮名衰のうち，二通り以上の

　　　送り方をもつ語の品詞別一覧を，一部修正した（257ベージ補記参照）。

すように六通りの送り方をもっており，全用例中，もっとも，送り方の動きの

多い語であった。

　　願出（10同）願ヒ出（8圃）願出デ（1同）願ヒ出デ（2圃）願ヒ出ル（2同）願

　　出ル（2圃）

　送りがなで，とくに臼掌った傾向について述べる。動詞では，上二段活用，

下二段活用のなかには，たとえば「過ギ．グ」が連用形では過ギを用い，連体形

では過ルの形をとるというような例が多く見られた。また，止マリ，aj’rリ，

備ナへ，苦シミ，免カレのように，自他の対応のある語や，形容詞からの転成

語，および三音節以上の語などには，語幹の一部から送るものが冤られたQな

お，動詞では，活用語尾を送らないものがあるが，これはとくに，「テ，バ，タ

リ，シム，リ，ベシ，候，コ5，モノ」などにつづく揚合に多いようである。

このことは，すでに報告されている晒國立志篇』（明治4年刊行）の送りがな
　　1）
の調査と関連があると考えられる◎

1）　大野弥穂子，水谷静夫「現代漢字かなまじり文の源流」（「目語生活」昭和27年3月，38

　ぺ）「たとえば，動詞の溝用語罵は，単独で終止または中止法に用いられる時には

　必ず大字であるが，下にrて」以下の助詞・助動詞が続く時には小字になるのが普

　通である。」

　筆者言う，　「て」以下とは，臨戦碑出ているrて，たり，けり，し，り，べし，こ

　と，もの」などをさす。
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　形容詞では，シク活用で，　r甚．受ぐ・甚圭」「乏釘・乏之」のような動きが見

られた。また，「甚タシ」のように，語幹の一部を送るものも見られた。

　副詞，接続詞，連体詞などでは，活用語から転成したものには，活用語と同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　
じ傾向が見られた。とくに痕立つ傾向としては，量切，聯力，最（イ）ト，凡ソ，
　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

且ツ，斯ク，夫レ，扱テ，併シ，などのように，漢字一字で表わぜる語に，送

りがなを送るものが見られたことである（＊印は，送りがななしの用法よりも，

ありの稽法が多いもの）。直グニ，将サニなども，それらと関連した蓑記では

なかろうか。名詞の彼レ，己レ，砦ナなどもその例である。漢字一字からなる

語に，送りがなを送る傾向があったことは，すでに指摘されているところであ

る。三）しかし，当時の状態をはっきりさせるためには，後につづく助辞との関

係において，調査を進めなければならない。

　活用語から転成した名詞に送り方の動きのあるものの多いことは，雷うまで

もない（例　余，余り，余マリ）。しかし，一般に名詞の送り方の動きについ

て見ると，送らないものの方が，送るものよりあらわれ方が多かったのであ

る。

　なお，送り方が一通りしか現われなかったものについては，贔調溺の分析を

行ない，年報9（134頁）に報回してあるので雀略する。

　2　歴史的かなつかいを基準とした場合，かなづかいに誤りのあるものにつ

いて

　かなづかいに問題を含む諮例を求めたところ　（ルビのかなづかいを除く），

度数10以上の異なり語数1，421語のうち，57語229例を得た。融詞溺に見ると，

動詞にもっとも多く現われた。とくに多かったのは，次のものであった。

　　　えをへと表現したもの　　4語92例

　　　　畳へ（24例）越へ（4例）編へ（11例）見へ（53例）（いずれもや行脚二，とくに『見へ」

　　　は，使用度数54のうち，53例に現われた）。

1）　池上績造「明治以来の正書法」　（「言語生活」昭和30年7月，23べ）

　「漢字ほこ字続くとPtつの熟語と見誤り易いので切れ続きの問題に送り仮名を利用

　することb，9ある。かって尚ほ，：文だ，唯だなど送られた揚合には，かやうな意味も

　あったわげである。」

　なお，浜田敦「正書法としての語表記における漢字と仮名の問題」（「欝語生活」曜

　和31年12月）にも，同じ問題が扱われている0
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　異なり語をもっとも多く含んでいたのは，次のものであった。

　　　うを壺と蓑記したもの，17語50例（便宜上動詞には，テを怠り，形容詞には，ヅ

　　　を邊る。）

　　　逢フテ（1鋼）云フテ（2例）追フテ（4例）負フテ（2例）　買フテ（3例）

　　　協フテ（3例）　從フテ（3例）　救フテ（1例）　傳フテ（王例）　問フテ（2例）

　　　願フテ（2例）　1藁フテ（2例）

　　　　以上　12語，動詞ハ行音便形

　　　　同フシ（11例）少フシ（3例）無フシ（1例）聾フシ（1例）全フシ（8例）

　　　以上形容詞

　3　漢字轡きとかな書きの両表記をもつ語

　使用度数1G以上の語には，かなだけの表記をもつ語は見られなかった。漢字

書きとかな書きの両表記をもつ藷は，使用度数10以上の異なり語数1，421語の

うち104語であり，比較的使用度数の高い語に，かなり見られた。これらの語

のうち，とくに，有り．リ，為（シ）．ス，無シ，成り．ル，爲シ．ス，故，云イ．ウな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆえ
どは，使用度数の半数以上が，かながきの語によって占められていた。

　4　漢字の種類

　使用度数IO以上の語（1，421語）を表記するのに用いられた漢字は，すべて

で1，099字であった。

　補記　年報9の「明治時代語の調査研究」衷記の送り仮名表の名詞の項に次の2語を

　　追惣する。

　　1．　取引ユ。・取引勉　　 2．　何力6何＝カ8

B　漢字とかなとの割含

　無作為に選んだ明治11年1月10ヨ（木曜発行）一臼分について，本文の総

字数および漢字とかなとの翻合について（本文のみ。ルビを除く。），調査を行

なった。この新聞は，前日公表された国家予算表が掲載されているが，漢字と

かなの子下を調査する際には，この予算表を除外した。調査した結果は，次の

とおりであったQ

　　　　表6　　漢字とかなとの割合（明治11年1月10顕発行の紙面）

　　一題の総字数　1◎，379字（濁家予算表を含めると，11，　659i“）

　　　　　漢宇　6，◎94宇…………一・……………・一・…・総字数の58．7％

　　　　　かな馬285宇縢継態含む，／・・…講の…％
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っまり，ほぼ3；2の割合で漢字とかなが用いられていることになるQ

次に，明治11年1月10臼の新聞のa層，b層，　c層，　e層（明治11年1月10

Hの新声こはd屡がない）の各層ごとに，漢字片かな文，漢字平がな交を分類

し，漢字とかなとの割合を調査した結果は，次のとおりであった。

表7　層ごと，片かな平がなごとに見た，漢字とかなとの割合

1卜

i
層

三… 鴛ﾐかな

亙il髄

L
i
l

割合墜＿鑑iか　　な
文　、1鐡％i竣暴i％璽i｝961

計

6’ww秩hll’

　1一一i一…
o
l

備　　考

557　i6tl．4

1，　018153．　8

922　159．1

308　135．6

875　k6．2

F一幽……一………噛幽…’一幽 u……”…’1”…’…．

　平ヵミな　　　　i2，947i58．4

片かな｝…i61・・
　　　　　　　　　ロ　　　 @　　　　　　 ~　　　　ヒ

艶簗⊥…参画L

638　i40．9

58　1　1．2

343　138．6

　01　O

865（1・・％）i・9行

i1，893（100％）i79行

　　　　　t
＿鰍」堕1蟹！防＿＿
・．・・彗i・q5i5，・・8（1・・％）額謡体が

へり　　ロこ　げ　　じ　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　i888（100％）i

　　　　　　　　　　…
…鰯・i・・（1・・％）…1錨変撒

　　（a罐｝布今　b膚社説　c層雑報　e層投書　なお，d願外国通僑はなし）

　b層は漢掌片かなまじりの社説で，漢文書ぎ下し体の文章であるカミ，俗文体

が多く含まれている。層の漢字平がなまじり文よりも，漢字に対するかなの割

合の多い（各層中最多）ことに注Eしておこう。

　なお，現代新聞における漢字とかなの割合は，次のように現われている。

　　　　表8　毎臼斬聞における漢字とかなとの割食（1953年）

漢 字　　か　　　　な　　　　計，

％　実数　％　実数　％
　　　i　322，・弱・i・亜朔1・ll廼1遍％

　毎日新聞の活字使用度数の表（昭和28年3～5月川目新聞大阪本社印綱局の調査）

から漢字（当翔漢字，外字，和数字）かな（平がな，片かな）を取り出し，哲分率

を算出したもの。

C　ルビ

　郵便報知では，本文5号活字の横に（主として，本文の左側）7号活字のル

ビが施されている（パラルビ）。

　ルビの調査は，使用度数9～1のア行の語を選んだ。そのために生じた調査
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　　　　　　　　　　　　　IV　分析した事がら

のかたよりは，無作為に選んだ明治12年1月10　Hの新聞に現われたルビと，集

計カードのルビつきの語に一わたり冒を通すことによって補い，その結果，新

たに加えるべき用例については，後述のルビのまとめに引用した。

　ルビは，まず，文脈の中に現われたルビという観点から，二つに，分類したG

　1　ルビが文脈の一部として読み下せるもの

　2　ルビが文脈の一部としては読み下せないもの一一つまり，本文の漢字の

読みを示すためのルビでなく，他の意義をになっているもの一

　さらに，1については，

　　11　本文の漢字語1）のよみを示すと考えられるもの。

　　12本文の漢字語の」蛭とも，意味ともとれるもの。

　に分類した。

　この分類は，あくまで，推定の立場で分類するのであって，断定ではない。

　11は，用例が多いので，これをさらに，ルビのふり方によって，

a　かなを含まない漢字藷の全体にルビのあるもの。　（たとえば行脚）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あんぎゃ
b　　かなを含まない漢宇語の一階こルビのあるもの。（たとえば遼式即金：）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しよく
。　かなを含む漢字語の全体に，ルビのあるもの。（かなは，大部分送り

　がな：であるが，　「あり気」のような，まぜ書きもある。）
　　　　　　　　　　　げ
　　かなを含む漢字語の一部にルビのあるもの。（たとえば，「現れ出」）d
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あらわ

　に分類した。

　ルビの分類作業は，以上にとどめたのであるが，この11の〈a＞～＜d＞に

ついては，・さらに，これを，

　「字音よみ」（一字でも字音よみがあれば，ここに入れる。）

　「訓よみ」

　「その他」　　　　　　　　　　　　　一

に細分した。用例は，この順序によって記載し，各項の末尾に，用例の数を

示した◎　「その他」は，字音よみ，訓よみ以外のもの，いわゆる宛字や熟字潮

を含む漢字の特殊な文字つかいに，ルビの施してあるもので，用例誕載の際，

　1）一般に漢字だけで表記された語をさすが，廟宇が一字でも用いられていればそれ

　　をも含めた。
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　　　　　　　　　　　　　　W　分析した事がら

なるべく多く引用する方針をとった。それは，この調査では，漢字の特殊な文

字つかい等についての調査を割愛したので，この面の参考に供しようとしたか

らである。

　使用度数10以下のア行のルビつき語880について調査した結果を，以下用例

によって示す。

　1　文脈の一一・ssとして読み下せるもの（871例）

　11本文の漢字語の哲学を添すと考えられるもの（842例）

　　a　かなを含まない漢字語の金体にルビのあるもの（294例）

　　　1唯見る一六の和氣気癒雛然見違ふ計りよ蟹へたり（明10・11・2◎・c）1）
　　　　　　　　　　　　いんうんあいぜん
　　　2　光線映射の翼趣を摸し（明11．6．19．c）
　　　　　こうせんえいしゃ　　　しんしゅ　　　も

　　　3　冥礪を断る新二心の行膵ならんと（賜11．9．3。9）
　　　　　めいふく　　いの　　　　　　　　　あんぎゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上字音よみ96例

　　　4　京女郎ポ東男に嫁ぐも同じ（明11・1・8・c）
　　　　　　ゆづまおとこ　とつ
　5　お三か急に飯の追焚をすると（明11．　2．　12．c）

　　　　　　　　　ませ
　6　徒ま海を望みて羨・斗り轟りしか（明11．3．27．c）
　　いたずら　　　　　　　　烹臼盤蔓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上訓よみ132例

　7　唯萬年青のみハ中以下の好事家よもてハやされて（明11．2．14．c）
　　　エ」蛮＿．．と．

　8　哀んで傷らざる可笑味の幕切れなる（明11．3。8．c）
　　かなし　　　　やぶ　　　　　　おかしみ

　9　与肉屋の主個と又も馴れ初め（明11．4．4．c）

　　　　　　磁
10逸素刃よ掛りて死なんと（明11．5．7．c）

　　いっそやいば

11己れ義務何故a（興1．6．6．c）
　　　　おいぼれなにゆえ

12蛙げ公利の樂を奏し（明10・12・27・c）
　　かわつ　おのがまも　　かく

　13　隣家の騒ぎを伺事ぞと驚き狼狽て見れバ（明11．8。7．c）
　　　　　さわ　　　　　　　　　　　　　　　　　うろたへ

　14　問に合せの嘘喝八百を云ひながら（明11．7．10．c）
　　　　あわ　い　　　う　そ　　　ま
　15　東京よて喰：ひ詰めたる漂脱の婦女（明10．12．5．c）

　　　　　　　　　　　　蟻艶
　16　其の荒増を漏聞くよ（HAII．　3．　28．　c）

　　　　あらまし　　　　　　　もれ
　17　當酷法な草根木皮の煎汁で重い病氣を療治せんとする（明11．4．　20．c）
　　b’c’elつぼ2　　　、　　　　せんじs’る　33も　　　　　　　　　　　　　　　　　　りやうち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上その他66例

b　かなを含まない漢字語の一一部にルビのあるもの（33例）

　1　手纏第廿六條第ニノ書式中「違式罪」ハ「違式陵金rト改メ（明11．5．21．c）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しよく

1）　（　　）内は，郵便報知類聞の窺付と層を示す。
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繋る十八題謬内謁見を許さるtS由（昼駆1・3・11・c）　　　　、　tt
　　　　　　　軋
題属堂の無縁塚へ四葬し有縁者の詣で玉（明11．　9．　20．c）
　　　　　　　　　　　うゑん　　　　もう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上字音よみ15例

紀州ユ鋳師新次郎と云ふ漢あり（明11．9．26．c）
　　　いもの　　　　　　　　　　　　　をとこ

艦就の八幡宮へ大旗を奉納せんと思ひ付きしが（明11．8．　8．c）

　　　　　　　説
東京各所の縁肩に出る植木費の如く買人も置より承知なれバ（憂駆1・9・4・c）
　　　　　　　　　　＿＿．一．＿ゑ．身

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上訓よみ16例

傍りを迂路〉飼ひつ石もやあらハ研：たる上と（開10．11．24．c）
　　　づ　ろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とぎ

人間世界》、一大劇場と云びぶぢら（明10．11．9。c）

　　　　　　　瞳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上その他2例

。　かなを含む漢字語の全体にルゼのあるもの（430例）

1　畠て行けかしの愛想づかしにきわも無念に思へど（明11．　5．　25．の、
　　　　　　　　あいそ
2　亀古が當て推盤に違ハず（明11．3．28．c）
　　　　　．≧＿．　丁腎」りよう　ノこみ1

3　彼のge．　n・　5〈たも附來り様子あり氣に見ゆるものから（ilB　ll．7．10．　c＞
　　　　　　　　つ絃こ獄　　　賦づ　ず　　　　　　げ　　　　み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上宇音よみ24例

4　焉ぞ論鋒を排斥するを得ん（明11．　2・21，の
　いつくん　うんぼう　　はいせき

5　さも仰田まもてはやす仇なまめきし色里ハ（明11．9．　24．c）
　　　　　　　　　　　あだ　　　　　　　　　いろざと
6　一旦絶ちし遙ふ瀬の橋を（明11・7。12。c）
　いったん　　　　　．あ．＿．．ゼ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上訓よみ379例

7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5

三度の食さへ礁に宛行ハず（明11．7．4．c）
　　　しよく　　　　るく　　あてが

　　　　　　　か　　　　　あ　る
冤ま角浮雲ひ（明11．　1．22．c）
　　　あぶな

　　べ　　　　　　　　おと　づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　はな

限り無く五月蝿ければ（明1L　2．　9．　c）
　　　　う　る　さ

其儀返事のなきに心焦燥ち（明112。13．c）
　　　　　　　　　坐よ
圏蓬りよ響く大野よて（幌1L　9．3．　c）
，凌感乱．＿．＿

昆非よお世話と頼むを承諾ひ（明11．7．12．c）
せ．

ﾐ　　　　 た砂　　うけが

い　ふ　　　　　　　　あ　た

蔚後両人の旙よ鼻けて歩行くものふり（明11．3．20．d）

知る蓬の家を音曲れ前後の蔀：共を話したるに（明11。5．6．c）

　　不審かしと懸回りの草を掻き分けて（明11．8ほ5．c）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上その他27例

d　かなを含む漢字語の一諏こルビのあるもの（85例）

　1　『苦し紛れの當て推i量（明11．6．13．c）
　　　くる　　まぎ　　　　　　 ，＃いりやう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以読字音よみ1例

　2　流石3．生き佛の押湖盆ハ（明IL9．30。　c）
　　さマが　　　　　　ばとけ　　　　　り　やく
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　　　　　　　　　騨　分析した事がら

新町咽欝し蕊し塑て（明11・7・31・　c）

畑の畔まて葎ひ來て風塵工埋置き（明10．12．1．c）
　　くろ　　　　にな　　　　　そ　こ　　うめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以．と訓よみ83例

漫りよ遊ひ歩行事なく（明10．12．27．c）
みだ　　　　　　　　あるく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上その他1例

　　　　　　　よみとも，意味ともとれるもの（29例）

嚢が嫉妬の争論ユ永く其居をさせ集れバ（鴫11．5．24．c）
　　しっと　　いさかい

法制ノ進歩アルノミニテ元治公明爾法ノ進歩ナシ（明11・1・7・e）
レジスレ　ショッ　　　　　　　　　　　　　ヒクシヨンイクイデ　

親子五入餓死するの外はなし（明11．1．29．c）

　　　　クぜ
顯瀬∈姜）とか云擾妾をお抱へλなると（巨魁11．7．1．c）
　　　　　　　　　　おめかけさきころ　　　　　　　　　　　　　　かか
北洋丸ハ根比帆走船よて（明11・7・16・c）
　　　　　　ほまい
漸く旺盛9趣くを得響く（明10．11．15．c）

　　迎長吉は突然其筋へかねを綱手取り（明11．4．6．c）

　　　畷黍多轄せらる玉趣（二王1．6．21．c）
三2処
遊ひ居たる子供が拾ひ販りしとかいふb’誰か遺失ぜし物にや（明11．3．16．c）
　　　　　　　　ひろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　たれ　　　お　と

　2　文脈の一部としては，読み下せないもの一おおよそは，意味を示すと

考えられるもの一（9例）

　　　1　；其慶嘉二胡カセ（明10．12．22．e）
　　　　　　じゅうぶん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　セ

　　　2　衣服を遣棄しあるときハ（明11。5．13．c）
　　　　　　　　ぬ　　　3　菖五十三戸を烏有に評せしに（明11．　6．　13．c）

　　　　　　　　　　　鯉
　以上880例を層ごとに兇ると，次の表のようになり，c層カミ圧倒的に多い。

　　　　　表9　層ごとに見たルビ

＼1瞭醗羅箋　繰i華l！謙．計
層
…

a

も

C

d

e

　o

　o［
！b’3－P
…δヒ

0
一
L

∩
と
（
U

　　　　　　　　　　　　32　　　　　　　　　　　　　　　　422　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i…一
　　　　　　　　　　　　　〇　　　3　　　1　　　1　　0i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r……ド…一l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　l　911．0％i　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　0　　　　2　　　　　　　　1　　　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　ロ　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β§gL；．⊆獲％1

　要　約

　今まで見てきた用例や，無作為に選んだ明治11年1月1舶の新聞や，集計カ

ードに現われたルビつきの語などによって調査したことがらを，以下に要約し
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　　　　　　　　　　　　　玉V　分析した事がら

ておく。

　1　ルビの性質について見ると，本文の漢字語のよみを志すものが圧倒的に

　　多かった（95．7％）Q

　2　層ごとに見ると，c履に，ルビつきの語がもっとも多く現われた（98．3

　　％）。つぎが，e層（1％），　d層（0．6％），　b層（0。1％）の順に現われた

　　（社説であるb層は，漢文書き下し体で書かれており，インテリを読者対

　　　　　　　　　　　　　　ネ　シヨン
　　象としたようで，ルビは，國事のような外国語か，可及的のような新造語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナルクケ
　　などに限られている）。

　　　無作為に選んだ明治11年1月10日の。層について，ルビの現われる度合

　　いを見ると，1行に1語強の割合であった。c層は，種々の記事内容を倉

　　んでいるが，巷聞ニューズ的なもの（艶だねなど）にとくセこルビが多くふ

　　られている印象を受けた01行に約2語平均のわりでふられていた。1行

　　は，自立語約9個を含んでいる。

　3　ルビの場所は，ほとんど左側である（当時，東京日日は右側ルビ，読売：

　　その他の小新聞も右側ルビであり，朝野新聞は，左側ルビである）。しか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネ　シヨン
　　し，右側ルビが，ぜんぜんないわけではない。「余妻1竪ハ常二國事ノ甚タ重
　　　　ガプルメント
　　シテ政府ノ甚タ軽キヲ思フカ故二（明11．1ほ0．b）」のような例もあるσ

　　左右爾側についたものは，見当らなかった。

　　『西國立志篇』1）のルビの調査では，

　　（1）右側ルビは，読み方をあらわす。和訓する語に多く，その数も三体か・

　　　らみて多くない。

　　（2）左側ルビは，おもに，漢語または漢字音語につけて，その語の意味を’

　　　あらわし，あるいは，外国語音をあらわす。

　　という区溺のあることが報告されている。郵便報知新聞では，このような，，

　　厳密な使い分けはないが，右側ルビは，硬い：文体において，主として外国語・

　　を表わす際に用いられている。もちろん左側ルビでこの類のものもある。

　4　「字音よみ」「訓よみ」「その他（宛字よみ，熟字訓など）」の分類から見．

　　ると，訓よみのルビが，　もっとも多かbた（842例中622例，すなわち・

　1）穴野弥穂子，水谷静夫「現代漢字かなまじり文の源流」（躊謡生活」昭湘27年3月＞
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　　　　　　　　　　　　W　分析した事がら

73．9％）。つづいて字音よみ（129例15．　3％），その他（91例10・8％）の順

　であった◎

5　ルビが施されている語の傾向については，一般には，ルビは本文のよみ

　を助ける補助手段として用いられるものであり，郵便報知新聞のルビも，

　この融勺のために施されていると雷える。一見したところ，むずかしい漢

’字語にふられているという印象を受ける。これを，たとえば，次の角度か

　ら見ることもできよう。

・（三）字画が多くてむずかしい，あるいは，　あまり使われない漢字にふる

　　一逸式腰金，岬畷乞，隠謀悪事，遇ひ玉ひ，云ひ慰め一
　　　　　しよく　　　　　いとま　　　いんぼう　　　　　　　あ　　　　　　　　　　　なぐさ

’②　よみが幾通りもある漢字にふる一御蔭，問一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　　　　あいだ
　、〈3）宛字・熟字調などで読みにくいものにふる一一遊ひ歩行，暑僑れ，置月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っ　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　とづ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるく
　　・写し，焦燥ち，奪嬢一
　　さ　　いら　　あねこ
　　しかし，一方疇傳へ」という例もあり　（「醤」の部分に送りカミながな
　　　　　　　　　い、
『いためかも知れない）また「奪ひ取り」に対して，r奪ひ取り」があるQ

　　　　　　　　　　　　　　うば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

　』を見ると，一概にも勢いかねる節がある。

　　当時は，ルビつき活字のなかった時代である。　（郵便報知新聞で，ルビ

・つき活字を用いたのは，明治27年ごろからのようである。1））だから，書

　き手の意図のままに，ルビを施すことができたわけである。しかし，パラ

　ルビであるから，たとえ．，書き手に一定の方針があったとしても，どの語

　・にルピを施すかという厄介な問題があったかも知れない。それに，時間的

　な制約もあって，開巻への配慮が，どれほど，払われていただろうか疑問

　’である。

　　どういう傾向の語に，ルビが施されたか，結論をはっきりさせるために

　．は，ルビなしの漢字語との比較が必要であろう。

　　なお，同一認事内に，同一の漢字語が，二圃以上現われた場合，先鐵の

　ものだけにルビをほどこすという配慮の，まま見られたことを附記してお

　く。

6　ルビと送りがなとの関係について見ると，たとえば，生佛（別に生き佛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いきぼとけ

ll．）『報知七十年』（昭和16年6月，報知薪開社発行）
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　　　　　　　　　　　　王V　分析した事がら

　1例あり）植木資・植付・馬乗・歩み行程a・狼狽て，羨斗り，息捲ふが
　　　　　　　うり　　うへっけ　　うまのり　　あゆ　　ゆくほど　　　うろたへ　　　うらやむ　　　　いきまぎ

ら，押切て，などを見ると，ルビが送りがなの役をも兼ねていると見られる。
　　おしぼっ

しかし一方，飴費り，朱タ，卵塊り，軍騒ぎ（用雷の例省略）などを見ると，
　　　　　　あめう　　　 あ　　　　カ・たま　　な、くささ才フ

そうとばかりも言えない。むしろ，量的にいえば，後者の：方が多いようで

ある。この点紙面の制約ということがどの程度考慮されていたものであろ

　うか。同じ語でも，名詞で，息2例に対して息き1例，當1例に対して
　　　　　　　　　　　　　いき　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　あて

當て2例，　暖2例に対して暖か1例，　疑1例に対して疑ひ1例，動
　あ　　　　　　　　　あたエか　　　　　　　　　　　　　あたト　　　　　　　　うたがひ　　　　　　　　　　　　うたが

詞で，癒1例に対して蓬へ1例，入れ替ユ例に対して入れ替へ2例など，
　　　いゑ　　　　　　　　　　い　　　　　　　い　　かへ　　　　　　　　　　　　　か

まちまちの送りがなが見られた。上述晒國立志篇』の調査では，ルビと小書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カゲ　きのかなと送りがなとが，密接な関係をもっている～たとえば，克ソ，

　　　　サム
克ツ事；覚レパ，陸レバのように一ことが報告されているが，郵便報知

では，ルビと送りがなの間には，このような，交替は見られなかった。

7　ルビの片かな書き，平がな書きについて見ると，調査した880例中，872

例は，漢字平がなまじり文に現われた平がなルビであった。　（この880

例の中野こは現われなかったが，平がな交でも，外国語の場合は金剛石，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダイヤモンド
　白金のように，片かなルビが用いられた。）残る8例が，漢字：片かなまじり
　プラナナ

文に現われたルビであるが，このうち5例は片かなルビ，うち2例は外国

語であった。

　例　新聞記者艦睡リノ膿ニテセリ出シ（明11・2・8・e）
　　　　　　ゑゑな　　
　　　夢裏一大墜湖ヲ観ル（騨1。2，27・d）
　　　　　　とニ　しほ
　あとの三例が平がなルビであった。

　例　敢ナクモ台臨ノ汚名ヲ蒙り　（Bf　l　11．1・12．　e）

　　　画へ＿．　　　　　ママ

8　郵便報知のルビは，さきにも述べたとおり，漢字のよみを表わすもの

　が，圧倒的に多かった。とくに，字音よみラ潮よみのものが多かった。つ

　まり，補助的手段として用いられたものが多かったのである。しかし，中

　には，用例の，11aの12，13例のように，ルビでなけれぽ平脈として読み

下せないものもある。また反対に，2のように，ルビの側では，読み下せ

　ないものもあるわけである。たとえば，次の例は，たいへんはっきりして

　いる。
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　　　　　　　　　　　　　IV　分析した事がら

　　nes上一隻の漁船験航し（明11．1．10．　c）’
　　　　　　さう　　じょうきはせゆき

　　　しかし，いずれにせよ，郵便報知新聞のルビが，パラルビであること

　　は，漢字，漢語についての知識が根当なければ，詑事が読めなかったこと

　　を，裏書きするものと言えよう。

　D　その他

　以下の各項は，主として無作為に選んだ明治11年1月10日付の紙面およびそ

の前後の新聞を資料とする概観である。

紙面の体裁

　1　紙面の大きさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おお　郵便報知新聞は，明治10，11年ごろは4ページ建てである。この新聞は大新

聞という部類に属する。当時は庶民階級を相手に小新聞という小型の新聞が発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おお
行されていた。そのため，この称があったと思われる。大新聞といっても，東

京日臼新聞はやや小型であるが，郵便報知新聞は，縦約47センチ，横約33セン

チで，大型である。今町の新聞のように，黒界がある。界線は三本。

　2　段組

　一面から三面までは4段組，一面の上欄に，右から横書きで，郵便報知新聞

と凸版で印刷された題字がある。西面は5段組で，原則として，上1段が記事

欄，下4段は，物価表，公告，告知，広告，前臼の天候，温度，潮時，新聞の

発行者，発行所などが掲載されている（物価表以下は，語彙調査の対象から除

外した）。

　3　編集と見出し

　明治11年1月10日付の紙面は，内務省録事，司法省録事，社説，府下雑報，

西京新報，諸県報知，騨魎興野六次年報から成る。この巳の紙画こはなかった

が，このほか，外帯新報，投書，小言などが，しばしば掲載される。これらの

見出しは、1センチ巾の枠の中に記載されている。われわれは，これを「柱」

と呼んでいる。これによって，今臼の新聞で雷う一薗記事的なもの，三面記事

的なものが区溺される。以上の「柱」のうち，階下雑報，西京新報，諸県報知

は，だいたい三面記事に網卜するもので，いろいろの記事が掲載されている。

しかし，一つ一つの記事には見出しは付いておらず，○印を記事の書き出しの
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頭に付けて，他の記事と区別している。○印の下に，かぶせ見出しを付けるよ

うになったのは，郵便報知では明治16年ごろからである。

　活字の大きさ

　「柱」は4号活字，本文は5号活字，ルビは7号活字である。

　行数字詰

　1段の行数は，約38行（但し，四面の物価表以下は60～70行ぐらい）。行間

は，3～4ミリあきである。字詰は，一颪は，上欄に題字があるため，1段が

25字詰，二面からは．28字詰である（四二の物価表以下は22字詰）。

かな

　1　片かな

　　｛1＞外国語表記

　　　　外国語をかなで表わすばあいは漢字平がなまじり文，．漢字片かなまじ

　　　り文を問わず，片かなが用いられている。

　　　例　プレイニング，ビール，ギリシャ激師，ニコライ氏

　　（2）感動詞・副詞・助詞など。

　　　例　サア，チラホラ，マダ，ガバと，高サ，ドイツジヤ，サイ先，六回ヅツ

　　③　送り字

　　　画一ツ，一ケ月，一ト歳，ニタ子，松ケ枝

　2　平がな

　漢字片かなまじり文，とくに戯文の接辞などに，平がな表記が往々見られた。

　　　例　痴者ノ名ヲ購ソシお酌ノ荒ヲ読カサレハ（明11．L18・e）
　　　　　　　　　　　　　　　　あら
　　　　：：リや座頭役テおりヤノレ（明il．2ρ8．e）
　　　　　　　ザガシラ　　　　　
　　　　本舞墓ノ正面松竹梅ノ書罰ヲあをりカヘシ（明11．2．8．　e）
　　　　　　　　　　　　　カキワリ　　一｝
　3　変体がな

　明治11年1月10日付の紙面の，漢字平がなまじり：文には，平がなの変体がな

が300字あらわれた。平がな2，063字中の300字であるから，一割強を占める

ことになる。明治11年1月10日の新聞を中心とする前後4～5日分の新聞を読

んだ印象によれば，変体平がなでは，ハe：Z．，ふ，う，．X，ろ，　O，擁，ム，

⑲，タ，ミ，霊，を，などが蟹立った。変体片かなでは，子，井が用いられている。

　（明治33年8月の小学校令施行規則第1号表で，平がなの字体整理を掲げ，今賃の平
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　　　　　　　　　　　　　IV　分析しte事h9ら

がな三体が確定したのである。）

　4　舎字

　上面3と同じ資料によれば，片かな合字は，■，re，／，匪，平がな合字は

み，となどが用いられている。

濁点，半濁点

　当時は，まだ濁点を正確に付ける習慣は，一般にはなかったようである（終

戦前まで，公の文では濁点を付けていない）。そのためか郵便報知でも，あま

り用いられていない。層別，漢字片かなまじり文。漢字平がなまじり文の別な

どによって明治亘年1月10日付の紙面について調査したが，その問に，ほとん

　　　　　　　　　　　　　　おおど差違が見られなかった（岡じ大新聞でも，東京資日などには．濁点が比較的

正確に施されている印象を受けた）c

　半濁点は，プ躍テスタント，ペンキ塗り，パンパンと，アンポンタソなど，主と

して片かな表記の語に用いられている。明治2年乱行の『世界國盤駅山沢諭告
　　　　　　　　　　　　　　　か　な　も　じ　　まろ　にごりてん　　つ　　　　　　　　　　　　　　しる
著）の凡例に，「書中はひふへほの假名文字ユ高き濁点を附けてぱびぷぺぼと記

したるおりナ、れハはひふへほエも膨らに又ばびぶべぽよも務験ミのッペらぽふ

　　　　　　　いん
なといふぺぽの音轟り」と断ってある。半濁音符にゼ。」が一般に採用せられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ〉
るようになったのは明和6～7年ごろからであるが，一方三馬の文学に「おと

つざん」な：どとも用いられたものであるから，半濁音符として圃賦せず，一般

の人人には，圏慣れない蓑記だったのではあるまいか。

捉音，拗音，長音の表記など

　促音，拗音は，今日の新聞のような小書きにはしていない。また当時の読売

新聞は，促：音は，全部片かな表認を用いてあるが，郵便報知にはあまり見られ

なかった。外国語の片かな蓑記の際，長音は棒引きであらわしている。

　　例　待ちに待つたる，頸根ツ子
　　　　　　　　　　　くひ娼
　　　　コリヤ，1おリヤル

　　　　アルコール，モーニング

　なお，外国語音Vを「ヴ」で蓑わしたのが見える。
　　　　ヴイ　レ　ラ
　　例　比例刺（宜教師の名）

おどり字

1）吉沢義盗「本邦音符考」　（『国語隅文の研究』所収昭瀦2年4月刊）
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　　　　　　　　　　　　　　W　分析した葉カミら

　々，Σ，〉が用いられている。

　　例人々，年々，夫々。

　　　　特殊な罵法として，次のものがあった。何と抜けハ生ひ〉句々々　々々　々

　　　　々でnありませんか。（eq　11．　4．　11．　c）〔は抜、・ても抜いてもあとから生い出る〕

　　　　焦る恥　モノ、ミ

　　　　嚇ぎ〉，グヅ〉

糊字

　聖上，臨幸，鳳輩などの語に閥字が用いられている。

　　例　王子邊へ　臨幸の折り（明11・1．10，c）

　　　なお，平素，台頭，欠醐などは見られなかった。

ぜ伏：摯

　時たま用いられる。はばかる身分や職業の場合に○であらわす。

　　例　OO蕪務の猫に似たる者あり（明11．1．　Io．　c）
　　　　　　けんむ
　　　　僻しくも○族の身で妾ぢ睦め身代限を出すとハ（明11・3・29．c）

句読点

　今欝のi新聞に見られる句読点は，ほとんど用いられていない（明治23～24年

ごろの記事からぽつぽつ見受ける）。

　rijは，次のように用いられている。

　　例腰掛，三｝｛突璽，等チ種萬状美ヲ極メ（明11．9．21．◎

　　　　第二條ノ建設ヲナサソトスル者，第蕊條第五條ン場合二於テ已ムヲ得ス制隈外

　　　　x及フ者，　（明11．1．18。b）

　ただし，このような例も，あまり多くは現；われなかった。

　今日r。」を施す箇所に次のような記号を用いたものが見られた。

　　例1　縣鷹は薔養賢堂を用ゐ頗る便利の地を占めたり○妓棲ハ～景氣を取薩せり0
　　　　　　　　　　　　　　ずこぶ
　　　　鎭蘂病院仙墜裁鋼所並よ顔納出張所の新築稽落成す○〔下翻（明11．1ユ1．c）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんサくやへ
　　例2　物鹸の｛蟹ハ屡ならす」懲髪の人より結髪の人多し」藪礁の閉塞（世間同檬〔下

　　　　略｝（明11．1ユ1．c）

　　例3　此の上司死んで彼世に蓬の璽二人り仲更く。そうで艸座んす泓も疾より其の
　　　　　　　　　　　　　　　　うてな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とく　　　　　　　　　　　　　　はず
　　　　魔悟（明11．　Z　22．c）
　　　　かくご

　例3は，中止法に用いたものだが，r。」の箇所，および大きさは，今臼の

．と同じである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　269



　　　　　　　　　　　　　王V　分析した事がら

会諸文

　ほとんどの会話文は，地の文と区別されていない。たとえば，次の用例など

が，一般であった。

　　例左ハさりながら責て現世の名残りよハ親父さんヘート冒と硯取出し書き下す文
　　　　　　　　　　せめ　　このよ　　な　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すゴリ
　　　宰も涙蒸にじみ勝ち（明11．7．22．c）

　中に，一例ではあるが，漢字片かなまじり文中の会話文を，平がなで表記し

たものを見受けた。

　　例　一H其親友ナル「チ“r　一・レス」ハ方サニ穴墾リ劇薬リ掛りタル「ゼームス」二

　　　向ヒイカニrゼームス」殿此頃の流行病よハ足下の仕事も大繁畠㊨ヘズツシリ金

　　　の儲かる三であろふ實よ羨ましき三なりト轡ヒタIV・＝fk’　一ムス」ハ如何よも仕

　　　事の忙ムき程も儲かり升併し今馨り掛りたる穴ハワイフ（細君）の用ユ備ふるな

　　　りト答：ヘタリトノ・（H9　li．　6。　26．　e）

　また，　「」を用いたものも見受けた。

　　例　問氏力先キニ公言シタル「余ハ余力窯中最モ國家ノ用ヲ爲ス者ノ爲メニ最モカ

　　　ヲ鑑サソトス」ノ語ハ蓋シ不朽ノ語ト爲り〔下剛（明1◎ほ1．17．d）

　上の2例には，会話交と地の文とを区別しようとする意識が兇受けられる。

明治20年ごろの郵便報知新聞セこは，会話文に「」が用いられている。

記号

　1　とくに強調したい箇所の右側をこ…や。。。をつける。

　　例1　我輩力就テ論ス可キハ今爲ニアラスシテ弘藪ノ爲メ翼宗僧徒ノ初メテ琉球二

　　　　渡航シタルノ時ニアリ（明11．1．　11．b）
　　　　　む　り　くコ　くひ　くコ　くコ　くコ　リ　リ　リ　リ　リ　リ　む　り　り　む　り　り　くき　くエ　む　む　り　む　む　くユ　　　くユ　くシ　む　　　くう　む

　　例2　乱訴ノ蜜強ハ陰伏離散シテ現前セサルノミ瓦之ヲ集合配置シテ外部二表呈セ
　　　　む　くコ　む　む
　　　　サルノミ若シ夫レ之ヲ〔下肴〕（明11．1．12．　b）

　2　外国地名には一，外国人名には一を，それぞれ本文の右側につける。

　　　　　　　　ほ　　　　コ　　例　一名ノポーランド人資耳曼帝及ヒ宰相ビスマルクヲ暗殺スルノ嫌疑ヲ受テ（明

　　　　11．1．12．（圭）

　．3　括弧の用法

　　｛1）　「」

　　　　主としてジ外国固有名詞，それに類する語に用いられる（会話文に用

　　　　いた例は，会話文の項に引用した）o

　　鋤　「パブリカソ窯」，喋ヘラルざ〕．記者，「ビルオ：7ライツ」（法律名），「バスユ

　　　（漢國勤章名）
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　　　　　　　　　　　　　Iv　分析した黙がら

　　（2）　（）

　　　　一般に広く用いられている。中でも，雑報欄で人名の下に，年令を入

　　　　れるのに用いられているのが匿立った。

　　例　妹の八重（二十）と共ユ到り見れハ（明11。1．10。e）

　　（3）｛｝〔〕

　　　　｛　｝が割註に，〔〕が〔千葉山回〕のように，a層の官庁の伺いや

　　　指令および書類番号に冠せられているのが召立った。

誤植

　当時の新聞には，印刷技術にふなれのせいもあって誤植が多い。誤植諮正の

記事も，しばしば見受ける。　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　む　　　　　　　　　　くひ　　　くひ
　　例　OIEE“di　前號；東京府記事中攣三三の墾は普又欠負の負ハ員の誤（明ll．10。11．　e）

　しかし，誤植であるか1ないかの判定は，はなはだ困難な問題を伴なう。たと

えば，唄委」は前後の：文脈から，「委員」であるというごとほ，推定できる。

また，箱舘三所も，文脈や，他に大坂裁判所などの用例があるので，三二裁判

所の判が脱落したということは推定できる。しかし，・二二演，抵抗の誤植かど

うか，あるいは，原被弓造の造は告の誤植かどうかと言うことになると，問題

が生じてくる（実際には，抗抵は，サ変の形で3例が使用度数10以下の表で登

録され，原被両造も法律用語として存在した）。今園はゲ技眉白蜘こも，時間的

にも制約があって，誤植の調査は雀略したが，この時代の表記上の一つの問題

であろうと思う。

文の表記

　以上，主として語の表記について取り扱ってきたが，おわりにひとこと，文

の衷記についてふれておこう。

　郵便報知新聞における一つの特色は，層，文体，記事の内容などの違いによ

って，漢字片かなまじり文，漢字平がなまじり文（以下略して片かな文，平が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
な文とする）が，おおよそは区別されて用いられていることであろう。少し

具体的に述べるならば，a麟布告は候文体で片かな：文，　b屡社説は硬文体で片か

な文，cl習雑報欄は，記事の内容の違い，あるいは文体の違い（硬文体，軟文

体）2）によって，片かな文、平かな文がだいたい区別されて用いられている。

1）2）については本報告書の「文体と口語」の項を参照されたいe
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　　　　　　　　　　　　　rv　分析した事がら

d層外国通信では，電報の翻訳は，硬：交体で片かな交，外国事情の説明には，

硬：文体だが，平がな文も見える。e層投書欄は　文体も内容も雑多であり，平

がな文片か敏の両禄が見られる（なお滑かな文平が敏にまじって・

漢字ばかりの文すなわち漢文や漢詩，それに，かな書きの和歌なども見受けら

れる）。

　この時代には，清水卯三郎が，「明六雑誌」第7号（明治7年5月刊行）に「平

国名ノ説」を発表し，大衆になじみのある平がな文を用いようと述べている

（8オ～10オ）。かれは，この論を片かな文で言己している。この理由についてか

れは，平がな論は，後進の人に便ずるためで，論そのものは学者に謀るから

だ1），と断っている。

　ここに，当時のインテリ階層，指遵階層の片かな文，平がな文に対する意識

が，よく現われていると考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　ひそか
　郵便報知斬聞桂の創設者は，前島密である。この人は，明治6年に，「まい

にちひらがなしんぶん」という，平がな，分ち書きの新聞を出している。それ

で，あるいはこの郵便報知新聞にも，かれの国語問題に対する主張が実践されて

はいないかと考えたのだが，明治10～11年には，その傾向は見られなかった。

　郵便報知新聞ヵミ，かなを平がなに統一したのは，明治19年9月16日である。

この欝は，当時の社長矢野文雄が，新聞紙面の民衆化を実行にうつした臼であ

る。すべての記事をやさしくし，通俗的にし，だれにでも読めるように金体にふ

りがなを多くし，むずかしい漢字を制限するという配慮をし，社内に三千字引

を配布して，これによって，漢字無限を行なおうとした。定価の値下げといっし

ょに断行したもので，読者獲得の一つの手段だったと考えられる。とにかく，

この日から，平がな文になって，見た目にも柔らかな印象を受ける。つまり郵

便報知新聞では，創刊から矢野社長の改革までに約14年かかっているわけであ

る。

　明治10年代は，文体の雨では模索時代と言われている。郵便報知新聞を通し

てこの時代の文の表記を見るならば片かな文平がな文の対立時代ということ

がでぎるのではないだろうか。

1）　参照，池上顧造「明治以来の正書法」（「醤語生活」昭和30年7月）
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1V　分析した事がら

2　漢字語の構成

　はじめに

　一一般に，漢字語とは，漢字で衷記してある語のことであって，その漢字を翻

で読むか，音で読むかは問わない。しかし，この分析の対象として取り上げた

のは，三字の漢畳語で，その申の一字でも音読した語（正しくは，見出し語。

以下同じ）である。そのような語を，ここでは三下の漢字語と呼ぶことにす

る。だから，普通に雷う漢語と混種語（湯桶読み，重箱読み，外来語および

外国語と漢語との複合語など），それに漢字で表記した外来語・外圏語を含ん

でいる。

　三字の漢字語に限った理由を述べる。　r調査単位のきめかた」の22．　1，22．2

の項翼にあるように，四字以上の漢字譜は，形式上は一続きではあっても，二

つ以上の単位に分れてしまうものが多い。たとえば，われわれの調査では，

〈年金下賜〉は，〈年金〉とく下賜〉に，〈訴訟用罫紙〉は，〈訴訟用〉と

く罫紙〉に分けることになっている。一一方，二字の漢字語は，その一字と一一字

の結び付きが緊密であって，これを分解して構造を考えるというのは，多くの

場合，あまりにも不自然である。その点三字の漢字語，たとえば，〈外国船〉

は，一次的には，〈外魍〉とく船〉とに分れるが，その結び付きば，上記の

西字の漢字語ほどはゆるやかでなく，さりとて工字の漢字語ほど緊密でもな

い。さらに，分けられた要素は大部分が二字と一字であり，不自然ではない。

これが，童字の漢字語を分析に取り上げた理由である。

　この語彙表に現われた三字の漢字語の数は，3，075語であった。この内45語

が10園以上使われている。

　分析のねらい

　郵便報知新聞の調査は．　「国語の歴史的発達に関する調査研究」の一環とし

て行なったものである。歴史的研究は，国語の変遷を，時には共蒔的に，また

あるときは通時的にとらえることによって，将来の国語の方向を正しく把握し

ようとするところに大きな目標がある。

　この分析は，漢字語の中でも，その数が二字に次いで多い三字の漢字語構成を
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　　　　　　　　　　　　　W　分析した事がら

通じて，最近いろいろ問題になっている漢字語について，明治になって多く使わ

れた漢字語の性格と，その，時代による消長を探ってみようとするものである。

　『婦人雑誌の用語』は，造語要素〈新〉〈大〉〈未〉〈無〉〈非〉〈不〉がき

わめて多くの語に付いていると報告している。〈新家庭〉〈新夫婦〉＜新運

動〉のように，でき上っている漢字語の頭に付けて，多くの新しい語を作り上

げるということである。言い換えると，これらの造語要素は，語の生産力が高

いのである。一方，郵便報知新聞では，〈各大臣〉〈諸大甑〉〈第三条〉〈不

利益〉〈奮藩主〉のような〈各〉〈諸〉〈第〉〈不〉〈奮〉の生産力が高い

（別表参照）。この中で，とくに〈蓉〉は，いわφる「御一新」なることばが

示すように，文物の多くが改められた明治初年ごろの社会状勢をはっきりと表

わしているものであろう。また，その他の造語要素にも，報道を酷勺としてい

る新聞の性格が現われていると考えられるQこの事は，朝日新聞の昭漁24年6

月の1か月分を資料として調査した『語彙調査一新聞用語の一例』の結果でも

裏書きされる。

　しかし，〈不自由〉〈不分明〉などと使っているく不〉は，婦人雑誌の調査

に共通して高い生産：カを持っている。これは，聯語には，外国語のように，否

定を示す接頭語がなく，否定を表わすには漢字語の接辞による以外の方法がな

いという，いわば宿命なのかもしれない。たとえば，〈フシアワセ〉〈フツリ

アイ〉〈ムトドケ〉などと和語との結合の例がみえる。

　漢字語の造語性に重点をおいて，語の内部構造を意味のかかり方の面から解

剖し，漢語の消長：を探るひとつの資料を提供しようというのがこの分析のねら

いである。

　三字の漢字語の分祈

　三字の漢字語の内部溝造を，意味のかかり方に重点を置いて分析した結果を

記述する。

　まず，三字の漢字語の購成様式を，実際に現われた限りにおいて検討した結

果，構成要素をなす各漢字の意味上の結合の形式を，次の七つの式で表わして

みた。

　　　1　ax　（bxc）
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2
3
4
轟
㊧
7

ax　（b÷c）

a＋　（bxc）

（axb）　xc

（a＋b）　xc

axbxc
a－Fb十c

IV　分析した事がら

注意

（1）a，b，　cはそれぞれ構成要素，すなわち漢字一字を示す。

②　＋は舷列の関係を示す。

｛3）×はひろく修飾の関係を示す（いわゆる主述の関係，客体の関係，補足の関

　係などと言われているものも含める）。

（4｝　（）は第一次の結合を示す。

　上の符号の×で表わした関係はもっと細分類すべきであるかもしれない。し

かし，われわれの調査における分析は，語の構成意識を反映している形態を手

がかりとして，時をさかのぼって推定するという立場に立つものである。従っ

てかかり方の分類は，形態を基準とした単純なものの方が望ましいと考え，し

いて細分類する行き方を避けたのである。

　以下，七つの型のそれぞれを解説する。

　夏　aX（b×C）

　aに特徴のある型である。二字の漢字語に一字の接頭的要素の付いた語。

〈各學校〉〈假病院〉がこの型にはいる。この調査では，次の25を接頭的要素

という呼称で一一卜した。

　相・幾・一・各・蝦・奮・現・古・在・衆・準・諸・新・全・前・総・第・

　何・非・不・某・眞・毎・無・爾。

　なお，接頭的要素は，それが付いた全体の語形を一調査単位として扱ったの

で，原カードの見出しは，たとえば，〈各學校〉となっているが，語彙表の見

韻し形は，それをはずした形，〈學校（各）〉となっているのである。

　また，次の14を連体詞として処理した。

　當・該・本・隅・昨・一一昨・翌・明・右・故・元・約・瀧・無慮。

　連体詞は一調査単位として取り扱ってある。だから，〈當學校〉はこの分祈
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　　　　　　　　　　　　　W　分析した藁葬がら

の対象にならない。〈當〉とく三校〉という二調査単位に：わかれ，それぞれ一

調査単位の一字の漢字語と二字目漢字語との複合と見るわけである。さて，接頭

曲要素を別とすれば，この型のaの部分で比較的多く使われているのは，〈大〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夕
く好〉〈小〉である。〈大〉はく大英断〉〈大愈議〉等30の異なり語の中で，

〈好〉はく好結果〉〈好時節〉等10語の中で，〈小〉はく小會議〉＜小＄・1　H＞

あ等9語の中で使われている。しかし，これ1｛｝　Z．字の漢字語に付いた場合だけ

でって，一字の漢字語に付いて，二字の漢字語を作った例はさらに多い。

　そこで参考までに，二字の漢字語以外に付いた異なり語数を挙げてみようG

〈各入〉〈諸港〉のように一字の漢字語に付いた〈各〉〈諸〉などは，接頭的

要素とは扱わなかった。たとえば，〈各三校〉は，〈學校（各）〉と語彙表にあ

り，別表のく各～〉には，異なり語1，使用度数1と早出する。一方，〈各

人〉はそのままが見出し形となって語彙表にあり，別表のく昏～〉の中には数

えてないわけである。だから翔蓑からだけでは生産力の高かった構成要素を探一

しては，片手落ちである。測表の数に，接頭酌要素が一字の漢字語と結合した

ばあいを合等しなければならない。そこで，造語要素として使われている異な

り語数を知るのも何かの参考になろうと思って次の衷を作った。下の表におい
　　ダイ
て〈大＞130というのは，字数を問わず二字以上の漢字語における前要素とし

てく大〉を持っている語が130語あったということを示している。すなわち，

〈大雨〉〈大英断〉〈大火〉〈大害〉等，〈大〉が構成要素となっている漢字

語がエ3◎語あったのである。　（）は，130語のうちの三字の漢字語の数であ

る。＊印を付けた語は，接頭的要素として取り扱った語であることを示してい

る。しかし，二字の漢字語〈不安〉〈不穏〉〈不徳〉等の〈不〉は，接頭的要

素の扱いはせず，別衰のく不～〉の中には集計してないが，〈不安心〉〈不陸

氣〉〈不健康〉等のく不〉は接頭的要素の扱いをしている。次の表の数字に

は，別蓑に掲げた接頭的要素として使用したものは含まない。

　　ダイ
　＜大＞130（42）＜＊不＞68＜＊諸＞57〈同＞53（4）＜＊薦＞52〈新〉弗（4）＜＊無＞39唱

　く國＞39　〈實＞38（2）　＜＊各＞36　＜蕾＞36（3）　＜＊前＞36　〈公＞35　＜小＞35
　　　　　　　　　　　　　　　　コウ　　　　　　　　　シヨ
　＜出＞34　　＜彫目＞30　　＜＊全＞26　　＜後＞25　　＜所＞25　　＜君手＞24（2）　　＜古＞23（8＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コウ　＜當＞23　＜民＞22　＜老＞19　＜論＞19　〈好＞17（5）　＜翼＞17（3）

　　注意　（）の中の数字は二字：の漢字語に付いた語の数で，（）の外の数には含ま
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　　　れない。

　2　a×（b＋c）

　この型は，編の（a÷b）×Cと同じ考え方の過程を経て作られた語である。．

　實（父母），古（金銀），好（父母），組（父母），奉（迎逡），輸（出入），養

（父子）の7例があった。

　語源的には，〈賛父〉とく實母〉がくttr父母〉，〈古金〉とく古銀〉がく古

金銀〉という形の一語を作ったと説明すべきであるが，いまは，与えられた語

形を手がかりとして，概念の結合の様式を記述する立場に立っているので，し

ばらくこのように取り扱う。

　3a÷（b×C）
　この型の語も例が少ない。

　過不足，士大夫，士女子，士君子がそのすべてである。

　4　　（a×b）　×c

　この型が三字の漢字語の過半数を占めている。cに特徴がある。また，この

型には一字の接尾酌要素を持つものが含まれる。この調査で接尾的要素として

取り扱った語は別表に集計してある。

　さて，Cに遜る要素の中で，もっとも多くの語に付いているのは，＜爲政
　　　　　　　　　　　　　　　シや者〉〈違法者〉〈演説者〉等の〈者〉であって，66の異なり語に．付き，延べ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニン85園使われている。ついではく移住人〉〈受取人〉〈螢業人〉等の〈人〉で，

63語に付き，延べ127園使われている。これらに続くものでは，〈蕩〉〈家〉
　キン　　　　シヨ　　　　シヨ　　　　シヤ　　　　マル

〈金〉〈所〉〈書〉〈被〉〈究〉である。この中で，〈娃〉〈丸〉は結社や船

舶の名の一部として，たとえば〈報知社〉とか，〈威臨：丸〉とかのように使わ

れているものであり，それは，女子の名前としてのく子〉や男子の名前として

のく雄，夫，男〉などと同じ性格のものである。

　なお，最近いろいろの人が問題として取り上げている〈○○的〉〈○○性〉

ということばづかいのうち，〈○○的〉は，この調査では，たった二語，〈絶

大的〉〈可及的〉がある。1）それぞれ，1圓ずつ使っている。前春は。職こ使

　1）　『総含雑誌の驚語』によれば接罵語としてのく的〉は使用率順で第10位，7。055％，

　　同じく接羅語としてのく性〉は第135位で。868％である。
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　　　　　　　　　　　　　　IV　分析した事がら

ってあり，ルビはくたちこ盈たる〉とある。後者はb暦に使われ，しかも，片

かなでくナルタケ〉とルビを付けてある。b層にルビを付けるというのは外国

語などだげで，まったく例外であり，この語に対して特別の取り扱いをしたと

考えてよいであろう。それだけに〈○○的〉という語は，まだ人々になじんで

いなかったという一つの証拠になろうQ他のく○○性〉の形の語は一つも現わ

れていない。

　5　（a＋b）　xc

　2の型と表裏をなすものである。長官と次官を一語にまとめるとき，共通す

る構成要素の〈官〉をくくり出して，　（長＋次）×官という形にまとめあげた

のである。

　この型での典型的なものを列挙してみよう。

　鵜竿独・海陸軍・可否決・輩士族・金銀貨・金銀鑛・匠戸長・藝娼妓・原被筈・

　紅白旗・俊尉官・上下院・上中等・静動産・大小豆・長次蜜・長次男・町村會・

　町村費・町村割・内外動・動植物・府縣禽・府縣官・府縣駄・内匠醗i・府縣費・

　陸海軍

　もっとも，次の諸語は，必ずしも共通要素をくくり出したものとは言えな

い。

　寒暖計・県勢者・昇降口・出納口・萱買高・壷買戻・隠男官・貿易史・希望心・

　製造高

　これらは，〈工商〉〈費買〉〈勅奏〉〈貿易〉などの意味の結びつきは，厳

密に考えれば，＋の符号で表わすべきものであるから，元来この型の中に入れ

るべき語である。しかし，この方は，前者とは違って，集計と暖計の二語を一

語にしたものではない。寒暖・工商という一つのできあがった語があって，

それ1こく計〉〈者〉という講成要素が付いたものである。だから，この型は，

二つに細分しなければならないものであろうが，2に述べたと同じ理由によっ

て，どちらも，（a＋b）×cの型として取り扱った。

　なお，三字の漢字語の大部分は，4，5の型（2字と1字）である。あとの

要素としての一字がどんな語を造っているかがすぐわかるようにと考えて，そ

の一字に付いた二字の漢字語の一一覧表を作った（281AO・…ジ参照）。

　6　axbxc
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　この型の語は，東南粟，東北東，西南西，西北西の四語しか見当らなかった。

　7　a十b十。

　この型の語には，〈華中晩〉，〈度量衡〉の二語が見えた。この型を認める

ことは，「単位のきめかた」の21の項に抵触するもののようだが，しかし，元

来この項は，〈郡／町／村〉のような例を予想していたのである。ところが，

〈度量衡〉は，見かけの上でこそ　ものさし・ます・はかり　の三つが並列し

ているけれども，全体としては，物をはかる道具という新しい意味をになって

いるのである。また，〈早中黒〉はく早稻〉〈中稻〉〈平野〉を一語にまとめ

あげた語で，その点では，並列ではあるが，早（ソウ）・中（チ＝ウ）・晩（バ

ン）とそれぞれが，一語として単独で使われることは無い。そう考えてこの型

に所属させることにした。

　以上述べてきて，最後に感じたことはう今日，国語政策の上で問題になって

いる漢語の需いかえは，二字の漢語については，等鍛の内容を和語に置き換え

ることは少しの努力でできるけれども，三字の漢語に．ついては，非常に複雑で

ある，ということである。前に付く要素としての接頭語の類，とくに否定の奮

味を持たせる語については，かえってまのびのした，わかりにくい語に変って1

しまうおそれが多い。そうなると，語として書い換えることよりも，文として

工夫することが望ましいということになりそうである。

　次に，後に付く要索としてのもの，〈老〉，〈人〉，〈金〉，〈場〉，〈所〉

〈書〉などについて見よう。これらの漢語はすべて一音節語である。それを溺

署した，〈モノ〉〈ヒト〉〈トコロ〉などの多音節語が，すべて高い使用率を

示していることを考え合わせるとき，簡潔な表現を望む人は和語を避けてこの

ような漢語を使ってしまうのであろう。

　漢寧語のシンタクス

　複数の構成要素でできあがっている語の要素聞の関係には，その語が作られ．

た時代の文のシンタクスが反映しているはずだ，という考え方がある。この考

え方に従って一つの調査を試みた。

　よく，老人は若い者とは逆語願の漢語を使う，と聞くことがある。この語彙

表の中にもそのような語例を多く見受けた。もちろん，この中セこは誤植があっ．
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’たかもしれない，しかし，すべての語例が，ことごとく誤植であるとすること

・は確率論上考えられないことである。また，個々の語例について，それが誤植

であるかどうかを確かめる完全な方法もないし，いまはそのことは問わない。

それでも，漢和辞典をひいて，辞書に登録してあるかどうかを調べるなどの手

続きはふんでいる。

　1　二種類の語順の両方が出ている語

　酒造家一造酒家　淫璽女一壷淫嬬　海陸軍一陸海軍　貸鷹業一膳貸業　管保者一保管

　中　奉迎逡：一町邊邊

　位牌一牌位　拒抗一抗拒　行墨一暴行　行旅一旅行　始終一絡始　治療一療治1熟練

　一練熟　授受一受授　定約一約定　炭面一薪炭　競漕一板壁　邊輸一一轍邊　評論一論

　争　溜滞一三溜　奮掠一二二　判二一裁判　美善一善美　勢二一苦勢　漕運す一蓮：漕

　す邊遮す一遽逡：す韓移す一門轄す

　2　今の普通の語順とは逆だと思われる語

　　圏苦酸辛　進退繊塵　專心一慧課賦法　工門門　戌衛兵　縫食費　今古　口強

　　恨怨　馨掘　嫌横　離緻　峻改　順從　暑寒　蓮前す　勢威　制禁　静冷　争闘

　　展軽　督監す　忍堪す　愛画す　縁由　洋和　隣近　礫軋　鍾舳

　この例をながめてみると，前記の型では十の符号で表わしている並列の型の

ゆにはいれるものが大部分である。

　その中で，〈酒造家〉とく造酒家〉；〈費淫婦〉とく三野女〉；〈行旅〉と

q旅行〉などは漢：文の語序と日本語の語序とが対立しているものである。

　〈回想〉の類は，〈酒造〉〈酒造二業〉〈酒造家〉という形でa層（公用

『交）に使っている。また，〈費淫〉の類は，a麟では，〈賞淫反鋼〉，　c層

　（一般のニューズ）では，〈無考〉〈嚢1淫女〉〈賞淫婦〉〈淫萱女〉，　e層

　（投書等）では，〈萱淫市場〉と使っている。

　巳本語の語序であるく蓬花〉〈萱藥〉は，この形しか出てこなかった。そ

の使い方は，「早くも造花の鐵来上りて……」，「萱薬寳丹」で，どちらも，造

った花，売り薬の意味である。
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　　　　　　　　　　　　　W　分析した婁がら

　　　　　　　　　　　あと
　三字の漢掌語の，一字の後要素の表

　前についた一字の講成要素については，語彙表を見れば，一つの所に間まっ

ているわけではないが，容易に探し出すこともできよう。しかし，あとの部分

としてのものは，極端な欝い方をすれば，全体に散在しているのであって検索

も容易でない。具体的にどのような語に付いているかを知る必要も起ろうかと

考えて，つぎのような表を作ってみた。なお，接尾的要素（24ページ参照）お

よび地名・数詞として取り扱った語ははぶいてある。
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盆
輿
租
額

育
恩
借
共
慈
資
純
賞
地
定
配興扶助，繍分i校

　　保繹，配，　　　　　民積，

納鮪聡買上喉

ec：鶴

沼事
支度，1晃

鷺：i齋

囎■工
瀦：｝講

　　細

至V　分析した事がら

内外　　　　　　　　行

第一　　　　　　　　公

＋鏡身代，洋白　…鑛

藩干，第一，第三，第1号

　四，大小，第二，第六1号

整后　　　　　　｝告
　　　　　　　　　　1
　水天，東照，八幡　　1國

西北　　　　i
　昇降，掃除，當用，豊　越

後，奉公

小皿，濾防，捕鯨

令娘

海睦，後締，國民，

陸海

一二，　加藤，徳罵，

鍋島

心安，不興

吐綬

寒暖，尺度

違令

十宇，今明

可否

先々

所有，二三

精養，千里

借匿，二種，施療

陳腐

心々，照々

江戸

H本

第一

機騰，桁柱，差物，鐵1

路，蹄鐵

一新，蛭子

二丁，三四，女學，大

野，農學，夜學

出石
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事
根
座

祭

中
陣
罪
盛
先
作
札
皿
騒
産

早
算
懸
嗣
町

営
志
野
軽

機岸

尾州

金銀，高島

春服

離々

原被

野州，銀行，霞由，諸

侯，猫立

五年

所作

莫蒼

市村，喜男・，新寓，永

窩，北榮，春木

紳嘗，元始，三周，招

魂，　水棘，　螢葬，

齢専

外臨，内墨

水畢

雑筆

分画

出張，得慧

姻草

酉郷，二圓

西洋

心配

丁目，函館，備中，不

動，米國

警士

損猛

蜜織

招魂，イ魯王

認名，懸卵，謹雰，
西洋

機蘭，代議

愛國

慈恵

鍮閲，徴兵，傳令，奉幣



史
子
子
師

司
時
地
兇
寺

式

室

凌
者

場本，貿易

小言，反測

積榔

敏奪，際物，窯；翼，職

工，宣激，代言，建

具，置土，焼物

武庫

正午

節織

狡猪

熊谷，國分，宗恩，松

鷹1，糟國，浄輻，昌

立擁，縮淺1
草，長泉，天瑞，天王，

東大，幣攣，法蓮，菩

提，本願，本四，武佐，

遊行，來迎，盤翠，三二

務，調食

脇座

爲政，違法，隠徳，有

縁，演説，開業，外

務．管守，眼病，管保，

奇特，及第，；菖任，起

立，輕罪，建議，罐理，

工學，工商，好事，幸

薦，産鐵，執罹i，死

亡，工臨二二，主
唱，受賞，受輩，出贔，

主儀，受舗，所有，信

心，新任，星學，製

造，職死，全治，先

開糊臨開叢劇舎

灘膓鵬膿陣
行軍・始業・授興進1尺
水・　薙申蓼P・　新集　　黒占i主

茶，閉傷　　　　　i

温暖・閲誘・機械・教｝手

官講義細事陣
種

樹
論
宗
囚
衆
集
塾
術

所

W　分析した事がら

導倉蝶・卒業・代i

聡醤蝦別業・當局・同志・腹き

疾，被鋳，被治，貧躍，i

貧騰，癒癩，負債，負｝

傷，編輯，傍観，一
息，摸範，有志，有識，｛

搬瓢鋤利
學　　　　　　　　憎

愛國，稻荷，學農，

加藤，協議，　共間，

熊谷，九店，香蘭，

自修，　商業，　招魂，

講：欝：農審：｝

朝野，　豊國，　N報，

農産，八幡，府縣，寳1

來，松原，三菱，立志

共攣，炭鑛，養生

露髄，機關

度量　　　　　　　　i

藤野騨漸
射曲，職工，船造

畢水

夏鑛，　内國，　復製，

米國

南天

敗臨

急言，R蓮

巳庚

會宴，公家，動議

朗詠

攣瑚

撃剣，航海，略言巳，論

理

行在，馨學，合宿，羅客，

議事，寄宿，　救育，
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女

商

省

症
章
城
條
歌

色
職

休憩，休息，御旅，革紐，

郡務，講霧，裁刺，事

務，習學，囚獄，授産，

出張，昇降，製糸，製

造，製鐵，造船，町會，

陳酷，　製麺，　破損，

般改，　紡績，　菩提，

露鑛，

受取，受願，二言免，解

設，回啓，學課，議定，

徴科，纏濟，建書，建

白，始末，趣慧，上
納，條約，仕課，診噺，

製法，生理，待罪，歎

願，手績，苓辮，坂

調，法律，保湿，見
込，開田，申込，確渡，

約定，履歴，和約

監獄，野禽

淫壷，喪淫

委任，　　言青王反，　　借用，　　邊

籍，地舞

織物，二二，牛肉，

古着

大忌．海軍，外務，宮

内，工部，司法，内

務，民部，文郡，陸軍

脚氣，　　第｛…イ以，　　癩輝

菊花，大綬

安中，天津，こ二條

窃盗

委任，控訴，地覆，

定認，　判決，呼路，

離縁

開港，　仕打，　殖罠，

入札

淡黄

敏導，滲與，大工，建具



調
針
心
　
鍼
榊
人

闘
豆
数
好
筋
柱
濟
　
　
星
正
世
生

政
制
製
税

疏E，家作

柳葉

一徹，榮讐，億萬，希…
望，公共，勾画　　1

寒図

面組　　　　　　　1

印度，　英國，　英米，

隊米，外國，熊本，

露子，支那，尋常，

西洋，　全國，　猫逸，

二二，　応急，　内外，

内麟，風雅，｛弗國，

米國，老成

行幸，地球

大小

投票，蛮隷二1，李均

小笹，新聞

御用，北國

k郷

改正，協議，試験，

種痘，　償却，虚刑，

搬出

北極

軍蟹

チ万

講習，公費，　自費，

獣繋，上級，卒業，

農學

學官，領議

宕職

同家　　　　　1

欝屈’聾三
論灘，臨照
得醐鵜府瓢i

出，輸入

　IV　分析した事がら

二四鵜玄蕃，金剛，：魂
　　開化　　　　i丹

席　議長　　　　　　　　i弾

論　魔除，修正，抵抗，魁i談

　　羊，畏罐　　　　　i圏

節天長　　　　　i地
銭＿文，韻三水コ
　　傭工　　　　｝
　　　　　　　　　　　　ミ
船　外國，巡競，蒸氣，乗：

　　客漁礁鐵i
　　甲，傳馬，渡海，日ホ，i

箋
線
然
虚
弱
罵
　
賊
族
蓮
田
隊
　
　
体
継
代
　
倒
高

物産，挙証，郵便，熱立

　　　　　　　　　1種

帆走，風帆，郵便

違方

玖撃，三味，電信

澱々，弱々

弟子

撰暴

一等，三三等，七等，八

等，四等，六等

窃盗

華士，狡猪

地藏，不動

開緯

遠征，熊本，軍樂，警

観，近衛，山砲，彰

義，防火，砲兵

固形，無機，有機

斬刑，弾正，天丈

買上，器械，壷却，引

幕，被告，蝋燭

目傭　　　　　　　　，

印刷・齢産出・三
論，出品，醸造，浦…

廉，壷買，：負縫，光納

金，給定　　　　　　徒

心中　　　　　　　　土

th地　　　　　　　　燈
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　　　薩摩

　　　反魂

　　　榴霰

　　　修身

　　　教導

　　　埋立，　官有，　蕾守，

　　　共有，居留，輕々，

　　　公園，三宅，荒蕪，

　　　殖民，　除税，駈有，

　　　薪開，　筆路，　播種，

　　．火除・埋葬

朝　奈翼

帳勘定，官林，鍮員，戸

　　　籍，習字，諸税，地

　　　劣…，分別，割印

長　學綾，幹寧，郡塵，建

　　　築，窺務，小除，病院，

　　　編輯，木工，聯隊：

廃　管轄，獣医，警醜，縣

　　　官，所用，地方，奉

　　　職，府縣，領事

塚　無縁

漬　奈蔑

績　雨天

包　鋼帯

局　闘溝．

詰　削壁，七里

亭　松花，醒花

邸　紀州，土屋

鐵　酸化，硫酸
1店費物，割烹．牛肉，陶

　　　器，納涼，布畠，楊

　　　弓，料理

　　　二二，古史，列女

　　　帝王

　　　一撮

　　　瓦斯，硝子，常夜



痘
糖
蕪

等
塔
刀
湯
堂

届
止
留
取
苗
軍
人

天花，天然

支那

改進，遇激，共同，共

和，甦愈，自由，守薄，

爾宵，政府，第一，中

和，帝王，中津

上申

醤万

稿本

般若，龍王

議事，鳩居，清水，廣・

貫，松花，天主，回天

望湖

寄呼

塩行

遠足

捨人，五斗

骨簾，獲麟

長次，

移佐，受取，螢業，往

來，二野，看護，感
染，鑑定，共立，禁獄，

汲取，1径我，原告，見

物，小作，搾販，差出，

差酉巳，参震旨，止宿，疾

　　　　　　　　　1
病，支配，住居，
覧，授産，出品，謹i

　　　　　　　　　l

造，撰暴，千万，代｝

議，代言代書，一
理，鰍，溺死當i

説回忌仲1
買・乗組・乗込・舞1

観，犯罪，引合，引受，、

償，貧乏，編集，傍i
購，

　　　　　　　　　1縛，名代，有志，

　1V　分析した事がら

　　蔵流罪，螢作　　人．
任　奏判，幽翠　　　　　票

主　借用，膿起　　　　　許

願勧解，入學，後孕　表
年　一昨

遺　一寸

　　　　　　　　　　　に
場類欝羅馨i病
　　業，試験，仕事，身雄｝■品

　　維覧授産，修羅，製｛

　　糸，製造，製薬，繰i

　　綴『懲役，陳列，停i
　　　　　　　　　　　　　　車，得意，渡船，配i
　　達，博物，蛮舶，波i

　　正，風呂　　　騰
梅　臥龍　　　　　　　｛府

橋灘酬，蝋天；

始
簸
花
話
腹
梯

　　　　　　　　縦i犯

　　　　　　　　　　番

癒殖民鵬製　費

　　　　　　　　　｝緋

　　　　　　　　　i画

引薮，被告，筆記，評彗ヨ

　　保認襲趨捕｝皮

　　　　　　　　養1曳

棘，天満，船町，

國，灘猛

御三，陸軍

象牙

無駝

往來

鎮砲

勘定

國事

鑑倉，見物

rk　i夫

　1

學校．拗業，匠入，警1

察・縦射鰍賎i
畿：総、，譜府吻

畿記念　1

麗斑躍i
B曜

虎豹，襲撃

戴人
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賦
分
部
　
風
服
　
幅
副
三
二

殿上

年金

贔行

一覧，改正，月報，出

納，長計，追加，蓮

算，州県，編鮒，俸

給，毎週，木材，豫算

傳染，流行

外目，賦上，極上，最

更，支給，溝失，清

艶，駈持，製造，襲

飾，注文，陳列，臼

用，舶來，弓術，貿

易，有学，韓1出，輸入

看病，蛮淫

二天，征夷，二幅，鎭

將

使役，消火，酒防，水

火，黒占火

五年，ヤ年

若干

馨學，海兵，甲板，行

政，輻重，馬蟹

東京，馬脾

清防，日本，洋製，二

野露

軍吏

滋養

開田

遣愛，選失，榮耀，素

謡，概弄，疑似，共
有，極上，骨董，最優，、

滋養，　駈有，　製造，．

淡白，　抵當，　天嵐

天造，動植，　農産，

腐敗，紛失，　褒賞，

有機　郵便，献入．



文

兵

僻
便
撚
霧
砲
法

面
醐
米
桝
祭
丸

　
‘
、

財

店

溶解　　　　　　水
請取，所薦，廣告，公　脈

用，庸劣…，電信，論　嬢

設・曝露　　　　　　名

鑑潔：黙認
纈，戎衛，漁，論
増加・　徴募・　鎭豪・i戻

豫臨陸軍　　　渤
護書

大小

警部，掌典，判事　　　者

會計，上申，出納，施・貰

療，豫算，蓮名　　　戦

野職　　　｝響
銅問，課賦，敏授・建家

翁：畿：罐：翁膣

療，海藻，灘劉
籔・昂慰・賠金・萱i

却・分析・防禦・簿… ﾄ
記，豫防，烙鐵　　　｝

本濫　　　｝藥
鋏炮　　　　　　i鐸

恩賜・現受・朝鮮・：役
日本，輸出，養育　　1
　　　　　　　　　11
一面 @　　　i宿
器臨九嵐鵡
海，玄武，三吉，黄
　　　　　　　　　　野
幌，九重，西京，簿
　　　　　　　　　　二
郷，劔鋳，就寮，棘．
激，勢竜，毒龍，大面

賀，勲爵兵i律
犀，蓬來，北洋，明漁1

群　　雌

有，長齢，朝陽，敦；老嬢　蒼上

玉v　分析した事がら

氣違　　　　　　　　量　完全，比較

　火山　　　　　　　　料　音信，鑑札，借地，受

　露天　　　　　　　　　　　業，診察，赤飯，擾

若干，第一　　　　　　種・昂祭・手数扶
　戸籍條約，制札，太　　助・冤許・療治

　陽，地劣…　　　1流第一
　　　　　　　　　　ミ　痢獲，田地　　　　1瘤　動豚

顛　　　　　i寮式部

謬孔欝畿細細：羅活髄、
　實，二行，見世　　　　　然，集合，推理，生

　彊情，莫蓮　　　　　　　　動，反動

　一交　　　　　　　例　懲戒

　氷烈　　　　　　　　令　知事，徴兵

　鋳鐵，通行，御幸　　　i漣；　瀞風

蹴醗　　踵反射
　一一昨　　　　　　　　1楼　今村，金野，月下，腰

犠下駄熊石1氣糊，大L一，常
炭，道具，唐物，時　　　磐，中正，中村，万

言，料理　　　　　　　　八，若鎚，蔚松

　三二i，七宝，陶器，　録窟員，孝箇，修身，彰

　萬古　　　　　　　　　　功，除蜷，姓名

篤藁，警防　　　　隷　終身，賞典

　引引　　　　　　　　論・影…響，購読，開化，貨

　　　　　　　　　　　　　幣，経濟，擢利，征　公人，座頭，世話，番1

馨　　1碗簿丁村

　臨画

　公判，投書

繍詐賊蠣レ
　法，人命，成文，賊盗i

　地誌

　他州
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IV　分析した事がら

3　文体と用語との連関

　この分析の立場

　われわれの調査研究では，文体の違いと記事内容の違いとを合せ考え，層わ

けの簡単にできることをも考慮して，以下の五つの層に分けたことはすでに述

べた。

　a層　　公布・公聞・録事など（官庁からの公示事項）

　b層’　社説

　c層　雑報（麿下雑報・西京新報・諸県報知など）

　d層　　外電・外国通信記事など

　e層　　投書・雑文・訂正記事など

　ここに文体というのは，いわゆる文体論などで論じられる，個人の個性的文

体をさすのではなく，一般に表現者が文章に表現するに当って，いずれは，よ

らなければならない，言わば規範的文体とも言うべきものをさす。たとえば，

口語文体・文語：文体というような場合をいう。明治の文体で言えば，普通文体

とか書文一致文体とかいう類である。

　こういう意味の文体の違いを，a層以下各層について観察すると，主として

記事の性格に応じて，

　（イ）候文体

　（ロ）漢文書き下し文体の系統と見られる，「かたい」文体

　㊥「西洋道中膝栗毛」（血潮垣魯文）などの交章とも連関すると見られる，

　　（P）に比べて「やわらかい」文体

以上の三種が一往区別される。かりに，（ロ）をr硬文体」と名づけ，（A）を「軟文

体」と呼ぶことにする。．

　郵便報知新聞に見られる候文は，当時候文体で書かれた公文書が掲載・引用

されたものであるが，その一例をあげれば，

　　○甲第五號

　　熊本縣下肥後國玉名郡瞬井村ヲ同國肉鹿郡米野村へ合併合里村ト改稻シ從醜之郡界

　　ヲ更定候條此冒布達候事
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　　　　　　　　　　　　　IV　分析した事がら

　　　明治十一年三月十五寅　　　　　　　　　　　　　　　　　内務卿大久保利通D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明11．3．16．内務省録事）

次は，硬文体の文例である。

　　然レ匿現時邦國ノ交際上山鼠テ最モ事務ヲ愚民スルノ勢威アル一蓋國親睦

　　交際ノ情誼力將タ世界普通ノ常理力抑鐵艦銅炮ノ武力力余輩ハ武力ノ猫リ

　　心理ヲ暢達スルノ實例アルヲ見ルモ未タ橘誼常理ノ猫行貫達シテ國位ヲ保

　　持セシヲ島回サルナリ況ソや外交政家ハ幽囚ノ私利ヲ謀テ他ヲ顧ミサルノ

　　弊風最モ甚シキ者ナルオヤ　　　　　　　　　　　（明10．11．20．桂説）

　また，軟文体の典型としては，次のような文章があげられる。

　　○根津八二垣町の廊内へ植へし櫻の入費ハ鰻頁五十鯨圓ふるが象て貸座敷螢業の者

　　より積金の内にて仕錦ふべき筈なるよ今に其彿が延引する疹ゑ引受け入より度々催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さい
　　促すれど弼分矯明かず貸座敷一同へ係り談判よ及ぶと夫れハ元締よて仕携ふが當然
　　モく　　　　　　ヒ　　　　らちゑ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だんぱん

　　と刎ね附けられ慷なく元締を相手取って願ふとか又ハ積金の仕擁ひを掛け会ふとか
　　　は　　　つ
　　偲よか悶着が始まりしと2）　　　　　　　　　　　　　（明11．4。25．府下難論）

　この時代は，一般に文体の上で前代（江戸時代）踏襲の時代と雷われており

（生田長江『明治文章史』第二章前代蹄襲の時代，等参照），郵便報知新聞に

も，普通文体や言文一致女体が確立される以前の文体横索時代の一つの反映と

して，以上のような硬文体，軟文体，あるいはその中問的な文体等の使用が見

られるわけである。

　さて，われわれが弁物した硬文体および軟文体の，外形的特徴は主として次

のような点である。

　硬文体

　　1　ほとんど，片かなまじり：文Q

　　2　短い文が積み重ねられて，一つの記事が樽成される（接続詞の多用）。

　軟文体

　　1　ほとんど，平がなまじり文（ルビの付いた所も多い）。

　　2　長い一文で一つの記事が構成されることが多い（接続助詞の多用）。

　　3　その他，場舎によって，副調の片かな書き，「ですjrます」の使用等，

1）　本：交たて書き，以下の引用も岡じ0

2）　左ルビを下に付けた。以下同じ。
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　　　漢文書き下し二二から遠いと考えられる諸点。

　硬文体・軟：文体の中間的なものとしては，

　　○富城縣新風ゴニ記　宮城即ち脈霧仙豪の名よ背かす東に當りて騨蜀ケ岡あり満岡櫻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そむ　　　　　　　　　　　　　　っト　じ
　　樹を以て之を環め花蒔の風光尤も可ふり且つ到頭に金華峯をも一望すへきに露宿の
　　　　　　　うつ
　　建設巳來ハ之か弘めま遮られ頗る風致の優美を減せり～廣瀬川　西より來りて南λ
　　　　　　　　　　　さへぎ　　　　　　をもむき
　　折れ公園の背後を過ぎて愛宕霞の麓に至る其西岸よある地を摺内といひ樫達家門閥
　　を　　　　　　　　　う　しろ　　　　　　　　　　　　　　　　ふもと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　がら

　　三流の住せし所よして昔臼ハ大慶高門の平野なりしも今ハ全く壌頽なし竹概瀟錬唯
　　　　　　　　　　　　　　たいか　　　　　　　おうこん　　　　　　　　　　　　　　　　　くわいたい　　　ちくじゆしゃうそ

　　狐狸の聲を聞くに響きす～　　　　　　　　　　　　　　（9E11．　2．　5．霞石報知）

等があげられる。

　これらの文体が各層でどのように用いられているかというと，

　　a暦一一候交体が主。

　　b層一すべて硬文体。

　　c題一多くは軟文体。

　　d履一一ほとんどすべて硬文体。

　　e層一多くは硬交体。

のような分布になる。このことは，a層が判決の鱗葉（硬文体）などを，　C層

が，上述のような硬軟の中間的な文脈を，e層カミ中間的な文脈を，それぞれ，

多かれ少なかれ含んでいるという事情による。

　さて，以上のような状態において，文体1）と用語2）との間には，どのような

連関が見られるか，という点を分析してみようとするのが，この調査の目的で

ある。換書すれば，それらの文体本来の用語上の特徴的分野や使いわけがある

かどうか，また，あるとすれば，それはどういう用語群か，などの点を明らか

にしょうとする。

　この事が明らかになれば，模索されていた文体が次第に普遍的な形をとって

きて，やがて書文一致文体として今日に至るまでの，r文体と用語」の歴史の

一端を知ることができるであろう。

　ただ，この際注意すべきことは，用語の特色が記事内容遠縁）の特蝕こ依

存していることが少なくないと考えられる点である。たとえば，廣聴・太政官・

1）　候文体の使用は量的に少ないので除外，

2）　いわゆる自立語に限定する。
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　　　　　　　　　　　　　W　分析した寒がら

警親局・砥務所などの語は，軟文体（c層）に多幽するが，これは雑報として

の話題の反映であると見られる。そこで。交体と，その文体が本来含み持つ用

語との連関を探ろうとするためには，極力，話題性の反映を除去する必要があ

る。そのために，

　（1＞形式的性格を持つ語（この中には，夫くソレ（（副詞））〉。不漁〈フト（（翻

　　詞））〉などのように，他の文体で対応する同義語の見いだしにくい場倉が

　　少なくない。）

　（2）文体の忌違によって出現を異にする同義語

に限って考えることが望ましい。

　以上のような方法で文体を弁幽し，用語との連関を探ろうとする立場ぽ，

《これこれの文章は，これこれの文体で書かれている。》とする仮説駒立面がす

でに前提となっていると雷ってもよい。今，記事・用語・文体という三看の関係

を考えてみるのに，ある種の記事の用語群を明らかにして，その用語群と文体

との連関を考えるという方法をとれば，一一往客観酌な結果が期待される。しか

しながら，たとえば，雑報記述に特徴的に使用されている用語群を明らかにし，

さらに，謡題性からくるひずみを除去することができたとしても，その雑報記

事が，ある種の統一的な：文体で書かれているという保証がないかぎり，摘出さ

れた用語群を文体と直接約に結びつけて考えることはできないはずである。そ

して，その保証は，この新聞に関する限り何もないことであるから，そういう

立場に立った研究は，記事と用語との連関を明らかにするにとどまるか，もし

くは，記事と文体とを連関づける仮説的前提のもとに行なわれるかのいずれか

になるであろう。しかもこの立場には，方法上種々の困難が予想されるので，

われわれとしては，さきに述べたように，二つの：文体の弁別を鯖読とし，その

上で用語との連関を探ろうとする立場をとった。その場合，まぎらわしい中間

酌な文脈は排除して，純粋だと考えられる範囲だけをとって行なうことにし，

また，検定の際の有意水準を高く保つことにも留意した。

手　順

　（1｝修正カード㊧作成と有意差の検定（第一園）

　硬文体と軟文体とを比較するに当って，蕎暦の交体上の特性に従って，b・
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　　　　　　　　　　　　　A「　分析した事がら

d・eの三層目硬文体）を合併し，それと。層（軟文体）とを対比することに

した。その際，上述のように，腰によって文体上異質な文脈を含んでいる場合

が少なくないので，改めて全記事からi／2eの標本をとって調べたところ1），　b・

c。d・eの各層における異質文脈の含有率は，次のとおりになった。

　　c層　　31。35％

　　e層　　9．78％

　　（b層，d層は，0％）

従って，c層では，68．65％，　e層では90．22％が，それぞれ軟文体，硬文体と

しての純粋さを保っていることになる。

　ところで，地名，人名，数詞を含んだ層ごとの標本延べ語数は，

層
層
層
層

b
C
d
e

14，　147

52，　806

5，　732

17，　392

となっており，これと，上記の比率とによって，（b・d・e）層における硬文

体の文脈に含まれる語数と，c層における軟文体の文脈に含まれる語数との比

率を算出すれば，

　　硬文体　　　　　　　　49．5％

　　軟文体　　　　　　　　　　　　　　50．5タ6

となる。2）

　ところで，集計カードに記載された春語の層ごとの観測値は，それを含む文

脈の上からは，上のような異質分子を含んでいることになるので，これを修正

するため，標本度数10以上の語の一一について，上記の比率をかけるという方

法で，劉に修正カードを作成した。その上で，度数の修正された各語について．

エ）　20日に1臓の割合で，15日間の記事の全数調査。

2）　a摺に含まれる硬文体の文脈，e層に含まれる軟文体の文脈等をすべて調整した

　上で，この旧聞全面についての，硬文体と軟文体との比率を算出するという方法を

　とらなかったのは，この場合，そのような方法をとることが技術的に織子であると

　認められたからである。そこで今回は，多少わくをせばめて，（b・d・e）層と。農

　とにそれぞれ含まれる硬交体と軟文体とに限定して扱うことにした。
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　　　　　　　　　　　　　IV　分析した事がら

二つの文体の上で有意差（原劉として危険率1％）があるかどうかを検定した。

　②　有意差のある語の一覧表の作成・原力・一一・ドによる再検討および有意差の

　　検定（第二回）

　（1）によって有意差の認められた語群について，品詞別の一覧表を作り，これ

を含帳として，二つの文体の上で使われ方に顕著な違いのある語を選定し（た

だし，話題の反映していると見られるものを除く），その一一一V＝ついて，原カ

ードにさかのぼって検討を加え，異質文脈での使用度数を排除して，純粋な文

脈における使用度数を確定した。このようにして得た，二つの文体での使用度

数によって，改めて有意差検定を行なった（検定法は次項）。

　この有意差検定は，

　1　二つの：文体の間で，使われ方に顕著な違いのある語（片方の使用度数が

　　せいぜい1ないし2程度のもの）

　2　二つの交体の間で，同義語としての，使用上の対比が見られるもの

という観点から選定された語について行なっただけで，二つの文体の間で有意

差の認められるすべての語について，網羅的に行なったのではない。これは，

原カードを一一点検する際，リプリント方式でないため，原本にも当る必要が

多く，使用度数が3◎0：350というような場合は，その取り扱いが困難になる

という事情による。

〔検定法〕

　（1）二つの：文体における観測値がそれぞれ5以上の場合。

　　X2検定による（硬文体。軟文体の間の理論度数の比率は，49．5：50．5）。1）

　（2）二つの文体における観測値のいずれかが5以下の場合。

　　　硬文体・軟文体における標本延べ語数をそれぞ2X　ni，　n2としよう。た

　　だし，この意味でのnl，　n2は実測されなかったので，（b・d・e）層およ

　　びC層の標本延べ語数に対して，上述の異質分子に当る部分を除いたもの

　　を算出して使った（すなわち，ni・・35570，　n2＝36251）。

　　　次に，ある語の標本使用率を調べて，Pエ，　P2を得たとする。それぞれの

1）X2検定によったものでは，ほとんどみな危険率0・OOIで有意差が認められたが．

　r痘チニ」は危険率0・◎5，「期（カカ）ル1は危険率0・G1で有意差が認められた。
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　　　　　　　　　　IV　分析した事がら

母使用率をPbP2とすれば，この母分散はそれぞれ，

　　　　　　　『6・（P・）』〈劉≒笥

　　　　　　　　♂（P・．）一鷺聖≒㌃／

〈P1，　P2は非常に小さいから，1－P‘t　・・1と考えてよい）

（o

と見積られる。この時，P1キP2と認められるかどうかをたしかめるため，

あらたに次の式で定義される変量Xを導入する。

　　　　　　　　x＝＝　P，一P2　（2）
　さて，κの期待値E（X）は，

　　　　　　　　E（x）＝E（Pi）一E（Pa）＝Pi－Ps

　ここでかりに，

　　　　　　　　P，＝P，　（3＞
　とすれば，E（x）　・・O．

　次に，xの分散は，式②と（1＞とを考え合せることにより，次のように近

似できる。

　　　　　　　　σ・ω暢♂ω＋σ・ω≒．危＋危
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7Zo．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fZl

すなわち，変量xの平均は0であり，分散は上記のσ2（x）で表わされる。

　ところで，nl≒n2だから，小さい方のnlをnと置き，上の式の第三辺

の分母はともにηであるとして扱っても大差がなく，かつ，この検定のた

め整こは溶出である。このとき，

腸一賄一病鉄ゆka（ただ晒・ま鰍率αを

　　指定すれば定まる定数）

が成り立てば，さきの仮説（3＞はたかだかαの危険率で捨てられる。

　ところで，Xの分布型は正確にはわからないから，分布型にかかわらず

成り立つチェビシェフ系の不等式を使って，上記の判定をする方が安全で

あろう。そこで，水野坦の不等式により，α＝・0．◎5に対応する雇の値と

しては3をとれば十分であるから，それによって検定した。
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　　　　　　　　　　　　　】V　分析し，た事がら

　　　なお，片方の観測値が0である場合は，分散の方だけ，カ1（またes　P，〉

　　一i・して撫した。これも難醐しての羅であ・．

　　例

　　　「欺」は，硬文体で13圃，軟文体で1園用いられている。そこで，

　　　霧艶一（　　13　　　1…9557σ　　ミ蚕557σ）÷〉即興藷・・88…

　　　　　＝3．　21＞3

　　ゆえに，「歌」は，硬文体において，軟文体におけるよりも多い割合で使用

　　されていると欝える。この判定が誤っている危険率はたかだか5％である。．

（3）1語の内部の異なった意味・用法について，二つの文体の上で有意の鑑

　　があるかどうかを検定する際，5以下の数値を含む場合。

　　　フィッシャーの直接確率計算法による。この結果鐸出される確率がその

　　まま危険率になる。

　　例

　　　　名詞としての「故（ユエ）」を，接続助詞的用法（～故）と非接続助詞醜

　　　用法とに分けて，二つの：文体の上で，爾者に有意差があるかどうかを検

　　　上する。

　　　撒　丈蝋硬　軟i計
　　　接続助詞的　　　　◎　　　100　　　100

　　　≡jRj妾続助言司白勺　　　　　31　　　　　　58　　　　　　89

　　　　　　計　い…　8い89

　　　ρ一100！8響9ξ｝燗（。ほ。。，13、，58，）一、器iエ器i

　　　　　一，4×　IO－ii＜＜O．　OOI

　　従って，　「故」のうち，接続助詞的用法（～故）は軟文体にきわめて多い

　　と雷える。

結　桑

　初めに，：文体によってほぼ対比される隅義語の組を掲げ，ついで，各：交体ご

との用語を掲げる。この同義語の対比には，必ずしも全薗的には対応しない場
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　　　　　　　　　　　　　　W　分析した事がら

合をも含め，単に並列しておくにとどめた。　（以下，片方の文体において，他

の文体におけるよりも，統計的に多い割合で用いられている場合，その語また

は用法は多い方の文体についてr特徴的」であると呼ぶ。）1）

　　二つの文体において対比される摺語

羅｝・の膿繍
　1　有様
　　（硬）　29例

　　く弼〉　敵兵ノ有檬ヲ望ムニ格別恐怖ノ色アルヲ見ス

　　（軟）　5例

　　く例〉　起臥の有様がどふも本氣と思ハれぬ～
　　　　　　おざふし
　2　歌

　　（硬）　13例

　　く例〉　其駿ノ融然タル人ヲシテ正競スル能ハザラシム

　　（軟）　1例

　　く例〉　一頭の小狗整死せし其状権む可きあれハ～
　　　　　　　　　　へいし
　3　様子

　　　（硬）　1例

　　く例〉　尊勝ハ現時ノ購和習約ヲ減省スルヲ好ムノ様子アリ

　　　（軟）　　　37例

　　〈例〉
　　　　　　ぜ　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しさい　　　あ　　　　げ

篠　　　　　　硬文体に特徴的

　　　　　　軟文体に特徴的

　4　黙
　　　（硬）　14例

　　く例〉　～唯此黙二付テー言ヲ贅セム

　　　（軟）　0

　．5　儀

　　　（硬）　1例

　　く例〉

　　　　　定まらす極めて混雑の形勢轟りと云ふ

　　　（軟）　31例

（明10．1L　2。　d）．

（明11．5．11。c）

（明1L　2．13，も）

（明10．12．5．c）

（巳弓11．4．8。d）

是非に〉と思ひ込みての襟子ハ深き仔細の有り氣巻れバ（明1LL25。c）

（明1L　6028．　b）

大統領館よハ帝王徒の諸議員集愈各蜘の撰暴を議すると錐も径職の儀未た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にんしよく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明11．2．18．d）

ユ）　なお，使用度数は，文体の面から修正された数字であるから，

　引写」の数値とは必ずしも一致しない。
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　　　　　　　　　　　　　　W　分析した寮がら

　　く例〉　～の云々を記せし義に付～お調べを願ひ出たり　　　（明11・3・　25・c）1）
　　　　　　　　　　　しる
仁蒙斐（ズ）（接尾繍）謙灘駕

　6　～能ハ（ズ）

　　（硬）　63例

　　〈例〉　故二東洋諸邦ノ権力縦令西洋各國ト封衡スル能ハサルモ渓シテ憂フルニ足

　　　　　　ラス～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明1L3ほ4．　e）

　　（軟）　7例

　　〈例〉　前日返却の晶と較べ見たれバ侮れか我か懲藏なりや見分る事能剥す
　　　　　　　　　　　　くら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明11．9●26．c）

　7　～蕪ヌ

　　（硬）　0

　　（軟）　18例

　　く例〉　女の手一とつユニ人りの子をバ育て廉ね兄の許へ蹄りたれど～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そだ　　　　　　　　　　もと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Hfi　11．　1．　25．　C）

一（イチ）（接頭的要素）　　　　硬：文体に特徴的｛
或（アル）　　　　　　　　　軟文体に特徴的

　8　一
　　（硬）　26例

　　く例〉　法律二長セルde西客鴬テ我張二語テ日ク～　　　　　　（明11．6ほ3．　b）

　　（軟）　2例

　　く例〉　～目出痩一大懸圏を結ひけるとそ　　　　　　　　　　（明11．6．10．c）

　9　或
　　　（硬）　2例

　　く例〉　或人Hク～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明11．5．8．e）

　　　（軟）　29例

　　く例〉　～心を尽くす折り安太郎ハ或る；夜痴話がかふじたいさかいから～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明11．5．4．c）

∫稻（ヤヤ）　　　　　硬文体に特徴的

1少（スコ）シ　　　　軟文体に特徴的

　10稽
　　（硬）　14例

　　〈例〉　～叉外人ヲ途上二噺シ憂國ノ熱心穂過甚ナリキ　　　　（明11．8ほ5．e）

1）　「儀」は候文体に多繊するから，候文体と比較した場合には，この語が軟交体に

　特微的であるとは言えなくなろう。硬文体と比較した場合に，　「儀jの使用が軟文

　体に特徴的であるというにとどまる。
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　　　　　　　　　　　　　　狸　分析した事がら

　　（軟）　1例　　　1

　　〈例〉　～其腹を押し擦り夏久しく聯弾して～　　　　　　　（Hnll．　3．　22．　c）
　　　　　　　　　　　討や’礎　　なで声η
　11少シ
　　（硬）　2例

　　く例〉　～之レヲ讃ム者至テ少シニシテ學君著書ヲ以テ生業ヲ螢ムコ能ハサルノ時

　　　　　　批ニノ、～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明11．8．28．b）

　　（軟）　17例

　　く例〉　虫る十日少し快しとて近邊へ出歩行きし折り～　　　　（明11．5。29。c）

繕1三鍔瓢際翻
　12　塵：チニ

　　（硬）　27例

　　く例〉　～虎穴論入ルモノヲ以テ直チユ讐スルコト能・・ス　　　（明11．Z　23・e）

　　（軟）　13例

　　く例〉　～一隊ハ殊よ多勢みれバ有馬ハ直ちに此蕪に入り～　　（明10ほ2．14．c＞

　13直
　　（硬）　0

　　（軟）　25例

　　く例〉　～嚴重に番人を附け置直ぐ同人の居宅を改めし慮～　　（明11。6．20．c＞

　14　直二

　　（硬）　0
　　　（軟）14例

　　く例〉～曝ふて來よと出門れバ直よ購よ勤～　　（明11・鱗。＞
故二（接続詞）　　　　　　　硬文体に特徴的｛
～故（接続助詞的）　　　　軟文体に特徴的

　15　故二

　　（硬）　86例

　　く例〉之力明解二苦シム蕃アリ故旧今此議ヲ聴取スルや黙止スル能ハス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明11。1。15。e＞

　　（軟）　0

　16～故
　　名詞としての「故」のうち，

　　接続助詞的用法（～故）　　　（硬）　　0　　（軟）　100例

　　非接続助詞的用法　　　　　（硬）　31例　　（軟）　58例

　　く例〉　人足等競って般よ登り客の貨物を搬ハんとする由ゑ此入足囲にも負旛多く
　　　　　　　　きそ　セ　　　　　　　　　　　　　にもつ　　にぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てをい

　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　 （明10．12．21．c）
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　　　　　　　　　　　　　IV　分析した事がら

硬文体に特徴的な用語

17　　～所　（ノ）　（関係言司自勺用法）

　名詞としての「駈」のうち，「～スル所ノ十体言」の期法を，かりに関係詞的用法

　と呼べば，

　関係詞的矯法　　　（硬）　　47例　　　（軟）　1例

　非関係詞的用法　　（硬）　211例　　　（軟）　88例

　く例〉（硬）　今ノ牧取スル所ノ金額ハ昔日ノ金額二藍ナル、ナシト難モ～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明11．’1．17．b）

　　　　　　　前人ノ灘苦メ述作セシ所ノ者ハ必ス後人ノ貴重スル所トナル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明10．12．19．e）

　　　　（軟）　當時淺草文庫に在る所の先年市州米庵か羅堂へ献付したる書豊帳を
　　　　　　　　　　　ぶんこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいどう　　けんぶ

　　　　　　　天覧在せらるへき旨よて～　　　　　　　　　　（明1L　2．21。　c）

18　所以（ユエン）

　（硬）　35例

　く例〉　是レ軍事二於テ順從敬上ヲ兵士ノ令徳トスル所以ナルヘシ（明11．3．Lb）

　（軟）　0

19希望ス
　（硬）　13例

　〈例〉　丈明ノ罪人トナルフナカラン■ヲ希望xル也　　　　　（明11．　Z　15．b）

　（軟）　0

20　漁り

　（硬）　61例

　く例〉其殊＝然ル所以ノ理・・地ナシ　　　　　　　　（明10．12。6．e）

　（軟）　2例

　く例〉　～是れ東京否萬の家々皆然る所ふるが～　　　　　　　（fiA　I　L　7．27．　c）

　　　　　　　　　　　　　　　しか
21異ナリ
　（硬）　31傍

　〈例〉　其i築響ヲ損央スルハ筆鋒ヲ以テスルト異ナル所ナキ山斗シ（明1L4．2。　e）

　（軟）　2例

　く例〉　～耳の大さ犬よ等しく三人を追掛る三山如何にも早かりしと誇り顔よ物語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほこ
　　　　　りしか氣色も常に異ならす先きよ逃れし三人ハ四資の闘枕も揚らす煩ひた

　　　　　る由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（圏11．10．15．c）

22　欲ス

　（硬）　59例

　く例〉新事業二着手センF欲スレ・・其ノ後Bヲ推測スノ噌き・・ス（明10．11．8．b）

　（軟）　2例
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　　　　　　　　　　　　　　W　分析した事がら

　　く例〉　追々事業も進みしょ付てハ盆々製産の名よ負かさらんを欲し今回府隠より
　　　　　　　　　　　すす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そむ
　　　　　　六等驕山尾常治氏を撰んで～　　　　　　　　　　　　（Ufi1L　3．　12．　c）

　23存ス
　　　（硬）　25例「

　　〈例〉総，存スルアリ燃1。＿。，サ、。ナリ　　（興漁b）

　　　（軟）　0

　24　斯（カク）ノ如シ

　　　（硬）　50例

　　く例〉　而メ人払此ノ如キノ所記二満足スルヲ得ソヤ　　　　　（明10．11，22．b）

　　　（軟）　2例
　　く例〉人も許せる簸にして斯の如識体専まな曙な瀞～（明・1．・6．・28．。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅうたい　　　　　 はつ

　25　所謂（イワaル）

　　　（硬）　17例
　　く例〉瀞，シ漸謂解。知畝　　　　　（HA1・．、8．、6．．b）

　　　（軟）　2例

　　く例〉～引き揚るものだか揚らぬ物か所調海の物なるよ～　　　（明11．　8．　9．c）
　　　　　　　　　あか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ　　いわゆるりみ
　26　　夫　（ソレ）　　（蔑野言司）

　　　（硬）　79例

、驚悉レ構ノ姻二二〕原蹴三門幽（門門
　27蓋（ケダ）シ

　　　（硬）　50例

　　〈例〉　蓋シ人類ノ未ダ藤蘇ナルや其子弟ヲ養育調導スル所ノ正理ヲ解セズ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（巳雇11。5．17．e）

　　　（軟）　0

　28畳（アニ）

　　　（硬）　41例

　　く例〉魯！・二色ノ勢ナリ登能ク其ノ志ヲ伸ルヲ得ソヤ　　　（明11，44．30．b）

　　　（軟）　0

　29敢テ
　　　（硬）　30例

　　く例〉　～性行善心ニシテ敢テ摸義心タルユ背カサルハ吾鋳ノ疑ヲ容レサル所ニシ

　　　　　　テ～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（nn11．　9。11．　e）

　　　（軟）　1例

　　く例≧詫聾礁の動細み敢て蝉渡さ加胆解職響

　30況ソヤ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　30◎



　　　　　　　　　　　　　Iv　分斬した霧がら

　　（硬）　29例

く例〉誰レ激惨烈ヲ悲マサヲ．ソや況ソや繭麟勝敗磯ハ大峨政事王二驕スル

　　　　　ナキニ非ルオヤ　　　　　　　　　　　　（明10．1221．b）
　　（軟）　0

81筍モ
　　（硬）　17例

　く例〉　筍クモ患警ノ繭芽アルヲ看破セハ之レヲ探りテ今臼工切論シ～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長駆1．9．18．b）

　〈軟）　0

32恰モ
　（硬）　25例

　く例〉　～魯國ハ大二失望シ恰カモ掌中ノ珠ヲ失ヒシが如ク～　　（一N11．　9．　9．b）

　（軟）　1例

　く例〉　～昏々ユ瓦；斯燈を織したれバ満蕩恰も聲の如とく～　　　（明11，3．27．c）
　　　　　　　　　ρif　　とも
33　　將　（マサ）　二＝

　〈硬）　15例

　く例〉カノ固形体ナルモノモ將ユ漢散分離二i…Eラソトスル乎（明10。11・15。e）

　（軟）　1例

　く例〉　府下餐大匿々務所にてハ匠董改正將よ近離こ在らんとするに付豫て備へあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かね　　そな

　　　　　る大甥の書類ハ～　　　　　　　　　　　　　　　　（明11・9・27・c）

34　決シテ

　　（硬）　43例

　く例〉　然レ確是決シチ怪ムニ足ラス　　　　　　　　　　　　　　（明11．2．4．b）

　（軟）　5例

　く例〉　佐久間さんの鼻毛を放く檬よ聞へますが決して左檬でハありまぜん
　　　　　　　　　　　　　発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明11ユ．19．c）

35果シテ
　（硬）　33例

　く例〉　其ノ條約ハ果シテ如侮ナル件々ナルヤ　　　　　　　　（eA　11．　3．　6．　b）

　　（軟）　5例

　く例〉　井中を探りしに果して死体のありたるにぞ～　　　　　（HAIL　5．　1．　c）
　　　　　　　　きぐ　　　　　　はた
．36　殆ソド

　（硬）　30例

　く例〉　人民ノ富有モ殆ソト今！・減部シテ鯨裕アルヲ見サルナリ（明1L3．30．　e）

　（軟）　6例

　く例〉　落成までよハ殆と二十万圓程も掛るならんと　　　　（騨1．6．12．c）

・37　然リト難モ
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　　　　　　　　　　　　　Iv　分析した事がら

　（硬）　22例

　く例〉　～二蚕ラザルベシ然リト難｝を我二多年ノ籐裕ナクシテ～（明1L8．16．　b）

　（軟）　0

38何トナレバ

　（硬）　14例

く例〉～等ノ語二至リテハ大二事實環戻セ胴けレハ三民離モ～頗ル才

　　　　識ヲ具セリ　　　　　　　　　　　　　　　　（明1L3．19．e）

　（軟）　0

39然レドモ

　（硬）　77例

　く例〉　～i数日起坐シ能ハサルニ至ル然レ毘專館二在iテハ未：タ敢テ此ノ如ク嚴酷ナ

　　　　ル責器ヲ加ヘスト云フ　　　　　　　　　　　　　（明11．6．27．d）

　（軟）　1例

　く例〉　～の云々ハ先頃屡掲載せしぢ豊強最も大事業にして中々五年や六年置成
　　　　　　　　　　　しば　けいさい　　　　　　　こ
　　　　功ハ魔束轟く然れども成功の上ハ黒血盆蜜に莫大みるを以て着手せらる瓦
　　　　　　おぼつか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばくだい

　　　　カ、～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明11。9．9．c）

40　然ルニ

　（硬）　49例

　く例〉　魯兵バカルスノ屯兵二～降伏スヘキト糊メタリ然ルニ止將ハ～飽マテ鷹戦

　　　　　スヘシト答ヘタリ　　　　　　　　　　　　　　　（HAIO。　11．　17．　d）

　（軟）　6例

　く例〉　～世間よては越中米と稽へ加賀米よリハ常工償の六七拾銭も低く然るよ此

　　　　頃政府よて支那へ輸出の米黙劇石程を買ひ入らる砺虫中事の官爽が過鷺よ

　　　　　り同國放生津港へ派出し～　　　　　　　　　　　　（明1L5．22．　c）
　　　　　　　　　　　　はしつ

軟文体に選評的な用語

41餐漢
　（硬）　0

　（軟）　25例

　〈例〉　木で普くムりし挨拶に返す雷葉のなく〉も～
　　　　　　はな　　　　　　　　 あいさつ

42折（オリ）（rとき」の意）

　（硬）　0

　（軟）　56例

　く例〉　～通り擾る折り過て金子の包を取落せしが～
　　　　　　　　　　　あやまつ　　　　　　　つ」み
43折柄（名詞）

　（硬）．9、

　（軟）　19例
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（明11．7．17．c）

（明11．4．12．c）



　　　　　　　　　　　　　正V　分析した纂がら

　く例〉　～損のみ緬き思案に回るx折柄知る入の渤めに乗りて～（明11．　3．　19．c）
　　　　　　モん　　　　　　　しあん　　く　　　　　　　　　　　　　　すし　　　　の

44節（セッ）1）（「ころ・とき」の意）

　　（硬）　0

　　（軟）　23例

　く例〉　～ドソナEよ逢ふかも知れぬと此節蹄りし人の鱒さ　　く明ユ1・9．1Lc）

45様（ヨゥ）（名詞）2）（「ようだ」のrよう」）

　　（硬）　0

　　（軟）　　　34例

　く例〉　ニッチも三ツチも行かざる様ま成り行触しが～　　　　（明10．　11．　6．c）

46筈3｝

　　（硬）　0

　　（軟）　15例

　く例〉　～其時々半半る筈なるが中ユハ～遷延する向もあり　　（liAll．　6．10．　c）
　　　　　　　　　　　　はつ　　　　　　　　　　　　　　せんえん

47　（～ノ）通り（「よう（に）」の意」）

　（Pt）’4例

　く例〉　當行n於テハ左ノ廉書ノ通り之ヲ取鼓フ可シ　　　　　（明11．3．5・e）

　（軟）　75貫

く例〉去る鵡揃塒計分難羅んと靴の渤醸酒竹橋を洋行する

　　　　　折丁～　　　　　　　　　曜　　　　　（明11。6．11・c）
48　～チス（接尾的要素）

　（硬）　2憎

く例〉小肥一食ノ酒ヲ尽シテ雛ナシ確ヲ擁シテ眠ル　（明1三．2．16．e）

　（軟）　44幽

く例〉～巡行の査官灘麟け介鋤岬速繊べ濫行軌砺～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明11．9．3．c）

49i委（クワ）シ

　（硬）　1例

　く例〉　上等學按ノ書籍器械及ヒ其雛形等愈密ニシテ愈精シ　　　（HA　11．9．9．　d）

　（軟）　　　17例

　く例〉　媒人ぢ許へ委しく此由を云ひ邊り～　　　　　　　　　（明11ユ0．9．c）
　　　　なかだちびと　もと　　　　　　　このよし

60　斯（カカ）ル〈蓮体詞）

　（硬）　5例

　く例〉　鳴呼種族ヲ異ニスト難同シク是地球上ノ人類ナルヲ期ル四刻無道ノ待遇ヲ

　　　　　受ケシA．ルノ㍗　　　　　　　　（明11・　8・　29・　e）

　（脚　21例

1）2）3）　これらの語は，験丈体にも少なくない。
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　　　　　　　　　　　　　W秀析した寮がら

　く例〉　世間灘》漸る類が澤出ある様子～　　　　　　　　　（明11．8．23。c＞
　　　　　　　　かも　たぐひ　たくさん
51　追々（オ・イオイ）　　　　　　　　　　　　　　1ゴ　／t

　（硬）　◎

　（軟）　30弼

　く例〉　追々臓虎猟の船ぢ館回する6當年ハ鯨り大猟よもあらず　（明11．　9．　6・c＞
　　　　　　らっこゆやう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あま

52絵程
　（硬）　0

　（軟）　18例

　く例〉　海門零魍の二艦も艦体が組立てユなりて犀たるが是れハ絵程大きく兇へた

　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明11．7．18．c）

53早クモ
　（硬）　0

　（軟）　18例

　く例〉　～やをハ素早き曲者にて早くも町回り吊る臼飼方へか逐電して～
　　　　　　　　　すをメや　　　　　　　　　　　　　　　　　　 をナ　ど　　　　　　　　　　　　　　　　　　 うくてん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（HAIL　7．31．　c＞

54　又モ

　（硬）　G

　（軟）　16例

　く例〉　軍馬船にて乗車せしが又も暴風怒濤の蔑め覆らんとせしに～
　　　　　　　　　　　　　　　　あらかせあらなみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明11．1．19。c＞

55残ラズ
　（硬）　0

　（軟）　16例

　く例〉　蕎饗ハ勿論折節貰ひ合せたる餅さへ残らず喰尽し～　　（明11。3。16。c＞
　　　　　　　　　おりふしもら　　あ腰　　　　　もち　　　の二　　　くひつく

『6不瞬（フト）

　（硬）　0

　（軟）　16例

く鐸〉～頭磯ひし折碑購の戸口に蓼罫似たるも噂てあるを見付け邸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明11．・5．14．c）

『7衡（「前も・て」の意）

　（硬）　2例

　く例〉　共二八郎潟二注カシメ蕪テ舟月1ユ近接セル脇本二二湖ロヲ開カソトスル＝・

　　　　　在りタリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明11．1g．30．　e）

　（軟）　34例

　」〈例〉　ん旧習旧記内へ豫て着手に成りし生員寄宿所ハ漸く落成し來六月より寄宿：

　　　　　　　　かまへ　　かね
　　　　　生の入唐を許すと　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明11．5．4．c）

以上の結果を表にまとめておこう。
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IV　分析した事がら

硬文体に特徴的 軟丈体に特徴酌
有様・｝庚（ジ9ウ）

～能ハ（ズ）

一（イチ）（接頭的要素）

納（ヤヤ）

直チニ

故工（接続詞）

～所（ノ）

所以（ユエソ）

庸望ス

然リ

異ナリ

欲ス

存ス

斯（カク）ノ如シ

所調（イワユノレ）

夫（ソレ）（謝詞）

蓋（ケダ）シ

聾：（アニ）

敢テ

況ソや

筍モ

恰モ

將（マサ）＝

決シテ

果シテ

殆ソド

然リト難モ

弼トナレバ

然レ下モ

然ルニ

魚子

儀

～条ヌ、（接尾的要素）

載（アル）

少（スコ）シ

直（スグ）　。直（スグ）二

～故（接続助詞的）

雷葉

折（オリ）’

折柄（名詞）

簾（セツ）

様（9ウ）（名詞）

筈

（～ノ）通り

～ナス（接尾的要素）

委（クワ）シ

斯（カカ）ル（連体詞）

瘤々（オイオイ）

鯨程

早クモ

又モ

残ラズ

不圖（フト）

象テ

　郵便報知新聞において，二つの顕著な文体の対立をとらえ，それぞれがどの

ような用語群によって特徴づけられているかを見ようとして，一つの試論とし

てではあるが，以上のような結果を得た。もちろん，硬文体・軟文体を特徴づ

ける用語はこれにとどまらないし，また他の文体（たとえば候文体）との対比

　　　　　　　　　　　　　　　3e5・．



　　　　　　　　　　　　　　IV　分析した事がら

においては，別佃の颪から明らかにされる点が少なくないであろうQしかし，

少なくとも以上のような用語群は，この二つの文体を特徴づける一往顕著な指

標として考えられるであろう。

　（この分析の，とくに検定法については，所員水谷静夫の協力を得た。）
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V　付 録

1　語彙表に著しく影響した話題

　資料として明治10年11月から1年と限った理由の一つに次のことをあげて

おいた。

　西南戦争中の新聞を取るとらどうしても，戦争関係の語が固まっていると考

えられる。もちろん，それがまったく無意味であるというのではないが，この

調査の目的には，できるだけ当代の普遍的な語彙をとらえようということも含

まれていた。そうなれば，上のような処置を取ったことも当然であろう。

　しかし，政論新聞と呼ばれているこの郵便報知新聞も，その政論は，社説の

一部と，投書（協議縫員の叢記行雄，本論彦一，福沢諭吉，犬養毅等）の一部

とに見えるだけである。しかも，その分量も：金紙面の割合から誉えば三んにも

ならぬ程度である。そうなると，この郵便報知新聞は，相当広範囲な話題を含

んでいると考えてよい。事実，窃盗・火災などのニュ・一ズから巷間の艶種，劇

評，暗殺された大久保利通内務卿の伝記，出鱈目草子という名の随筆，盗賊の

告白乞いうとりどりである。とは言え，やはり大きな事件があれば，その報道

がある期間継続することもあった。

　以下，語彙表，とくにA表（10園以上）に影響を与えたと思われる謡題をあ

げてみよう。

　a層（公布・公聞）

　やはりまだ西南戦争の後をひいて，論功行賞の辞令がたくさん出ている。た

とえば，〈鹿兇島逆徒〉，〈征討〉，〈勲五等〉，〈從七位〉，〈陸軍大尉〉，

〈陸軍中尉〉などはこの話題に関するものである。

　c層（報道記裏）

　一番大きな裏件は，横浜ガスの事件である。

　「封審傍聴記」などの名で延べ56巳の紙面に掲載され，分量は延べ約93段。

　横浜ガス事件の内容を簡単に解説しよう0
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　訴訟の名前は「人民共有物を匿戸長にて専噺したる訴」とあり，原告惣代人

は，「平民，早矢仕有的」で，被告人は，「平民，弓長今西相一一一’」である。訴歌

によると，〈高島嘉右衛門〉が創立した〈瓦斯局〉を横浜人民が買い受けて，共

有物とした。その運営は，〈代議人〉を選んで，これに当てることにした。と

ころが区：戸長は，その利益金を人民にあらかじめ伝えることをせず，35か年分

を一時払いの形式で高島嘉右衛門に支払った。だから，「公布の明交に照し，受

授の効なきものに付人民一同詳識を遂げ若し輿ふ可き條理あらハ改めて之を興

へ輿ふへき條理なけれハ之を與へさる可く衆議を以て決定致度候間右金員’）：利

子を添ヘー且取戻し静繊仕度公明の岬裁制を仰ぎ玲也　横濱裁判所長立木判

事殿」というのである。被告代理人（被告代人）は，門等筆生小山茂である。

　産層（外国通信）

　丁丁博覧会の記事も多い。通信員江木保雄は，明治H年2月11日，汽車で

東京を出発し，横浜で仏国メサズリー会社の郵船タナイス号（長さ102メート

・L・，　・・M’・・一暁28蠣鰍・56銑・・）睡船．膿詳細轍籠送・

　　　　　　　　マルセイユ
ている。3月27日馬耳塞下着，同29目巴里府「リヨン」駐車場に着く。その聞

46日（5月23日付’の新聞による）。

　この博覧会には，聴の政府も大いに力を入れ，「佛國博覧會事務局」を設け，

勧農局をはじめ，民間からも多くの出品人を得た。記事の分量は，延べ40日間

約45段。

　〈出品〉，〈電報〉，〈獲〉，〈佛國〉，などの語が目立っている。

　e層（投書その他）

　北越御巡幸

　1‡年8月30日に，〈聖上〉は皇居をお出ましになり，11月9日お帰りになっ

た。ユ0月31日には，名古麗からの郵報記事がある。その量は，47日間の紙面

に，延べ65段分である。記者は，濁敬孝。見出しは，「御巡幸日誌」。〈行在所〉，

〈御小休〉，〈着御〉，〈縣官〉，〈縣聴〉がこの項に関連してとくに使われ

た語であろう。

　なお，国内でも，上野で，「内國三業博覧會」が開かれていた．。a腰に「内國

三業博覧愈事務局録事」が多い。
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　あまりいい話題ではないが，全国にわたってく虎列刺病〉が発生し，患者の

数を毎週衛生局が発表している。tt

　国会開設を前にして，「地方宮会議」も開かれ，その日誌，傍聴記事も多い。

　さらに，「支那救荒記事」「清國鱗民救櫨酸金姓名録」「騨逓局第六年次年報」

も相当の紙面を取っている。

　人名としてA表に出ているのは，大隈重僑（大蔵卿），川路利良（警視総

監），楠本正睦（東京府知事），島田（叛乱を起した者）である。横浜ガス事件

関係者の名は上にふれてある。．

　以下に。履以下各層のおもな話題を示す。

　C属の：おもな記事：

虎列刺病患老報告関係

東京府下用水試験報告　延べ約6毅（1段は51行）

横浜ガス訴訟裁判傍聴記　延べ約93段

小学校教科課程関係

春木座，新富座劇評　延べ約21段

大久保利通公略伝　延べ約8段

地方宮会議日誌および傍聴記事　延べ約33段（1段は51行，中には

　　1段68行のもある。）

d騒のおもな記事

　1　二品博覧会通信　延べ約45段

　2　欧州二二災害関係

e腰のおもな記事

　1　支那救荒募金関係

　2　出鱈冒草子　延べ約41段

　3　御巡幸日誌　延べ約65段

2　この報告書に使ったおもな用語

代表形

　動詞・形容詞は，サンプル紙面には，活用した形で現われているが，その
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　活用する語を指示する語形を代表形と呼ぶ。この調査では，動詞は，連矯

　形を，形容詞は語幹を代表形とする。たとえば，力行四段動詞く書キ・ク〉

　は連用形のくカキ〉を代表形とし，形容詞〈ウツクシ〉はくウツク〉を代

　表形とする。

見出し形

　語の排列のために，見出しとして定めた語形。この調査では，接頭接尾的

　要素をはずしたもの，また，活用する語は連用形に終止形を小字で添えた

　ものをさす。なお，語末に，〈と〉，〈に〉，〈の〉，〈で〉などの付い

　た副詞，連体詞，接続詞は，それを除いた形をさす（語彙表の項参照）。

原カード

　直接，調査資料から採集した第一次作業用のカードを原力・一一ドと呼ぶ（あ

　るいは採集カードとも）。以後のすべての作業の基礎となるものであるとい

　う意味を含めている。

集計カード

　原カードを層ごとに，また，表記形式ごとに整理して，使用度数を集計す

　るためのカード。

翻本

　調査資料が貴重なものであるから，たびたび開いてみることは避けなけれ

　ばならない。そこで，原資料をV2に写真複写した。これを副本と呼ぶ。

接頭的要秦・接尾的要素

　大部分はいわゆる接頭語，接尾語と呼ばれているものであるが，語の構成

　を分析するために，サンプルに現われた語のうち，とくに次のものに限っ

　て接頭・接尾的要素と認めた。接頭語，接尾語と言わずにこのような表現

　をとったのは，そのためである。

　1　接頭的要素

　　｛1）敬意を表わしているもの

　　　オ　オン　ギョ　ゴ

　　（2｝（1似外のもの

　　　アイ（相）　イク（幾）　イチ（一）　カク（各）　カリ（假）　キ
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　　エウ（奮）　ゲソ（現）　ゲソ（原）　ザイ（在）　シュウ（衆）

　　ジュソ（準）　シa（諸）　シン（新）　ゼン（全）　ゼソ（前）

　　ソウ（総）　ダイ（第）　ナニ（何）　ヒ（非）　フ（不）　ボウ（某〉

　　・マ（眞）　vイ（毎）　ム（無）　リョウ（爾）

2　接尾的要素

③　人名などに付くもの

　　アネ（館）　イソ（院）　オウ（翁）　カクカ（閣下）　キョウ（卿〉

　　クン（潜）　ケ（家）　ゴ（御）’コウ（公）　コウシュ（公主）

　　コジ（居士）　サマ（様）　サソ　サソジン（山人）　シ（師）　シ

　　（子）　シ（氏）　シンノウ（親王）　セイ（生）　センセイ（生先〉

　　デソカ（殿下）　ドノ（殿）　バラ（原）　ヘイカ（陛下）　メ（奴〉

　（4）補助用言の一部

　　～アイ．ウ　～アイナリ．ル　～ア：・．ウ　～アソバシ．ス　～アタイ．ウ

　　～アリ．り　～イタシ。ス　～イダシ．ス　～イデ．ズ　～イ、レ　～エ．ウ

　　～オオセ。ス　～オキ．ク　～オリ。り　～オワリ。ル　～ガタシ　～カネ．ヌ

　　～キ．ク　～キタリ．ル　～クダサレ．ル　～クレ．ル　～シ。x　～ジル

　　～シ。スル　　～ソメ．ム　　～ダシ．ス　　～タテマツリ．ル　　～タマイ．ウ

　　～ッカマツリ．ル　～ヅラシ　～デル　～ナサレ．ル　～ナシ．ス～ナリ．ル

　　～ハタシ．ス　～ハテ．ヅ　～’マカリアリの　～マシマシ．ス～メカシ．x

　　～モウシ．ス　～ヤスシ　～ヤスィ　～ヤリ。ル　～ラシ

　⑤　（3），〔4＞以外のもの

　　アタリ　アテ（宛）　ウエ　オモテ　カ（下）　ガイ（外）　カタ

　　（方）　ガタ（形）　ガタ（方）　ガラミ　ゴト（毎）　ゴロ（頃）

　　ジュウ（中）　ジョウ（上）　スギ（過）　スジ（筋）　ズツ　セイ

　　（製）　タチ（達）　チェウ（中）　テキ（的）　トウ　ドオリ　トモ

　　ドモ　ナイ　ハイ（輩）　ヘン（邊）　ムキ　ヨ（鯨）　aウ（檬）

　　ヨウ（用）　ラ（等）　ライ（來）　リ（裡）　リェウ（流）　レソ

　　（連）

（6）いわゆる助数詞にあたるもの
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本表A表　　ttt　　　、＿　　tt　　tt

　使用度数エ0以上の語の語彙表。10回以上の使用度数は，統計的に見て，

　意昧のある度数である。．，

本表B表　　　　　　く

　使用度数9～1の語の語彙表。

男猿

　各附属要素の語彙表。・

a層

　公布，公聞，録事，記事：等。官省の布告，官蔓の任免の辞令，叙位叙勲，

　公判記事が収められてV．・る。

ib層

　社説

・c層

漏壷瓢最下騨・鯨油・大坂新報儲県報鱒r分れてい・．

・d層

姻搬外融融碗麟あ言口謙・鵜麟鱗臨
・F層

難旧稿紘糊出鯛蔚噸）・証講．搬儲など・
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3　使用度数を使用率に換算する表（99，384躍1，000編）

螺使用率（9di）擁使用率（％）鑛茨翔率（％）鷲（辮％）

　　1

　　2

　　3

　　4

　　5

　　6

　　7

　　8

　　9

例題

O．　OIO

O．　020

0．　030

0．　040

0．　050

0．　060

0．　070

0．　080

0．09重一

0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
2
3
4
5
6
7
8
9

O．　101

0．　201

0．　302－

O．　402

0．　503

0．　604－

O．　704

0．　805一一

〇．　906一

100

200

300

400

500

600

700

800

900

互。006

2．0王2

3。0亙9脚

4．　025－

5．031－

6．　037

7．　043

8。050噂

9．　056一

1ooo

llOO

1200

1300

1400

1500

1600

1700

1783

10．　0627

11．　068

12．　OZ4

13．　081r

！4．087需

王5．093－

16．　099

17．　105

17．941一
一（最趨使丁塵鍛〉．、

　略解

えてもよい。この誤差は，

実用上はこれで十分であろう。もっとも使用度数が大きくなるほど誤差の程度

も一万分の一ぐらいまでになる。

　暗算で，もう少し正確な使用率を出そうと思ったら，使用度数の1％をくわ

えて適当に位取りをかえればよい◎前例の175についていえば，

　　　　　　　　　　　　175十1．　75　＝176．　75

　　　　位取りをかえて，　　　　　　1．　76（切捨て）

　王96くわえて切り捨てる計算の方が，正確な値に近い。　．・t

　　〈人民〉の使用度数は175である。この語の使用率はいくらか。

（解法）表によって，100と70と5との使用率を求めて合計する。

　　　　　　　　　　　　100・・・…　LOO6　・
　　　　　　　　　　　　　70…　t・・O．　704

　　　　　　　　　　　　　s・・・…　e．　oso
　　　　　　　　　　　　…棄175・＝’JZ’『：’1．760（鬼乙5…

　　延べの使用度数が概算十万なので，使用度数175は，ほぼ1．75編と考

　　　　　　　　　　一〇．01刑すな：わち，十万分の一にすぎないから，
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索　引

　　　2．

　　　3．

　　　4．

　　　5．

後部分としての造語要素

異質文脈の含有率

　各層における～

熱帯技術の近代化

大新聞

　～の社説・論説

　～の社説欄の文章

　～の投書欄の交章

欧文脈の流入

送りがな

お達し

おどり字の表記

海外事情の解説書

　表記

外電の翻訳

外来語・欧文脈の流入

会話文の表記

片かなを使う語

活用

　～のある語の代表形

　～の識別

エ．　この索引は，この本を理解するために必要と思われる畜産を五十音順

　に並べたものである。ただし，見出しそのままの語が文中に使ってない

　場合もある。

　　数字はページ数を示す。

　　ゴチヅクの見出しは，本四の小見出しおよびゴチックで憎んだ語を示

　す。

人名。新聞雑誌名は省略した。

関連項目は，二か所にわたって出ていることもある。

～に二通り以上の動きのある語

外国語・外来語を写す際の長音の

26

　　292

　　　6

1，　9，　14

　　　10

　　　13

　　　13

　　　1

　　254

　　　16

　　268

　　　2

　　　31

　　　16

　　　1

　　270

　　267

　　　31

　　　32
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活用形の扱い

かな

かなつかいに誤りのある語

漢語

　～の質や量

　～の造語力

　～のはんらん

漢字

　～とかなとの割合

　～の種類

漢字書きとかな書きの両表記

　をもつ語

漢字に対する尊敬の気持

漢字・漢語

　～を多く含んだ文語文

　～の盛行

　～のはんらん

　～の流行

　むずかしい～の使用

漢字i語

　～の構成

　二字の～以外に付いた異なり語

漢字制限の問題

漢丈書き一下し文体
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軟文体
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報道の自由
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～の文章

創設ごろの～

祥学系統の記者

洋書調疎

読み

ルビ

　～と送りがなとの関係
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I　r本調査」のチータ

　1　予想される総語数（母集団）　約百二十八万語（助詞・助動調を含まない）

2採集した延べ語数（標木集団）
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